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高齢者の医療の確保に関する法律施行令及び同施行規則等の送付について 

 

 

後期高齢者医療制度等につきましては，「健康保険法等の一部を改正する法

律」（平成 18 年６月 21 日法律第 83 号）に基づき「老人保健法」（昭和 57 年８

月 17 日法律第 80 号）が改正され，平成 20 年４月１日より「高齢者の医療の確

保に関する法律」として施行されるところであります。 

これに伴い，今般「高齢者の医療の確保に関する法律施行令」（平成 19 年 10

月 19 日付政令第 318 号）及び「高齢者の医療の確保に関する法律施行規則」（平

成 19 年 10 月 22 日付厚生労働省令第 129 号）がそれぞれ示されましたので，ご

連絡申し上げます。  

また，「後期高齢者医療の食事療養標準負担額及び生活療養標準負担額」（平

成 19 年 11 月 30 日付厚生労働省告示第 395 号）等，上記法令に係る告示等も示

されておりますので，併せてご連絡申し上げます。 

今回の改正内容の概要につきましては，下記のとおりであります。 

つきましては，今回の改正内容について貴会会員に周知くださるようお願い

申し上げます。 

なお，本件につきましては，日本医師会ホームページのメンバーズルーム中

「平成 18 年度健康保険法・老人保健法等の改正に関する情報」に掲載いたしま

す。
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記 

 

高齢者の医療の確保に関する法律施行令の施行について 

 

第１ 特定健康診査の対象となる生活習慣病（高齢者の医療の確保に関する法

律施行令（以下，「令」という。）第 1条関係）（高齢者の医療の確保に関す

る法律（以下，「法」という。）第 18 条第１項関連） 

 

第２ 後期高齢者医療制度 

 一 市町村によって処理される後期高齢者医療の事務関係（令第２条関係） 

  ※ 後期高齢者医療の事務は都道府県ごとに設立される後期高齢者医療広

域連合（以下，「広域連合」という。）により処理されるが，保険料の徴

収の事務及び被保険者の便益の増進に寄与するものとして市町村によっ

て処理される後期高齢者に係る事務を定めた。（法第 48 条関連） 

 

 二 被保険者資格関係（令第３条～第５条及び別表関係） 

  １ 以下の②に係る障害の状態の程度を定めた。（令第３条及び別表）（法

第 50 条第２号関連） 

   ○後期高齢者医療の被保険者 

① 75 歳以上の者 

② 65 歳以上 75 歳未満の者であって，一定の障害の状態にある旨の

広域連合の認定を受けたもの 

 

  ２ 保険料を滞納している被保険者について，広域連合が被保険者証の返

還を求める対象とならない特別の事情を定めた。（令第４条）（法第 54 条

第４項関連） 

 

  ３ 保険料を滞納している被保険者が広域連合に被保険者証を返還したと

きは，広域連合は当該被保険者に対し被保険者資格証明書を交付するが，

以下の場合には被保険者資格証明書の交付を受けている被保険者に対し

被保険者証を交付することになっている（法第 54 条第８項関連）。今回，

以下の②に係る特別の事情が定められた。（令第５条） 

① 滞納している保険料を完納したとき 

② 滞納額の著しい減少，災害その他の政令で定める特別の事情があ

ると認めるとき 
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 三 後期高齢者医療給付関係（令第６条～第 17 条関係） 

  １ 後期高齢者医療の療養の給付等に優先して行われる給付は，以下に基

づく療養補償給付等である（法第 57 条第１項関連）。今回，以下の④を

定めた。（令第６条） 

    ① 労働者災害補償保険法 

    ② 国家公務員災害補償法 

    ③ 地方公務員災害補償法 

    ④ その他政令で定める法令 

    ⑤ 介護保険法 

    ⑥ 上記法令以外の法令により国若しくは地方公共団体の負担におい

て行われる医療給付 

 

  ２ 現役並み所得者（療養の給付等に係る一部負担金の割合が３割となる

者）の判定基準を次のとおり定めた。（令第７条）（法第 67 条第１項第２

号関連） 

     市町村民税課税所得      145 万円以上 

   かつ世帯収入 後期高齢者複数世帯 520 万円以上 

          後期高齢者単身世帯 383 万円以上 

   ※ 現役並み所得者の判定は，同一世帯に属する被保険者の所得及び収

入により判定する。 

 

  ３ 入院時食事療養費（法第 74 条第 10 項関連），入院時生活療養費（法第

75 条第７項関連），保険外併用療養費（法第 76 条第６項関連），訪問看

護療養費（法第 78 条第８項関連）及び特別療養費（法第 82 条第２項関

連）の支給に関し，健康保険法の規定を準用する。（令第８条～13 条） 

 

  ４ 高額療養費の支給要件及び支給額（令第 14 条）（法第 84 条関連） 

    （１）世帯 

ア 支給要件 

       同一の月に行われた療養（食事療養及び生活療養を除く。）のう

ち，同一世帯のすべての被保険者に係る一部負担金等の合算額か

ら外来療養に係る高額療養費の額を控除した額（以下「一部負担

金等世帯合算額」という。）が高額療養費算定基準を上回る場合に

支給する。 
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      イ 支給額 

       一部負担金等世帯合算額から高額療養費算定基準額を控除した

額に，被保険者の一部負担金等の額から当該者の外来療養に係る

高額療養費の額を控除した額を一部負担金等世帯合算額で除して

得た率（被保険者按分率）を乗じて得た額を，広域連合から支給

対象者にそれぞれ支給する。 

（２）外来 

   同一の月に行われた外来療養に係る一部負担金等の合算額が高

額療養費算定基準額を上回る場合に，その差額を広域連合から支

給対象者に支給する。 

（３）公費負担医療等 

   その他の公費負担医療（原子爆弾被爆者に対する援護に関する

法律による一般疾病費の支給又は厚生労働省令で定める医療に関

する給付をいう。以下同じ。）等に係る一部負担金等の合算額が，

高額療養費算定基準額を上回る場合に，その差額を支給する。 

 

  ５ 高額療養費算定基準額（後期高齢者医療の被保険者に係るもの）（令第

15 条） 

    （１）４の（１）の高額療養費算定基準額 

      ア イからエまでに掲げる者以外の者 44,400 円 

      イ 現役並み所得者（※経過措置あり。後掲第４の五参照） 

        80,100 円＋（療養に要した費用の額－267,000 円）×1/100 

ただし，高額療養費多数該当（療養のあった月以前の 12 月以

内にすでに４の（１）による高額療養費が支給されている月数が

３月以上ある場合）は，４月目から 44,400 円。 

      ウ 低所得者Ⅱ（市町村民税非課税等の世帯に属する被保険者） 

        24,600 円 

      エ 低所得者Ⅰ（ウのうち，所得が一定の基準に満たない被保険

者） 15,000 円 

    （２）外来療養に係る高額療養費算定基準額 

      ア イからエまでに掲げる者以外の者 12,000 円 

      イ 現役並み所得者 44,400 円 

ウ 低所得者Ⅱ 8,000 円 

エ 低所得者Ⅰ 8,000 円 
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（参 考） 

 自己負担限度額 
 

外来（個人ごと）  

現役並み所得者 

（課税所得145万円以上等）
44,400 円 

80,100 円＋１％ 

＜44,400 円＞ 

一   般 12,000 円 44,400 円 

Ⅱ 24,600 円 低所得

者 

（住民

税非課

税等）

Ⅰ 

（年金収入 80 万

円以下等） 

8,000 円 
15,000 円 

    ＜ ＞内の金額は高額療養費多数該当の場合。 

 

    （３）公費負担医療に係る高額療養費算定基準額 

       44,400 円（外来療養にあっては 12,000 円） 

    （４）長期にわたり継続して著しく高額な治療が必要となる疾病（特

定疾病）に係る広域連合の認定を受けた者（令第 14 条第４項関連）

に係る高額療養費算定基準額 10,000 円 

 

      高齢者の医療の確保に関する法律施行令第14条第４項の規定に基

づき厚生労働大臣が定める治療及び疾病 

      （平成 19 年 11 月 30 日 厚生労働省告示第 397 号） 

      １ 人工腎臓を実施している慢性腎不全 

      ２ 血漿分画製剤を投与している先天性血液凝固第Ⅷ因子障害又

は先天性血液凝固第Ⅸ因子障害 

      ３ 抗ウイルス剤を投与している後天性免疫不全症候群（ＨＩＶ

感染を含み，厚生労働大臣の定める者に係るものに限る。） 

 

      ※老人保健法施行令第14条第５項の規定に基づき厚生労働大臣が

定める治療及び疾病（平成 14 年厚生労働省告示第 286 号）は，

平成 20 年３月 31 日限り廃止 

 

    （５）市町村民税非課税の世帯に属する被保険者であって，老齢福祉

年金（その全額につき支給が停止されている者を除く。）の受給権

を有している者（令第 14 条第５項関連）に係る高額療養費算定基

準額 15,000 円 
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  ６ 入院療養等に係る現物給付化関係（令第 16 条） 

     被保険者の入院に係る高額療養費については，現物給付とし，一医

療機関ごとの窓口での支払を自己負担限度額にとどめる。 

     具体的には，被保険者が同一の月に一の保険医療機関等から入院療

養等を受けた場合において，法の規定により支払うべき一部負担金の支

払いが行われなかったときは，広域連合は，当該被保険者に代わり当該

保険医療機関等に対し，被保険者の所得区分に応じて高額療養費を支払

う。ただし，低所得者Ⅱ及び低所得者Ⅰについては，それらに該当して

いることにつき，広域連合の認定を受けている必要がある。 

 

７ 保険料の滞納者に対する給付の差止めの対象とならない特別の事情に

ついて，二の２の特別の事情と同様とした。（令第 17 条） 

 

 四 保険料関係（令第 18 条～第 33 条関係） 

  ※ 広域連合及び市町村が行う保険料の徴収等の業務に必要な事項を定め

たもの。 

  １ 保険料の算定に係る基準等 

   （１）保険料の算定基準 

   （２）離島その他の医療の確保が著しく困難である地域における保険料

率の算定基準 

   （３）賦課総額の算定基準 

 ２ 保険料の減額賦課に係る基準 

３ 保険料の特別徴収 

４ 保険料徴収を私人に委託したときは，その旨を告示する。 

 

 五 審査請求関係（令第 34 条及び第 35 条関係） 

   後期高齢者医療審査会（法第 128 条関連）について，国民健康保険法等

に規定する国民健康保険審査会の規定を準用する。 

   

○法第 128 条 

    後期高齢者医療給付に関する処分（被保険者証の交付の請求又は返還

に関する処分を含む。）又は保険料その他この章の規定による徴収金（市

町村及び後期高齢者医療広域連合が徴収するものに限る。）に関する処分

に不服がある者は，後期高齢者医療審査会に審査請求をすることができ

る。 
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六 都道府県知事への協議（令第 36 条関係） 

広域連合から都道府県知事に協議しなければならない場合を，次のとお

り定めた。（法第 133 条第２項関連） 

広域連合の条例で定める給付（葬祭費の支給若しくは葬祭の給付，傷病

手当金の支給その他の後期高齢者医療給付）を行おうとする場合（法第 56

条第３号関連）及び保険料の料率を定め，又は変更しようとする場合（法

第 104 条第２項関連） 

 

第３ その他（令第 37 条及び第 38 条関係） 

 一 地方社会保険事務局長への権限委任（法第 163 条第３項関連） 

   地方社会保険事務局長に委任する厚生労働大臣の権限を，保険医療機関

等，保険医等，指定訪問看護事業者等に対する指導，報告徴収等に係る権

限とする。 

   ただし，厚生労働大臣が当該権限を自ら行うことを妨げない。 

 

 二 厚生労働省令への委任 

   この政令で定めるもののほか，この政令の実施のために必要な手続きそ

の他必要な事項を厚生労働省令で定める。 

 

第４ 経過措置（令附則第２条～第 15 条関係） 

 一 老人保険法施行令は廃止する。（令附則第２条） 

 

 二 平成 20年３月以前に行われた療養に係る老人保健法の規定による高額医

療費の支給については，なお従前の例による。（令附則第３条） 

 

三 平成 20 年４月から 7月までにあっては，現役並み所得者の判定は，被保

険者並びにその属する世帯の他の世帯員である被保険者及び 70 歳以上 74

歳未満の者の所得及び収入により判定する。（令附則第４条） 

※ 平成 20 年７月までは，施行前までになされた判定が引き継がれる。 

 

 四 税制改正に伴う経過措置 

  １ 老人保健法において平成 18 年８月から実施している，老年者に係る非

課税措置の廃止に伴い市町村民税課税者となる者と同一の世帯に属する

市町村民税非課税者に対する経過措置と同様の措置等を，平成 20 年４月

から７月までに行われる療養について定める。（令附則第５条及び第６

条） 
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   ※ 低所得者の自己負担限度額を適用 

 

  ２ 老人保健法において平成 18 年８月から実施している，公的年金等控除

の見直し等に伴い現役並み所得者となる者に対する経過措置と同様の措

置を，平成 20 年４月から７月までに行われる療養について定める。（令

附則第７条） 

   ※ 自己負担限度額を一般に据え置く 

 

 五 平成 20 年８月から平成 22 年７月までに行われる療養について，次の１

又は２の要件を満たす現役並み所得者（特定収入被保険者）の高額療養費

算定基準額を 44,000 円（外来療養にあっては 12,000 円）とする。（令附則

第８条） 

  １ その属する世帯に他の被保険者がいない者 

  ２ 被保険者及びその属する世帯の 70 歳以上 75 歳未満の収入額が 520 万

円未満の者 

  ※ 今回の改正により，現役並み所得者の判定は同一世帯に属する 75 歳以

上の被保険者のみの所得及び収入により行われることになる。 

    このため，一部の被保険者について，新たに現役並所得者と判定され，

１割負担から３割負担となることから，激変緩和のため，平成 20 年８月

から平成 22 年７月までに行われる療養について，自己負担限度額を一般

に据え置くもの。 

 

   （参 考） 

現  行 

 

定率負担     １割 

自己負担限度額 44,400 円

外来限度額   12,000 円

→

経過措置 

（H20.8～H22.7）

３割 

44,400 円 

12,000 円

→

経過措置終了後 

（H22.8～） 

３割 

80,100 円＋１％

44,400 円 

 

 六 現役並み所得者に係る高額療養費の支給における多数回該当の判定に際

しては，老人保健法の規定により支給された高額医療費の支給回数も含め

て行う。（令附則第９条） 

 

 七 保険料の賦課課税の基準となる所得について特例措置を定めた。（令附則

第 11 条） 

※ 広域連合が行う保険料の徴収等の業務に必要な事項を定めたもの。 
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 八 保険料の特別徴収の開始の際の特例を定めた。（令附則第 12 条） 

※ 広域連合が行う保険料の徴収等の業務に必要な事項を定めたもの。 

※ 特別徴収：市町村が老齢等年金給付を受ける被保険者から老齢等年金

給付の支払いをする者（年金保険者）に保険料を徴収させ，かつその徴

収すべき保険料を納入させることをいう。（法 107 条第１項） 

→いわゆる「年金天引き」 

 

 九 特定市町村（法附則第 14 条第１項関連）の区域内に住所を有する被保険

者（特定市町村区域内被保険者）に係る保険料の算定基準を定めた。（令附

則第 13 条） 

※ 広域連合が行う保険料の徴収等の業務に必要な事項を定めたもの。 

※ 特定市町村：広域連合の区域のうち，被保険者に係る療養の給付等に

要する費用の額が著しく低い市町村であって，厚生労働大臣が定める基

準に該当する市町村 

→不均一保険料率の特例関係 

 

第５ 施行期日（令附則第１条関係） 

施行日：平成 20 年４月１日 

    ただし，第４の八の規定（附則第 12 条の規定）は公布の日か

ら施行する。 
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高齢者の医療の確保に関する法律施行規則の施行について 

 

第１ 医療費適正化計画関係 

 一 医療費適正化計画の進捗状況評価（高齢者の医療の確保に関する法律施

行規則（以下，「規則」という。）第１条及び第２条関係）（高齢者の医療の

確保に関する法律（以下，「法」という。）第 11 条関連） 

１ 厚生労働大臣及び都道府県が，医療費適正化計画の進捗状況の評価を

行うに当たっては，当該計画に掲げる目標の達成に向けた取組の進捗状

況の把握及び分析を行う。 

２ 進捗状況の評価の結果の公表は，その要旨及び内容をインターネット

の利用，印刷物の配布その他の適切な方法により行う。 

 

（参考） 

① 都道府県は，都道府県医療費適正化計画（５年ごとに作成：法第９条

第１項）を作成した年度の翌々年度において，当該計画の進捗状況の評

価及びその結果公表を行う。（法第 11 条第１項） 

② 厚生労働大臣は，全国医療費適正化計画（５年ごとに作成：法第８条

第 1 項）の作成年度の翌々年度において，当該計画の進捗状況の評価及

びその結果公表を行う。（法第 11 条第２項） 

 

二 医療費適正化の実績評価（規則第３条及び第４条関係）（法第 12 条関連） 

 １ 厚生労働大臣及び都道府県が，医療費適正化計画の実績評価を行うに

当たっては，当該計画に掲げる目標の達成状況並びに当該計画に掲げる

施策の実施状況及び当該施策に要した費用に対する効果に係る調査及び

分析を行う。 

 ２ 都道府県は，医療費適正化計画の実績評価の結果を，当該計画終了年

度の翌年度の 12 月末日までに厚生労働大臣に報告する。 

 ３ 実績評価の結果の公表は，その要旨及び内容をインターネットの利用，

印刷物の配布その他の適切な方法により行う。 

 

 

（参考） 

① 都道府県は，都道府県医療費適正化計画の期間終了の翌年度において，

当該計画に掲げる目標の達成状況及び施策の実施状況に関する調査・分析
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を行い，当該計画の実績に関する評価を行う。（法第 12 条第１項） 

② 都道府県は，①の評価の内容を厚生労働大臣に報告し，公表する。（法

第 12 条第２項） 

③ 厚生労働大臣は，全国医療費適正化計画の期間終了の翌年度において，

当該計画に掲げる目標の達成状況及び施策の実施状況に関する調査・分析

を行い，当該計画の実績に関する評価を行う。（法第 12 条第３項） 

④ 厚生労働大臣は，②の報告を踏まえ，関係都道府県の意見を聞いて，各

都道府県における都道府県医療費適正化計画の実績に関する評価を行う。

（法第 12 条第３項） 

⑤ 厚生労働大臣は，③及び④の評価を公表する。（法第 12 条第４項） 

⑥ 都道府県は，都道府県医療費適正化計画の進捗状況又は実績に関する評

価の結果，当該計画に掲げる医療の効率的な提供の推進に関し，当該都道

府県において達成すべき目標の達成のために必要があると認めるときは，

厚生労働大臣に対し，健康保険法及び高齢者の医療の確保に関する法律に

規定する診療報酬（⑦及び⑧において「診療報酬」という。）に関する意

見を提出することができる。（法第 13 条第１項） 

⑦ 厚生労働大臣は，⑥により都道府県から意見が提出されたときは，当該

意見に配慮して，診療報酬を定めるように努めなければならない。（法第

13 条第２項） 

⑧ 厚生労働大臣は，③及び④の評価の結果，全国及び都道府県医療費適正

化計画に掲げる医療の効率的な提供の推進に関し，国及び各都道府県にお

いて達成すべき目標を達成し，医療費適正化を推進するために必要がある

と認めるときは，一の都道府県の区域内における診療報酬について，地域

の実情を踏まえつつ，適切な医療を各都道府県間において公平に提供する

観点から見て合理的と認められる範囲内において，他の都道府県の区域内

における診療報酬と異なる定めをすることができる。（法第 14 条第１項） 

 

 

三 医療費適正化計画の作成等のための調査及び分析等（規則第５条関係）（法

第 16 条関連） 

 １ 医療費適正化計画の作成，実施及び評価に資するため，厚生労働大臣は，

医療に要する費用並びに診療の件数及び日数に関する地域別，年齢別，

疾病別，診療内容別，男女別又は医療機関の種類別の状況に関する情報

並びに特定健康診査及び特定保健指導の実施状況に関する情報について，

調査及び分析を行い，その結果を公表する。（規則第５条第１項関係）（法

第 16 条第１項第１号関連） 
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 ２ 厚生労働大臣は，１のほか，医療の提供に関する地域別，病床の種類別

及び医療機関の種類別の病床数並びに地域別及び医療機関の種類別の医

療機関数の推移の状況に関する情報について，調査及び分析を行い，そ

の結果を公表する。（規則第５条第２項関係）（法第 16 条第 1項第２号関

連） 

 ３ 厚生労働大臣から１及び２に関する情報の提供を求められた場合には，

保険者及び広域連合は，当該情報を，電子情報処理組織（保険者又は後

期高齢者医療広域連合（以下「広域連合」という。）と社会保険診療報酬

支払基金又は国保連合会とを電気通信回線で接続した電子情報処理組織

（いわゆるオンライン））を使用する方法又は当該情報を記録した光ディ

スクその他の電磁的記録を提出する方法により提出しなければならない。

（規則第５条第３項関係）（法第 16 条第２項関連） 

 

第２ 後期高齢者医療制度関係 

一 市町村事務関係（規則第６条及び第７条関係）（高齢者の医療の確保に関

する法律施行令（以下「令」という。）第２条第６号及び第７号関連） 

後期高齢者医療の事務のうち，被保険者の便益の増進に寄与するものとし

て，市町村が行う以下の①及び②に係る事務を定めた。 

①被保険者資格に関する事務（規則第６条関係） 

②後期高齢者医療給付に関する事務（規則第７条関係） 

 

 二 被保険者資格関係 

１ 障害認定の申請（規則第８条関係）（法第 50 条第２号，令第３条及び令

別表関連） 

２ 後期高齢者医療の被保険者の適用除外となる者（規則第９条関係）（法

第 51 条第２号関連） 

後期高齢者医療制度の被保険者の適用除外となる者として，以下の②に

係る者を定めた。 

○後期高齢者医療の被保険者の適用除外となる者（法第 51 条） 

① 生活保護法による保護を受けている世帯（その保護を停止されてい

る世帯を除く。）に属する者 

② ①に掲げるもののほか，後期高齢者医療の適用除外とすべき特別の

理由がある者 

３ 資格取得の届出等（規則第 10 条～第 11 条関係） 

75 歳に達したこと等により，被保険者の資格を取得した際の届出の期限

（14 日以内）及び届出の記載事項について定めた。 
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４ 住所地特例に関する届出（規則第 12 条関係）（法第 55 条関連） 

住所地特例：入院等のため病院等に住所を移した際，広域連合をまたぐ

住所の移動があった場合には，前住所の広域連合の被保険

者とする特例 

５ 保険料を滞納した際に被保険者証の返還を求める対象とならない被保

険者を定めた。（規則第 13 条関係）（法第 54 条第４項関連） 

→児童福祉法，予防接種法等の規定による公費負担医療を受けることがで

きる被保険者 

６ 広域連合が保険料を滞納している被保険者に対し，被保険者証の返還を

求めるまでの期間は，１年間とする。（規則第 14 条関係）（法第 54 条第４

項関連） 

７ 被保険者証の返還（規則第 15 条関係）（法第 54 条第４項関連） 

広域連合が，保険料を滞納している被保険者に対し，被保険者証の返還

を求めるに当たっての手続きを定めた。 

８ 保険料を納付することができない特別の事情に関する届出（規則第 16

条関係）（令第４条及び第５条関連）（法第 54 条第４項関連） 

９ 被保険者証及び被保険者資格証明書の交付（規則第 17 条関係） 

（１）広域連合は，被保険者に対し，様式第１号又は第２号による被保険者

証を，有効期限を定めて交付しなければならない。 

（２）広域連合は，保険料を滞納したことにより，被保険者証を返還した被

保険者に対し，様式第３号による被保険者資格証明書を交付しなければ

ならない。 

10 被保険者資格証明書の返還（規則第 18 条関係） 

11 被保険者証の再交付及び返還（規則第 19 条関係） 

12 被保険者証の検認又は更新（規則第 20 条関係） 

13 11 及び 12 の規定は，被保険者資格証明書について準用する。（規則第

21 条関係） 

14 各種変更及び資格喪失に係る届出 

次の（１）から（４）に係る届出の期限（14 日以内）及び届出の記載

事項を定めた。 

（１）被保険者の氏名変更（規則第 22 条関係） 

（２）住所変更（規則第 23 条関係） 

（３）世帯変更（規則第 24 条関係） 

（４）広域連合外への転出，適用除外該当等による資格喪失（規則第 26

条関係） 

15 障害状態不該当の届出（規則第 25 条関係） 
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16 届書の記載事項等（規則第 27 条関係） 

17 届出の省略（規則第 28 条関係） 

 

 三 後期高齢者医療給付関係 

１ 第三者求償事務の委託先とすることができる国保連合会の要件を定め

た。（規則第 29 条関係）（法第 58 条第１項，第３項関連） 

２ 処方せんの提出（規則第 30 条関係） 

被保険者は，保険薬局にて薬剤の支給を受けようとするときは，保険医

の交付した処方せんを提出しなければならない。 

ただし，当該保険薬局から被保険者証又は被保険者資格証明書の提出を

求められた場合には，当該処方せん及び被保険者証又は被保険者資格証明

書を提出しなければならない。 

３ 現役並み所得者（療養の給付等に係る一部負担金の割合が３割となる

者）の判定に用いる収入の額等（規則第 31 条及び第 32 条関係）（令第７

条第３項関連） 

 

 （参 考） 

   高齢者の医療の確保に関する法律施行規則第 31 条の規定に基づき厚

生労働大臣が定める収入の額の算定方法 

  （平成 19 年 11 月 30 日 厚生労働省告示第 398 号） 

 

４ 一部負担金の減額等を行うことのできる特別の事情等（規則第 33 条関

係）（法第 69 条第１項関連） 

（１）広域連合が，一部負担金の減額・免除・猶予を行うことができる特別

の事情は，被保険者が震災，風水害，火災その他これらに類する災害に

より住宅，家財その他の財産について著しい損害を受けたこと，被保険

者の属する世帯の世帯主が死亡し，若しくは心身に重大な障害を受け，

又は長期間入院したことその他これらに類する事由があることにより

一部負担金を支払うことが困難と認められることとする。 

（２）一部負担金の減額等を受ける際の手続きを定めた。 

① 一部負担金減免等申請書を広域連合へ提出する。 

② 広域連合は一部負担金減免等証明書を交付する。 

③ 被保険者は療養の給付等を受ける際に当該証明書を保険医療機関

又は保険薬局に提出する。 
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５ 入院時食事療養費関係（規則第 34 条～第 38 条関係） 

（１）被保険者に支給すべき入院時食事療養費は，療養を行った保険医療機

関に対して支払う。（規則第 34 条関係）（法第 74 条第５項関連） 

（２）食事療養標準負担額の減額の対象者を次のように定めた。（規則第 35

条関係）（法第 74 条第２項関連） 

① 低所得者Ⅱ（市町村民税非課税等の世帯に属する被保険者であっ

て，規則第 67 条で定めるところにより，広域連合の認定（※）を受

けている者） 

② 低所得者Ⅰ（①のうち，所得が一定の基準に満たない被保険者で

あって，規則第 67 条で定めるところにより，広域連合の認定（※）

を受けている者） 

※後掲 13 の（５）参照 

（３）限度額適用・標準負担額減額認定証（※）の交付を受けた被保険者は，

入院時食事療養費に係る療養を受ける際には，保険医療機関に当該認定

証を提示しなければならない。（規則第 36 条関係） 

※後掲 13 の（５）参照 

（４）限度額適用・標準負担額減額認定証を提出しないことにより，被保険

者が減額しない食事療養標準負担額を支払った場合であって，当該証を

提出しないことがやむを得ないものと認められるときは，被保険者の申

請により，減額されるべき額との差額が被保険者に支給される。（規則

第 37 条関係） 

（５）保険医療機関の発行する領収書は，食事療養標準負担額とその他の費

用の額とを区分して記載しなければならない。（規則第 38 条関係）（法

第 74 条第７項関連） 

６ 入院時生活療養費関係（規則第 39 条～第 43 条関係） 

５の入院時食事療養費関係と同様の規定を設けた。 

７ 保険外併用療養費関係（規則第 44 条及び第 45 条関係）（法第 76 条第６

項関連） 

（１）被保険者に支給すべき保険外併用療養費は，療養を行った保険医療機

関等に対して支払うことを定めた。（規則第 44 条関係） 

（２）保険医療機関等の発行する領収書は，保険外併用療養費に係る療養に

つき，被保険者が負担した額（食事療養，生活療養及びその他の療養に

区分して記載）とその他の費用の額とを区分して記載しなければならな

いことを定めた。（規則第 45 条関係） 

８ 第三者行為による被害の届出（規則第 46 条関係）（法第 58 条関連） 

療養の給付等に係る事由が第三者の行為によって生じたものであると
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きの広域連合への届出の記載事項等の手続について定めた。 

９ 療養費関係（規則第 47 条関係）（法第 77 条第１項関連） 

療養費の支給を申請する際の申請書の記載事項等を定めた。 

10 訪問看護療養費関係（規則第 48 条～第 53 条関係） 

（１）訪問看護療養費が支給される訪問看護を受ける被保険者について，そ

の治療の必要の程度に係る基準は，病状が安定し，又はこれに準ずる状

態にあり，かつ，居宅において看護師等の者が行う療養上の世話及び必

要な診療の補助を要することとする。（規則第 48 条関係）（法第 78 条第

１項関連） 

（２）（１）の訪問看護を行う者は，看護師のほか，保健師，准看護師，理

学療法士，作業療法士及び言語聴覚士とする。（規則第 49 条関係）（法

第 78 条第１項関連） 

（３）訪問看護療養費が支給されるのは，被保険者が寝たきりの状態にある

者又はこれに準ずる状態にある者（規則第 48 条の基準に適合している

者に限る。）であると認められる場合とする。（規則第 50 条関係） 

（４）被保険者に支給すべき訪問看護療養費は，指定訪問看護を行った指定

訪問看護事業者に対して支払う。（規則第 51 条関係） 

（５）指定訪問看護事業者の発行する領収書は，基本利用料及びその他の利

用料について，個別の費用ごとに区分して記載しなければならない。（規

則第 52 条関係） 

（６）８の規定は，訪問看護療養費について準用する。（規則第 53 条関係） 

11 特別療養費関係（規則第 54 条～第 57 条関係） 

広域連合は，被保険者が被保険者資格証明書の交付を受けている場合に

おいて，当該被保険者が保険医療機関等又は指定訪問看護事業者について

療養を受けたときは，当該被保険者に対し，その療養に要した費用につい

て，特別療養費を支給することとなっている（法第 82 条関連）。今回，以

下の項目につき定めた。 

（１）被保険者が特別療養費の支給を申請する際の申請書の記載事項等の手

続を定めた。（規則第 54 条関係） 

（２）特別療養費に係る療養を取り扱った際に，保険医療機関等又は指定訪

問看護事業者が広域連合に対して行う届出及び届書の記載事項等の手

続を定めた。（規則第 55 条及び第 56 条関係） 

① 保険医療機関等の場合（規則第 55 条関係） 

診療報酬明細書又は調剤報酬明細書の様式の例により，各月分に

ついて，翌月 10 日までに送付する。 

    ② 指定訪問看護事業者の場合（規則第 56 条関係） 
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訪問看護療養費明細書の様式の例により，各月分について，翌月

10 日までに送付する。 

③ 広域連合は①及び②の届書につき審査し，当該療養につき算定し

た費用の額その他の審査の結果を当該保険医療機関等又は指定訪問

看護事業者に書面により通知する。（規則第 55 条第４項及び第 56 条

第４項関係） 

（３）７の（２）及び 10 の（５）の規定は，保険医療機関等及び指定訪問

看護事業者が発行する特別療養費に係る領収書について準用する。（規

則第 57 条関係） 

12 移送費関係（規則第 58 条～第 60 条関係） 

広域連合は，被保険者が療養の給付等を受けるため病院又は診療所に移

送されたときであって，必要であると認める場合に限り，移送費を支給す

ることとなっている。（法第 83 条関連）今回，以下の項目につき定めた。 

（１）移送費の額は，最も経済的な通常の経路及び方法により移送された場

合の費用により算定した金額とすることとし，現に当該移送に要した費

用の額を超えることができない。（規則第 58 条関係） 

（２）移送費の支給が必要と認める場合として，移送により法に基づく適切

な療養を受けたこと等とした。（規則第 59 条関係） 

（３）移送費の支給を申請する際の申請書の記載事項等の手続を定めた。（規

則第 60 条関係） 

13 高額療養費関係（規則第 61 条～第 71 条関係） 

（１）特定給付対象療養（※）のうち，厚生労働省令で定める医療に関する

給付を，障害者自立支援法等の規定による給付とした。（規則第 61 条関

係） 

※特定給付対象療養（令第 14 条第１項第２号） 

① 原子爆弾被爆者に対する援護に関する法律による一般疾病医療費

の支給その他厚生労働省令で定める医療に関する給付が行われるべ

き療養 

② 当該被保険者が長期にわたり継続して著しく高額な治療が必要と

なる疾病（特定疾病）であって，広域連合の認定を受けた被保険者

に係る厚生労働大臣が定める療養 

（２）特定疾病の認定を申請する際の申請書の記載事項等の手続及び特定疾

病療養受療証（様式第４号）の交付，保険医療機関等への提出等を定め

た。（規則第 62 条関係）（令第 14 条第４項関連） 

① 被保険者は申請書を広域連合へ提出する。 

② 広域連合は特定疾病療養受療証（様式第４号）を交付する。 
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③ 認定を受けた被保険者は特定疾病に係る療養を受ける際に，被保

険者証又は処方せんに添えて，特定疾病療養受療証を保険医療機関

等に提出する。 

（３）現役並み所得者に係る高額療養費算定基準額における定率部分（＋

１％部分）の算定対象となる費用の額を定めた。（規則第 63 条及び第

66 条関係）（令第 15 条第１項第２号関連） 

（４）令第 15 条第１項第３号（低所得者Ⅱ）又は第４号（低所得者Ⅰ）の

適用の対象となる要保護者を，療養のあった月に生活保護法の要保護者

であり，かつ，標準負担額の減額が適用された場合に，生活保護法の保

護を要しない状態となる者とする。（規則第 64 条及び第 65 条関連） 

（５）広域連合により低所得者Ⅱ又は低所得者Ⅰの認定を受けようとする被

保険者が，限度額適用・標準負担額減額の認定の申請をする際の申請書

の記載事項等の手続及び様式第５号による限度額適用・標準負担限度額

認定証の交付，保険医療機関等への提出等を定めた。（規則第 67 条関係）

（令第 16 条第１項第１号ハ及びニ関連） 

① 被保険者は申請書を広域連合へ提出する。 

② 広域連合は限度額適用・標準負担額減額認定証（様式第５号）を

交付する。 

③ 認定を受けた被保険者は療養を受ける際に，被保険者証に添えて，

限度額適用・標準負担額減額認定証を保険医療機関等に提出する。 

（６）令第 16 条第３項においては，高額療養費の現物給付が行われる公費

負担医療及び特定疾病に係る療養が規定されているが，当該高額療養費

の現物給付が行われる公費負担医療を，障害者自立支援法等の規定によ

る給付とすることを定めた。（規則第 68 条関係）（令第 16 条第３項関連） 

（７）令第 16 条第５項に規定する厚生労働省令で定める医療機関等を旧総

合病院（※）と定める。旧総合病院は，診療科ごとに別個の保険医療機

関等とみなされる。（規則第 69 条関係）（令第 16 条第５項関連） 

※旧総合病院： 平成 10 年４月１日の時点において，平成９年法律第

125 号による改正前の医療法第４条の規定による承認を

受けている病院（健康保険法施行規則等の一部を改正す

る省令（平成 10 年厚生省令第 24 号）附則第２条第１項） 

 

 

（参考） 

○令第 16 条第５項（現行の老人保健法施行令第 16 条第５項と同様） 

歯科診療及び歯科診療以外の診療を併せ行う保険医療機関等並びに２
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以上の診療科名を有する保険医療機関等であって，厚生労働省令で定める

もの（＝旧総合病院）は，令第 14 条第３項（公費負担医療に係る高額療

養費）及び第４項（特定疾病療養に係る高額療養費）の規定並びに令第 16

条第１項（入院療養等に係る高額療養費）の規定の適用については，歯科

診療及び歯科診療以外の診療又は診療科名を異にする診療につきそれぞ

れ別個の保険医療機関等とみなす。 

 

 

（８）高額療養費の支給を申請する際の申請書の記載事項等の手続を定めた。

（規則第 70 条関係）（法第 84 条関連） 

（９）８の規定は，高額療養費について準用する。（規則第 71 条関係） 

14 後期高齢者医療給付を制限するまでの期間（規則第 72 条関係） 

広域連合は，被保険者が保険料を滞納しており，かつ，当該保険料の納

期限から厚生労働省令で定める期間が経過するまでの間に当該保険料を

納付しない場合は，災害等特別の事情がある場合を除き，後期高齢者医療

給付の全部又は一部の支払を一時差し止めることになっている。（法 92 条

第１項関連） 

今回，一時差止を行うまでの保険料滞納期間を，１年６月間とすること

を定めた。 

15 特別の事情に関する届出（規則第 73 条関係）（法 92 条第１項，令第 17

条及び第４条関連） 

保険料滞納期間が１年６月を超過したときであっても，後期高齢者医療

給付の一時差止とならない特別の事情があるとき（令第 17 条及び第４条）

の届出の記載事項を定めた。 

16 後期高齢者医療給付の支払の差止（規則第 74 条関係）（法 92 条第１項

及び第２項関連） 

広域連合が一時差し止める後期高齢者医療給付の額は，滞納額に比し，

著しく高額とならないようにする。 

17 後期高齢者医療給付額からの滞納保険料額の控除（規則第 75 条関係）

（法第 92 条第３項関連） 

一時差止に係る後期高齢者医療給付の額から当該被保険者が滞納して

いる保険料額を控除する際には，あらかじめ広域連合から当該被保険者に

対し，その旨を書面により通知しなければならない。 

18 口頭による申請等（規則第 76 条関係） 

被保険者が後期高齢者医療給付を受ける際の申請書又は届書を作成す

ることができない特別の事情があるときは，当該申請等については，口頭
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による陳述を広域連合の職員が聴取する方法で行うことができる。 

 

19 申請書又は届書の記載事項（規則第 77 条関係） 

申請書又は届書には，申請人又は届出人の氏名，住所及び申請又は届出

の年月日を記載しなければならない。 

20 添付書類等の省略（規則第 78 条関係） 

申請又は届出の際に必要となる書類が，公簿等によって確認できる場合

には，その書類の添付等を省略することができること等を定めた。 

21 診療報酬請求書の審査等（規則第 79 条及び第 80 条関係） 

（１）診療報酬請求書の審査は，提出を受けた日の属する月の末日までに行

うこと。 

（２）審査に苦情がある者は，再度の考案を求めることができること。 

22 診療報酬の支払（規則第 81 条関係） 

広域連合は，審査が終わった日の属する月の翌月末までに，保険医療機

関等に対し，診療報酬を支払うものとする。 

23 後期高齢者医療給付に関する処分の通知（規則第 82 条関係） 

広域連合は，後期高齢者医療給付に関する処分を行ったときは，速やか

に，文書でその内容を申請者又は届出人に通知する。また，不利益通知を

行うときは，その理由を付記しなければならない。 

 

 四 保険料関係 

※ 広域連合及び市町村が行う保険料の徴収等の業務に必要な事項を定め

たもの。 

１ 保険料の算定方法等（規則第 83 条～第 90 条関係） 

２ 保険料の特別徴収に係る通知等（規則第 91 条～第 112 条関係） 

 

 五 その他 

１ 後期高齢者医療診療報酬審査委員会（規則第 113 条関係）（法第 126 条

関連） 

後期高齢者医療診療報酬審査委員会について，委員の任期，定足数等に

関し，国民健康保険法施行規則第５章の国民健康保険診療報酬審査委員会

の規定を準用する。 

 

（参考） 

① 法第 70 条第４項の規定による委託を受けて診療報酬請求書の審査を

行うため，国保連合会に後期高齢者医療診療報酬審査委員会を置く。（法
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第 126 条第１項） 

② 前項の規定にかかわらず，国民健康保険法第 87 条に規定する国民健

康保険診療報酬審査委員会を置く国保連合会は，当該審査委員会におい

て後期高齢者医療に係る診療報酬請求書の審査を行うことができる。

（法第 126 条第２項） 

 

２ 後期高齢者医療診療報酬特別審査委員会（規則第 114 条関係）（法第 70

条関連） 

（１）法第 70 条第５項に規定する指定法人（国保中央会）は，同項の規定

により厚生労働大臣の定める診療報酬請求書（いわゆる高額レセプト）

の審査を行うため，後期高齢者医療診療報酬特別審査委員会を置かなけ

ればならない。 

 

※いわゆる高額レセプト 

社会保険診療報酬支払基金法第 16 条第１項，国民健康保険法第 45 条

第６項及び高齢者の医療の確保に関する法律第 70 条第５項の規定に基

づき厚生労働大臣の定める診療報酬請求書 

（昭和 59 年９月 28 日 厚生省告示第 172 号） 

（一部改正：平成 19 年 11 月 30 日 厚生労働省告示第 400 号） 

 

（２）（１）にかかわらず，国民健康保険法施行規則第 42 条の２に規定する

特別審査委員会を置く指定法人（国保中央会）は，当該特別審査委員会

において，後期高齢者医療に係る診療報酬請求書の審査を行う。 

 

（参考） 

① 広域連合は，保険医療機関等から療養の給付に関する費用の請求があ

ったときは，審査した上，支払うものとする。（法第 70 条第３項） 

② 広域連合は，①の審査及び支払に関する事務を支払基金又は国保連合

会に委託することができる。（法第 70 条第４項） 

③ ②の委託を受けた国保連合会は，当該委託を受けた審査に関する事務

のうち厚生労働大臣の定める診療報酬請求書（いわゆる高額レセプト）

の審査に係るものを，国民健康保険法第 45 条第６項に規定する厚生労

働大臣が指定する法人（指定法人：国保中央会）に委託することができ

る。（法第 70 条第５項） 
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第３ 国民健康保険団体連合会の高齢者医療制度関係業務関係（規則第 115 条

関係）（法第 155 及び 156 条関連） 

高齢者医療制度関係業務に関する国保連合会の議決権の特例を定めた。 

 

第４ その他 

一 被扶養者であった者の通知（規則第 116 条関係）※保険料の減額賦課（２

年間）関連 

１ 後期高齢者医療の被保険者の資格を取得した日の前日において被用者

保険に属する被保険者の被扶養者であった者について，被用者保険の保

険者は，広域連合に通知する。 

２ １の通知は，社会保険診療報酬支払基金を経由して行う。 

 
二 事業状況の報告（規則第 117 条関係）（法 135 条関連） 

 広域連合等が都道府県知事等に行う事業状況等の報告は，毎月の事業状況

の報告書を翌月 20 日までに提出することにより行う。 

 

三 様式（規則第 17 条，第 62 条，第 67 条及び第 118 条関係） 

被保険者証（様式第１号及び第２号），被保険者資格証明書（様式第３号），

特定疾病療養受療証（様式第４号），限度額適用・標準負担額減額認定証（様

式第５号）及び職員が報告徴収等の際に携帯すべき身分を示す証明書（様式

第６号～第 11 号）の様式を定めた。 

 

四 地方厚生局長等に委任する厚生労働大臣の権限（規則第 119 条関係）（法

163 条関連） 

  次の１及び２の権限を地方厚生局長等に委任する。ただし，厚生労働大臣

が当該権限を自ら行うことを妨げない。 

１ 都道府県に対し，都道府県医療費適正化計画の作成の手法その他都道

府県医療費適正化計画の作成上重要な技術的事項について必要な助言を

する権限。 

２ 広域連合又は市町村に対し，法を施行するために必要があると認める

ときは，その事業及び財産の状況に関する報告を徴し，又は当該職員に

その状況を検査させる権限。 

 

第５ 経過措置 

一 老人保健法施行規則は廃止する。（規則附則第２条関係） 
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二 広域連合が算定する保険料に係る事項について，平成 20 年度及び平成 21

年度における経過措置を定めた。（規則附則第３条～第８条関係） 

※ 広域連合が行う保険料の徴収等に係る業務に必要な事項を定めたもの。 

 

三 保険料の特別徴収の開始の際の特例に係る通知等を定めた。（規則附則第

９条～第 21 条関係） 

※ 市町村が行う保険料の徴収等に係る業務に必要な事項を定めたもの。 

 

四 特定市町村（法附則第 14 条第１項関連）の区域内に住所を有する被保険

者（特定市町村区域内被保険者）に係る保険料の算定方法等を定めた。（規

則附則第 22 条～第 24 条関係） 

※ 広域連合が行う保険料の徴収等に係る業務に必要な事項を定めたもの。 

 

五 平成 20 年度において，当該年度の保険料の一部を特別徴収の方法によっ

て徴収する場合を定めた。（規則附則第 25 条関係） 

※ 市町村が行う保険料の徴収等に係る業務に必要な事項を定めたもの。 

 

第６ 施行期日（規則附則第１条関係） 

施行日：平成 20 年４月１日 

ただし，第５の三の規定（規則附則第９条～第 21 条の規定）

は公布の日から施行する。 
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（添付資料） 

１．高齢者の医療の確保に関する法律施行令の施行について 

 （平 19．10．19 保発第 1019001 号厚生労働省保険局長通知） 

※通知中に「高齢者の医療の確保に関する法律施行令」（平 19．10．19 政

令第 318 号 官報号外第 241 号抜粋）を含む。 

２．高齢者の医療の確保に関する法律施行規則の施行について 

 （平 19．10．22 保発第 1022004 号厚生労働省保険局長通知） 

※通知中に「高齢者の医療の確保に関する法律施行規則」（平 19．10．22 厚

生労働省令第 129 号 官報号外第 243 号抜粋）を含む。 

３．官報（平 19．11．30 号外第 274 号抜粋） 

① 後期高齢者医療の食事療養標準負担額及び生活療養標準負担額 

（平 19．11．30 厚生労働省告示第 395 号） 

② 高齢者の医療の確保に関する法律第 149 条第２号の規定に基づき厚生

労働大臣が指定する金融機関 

（平 19．11．30 厚生労働省告示第 396 号） 

③ 高齢者の医療の確保に関する法律施行令第 14 条第４項の規定に基づき

厚生労働大臣が定める治療及び疾病 

（平 19．11．30 厚生労働省告示第 397 号） 

④ 高齢者の医療の確保に関する法律施行規則第 31 条の規定に基づき厚生

労働大臣が定める収入の額の算定方法 

（平 19．11．30 厚生労働省告示第 398 号） 

⑤ 前期高齢者交付金及び後期高齢者医療の国庫負担金の算定等に関する

政令第３条に規定する厚生労働大臣の指定する保険者 

（平 19．11．30 厚生労働省告示第 399 号）  

※後掲「参考資料１．」関連告示 

⑥ 社会保険診療報酬支払基金法第16条第１項及び国民健康保険法第45条

第６項の規定に基づき厚生労働大臣の定める診療報酬請求書の一部を改

正する件 

（平 19．11．30 厚生労働省告示第 400 号） 

 

（参考資料） 

１．前期高齢者交付金及び後期高齢者医療の国庫負担金の算定等に関する政令

の施行について 

 （平 19．10．31 保発第 1031002 号厚生労働省保険局長通知） 

※通知中に「前期高齢者交付金及び後期高齢者医療の国庫負担金の算定等に

関する政令」（平 19．10．31 政令第 325 号 官報号外第 250 号抜粋）を

含む。 

２．高齢者の医療の確保に関する法律による保険者の前期高齢者交付金等の額
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の算定等に関する省令の施行について 

 （平 19．11．22 保発第 1122001 号厚生労働省保険局長通知） 

３．後期高齢者医療の調整交付金の交付額の算定に関する省令の施行について 

 （平 19．11．22 保発第 1122002 号厚生労働省保険局長通知） 

４．官報（平 19．11．22 号外第 268 号抜粋） 

① 高齢者の医療の確保に関する法律による保険者の前期高齢者交付金等

の額の算定等に関する省令 

（平 19．11．22 厚生労働省令第 140 号） 

② 後期高齢者医療の調整交付金の交付額の算定に関する省令 

（平 19．11．22 厚生労働省令第 141 号） 
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　　　　　（添付資料）1

保発第1019001号
平成19年10月19日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃’ρ肥＝∫コサ’マ■煎1↓＝マフ函－畠．『轟㌘2↑二誓・・

都道府県知事殿 @　　　　　　懇：懸灘ド
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　厚生労働省保険局讐

　　　　　　　　高齢者の医療の確保に関する法律施行令の施行について

　高齢者の医療の確保に蘭する法律施行令（平成19年政令第318号・以下「令」とい

う。）が本日公布され、一部を除き平成20年4月1日から施行することとされたところ

であるが、この政令の趣旨及び内容は下記のとおりであるので、貴都道府県内の市町村（特

別区を含む。）、後期高齢者医療広域連合（以下r広域連合」という・）等に周知徹底を図

られたい。

記

第一　政令の趣旨

　本政令は、健康保険法等の一部を改正する法律（平成18年法律第83号）の一部の

施行に伴い、特定健康診査の対象となる生活習慣病、後期高齢者医療の被保険者とする

障害の状態、療養の給付を受ける際の一部負担金の割合が3割となる被保険者の所得の

額の算定方法等、高額療養費の支給要件及び支給額、保険料の算定に係る基準・保険料

の特別徴収の対象となる年金給付等及び所要の経過措置を定める等するものであるこ

と。

第二　政令の内容

第1　特定健康診査の対象となる生活習慣病（令第1条関係）

　　特定健康診査の対象となる生活習慣病の種類を、高血圧症・脂質異常症・糖尿病

　その他の生活習慣病であって、内臓脂肪の蓄積に起因するものとすること・

第2　後期高齢者医療制度

　一　市町村によって処理される後期高齢者医療の事務関係（令第2条関係）

　　　被保険者の便益の増進に寄与するものとして市町村によって処理される後期高齢

　　者医療に係る事務を次の1から9までのとおりとすること。

　　i　高齢者．の医療の確保，に関する．溝律，、．（昭和5，7年法律第8Q号。以下「法」とい

　　　う。）第50条第2号の規定による認定に係る申請の受付



2　法第54条第1項の規定による届出の受付

3　法第54条第3項の規定による被保険者証の交付の申請の受付及び当該被保険

者証の引渡し並びに同条第8項の規定により交付される被保険者証の引渡し

4　法第54条第6項及び第9項の規定による被保険者証の返還の受付

5　法第54条第7項の規定により交付される被保険者資格証明書の引渡し

6　法第54条第11項の規定により厚生労働省令で定める事項に関する事務のう

　ち被保険者の便益の増進に寄与するものとして厚生労働省令で定めるもの

7　法第56条に規定する後期高齢者医療給付を行うための手続に関する事務のう

　ち被保険者の便益の増進に寄与するものとして厚生労働省令で定めるもの

8　法第111条の規定による保険料の減免又はその徴収の猶予に係る手続その他

　保険料の賦課に係る手続に関する事務のうち被保険者の便益の増進に寄与するも

　のとして厚生労働省令で定めるもの

9　前各号に掲げる事務に付随する事務

二　被保険者資格関係（令第3条～第5条及び別表関係）

　1　65歳以上75歳未満の者のうち、一定の障害の状態にある旨の後期高齢者

　　医療広域連合（以下r広域連合」という。）の認定を受け、被保険者となる者に係

　　る障害の状態の程度を、次の（1）から（17）までのとおりとすること。

　　（1）　両眼の視力（万国式試視力表によって測ったものをいい、屈折異常がある

　　　者については、矯正視力について測ったものをいう。）の和が0・08以下の

　　　もの

）
）
）
）
）
）
）
）
の
D
勿
の
の
勃

⑫
⑬
＠
⑮
⑯
σ
侶
⑲
q
q
q
q
q
q

両耳の聴力レベルが90デシベル以上のもの

平衡機能に著しい障害を有するもの
そしやく

咀囑の機能を欠くもの

音声又は言語機能に著しい障害を有するもの

両上肢のおや指及びひとさし指又は中指を欠くもの

両上肢のおや指及びひとさし指又は中指の機能に著しい障害を有するもの

一上肢の機能に著しい障害を有するもの

一上肢のすべての指を欠くもの

一上肢のすべての指の機能に著しい障害を有するもの

両下肢のすべての指を欠くもの

一下肢の機能に著しい障害を有するもの

一下肢を足関節以上で欠くもの

体幹の機能に歩くことができない程度の障害を有するもの

前各号に掲げるもののほか、身体の機能の障害又は長期にわたる安静を必

要とする病状が前各号と同程度以上と認められる状態であって・日常生活が著

　しい制限を受けるか、又は日常生活に著しい制限を加えることを必要とする程

度のもの
（16γ　精神の障害であづで♂前各号・と伺程度以上と認められる程度のもの

（17）　身体の機能の障害若しくは病状又は精神の障害が重複する場合であって・



　　その状態が各号と同程度以上と認められる程度のもの

2　保険料を滞納している被保険者について、広域連合が被保険者証の返還を求め

る対象とならない特別の事情を、次の（・）から（5）までの理由により保険料

　を納付することができないと認められる事情とすること。

　（1）保険料を滞納している被保険者又はその属する世帯の世帯主（以下「滞納被

　　保険者等」という。）がその財産につき災害を受け・又は盗難にかかったこと・

　（2）　滞納被保険者等又はその者と生計を一にする親族が病気にかかり・又は負

　　傷したこと。

　（3）　滞納被保険者等がその事業を廃止し・又は休止したこと・

　（4）　滞納被保険者等がその事業につき著しい損失を受けたこと。

　（5）　（1）から（4）までに類する事由があったこと。

3　被保険者資格証明書の交付を受けている被保険者に対して、広域連合が被保険

者証を交付する特別の事情を、滞納額の著しい減少又は2の糊1の事胤同じ事

　情とすること。

三　後期高齢者医療給付関係（令第6条～第17条関係）

　1　労働者災害補償保険法（昭和22年法律第50号）に基づく療養補償給付等の

　　ほか、後期高齢者医療の療養の給付等に優先して行われる給付を・船員保険法（昭

　　和14年法律第73号）、労働基準法（昭和22年法律第49号）・船員法（昭和

　　22年法律第100号）等に基づく医療に関する給付とすること。

　2　療養の給付に係る一部負担金の割合が3割となる者（以下「現役並み所得者」

　　という。）の判定基準を、同一世帯に属する被保険者に係る市町村民税（特別区

　　民税を含む。以下同じ。）課税所得が145万円以上であり・かつ・その者につ

　　いて算定した収入の額が520万円（当該世帯内に他の被保険者がいない場合は・

　　383万円）以上の場合とすること。
　3　入院時食事療養費、入院時生活療養費、保険外併用療養費・訪問看護療養費及

　　び特別療養費の支給に関し、健康保険法（大正11年法律第70号）第64条等

　　の規定を準用すること。
　4　高額療養費の支給要件及び支給額等を、次の（1）から（3）までのとおりと

　　すること。
　　　（1）　同一の月に行われた療養（食事療養及び生活療養を除く・）のうち・同一世

　　　帯のすべての被保険者に係る一部負担金等の合算額から外来療養に係る高額療

　　　養費の額を控除した額（以下r一部負担金等世帯合算額」という・）が高額療養

　　　　費算定基準額を上回る場合に、一部負担金等世帯合算額から高額療養費算定基

　　　　準額を控除した額に、被保険者の一部負担金等の額から当該者の外来療養に係

　　　　る高額療養費の額を控除した額を一部負担金等世帯合算額で除して得た率（被

　　　　　　　あん　　　　保険者按分率）を乗じて得た額を支給すること。

　　　（2）　同一の月に行われた外来療養に係る一部負担金等の合算額が高額療養費算

　　　　走基準額を’上回る場合にマその差額を支給することげ．

　　　（3）その他公費負担医療源子爆弓単被爆者に対する援護に関する法律（平成6



　年法律第117号）による一般疾病費の支給又は厚生労働省令で定める医療に

　関する給付をいう。以下同じ。）等に係る一部負担金等の合算額が・高額療養

　費算定基準額を上回る場合に、その差額を支給すること。

5　高額療養費算定基準額を次の（1）から（4）までのとおりとすること。

　（1）　4の（1）の高額療養費算定基準額

　　ア　イからエまでに掲げる者以外の者　44，400円

　　イ　現役並み所得者

　　　　80，100円と、被保険者が受けた療養に要した費用の額（その額が2

　　　67，000円に満たないときは、267，000円）から267，000
　　　円を控除した額に100分の1を乗じて得た額との合計額。ただし、その被

　　　保険者が当該療養を受けた月に属する世帯の被保険者に対して、療養のあっ

　　　た月以前の12月以内に既に4の（1）による高額療養費が支給されている月

　　　数が3月以上ある場合（以下r高額療養費多数回該当」という・）には・4

　　　月目から44，400円
　　ウ　市町村民税非課税等の世帯に属する被保険者（以下「低所得者H」という。）

　　　　24，600円
　　エ　ウのうち、所得が一定の基準に満たない被保険者（以下「低所得1」とい

　　　う。）　15，‘000円
　（2）　外来療養に係る高額療養費算定基準額を次のアからエまでのとおりとする

　　こと。

　　ア　イからエまでに掲げる者以外の者　12，000円

　　イ　現役並み所得者　44，400円

　　ウ　低所得者H　8，000円

　　工　低所得者1　8，000円
　（3）　公費負担医療に係る高額療養費算定基準額　44，400円（外来療養

　　にあっては12，000円）
　（4）　長期にわたり継続して著しく高額な治療が必要となる疾病に係る広域連

　　合の認定を受けた者に係る高額療養費算定基準額　10・000円

　　（5）　市町村民税非課税の世帯に属する被保険者であって、老齢福祉年金（そ

　　の全額につき支給が停止されている者を除く。）の受給権を有している者に係

　　　る高額療養費算定基準額　15，000円
　6　被保険者が同一の月に一の保険医療機関等から入院療養等を受けた場合におい

　　て、法の規定により支払うべき一部負担金の支払が行われなかったときは・広域

　　連合は、当該被保険者に代わり当該保険医療機関等に対し・被保険者の所得区分

　　に応じて高額療養費を支払うものとすること。ただし、低所得者H及び低所得者

　　1については、それらに該当していることにつき、広域連合の認定を受けている

　　必要があること。

　7　保険料の滞納者に対する給付の差止めの対象とならない特別の事情について・

　　二の2の特別の事情と・同、様，どす、呑こと・。



四　保険料関係（令第18条～第33条関係）

　1　保険料の算定に係る基準等を次の（1）から（3）までのとおりとすること・

　　（1）　保険料の算定基準

　　　ア　被保険者（離島その他の医療の確保が著しく困難である地域に居住する

　　　　被保険者（以下r特定地域被保険者」という。）を除く。（1）において同じ・）

　　　　の保険料の賦課額は、所得割額及び被保険者均等割額の合計額とすること。

　　　　このうち、

　　　　①　所得割額は、（3）の所得割総額（特定地域被保険者に賦課する額を除

　　　　　く。）を、特定期間（平成20年度を初年度とする同年度以降の2年度ご

　　　　　との期間をいう。以下同じ。）における各年度の基礎控除後の総所得金額

　　　　　等（地方税法（昭和25年法律第226号）第314条の2第1項に規
　　　　　定する総所得金額及び山林所得金額の合計額から同条第2項の額を控除

　　　　　した額をいう。以下同じ。）の合計額の合計額の見込額で除して得た率（以

　　　　　下「所得割率」という。）に、各年度の被保険者の基礎控除後の総所得金

　　　　　額等を乗じて得た額とすること。

　　　　②被保険者均等割額は、（3）の被保険者均等割総額（特定地域被保険者

　　　　　に賦課する額を除く。）を、特定期間における各年度の被保険者の合計数

　　　　　の合計数の見込数で除して得た額とすること。

　　　イ　アの所得割率及び被保険者均等割額は、広域連合の全区域（離島その他

　　　　の医療の確保が著しく困難である地域を除く。）にわたって均一であること・

　　　ウ　アの賦課額は、50万円を超えることができないものであること・

　　（2）　離島その他の医療の確保が著しく困難である地域における保険料率の算

　　　定基準を次のアからエまでのとおりとすること。

　　　ア　特定地域被保険者の保険料の賦課額は、特定地域被保険者につき算定した

　　　　所得割額及び被保険者均等割額の合計額とすること。

　　　イ　アの所得割額は、基礎控除後の総所得金額等に特定地域所得割率を乗じて

　　　　得た額とすること。ただし、当該率は、所得割率の100分の50を下回ら

　　　　　ない範囲内とすること。

　　　　ウ　アの被保険者均等割額は、（1〉のアの被保険者均等割額の100分の50

　　　　　を下回らない範囲内とすること。

　　　　エ　アの賦課額は、50万円を超えることができないものであること。

　　　（3）賦課総額の算定基準を次のアからウまでのとおりとすること。

　　　　ア　特定期間における各年度の被保険者の保険料の賦課額の合計額の合計額

　　　　　（以下r賦課総額」という。）は、特定期間における各年度の次の①の後期

　　　　　高齢者医療に要する費用の額の合計額の見込額から②の収入の額の合計額

　　　　　の見込額を控除して得た額を予定保険料収納率で除して得た額であること・

　　　　　①後期高齢者医療に要する費用の額の合計額の見込額は、次のi）から囎）

　　　　　　までの額の合計額とすること。

　　　　　　走）　療養の給桑寸に要す．る費用の額か・ら下部負担金に相当する額を控除L

　　　　　　　た額



五）　入院時食事療養費、入院時生活療養費、保険外併用療養費、療養費、

訪問看護療養費、特別療養費、移送費、高額療養費及び高額介護合算療

　養費の支給に要する費用の額

皿）療養の給付等に関する費用に係る審査及び支払に関する事務に要す

　る費用の額

　拉）　財政安定化基金拠出金の納付に要する費用の額

　v）　特別高額医療費共同事業に係る拠出金の納付に要する費用の額

　vi）　財政安定化基金からの借入金の償還に要する費用の額

　通）　保健事業に要する費用の額

　面）　その他後期高齢者医療に要する費用（後期高齢者医療の事務の執行

　　に要する費用を除く。）の額

②収入の額の合計額の見込額は、次のi）からix）までの額の合計額とする

こと。

i）　国庫負担金（高額な医療に関する給付に要する費用に対する負担金

　を含む。）

豆）　都道府県負担金（高額な医療に関する給付に要する費用に対する負

　担金を含む。）

iii）　市町村負担金

聾）　調整交付金

v）　後期高齢者交付金

頑）　特別高額医療費共同事業の交付金

vii）　国の補助金

面）　都道府県、市町村及び広域連合の補助金

ix）　その他後期高齢者医療に要する費用（後期高齢者医療の事務の執行

　に要する費用を除く。）のための収入

　イ　アの予定保険料収納率は、特定期間における各年度に賦課すべき保険料

　　の額の合計額の合計額に占めるこれらの年度において収納が見込まれる保

　　険料の額の合計額の合計額の割合として算定される率であること。

　　ウ　賦課総額は、所得割総額と被保険者均等割総額との合計額とし・所得割

　　総額は被保険者均等割総額に所得係数の見込値を乗じて得た額であること・

2　保険料の減額賦課に係る基準を、次の（1）及び（2）のとおりとすること。

　（1）　被保険者、その属する世帯の世帯主及びその属する世帯の他の世帯員で

　　ある被保険者につき算定した地方税法第314条の2第1項に規定する総所

　　得金額及び山林所得金額の合計額の当該世帯における合算額が以下の基準に

　　該当する場合においては、当該世帯に属する被保険者に対して賦課する被保

　　険者均等割額から、当該被保険者均等割額にそれぞれ次に掲げる割合を乗じ

　　て得た額を減額すること。

　　ア　基礎控除額（33万円）を超えない場合一10分の7

　　イ　基礎控除額に24，．一5万円に当該世帯に属する被保険者の数（被保険者で

　　　ある当該世帯主を除く。）を乗じて得た額を加算した額を超えない場合　1



　　　　O分の5
　　　ウ　基礎控除額に35万円に当該世帯に属する被保険者の数を乗じて得た額

　　　　を加算した額を超えない場合　10分の2
　　（2）　資格取得日の前日において、被用者保険の被扶養者であった被保険者（（1）

　　　のア及びイによる減額がされない被保険者に限る。）については、資格取得日

　　　の属する月以後2年を経過する月までの間に限り、被保険者均等割額から、

　　　当該被保険者均等割額に10分の5を乗じて得た額を減額するものとし、所

　　　得割は課さないものとすること。

　3　保険料の特別徴収に関して、次の（1）から（8）までのとおりとすること。

　　（1）　後期高齢者医療保険料の特別徴収の方法として、介護保険法（平成9年

　　　法律第123号）の特別徴収に係る規定を準用すること。

　　　ア　年金保険者は、65歳以上で、当該年の4月1日現在・当該年金保険者

　　　　から年額18万円以上の老齢・退職・障害・死亡を支給事由とする年金給

　　　　付及び年金給付に類する給付（以下r年金給付」という。）の支払を受けてい

　　　　　る者の氏名、住所等の事項を、市町村へ通知すること。

　　　　イ　年金保険者は、4月2日以後に次の①又は②のいずれかに該当するに至

　　　　　つた者で年額18万円以上の年金給付の支払いを受けている者の氏名、住

　　　　　所等の事項を、4月2日から6月1日まで・6月2日から8月1日まで・

　　　　　8月2日から10月1日まで、10月2日から12月1日まで・12月2
　　　　　日から翌年2月1日までのそれぞれの期間ごとにそれぞれ6月、8月、1

　　　　　0月、12月、2月に抽出し、市町村へ通知すること。

　　　　　①年金給付を受ける権利の裁定を受け、当該年金保険者から年金給付の

　　　　　　支払を受けることとなった65歳以上の者

　　　　　②当該年金保険者から年金給付の支払を受けている者のうち

　　　　　　i）　65歳又は75歳に達したもの（既に特別徴収されている者を除く・）

　　　　　　五）　市町村の区域を超える住所変更届を行った65歳以上のもの

　　　　ウ　市町村は、
　　　　　①　アにより通知された者については、当該年度において・保険料の全部

　　　　　　又は一部を特別徴収により徴収するものとすること。

　　　　　②イにより通知された者については、翌年度の初日から9月30日まで

　　　　　　年金が支払われるときは、支払回数割保険料額の見込額（当該年度の保

　　　　　　険料額を基礎とし、年金の支払親ごとに徴収する保険料額として算定し

　　　　　　た額をいう。以下同じ。）を特別徴収により徴収するものとすること。

　　　　　③　イにより通知された者（6月及び8月の抽出対象者に限る・）について

　　　　　　は、当該年度において、保険料の一部を特別徴収により徴収することが

　　　　　　できること。
　　　　エ　市町村は、アにより通知された者のうち、特別徴収の対象となる被保険

　　　　　者（以下r特別徴収対象被保険者」という。）について・支払回数割保険料

・　　　　　額等を、国保連合会及び国保中央会の順に経由して年金保険者（以下「特

　　　　　　別徴収義務者」という。）へ通知すること。



オ　エの通知を受けた特別徴収義務者は、10月1日から翌年3月31日まで

　の間における年金の支払期ごとに支払回数割保険料額を特別徴収により徴収

　し、これを市町村へ納入すること。

力　特別徴収義務者は、特別徴収対象被保険者が年』金給付の支払を受けない

　こととなった場合には、その旨を市町村へ通知するとともに、当該特別徴

　収対象被保険者に係る特別徴収を中止すること。

キ　市町村は、特別徴収対象被保険者が被保険者資格喪失等に該当した場合

　は、その旨を、年金保険者へ通知し、当該特別徴収対象被保険者に係る特

　別徴収を中止すること。
ク　特別徴収義務者から市町村に納入された被保険者についての保険料額が、

　当該被保険者について特別徴収により徴収すべき額を超える場合は、市町

　村は、当該過誤納額を当該被保険者に還付しなければならないこと。その

　際、当該被保険者の未納に係る保険料その他徴収金がある場合は、これに

　充当することができること。

ケ　前年度の10月1日から3月31日までに特別徴収により支払回数割保

　険料額を徴収されていた被保険者については、当該年度の初日から9月3

　　0日までの間においては、当該支払回数割保険料額に相当する額を特別徴

　収により徴収するものとすること。

　コ　市町村は、特別徴収対象被保険者が、住所地特例の適用を受けることと

　　なった場合は、その旨を特別徴収義務者に通知すること。

（2）特別徴収の対象となる年金給付の最低額を年額18万円とすること。

（3）特別徴収の対象とならない被保険者を次のア及びイのとおりとすること。

　ア　同一の月に徴収されると見込まれる介護保険の支払回数割保険料額と後

　　期高齢者医療の支払回数割保険料額の合計額が厚生労働省令で定める額を

　　超える者
　イ　介護保険法の規定により特別徴収の方法によって介護保険の保険料を徴

　　収されない被保険者
（4）　特別徴収の対象となる老齢等年金給付は、介護保険の保険料の特別徴収

　に係る老齢等年金給付とすること。

（5）　特別徴収対象被保険者が資格喪失等に該当した旨の市町村から年金保険

　者への通知方法について、介護保険法第136条第4項から第6項までの規

　定を準用すること。
（6）　仮徴収について、介護保険法第136条から第139条までの規定を準

　用すること。
（7）　特別徴収対象被保険者が住所地特例の適用を受けることとなった旨の市

　町村から年金保険者への通知方法について、介護保険法第136条第4項か

　ら第6項までの規定を準用すること。
β）　4月2日以後に年金保険者から市町村へ年金受給者に係る事項の通知が

　行われた場合の特別徴収に係る市町村から年金保険者への特別徴収額の通知・

　年金保険者が徴収した保険料額の市町村への納入義務等の取扱いについて・



　介護保険法の規定を準用すること。

4　保険料徴収を私人に委託したときは、その旨を告示するものとすること。

五　審査請求関係（令第34条及び第35条関係）

　　後期高齢者医療審査会について、国民健康保険法（昭和33年法律第192号）等

　に規定する国民健康保険審査会の規定を準用すること。

六　都道府県知事への協議（令第36関係）

　　広域連合から都道府県知事に協議しなければならない場合を、広域連合の条例で

　定める給付（葬祭費の支給若しくは葬祭の給付、傷病手当金の支給その他の後期高

　齢者医療給付）を行おうとする場合及び保険料の料率を定め・又は変更しようとす

　る場合とすること。

第3　その他（令第37条及び第38条関係）

　一　地方社会保険事務局長への権限委任

　　　地方社会保険事務局長に委任する厚生労働大臣の権限を、保険医療機関等・保険

　　医等、指定訪問看護事業者等に対する指導、報告徴収等に係る権限とすること。

　二　厚生労働省令への委任
　　　この政令で定めるもののほか、この政令の実施のため必要な手続その他必要な事

　　項を厚生労働省令で定めること。

第4　経過措置（令附則第3条～第15条関係）

　一　老人保健法施行令（昭和57年政令第293号）を廃止すること。

　二　平成20年3月以前に行われた療養に係る老人保健法（昭和57年法律第80号）

　　の規定による高額医療費の支給については、なお従前の例によるものとすること・

　三平成20年4月から7月までにあっては、現役並み所得者の判定は・被保険者並

　　びにその属する世帯の他の世帯員である被保険者及び70歳以上74歳未満の者の

　　所得及び収入により判定すること。

　四　税制改正に伴う経過措置を次の1及び2のとおりとすること。

　　1　老人保健法において平成18年8月から実施している・老年者に係る非課税措

　　　置の廃止に伴い市町村民税課税者となる者と同一の世帯に属する市町村民税非課

　　　税者に対する経過措置と同様の措置を、平成20年4月から7月までに行われる

　　　療養について定めること。

　　2　老人保健法において平成18年8月から実施している、公的年金等控除の見直

　　　し等に伴い現役並み所得者となる者に対する経過措置と同様の措置を・平成20

　　　年4月から7月までに行われる療養について定めること。

　五　平成20年8月から平成22年7月までに行われる療養について・次の1又は

　　　2の要件を満たす現役並み所得者の高額療養費算定基準額を’4・4，400円（外

　　来療養にあっては12一，O・0．・Q・円）どすること・

　　　1　その属する世帯に他の被保険者がいない者



　2　被保険者及びその属する世帯の70歳以上75歳未満の収入額が520万円未

　　満の者

六　現役並み所得者に係る高額療養費の支給における多数回該当の判定に際しては、

　老人保健法の規定により支給された高額医療費の支給回数も含めて行うこと。

七　保険料の減額賦課の基準となる所得について、当分の間、公的年金等控除を受

　けた者については総所得金額等から15万円を控除する特例措置を定めること。

八　保険料の特別徴収の開始の際の特例を次の1から8までのとおりとすること。

　1　年金保険者は、65歳以上（平成20年4月1日までの間に65歳に達する者

　　を含む。）で、平成19年10月1日現在、当該年金保険者から年額18万円以

　　上の年金給付の支払を受けている者の氏名、住所等の事項を、市町村へ通知する

　　こと。

　2　1の年金保険者から市町村への通知方法について、介護保険法第134条第7

　　項から第11項までの規定を準用すること。

　3　市町村は、1により通知された者のうち、特別徴収対象被保険者となるものに

　　ついて、支払回数割保険料額の見込額を、国保連合会及び国保中央会の順に経由

　　して特別徴収義務者へ通知すること。

　4　特別徴収の対象とならない被保険者として次の（1）及び（2）の者を定める

　　こと。

　　（1）　平成20年4月に徴収されると見込まれる介護保険の支払回数割保険料額

　　　と後期高齢者の支払回数割保険料額の見込額の合計額が厚生労働省令で定める

　　　額を超える者
　　（2）　介護保険法の規定により特別徴収の方法によって介護保険の保険料を徴収

　　　されない者
　　5　3の支払回数割保険料額の見込額は、平成20年度の保険料額の見込額の2分

　　の1に相当する額を、平成20年4月から9月までの間における老齢等年金給付

　　の支払の回数で除して得た額として厚生労働省令で定める額とすること。

　　6　特別徴収について、介護保険法第135条第5項及び第6項、第136条から

　　第139条まで（第136条第2項を除く。）並びに第141条の規定を準用す

　　　ること。

　　7　特別徴収の対象となる年金給付を、介護保険の保険料の特別徴収に係る老齢等

　　　年金給付とすること。

　　8　特別徴収対象被保険者が、資格喪失等に該当した場合及び住所地特例に該当し

　　　た場合の通知方法について、介護保険法の規定を準用すること。

　九　法附則第14条第1項に規定する厚生労働大臣が定める基準に該当する市町村

　　（以下r特定市町村」という。）の区域内に住所を有する被保険者（特定地域被保

　　険者を除く．以下r特定市町村区域内被保険者」という・）に係る保険料の算定基

　　準を次の1から7までのとおりとすること。

　　1　特定市町村区域内被保険者の保険料の賦課額は、所得割額及び被保険者均等割

　　　額の合計額とすること6
　　2　1の所得割額は、基礎控除後の総所得金額等に特定市町村所得割率を乗じて得



た額とすること。

3　2の特定市町村所得割率は、厚生労働省令で定める方法により算定した率とす

　ること。ただし、当該広域連合の所得割率に、当該特定市町村に係る給付費比率

　に一から給付費比率を控除した率に経過的調整率を乗じて得た率を加えた率を乗

　じて得た率を下回らないものとすること。

4　3の給付費比率は、当該広域連合の1人当たりの療養の給付等に要する費用の

額に対する特定市町村区域内校保険者1人当たりの療養の給付等に要する費用の

額の割合に相当するものして厚生労働省令で定めるところにより算定した率とす

　ること。

5　3の経過的調整率は次のとおりとすること。

　ア　条例で定める期間を6年以内とした場合は、（1）から（3）までの年度の区分

　　に応じ、当該（1）から（3）までに定める率とすること。

　　（1）　平成20年度及び平成21年度　6分の3

　　（2）　平成22年度及び平成23年度　6分の4

　　（3）　平成24年度及び平成25年度　6分の5
　イ　条例で定める期間を4年以内とした場合は、（1）及び（2）の年度の区分に応

　　じ、当該（1）及び（2）に定める率とすること。

　　（1）　平成20年度及び平成21年度　4分の2

　　（2）　平成22年度及び平成23年度　4分の3

　ウ　条例で定める期間を2年以内とした場合は、2分の1

6　1の被保険者均等割額は、厚生労働省令で定める方法により算定した額とする

　こと。ただし、当該広域連合の被保険者均等割額に、当該特定市町村に係る3の

　給付費比率に一から給付費比率を控除した率に経過的調整率を乗じて得た額を加

　’えた率を乗じて得た額を下回らないものとすること。

7　1の賦課額は、50万円を超えることができないものであること。

第5　施行期日

　　この政令は、平成20年4月1日から施行すること。ただし、第4の八の規定は、

　公布の日から施行するものとすること。
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政

令

　
平
成
十
九
年
能
登
半
島
地
震
に
よ
る
石
川
県
鳳
珠
郡
能
登
町
等
の
区
域
に
係
る
災
害
に
つ
い
て
の
激
甚
災
害
及
び
こ

れ
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御
　
名
　
　
御
　
磁

平
成
十
九
年
十
月
十
九
日

内
閣
総
理
大
臣
　
福
田
　
康
夫

政
令
第
三
百
十
六
号

　
　
　
平
成
十
九
年
能
登
半
島
地
震
に
よ
る
石
川
県
鳳
珠
郡
能
登
町
等
の
区
域
に
係
る
災
害
に
つ
い
て
の
激
甚
災
害
及

　
　
　
び
こ
れ
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

　
　
　
　
　
　
じ
ん

　
内
閣
は
、
激
甚
災
害
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
五
十
号
）

第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

　
平
成
十
九
年
能
登
半
島
地
震
に
よ
る
石
川
県
鳳
珠
郡
能
登
町
等
の
区
域
に
係
る
災
害
に
つ
い
て
の
激
甚
災
轡
及
び
こ

れ
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定
に
関
す
る
政
令
（
平
成
十
九
年
政
令
第
百
六
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

　
第
二
条
中
「
昭
和
三
十
七
年
政
令
第
四
百
三
号
」
の
下
に
「
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。
」
を
加
え
、
「
同
令
」
を
「
令
」

に
改
め
る
。

　
本
則
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　
（
災
害
関
係
保
証
に
係
る
期
限
の
特
例
）

第
三
条
第
一
条
の
激
甚
災
害
に
つ
い
て
の
法
第
十
二
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
日
は
、
令
第
二
十
四
条
の
規
定
に

　
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
二
十
年
四
月
二
十
四
日
と
す
る
。

　
　
　
附
　
則

　
こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣
　
福
田

財
務
大
臣
臨
時
代
理

　
　
国
務
大
臣
　
甘
利

経
済
産
業
大
臣
　
甘
利

薬
事
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

廠
夫明明

御
　
名
　
　
御
　
鯉

平
成
十
九
年
十
月
十
九
日

内
閣
総
理
大
臣
　
福
田
　
康
夫

政
令
第
三
百
十
七
号

　
　
　
薬
邪
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

　
内
閣
は
、
薬
事
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
第
六
十
七
条
第
｝
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を

制
定
す
る
。

　
薬
事
法
施
行
令
（
明
和
三
十
六
年
政
令
第
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
別
表
第
二
中
第
九
十
五
号
を
第
九
十
七
号
と
し
、
第
二
十
号
か
ら
第
九
十
四
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
十

九
号
を
第
二
十
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　
二
十
一
　
N
一
（
三
ー
エ
チ
ニ
ル
フ
エ
ニ
ル
）
1
六
・
七
ー
ビ
ス
（
二
ー
メ
ト
キ
シ
エ
ト
キ
シ
）
キ
ナ
ゾ
リ
ン
ー
四
一

　
　
ア
ミ
ン
（
別
名
エ
ル
ロ
チ
ニ
ブ
）
、
そ
の
塩
類
及
び
そ
れ
ら
の
製
剤

　
別
表
第
二
中
第
十
八
号
を
第
十
九
号
と
し
、
第
十
号
か
ら
第
十
七
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
九
号
の
次
に

次
の
一
号
を
加
え
る
。

　
十
　
二
ー
ア
ミ
ノ
ー
九
ー
ベ
ー
タ
ー
D
ー
ア
ラ
ビ
ノ
フ
ラ
ノ
シ
ル
ー
六
ー
メ
ト
キ
シ
！
九
H
ー
プ
リ
ン
（
別
名
ネ
ラ

　
　
ラ
ビ
ン
）
及
び
そ
の
製
剤

　
　
　
附
　
則

　
こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
μ
生
労
働
大
臣
　
舛
添
　
要
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
閣
総
理
大
駆
　
福
田
　
康
夫

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御
　
名
　
　
御
　
蝋

平
成
十
九
年
十
月
十
九
日

内
閣
総
理
大
臣
　
福
田
　
康
夫

政
令
第
三
百
十
八
号

　
　
　
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
卸
施
行
令

　
内
閣
は
、
健
廊
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
八
十
三
号
）
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、

並
び
に
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
彿
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
、
第
四
十
八
条
、

第
五
十
条
第
二
号
、
第
五
十
四
条
策
四
項
及
び
窮
八
項
、
第
五
十
七
条
第
一
項
、
第
六
十
七
条
第
一
項
第
二
号
、
第
七

十
四
条
第
十
項
、
第
七
十
五
条
第
七
項
、
第
七
十
六
条
第
六
項
、
第
七
十
八
条
第
八
項
及
ぴ
第
十
一
項
、
第
八
十
二
条

第
二
項
、
窮
八
十
四
条
窮
二
項
、
第
九
十
二
条
窮
一
項
及
び
第
二
項
、
第
百
四
条
策
二
項
、
第
百
七
条
、
第
百
十
条
、

第
百
十
四
条
、
第
百
三
十
条
、
第
百
三
十
三
条
第
二
項
、
第
百
六
十
三
条
第
三
項
並
び
に
附
則
第
十
四
条
第
一
項
、
同

法
第
百
十
条
に
お
い
て
競
み
替
え
て
準
用
す
る
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
百
三
十
四
条
第
一

項
第
一
号
及
び
第
二
項
か
ら
第
六
項
ま
で
、
第
百
三
十
五
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
及
び
第
六
項
、
第
百
三
十
八
条

第
二
項
（
同
法
第
百
四
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
百
四
十
条
第
三
項
、
第
百
四
十
一
条
第

二
項
並
び
に
第
百
四
十
一
条
の
二
、
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
第
百
三
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
国
民
健

康
保
険
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
九
十
二
号
）
第
百
二
条
並
び
に
健
廣
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平

成
十
八
年
法
律
第
八
十
三
号
）
附
則
第
百
三
十
三
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行

令
（
平
成
十
八
年
政
令
第
二
百
九
十
四
号
）
の
全
部
を
改
正
す
る
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

目
次
　
第
一
章
特
定
健
康
診
査
（
第
一
条
）

　
第
二
章
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

附第
則三第第第第第第
　章六五四三二一
　　節節節節節節

　
総
則
（
第
二
条
）

　
被
保
険
者
（
第
三
条
一
第
五
条
）

　
後
期
高
齢
者
医
療
給
付
（
第
六
条
一
策
十
七
条
）

　
保
険
料
（
第
十
八
条
－
第
三
十
三
条
）

　
審
査
硝
求
（
第
三
十
四
条
・
第
三
十
五
条
）

　
雑
則
（
第
三
十
六
条
）

雑
則
（
策
三
十
七
条
・
第
三
十
八
条
）
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第
一
章
　
特
定
健
康
診
査

　
（
法
第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
生
活
習
慣
病
）

第
噛
条
　
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
祁
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ヨ
つ

　
め
る
生
活
習
慣
病
は
、
高
血
圧
症
、
脂
質
異
常
症
、
糖
尿
病
そ
の
他
の
生
活
習
慣
病
で
あ
っ
て
、
内
臓
脂
肪
（
腹
腔

　
内
の
腸
間
膜
、
大
網
等
に
存
在
す
る
脂
肪
細
胞
内
に
貯
蔵
さ
れ
た
脂
肪
を
い
う
。
）
の
蓄
積
に
起
因
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　
第
二
章
　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　
　
　
　
第
一
節
　
総
則

　
（
法
第
四
十
八
条
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
事
務
）

第
二
条
法
第
四
十
八
条
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
事
務
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

　
｝
　
法
第
五
十
条
窮
二
号
の
規
定
に
よ
る
腿
定
に
関
す
る
申
贈
の
受
付

　
二
　
法
策
五
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
付

　
三
　
法
第
五
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
被
保
険
者
証
の
交
付
の
申
請
の
受
付
及
び
当
該
被
保
険
者
証
の
引
渡
し

　
　
並
び
に
同
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
る
被
保
険
者
証
の
引
渡
し

　
四
　
法
第
五
十
四
条
第
六
項
及
び
第
九
項
の
規
定
に
よ
る
被
保
険
者
証
の
返
還
の
受
付

　
五
　
法
第
五
十
四
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
る
被
保
険
者
資
格
証
明
欝
の
引
渡
し

　
六
　
法
第
五
十
四
条
第
十
一
項
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
被
保
険
者
の

　
　
便
益
の
増
進
に
寄
与
す
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の

　
七
　
法
第
五
十
六
条
に
規
定
す
る
後
期
高
齢
者
医
療
給
付
を
行
う
た
め
の
手
続
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
被
保
険
者
の

　
　
便
益
の
増
進
に
寄
与
す
る
も
の
と
し
て
極
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の

　
八
法
策
百
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
保
険
料
の
減
免
又
は
そ
の
徴
収
の
猶
予
に
係
る
手
続
そ
の
他
保
険
料
の
賦
課
に

　
　
係
る
手
続
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
被
保
険
者
の
便
益
の
増
進
に
寄
与
す
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

　
　
も
の

　
九
　
前
各
号
に
掲
げ
る
事
務
に
付
随
す
る
事
務

　
　
　
　
第
二
節
　
被
保
険
者

　
（
法
第
五
十
条
第
二
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
程
度
の
障
害
の
状
態
）

第
三
条
　
法
第
五
十
条
第
二
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
程
度
の
障
害
の
状
態
は
、
別
表
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

　
（
法
第
五
十
四
条
窮
四
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
特
別
の
事
情
）

第
四
条
　
法
弟
五
十
四
条
第
四
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
特
別
の
事
情
は
、
次
に
掲
げ
る
事
由
に
よ
り
保
険
料
を

　
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
事
情
と
す
る
。

　
［
　
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
る
被
保
険
者
又
は
そ
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
滞
納
被
保

　
　
険
者
等
」
と
い
う
。
）
が
そ
の
財
産
に
つ
き
災
害
を
受
け
、
又
は
盗
難
に
か
か
っ
た
こ
と
。

　
二
　
滞
納
被
保
険
者
等
又
は
そ
の
者
と
生
計
を
一
に
す
る
親
族
が
病
気
に
か
か
り
、
又
は
負
傷
し
た
こ
と
。

　
三
　
滞
納
被
保
険
者
等
が
そ
の
事
業
を
廃
止
し
、
又
は
休
止
し
た
こ
と
。

　
四
　
滞
納
被
保
険
者
等
が
そ
の
事
業
に
つ
き
著
し
い
損
失
を
受
け
た
こ
と
。

　
五
　
前
各
号
に
類
す
る
寝
由
が
あ
っ
た
こ
と
。

　
（
法
第
五
十
四
条
第
八
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
特
別
の
事
情
）

第
五
条
法
第
五
十
四
条
第
八
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
特
別
の
事
情
は
、
被
保
険
者
が
滞
納
し
て
い
る
保
険
料

　
に
つ
き
そ
の
額
が
著
し
く
減
少
し
た
こ
と
又
は
前
条
に
定
め
る
事
情
と
す
る
。

　
　
　
　
第
三
節
　
後
期
高
齢
者
医
療
給
付

　
（
法
第
五
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
法
令
）

第
六
条
　
法
第
五
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
法
令
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
一
　
船
員
保
険
法
（
昭
和
十
四
年
法
律
第
七
十
三
号
）

　
二
　
労
働
基
準
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
四
十
九
号
）

　
三
　
国
会
蹴
員
の
歳
費
、
旅
費
及
び
手
当
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
八
十
号
）

　
二
十

　
（
一
部
負
担
金
に
係
る
所
得
の
額
の
算
定
方
法
等
）

第
七
条
　
法
第
六
十
七
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
所
得
の
額
の
算
定
は
、
当
該
療
養
の
給
付
を
受
け
る
日
の
属

　
す
る
年
の
前
年
（
当
該
療
養
の
給
付
を
受
け
る
日
の
属
す
る
月
が
一
月
か
ら
七
月
ま
で
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
前
々

　
年
）
の
所
得
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
し
、
そ
の
額
は
、
そ
の
所
得
が
生
じ
た
年
の
翌
年
の
四
月
一
日
の
属
す
る
年
度

　
分
の
地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
民
税
（
同
法
の
規
定
に
よ
る
特

　
別
区
民
税
を
含
む
。
第
十
五
条
第
一
項
第
四
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
同
法
第
三
百
十
四
条
の
二
第
一
項
に
規
定

　
す
る
総
所
得
金
額
及
び
山
林
所
得
金
額
並
び
に
他
の
所
得
と
区
分
し
て
計
算
さ
れ
る
所
得
の
金
額
（
同
法
附
則
第
三

　
十
三
条
の
三
第
五
項
に
規
定
す
る
土
地
等
に
係
る
事
業
所
得
等
の
金
額
、
同
法
附
則
第
三
十
四
条
第
四
項
に
規
定
す

　
る
長
期
穣
渡
所
得
の
金
額
（
租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
三
十
三
条
の
四
第
一
項
若

　
し
く
は
第
二
項
、
第
三
十
四
条
第
｛
項
、
策
三
十
四
条
の
二
第
一
項
、
第
三
十
四
条
の
三
第
一
項
、
第
三
十
五
条
第

　
一
項
又
は
第
三
十
六
条
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
に
よ
り
同
法
第
三
十
一
条
第
一
項

　
に
規
定
す
る
長
期
諺
渡
所
得
の
金
額
か
ら
控
除
す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
）
、
地
方
税
法
附
則
第
三
十
五
条
第
五

　
項
に
規
定
す
る
短
期
鍍
渡
所
得
の
金
額
（
租
税
特
別
措
思
法
第
三
十
三
条
の
四
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
三
十

　
四
条
第
一
項
、
第
三
十
四
条
の
二
第
一
項
、
第
三
十
四
条
の
三
第
一
項
、
第
三
十
五
条
第
一
項
又
は
第
三
十
六
条
の

　
規
定
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
に
よ
り
同
法
第
三
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
短
期
蔵
渡
所

　
得
の
金
額
か
ら
控
除
す
る
金
額
を
擁
除
し
た
金
額
）
、
地
方
税
法
附
則
第
三
十
五
条
の
二
第
六
項
に
規
定
す
る
株
式

　
等
に
係
る
穣
渡
所
得
等
の
金
額
（
同
法
附
則
第
三
十
五
条
の
二
の
六
第
七
項
又
は
同
法
附
則
第
三
十
五
条
の
三
第
十

　
三
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
適
用
後
の
金
額
）
、
同
法
附
則
第
三
十
五
条
の
四
第
四
項
に
規
定
す

　
る
先
物
取
引
に
係
る
雑
所
得
等
の
金
額
（
同
法
附
則
第
三
十
五
条
の
四
の
二
第
七
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に

　
は
、
そ
の
適
用
後
の
金
額
）
、
租
税
条
約
の
実
施
に
伴
う
所
得
税
法
、
法
人
税
法
及
び
地
方
税
法
の
特
例
等
に
関
す

　
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
四
十
六
号
。
第
十
八
条
第
四
項
第
一
号
に
お
い
て
「
租
税
条
約
実
施
特
例
法
」
と

　
い
う
。
）
第
三
条
の
二
の
二
第
十
項
に
規
定
す
る
条
約
適
用
利
子
等
の
額
及
び
同
条
第
十
二
項
に
規
定
す
る
条
約
適
用

　
配
当
等
の
額
を
い
う
。
第
十
五
条
第
一
項
第
四
号
並
び
に
第
十
八
条
窮
一
項
第
二
号
及
び
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。
）

　
の
合
計
額
か
ら
地
方
税
法
第
三
百
十
四
条
の
二
第
一
項
各
号
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
控
除
を
し
た
後
の
金
額
と

　
す
る
。

　
　
国
会
職
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
策
八
十
五
号
）

　
　
船
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
号
）

　
　
災
害
救
助
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
窮
百
十
八
号
）

　
　
消
防
組
織
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）

　
　
消
防
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）

　
　
水
防
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
三
号
）

　
　
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
五
十
二
号
）

　
　
　
驚
窪
目
の
職
務
に
協
力
援
助
し
た
者
の
災
害
給
付
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
四
十
五
号
）

　
法
律
窮
百
四
十
三
号
）

　
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）

　
　
　
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
士
ハ
年
法
律
第
百
十
二
号
）

四五六七八九十十一十
二
　
海
上
保
安
官
に
協
力
援
助
し
た
者
等
の
災
害
給
付
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
三
十
三
号
）

十
三
　
公
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年

十
四
　
証
人
等
の
被
害
に
つ
い
て
の
給
付
に
関
す
る
法
彿
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
九
号
）

十
五
　
裁
判
官
の
災
害
補
償
に
関
す
る
法
彿
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
号
）

十
六
　
災
害
対
策
基
本
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
二
十
三
号
）

十
七
　
戦
傷
病
者
特
別
援
護
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
六
十
八
号
）

十
八
　
国
会
議
員
の
秘
書
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
年
法
禅
第
四
十
九
号
）

十
九
　
原
子
爆
弾
被
燃
者
に
対
す
る
援
護
に
関
す
る
法
卸
（
平
成
六
年
法
律
第
百
十
七
号
）
（
同
法
第
十
八
条
の
規
定
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2
　
法
第
六
十
七
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
額
は
、
百
四
十
五
万
円
と
す
る
。

3
　
前
項
の
規
定
は
、
当
該
療
養
の
給
付
を
受
け
る
者
及
び
そ
の
属
す
る
世
帯
の
他
の
世
帯
員
で
あ
る
被
保
険
者
に
つ

　
い
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
収
入
の
額
が
五
百
二
十
万
円
（
当
該
世
帯
に
他
の
被
保
険

　
者
が
い
な
い
者
に
あ
っ
て
は
、
三
百
八
十
三
万
円
）
に
満
た
な
い
者
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

　
（
入
院
時
食
事
療
養
費
に
関
す
る
読
替
え
）

第
八
条
法
第
七
十
四
条
第
十
項
の
規
定
に
よ
り
健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
第
六
十
四
条
の
規
定

　
を
準
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
同
条
中
「
健
康
保
険
の
診
療
」
と
あ
る
の
は
「
後
期
高
齢
者
医
療
の
診
療
」
と
、
「
医

　
師
若
し
く
は
歯
科
医
師
又
は
保
険
薬
局
に
お
い
て
健
康
保
険
の
調
剤
に
従
事
す
る
薬
剤
師
」
と
あ
り
、
及
び
「
医
師

　
若
し
く
は
歯
科
医
師
（
以
下
「
保
険
医
」
と
総
称
す
る
。
）
又
は
薬
剤
師
（
以
下
「
保
険
薬
剤
師
」
と
い
う
。
ご
と
あ

　
る
の
は
「
医
師
又
は
歯
科
医
師
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

2
　
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
法
第
七
十
四
条
第
十
項
の
規
定
に
よ
る
技
術
的
読
替
え
は
、
次
の
表
の
と
お
り
と

　
す
る
。

法
の
規
定
中
腕
み
替
え
る
規
定

睨
み
替
え
ら
れ
る
字
句

読
み
替
え
る
字
句

第
六
十
四
条
第
三
項

第
一
項
の
給
付

入
院
時
食
事
療
養
費
に
係
る
療
養

保
険
医
療
機
関
等

保
険
医
療
機
関

第
六
十
四
条
第
四
項

第
一
項
の
給
付

入
院
時
食
事
療
養
費
に
係
る
療
養

第
六
十
六
条
第
一
項

保
険
医
療
機
関
等

保
険
医
療
機
関

療
養
の
給
付

入
院
時
食
裏
療
養
費
に
係
る
療
養

保
険
医
等

保
険
医

診
療
又
は
調
剤

駿

第
六
十
六
条
第
二
項

診
療
又
は
調
剤

藍

第
七
十
条
第
二
項

保
険
医
療
機
関
等

保
険
医
療
機
関

療
養
の
給
付
に
関
す
る
前
項
の
療
養
の
給
付
に
要
す
る
費
用

入
院
時
食
事
療
養
費
に
係
る
療
養
に
つ
き
算
定
し
た
費
用

同
項

第
七
十
四
条
第
二
項

第
七
十
条
第
三
項

保
険
医
療
機
関
等

保
険
医
療
機
関

療
養
の
給
付

入
院
時
食
事
療
養
費
に
係
る
療
養

第
七
十
四
条
第
十
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項
の
定
め
及
び
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
基
準
並
び
に
同
条
第
四
項
の
入
院
時
食
事
療
養
費
に
係
る
療
養
の
取
扱
い
及
び
担
当
に
関
す
る
基
準

第
七
十
条
第
七
項

前
各
項

保
険
医
療
機
関
等

保
険
医
療
機
関

療
養
の
給
付

入
院
時
食
事
療
養
費
に
係
る
療
養

第
七
十
二
条
第
一
．
項

療
撞
の
給
付

入
院
時
食
嘉
療
養
費
に
係
る
療
養

保
険
医
療
機
関
等

保
険
医
療
機
関

保
険
医
等

保
険
医

第
七
十
二
条
第
二
項

第
六
十
六
条
第
二
項

第
七
十
四
条
第
十
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
六
十
六
条
第
二
項

第
七
十
二
条
第
三
項

保
険
医
療
機
関
等

保
険
医
療
機
関

療
養
の
給
付

入
院
時
食
事
療
養
費
に
係
る
療
養

保
険
医
等

保
険
医

診
療
若
し
く
は
調
剤

藍

　
（
入
院
時
生
活
療
養
費
に
関
す
る
睨
替
え
）

第
九
条
　
法
第
七
十
五
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
健
康
保
険
法
第
六
十
四
条
の
規
定
を
準
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、

　
同
条
中
「
健
康
保
険
の
診
療
」
と
あ
る
の
は
「
後
期
高
齢
者
医
療
の
診
療
」
と
、
「
医
師
若
し
く
は
歯
科
医
師
又
は
保

　
険
薬
局
に
お
い
て
健
康
保
険
の
調
剤
に
従
那
す
る
薬
剤
師
」
と
あ
り
、
及
び
「
医
師
若
し
く
は
歯
科
医
師
（
以
下
「
保

　
険
医
」
と
総
称
す
る
。
）
又
は
薬
剤
師
（
以
下
「
保
険
薬
剤
師
」
と
い
う
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
医
師
又
は
歯
科
医
師
」

　
と
腕
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

2
　
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
法
第
七
十
五
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
技
術
的
競
替
え
は
、
次
の
表
の
と
お
り
と

　
す
る
。

法
の
規
定
中
続
み
瞥
え
る
規
定

脱
み
替
え
ら
れ
る
字
句

睨
み
替
え
る
字
句

第
六
十
四
条
第
三
項

第
一
．
項
の
給
付

入
院
時
生
活
療
養
費
に
係
る
療
養

保
険
医
療
機
関
等

保
険
医
療
機
関

第
六
十
四
条
第
四
項

第
一
項
の
給
付

入
院
時
生
活
療
養
費
に
係
る
療
養

第
六
十
六
条
第
一
項

保
険
医
療
機
関
等

保
険
医
療
機
関

療
養
の
給
付

入
院
時
生
活
療
養
費
に
係
る
療
養

保
険
医
等

保
険
医

診
療
又
は
調
剤

駿

第
六
十
六
条
第
二
項

診
療
又
は
調
剤

藍

第
七
十
条
第
二
項

保
険
医
療
機
関
等

保
険
医
療
機
関

療
養
の
給
付
に
関
す
る
前
項
の
療
養
の
給
付
に
要
す
る
費
用

入
院
時
生
活
療
養
費
に
係
る
療
養
に
つ
き
算
定
し
た
典
用

同
．
項

第
七
十
五
条
第
二
項
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第
七
十
条
第
三
項

保
険
医
療
機
関
等

保
険
医
療
機
関

療
養
の
給
付

入
院
時
生
活
療
養
費
に
係
る
療
養

第
七
十
五
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項
の
定
め
及
び
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
基
準
並
び
に
同
条
第
四
項
の
入
院
時
生
活
療
養
費
に
係
る
搬
養
の
取
扱
い
及
び
担
当
に
関
す
る
基
準

第
七
十
条
第
七
項

前
各
項

保
険
医
療
機
関
等

保
険
医
療
機
関

療
養
の
給
付

入
院
時
生
活
療
養
費
に
係
る
療
養

第
七
十
二
条
第
一
項

療
養
の
給
付

入
院
時
生
活
療
養
費
に
係
る
療
養

保
険
医
療
機
関
等

保
険
医
療
機
関

保
険
医
等

保
険
医

第
七
十
二
条
第
二
項

第
六
十
六
条
第
二
項

第
七
十
五
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
六
十
六
条
第
二
項

第
七
十
二
条
第
三
項

保
険
医
療
機
関
等

保
険
医
療
機
関

療
養
の
給
付

入
院
時
生
活
療
養
費
に
係
る
療
養

保
険
医
等

保
険
医

診
搬
若
し
く
は
調
剤

駿

第
七
十
四
条
第
五
項

食
班
療
養
を

生
活
療
養
を

食
事
療
養
に

生
活
療
養
に

入
院
時
食
事
療
養
費

入
院
時
生
活
療
養
費

第
七
十
四
条
第
六
項

入
院
時
食
事
療
養
費

入
院
時
生
活
療
養
費

第
七
十
四
条
第
七
．
項

食
事
療
養

生
活
療
養

　
（
保
険
外
併
用
療
養
費
に
関
す
る
読
替
え
）

第
十
条
　
法
第
七
十
六
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
健
康
保
険
法
第
六
十
四
条
の
規
定
を
準
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、

　
同
条
中
「
健
康
保
険
」
と
あ
る
の
は
、
「
後
期
高
齢
者
医
療
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

2
　
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
法
第
七
十
六
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
技
術
的
腕
替
え
は
、
次
の
表
の
と
お
り
と

　
す
る
。

法
の
規
定
中
腕
み
替
え
る
規
定

読
み
替
え
ら
れ
る
字
句

読
み
替
え
る
字
句

第
六
十
四
条
第
三
項
及
び
第
四
項

第
一
項
の
給
付

保
険
外
併
用
療
養
費
に
係
る
評
価
療
養
又
は
選
定
療
養

第
六
十
六
条
第
一
項

療
養
の
給
付

保
険
外
併
用
療
養
費
に
係
る
評
価
療
養
又
は
選
定
療
養

第
七
十
条
第
二
項

療
養
の
給
付
に
関
す
る
前
項
の
療
養
の
給
付
に
要
す
る
費
用

保
険
外
併
用
療
養
費
に
係
る
評
価
療
養
又
は
選
定
搬
養
に
つ
き
箪
定
し
た
費
用

同
項

第
七
十
六
条
第
二
項

第
七
十
条
第
三
項

療
養
の
給
付

保
険
外
併
用
療
養
費
に
係
る
評
価
療
養
又
は
選
定
療
養

第
七
十
条
第
七
項

前
各
項

、
療
養
の
給
付

保
険
外
併
用
療
養
費
に
係
る
評
価
療
養
又
は
選
定
療
養

第
七
十
二
条
第
一
項

療
養
の
給
付

保
険
外
併
用
療
養
費
に
係
る
評
価
療
養
又
は
選
定
療
養

第
七
十
二
条
第
二
項

第
六
十
六
条
第
二
項

第
七
十
六
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
六
十
六
条
第
二
項

第
七
十
二
条
第
三
項

療
養
の
給
付

保
険
外
併
用
療
養
費
に
係
る
評
価
療
養
又
は
選
定
療
養

第
七
十
四
条
第
五
項

保
険
医
療
機
関
等

保
険
医
療
機
関
又
は
保
険
薬
局

食
事
搬
養
を

評
価
療
養
又
は
選
定
療
養
を

食
事
療
養
に

評
価
搬
養
又
は
選
定
療
養
に

入
院
時
食
事
療
養
費

保
険
外
併
用
療
養
費

第
七
十
四
条
第
六
．
項

入
院
時
食
事
療
養
費

保
険
外
併
用
療
養
費

第
七
十
四
条
第
七
項

保
険
医
療
機
関
等

保
険
医
療
機
関
又
は
保
険
薬
局

食
事
療
養

評
価
療
養
又
は
選
定
療
養

　
（
訪
問
看
護
療
養
黄
に
関
す
る
腕
替
え
）

第
十
一
条
　
法
第
七
十
八
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
技
術
的
脱
替
え
は
、

次
の
表
の
と
お
り
と
す
る
。

法
の
規
定
中
睨
み
替
え
る
規
定

読
み
替
え
ら
れ
る
字
句

読
み
替
え
る
字
句

第
七
十
条
第
四
項

前
項

第
七
十
八
条
第
七
項

第
七
十
条
第
七
項

前
各
項

保
険
医
療
機
関
等

指
定
訪
問
看
謹
事
業
者

療
養
の
給
付

指
定
訪
間
看
腹
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第
七
十
四
条
第
五
項

保
険
医
療
機
関
等

指
定
訪
問
看
護
班
業
者

食
事
療
養
を

指
定
訪
問
看
護
を

食
事
療
養
に

指
定
訪
問
看
護
に

入
院
時
食
事
療
養
費

訪
問
看
護
療
養
費

第
七
十
四
条
第
六
項

入
院
時
食
事
療
養
費

訪
㎜
署
護
療
養
費

第
七
十
四
条
第
七
項

保
険
医
療
機
関
等

指
定
訪
問
看
護
事
業
者

食
那
療
養

指
定
訪
問
看
護

　
（
訪
問
看
護
療
養
費
の
堕
氷
）

第
十
二
条
　
指
定
訪
問
盾
穫
事
業
者
（
法
第
五
十
九
条
第
三
項
に
規
定
す
る
指
定
訪
問
看
霞
事
業
者
を
い
う
。
以
下
同

　
じ
。
）
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
日
ま
で
に
訪
問
看
穫
療
養
費
を
請
求
す
る
も
の
と
す
る
。

2
　
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
訪
問
看
護
療
養
費
の
硝
求
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
。

　
（
特
別
療
養
費
に
関
す
る
読
替
え
）

第
十
三
条
法
第
八
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
健
康
保
険
法
第
六
十
四
条
の
規
定
を
準
用
す
る
場
合
に
お
い
て

　
は
、
同
条
中
「
健
康
保
険
」
と
あ
る
の
は
、
「
後
期
高
齢
者
医
療
」
と
績
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

2
　
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
法
第
八
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
技
術
的
読
替
え
は
、
次
の
表
の
と
お
り
と

　
す
る
。

法
の
規
定
中
貌
み
替
え
る
規
定

睨
み
替
え
ら
れ
る
字
句

読
み
替
え
る
字
句

第
六
十
四
条
第
三
項

第
一
項
の
給
付

特
別
療
養
費
に
係
る
療
養

被
保
険
者
証

被
保
険
者
資
格
証
明
書

第
六
十
四
条
第
四
項

第
一
項
の
給
付

特
別
療
養
費
に
係
る
療
養

第
六
十
五
条

療
養
の
給
付
を

特
別
療
養
費
に
係
る
療
養
を

第
六
十
六
条
第
一
項

療
養
の
給
付

特
別
療
養
費
に
係
る
療
養

第
七
十
条
第
二
項

療
養
の
給
付
に
関
す
る
前
項
の
療
養
の
給
付
に
要
す
る
費
用

同
．
項

第
八
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
睨
み
替
え
て
鄭
川
す
る
第
七
十
六
条
第
二
項

第
七
十
二
条
第
一
．
項

療
養
の
給
付

特
別
療
養
費
に
係
る
療
養

第
七
十
二
条
第
二
項

第
六
十
六
条
第
二
項

第
八
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
六
十
六
条
第
二
項

第
七
十
二
条
第
三
．
項

療
養
の
給
付

特
別
療
養
費
に
係
る
療
養

第
七
十
四
条
第
七
項
（
第
七
十
八
条
第
八
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

保
険
医
療
機
関
等

保
険
医
療
機
関
、
保
険
薬
局
又
は
指
定
訪
間
雷
護
事
業
者

食
那
療
養

特
別
療
養
費
に
係
る
療
養

第
七
十
六
条
第
二
項

保
険
外
併
用
療
養
費
の
額

特
別
療
養
費
の
額

第
七
十
八
条
第
三
．
項

被
保
険
者
証

被
保
険
者
資
格
証
明
書

第
七
十
九
条
第
二
項

前
項
に
規
定
す
る
指
定
肪
問
看
護
の
事
菓
の
運
営
に
関
す
る
基
鄭

第
八
十
一
条
第
一
．
項

訪
問
看
護
擦
養
典
の
支
給

特
別
療
養
費
の
支
給

　
（
高
額
療
養
費
の
支
給
要
件
及
ぴ
支
給
額
）

第
十
四
条
　
高
額
療
養
費
は
、
次
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額
か
ら
次
項
の
規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
高
額
療
養
費
の

　
額
を
控
除
し
た
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
一
部
負
担
金
等
世
帯
合
算
額
」
と
い
う
。
）
が
高
額
療
養
践
算
定
基
準

　
額
を
超
え
る
場
合
に
支
給
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
額
は
、
一
部
負
担
金
等
世
帯
合
算
額
か
ら
高
額
療
養
闘
第
定
基
準

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ん

　
額
を
控
除
し
て
得
た
額
に
被
保
険
者
按
分
率
（
被
保
険
者
が
同
一
の
月
に
受
け
た
療
養
に
係
る
次
に
掲
げ
る
額
を
合

　
算
し
た
額
か
ら
次
項
の
規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
高
額
療
養
費
の
額
を
控
除
し
て
御
た
額
（
以
下
「
被
保
険
者
一
部

　
負
担
金
等
合
算
額
」
と
い
う
。
）
を
一
部
負
担
金
等
世
帯
合
算
額
で
除
し
て
得
た
率
を
い
う
。
）
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す

　
る
。

　
一
　
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
被
保
険
者
が
同
一
の
月
に
受
け
た
療
養
（
法
第
六
十
四
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る

　
　
食
事
療
養
（
以
下
「
食
事
療
養
」
と
い
う
。
）
及
び
同
項
第
二
号
に
規
定
す
る
生
活
療
養
（
以
下
「
生
活
療
養
」
と

　
　
い
う
。
）
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
並
び
に
附
則
第
五
条
及
び
第
六
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
っ
て
次
号
に

　
　
規
定
す
る
特
定
給
付
対
象
療
養
以
外
の
も
の
に
係
る
次
の
イ
か
ら
ヌ
ま
で
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額

　
　
イ
　
一
部
負
担
金
の
額

　
　
ロ
　
法
第
五
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
法
令
に
よ
る
医
療
に
関
す
る
現
物
給
付
及
び
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

　
　
　
る
差
額
の
支
給
を
受
け
た
場
合
に
お
け
る
当
骸
差
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
っ
た
一
部
負
担
金
の
額



（号外第241号）
幸侵官金曜日平成19年10月19日7

　
　
ハ
　
当
該
療
養
が
法
第
六
十
四
条
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
評
価
療
養
又
は
同
項
第
四
号
に
規
定
す
る
選
定
療

　
　
　
養
を
含
む
場
合
に
お
け
る
一
部
負
担
金
の
額
に
法
第
七
十
六
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が

　
　
　
定
め
る
基
準
に
よ
り
算
定
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
現
に
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
を
超
え
る
と
き
は
、

　
　
　
当
該
現
に
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
と
す
る
。
二
に
お
い
て
同
じ
。
）
か
ら
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
に
つ
き
保

　
　
　
険
外
併
用
療
養
費
と
し
て
支
給
さ
れ
る
額
に
相
当
す
る
額
を
控
除
し
た
額
を
加
え
た
額

　
　
二
　
保
険
外
併
用
療
養
費
の
支
給
を
受
け
る
べ
き
場
合
に
つ
い
て
法
第
五
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
法
令
に
よ

　
　
　
る
医
療
費
の
支
給
及
び
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
差
額
の
支
給
を
受
け
た
場
合
に
お
け
る
当
咳
差
額
の
算
定

　
　
　
の
基
礎
と
な
っ
た
保
険
外
併
用
療
養
費
の
額
を
当
該
保
険
外
併
用
療
養
費
の
支
給
に
つ
い
て
の
療
養
に
つ
を
法

　
　
　
第
ヒ
十
六
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
よ
り
算
定
し
た
費
用
の
額
か
ら
控

　
　
　
除
し
た
額

　
　
ホ
　
療
養
質
の
支
給
に
つ
い
て
の
療
養
に
つ
き
法
弟
七
十
七
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
費
用
の
額
か
ら

　
　
　
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
に
つ
き
療
養
費
と
し
て
支
給
さ
れ
る
額
に
相
当
す
る
額
を
控
除
し
た
額

　
　
へ
　
撮
養
典
の
支
給
を
受
け
る
べ
き
場
合
に
つ
い
て
法
弟
五
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
法
令
に
よ
る
医
療
費
の

　
　
　
支
給
及
び
何
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
差
額
の
支
給
を
受
け
た
場
合
に
お
け
る
当
該
差
額
の
算
定
の
基
礎
と

　
　
　
な
っ
た
療
養
費
の
額
を
当
該
療
養
費
の
支
給
に
つ
い
て
の
療
養
に
つ
き
法
策
七
十
七
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り

　
　
　
算
定
し
た
費
用
の
額
か
ら
控
除
し
た
額

　
　
ト
　
訪
問
春
霞
療
養
費
の
支
給
に
つ
い
て
の
療
養
に
つ
き
法
第
七
十
八
条
第
四
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が

　
　
　
定
め
る
基
準
に
よ
り
算
定
し
た
費
用
の
額
か
ら
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
に
つ
き
肋
間
醤
護
療
養
費
と
し
て
支

　
　
　
給
さ
れ
る
額
に
相
当
す
る
額
を
控
除
し
た
額

　
　
チ
　
訪
問
看
膜
療
養
費
の
支
給
を
受
け
る
べ
き
場
合
に
つ
い
て
法
第
五
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
法
令
に
よ
る

　
　
　
医
療
費
の
支
給
及
び
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
差
額
の
支
給
を
受
け
た
場
合
に
お
け
る
当
該
差
額
の
算
定
の

　
　
　
基
礎
と
な
っ
た
訪
問
看
護
療
養
費
の
額
を
当
該
訪
間
看
護
療
養
費
の
支
給
に
つ
い
て
の
療
養
に
つ
き
法
第
七
十

　
　
　
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
費
用
の
額
か
ら
控
除
し
た
額

　
　
リ
　
特
別
療
養
費
の
支
給
に
つ
い
て
の
療
養
に
つ
き
法
第
八
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
七
十
六
条

　
　
　
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
費
用
の
額
か
ら
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
に
つ
き
特
別
療
養
費
と
し
て
支
給

　
　
　
さ
れ
る
額
に
相
当
す
る
額
を
控
除
し
た
額

　
　
ヌ
　
特
別
療
養
鷺
の
支
給
を
受
け
る
べ
き
場
合
に
つ
い
て
法
弟
五
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
法
令
に
よ
る
医
療

　
　
　
費
の
支
給
及
び
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
差
額
の
支
給
を
受
け
た
場
合
に
お
け
る
当
該
差
額
の
算
定
の
基
礎

　
　
　
と
な
っ
た
特
別
療
養
費
の
額
を
当
該
特
別
療
養
費
の
支
給
に
つ
い
て
の
療
養
に
つ
き
法
第
八
十
二
条
第
二
項
に

　
　
　
お
い
て
準
用
す
る
法
第
七
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
費
用
の
額
か
ら
控
除
し
た
額

　
二
　
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
被
保
険
者
が
前
号
と
同
一
の
月
に
受
け
た
特
定
給
付
対
象
療
養
（
原
子
爆
弾
被
爆
者
に

　
　
対
す
る
援
護
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
一
般
疾
病
医
療
費
（
第
十
六
条
第
三
項
に
お
い
て
「
原
畑
一
般
疾
病
医
療
費
」

　
　
と
い
う
。
）
の
支
給
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
医
療
に
関
す
る
給
付
が
行
わ
れ
る
べ
き
療
養
及
び
当
該
被
保

　
　
険
者
が
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
法
弟
四
十
八
条
に
規
定
す
る
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
（
以
下
「
後
期
高
齢
者

　
　
医
療
広
域
連
合
」
と
い
う
。
）
の
認
定
を
受
け
た
場
合
に
お
け
る
同
項
に
規
定
す
る
療
養
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に

　
　
つ
い
て
、
当
該
被
保
険
者
が
な
お
負
担
す
べ
き
額
を
合
算
し
た
額

2
　
高
額
療
養
費
は
、
被
保
険
者
が
同
一
の
月
に
受
け
た
外
来
療
養
（
法
第
六
十
四
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま

　
で
に
掲
げ
る
療
養
（
同
項
第
五
号
に
掲
げ
る
療
養
に
伴
う
も
の
を
除
く
。
）
を
い
う
。
次
条
第
三
項
第
二
号
に
お
い
て

　
同
じ
。
）
に
係
る
次
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額
が
高
額
擬
養
費
算
定
基
準
額
を
超
え
る
場
合
に
支
給
す
る
も
の
と

　
し
、
そ
の
額
は
、
当
該
合
算
し
た
額
か
ら
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
を
控
除
し
た
額
と
す
る
。

　
｝
　
被
保
険
者
が
受
け
た
療
養
（
特
定
給
付
対
象
療
養
を
除
く
。
）
に
係
る
前
項
第
一
号
イ
か
ら
ヌ
ま
で
に
掲
げ
る
額

　
　
を
合
算
し
た
額

　
二
　
被
保
険
者
が
受
け
た
特
定
給
付
対
象
療
養
に
つ
い
て
、
当
該
被
保
険
者
が
な
お
負
担
す
べ
き
額
を
合
算
し
た
額

3
　
被
保
険
者
が
特
定
給
付
対
象
療
養
（
当
該
被
保
険
者
が
次
項
の
規
定
に
よ
る
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
辿
合
の
認
定

　
を
受
け
た
場
合
に
お
け
る
同
項
に
規
定
す
る
療
養
を
除
く
。
）
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
被
保
険
者
が
同
一
の

　
月
に
そ
れ
ぞ
れ
一
の
病
院
、
診
療
所
、
薬
局
そ
の
他
の
者
（
同
項
に
お
い
て
「
病
院
等
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
受
け

　
た
当
該
特
定
給
付
対
象
療
養
に
係
る
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヌ
ま
で
に
掲
げ
る
額
が
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
を
超

　
え
る
と
き
は
、
当
該
同
号
イ
か
ら
ヌ
ま
で
に
掲
げ
る
額
か
ら
高
額
療
養
費
算
定
基
箪
額
を
控
除
し
た
額
を
高
額
療
養

　
費
と
し
て
支
給
す
る
。

4
　
被
保
険
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
疾
病
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の
に
係
る
療
養
（
食

　
裏
療
養
及
び
生
活
療
養
を
除
く
。
）
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
撮
養
を
受
け
た
被
保
険
者
が
厚
生
労
働
省
令
で

　
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
謹
定
を
受
け
た
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
被
保
険
者
が
同

　
一
の
月
に
そ
れ
ぞ
れ
一
の
病
院
等
に
つ
い
て
受
け
た
当
該
療
養
に
係
る
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヌ
ま
で
に
掲
げ
る
額

　
が
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
祠
号
イ
か
ら
ヌ
ま
で
に
掲
げ
る
額
か
ら
高
額
療
養
蹴
算
定
基

　
準
額
を
控
除
し
た
額
を
高
額
療
養
費
と
し
て
支
給
す
る
。

　
一
　
費
用
が
著
し
く
高
額
な
一
定
の
治
療
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
治
療
を
要
す
る
こ
と
。

　
二
　
前
号
に
規
定
す
る
治
療
を
著
し
く
長
期
に
わ
た
り
継
続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
司

5
　
被
保
険
者
が
、
市
町
村
民
税
世
帯
非
課
税
者
（
そ
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
及
び
す
べ
て
の
世
帯
員
が
療
養
の
あ
っ

　
た
月
の
属
す
る
年
度
（
療
養
の
あ
っ
た
月
が
四
月
か
ら
七
月
ま
で
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
前
年
度
）
分
の
地
方
税
法

　
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
民
税
（
同
法
の
規
定
に
よ
る
特
別
区
民
税
を
含
む
も
の
と
し
、
同
法
第
三
百
二
十
八
条
の
規

　
定
に
よ
っ
て
賺
す
る
所
得
割
を
除
く
。
附
則
第
五
条
第
五
項
及
び
第
六
条
第
五
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
隷
さ
れ
な
い

　
者
（
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
当
該
市
町
村
民
税
を
免
除
さ
れ
た
者
を
含
む
も
の
と
し
、
当
該
市
町

　
村
民
税
の
賦
課
期
日
に
お
い
て
同
法
の
施
行
地
に
住
所
を
有
し
な
い
者
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
を
い
う
。
次
条
第
一

　
項
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
り
、
か
つ
、
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
年
法
律
第
三

　
十
四
号
）
附
則
第
三
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
同
法
第
一
条
の
規
定
に

　
よ
る
改
正
前
の
国
民
年
金
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
に
基
づ
く
老
齢
福
祉
年
金
（
そ
の
全
額
に
つ

　
き
支
給
が
停
止
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
く
。
附
則
第
六
条
第
五
項
に
お
い
て
「
老
齢
福
祉
年
金
」
と
い
う
。
）
の
受
給

　
権
を
有
し
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
被
保
険
者
が
同
｝
の
月
に
受
け
た
療
養
に
係
る
被
保
険
者
一
部
負
担
金
等

　
合
算
額
か
ら
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
を
控
除
し
た
額
が
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
被
保
険
者
に
対
し
て
支
給

　
さ
れ
る
べ
き
高
額
療
養
費
の
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
被
保
険
者
に
対
し
て
支
給
さ
れ
る
高
額
療
養
費
の
額
は
、

　
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
被
保
険
者
｝
部
負
担
金
等
合
算
額
か
ら
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
を
控
除
し
た

　
額
と
す
る
。

　
（
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
）

第
十
五
条
前
条
第
一
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定

　
め
る
額
と
す
る
。

　
一
　
次
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者
　
四
万
四
千
四
百
円

　
二
　
法
第
六
十
七
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者
　
八
万
百
円
と
、
前
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号

　
　
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養

　
　
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
二
十
六
万
七
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
二
十
六
万
七
千
円
）
か
ら
二
十
六
万

　
　
七
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、

　
　
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
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き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
そ
の
者
が
当
該
療
養
の
あ
っ
た
月
に
属
す
る

　
　
世
帯
の
被
保
険
者
に
対
し
、
療
養
の
あ
っ
た
月
以
前
の
十
二
月
以
内
に
既
に
高
額
療
養
費
（
同
項
の
規
定
に
よ
る

　
　
も
の
（
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
額
を
算
定
し
た
も
の
を
含
む
。
）
に
限
る
。
）
が
支
給
さ
れ
て
い
る
月
数
が

　
　
三
月
以
上
あ
る
場
合
（
次
条
第
一
項
第
一
号
口
に
お
い
て
「
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
」
と
い
う
。
）
に
あ
っ

　
　
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

　
三
　
市
町
村
民
税
世
帯
非
課
税
者
又
は
そ
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
及
び
す
べ
て
の
世
帯
員
が
療
養
の
あ
っ
た
月
に

　
　
お
い
て
要
保
講
者
（
生
活
保
穫
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
要
保
護

　
　
者
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
る
者
で
あ
っ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
に
該
当
す
る
者
（
前
号

　
　
又
は
次
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）
　
二
万
四
千
六
百
円

　
四
　
そ
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
及
び
す
べ
て
の
世
帯
鋭
が
療
養
の
あ
っ
た
月
の
属
す
る
年
度
（
療
養
の
あ
っ
た
月

　
　
が
四
月
か
ら
七
月
ま
で
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
前
年
度
）
分
の
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
民
税
に
係
る
同

　
　
法
弟
三
百
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
総
所
得
金
額
及
び
山
林
所
得
金
額
に
係
る
所
得
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律

　
　
第
三
士
二
号
）
第
二
条
第
一
項
第
二
十
二
号
に
規
定
す
る
各
種
所
得
の
金
額
（
同
法
第
三
十
五
条
第
二
項
に
規
定

　
　
す
る
公
的
年
金
等
の
支
給
を
受
け
る
者
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
四
．
項
中
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
金
額
の
合
計
額
と

　
　
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
合
計
額
が
七
十
万
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
七
十
万
円
」
と
あ
る
の
は
、
「
八
十
万
円
」
と

　
　
し
て
同
項
の
規
定
を
適
用
し
て
算
定
し
た
総
所
得
金
額
と
す
る
。
）
並
び
に
他
の
所
得
と
区
分
し
て
計
算
さ
れ
る
所

　
　
得
の
金
額
が
な
い
者
又
は
そ
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
及
び
す
べ
て
の
世
帯
員
が
療
養
の
あ
っ
た
月
に
お
い
て
要

　
　
保
護
者
で
あ
る
者
で
あ
っ
て
彫
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
に
該
当
す
る
者
　
一
万
五
千
円

　
と
す
る
。

　
一
　
前
項
第
一
号
に
捌
げ
る
者
　
一
万
二
千
円

　
二
　
前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
　
四
万
四
千
四
百
円

　
三
　
前
項
第
三
号
又
は
第
四
号
に
掲
げ
る
者
　
八
千
円

　
額
と
す
る
。

　
一
　
入
院
療
養
（
法
第
六
十
四
条
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
療
養
（
当
該
療
養
に
伴
う
同
項
第
一
号
か
ら
策
三
号
ま

2
　
前
条
第
二
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額

3
　
前
条
第
三
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る

　
　
で
に
掲
げ
る
療
養
を
含
む
。
）
を
い
う
。
次
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
る
場
合

　
二
　
外
来
療
養
で
あ
る
場
合
　
一
万
二
千
円

4
　
前
条
第
四
項
の
高
額
療
養
費
箪
定
基
準
額
は
、
一
万
円
と
す
る
。

5
　
前
条
第
五
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
一
万
五
千
円
と
す
る
。

　
（
そ
の
他
高
額
療
養
費
の
支
給
に
関
す
る
事
項
）

第
十
六
条
被
保
険
者
が
同
一
の
月
に
そ
れ
ぞ
れ
一
の
保
険
医
療
機
関

　
規
定
す
る
保
険
医
療
機
関
を
い
う
。

　
一
部
負
担
金
又
は
保
険
外
併
用
療
養
費
負
担
額

四
万
四
千
四
百
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
健
康
保
険
法
第
六
十
三
条
第
三
項
第
一
号
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
下
同
じ
。
）
に
つ
い
て
次
の
各
号
に
掲
げ
る
療
養
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
保
険
外
併
用
療
養
費
の
支
給
に
つ
き
法
第
七
十
六
条
第
六
項
に
お

い
て
準
用
す
る
法
窮
七
十
四
条
策
五
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
保
険
外
併
用
療
養
典
の
支
給
に

係
る
療
養
に
つ
き
策
定
し
た
費
用
の
額
か
ら
当
該
保
険
外
併
用
療
養
費
の
額
を
控
除
し
た
額
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

の
支
払
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
き
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
は
、
第
十
四
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
当
該
被
保
険
者
に
対
し
支
給
す
べ
き
筒
額
療
養
費
（
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
額
を
算
定
し
た
も
の
を

含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
、
当
該
一
部
負
担
金
の
額
又
は
保
険
外
併
用
療
養
費
負
担
額
か
ら
当
該
各

号
に
掲
げ
る
療
養
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
を
控
除
し
た
額
の
限
度
に
お
い
て
、
当
該
被
保
険
者
に

代
わ
り
、
当
該
保
険
医
療
機
関
に
支
払
う
も
の
と
す
る
。

一
　
入
院
療
養
　
次
の
イ
か
ら
二
ま
で
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
二
ま
で
に
定
め
る
額

　
イ
　
ロ
か
ら
二
ま
で
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者
　
四
万
四
千
四
百
円

　
ロ
　
法
第
六
十
七
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者
　
八
万
百
円
と
、
当
該
入
院
療
養
に
つ
き
厚
生
労

　
　
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
入
院
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
二
十
六
万
七
千

　
　
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
二
十
六
万
七
千
円
）
か
ら
二
十
六
万
ヒ
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て

　
　
　
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き

　
　
　
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）

　
　
　
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
黄
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

　
　
ハ
　
前
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

　
　
　
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者
　
二
万
四
千
六
百
円

　
　
二
　
第
十
四
条
第
五
項
又
は
前
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で

　
　
　
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者
　
一
万
五
千
円

　
二
　
入
院
療
養
以
外
の
療
養
で
あ
っ
て
、
一
の
保
険
医
療
機
関
に
よ
る
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
医
学
的
管
理
の
下
に

　
　
お
け
る
療
養
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の
　
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ

　
　
ぞ
れ
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
定
め
る
額

　
　
イ
　
ロ
又
は
ハ
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者
　
｝
万
二
千
円

　
　
ロ
　
前
号
ロ
に
掲
げ
る
者
　
四
万
四
千
四
百
円

　
　
ハ
　
前
号
ハ
又
は
二
に
掲
げ
る
者
　
八
千
円

2
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
支
払
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
限
度
に
お
い
て
、
被
保
険
者
に
対
し
策
十
四
条
第
一
項
又
は

　
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
高
額
療
養
費
の
支
給
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

3
　
被
保
険
者
が
保
険
医
療
機
関
等
（
法
第
五
十
七
条
第
三
項
に
規
定
す
る
保
険
医
療
機
関
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
条

　
に
お
い
て
同
じ
。
）
若
し
く
は
指
定
訪
問
看
穫
那
業
者
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
眠
療
機
関
等
」
と
い
う
。
）
に
つ
い

　
て
原
爆
一
般
疾
病
医
療
費
の
支
給
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
医
療
に
関
す
る
給
付
が
行
わ
れ
る
べ
き
療
養
を

　
受
け
た
場
合
又
は
第
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
認
定
を
受
け
た
被
保
険
者
が
医

　
療
機
関
等
に
つ
い
て
同
項
に
規
定
す
る
療
養
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
一
部
負
担
金
、
保
険
外
併
用
療
養
費
負
担

　
額
又
は
訪
問
看
護
療
養
費
の
支
給
に
つ
き
法
窮
七
十
八
条
第
八
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
弟
七
十
四
条
第
五
項
の
規

　
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
訪
問
酉
護
療
養
費
の
支
給
に
係
る
療
養
に
つ
き
算
定
し
た
費
用
の
額
か
ら
当

　
該
訪
問
腐
護
療
養
費
の
額
を
控
除
し
た
額
の
支
払
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
き
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
は
、

　
第
十
四
条
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
高
額
療
養
費
と
し
て
当
該
被
保
険
者
に
対
し
支
給
す
べ
き
額
に
相
当

　
す
る
額
を
当
該
医
痴
機
関
等
に
支
払
う
も
の
と
す
る
。

4
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
支
払
が
あ
っ
た
と
き
は
、
被
保
険
者
に
対
し
第
十
四
条
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
よ
る

　
高
額
療
養
費
の
支
給
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

5
　
歯
科
診
療
及
び
歯
科
診
療
以
外
の
診
療
を
併
せ
行
う
保
険
医
療
機
関
等
並
び
に
二
以
上
の
診
療
科
名
を
有
す
る
保

　
険
医
療
機
関
等
で
あ
っ
て
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
第
十
四
条
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
並
び
に
第

　
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
歯
科
診
療
及
ぴ
歯
科
診
療
以
外
の
診
療
又
は
診
療
科
名
を
異
に
す
る
診
療
に
つ

　
き
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
保
険
医
療
機
関
等
と
み
な
す
。

6
　
被
保
険
者
が
同
一
の
月
に
そ
れ
ぞ
れ
一
の
保
険
医
療
機
関
等
に
つ
い
て
法
第
六
十
四
条
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る

　
療
養
を
含
む
療
養
及
び
そ
れ
以
外
の
療
養
を
受
け
た
場
合
は
、
第
十
四
条
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
の
適
用
に
つ

　
い
て
は
、
当
該
法
第
六
十
四
条
窮
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
療
養
を
含
む
療
養
及
び
そ
れ
以
外
の
療
養
は
、
そ
れ
ぞ
れ

　
別
個
の
保
険
医
療
機
関
等
に
つ
い
て
受
け
た
も
の
と
み
な
す
。

7
　
高
額
療
養
費
の
支
給
に
関
す
る
手
続
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
。

　
（
法
第
九
十
二
条
第
一
項
及
ぴ
第
二
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
特
別
の
事
情
）

第
十
七
条
第
四
条
の
規
定
は
、
法
弟
九
十
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
特
別
の
事
情
に
つ

　
い
て
準
用
す
る
。

　
　
　
　
第
四
節
　
保
険
料

　
（
保
険
料
の
算
定
に
係
る
基
準
）

第
十
八
条
　
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
被
保
険
者
（
法
弟
百
四
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る

　
基
準
に
該
当
す
る
地
域
に
住
所
を
有
す
る
被
保
険
者
（
以
下
「
特
定
地
域
被
保
険
者
」
と
い
う
。
）
を
除
く
。
以
下
こ

　
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
対
し
て
腺
す
る
保
険
料
の
算
定
に
係
る
同
条
第
二
項
本
文
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
基

　
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
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｝
　
当
該
保
険
料
の
賦
課
額
は
、
被
保
険
者
に
つ
き
算
定
し
た
所
衛
割
額
及
び
被
保
険
者
均
等
割
額
の
合
計
額
と
す

　
　
る
こ
と
。
た
だ
し
、
法
第
九
十
九
条
第
二
．
項
に
規
定
す
る
被
保
険
者
（
以
下
こ
の
条
及
び
附
則
第
士
二
条
第
一
号

　
　
に
お
い
て
「
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
被
保
険
者
」
と
い
う
。
）
に
係
る
賦
課
額
は
、
当
該
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
被
保
険

　
　
者
に
つ
き
算
定
し
た
被
保
険
者
均
等
割
額
と
す
る
。

　
二
　
前
号
の
所
得
割
額
は
、
地
方
税
法
第
三
百
十
四
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
総
所
得
金
額
及
び
山
林
所
得
金
額

　
　
並
び
に
他
の
所
得
と
区
分
し
て
計
算
さ
れ
る
所
得
の
金
額
の
合
計
額
か
ら
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
控
除
を
し

　
　
た
後
の
総
所
得
金
額
及
び
山
林
所
得
金
額
並
び
に
他
の
所
得
と
区
分
し
て
計
算
さ
れ
る
所
得
の
金
額
の
合
計
額

　
　
（
以
下
「
基
礎
控
除
後
の
総
所
得
金
額
等
」
と
い
う
。
）
に
イ
に
掲
げ
る
額
を
ロ
に
掲
げ
る
額
で
除
し
て
得
た
率
（
以

　
　
下
「
所
得
剛
率
」
と
い
う
。
）
を
乗
じ
て
得
た
額
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
お

　
　
け
る
被
保
険
者
の
所
得
の
分
布
状
況
そ
の
他
の
事
情
に
照
ら
し
、
前
号
、
こ
の
号
本
文
及
び
第
四
号
の
規
定
に
基

　
　
づ
き
当
該
被
保
険
者
に
係
る
保
険
料
の
賦
駅
額
を
算
定
す
る
も
の
と
し
た
な
ら
ば
、
当
該
賦
課
額
が
、
第
六
号
の

　
　
規
定
に
基
づ
き
定
め
ら
れ
る
当
該
賦
課
額
の
限
度
額
を
上
回
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
と
見
込
ま
れ
る
場
合
に
は
、

　
　
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
基
礎
控
除
後
の
総
所
褐
金
額
等
を
補
正
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　
イ
　
第
三
項
第
三
号
に
規
定
す
る
所
得
割
総
額
か
ら
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
所

　
　
　
得
割
総
額
に
係
る
特
定
期
間
（
法
第
百
十
六
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
特
定
期
間
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

　
　
　
に
お
け
る
各
年
度
の
特
定
地
域
被
保
険
者
に
対
し
て
謀
さ
れ
る
所
得
割
額
の
合
計
額
の
合
計
額
の
見
込
額
を
控

　
　
　
除
し
た
額

　
　
ロ
　
被
保
険
者
（
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
被
保
険
者
を
除
く
。
）
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算

　
　
　
定
し
た
当
該
特
定
期
間
に
お
け
る
各
年
度
の
基
礎
控
除
後
の
総
所
得
金
額
等
の
合
計
額
の
合
計
額
の
見
込
額

　
三
　
前
号
の
場
合
に
お
け
る
地
方
税
法
第
三
百
十
四
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
総
所
得
金
額
若
し
く
は
山
林
所
得

　
　
金
額
又
は
他
の
所
得
と
区
分
し
て
計
算
さ
れ
る
所
得
の
金
額
は
、
同
法
第
三
百
十
三
条
第
九
項
中
雑
損
失
の
金
額

　
　
に
係
る
部
分
の
規
定
を
適
用
し
な
い
も
の
と
し
て
算
定
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
四
　
第
一
号
の
被
保
険
者
均
等
割
額
は
、
第
三
項
第
三
号
に
規
定
す
る
被
保
険
者
均
等
割
総
額
か
ら
厚
生
労
働
省
令

　
　
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特
定
期
間
に
お
け
る
各
年
度
の
特
定
地
域
被
保
険
者
に
対
し
て
繰
さ
れ

　
　
る
被
保
険
者
均
等
割
額
の
合
計
額
の
合
計
額
の
見
込
額
を
控
除
し
た
額
を
当
該
特
定
期
間
に
お
け
る
各
年
度
の
被

　
　
保
険
者
の
合
計
数
の
合
計
数
の
見
込
数
で
除
し
て
得
た
額
で
あ
る
こ
と
。

　
五
　
所
得
割
率
及
び
前
号
の
規
定
に
よ
り
算
定
さ
れ
た
被
保
険
者
均
等
割
額
は
、
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
　
の
全
区
域
（
法
弟
百
四
条
第
二
項
た
だ
し
識
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
地
域
を
除
く
。
）
に
わ

　
　
た
っ
て
均
一
で
あ
る
こ
と
。

六
第
一
号
の
賦
課
額
は
、
五
十
万
円
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

2
　
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
特
定
地
域
被
保
険
者
に
対
し
て
腺
す
る
保
険
料
の
算
定
に
係
る
法
弟
百
四
条
第
二

　
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
基
箪
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
一
　
当
該
保
険
料
の
賦
課
額
は
、
特
定
地
域
被
保
険
者
に
つ
き
算
定
し
た
所
得
割
額
及
び
被
保
険
者
均
等
割
額
の
合

　
　
計
額
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
被
保
険
者
に
係
る
賦
課
額
は
、
当
該
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
被

　
　
保
険
者
に
つ
き
算
定
し
た
被
保
険
者
均
等
割
額
と
す
る
。

　
二
　
前
号
の
所
得
割
額
は
、
基
礎
按
除
後
の
総
所
得
金
額
等
に
特
定
地
域
所
得
割
率
を
乗
じ
て
褐
た
額
と
す
る
こ
と
。

　
三
　
前
号
の
特
定
地
域
所
得
割
率
は
、
地
域
の
実
情
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
方
法
に

　
　
よ
り
算
定
し
た
率
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
率
は
、
所
得
割
率
の
百
分
の
五
十
を
下
回
ら
な
い
範
囲
内
と
す

　
　
る
。

　
四
　
第
一
号
の
被
保
険
者
均
等
割
額
は
、
地
域
の
実
情
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
方
法

　
　
に
よ
り
算
定
し
た
額
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
前
項
第
一
号
の
被
保
険
者
均
等
割
額
の
百
分
の
五
十
を
下
回
ら
な

　
　
い
範
囲
内
と
す
る
。

　
五
第
一
号
の
賦
課
額
は
、
五
十
万
円
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

3
　
特
定
期
間
に
お
け
る
各
年
度
の
法
第
百
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
被
保
険
者
に

対
し
て
臥
す
る
保
険
料
の
賦
課
額
（
次
項
又
は
第
五
項
に
規
定
す
る
基
準
に
従
い
第
一
項
又
は
前
項
の
規
定
に
基
づ

き
算
定
さ
れ
る
被
保
険
者
均
等
割
額
を
減
額
す
る
も
の
と
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
減
額
す
る
こ
と
と
な
る
額

を
含
む
。
）
の
合
計
額
の
合
計
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
賦
課
総
額
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
の
同
条
策
二
項
に
規

定
す
る
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
一
　
賦
課
総
額
は
、
特
定
期
間
に
お
け
る
各
年
度
の
イ
に
掲
げ
る
合
計
額
の
見
込
額
か
ら
ロ
に
掲
げ
る
合
計
額
の
見

　
　
込
額
を
控
除
し
て
得
た
額
の
合
計
額
を
予
定
保
険
料
収
納
率
で
除
し
て
得
た
額
で
あ
る
こ
と
。

　
　
イ
　
療
養
の
給
付
に
要
す
る
費
用
の
額
か
ら
当
該
給
付
に
係
る
｝
部
負
担
金
に
相
当
す
る
額
を
控
除
し
た
額
、
入

　
　
　
院
時
食
事
療
養
費
、
入
院
時
生
活
療
養
澱
、
保
険
外
併
用
療
養
費
、
療
養
費
、
訪
問
看
護
療
養
費
、
特
別
療
養

　
　
　
典
、
移
送
費
、
高
額
療
養
費
及
び
高
額
介
護
合
算
療
養
費
の
支
給
に
要
す
る
費
用
の
額
、
法
弟
七
十
条
第
三
項

　
　
　
（
法
第
七
十
四
条
第
十
項
、
策
七
十
五
条
第
七
項
及
び
第
七
士
ハ
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

　
　
　
及
び
第
七
十
八
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
審
査
及
び
支
払
に
関
す
る
事
務
の
執
行
に
要
す
る
費
用
（
法
第
七
十

　
　
　
条
第
四
項
（
法
弟
七
十
四
条
第
十
項
、
第
七
十
五
条
第
七
項
、
第
七
士
ハ
条
箆
六
項
及
び
第
七
十
八
条
第
八
項

　
　
　
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
委
託
に
要
す
る
費
用
を
含
む
。
）
の
額
、
財
政
安
定
化
基
金

　
　
　
拠
出
金
及
び
法
窮
百
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
拠
出
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
の
額
、
法
第
百
士
パ
条
第

　
　
　
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
基
金
事
業
借
入
金
の
償
還
に
要
す
る
費
用
の
額
、
保
健
事
業
に
要
す
る
蹴
用
の
額
並

　
　
　
び
に
そ
の
他
の
後
期
高
齢
者
医
療
に
要
す
る
費
用
（
後
期
高
齢
者
医
療
の
事
務
の
執
行
に
要
す
る
費
用
を
除

　
　
　
く
。
）
の
額
の
合
計
額

　
　
ロ
　
法
第
九
十
三
条
、
第
九
十
六
条
及
び
第
九
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
負
担
金
、
法
第
九
十
五
条
の
規
定
に
よ
る

　
　
　
調
整
交
付
金
、
法
第
百
条
の
規
定
に
よ
る
後
期
高
齢
者
交
付
金
、
法
第
百
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
交
付

　
　
　
金
、
法
第
百
二
条
及
び
第
百
三
条
の
規
定
に
よ
る
補
助
金
そ
の
他
後
期
高
齢
者
医
療
に
要
す
る
費
用
（
後
期
高

　
　
齢
者
医
療
の
事
務
の
執
行
に
要
す
る
費
用
を
除
く
。
）
の
た
め
の
収
入
の
額
の
合
計
額

　
二
　
前
号
の
予
定
保
険
料
収
納
率
は
、
特
定
期
間
に
お
け
る
各
年
度
に
賦
課
す
べ
き
保
険
料
の
額
の
倉
計
額
の
合
計

　
　
額
に
占
め
る
こ
れ
ら
の
年
度
に
お
い
て
収
納
が
見
込
ま
れ
る
保
険
料
の
額
の
合
計
額
の
合
計
額
の
割
合
と
し
て
厚

　
　
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
算
定
さ
れ
る
率
で
あ
る
こ
と
。

　
三
　
賦
課
総
額
は
、
所
得
割
総
額
及
び
被
保
険
者
均
等
割
総
額
の
合
計
額
と
し
、
所
得
割
総
額
は
、
被
保
険
者
均
等

　
　
割
総
額
に
、
当
該
特
定
期
間
に
お
け
る
各
年
度
の
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
被
保
険
者
の
所
得
の
平
均

　
　
額
の
す
べ
て
の
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
被
保
険
者
の
所
得
の
平
均
額
に
対
す
る
割
合
の
平
均
値
を
勘
案
し

　
　
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
算
定
し
た
所
得
係
数
の
見
込
値
を
乗
じ
て
得
た
額
で
あ
る
こ
と
。

4
　
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
所
得
の
少
な
い
被
保
険
者
に
対
し
て
課
す
る
保
険
料
の
算
定
に
係
る
法
第
百
四
条

第
二
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
一
　
被
保
険
者
、
そ
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
及
び
そ
の
属
す
る
世
帯
の
他
の
世
帯
員
で
あ
る
被
保
険
者
に
つ
き
算

　
　
定
し
た
地
方
税
法
第
三
百
十
四
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
総
所
得
金
額
及
び
山
林
所
得
金
額
並
び
に
他
の
所
得

　
　
と
区
分
し
て
計
算
さ
れ
る
所
得
の
金
額
（
同
法
附
則
策
三
十
三
条
の
三
第
五
項
に
規
定
す
る
土
地
等
に
係
る
事
業

　
　
所
得
等
の
金
額
、
同
法
附
則
第
三
十
四
条
策
四
項
に
規
定
す
る
長
期
醸
渡
所
得
の
金
額
、
同
法
附
則
第
三
十
五
条

　
　
第
五
項
に
規
定
す
る
短
期
腋
渡
所
得
の
金
額
、
同
法
附
則
第
三
十
五
条
の
二
第
六
項
に
規
定
す
る
株
式
等
に
係
る

　
　
醸
渡
所
得
等
の
金
額
（
同
法
附
則
第
三
十
五
条
の
二
の
六
第
七
項
又
は
同
法
附
則
第
三
十
五
条
の
三
第
十
三
項
の

　
　
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
適
用
後
の
金
額
）
、
同
法
附
則
第
三
十
五
条
の
四
第
四
項
に
規
定
す
る
先

　
　
物
取
引
に
係
る
雑
所
得
等
の
金
額
（
同
法
附
則
第
三
十
五
条
の
四
の
二
第
七
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、

　
　
そ
の
適
用
後
の
金
額
）
、
租
税
条
約
実
施
特
例
法
第
三
条
の
二
の
二
第
十
項
に
規
定
す
る
条
約
適
用
利
子
等
の
額

　
　
及
び
同
条
第
十
二
項
に
規
定
す
る
条
約
適
用
配
当
等
の
額
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
合
計
額
の

　
　
当
該
世
帯
に
お
け
る
合
算
額
が
地
方
税
法
第
三
百
十
四
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
金
額
に
当
該
世
帯
に
属
す
る

　
　
被
保
険
者
（
当
該
世
帯
主
を
除
く
。
）
の
数
に
二
十
四
万
五
千
円
を
乗
じ
て
得
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額
を
超
え
な

　
　
い
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
世
帯
に
属
す
る
被
保
険
音
に
対
し
て
賦
課
す
る
被
保
険
者
均
等
割
額
を
減
額
す
る
も

　
　
の
で
あ
る
こ
と
。
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二
　
前
号
の
場
合
に
お
け
る
地
方
税
法
第
三
百
十
四
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
総
所
得
金
額
若
し
く
は
山
林
所
得

　
　
金
額
又
は
他
の
所
得
と
区
分
し
て
計
算
さ
れ
る
所
得
の
金
額
は
、
同
法
第
三
百
十
三
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で

　
　
の
規
定
を
適
用
せ
ず
、
ま
た
、
所
得
税
法
策
五
十
七
条
第
一
項
、
第
三
項
又
は
窮
四
項
の
規
定
の
例
に
よ
ら
な
い

　
　
も
の
と
し
て
計
算
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
三
　
前
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
減
額
す
る
額
は
、
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
迎
合
の
当
該
年
度
分
の
保
険
料
に
係

　
　
る
当
該
被
保
険
者
均
等
割
額
に
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
世
帯
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
割
合

　
　
を
乗
じ
て
得
た
額
で
あ
る
こ
と
。

　
　
イ
　
前
号
の
規
定
を
適
用
し
て
計
算
し
た
第
一
号
に
規
定
す
る
総
所
得
金
額
及
び
山
林
所
御
金
額
並
び
に
他
の
所

　
　
　
得
と
区
分
し
て
計
算
さ
れ
る
所
得
の
金
額
の
合
計
額
の
当
該
世
帯
に
お
け
る
合
算
額
が
地
方
税
法
第
三
百
十
四

　
　
　
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
金
額
を
超
え
な
い
世
帯
　
十
分
の
七

　
　
ロ
　
イ
に
掲
げ
る
世
帯
以
外
の
世
帯
　
十
分
の
五

　
四
　
第
一
号
及
び
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
減
額
が
さ
れ
な
い
被
保
険
者
、
そ
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
及
び
そ
の
属

　
　
す
る
世
帯
の
他
の
世
帯
員
で
あ
る
被
保
険
者
に
つ
き
算
定
し
た
地
方
税
法
第
三
百
十
四
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す

　
　
る
総
所
得
金
額
及
び
山
林
所
得
金
額
並
び
に
他
の
所
得
と
区
分
し
て
計
算
さ
れ
る
所
得
の
金
額
の
合
計
額
の
当
該

　
　
世
帯
に
お
け
る
合
算
額
が
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
金
額
に
当
該
世
帯
に
属
す
る
被
保
険
者
の
数
に
三
十
五
万
円

　
　
を
乗
じ
て
得
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額
を
超
え
な
い
場
合
に
お
い
て
、
当
該
世
帯
に
属
す
る
被
保
険
者
（
次
項
第

　
　
一
号
の
規
定
に
よ
り
減
額
さ
れ
る
被
保
険
音
を
除
く
。
）
に
対
し
て
賦
課
す
る
被
保
険
者
均
等
割
額
を
減
額
す
る
も

　
　
の
で
あ
る
こ
と
。

　
五
前
号
の
場
合
に
お
け
る
地
方
税
法
第
三
百
十
四
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
総
所
得
金
額
若
し
く
は
山
林
所
得

　
　
金
額
又
は
他
の
所
御
と
区
分
し
て
計
算
さ
れ
る
所
得
の
金
額
は
、
同
法
第
三
百
十
三
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で

　
　
の
規
定
を
適
用
せ
ず
、
ま
た
、
所
得
税
法
第
五
十
七
条
第
一
項
、
第
三
項
又
は
第
四
項
の
規
定
の
例
に
よ
ら
な
い

　
　
も
の
と
し
て
計
算
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

六
　
前
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
減
額
す
る
額
は
、
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
当
該
年
度
分
の
保
険
料
に
係

　
　
る
当
該
被
保
険
者
均
等
割
額
に
十
分
の
二
を
乗
じ
て
得
た
額
で
あ
る
こ
と
。

5
　
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
被
保
険
者
に
対
し
て
課
す
る
保
険
料
の
算
定
に
係
る
法
第
百

　
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
一
　
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
被
保
険
者
（
前
項
第
一
号
及
び
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
減
額
が
さ
れ
な
い
被
保
険
者
に
限

平成19年10月19日
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る
。
）
に
つ
い
て
、
法
第
五
十
二
条
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
日
の
属
す
る
月
以
後
二
年
を
経
過
す

　
　
る
月
ま
で
の
間
に
限
り
、
当
該
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
被
保
険
者
に
対
し
て
賦
課
す
る
被
保
険
者
均
等
割
額
を
減
額

　
　
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
二
　
前
号
の
規
定
に
基
づ
き
減
額
す
る
額
は
、
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
当
該
年
度
分
の
保
険
料
に
係
る

　
　
当
該
被
保
険
者
均
等
割
額
に
十
分
の
五
を
乗
じ
て
得
た
額
で
あ
る
こ
と
。

　
（
法
第
百
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
被
保
険
者
）

　
法
（
以
下
「
準
用
介
穫
保
険
法
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
よ
る
保
険
料
の
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
ら
な
い
被
保
険
者
と

　
す
る
。

　
（
法
第
百
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
年
金
給
付
）

　
政
令
第
四
百
十
二
号
）
第
四
十
条
第
一
項
に
定
め
る
年
金
た
る
給
付
と
す
る
。

　
　
法
第
百
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
年
金
た
る
給
付
に
類
す
る
給
付
は
、
介
硬
保
険
法
施
行
令
第
四

　
十
条
第
二
項
に
定
め
る
年
金
た
る
給
付
に
類
す
る
給
付
と
す
る
。

　
（
保
険
料
の
特
別
徴
収
に
閲
す
る
介
護
保
険
法
の
規
定
の
続
替
え
）

　
と
す
る
。

第
十
九
条
　
法
第
百
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
法
弟
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
介
護
保
険

第
二
十
条
　
法
第
百
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
年
金
た
る
給
付
は
、
介
護
保
険
法
施
行
令
（
平
成
十
年

第
二
十
一
条
　
法
第
百
十
条
の
規
定
に
よ
る
介
頑
保
険
法
の
準
用
に
つ
い
て
の
技
術
的
続
替
え
は
、
次
の
表
の
と
お
り

介
護
保
険
法
の
規
定
中
腕
み
替
え
る
規
定

睨
み
替
え
ら
れ
る
字
句

睨
み
替
え
る
字
句

第
百
三
十
四
条
第
一
項

年
金
保
険
者
は

欝
難
嚇
難
纈
と
い
う
。
）
は

老
齢
等
年
金
給
付
の
支
払

矯
酒
纏
謹
鞭
雛
瀧
暗
躍
盗
の
支
払

次
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
次
項

第
百
三
十
四
条
第
二
項

前
項
第
二
号

高
齢
者
医
療
確
保
法
弟
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項
第
二
号

限
る

第
百
三
十
四
条
第
三
項

前
項
各
号

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項
各
号

第
一
項
第
二
号

同
条
に
お
い
て
都
用
す
る
第
一
項
第
二
号

第
百
三
十
四
条
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で

第
二
項
各
号

高
齢
者
医
痘
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
項
各
号

第
一
項
第
二
号

同
条
に
お
い
て
革
用
す
る
窮
一
項
第
二
号

第
百
三
十
四
条
第
七
項

前
各
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
各
項

政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
連
合
会
及
ぴ
国
民
健
康
保
険
法
第
四
十
五
条
第
六
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
法
人
（
以
下
「
指
定
法
人
」
と
い
う
。
）

国
民
健
康
保
険
法
第
四
十
五
条
第
六
項
に
規
定
す
る
煙
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
法
人
（
以
下
「
指
定
法
人
」
と
い
う
。
）
及
び
連
合
会
の
順
に
経
由
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
指
定
法
人
に
伝
達
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら

第
百
三
十
四
条
第
八
項

第
十
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
項

第
一
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
項

第
百
三
十
四
条
第
九
項

前
項

高
綿
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項

政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
連
合
会
及
び
指
定
法
人

社
会
保
険
庁
長
官
、
指
定
法
人
及
び
連
合
会
の
順
に
経
由
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
社
会
保
険
庁
艮
官
に
伝
達
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら
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第
百
三
十
四
条
第
十
項

第
一
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
項

政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
連
合
会
、
指
定
法
人
及
び
地
方
公
務
員
共
済
組
合
連
合
会

第
八
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
八
項

第
百
三
十
六
条

同
条
に
お
い
て
最
用
す
る
第
百
三
十
六
条

第
百
三
十
五
条
第
一
項

前
条
策
一
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
一
項

第
一
号
被
保
険
者

被
保
険
者

除
く
。
次
項
及
ぴ
第
三
項
に
お
い
て
同
じ

除
く

第
百
三
十
五
条
第
二
項

前
．
項
た
だ
し
書

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項
た
だ
し
書

次
項

同
条
に
お
い
て
準
用
す
る
次
項

前
条
第
二
項

同
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
二
項

第
｝
号
被
保
険
者

第
百
三
十
五
条
第
三
項

前
条
第
二
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
弟
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
二
項

前
項

高
齢
著
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項

第
一
号
被
保
険
者
に
対
し
て

同
条
第
四
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
四
．
項

第
一
号
被
保
険
者
に
つ
い
て

被
保
険
者
に
つ
い
て

第
百
三
十
五
条
第
四
項

前
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項

第
一
号
被
保
険
者

被
保
険
者

前
条
第
五
項

同
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
五
項

同
条
第
六
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
六
項
　
　
　
　
，

第
百
三
十
五
条
第
五
項

市
町
村
は
、
第
一
項
本
文

櫛
鵠
鰹
編
賭
叢
饗
百
＋
条
に

お
い
て
は
、
第
一
項
本
文

第
一
号
被
保
険
者

被
保
険
者

第
百
三
十
五
条
第
六
項

前
条
第
一
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
一
項

第
百
三
士
パ
条
第
一
項

第
百
三
十
四
条
第
一
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
三
十
四
条
第
一
項

前
条
第
一
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
一
項

同
条
第
一
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
一
項

第
百
三
十
六
条
第
二
項

前
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項

前
条
第
三
項

同
条
に
お
い
て
鞘
用
す
る
前
条
第
三
項

第
百
三
十
六
条
第
三
項

第
一
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
項

第
百
三
十
六
条
第
四
項

第
一
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
項

政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
連
合
会
及
び
指
定
法
人

響
姶
誘
難
飲
勘
鞭
謡
紮
㎏
こ
れ
ら

第
百
三
十
六
条
第
五
項

第
一
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
項

政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
連
合
会
、
指
定
法
人
及
び
社
会
保
険
庁
艮
官

腱
駿
虹
纏
鰍
賂
墨
獺
譲
観
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら

第
百
三
十
六
条
第
六
項

第
一
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
項

政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
連
合
会
、
指
定
法
人
及
び
地
方
公
務
夙
共
済
組
合
連
合
会

鋸
磐
縫
鷹
齢
編
籔
棚
頭
鵡
合
会
に
伝
達
す
る
こ
と
に
よ
り
　
こ
れ
ら
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第
百
三
十
七
条
第
一
項

前
条
第
一
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
一
項

同
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
項

第
百
三
十
七
条
第
二
項

前
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項

第
百
三
十
七
条
第
三
項

第
一
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
項

第
百
三
十
七
条
第
四
項

第
百
三
十
五
条

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
三
十
五
条

第
百
三
十
七
条
第
五
項

前
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項

第
百
三
十
七
条
第
六
項

第
百
三
十
四
条
策
七
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
三
十
四
条
第
七
項

前
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項

第
百
三
十
七
条
第
七
項

第
一
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
項

第
百
三
十
八
条
第
一
項

第
百
三
十
六
条
第
一
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
篤
百
三
十
六
条
第
一
項

第
百
三
十
八
条
第
二
項

前
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項

第
百
三
十
八
条
第
三
項

第
一
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
項

第
百
三
十
八
条
第
四
項

第
百
三
十
四
条
第
七
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
三
十
四
条
第
七
項

前
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項

第
百
三
十
九
条
第
一
項

第
一
号
被
保
険
者

被
保
険
者

第
百
三
十
三
条

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
九
条

普
通
徴
収

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
普
通
徴
収

第
百
三
十
九
条
第
二
項

第
一
号
被
保
険
者

被
保
険
者

次
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
次
項

第
百
三
十
九
条
第
三
項

前
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項

第
一
号
被
保
険
者

被
保
険
者

こ
の
法
徳

高
齢
渚
医
擦
確
保
法

同
項

同
条
に
お
い
て
準
用
す
る
岡
項

第
百
四
十
条
第
一
項

第
百
三
十
六
条
第
一
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
三
十
六
条
第
一
項

第
一
号
被
保
険
者

被
保
険
者

第
百
四
十
条
第
二
項

前
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項

第
一
号
被
保
険
者

被
保
険
者

同
項

同
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
項

第
百
四
十
条
第
三
項

前
二
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
二
項

第
百
四
十
条
第
四
項

第
一
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
項

前
項

同
条
に
お
い
て
即
用
す
る
前
項

第
二
項
の

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
項
の

準
用
す
る
同
条

準
用
す
る
第
百
三
十
六
条

第
二
項
に

同
条
に
お
い
て
鄭
用
す
る
策
二
項
に

旨
の
同
条

旨
の
岡
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
三
十
六
条

第
百
四
十
一
条
第
一
項

行
う
介
謹
保
険
の

徴
収
に
係
る

第
十
三
条
第
一
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
五
十
五
条
第
一
項

第
百
四
十
一
条
第
二
項

前
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項

第
百
四
十
一
条
の
二

第
百
三
十
四
条
第
二
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
三
十
四
条
第
二
項

第
百
三
十
五
条
第
二
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
窮
百
三
十
五
条
第
二
項

　
（
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
年
金
額
）

第
二
十
二
条
　
準
用
介
繊
保
険
法
第
百
三
十
四
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
項
か
ら
第
六
項
ま
で
に
規
定
す
る
政
令
で

　
定
め
る
額
は
、
十
八
万
円
と
す
る
。



（号外第241号）報官金曜日平成19年10月19日13
　
（
特
別
徴
収
の
対
魚
と
な
ら
な
い
被
保
険
者
）

第
二
十
三
条
準
用
介
額
保
険
法
策
百
三
十
五
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次

　
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
被
保
険
者
と
す
る
。

　
一
　
同
一
の
月
に
徴
収
さ
れ
る
と
見
込
ま
れ
る
当
該
被
保
険
者
に
係
る
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額
が
当
該
月

　
　
に
支
払
わ
れ
る
当
該
徴
収
に
係
る
法
弟
百
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
老
齢
等
年
金
給
付
（
以
下
こ
の
号
及
び
附
則

　
　
第
十
二
条
に
お
い
て
「
老
齢
等
年
金
給
付
」
と
い
う
。
）
の
額
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額
と
し
て
厚
生
労
働
省
令

　
　
で
定
め
る
額
を
超
え
る
被
保
険
者

　
　
イ
　
法
及
び
準
用
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
り
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
保
険
料
を
徴
収
し
よ
う
と
す
る
場
合

　
　
　
に
お
い
て
、
当
該
徴
収
に
係
る
老
齢
等
年
金
給
付
の
支
払
の
際
徴
収
さ
せ
る
べ
き
額
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で

　
　
　
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額

　
　
ロ
　
介
穫
保
険
法
の
規
定
に
よ
り
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
介
穫
保
険
の
保
険
料
を
徴
収
し
よ
う
と
す
る
場
合

　
　
　
に
お
い
て
、
当
該
徴
収
に
係
る
同
法
第
百
三
十
一
条
に
規
定
す
る
老
齢
等
年
金
給
付
の
支
払
の
際
徴
収
さ
せ
る

　
　
　
べ
き
額
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額

　
二
　
当
該
市
町
村
か
ら
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
介
護
保
険
の
保
険
料
を
徴
収
さ
れ

　
　
な
い
被
保
険
者

　
（
特
別
徴
収
対
象
年
金
給
付
の
順
位
）

第
二
十
四
条
準
用
介
穫
保
険
法
第
百
三
十
五
条
第
六
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ

　
る
介
瞳
保
険
の
保
険
料
の
特
別
徴
収
に
係
る
老
齢
等
年
金
給
付
に
つ
い
て
保
険
料
を
徴
収
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。

　
（
特
別
徴
収
対
象
被
保
険
者
が
被
保
険
者
資
格
を
喪
失
し
た
場
合
等
に
お
け
る
市
町
村
に
よ
る
通
知
に
関
す
る
號
替

　
え
）

第
二
十
五
条
準
用
介
護
保
険
法
第
百
三
十
八
条
第
二
項
（
準
用
介
護
保
険
法
第
百
四
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す

　
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
技
術
的
続
替
え
は
、
次
の
表
の
と
お
り
と
す
る
。

介
護
保
険
法
の
規
定
中
読
み
替
え
る
規
定

睨
み
替
え
ら
れ
る
字
句

睨
み
替
え
る
字
句

第
百
三
十
六
条
第
四
項

第
一
項

当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
七
月
三
十
一
日
ま
で
に
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
連
合
会
及
ぴ
指
定
法
人

第
百
三
十
六
条
第
五
項

第
一
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
三
十
八
条
第
一
項

特
定
年
金
保
険
箭

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
三
十
四
条
第
十
一
項
に
規
定
す
る
特
定
年
金
保
険
者

第
百
三
十
六
条

塵
ノ、

項

誓籍騰
第
一

建　定七当　め月骸

響難護 項 難議
会及こ一の 及こ一の
びろ日初 びろ日初
地にま日 社にま日
方よでの 会よでの
公りに属 繰りに属

醤連鵡 騒薯
羅籍 艮R令年

ｯrでの

讐欝翻 す高
髣 駿雛翻

う済に場百微
ｬ組’合十収
㍾∟Aに条対
�A合該に象
ﾉ合会当お被

�
�
驍
ﾉ
法
至
剛
が
こ
経
人
つ
す
高
騰
瀧
よ
て
地
き
項
医

第者

S医
O療
¥確

i
一
百
項
十
　
条
　
に
　
お
　
い

濡晴磯らよ社きに条対う会廣規に象
P
繍
　
達
の
’
目
す
高
響
罐
　
こ
経
会
当
百
医

り行方はに療 て と由’す三療
’わ公’規確

ｱれ務速定保
準
用
ま讐大湊

　
（
仮
徴
収
に
関
す
る
続
替
え
）

第
二
十
六
条
準
用
介
護
保
険
法
第
百
四
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
技
術
的
睨
替
え
は
、
次
の
表
の
と
お
り
と
す
る
。

績
み
替
え
ら
れ
る
字
句

睨
み
替
え
る
字
句
（
準
用
介
護
保
険
法
第
百
四
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
別
徴
収
に
係
る
場
合
）

績
み
替
え
る
字
句
（
準
用
介
鰍
縫
慧
輻
徽
腱
に
係
る
場
合
）

第
百
三
十
六
条
第
一
項

特
別
徴
収
対
象
被
保
険
者
に
係
る
保
険
料

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
五
．
項
に
規
定
す
る
特
別
徴
収
対
象
被
保
険
者
（
以
下
「
特
別
徴
収
対
象
被
保
険
者
」
と
い
う
。
）
に
係
る
保
険
料

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
五
項
に
規
定
す
る
特
別
徴
収
対
象
被
保
険
者
（
以
下
「
特
別
徴
収
対
象
被
保
険
者
」
と
い
う
。
）
に
係
る
保
険
料

支
払
回
数
割
保
険
料
額
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特
別
徴
収
義
務
者

同
条
に
お
い
て
箪
用
す
る
前
条
第
五
項
に
規
定
す
る
特
別
徴
収
義
務
者
（
以
下
「
特
別
徴
収
義
務
者
」
と
い
う
。
）

同
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
五
項
に
規
定
す
る
特
別
徴
収
義
務
者
（
以
下
「
特
別
徴
収
義
務
者
」
と
い
う
。
）

第
百
三
十
六
条
第
三
項

第
一
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
策
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
項

特
定
年
金
保
険
者

八
月
三
十
一
日

前
年
の
八
月
三
十
｝
日

四
月
二
十
日

第
百
三
十
六
条
第
四
項

第
一
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
項

七
月
三
十
一
日

前
年
の
七
月
三
十
一
日

四
月
二
十
日

連
合
会
及
び
指
定
法
人
の
順
に
経
由
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
連
合
会
に
伝
達
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら

連
合
会
及
び
指
定
法
人
の
順
に
経
由
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
連
合
会
に
伝
達
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら

第
百
三
十
六
条
第
五
項

第
一
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
条
窮
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
窮
一
項

七
月
三
十
一
日

前
年
の
七
月
三
十
一
日

四
月
二
十
日

政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
連
合
会
、
指
定
法
人
及
び
社
会
保
険
庁
長
官

第
百
三
十
六
条
第
六
項

第
一
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
弟
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
策
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
条
窮
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
項

七
月
三
十
一
日

前
年
の
七
月
三
十
一
日

四
月
二
十
日

政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
連
合
会
、
指
定
法
人
及
び
地
方
公
務
員
共
済
組
合
連
合
会

連
合
会
、
指
定
法
人
及
び
地
方
公
務
員
共
済
組
合
連
合
会
の
順
に
経
由
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
連
合
会
に
伝
達
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら

迎
合
会
、
指
定
法
人
及
び
地
方
公
務
員
共
済
組
合
連
合
会
の
順
に
経
由
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
連
合
会
に
伝
達
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら

第
百
三
十
七
条
第
一
項

前
条
第
一
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
｝
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
一
項

同
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
一
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
一
項

支
払
回
数
割
保
険
料
額

支
払
回
数
割
保
険
料
額
に
相
当
す
る
額

支
払
回
数
割
保
険
料
額
に
相
当
す
る
額

当
該
年
の
十
月
一
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

当
骸
年
度
の
初
日
か
ら
そ
の
日
の
属
す
る
年
の
五
月
三
十
一
日
ま
で

当
該
年
の
六
月
一
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で

特
別
徴
収
対
象
年
金
給
付

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
三
十
五
条
第
六
項
に
規
定
す
る
特
別
徴
収
対
象
年
金
給
付
（
以
下
「
特
別
徴
収
対
象
年
金
給
付
」
と
い
う
。
）

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
三
十
五
条
第
六
項
に
規
定
す
る
特
別
徴
収
対
象
年
金
給
付
（
以
下
「
特
別
徴
収
対
象
年
金
給
付
」
と
い
う
。
）

第
百
三
十
七
条
第
二
項

前
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項

第
百
三
十
七
条
第
三
項

第
一
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
策
一
項

第
百
三
十
七
条
第
四
項

第
百
三
十
五
条

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
条
第
一
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
条
策
二
項

第
百
三
十
七
条
第
五
項

前
項

高
齢
者
医
療
硲
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
策
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
条
策
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項

第
百
三
十
七
条
第
六
項

第
百
三
十
四
条
第
七
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
三
十
四
条
第
七
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
三
十
四
条
第
七
項

前
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項
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第
百
三
十
七
条
第
七
項

第
一
項

高
齢
者
医
療
砲
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
策
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
項

支
払
回
数
割
保
険
料
額

支
払
回
数
割
保
険
料
額
に
相
当
す
る
額

支
払
回
数
割
保
険
料
額
に
相
当
す
る
額

第
百
三
十
八
条
第
一
項

第
百
三
十
六
条
第
一
項

支
払
回
数
割
保
険
料
額

支
払
回
数
割
保
険
料
額
に
相
当
す
る
額

支
払
回
数
割
保
険
料
額
に
相
当
す
る
額

第
百
三
十
八
条
第
二
項

前
項

高
齢
者
医
療
碗
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項

第
百
三
十
八
条
第
三
項

第
一
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
項

特
別
徴
収
対
象
保
険
料
額
高
齢
商
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
徴
収
す
る
保
険
料
額

高
齢
者
医
搬
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
徴
収
す
る
保
険
料
額

第
百
三
十
八
条
第
四
項

第
百
三
十
四
条
第
七
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
三
十
四
条
第
七
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
三
十
四
条
第
七
項

前
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
．
項

第
百
三
十
九
条
第
｝
項

第
一
号
被
保
険
者

被
保
険
者

被
保
険
者

第
百
三
十
三
条

普
通
徴
収

第
百
三
十
九
条
第
二
項

第
一
号
被
保
険
者

被
保
険
者

被
保
険
者

次
項

第
百
三
十
九
条
第
三
項

前
項

第
一
号
被
保
険
者

被
保
険
者

被
保
険
者

こ
の
法
禅

高
齢
者
医
療
確
保
法

高
齢
者
医
療
確
保
法

同
項

　
（
病
院
等
に
入
院
、
入
所
又
は
入
居
中
の
被
保
険
者
の
特
例
に
関
す
る
技
術
的
読
替
え
）

第
二
十
七
条
　
準
用
介
謹
保
険
法
第
百
四
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
技
術
的
続
替
え
は
、

　
る
。

次
の
表
の
と
お
り
と
す

介
護
保
険
法
の
規
定
中
続
み
替
え
る
規
定

腕
み
替
え
ら
れ
る
字
句

腕
み
替
え
る
字
句

第
百
三
十
六
条
第
四
項

第
一
項

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
八
十
号
。
以
下
「
高
齢
者
医
療
確
保
法
」
と
い
う
。
）
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
一
条
第
一
項

当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
七
月
三
十
一
日
ま
で
に
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
連
合
会
及
び
指
定
法
人

速
や
か
に
、
連
合
会
及
び
指
定
法
人
の
順
に
経
由
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
連
合
会
に
伝
達
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら

第
百
三
十
六
条
第
五
項

第
一
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
一
条
第
一
項

特
定
年
金
保
険
者

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
三
十
四
条
第
十
一
項
に
規
定
す
る
特
定
年
金
保
険
者

当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
七
月
三
十
一
日
ま
で
に
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
連
合
会
、
指
定
法
人
及
び
社
会
保
険
庁
長
官

速
や
か
に
、
連
合
会
、
指
定
法
人
及
び
社
会
保
険
庁
長
官
の
順
に
経
由
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
連
合
会
に
伝
達
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら

第
百
三
十
六
条
第
六
項

第
一
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
一
条
第
一
項

　
（
四
月
一
日
後
の
事
項
の
通
知
に
係
る
特
別
徴
収
額
の
通
知
等
の
取
扱
い
）

第
二
十
八
条
介
瞳
保
険
法
第
百
三
十
六
条
か
ら
第
百
三
十
八
条
ま
で
（
同
法
第
百
三
十
七
条
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま

　
で
を
除
く
。
）
及
び
窮
百
四
十
条
の
規
定
は
、
輩
用
介
護
保
険
法
第
百
三
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
が
行
わ

　
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
準
用
介
謹
保
険
法
第
百
三
十
五
条
第
二
項
並
び
に
第
五
項
及
ぴ
第
六
項
（
同
条
第
二
項
に
係

　
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
り
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
保
険
料
を
徴
収
し
よ
う
と
す
る
と
き
に
箪
川
す
る
。

　
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
介
腹
保
険
法
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ

　
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
競
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
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第
百
三
十
六
条
第
一
項

第
百
三
十
四
条
第
一
項

高
齢
渚
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
八
十
号
。
以
下
「
高
齢
者
医
療
確
保
法
」
と
い
う
。
）
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
三
十
四
条
第
二
項

前
条
第
一
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
二
項

同
条
第
一
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
二
項

に
よ
り
特
別
徴
収

特
別
徴
収
対
象
被
保
険
者
に
係
る
保
険
料

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
五
項
に
規
定
す
る
特
別
徴
収
対
象
被
保
険
者
（
以
下
「
特
別
徴
収
対
象
被
保
険
者
」
と
い
う
。
）
に
係
る
保
険
料

特
別
徴
収
稜
務
者

高
齢
者
医
療
確
保
法
弟
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
項
に
規
定
す
る
特
別
徴
収
義
務
者
（
以
下
「
特
別
徴
収
義
務
者
」
と
い
う
。
）

第
百
三
十
六
条
第
二
項

前
項

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
徳
施
行
令
（
以
下
「
施
行
令
」
と
い
う
。
）
第
二
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
鄭
用
す
る
前
項

を
、
当
該
年
の
十
二
月
一
日

当
該
特
別
徴
収
対
象
年
金
給
付

第
百
三
十
六
条
第
三
項

第
一
項

施
行
令
第
二
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
鄭
用
す
る
第
一
項

特
定
年
金
保
険
者

八
月
三
十
一
日

十
月
二
十
日

第
百
三
十
六
条
第
四
項

第
一
項

施
行
令
第
二
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
巡
用
す
る
第
一
項

七
月
三
十
一
日

十
月
二
十
日

政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
連
合
会
及
び
指
定
法
人

第
百
三
十
六
条
第
五
項

第
一
項

施
行
令
第
二
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
箪
用
す
る
第
一
項

七
月
三
十
一
日

十
月
二
十
日

政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
連
合
会
、
指
定
法
人
及
び
社
会
保
険
庁
長
官

連
合
会
、
指
定
法
人
及
び
社
会
保
険
庁
長
官
の
順
に
経
由
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
連
合
会
に
伝
達
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら

第
百
三
十
六
条
第
六
項

第
一
項

施
行
令
第
二
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
鄭
用
す
る
第
一
項

七
月
三
十
一
日

十
月
二
十
日

政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
連
合
会
、
指
定
法
人
及
ぴ
地
方
公
務
倒
共
済
組
合
連
合
会

連
合
会
、
指
定
法
人
及
び
地
方
公
務
員
共
済
組
合
連
合
会
の
順
に
経
由
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
連
合
会
に
伝
達
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら

第
百
三
十
七
条
第
一
項

前
条
第
一
項
．

施
行
令
第
二
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
一
項

同
項

施
行
令
第
二
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
一
項

十
月
一
日

十
二
月
一
日

第
百
三
十
七
条
第
二
項

前
．
項

施
行
令
第
二
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
巡
用
す
る
前
項

第
百
三
十
七
条
第
三
項

第
一
項

施
行
令
第
二
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
項

第
百
三
十
七
条
第
七
項

第
一
項

施
行
令
第
二
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
鄭
用
す
る
第
一
項

第
百
三
十
八
条
第
一
項

第
百
三
十
六
条
第
一
項

施
行
令
第
二
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
策
百
三
十
六
条
第
一
項

第
百
三
十
八
条
第
二
項

前
項

施
行
令
第
二
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項

第
百
三
十
八
条
第
三
項

第
一
、
項

施
行
令
第
二
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
項

第
百
三
十
八
条
第
四
項

第
百
三
十
四
条
策
七
項

高
齢
者
医
痕
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
窮
百
三
十
四
条
第
七
項

前
項

施
行
令
第
二
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
綿
用
す
る
前
項

第
百
四
十
条
第
一
項

十
月
一
日

十
二
月
一
日

第
百
三
十
六
条
第
一
項

施
行
令
第
二
十
八
条
第
一
．
項
に
お
い
て
都
用
す
る
策
百
三
十
六
条
第
一
項
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第
一
号
被
保
険
者

被
保
険
者

老
齢
等
年
金
給
付

高
齢
者
医
痘
確
保
法
第
百
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
老
齢
等
年
金
給
付

第
百
四
十
条
第
二
項

前
項

施
行
令
第
二
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項

第
一
号
被
保
険
者

被
保
険
者

同
項

同
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項

第
百
四
十
条
第
三
項

前
二
項

施
行
令
第
二
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
箪
用
す
る
前
二
項

第
百
四
十
条
第
四
．
項

第
一
項

施
行
令
第
二
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
箪
用
す
る
窮
一
項

前
項

同
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項

第
二
項
の

施
行
令
第
二
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
項
の

準
用
す
る
同
条

準
用
す
る
第
亘
二
十
六
条

第
二
項
に

同
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
項
に

旨
の
同
条

旨
の
同
条
第
一
項
に
お
い
て
革
用
す
る
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
三
十
六
条

2
　
前
項
に
お
い
て
串
用
す
る
介
艘
保
険
法
第
百
三
十
八
条
第
二
項
（
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
百
四
十
条
第

　
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
技
術
的
読
替
え
は
、
次
の
表
の
と
お
り
と
す
る
。

介
腹
保
険
法
の
規
定
中
醗
み
替
え
る
規
定

続
み
替
え
ら
れ
る
字
句

競
み
替
え
る
字
句

第
百
三
十
六
条
第
四
項

第
一
項

鍵
鱗
鑛
購
灘
騰
用
す
る
第
百
四
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）

講
籔
欄
羅
鵡
糞
及
ぴ
指
定
法
人

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
八
十
号
。
以
下
「
高
齢
者
医
羅
蘂
繋
融
響
慕
駿
磯
榊
鍛
礁
験
鰭
鶉
痔
毅
講
擢
舗
韓
慰
議
卜
耀
蔀
騒
訓
犠
騰
椥
醤
藩
脳
辮
舗
饗
譲
い
う
。
）
が
施
行
令
第
二
十
八
条
第
一
項
に
お
い
轟
舗
駆
糟
群
郵
騰
瀬
陽
馨

か
に
、
連
合
会
及
ぴ
指
定
法
人
の
順
に
経
由
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
連
合
会
に
伝
達
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら

第
百
三
十
六
条
第
五
項

第
一
、
項

施
行
令
第
二
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
策
百
三
十
八
条
第
一
項

特
定
年
金
保
険
者

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
三
十
四
条
第
十
一
項
に
規
定
す
る
特
定
年
金
保
険
者

当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
七
月
三
十
一
日
ま
で
に
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
連
合
会
、
指
定
法
人
及
び
社
会
保
険
庁
艮
官

第
百
三
十
六
条
第
六
項

第
一
項

施
行
令
第
二
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
三
十
八
条
第
一
項

3
　
第
一
項
に
お
い
て
単
用
す
る
介
謹
保
険
法
第
百
四
十
条
第
＝
項
の
規
定
に
よ
る
技
術
的
競
替
え
は
、

　
お
り
と
す
る
。

次
の
表
の
と

一第 規定介
項百 定中護
三 読保
十 み険
六 替法
条 えの
第 る規

き難難1
競
み
替
え

よよよ部項並にる四 ら

うつり分（びお通条 れ
とて特に同にい知第 る

葛羅懸整編 字
句

と料収」一項前わの

お徴の下にと以五確定る条行す高
｢収方r規い下十保に第第令る齢てし塗特定、蕎七によ百一一法者

蛯P購ll

馨
欝
霧
）
よ
百
て
え
　
る
四
準
る
　
特
十
用
字
　
別
条
す
句
　
徴
第
る
（
　
収
一
介
第
　
に
項
護
一
　
係
の
保
項

お徴の下にと以五確定る条行す高い収方r規い下十保に第第令る齢 る規険に読

ｿ
騰
羅
）
よ
百
て
え
　
る
四
串
る
　
特
十
用
字
　
別
条
す
句
　
徴
第
る
（
　
収
二
介
第
　
に
項
護
一
　
係
の
保
項
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特
別
徴
収
対
象
被
保
険
者
に
係
る
保
険
料

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
五
項
に
規
定
す
る
特
別
徴
収
対
象
被
保
険
者
（
以
下
「
特
別
徴
収
対
象
被
保
険
者
」
と
い
う
。
）
に
係
る
保
険
料

高
齢
者
医
療
確
保
法
窮
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
五
項
に
規
定
す
る
特
別
徴
鵬
擁
難
「
購
い
う
。
）
に
係
る
保
険
料

支
払
回
数
割
保
険
料
額

施
行
令
第
二
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
三
士
ハ
条
第
一
項
に
規
定
す
る
支
払
回
数
割
保
険
料
額
（
以
下
「
支
払
回
数
割
保
険
料
額
」
と
い
う
。
）
に
相
当
す
る
額

特
別
徴
収
義
務
者

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
五
項
に
規
定
す
る
特
別
徴
収
義
務
者
（
以
下
「
特
別
徴
収
義
務
者
」
と
い
う
。
）

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
五
項
に
規
定
す
る
特
別
徴
収
義
務
者
（
以
下
「
特
別
徴
収
義
務
者
」
と
い
う
。
）

第
百
三
十
六
条
第
三
項

第
一
項

施
行
令
第
二
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
項

施
行
令
第
二
十
八
条
策
一
項
に
お
い
て
邸
用
す
る
第
百
四
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
項

特
定
年
金
保
険
者

八
月
三
十
一
日

前
年
の
十
月
二
十
日

四
月
二
十
日

第
百
三
十
六
条
第
四
項

第
一
項

施
行
令
第
二
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
項

施
行
令
第
二
十
八
条
策
一
項
に
お
い
て
箪
用
す
る
第
百
四
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
項

七
月
三
十
一
日

前
年
の
十
月
二
十
日

四
月
二
十
日

連
合
会
及
び
指
定
法
人
の
順
に
経
由
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
連
合
会
に
伝
達
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら

連
合
会
及
び
指
定
法
人
の
順
に
経
由
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
連
合
会
に
伝
達
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら

第
百
三
十
六
条
第
五
項

第
一
項

施
行
令
第
二
十
八
条
第
一
項
に
お
い
で
準
用
す
る
第
百
四
十
条
窮
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
項

施
行
令
第
二
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
耶
用
す
る
第
百
四
十
条
第
三
．
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
項

七
月
三
十
一
日

前
年
の
十
月
二
十
日

四
月
二
十
日

政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
連
合
会
、
指
定
法
人
及
び
社
会
保
険
庁
長
官

第
百
三
十
六
条
第
六
項

第
一
項

施
行
令
第
二
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
策
一
項

施
行
令
第
二
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
都
用
す
る
策
百
四
十
条
第
三
、
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
．
項

七
月
三
十
一
日

前
年
の
十
月
二
十
日

四
月
二
十
日

政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
連
合
会
、
指
定
法
人
及
び
地
方
公
務
員
共
済
組
合
連
合
会

連
合
会
、
指
定
法
人
及
び
地
方
公
務
員
共
済
組
合
連
合
会
の
順
に
経
由
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
連
合
会
に
伝
達
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら

連
合
会
、
指
定
法
人
及
び
地
方
公
務
員
共
済
組
合
連
合
会
の
順
に
経
由
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
連
合
会
に
伝
達
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら

第
百
三
十
七
条
第
一
項

前
条
第
一
項

施
行
令
第
二
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
一
項

施
行
令
第
二
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
策
一
項

同
項

施
行
令
第
二
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
一
項

施
行
令
第
二
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
箪
用
す
る
策
百
四
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
一
項

支
払
回
数
割
保
険
料
額

支
払
回
数
割
保
険
料
額
に
相
当
す
る
額

支
払
回
数
割
保
険
料
額
に
相
当
す
る
額

当
該
年
の
十
月
一
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

当
該
年
度
の
初
日
か
ら
そ
の
日
の
属
す
る
年
の
五
月
三
十
一
日
ま
で

当
該
年
の
六
月
一
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で

特
別
徴
収
対
象
年
金
給
付

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
三
十
五
条
第
六
項
に
規
定
す
る
特
別
徴
収
対
象
年
金
給
付
（
以
下
「
特
別
徴
収
対
象
年
金
給
付
」
と
い
う
。
）

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
三
十
五
条
第
六
項
に
規
定
す
る
特
別
徴
収
対
象
年
金
給
付
（
以
下
「
特
別
徴
収
対
象
年
金
給
付
」
と
い
う
。
）

第
百
三
十
七
条
第
二
項

前
項

第
百
三
十
七
条
第
三
項

第
一
項

施
行
令
第
二
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
策
一
項

施
行
令
第
二
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
鄭
用
す
る
第
百
四
十
条
第
三
．
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
項
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第
百
三
十
七
条
第
四
項

第
百
三
十
五
条

施
行
令
第
二
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
条
第
一
項

施
行
令
第
二
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
条
第
二
項

第
百
三
十
七
条
第
五
項

前
項

第
百
三
十
七
条
第
六
項

第
百
三
十
四
条
第
七
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
三
十
四
条
第
七
項

高
齢
者
医
搬
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
三
十
四
条
第
七
項

前
項

第
百
三
十
七
条
第
七
項

第
一
項

施
行
令
第
二
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
項

施
行
令
第
二
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
箪
用
す
る
第
百
四
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
項

支
払
回
数
割
保
険
料
額

支
払
回
数
割
保
険
料
額
に
相
当
す
る
額

支
払
回
数
割
保
険
料
額
に
相
当
す
る
額

第
百
三
十
八
条
第
一
項

第
百
三
十
六
条
第
一
項

施
行
令
第
二
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
三
十
六
条
第
一
項

施
行
令
第
二
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
箪
用
す
る
第
百
四
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
三
士
パ
条
第
一
項

支
払
回
数
割
保
険
料
額

支
払
回
数
割
保
険
料
額
に
相
当
す
る
額

支
払
回
数
剖
保
険
料
額
に
相
当
す
る
額

第
百
三
十
八
条
第
二
項

前
項

第
百
三
十
八
条
第
三
項

第
一
項

施
行
令
第
二
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
項

施
行
令
第
二
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
項

特
別
徴
収
対
象
保
険
料
額
施
行
令
第
二
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
徴
収
す
る
保
険
料
額

施
行
令
第
二
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
箪
用
す
る
第
百
四
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
徴
収
す
る
保
険
料
額

第
百
三
十
八
条
第
四
項

第
百
三
十
四
条
第
七
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
三
十
四
条
第
七
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
三
十
四
条
第
七
項

前
項

第
百
三
十
九
条
第
一
項

第
一
号
被
保
険
者

被
保
険
者

被
保
険
青

第
百
三
十
三
条

普
通
徴
収

第
百
三
十
九
条
第
二
項

第
一
号
被
保
険
者

被
保
険
者

被
保
険
者

次
項

第
百
三
十
九
条
第
三
項

前
項

第
一
号
被
保
険
者

被
保
険
者

被
保
険
者

こ
の
法
律

高
齢
者
医
療
確
保
法

高
齢
者
医
療
確
保
法

同
項

第
二
十
九
条
介
護
保
険
法
第
百
三
十
六
条
か
ら
第
百
三
十
八
条
ま
で
（
同
法
第
百
三
十
七
条
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま

　
で
を
除
く
。
）
及
び
第
百
四
十
条
の
規
定
は
、
準
用
介
護
保
険
法
第
百
三
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
が
行
わ

　
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
準
用
介
穫
保
険
法
第
百
三
十
五
条
第
二
項
並
び
に
第
五
項
及
び
第
六
項
（
同
条
策
二
項
に
係

　
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
り
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
保
険
料
を
徴
収
し
よ
う
と
す
る
と
き
に
準
用
す
る
。

　
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
介
護
保
険
法
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ

　
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
百
三
十
六
条
第
一
項

第
百
三
十
四
条
第
一
項

繍
購
灘
鰹
繋
罐
麟
用
す
る
第
百
三
十
四
条
第
三
項

前
条
策
一
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
二
項

同
条
第
一
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
二
項

に
よ
り
特
別
徴
収

駈
肋
繍
雛
繍
罐
囎
駿
鯉
噸
と
い
う
。
）

特
別
徴
収
対
象
被
保
険
者
に
係
る
保
険
料

繍
難
灘
灘
羅
灘
騰
鱗
と
い
う
。
）
に
係
る
保
険
料

特
別
徴
収
義
務
者

舗
畔
懸
耀
馨
辮
灘
辮
叡
備
下
「
特
別
徴
収
義
務
者
」
と
い
う
。
）
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第
百
三
十
六
条
第
二
項

前
項

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
以
下
「
施
行
令
」
と
い
う
。
）
第
二
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
鄭
用
す
る
前
項

を
、
当
該
年
の
翌
年
の
二
月
一
日
か
ら

当
該
特
別
徴
収
対
象
年
金
給
付

第
百
三
十
六
条
第
三
項

第
一
項

施
行
令
第
二
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
巡
用
す
る
第
一
項

特
定
年
金
保
険
者

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
三
十
四
条
第
十
一
項
に
規
定
す
る
特
定
年
金
保
険
者
（
施
行
令
第
二
十
九
条
策
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
五
項
に
お
い
て
「
特
定
年
金
保
険
者
」
と
い
う
。
）

八
月
三
十
一
日

十
二
月
二
十
日

第
百
三
十
六
条
第
四
項

第
一
項

施
行
令
第
二
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
項

七
月
三
十
一
日

十
二
月
二
十
日

政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
連
合
会
及
び
指
定
法
人

第
百
三
十
六
条
第
五
項

第
一
項

施
行
令
第
二
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
項

七
月
三
十
一
日

十
二
月
二
十
日

政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
連
合
会
、
指
定
法
人
及
び
社
会
保
険
庁
長
官

連
合
会
、
指
定
法
人
及
び
社
会
保
険
庁
長
官
の
順
に
経
由
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
連
合
会
に
伝
達
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら

第
百
三
十
六
条
第
六
項

第
一
項

施
行
令
第
二
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
項

七
月
三
十
一
日

十
二
月
二
十
日

政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
連
合
会
、
指
定
法
人
及
び
地
方
公
務
風
共
済
組
合
迎
合
会

連
合
会
、
指
定
法
人
及
び
地
方
公
務
員
共
済
組
合
迎
合
会
の
順
に
経
由
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
連
合
会
に
伝
達
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら

第
百
三
十
七
条
第
一
項

前
条
策
一
項

施
行
令
第
二
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
耶
用
す
る
前
条
第
一
項

同
項

施
行
令
第
二
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
一
項

十
月
一
日
か
ら
翌
年

翌
年
の
二
月
一
日
か
ら

第
百
三
十
七
条
第
二
項

前
項

施
行
令
第
二
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
輩
用
す
る
前
項

第
百
三
十
七
条
第
三
項

第
一
．
項

施
行
令
第
二
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
鄭
用
す
る
第
一
項

第
百
三
十
七
条
第
七
項

第
一
項

施
行
令
第
二
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
鄭
用
す
る
第
一
項

第
百
三
十
八
条
第
一
項

第
百
三
十
六
条
第
一
項

施
行
令
第
二
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
耶
用
す
る
第
百
三
十
六
条
第
一
項

第
百
三
十
八
条
第
二
項

前
．
項

施
行
令
第
二
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
耶
用
す
る
前
項

第
百
三
十
八
条
第
三
項

第
一
．
項

施
行
令
第
二
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
項

第
百
三
十
八
条
第
四
項

第
百
三
十
四
条
策
七
項

高
齢
者
医
療
硲
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
窮
百
三
十
四
条
第
七
項

前
項

施
行
令
第
二
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項

第
百
四
十
条
第
一
項

十
月
一
日
か
ら
盟
年
の

翌
年
の
二
月
一
日
か
ら

第
百
三
十
六
条
窮
一
項

施
行
令
第
二
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
箪
用
す
る
策
百
三
十
六
条
第
一
項

第
一
号
被
保
険
者

被
保
険
者

老
齢
等
年
金
給
付

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
老
齢
等
年
金
給
付

第
百
四
十
条
第
二
項

前
項

施
行
令
第
二
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
箪
用
す
る
前
項

第
一
号
被
保
険
者

被
保
険
者

同
項

同
条
第
一
項
に
お
い
て
準
川
す
る
前
項

第
百
四
十
条
第
三
項

前
二
項

施
行
令
第
二
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
鄭
用
す
る
前
二
項

第
百
四
十
条
第
四
項

第
一
項

施
行
令
第
二
十
九
条
第
｝
項
に
お
い
て
箪
用
す
る
第
一
項

前
項

同
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項
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第
二
項
の

施
行
令
第
二
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
項
の

準
用
す
る
同
条

準
用
す
る
第
百
三
十
六
条

第
二
項
に

同
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
項
に

旨
の
同
条

旨
の
同
条
第
一
項
に
お
い
て
邸
用
す
る
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
三
十
六
条

2
　
前
項
に
お
い
て
単
刑
す
る
介
繊
保
険
法
第
百
三
十
八
条
第
二
項
（
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
百
四
十
条
第

　
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
技
術
的
腕
替
え
は
、
次
の
表
の
と
お
り
と
す
る
。

介
護
保
険
法
の
規
定
中
醗
み
替
え
る
規
定

睨
み
替
え
ら
れ
る
字
句

読
み
替
え
る
字
句

第
百
三
十
六
条
第
四
項

第
一
項

当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
七
月
三
十
一
日
ま
で
に
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
連
合
会
及
び
指
定
法
人

第
百
三
十
六
条
第
五
項

第
一
．
項

施
行
令
第
二
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
三
十
八
条
第
一
項

特
定
年
金
保
険
者

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
三
十
四
条
第
十
一
項
に
規
定
す
る
特
定
年
金
保
険
者

当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
七
月
三
十
一
日
ま
で
に
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
連
合
会
、
指
定
法
人
及
び
社
会
保
険
庁
長
官

第
亘
二
十
六
条
第
六
項

第
一
．
項

当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の

七
月
三
十
一
日
ま
で
に
、
政
令
で

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
連
合
会
、

指
定
法
人
及
び
地
方
公
務
員
共
済

組
合
連
合
会

3
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
介
護
保
険
法
第
百
四
十
条
第
＝

　
お
り
と
す
る
。

施
行
令
第
二
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す

る
第
百
三
十
八
条
第
一
項

特
別
徴
収
対
象
被
保
険
者
が
施
行
令
第
二
十
九

条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
三
十
八
条

第
一
項
に
規
定
す
る
場
合
に
該
当
す
る
に
至
っ

た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
連
合
会
、
指
定
法
人

及
び
地
方
公
務
員
共
済
組
合
連
合
会
の
順
に
経

由
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
連
合
会
に
伝
達
す
る
こ

と
に
よ
り
、
こ
れ
ら

項
の
規
定
に
よ
る
技
術
的
続
替
え
は
、
次
の
表
の
と

介
護
保
険
法
の
規
定
中
競
み
替
え
る
規
定

競
み
替
え
ら
れ
る
字
句

第
百
三
十
六
条
第
一
項

特
別
徴
収
対
象
被
保
険
者
に
係
る
保
険
料

高
齢
者
医
療
確
保
法
弟
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
五
項
に
規
定
す
る
特
別
徴
収
対
魚
被
保
険
者
（
以
下
「
特
別
徴
収
対
象
被
保
険
者
」
と
い
う
。
）
に
係
る
保
険
料

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
五
項
に
規
定
す
る
特
別
徴
収
対
象
被
保
険
者
（
以
下
「
特
別
徴
収
対
象
被
保
険
者
」
と
い
う
。
）
に
係
る
保
険
料

支
払
回
数
割
保
険
料
額

施
行
令
第
二
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
三
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
支
払
回
数
割
保
険
料
額
（
以
下
「
支
払
回
数
割
保
険
料
額
」
と
い
う
。
）
に
相
当
す
る
額

特
別
徴
収
義
務
者

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
五
．
項
に
規
定
す
る
特
別
徴
収
義
務
者
（
以
下
「
特
別
徴
収
義
務
者
」
と
い
う
。
）

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
五
項
に
規
定
す
る
特
別
徴
収
義
務
者
（
以
下
「
特
別
徴
収
義
務
者
」
と
い
う
。
）
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第
百
三
十
六
条
第
三
項

第
一
項

施
行
令
第
二
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
条
鏑
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
項

施
行
令
第
二
十
九
条
策
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
項

特
定
年
金
保
険
者

八
月
三
十
一
日

前
年
の
十
二
月
二
十
日

四
月
二
十
日

第
百
三
十
六
条
第
四
項

第
一
項

施
行
令
第
二
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
項

施
行
令
第
二
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
項

七
月
三
十
一
日

前
年
の
十
二
月
二
十
日

四
月
二
十
日

連
合
会
及
び
指
定
法
人
の
順
に
経
由
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
連
合
会
に
伝
達
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら

連
合
会
及
び
指
定
法
人
の
順
に
経
由
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
連
合
会
に
伝
達
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら

第
百
三
十
六
条
第
五
項

第
一
項

施
行
令
第
二
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
条
窮
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
項

施
行
令
第
二
十
九
条
策
一
項
に
お
い
て
箪
用
す
る
窮
百
四
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
項

七
月
三
十
一
日

前
年
の
十
二
月
二
十
日

四
月
二
十
日

政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
連
合
会
、
指
定
法
人
及
び
社
会
保
険
庁
長
官

第
百
三
十
六
条
第
六
項

第
一
項

施
行
令
第
二
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
項

施
行
令
第
二
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
項

七
月
三
十
一
日

前
年
の
十
二
月
二
十
日

四
月
二
十
日

政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
連
合
会
、
指
定
法
人
及
び
地
方
公
務
員
共
済
組
合
連
合
会

連
合
会
、
指
定
法
人
及
び
地
方
公
務
員
共
済
組
合
連
合
会
の
順
に
経
由
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
連
合
会
に
伝
達
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら

連
合
会
、
指
定
法
人
及
び
地
方
公
務
員
共
済
組
合
迎
合
会
の
順
に
経
由
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
連
合
会
に
伝
達
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら

第
百
三
十
七
条
第
一
項

前
条
第
一
項

施
行
令
第
二
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
一
項

施
行
令
第
二
十
九
条
窮
一
項
に
お
い
て
輩
用
す
る
策
百
四
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
一
項

同
項

施
行
令
第
二
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
一
項

施
行
令
第
二
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
一
項

支
払
回
数
削
保
険
料
額

支
払
回
数
割
保
険
料
額
に
相
当
す
る
額

支
払
回
数
割
保
険
料
額
に
相
当
す
る
額

当
該
年
の
十
月
一
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

当
該
年
度
の
初
日
か
ら
そ
の
日
の
属
す
る
年
の
五
月
三
十
一
日
ま
で

当
該
年
の
六
月
一
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で

特
別
徴
収
対
象
年
金
給
付

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
三
十
五
条
第
六
項
に
規
定
す
る
特
別
徴
収
対
象
年
金
給
付
（
以
下
「
特
別
徴
収
対
象
年
金
給
付
」
と
い
う
。
）

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
三
十
五
条
第
六
項
に
規
定
す
る
特
別
徴
収
対
象
年
金
給
付
（
以
下
「
特
別
徴
収
対
象
年
金
給
付
」
と
い
う
。
）

第
百
三
十
七
条
第
二
項

前
項

第
百
三
十
七
条
第
三
項

第
一
項

施
行
令
第
二
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
項

施
行
令
策
二
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
箪
用
す
る
第
百
四
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
．
項

第
百
三
十
七
条
第
四
項

第
百
三
十
五
条

施
行
令
第
二
十
九
条
第
｝
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
条
第
一
項

施
行
令
第
二
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
都
用
す
る
第
百
四
十
条
第
二
項

第
百
三
十
七
条
第
五
項

前
項

第
百
三
十
七
条
第
六
項

第
百
三
十
四
条
第
七
項

高
齢
者
医
療
硲
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
三
十
四
条
第
七
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
三
十
四
条
第
七
項

前
項

第
百
三
十
七
条
第
七
項

第
一
項

施
行
令
第
二
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
項

施
行
令
第
二
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
鄭
用
す
る
第
百
四
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
．
項

支
払
回
数
割
保
険
料
額

支
払
回
数
割
保
険
料
額
に
相
当
す
る
額

支
払
回
数
割
保
険
料
額
に
相
当
す
る
額

第
百
三
十
八
条
第
一
項

第
百
三
十
六
条
第
一
項

施
行
令
第
二
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
策
百
三
十
六
条
第
一
項

施
行
令
第
二
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
耶
用
す
る
第
百
四
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
三
十
六
条
第
一
項

支
払
回
数
割
保
険
料
額

支
払
回
数
割
保
険
料
額
に
相
当
す
る
額

支
払
回
数
割
保
険
料
額
に
相
当
す
る
額
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第
百
三
十
八
条
第
二
項

前
項

第
百
三
十
八
条
第
三
項

第
一
項

施
行
令
第
二
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
項

施
行
令
第
二
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
項

特
別
徴
収
対
象
保
険
料
額
施
行
令
第
二
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
徴
収
す
る
保
険
料
額

施
行
令
第
二
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
徴
収
す
る
保
険
料
額

第
百
三
十
八
条
第
四
項

第
百
三
十
四
条
第
七
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
三
十
四
条
第
七
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
三
十
四
条
第
七
項

前
項

第
百
三
十
九
条
第
一
項

第
一
号
被
保
険
者

被
保
険
者

被
保
険
者

第
百
三
十
三
条

普
通
徴
収

第
百
三
十
九
条
第
二
項

第
一
号
被
保
険
者

被
保
険
者

被
保
険
者

次
項

第
百
三
十
九
条
第
三
項

前
項

第
一
号
被
保
険
者

被
保
険
者

被
保
険
者

こ
の
法
律

高
齢
者
医
療
確
保
法

高
齢
者
医
療
確
保
法

同
項

第
三
十
条
　
介
護
保
険
法
第
亘
二
十
六
条
か
ら
策
百
三
十
九
条
ま
で
（
同
法
第
百
三
十
六
条
第
二
項
及
び
第
百
三
十
七

　
条
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
を
除
く
。
）
の
規
定
は
、
準
用
介
護
保
険
法
第
百
三
十
四
条
第
二
．
項
若
し
く
は
第
三
項
の

　
規
定
に
よ
る
通
知
が
行
わ
れ
た
場
合
（
準
用
介
護
保
険
法
第
百
三
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
逓
知
に
係
る

　
被
保
険
者
に
対
し
て
課
す
る
当
該
年
度
の
保
険
料
の
｝
部
を
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
徴
収
す
る
場
合
を
除
く
。
）

　
又
は
準
用
介
護
保
険
法
第
百
三
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
が
行
わ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
準
用
介
腹
保
険

法
第
百
三
十
五
条
第
三
項
並
び
に
第
五
項
及
び
第
六
項
（
同
条
第
三
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
り
特
別

　
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
保
険
料
を
徴
収
し
よ
う
と
す
る
と
き
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
表
の
上
欄

　
に
掲
げ
る
介
護
保
険
法
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み

　
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
百
三
十
六
条
第
一
項

第
百
三
十
四
条
第
一
項

前
条
第
一
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
三
項

同
条
第
一
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
三
項

特
別
徴
収
対
象
被
保
険
者
に
係
る
保
険
料

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
五
項
に
規
定
す
る
特
別
徴
収
対
象
被
保
険
者
（
以
下
「
特
別
徴
収
対
象
被
保
険
者
」
と
い
う
。
）
に
係
る
保
険
料

支
払
回
数
割
保
険
料
額

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
三
項
に
規
定
す
る
支
払
回
数
割
保
険
料
額
の
見
込
額
（
以
下
「
支
払
回
数
割
保
険
料
額
の
見
込
額
」
と
い
う
。
）

特
別
徴
収
義
務
者

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
五
項
に
規
定
す
る
特
別
徴
収
義
務
者
（
以
下
「
特
別
徴
収
義
務
者
」
と
い
う
。
）

第
百
三
十
六
条
第
三
項

第
一
．
項

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
以
下
「
施
行
令
」
と
い
う
。
）
第
三
十
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
項

特
定
年
金
保
険
者

八
月
三
十
一
日

翌
年
の
二
月
二
十
日
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第
百
三
十
六
条
第
四
項

第
一
項

施
行
令
第
三
十
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
項

七
月
三
十
一
日

翌
年
の
二
月
二
十
日

政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
連
合
会
及
ぴ
指
定
法
人

第
百
三
十
六
条
第
五
項

第
一
項

施
行
令
第
三
十
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
項

七
月
三
十
一
日

翌
年
の
二
月
二
十
日

政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
連
合
会
、
指
定
法
人
及
び
社
会
保
険
庁
長
官

連
合
会
、
指
定
法
人
及
び
社
会
保
険
庁
長
官
の
順
に
経
由
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
連
合
会
に
伝
達
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら

第
百
三
十
六
条
第
六
項

第
一
項

施
行
令
第
三
十
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
項

七
月
三
十
一
日

翌
年
の
二
月
二
十
日

政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
連
合
会
、
指
定
法
人
及
び
地
方
公
務
員
共
済
組
合
連
合
会

連
合
会
、
指
定
法
人
及
び
地
方
公
務
員
共
済
組
合
連
合
会
の
順
に
経
由
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
連
合
会
に
伝
達
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら

第
百
三
十
七
条
第
一
項

前
条
第
一
項

施
行
令
第
三
十
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
一
項

同
．
項

施
行
令
第
三
十
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
一
項

支
払
回
数
割
保
険
料
額

支
払
回
数
割
保
険
料
額
の
見
込
額

十
月
一
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四
月
一
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で

特
別
徴
収
対
象
年
金
給
付

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
三
十
五
条
第
六
項
に
規
定
す
る
特
別
徴
収
対
象
年
金
給
付
（
以
下
「
特
別
徴
収
対
象
年
金
給
付
」
と
い
う
。
）

第
百
三
十
七
条
第
二
項

前
項

第
百
三
十
七
条
第
三
項

第
一
項

施
行
令
第
三
十
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
項

第
百
三
十
七
条
第
七
項

第
一
項

施
行
令
第
三
十
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
項

支
払
回
数
割
保
険
料
額

支
払
回
数
割
保
険
料
額
の
見
込
額

第
百
三
十
八
条
第
一
項

第
百
三
十
六
条
第
一
項

施
行
令
第
三
十
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
三
十
六
条
第
一
項

支
払
回
数
割
保
険
料
額

支
払
回
数
割
保
険
料
額
の
見
込
額

第
百
三
十
八
条
第
二
項

前
項

第
百
三
十
八
条
第
三
項

第
一
．
項

施
行
令
第
三
十
条
第
一
項
に
お
い
て
準
川
す
る
第
一
項

特
別
徴
収
対
象
保
険
料
額

講
雛
羅
繧
欝
撫

第
百
三
十
八
条
第
四
項

第
百
三
十
四
条
策
七
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
三
十
四
条
第
七
項

前
項

第
百
三
十
九
条
第
一
項

第
一
号
被
保
険
者

被
保
険
者

第
百
三
十
三
条

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
九
条

普
通
徴
収

高
齢
者
医
療
碗
保
法
第
百
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
普
通
徴
収

第
百
三
十
九
条
第
二
項

第
一
号
被
保
険
者

被
保
険
者

次
項

第
百
三
十
九
条
第
三
項

前
項

第
一
号
被
保
険
者

被
保
険
者

こ
の
法
律

高
齢
者
医
療
確
保
法

同
．
項

同
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項

2
　
前
項
に
お
い
て
駆
用
す
る
介
謹
保
険
法
第
百
三
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
技
術
的
読
替
え
は
、

　
お
り
と
す
る
。

次
の
表
の
と

介
謹
保
険
法
の
規
定
中
腕
み
替
え
る
規
定

睨
み
替
え
ら
れ
る
字
句

睨
み
替
え
る
字
句

第
百
三
十
六
条
第
四
項

第
一
項

粛
瑚
顯
初
順
曜
謬
箋
辮
鷺
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
三
十
八
条
第
一
項

当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
七
月
三
十
一
日
ま
で
に
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
迎
合
会
及
び
指
定
法
人
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第
百
三
十
六
条
第
五
項

第
一
項

辮
玲
蓬
鉱
癖
項
に
お
い
て
準
用
す
る

特
定
年
金
保
険
者

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
三
十
四
条
第
十
一
項
に
規
定
す
る
特
定
年
金
保
険
者

当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
七
月
三
十
一
日
ま
で
に
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
連
合
会
、
指
定
法
人
及
び
社
会
保
険
庁
長
官

第
百
三
十
六
条
第
六
項

第
一
項

施
行
令
第
三
十
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
三
十
八
条
第
一
項

第
三
十
一
条
　
介
護
保
険
法
第
百
三
十
六
条
か
ら
第
百
三
十
九
条
ま
で
（
同
法
第
百
三
十
六
条
窮
二
項
及
び
第
百
三
十

　
七
条
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
を
除
く
。
）
の
規
定
は
、
準
用
介
護
保
険
法
第
百
三
十
四
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
通

　
知
が
行
わ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
準
用
介
穫
保
険
法
第
百
三
十
五
条
第
三
項
並
び
に
第
五
項
及
び
第
六
項
（
同
条
第

　
三
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
り
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
保
険
料
を
徴
収
し
よ
う
と
す
る
と
き
に
準

　
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
介
護
保
険
法
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、

　
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
百
三
十
六
条
第
一
項

第
百
三
十
四
条
窮
一
項

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
八
十
号
。
以
下
「
高
齢
者
医
療
確
保
法
」
と
い
う
。
）
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
三
十
四
条
第
五
項

前
条
第
一
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
三
．
項

同
条
第
一
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
三
項

に
よ
り
特
別
徴
収

特
別
徴
収
対
象
被
保
険
者
に
係
る
保
険
料

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
五
項
に
規
定
す
る
特
別
徴
収
対
象
被
保
険
者
（
以
下
「
特
別
徴
収
対
象
被
保
険
者
」
と
い
う
。
）
に
係
る
保
険
料

支
払
回
数
割
保
険
料
額

繍
灘
騰
灘
蒙
籔
講
料
額
の
見
込
額
」
と
い
う
。
）

特
別
徴
収
義
務
者

磁
離
灘
灘
難
麟
鼎
瀦

第
百
三
十
六
条
第
三
項

第
一
．
項

麟
聡
嬲
物
藤
瞳
響
難
魏
魏
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
項

特
定
年
金
保
険
者

編
瀦
肇
欄
離
籍
升
騰
響
幕
糊
定
年
金
保
険
者
（
施
行
令
第
三
十
一
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
五
項
に
お
い
て
「
特
定
年
金
保
険
者
」
と
い
う
。
）

八
月
三
十
一
日

四
月
二
十
日

第
百
三
十
六
条
第
四
項

第
一
項

施
行
令
第
三
十
一
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
項

七
月
三
十
一
日

四
月
二
十
日

政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
連
合
会
及
び
指
定
法
人

響
頻
幽
難
酷
働
離
瑞
紮
㎏
こ
れ
ら

第
百
三
十
六
条
第
五
項

第
一
項

施
行
令
第
三
十
一
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
項

七
月
三
十
一
日

四
月
二
十
日

政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
連
合
会
、
指
定
法
人
及
び
社
会
保
険
庁
長
官

連
合
会
、
指
定
法
人
及
び
社
会
保
険
庁
長
官
の
順
に
経
由
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
連
合
会
に
伝
達
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら

第
百
三
十
六
条
第
六
項

第
一
項

施
行
令
第
三
十
一
条
第
一
項
に
お
い
て
節
用
す
る
第
一
項

七
月
三
十
一
日

四
月
二
十
日

政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
連
合
会
、
指
定
法
人
及
び
地
方
公
務
風
共
済
組
合
連
合
会

鋸
攣
躍
欲
騰
磯
総
誤
舖
合
会
に
伝
達
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら

第
百
三
十
七
条
第
一
項

前
条
策
一
項

施
行
令
第
三
十
一
条
第
一
項
に
お
い
て
都
用
す
る
前
条
第
一
項

同
項

施
行
令
第
三
十
一
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
一
項

支
払
回
数
割
保
険
料
額

支
払
回
数
割
保
険
料
額
の
見
込
額

十
月
一
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

六
月
一
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で
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特
別
徴
収
対
象
年
金
給
付

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
三
十
五
条
第
六
項
に
規
定
す
る
特
別
徴
収
対
象
年
金
給
付
（
以
下
「
特
別
徴
収
対
象
年
金
給
付
」
と
い
う
。
）

第
百
三
十
七
条
第
二
項

前
項

施
行
令
第
三
十
一
条
第
一
項
に
お
い
て
単
用
す
る
前
項

第
百
三
十
七
条
第
三
項

第
一
項

施
行
令
第
三
十
一
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
項

第
百
三
十
七
条
第
七
項

第
一
項

施
行
令
第
三
十
一
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
項

支
払
回
数
割
保
険
料
額

支
払
回
数
割
保
険
料
額
の
見
込
額

第
百
三
十
八
条
第
一
項

第
百
三
十
六
条
第
一
項

施
行
令
第
三
十
一
条
第
一
項
に
お
い
て
輩
用
す
る
第
百
三
十
六
条
第
一
項

支
払
回
数
割
保
険
料
額

支
払
回
数
割
保
険
料
額
の
見
込
額

第
百
三
十
八
条
第
二
項

前
項

施
行
令
第
三
十
一
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項

第
百
三
十
八
条
第
三
項

第
一
項

施
行
令
第
三
十
一
条
第
一
項
に
お
い
て
耶
用
す
る
策
一
項

特
別
徴
収
対
象
保
険
料
額

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
三
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
徴
収
す
る
保
険
料
額

第
百
三
十
八
条
第
四
項

第
百
三
十
四
条
第
七
項

高
齢
者
医
療
確
保
抵
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
三
十
四
条
第
七
項

前
項

施
行
令
第
三
十
一
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項

第
百
三
十
九
条
第
一
項

第
一
号
被
保
険
者

被
保
険
者

第
百
三
十
三
条

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
九
条

普
通
徴
収

高
齢
者
医
療
確
保
法
窮
百
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
普
通
徴
収

第
百
三
十
九
条
第
二
項

第
一
号
被
保
険
者

被
保
険
者

次
項

施
行
令
第
三
十
一
条
第
一
項
に
お
い
て
承
用
す
る
次
項

第
百
三
十
九
条
第
三
項

前
項

施
行
令
第
三
十
一
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項

第
一
号
被
保
険
者

被
保
険
者

こ
の
法
律

高
齢
者
医
療
確
保
法

同
項

同
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項

2
　
前
項
に
お
い
て
箪
用
す
る
介
謹
保
険
法
第
百
三
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
技
術
的
腕
替
え
は
、
次
の
表
の
と

　
お
り
と
す
る
。

介
獲
保
険
法
の
規
定
中
読
み
替
え
る
規
定

読
み
替
え
ら
れ
る
字
句

睨
み
替
え
る
字
句

第
百
三
十
六
条
第
四
項

第
一
項

講
鰯
鞭
鱗
灘
鍵
聯
項

当
核
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
七
月
三
十
一
日
ま
で
に
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
迦
合
会
及
ぴ
指
定
法
人

第
百
三
十
六
条
第
五
項

第
一
．
項

施
行
令
第
三
十
一
条
第
一
項
に
お
い
て
鄭
用
す
る
第
百
三
十
八
条
第
一
項

特
定
年
金
保
険
者

騙
賭
騒
構
雅
轄
藤
驕
騨
醐
定
年
金
保
険
者

当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
七
月
三
十
一
日
ま
で
に
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
連
合
会
、
指
定
法
人
及
び
社
会
保
険
庁
艮
官

第
百
三
十
六
条
第
六
項

第
一
．
項

施
行
令
第
三
十
一
条
第
一
項
に
お
い
て
鄭
用
す
る
第
百
三
十
八
条
第
一
項

第
三
十
二
条
　
介
獲
保
険
法
第
百
三
十
六
条
か
ら
第
百
三
十
九
条
ま
で
（
同
法
第
百
三
十
六
条
策
二
項
及
び
策
百
三
十

　
七
条
第
四
項
か
ら
策
六
項
ま
で
を
除
く
。
）
の
規
定
は
、
鄭
用
介
腹
保
険
法
第
百
三
十
四
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
通

　
知
が
行
わ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
準
用
介
穫
保
険
法
第
百
三
十
五
条
第
三
項
並
ぴ
に
第
五
項
及
び
第
六
項
（
同
条
第

　
三
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
り
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
保
険
料
を
徴
収
し
よ
う
と
す
る
と
き
に
準

　
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
介
護
保
険
法
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、

　
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
競
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
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第
百
三
十
六
条
第
一
項

第
百
三
十
四
条
第
一
項

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
八
十
号
。
以
下
「
高
齢
者
医
療
確
保
法
」
と
い
う
。
）
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
亘
二
十
四
条
第
六
項

前
条
第
一
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
三
．
項

同
条
第
一
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
三
項

に
よ
り
特
別
徴
収

特
別
徴
収
対
象
被
保
険
者
に
係
る
保
険
料

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
五
項
に
規
定
す
る
特
別
徴
収
対
象
被
保
険
者
（
以
下
「
特
別
徴
収
対
象
被
保
険
者
」
と
い
う
。
）
に
係
る
保
険
料

支
払
回
数
割
保
険
料
額

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
三
項
に
規
定
す
る
支
払
回
数
割
保
険
料
額
の
見
込
額
（
以
下
「
支
払
回
数
割
保
険
料
額
の
見
込
額
」
と
い
う
。
）

特
別
徴
収
義
務
者

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
五
項
に
規
定
す
る
特
別
徴
収
畿
務
者
（
以
下
「
特
別
徴
収
農
務
者
」
と
い
う
。
）

第
百
三
十
六
条
第
三
項

第
一
項

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
以
下
「
施
行
令
」
と
い
う
。
）
第
三
十
二
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
項

特
定
年
金
保
険
者

八
月
三
十
一
日

六
月
二
十
日

第
百
三
十
六
条
第
四
項

第
一
項

施
行
令
第
三
十
二
条
第
一
項
に
お
い
て
単
用
す
る
第
一
項

七
月
三
十
一
日

六
月
二
十
日

政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
連
合
会
及
び
指
定
法
人

第
百
三
十
六
条
第
五
項

第
一
項

施
行
令
第
三
十
二
条
第
］
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
項

七
月
三
十
一
日

六
月
二
十
日

政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
連
合
会
、
指
定
法
人
及
ぴ
社
会
保
険
庁
長
官

欝
欝
窪
籔
籍
墨
獺
譲
翳
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら

第
百
三
士
ハ
条
第
六
項

第
一
項

施
行
令
第
三
十
二
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
項

七
月
三
十
一
日

六
月
二
十
日

政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
連
合
会
、
指
定
法
人
及
び
地
方
公
務
風
共
済
組
合
迎
合
会

連
合
会
、
指
定
法
人
及
ぴ
地
方
公
務
員
共
済
組
合
迎
合
会
の
順
に
経
由
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
連
合
会
に
伝
達
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら

第
百
三
十
七
条
第
一
項

前
条
第
一
項

施
行
令
第
三
十
二
条
第
一
項
に
お
い
て
郷
用
す
る
前
条
第
一
項

同
項

施
行
令
第
三
十
二
条
第
一
項
に
お
い
て
輩
用
す
る
前
条
第
一
項

支
払
回
数
割
保
険
料
額

支
払
回
数
割
保
険
料
額
の
見
込
額

十
月
一
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

八
月
一
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で

特
別
徴
収
対
象
年
金
給
付

高
齢
者
医
療
確
保
法
弟
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
三
十
五
条
第
六
項
に
規
定
す
る
特
別
徴
収
対
象
年
金
給
付
（
以
下
「
特
別
徴
収
対
象
年
金
給
付
」
と
い
う
。
）

第
百
三
十
七
条
第
二
項

前
項

施
行
令
第
三
十
二
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項

第
百
三
十
七
条
第
三
項

第
一
項

施
行
令
第
三
十
二
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
］
項

第
百
三
十
七
条
第
七
項

第
一
項

施
行
令
第
三
十
二
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
項

支
払
回
数
割
保
険
料
額

支
払
回
数
割
保
険
料
額
の
見
込
額

第
百
三
十
八
条
第
｝
項

第
百
三
十
六
条
第
一
項

施
行
令
第
三
十
二
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
三
士
ハ
条
第
一
項

支
払
回
数
割
保
険
料
額

支
払
回
数
割
保
険
料
額
の
見
込
額

第
百
三
十
八
条
第
二
項

前
項

施
行
令
第
三
十
二
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
．
項

第
百
三
十
八
条
第
三
項

第
一
項

施
行
令
第
三
十
二
条
第
↓
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
項

特
別
徴
収
対
象
保
険
料
額

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
三
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
徴
収
す
る
保
険
料
額
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第
百
三
十
八
条
第
四
項

第
百
三
十
四
条
第
七
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
三
十
四
条
第
七
項

前
項

施
行
令
第
三
十
二
条
第
一
項
に
お
い
て
革
用
す
る
前
項

第
百
三
十
九
条
第
一
項

第
一
号
被
保
険
者

被
保
険
者

第
百
三
十
三
条

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
九
条

普
通
徴
収

高
齢
者
医
療
碇
保
法
第
百
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
普
通
徴
収

第
百
三
十
九
条
第
二
項

第
一
号
被
保
険
者

被
保
険
者

次
項

施
行
令
第
三
十
二
条
第
一
項
に
お
い
て
耶
用
す
る
次
項

第
百
三
十
九
条
第
三
項

前
項

施
行
令
第
三
十
二
条
第
一
項
に
お
い
て
那
用
す
る
前
項

第
一
号
被
保
険
者

被
保
険
者

こ
の
法
律

高
齢
者
医
療
確
保
法

同
．
項

同
条
策
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項

2
　
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
介
穫
保
険
法
第
百
三
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
技
術
的
睨
替
え
は
、

　
お
り
と
す
る
。

次
の
表
の
と
－

介
謹
保
険
法
の
規
定
中
読
み
替
え
る
規
定

醗
み
替
え
ら
れ
る
字
句

醗
み
替
え
る
字
句

第
百
三
十
六
条
第
四
項

第
一
項

当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
七
月
三
十
一
日
ま
で
に
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
連
合
会
及
び
指
定
法
人

第
百
三
十
六
条
第
五
項

第
一
項

施
行
令
第
三
十
二
条
第
一
項
に
お
い
て
箪
用
す
る
第
百
三
十
八
条
第
一
項

特
定
年
金
保
険
者

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
三
十
四
条
第
十
一
項
に
規
定
す
る
特
定
年
金
保
険
者

第
百
三
士
！、

条

塵
ノ、

項

蓉携罐
第
一

難　定七当　め月該

述法る三年
≒lと十度

項 難姦
会及こ一の
@ぴろ日初 籠論
地にま日 社にま日
方よでの 会よでの
公りに属 保りに属
鹸鵡共且令年 険蓮オ

k購
済萩での 官萩での

騰欝騎 る施

謐s 濡蝉翻
よて地き項一徴 百令 らよ社き項一徴
り行方はに項収

ﾇ総藩蒙
三第

¥三
ｪ十
難馨

れる員やすい被 条二 会庁やすい被
ら考灘亀礁連組’合用者

第
条
一
第
項
一
欝馨羅

鶉馨灘 項
に
す順連にすが
驍ﾉ合該る施

に合会当第行 お こ経会当第行
伝会’す百令 い と由’す百令

季縫詮享奎 て
箪 確楚

るに法至八十 用 り行法至八十
こ経人つ条二 す ’わ人つ条二

　
（
保
険
料
の
徴
収
の
委
託
）

第
三
十
三
条
　
市
町
村
は
、
法
第
百
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
保
険
料
の
徴
収
の
事
務
を
私
人
に
委
託
し
た
と
き
は
、
そ

　
の
旨
を
告
示
し
、
か
つ
、
被
保
険
者
の
見
や
す
い
方
法
に
よ
り
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
　
法
第
百
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
保
険
料
の
徴
収
の
事
務
の
委
託
を
受
け
た
者
は
、
市
町
村
の
規
則
の
定
め
る
と
こ

　
ろ
に
よ
り
、
そ
の
徴
収
し
た
保
険
料
を
、
そ
の
内
容
を
示
す
計
算
書
を
添
え
て
、
市
町
村
又
は
地
方
自
治
法
施
行
令

　
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
十
八
条
に
規
定
す
る
当
該
市
町
村
の
指
定
金
融
機
関
、
指
定
代
理
金
融

　
機
関
、
収
納
代
理
金
融
機
関
若
し
く
は
収
納
那
務
取
扱
金
融
機
関
に
払
い
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3
　
法
第
百
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
保
険
料
の
徴
収
の
事
務
を
私
人
に
委
託
し
た
場
合
に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
昭

　
め
る
と
き
は
、
市
町
村
は
、
当
該
委
託
に
係
る
保
険
料
の
徴
収
の
事
務
に
つ
い
て
検
査
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
第
五
節
　
審
査
堕
氷

　
（
後
期
高
齢
者
医
療
審
査
会
に
関
す
る
国
民
健
廠
保
険
法
の
規
定
の
説
替
え
）

第
三
十
四
条
　
法
第
百
三
十
条
の
規
定
に
よ
る
技
術
的
読
瞥
え
は
、
次
の
表
の
と
お
り
と
す
る
。

国
民
健
康
保
険
法
の
規
定
中
腕
み
替
え
る
規
定

読
み
替
え
ら
れ
る
字
句

號
み
替
え
る
字
句

第
九
十
三
条
第
一
項

審
査
会

後
期
高
齢
者
医
療
審
査
会
（
以
下
「
審
査
会
」
と
い
う
。
）

保
険
者

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

第
九
十
五
条
第
二
項

前
項

糠
儲
麗
鵬
額
驕
鴇
講
臨
翻
療
確
保
法
」
と
い
う
。
）
第
百
三
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項

第
九
十
六
条

保
険
者

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

第
九
十
八
条
第
一
項

保
険
者
（
第
八
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
つ
い
て
は
、
当
該
処
分
を
し
た
市
町
村
と
す
る
。
）

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
又
は
市
町
村

第
百
条

保
険
者

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
又
は
市
町
村



（号外第241号）報官金曜日平成19年10月19日29

第
百
一
条
第
二
項

前
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
三
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項

第
百
二
条

こ
の
嘩
及
び

第
百
三
条

第
九
十
一
条
第
｝
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
二
十
八
条
第
｝
項

　
（
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
の
箪
用
）

第
三
十
五
条
　
国
民
健
威
保
険
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
三
年
政
令
第
三
百
六
十
二
号
）
第
三
十
条
、
第
三
十
四
条
、
第

　
三
十
五
条
及
び
第
三
十
七
条
の
規
定
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
審
査
会
及
び
法
弟
百
二
十
八
条
第
一
項
の
審
査
請
求
の

　
手
続
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
同
令
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ

　
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
胱
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
三
十
条

保
険
給
付
に

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
八
十
号
。
以
下
「
高
齢
者
医
療
確
保
法
」
と
い
う
。
）
第
五
十
六
条
に
規
定
す
る
後
期
高
齢
者
医
療
給
付
（
以
下
「
後
期
高
齢
者
医
療
給
付
」
と
い
う
。
）
に

以
下
第
三
十
七
条
第
一
項

並
び
に
被
保
険
者
証
の
記
号
及
び
番
号

及
び
被
保
険
者
証
の
番
号

保
険
給
付
を

後
期
高
齢
者
医
療
給
付
を

第
三
十
四
条

法

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
三
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
国
民
健
康
保
険
法
（
以
下
「
準
用
国
保
法
」
と
い
う
。
）

第
三
十
五
条

法

準
用
国
保
法

第
三
十
七
条
第
一
項

保
険
給
付

後
期
高
齢
者
医
流
給
付

並
び
に
被
保
険
者
証
の
記
号
及
び
番
号

及
び
被
保
険
者
証
の
番
号

保
険
者

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

第
三
十
七
条
第
二
項

法

高
齢
者
医
療
確
保
法

保
険
者
そ
の
他
の
者

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
又
は
市
町
村

　
　
　
　
第
六
節
　
雑
則

　
（
法
第
百
三
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
場
合
）

第
三
士
ハ
条
　
法
第
百
三
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
と
す
る
。

　
一
　
法
策
五
十
六
条
第
三
号
に
掲
げ
る
給
付
を
行
お
う
と
す
る
場
合

　
二
　
法
窮
百
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
条
例
を
定
め
、
又
は
変
更
し
よ
う
と
す
る
場
合

　
　
、
第
三
章
雑
則

　
（
地
方
社
会
保
険
事
務
局
長
へ
の
権
限
委
任
）

第
三
十
七
条
法
第
百
六
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
厚
生
労
働
大
臣
の
権
限
を
地
方
社
会
保
険
事

　
務
局
長
に
委
任
す
る
。
た
だ
し
、
厚
生
労
働
大
臣
が
当
該
権
限
を
自
ら
行
う
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

　
一
　
法
第
六
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
権
限
（
法
第
七
十
条
第
二
項
（
法
第
七
十
四
条
第
十
項
、
第
七
十
五
条

　
　
第
七
項
、
第
七
十
六
条
第
六
項
及
び
第
八
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
号
及
び
第
三
号

　
　
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
別
段
の
定
め
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）

　
二
　
法
第
六
十
六
条
第
一
項
（
法
第
七
十
四
条
第
十
項
、
第
七
十
五
条
第
七
項
、
第
七
十
六
条
第
六
項
及
ぴ
第
八
十

　
　
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
二
項
（
法
第
七
十
二
条
第
二
項
、
第
七
十
四
条
第
十
項
、

　
　
第
七
十
五
条
第
七
項
、
第
七
十
六
条
第
六
項
及
び
第
八
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規

　
　
定
に
よ
る
権
限
（
法
第
七
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
別
段
の
定
め
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）

　
三
　
法
弟
七
十
二
条
第
一
項
（
法
第
七
十
四
条
第
十
項
、
第
七
十
五
条
第
七
項
、
第
七
十
六
条
第
六
項
及
び
第
八
十

　
　
二
条
策
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
権
限
（
法
第
七
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
定

　
　
め
ら
れ
た
別
段
の
定
め
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）

　
四
　
法
弟
八
十
条
（
法
第
八
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
権
限

　
五
　
法
弟
八
十
一
条
第
一
項
（
法
弟
八
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
権
限

　
（
厚
生
労
働
省
令
へ
の
委
任
）

第
三
十
八
条
　
こ
の
政
令
で
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
政
令
の
実
施
の
た
め
必
要
な
手
続
そ
の
他
の
事
項
は
、
厚
生

　
労
働
省
令
で
定
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　
（
施
行
期
日
）
、

第
一
条
こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
附
則
第
十
二
条
の
規
定
は
、
公
布
の
日

　
か
ら
施
行
す
る
。

　
（
老
人
保
健
法
施
行
令
の
廃
止
）

第
二
条
老
人
保
健
法
施
行
令
（
昭
和
五
十
七
年
政
令
第
二
百
九
十
三
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

　
（
老
人
保
健
法
の
改
正
に
伴
う
高
額
医
療
費
の
支
給
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条
平
成
二
十
年
三
月
以
前
に
行
わ
れ
た
療
養
に
係
る
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年

　
法
律
第
八
十
三
号
。
附
則
第
十
二
条
に
お
い
て
「
健
廠
保
険
法
等
改
正
法
」
と
い
う
。
）
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
改
正

　
前
の
老
人
保
健
法
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
八
十
号
。
附
則
第
九
条
に
お
い
て
「
平
成
二
十
年
四
月
改
正
前
老
健
法
」

　
と
い
う
。
）
の
規
定
に
よ
る
高
額
医
療
費
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

　
（
｝
部
負
担
金
に
係
る
所
得
の
額
の
算
定
方
法
等
に
関
す
る
特
例
）

第
四
条
療
養
の
給
付
を
受
け
る
日
の
属
す
る
月
が
平
成
二
十
年
四
月
か
ら
七
月
ま
で
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
七
十
歳

　
以
上
七
十
五
歳
未
満
の
法
第
七
条
第
三
項
に
規
定
す
る
加
入
者
（
附
則
第
七
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
八
条
第
一
項

　
に
お
い
て
「
七
十
歳
以
上
七
十
五
歳
未
満
の
加
入
者
」
と
い
う
。
）
を
、
法
第
六
十
七
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る

　
政
令
で
定
め
る
者
と
す
る
。

2
　
前
項
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
策
七
条
第
三
項
中
「
及
び
そ
の
属
す
る
世
帯
の
他
の
世
帯
員
で
あ
る
被
保
険
者
」
と

　
あ
る
の
は
「
並
び
に
そ
の
属
す
る
世
帯
の
他
の
世
帯
艮
で
あ
る
被
保
険
考
及
び
七
十
歳
以
上
七
十
五
歳
未
満
の
法
第

　
七
条
第
三
項
に
規
定
す
る
加
入
者
」
と
、
「
他
の
被
保
険
者
」
と
あ
る
の
は
「
他
の
被
保
険
者
及
び
七
十
歳
以
上
七
十

　
五
歳
未
満
の
同
項
に
規
定
す
る
加
入
者
」
と
読
み
替
え
て
、
同
項
を
適
用
す
る
。

　
（
特
定
非
課
税
被
保
険
者
に
対
す
る
高
額
療
養
費
の
支
給
に
関
す
る
特
例
）

第
五
条
特
定
非
課
税
被
保
険
者
が
、
平
成
二
十
年
四
月
か
ら
七
月
ま
で
の
同
一
の
月
に
受
け
た
療
養
に
係
る
被
保
険

　
者
一
部
負
担
金
等
合
算
額
か
ら
高
額
療
養
典
策
定
基
準
額
を
控
除
し
た
額
が
、
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当

　
該
特
定
非
瞭
税
被
保
険
者
に
対
し
て
支
給
さ
れ
る
べ
き
高
額
療
養
費
の
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
特
定
非
悪
税
被

　
保
険
者
に
対
し
て
支
給
さ
れ
る
高
額
療
養
費
の
額
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
被
保
険
者
一
部
負
担
金

　
等
合
算
額
か
ら
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
を
控
除
し
た
額
と
す
る
。
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2
　
前
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
鄭
額
は
、
第
十
五
条
第
一
項
第
三
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

3
　
特
定
非
課
税
被
保
険
者
に
係
る
第
十
四
条
第
二
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
第
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に

　
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
第
三
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

4
　
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
非
課
税
被
保
険
者
に
対
し
支
給
す
べ
き
高
額
療
養
費
に
つ
い
て
後
期
高
齢

　
者
医
療
広
域
連
合
が
保
険
医
療
機
関
に
支
払
う
額
の
算
定
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
特
定
非
課
税
被
保
険
者
を
、
次
の

　
各
号
に
掲
げ
る
療
養
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
者
と
み
な
し
て
、
同
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

　
一
　
第
十
六
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
療
養
　
同
号
ハ
に
掲
げ
る
者

　
二
　
第
十
六
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
療
獲
　
伺
号
ハ
に
掲
げ
る
者

5
　
第
一
項
及
び
前
二
項
の
特
定
非
課
税
被
保
険
者
は
、
平
成
十
九
年
度
分
の
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
民
税

　
が
課
さ
れ
な
い
被
保
険
者
で
あ
っ
て
、
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
徴
（
平
成
十
七
年
法
律
第
五
号
。
次
条

　
第
五
項
に
お
い
て
「
平
成
十
七
年
地
方
税
法
改
正
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
六
条
策
四
項
に
該
当
す
る
者
と
同
一
の
世

　
帯
に
属
す
る
も
の
（
そ
の
者
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
及
び
す
べ
て
の
世
帯
員
が
平
成
十
九
年
度
分
の
地
方
税
法
の

　
規
定
に
よ
る
市
町
村
民
税
が
課
さ
れ
な
い
者
又
は
同
項
に
該
当
す
る
者
に
限
る
。
）
と
す
る
。

　
（
特
定
年
金
受
給
被
保
険
者
に
対
す
る
高
額
療
養
費
の
支
給
に
関
す
る
特
例
）

第
六
条
　
特
定
年
金
受
給
被
保
険
者
が
、
平
成
二
十
年
四
月
か
ら
七
月
ま
で
の
同
一
の
月
に
受
け
た
療
養
に
係
る
被
保

　
険
者
一
部
負
担
金
等
合
算
額
か
ら
高
額
療
養
費
算
定
墨
筆
額
を
控
除
し
た
額
が
、
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

　
当
該
特
定
年
金
受
給
被
保
険
者
に
対
し
て
支
給
さ
れ
る
べ
き
高
額
療
養
費
の
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
特
定
年
金

　
受
給
被
保
険
者
に
対
し
て
支
給
さ
れ
る
高
額
療
養
費
の
額
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
被
保
険
者
一
部

　
負
担
金
等
合
算
額
か
ら
高
額
療
養
費
算
定
鵬
準
額
を
控
除
し
た
額
と
す
る
。

2
　
前
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
部
額
は
、
第
十
五
条
第
一
項
第
四
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

3
　
特
定
年
金
受
給
被
保
険
者
に
係
る
第
十
四
条
第
二
項
の
高
額
療
養
黄
算
定
基
箪
額
は
、
第
十
五
条
第
二
項
の
規
定

　
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
第
三
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

4
　
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
年
金
受
給
被
保
険
者
に
対
し
支
給
す
べ
き
高
額
療
養
費
に
つ
い
て
後
期
高

　
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
保
険
医
療
機
関
に
支
払
う
額
の
算
定
に
当
た
っ
て
は
、
当
蔽
特
定
年
金
受
給
被
保
険
者
を
、

　
次
の
各
号
に
掲
げ
る
療
養
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
者
と
み
な
し
て
、
同
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

　
一
　
第
十
六
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
搬
養
　
同
号
二
に
掲
げ
る
者

　
二
　
第
十
六
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
療
養
　
同
署
ハ
に
掲
げ
る
者

5
　
第
一
項
及
び
前
二
項
の
特
定
年
金
受
給
被
保
険
者
は
、
平
成
十
七
年
地
方
税
法
改
正
法
附
則
第
六
条
第
四
項
に
該

　
当
す
る
被
保
険
者
又
は
同
項
に
規
定
す
る
者
と
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
被
保
険
者
で
あ
っ
て
、
老
齢
福
祉
年
金
の
受

　
給
権
を
有
し
て
い
る
も
の
（
そ
の
者
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
及
び
す
べ
て
の
世
帯
員
が
平
成
十
九
年
度
分
の
地
方

　
税
法
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
民
税
が
課
さ
れ
な
い
者
又
は
同
項
に
該
当
す
る
者
に
限
る
。
）
と
す
る
。

　
（
特
定
所
得
被
保
険
者
に
対
す
る
高
額
療
養
費
の
支
給
に
関
す
る
特
例
）

第
七
条
　
第
十
五
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
（
以
下
こ
の
条

　
に
お
い
て
「
特
定
所
得
被
保
険
者
」
と
い
う
。
）
に
係
る
第
十
四
条
第
一
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
第
十
五

　
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
第
一
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

　
一
　
療
養
の
給
付
を
受
け
る
日
の
属
す
る
月
が
平
成
二
十
年
四
月
か
ら
七
月
ま
で
の
場
合
に
お
け
る
法
第
六
十
七
条

　
　
第
一
項
第
二
号
の
所
得
の
額
が
二
百
十
三
万
円
未
満
で
あ
る
者

　
二
　
療
養
の
給
付
を
受
け
る
日
の
属
す
る
月
が
平
成
二
十
年
四
月
か
ら
七
月
ま
で
の
場
合
に
お
け
る
第
七
条
第
三
項

　
　
の
収
入
の
額
が
六
百
二
十
一
万
円
未
満
で
あ
る
者
（
そ
の
者
の
属
す
る
世
帯
に
他
の
被
保
険
者
及
ぴ
七
十
歳
以
上

　
　
七
十
五
歳
未
満
の
加
入
者
が
い
な
い
者
に
あ
っ
て
は
、
四
百
八
十
四
万
円
未
満
で
あ
る
者
）

2
　
特
定
所
得
被
保
険
者
に
係
る
第
十
四
条
窮
二
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
第
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
か

　
か
わ
ら
ず
、
同
項
第
一
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

3
　
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
所
得
被
保
険
者
に
対
し
支
給
す
べ
き
高
額
療
養
費
に
つ
い
て
後
期
高
齢
者

　
医
療
広
域
連
合
が
保
険
医
療
機
関
に
支
払
う
額
の
算
定
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
特
定
所
得
被
保
険
者
を
、
次
の
各
号

　
に
掲
げ
る
療
養
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
者
と
み
な
し
て
、
同
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

　
一
　
第
十
六
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
療
養
　
同
号
イ
に
掲
げ
る
者

　
二
　
第
十
六
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
療
養
　
同
号
イ
に
掲
げ
る
者

　
（
特
定
収
入
被
保
険
者
に
対
す
る
高
額
療
養
費
の
支
給
に
関
す
る
特
例
）

第
八
条
　
第
十
五
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
（
以
下
こ
の
条

　
に
お
い
て
「
特
定
収
入
被
保
険
者
」
と
い
う
。
）
に
係
る
第
十
四
条
第
一
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
策
十
五

　
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
第
｛
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

　
一
　
そ
の
属
す
る
世
帯
に
他
の
被
保
険
者
が
い
な
い
者
で
あ
っ
て
、
ヒ
十
歳
以
上
七
十
五
歳
未
満
の
加
入
者
が
い
る

　
　
も
の

　
二
　
療
養
の
給
付
を
受
け
る
日
の
属
す
る
月
が
平
成
二
十
年
八
月
か
ら
平
成
二
十
二
年
七
月
ま
で
の
場
合
に
お
い

　
　
て
、
七
十
歳
以
上
七
十
五
歳
未
満
の
加
入
者
に
つ
い
て
、
第
七
条
第
三
項
に
規
定
す
る
他
の
世
帯
員
で
あ
る
被
保

　
　
険
音
と
み
な
し
て
同
項
を
適
用
し
た
場
合
の
同
項
の
収
入
の
額
が
五
百
二
十
万
円
未
満
で
あ
る
者

　
　
特
定
収
入
被
保
険
者
に
係
る
第
十
四
条
第
二
項
の
高
額
撫
養
費
算
定
基
準
額
は
、
第
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
か

　
か
わ
ら
ず
、
同
項
策
一
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

　
医
療
広
域
迎
合
が
保
険
医
療
機
関
に
支
払
う
額
の
算
定
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
特
定
収
入
被
保
険
者
を
、
次
の
各
号

　
に
掲
げ
る
療
養
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
者
と
み
な
し
て
、
同
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

　
一
　
第
十
六
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
療
養
　
同
号
イ
に
掲
げ
る
者

　
二
　
第
十
六
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
療
養
　
同
号
イ
に
掲
げ
る
者

　
（
老
人
保
健
法
の
規
定
に
よ
る
高
額
医
療
費
の
支
給
を
受
け
た
場
合
の
高
額
療
養
費
の
支
給
に
関
す
る
経
過
措
置
）

　
た
月
に
属
す
る
世
帯
の
被
保
険
者
に
対
し
、
当
該
療
養
の
あ
っ
た
月
以
前
の
十
二
月
以
内
に
既
に
平
成
二
十
年
四
月

　
改
正
前
老
健
法
の
規
定
に
よ
る
高
額
医
療
費
の
支
給
（
附
則
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と

　
さ
れ
た
当
該
高
額
医
療
費
の
支
給
を
含
む
。
）
を
受
け
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
第
十
五
条
第
一
項
第
二
号
た
だ
し

　
番
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
「
に
限
る
」
と
あ
る
の
は
、
「
に
限
る
。
）
又
は
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

　
律
（
平
成
十
八
年
法
彿
第
八
士
二
号
）
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
老
人
保
健
法
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
八

　
十
号
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
平
成
二
十
年
四
月
改
正
前
老
健
法
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
よ
る
高
額
医
療
費
（
附

　
則
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
老
人
保
健
法
施
行
令
（
昭
和
五
十
七
年
政
令
策
二
百
九
十
三
号
。
以
下
こ
の
号

　
に
お
い
て
「
廃
止
前
老
健
令
」
と
い
う
。
）
第
十
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
も
の
（
岡
条
第
六
項
の
規
定
に

　
よ
り
そ
の
額
を
算
定
し
た
も
の
を
含
む
。
）
に
限
る
。
）
若
し
く
は
附
則
策
三
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る

　
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
年
四
月
改
正
前
老
健
法
の
規
定
に
よ
る
高
額
医
療
費
（
同
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の

　
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
廃
止
前
老
健
令
第
十
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
も
の
（
附
則
第
三
条
の
規
定
に

　
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
廃
止
前
老
健
令
第
十
四
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
額
を
算
定
し
た

　
も
の
を
含
む
。
）
に
限
る
」
と
す
る
。

　
（
平
成
二
十
年
度
か
ら
平
成
二
十
五
年
度
ま
で
の
間
に
お
け
る
保
険
料
の
算
定
の
特
例
）

　
第
一
号
ロ
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
同
号
ロ
中
「
収
入
」
と
あ
る
の
は
、
「
収
入
（
法
附
則
第
十
四
条

　
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
繰
入
金
を
除
く
。
）
」
と
競
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

　
（
公
的
年
金
等
所
御
に
係
る
保
険
料
の
減
額
賦
課
の
特
例
）

　
保
険
者
で
あ
っ
て
前
年
中
に
所
得
税
法
第
三
十
五
条
第
三
項
に
規
定
す
る
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
に
つ
い
て
同
条

　
第
四
項
に
規
定
す
る
公
的
年
金
等
控
除
額
（
年
齢
六
十
五
歳
以
上
で
あ
る
者
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
控
除
を
受
け

　
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
十
八
条
第
四
項
第
一
号
及
び
第
四
号
中
「
総
所
得
金
額
」
と
あ
る
の
は
「
総
所
得
金
額
（
所

　
得
税
法
第
三
十
五
条
第
三
項
に
規
定
す
る
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
に

　
よ
っ
て
計
算
し
た
金
額
か
ら
十
五
万
円
を
擦
除
し
た
金
額
）
」
と
、
「
同
法
附
則
第
三
十
三
条
の
三
第
五
項
」
と
あ
る
の

　
は
「
地
方
税
法
附
則
策
三
十
三
条
の
三
第
五
項
」
と
、
「
同
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
地
方
税
法
第
三
百
十
四
条
の

　
二
第
二
項
」
と
す
る
。

23
　
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
収
入
被
保
険
者
に
対
し
支
給
す
べ
き
高
額
療
養
費
に
つ
い
て
後
期
高
齢
者

第
九
条
　
策
十
五
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
す
る
被
保
険
者
が
同
号
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
撫
養
の
あ
っ

第
十
条
　
平
成
二
十
年
度
か
ら
平
成
二
十
五
年
度
ま
で
の
間
に
お
け
る
保
険
料
の
策
定
に
つ
い
て
、
第
十
八
条
第
三
項

第
十
一
条
当
分
の
闘
、
被
保
険
者
、
そ
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
又
は
そ
の
属
す
る
世
帯
の
他
の
世
帯
員
で
あ
る
被
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（
保
険
料
の
特
別
徴
収
の
開
始
の
際
の
特
例
）

第
十
二
条
　
法
第
百
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
年
金
保
険
者
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
年
金
保
険
者
」
と
い
う
。
）
は
、

　
平
成
二
十
年
四
月
一
日
前
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
日
ま
で
に
、
平
成
十
九
年
十
月
一
日
（
以
下
こ
の
項
に
お

　
い
て
「
基
準
日
」
と
い
う
。
）
現
在
に
お
い
て
当
該
年
金
保
険
者
か
ら
老
齢
等
年
金
給
付
の
支
払
を
受
け
て
い
る
者
で

　
あ
っ
て
六
十
五
歳
以
上
の
も
の
（
当
該
年
金
保
険
者
か
ら
当
該
老
齢
等
年
金
給
付
の
支
払
を
受
け
て
い
る
も
の
の
う

　
ち
平
成
二
十
年
四
月
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
六
十
五
歳
に
達
す
る
も
の
（
六
十
五
歳
以
後
も
引
き
続
き
当
該
老
齢

　
等
年
金
給
付
の
受
給
椛
を
有
す
る
と
見
込
ま
れ
る
者
に
限
る
。
）
を
含
み
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
の
氏
名
、
住

　
所
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
、
そ
の
者
が
基
準
日
現
在
に
お
い
て
住
所
を
有
す
る
市
町
村
（
介
護
保

　
険
法
第
十
三
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
者
が
他
の
市
町
村
が
行
う
介
護
保
険
の
第
一
号
被
保
険
者

　
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
他
の
市
町
村
）
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
　
平
成
十
九
年
十
二
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
年
五
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
支
払
を
受
け
る
べ
き
当
該
老
齢
等
年

　
　
金
給
付
の
額
の
総
額
を
基
礎
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
年
金
額
の
見
込
額
が
、

　
　
基
準
日
の
現
況
に
お
い
て
十
八
万
円
未
満
で
あ
る
者

　
二
　
当
該
老
齢
等
年
金
給
付
を
受
け
る
権
利
を
別
に
法
彿
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
担
保
に
供
し
て
い
る
こ
と
そ
の

　
　
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
特
別
の
班
情
を
有
す
る
者

2
　
健
康
保
険
法
等
改
正
法
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
介
穫
保
険
法
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
新
介
護

　
保
険
法
」
と
い
う
。
）
第
百
三
十
四
条
第
七
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
に
つ
い
て

　
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
新
介
穫
保
険
法
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字

　
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
睨
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
百
三
十
四
条
第
七
項

年
金
保
険
者

前
各
項

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
以
下
「
施
行
令
」
と
い
う
。
）
附
則
第
十
二
条
第
一
項

第
百
三
十
四
条
第
八
項

第
十
項
、
第
百
三
士
パ
条
第
三
項
及
び
第
六
項
並
び
に
第
百
三
十
七
条
第
二
項

施
行
令
附
則
第
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
項

第
一
項
か
ら
第
六
項
ま
で

同
条
第
一
項

第
百
三
十
四
条
第
九
項

前
．
項

施
行
令
附
則
第
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
串
用
す
る
前
項

政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
連
合
会
及
び
指
定
法
人

第
百
三
十
四
条
第
十
項

第
一
項
か
ら
第
六
項
ま
で

施
行
令
附
則
第
十
二
条
第
一
項

政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
連
合
会
、
指
定
法
人
及
ぴ
地
方
公
務
員
共
済
組
合
迎
合
会

地
方
公
務
員
共
済
組
合
迦
合
会
、
指
定
法
人
及
び
連
合
会
の
順
に
経
由
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
地
方
公
務
員
共
済
組
合
連
合
会
に
伝
達
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら

第
八
項

施
行
令
附
則
第
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
雛
用
す
る
第
八
項

年
金
保
険
者
（
第
百
三
十
六
条
に
お
い
て
「
特
定
年
金
保
険
者
」
と
い
う
。
）

年
金
保
険
者

3
　
市
町
村
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
が
行
わ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
通
知
に
係
る
被
保
険
者
と
見
込

　
ま
れ
る
者
（
災
害
そ
の
他
の
特
別
の
事
情
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
法
策
百
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
別
徴
収
（
以

　
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
特
別
徴
収
」
と
い
う
。
）
の
方
法
に
よ
っ
て
保
険
料
を
徴
収
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る

　
と
認
め
る
も
の
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
閥
に
お
い
て
支
払
わ
れ
る
老
齢
等

年
金
給
付
に
つ
い
て
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
保
険
料
を
徴
収
す
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
市
町
村
が
認
め
る
も

　
の
及
び
年
金
額
半
額
以
上
徴
収
者
等
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
年
九
月
三
十
日

　
ま
で
の
間
に
お
い
て
当
該
通
知
に
係
る
老
齢
等
年
金
給
付
が
支
払
わ
れ
る
と
き
は
、
そ
の
支
払
に
係
る
保
険
料
額
と

　
し
て
、
支
払
回
数
割
保
険
料
額
の
見
込
額
（
当
該
額
に
よ
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
特
別
な
事
情
が
あ

　
る
場
合
に
お
い
て
は
、
所
得
の
状
況
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
市
町
村
が
定
め
る
額
と
す
る
。
）
を
、
彫
生
労
働
省

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
徴
収
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
通
知
に
係
る

被
保
険
者
と
見
込
ま
れ
る
者
が
少
な
い
こ
と
そ
の
他
の
特
別
の
事
情
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
特
別
徴
収
を
行
う
こ
と

　
が
適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
市
町
村
に
お
い
て
は
、
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
ら
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

4
　
前
項
の
年
金
額
半
額
以
上
徴
収
者
等
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
被
保
険
者
と
見
込
ま
れ
る
者
と
す
る
。

　
一
　
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
年
五
月
三
十
一
日
ま
で
の
同
一
の
月
に
徴
収
さ
れ
る
と
見
込
ま
れ
る
当

　
　
該
者
に
係
る
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額
が
当
該
月
に
支
払
わ
れ
る
当
該
徴
収
に
係
る
老
齢
等
年
金
給
付
の

　
　
額
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
額
を
超
え
る
者

　
　
イ
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
保
険
料
を
徴
収
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
徴

　
　
　
収
に
係
る
老
齢
等
年
金
給
付
の
支
払
の
際
徴
収
さ
せ
る
べ
き
額
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

　
　
　
り
算
定
し
た
額

　
　
ロ
　
新
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
り
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
介
腹
保
険
の
保
険
料
を
徴
収
し
よ
う
と
す
る
場

　
　
　
合
に
お
い
て
、
当
該
徴
収
に
係
る
新
介
穫
保
険
法
第
百
三
十
一
条
に
規
定
す
る
老
齢
等
年
金
給
付
の
支
払
の
際

　
　
　
徴
収
さ
せ
る
べ
き
額
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額

　
二
　
当
該
市
町
村
か
ら
新
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
介
護
保
険
の
保
険
料
を
徴
収
さ

　
　
れ
な
い
者

5
　
第
三
項
の
支
払
回
数
割
保
険
料
額
の
見
込
額
は
、
当
該
被
保
険
者
と
見
込
ま
れ
る
者
に
つ
き
、
平
成
二
十
年
度
の

保
険
料
額
の
見
込
額
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額
を
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
年
九
月
三
十
日
ま
で

　
の
間
に
お
け
る
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
に
係
る
老
齢
等
年
金
給
付
の
支
払
の
回
数
で
除
し
て
得
た
額
と
し
て
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
額
と
す
る
。

6
　
新
介
顧
保
険
法
第
百
三
十
五
条
第
五
項
及
び
第
六
項
、
第
百
三
十
六
条
か
ら
第
百
三
十
九
条
ま
で
（
第
百
三
十
六

条
第
二
．
項
を
除
く
。
）
並
び
に
第
百
四
十
一
条
の
規
定
は
、
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
特
別
徴
収
に
つ
い
て
鄭
用
す
る
。

　
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
新
介
謹
保
険
法
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ

ぞ
れ
同
衾
の
下
欄
に
捌
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
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第
百
三
十
五
条
第
五
項
市
町
村
は
、
第
一
項
本
文
、
第
二
項
又
は
第
三
項

市
町
村
は
、
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
以
下
「
施
行
令
」
と
い
う
。
）
附
則
第
十
二
条
第
三
項

特
別
徴
収

第
一
項
本
文
、
第
二
項
又
は
第
三
項
に
規
定
す
る
第
一
号
被
保
険
者

施
行
令
附
則
第
十
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
被
保
険
者
と
見
込
ま
れ
る
者

年
金
保
険
者

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
年
金
保
険
者

第
百
三
十
五
条
第
六
項

前
条
第
一
項
か
ら
第
六
項
ま
で

施
行
令
附
則
第
十
二
条
第
一
項

老
齢
等
年
金
給
付

高
齢
者
医
痴
確
保
法
第
百
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
老
齢
等
年
金
給
付

第
百
三
十
六
条
第
一
項

第
百
三
十
四
条
第
一
項

施
行
令
附
則
第
十
二
条
第
一
項

同
条
第
三
項
並
び
に
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
五
項
及
び
第
六
項

支
払
回
数
割
保
険
料
額

第
百
三
十
六
条
第
三
項

第
一
項

施
行
令
附
則
第
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
箪
用
す
る
第
一
項

特
定
年
金
保
険
者

同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
亘
二
十
四
条
第
十
一
項
に
規
定
す
る
当
該
同
意
に
係
る
年
金
保
険
者
（
施
行
令
附
則
第
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
革
用
す
る
第
五
項
に
お
い
て
「
特
定
年
金
保
険
者
」
と
い
う
。
）

当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
八
月
三
十
一
日

平
成
二
十
年
二
月
二
十
九
日

第
百
三
十
六
条
第
四
項

第
一
項

施
行
令
附
則
第
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
項

当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
七
月
三
十
一
日

平
成
二
十
年
一
月
三
十
一
日

政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
連
合
会
及
び
指
定
法
人

迦
合
会
及
び
指
定
法
人
の
順
に
経
由
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
連
合
会
に
伝
達
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら

第
百
三
十
六
条
第
五
項

第
一
項

施
行
令
附
則
第
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
串
用
す
る
第
一
項

当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
七
月
三
十
一
日

平
成
二
十
年
一
月
三
十
一
日

政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
連
合
会
、
指
定
法
人
及
び
社
会
保
険
庁
長
官

髄
縫
ズ
齪
躾
辮
盤
鱗
灘
会
に
伝
達
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら

第
百
三
十
六
条
第
六
項

第
一
項

施
行
令
附
則
第
十
二
条
窮
六
項
に
お
い
て
革
用
す
る
第
一
項

当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
七
月
三
十
一
日

平
成
二
十
年
一
月
三
十
一
日

政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
連
合
会
、
指
定
法
人
及
び
地
方
公
務
員
共
済
組
合
辿
合
会

難
甑
翫
籠
麟
齢
防
硲
濯
る
よ
う
連
合
会
に
伝
達
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら

第
百
三
十
七
条
第
一
項

前
条
策
一
項

施
行
令
附
則
第
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
一
項

同
項

施
行
令
附
則
第
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
一
項

支
払
回
数
割
保
険
料
額

支
払
回
数
剖
保
険
料
額
の
見
込
額

当
該
年
の
十
月
一
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

第
百
三
十
七
条
第
二
項

前
項

施
行
令
附
則
第
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項

第
百
三
十
七
条
第
三
項

第
一
項

施
行
令
附
則
第
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
窮
一
項

第
百
三
十
七
条
第
四
項

第
百
三
十
五
条

第
百
三
十
七
条
第
五
項

前
項

施
行
令
附
則
第
十
二
条
第
八
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項

第
百
三
十
七
条
第
六
項

第
百
三
十
四
条
第
七
項

施
行
令
附
則
第
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
三
十
四
条
第
七
項

前
項

施
行
令
附
則
第
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項

第
百
三
十
七
条
第
七
項

第
一
項

施
行
令
附
則
第
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
鄭
用
す
る
第
一
項

支
払
回
数
割
保
険
料
額

支
払
回
数
削
保
険
料
額
の
見
込
額

第
百
三
十
八
条
第
一
項

第
百
三
十
六
条
第
一
項

施
行
令
附
則
第
十
二
条
第
一
パ
項
に
お
い
て
都
用
す
る
第
百
三
十
六
条
第
一
項

支
払
回
数
割
保
険
料
額

支
払
回
数
割
保
険
料
額
の
見
込
額
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第
百
三
十
八
条
第
二
項

前
項

施
行
令
附
則
第
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項

第
百
三
十
八
条
第
三
項

第
一
．
項

施
行
令
附
則
第
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
箪
用
す
る
第
一
項

特
別
徴
収
対
象
保
険
料
額

同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
徴
収
す
る
保
険
料
額

第
百
三
十
八
条
第
四
項

第
百
三
十
四
条
第
七
項

施
行
令
附
則
第
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
三
十
四
条
第
七
項

前
項

施
行
令
附
則
第
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
箪
用
す
る
前
項

第
百
三
十
九
条
第
一
項

第
一
号
被
保
険
者

被
保
険
者

第
百
三
十
三
条

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
九
条

普
通
徴
収

高
齢
者
医
搬
確
保
法
第
百
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
普
通
徴
収

第
百
三
十
九
条
第
二
項

第
｝
号
被
保
険
者

被
保
険
者

次
項

施
行
令
附
則
第
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
串
用
す
る
次
項

第
百
三
十
九
条
第
三
項

前
．
項

施
行
令
附
則
第
十
二
条
窮
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項

第
一
号
被
保
険
者

被
保
険
者

こ
の
法
律

高
齢
者
医
療
確
保
法

同
項

同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項

第
百
四
十
一
条
第
一
項

行
う
介
護
保
険
の

徴
収
に
係
る

第
十
三
条
第
一
項

高
齢
者
医
療
確
保
法
第
五
十
五
条
策
一
項

第
百
四
十
一
条
第
二
項

前
項

施
行
令
附
則
第
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項

7
　
前
項
に
お
い
て
華
用
す
る
新
介
護
保
険
法
第
百
三
十
五
条
第
六
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
介
謹
保
険
法

　
の
規
定
に
よ
る
介
護
保
険
の
保
険
料
の
特
別
徴
収
に
係
る
老
齢
等
年
金
給
付
に
つ
い
て
保
険
料
を
徴
収
さ
せ
る
も
の

　
と
す
る
。

8
　
第
六
項
に
お
い
て
即
用
す
る
新
介
謹
保
険
法
第
百
三
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
技
術
的
睨
替
え
は
、
次
の
表

　
の
と
お
り
と
す
る
。

新
介
穫
保
険
法
の
規
定

中
眺
み
替
え
る
規
定

第
百
三
十
六
条
第
四
項

醜
み
替
え
ら
れ
る
字
句

第
一
．
項

読
み
替
え
る
字
句

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施

行
令
（
以
下
「
施
行
令
」
と
い
う
。
）
附
則

第
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第

百
三
十
八
条
第
一
項

第
百
三
十
六
条
第
六
項

第
百
三
十
六
条
第
五
項

びこ三当
nろ十該
t
甕
議
務
り
ま
の
員
’
で
初
共
迦
に
日
済
合
’
の
組
会
政
属
合
’
令
す
灘
轟
会
法
め
の
　
人
る
七
　
及
と
月

第
一
項

びこ三当
ﾐろ十該

u
庁
’
で
初
艮
辿
に
日
官
合
’
の
　
会
政
属
　
’
令
す
難
轟
　
法
め
の
　
人
る
七
　
及
と
月

特
定
年
金
保
険
者

第
一
項

こ三当

�¥該

P叢ﾚ連
に
日
合
’
の
会
政
属
及
令
す
び
で
る
雑
器
法
る
七
人
と
月

1
讐
糧
れ
繧
’
歪
八
条
収
ら
合
・
指
に
条
塵
対
会
会
定
至
第
パ
象
に
の
法
つ
一
薯
被
灘
欝
す
由
地
は
定
て
が
蕪
繍

郎施

p行
ｷ令
K臨
苺
v
秦
禦
誰
　
鯨
　
て

観
馨
響
筋
伝
順
会
す
十
二
徴
違
に
’
る
八
条
収
薯
竃
建
塁
籔
蒙
こ
し
法
つ
一
項
被
搬
旛
緩
よ
わ
ぴ
き
規
い
者
り
れ
社
は
定
て
が
1
難
螺
　
合
長
・
に
第
則

辮
る
す
令
当
る
附
該
第
則
騨
に
十
二
係
四
条
る
条
第
茎
転
保
一
に
険
項
お
者
に
い
　
規
て

箪施
p行す令

﨤
ﾕ
夏
華
夫
棊
籔
這
碧
　
蕊
　
て

蟻
鱗
蕊
繰
離
灘
畢
　
合
法
と
に
お
う
い
お
い
者
五
二
　
会
人
き
規
い
」
て
い
て
（
項
条
　
1
≡
の
は
定
て
が
r
て
都
麺
に
塵
雛
嘉
驚
矯
欝
腱
翁
　
す
経
や
場
す
令
徴
す
る
附
す
に
　
る
由
か
合
る
附
収
る
第
則
る
お
喜
薯
1
糖
鵜
蝉
鼎

9
　
第
六
項
に
お
い
て
輩
用
す
る
新
介
護
保
険
法
第
百
四
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
技
術
的
読
替
え
は
、

　
の
と
お
り
と
す
る
。

次
の
表

新
介
穫
保
険
法
の
規
定
中
睨
み
替
え
る
規
定

読
み
替
え
ら
れ
る
字
句

説
み
替
え
る
字
句

第
百
三
十
六
条
第
四
項

第
一
項

醐
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
以
下
「
施
行
令
」
と
い
う
。
）
附
則
第
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
一
条
第
一
項

当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
七
月
三
十
一
日
ま
で
に
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
連
合
会
及
び
指
定
法
人

速
や
か
に
、
連
合
会
及
び
指
定
法
人
の
順
に
経
由
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
連
合
会
に
伝
達
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら
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第
百
三
十
六
条
第
五
項

第
一
項

施
行
令
附
則
第
十
二
条
策
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
一
条
第
一
項

特
定
年
金
保
険
者

施
行
令
附
則
第
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
耶
用
す
る
第
百
三
十
四
条
第
十
一
項
に
規
定
す
る
当
該
同
意
に
係
る
年
金
保
険
者

当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
七
月
三
十
一
日
ま
で
に
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
連
合
会
、
指
定
法
人
及
び
社
会
保
険
庁
長
官

第
百
三
十
六
条
第
六
項

第
一
項

施
行
令
附
則
第
十
二
条
窮
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
一
条
第
一
項

当
該
年
度
の
初
日
の
屈
す
る
年
の
七
月
三
十
一
日
ま
で
に
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
連
合
会
、
指
定
法
人
及
び
地
方
公
務
員
共
済
組
合
迎
合
会

速
や
か
に
、
連
合
会
、
指
定
法
人
及
び
地
方
公
務
員
共
済
組
合
連
合
会
の
順
に
経
由
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
迎
合
会
に
伝
達
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら

　
（
法
附
則
第
十
四
条
第
一
項
の
市
町
村
に
係
る
保
険
料
の
賦
課
の
特
例
）

第
十
三
条
　
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
法
附
則
第
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に

　
該
当
す
る
市
町
村
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
特
定
市
町
村
」
と
い
う
。
）
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
被
保
険
者
（
特

　
定
地
域
被
保
険
者
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
特
定
市
町
村
区
域
内
被
保
険
者
」
と
い
う
。
）
に
対
し
て
課
す

　
る
保
険
料
の
算
定
に
係
る
同
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

　
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
一
　
当
該
保
険
料
の
賦
課
額
は
、
特
定
市
町
村
区
域
内
被
保
険
者
に
つ
き
算
定
し
た
所
得
割
額
及
び
被
保
険
者
均
等

　
　
割
額
の
合
計
額
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
被
保
険
者
に
係
る
賦
課
額
は
、
当
該
被
扶
養
者
で

　
　
あ
っ
た
被
保
険
者
に
つ
き
算
定
し
た
被
保
険
者
均
等
割
額
と
す
る
。

　
二
　
前
号
の
所
得
割
額
は
、
基
礎
控
除
後
の
総
所
得
金
額
等
に
特
定
市
町
村
所
得
割
率
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
こ

　
　
と
。

　
三
　
前
号
の
特
定
市
町
村
所
得
剛
率
は
、
地
域
の
実
情
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
方
法

　
　
に
よ
り
算
定
し
た
率
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
所
得
剛
率
に
、
当
該
特
定
市

　
　
町
村
に
係
る
給
付
蹴
比
率
に
一
か
ら
給
付
費
比
率
を
控
除
し
た
率
に
経
過
的
調
整
率
を
乗
じ
て
得
た
率
を
加
え
た

　
　
率
を
乗
じ
て
得
た
率
を
下
回
ら
な
い
も
の
と
す
る
。

　
四
　
前
号
の
給
付
費
比
率
は
、
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
被
保
険
者
一
人
当
た
り
の
法
第
九
十
三
条
第
一

　
　
項
に
規
定
す
る
療
養
の
給
付
等
に
要
す
る
徴
用
の
額
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
療
養
の
給
付
等
に
要
す
る
賞
用

　
　
の
額
」
と
い
う
。
）
に
対
す
る
特
定
市
町
村
区
域
内
被
保
険
者
一
人
当
た
り
の
療
養
の
給
付
等
に
要
す
る
費
用
の
額

　
　
の
割
合
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
法
附
則
第
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
輩
と
の
整

　
　
合
性
に
配
慮
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
率
と
す
る
。

　
五
　
第
三
号
の
経
過
的
調
整
率
は
、
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
区
分
に
応
じ
、

　
　
当
該
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
定
め
る
率
と
す
る
。

　
　
イ
　
法
附
則
第
十
四
条
第
一
項
の
条
例
で
定
め
る
期
間
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
特
例
期
間
」
と
い
う
。
）
を
平

　
　
　
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
起
算
し
て
六
年
以
内
と
す
る
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
（
ロ
又
は
ハ
に
掲
げ
る
後

　
　
　
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
を
除
く
。
）
　
ω
か
ら
㈹
ま
で
に
掲
げ
る
年
度
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
q
D
か
ら
㈹
ま
で

　
　
　
に
定
め
る
率

　
　
　
ω
　
平
成
二
十
年
度
及
び
平
成
二
十
一
年
度
　
六
分
の
三

　
　
　
図
　
平
成
二
十
二
年
度
及
び
平
成
二
十
三
年
度
　
六
分
の
四

　
　
　
倒
　
平
成
二
十
四
年
度
及
び
平
成
二
十
五
年
度
　
六
分
の
五

　
　
ロ
　
特
例
期
間
を
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
起
算
し
て
四
年
以
内
と
す
る
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
（
ハ
に

　
　
　
掲
げ
る
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
を
除
く
。
）
　
ω
又
は
の
に
掲
げ
る
年
度
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
ω
又
は
③

　
　
　
に
定
め
る
率

　
　
　
ω
　
平
成
二
十
年
度
及
び
平
成
二
十
一
年
度
　
四
分
の
二

　
　
　
の
　
平
成
二
十
二
年
度
及
び
平
成
二
十
三
年
度
　
四
分
の
三

　
　
ハ
　
特
例
期
間
を
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
以
内
と
す
る
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
　
二
分

　
　
　
の
一

　
六
　
第
一
号
の
被
保
険
者
均
等
割
額
は
、
地
域
の
実
情
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
方
法

　
　
に
よ
り
算
定
し
た
額
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
迎
合
の
第
十
八
条
第
一
項
第
一
号
の

　
　
被
保
険
者
場
等
割
額
に
、
当
該
特
定
市
町
村
に
係
る
第
三
号
の
給
付
費
比
率
に
一
か
ら
当
該
給
付
費
比
率
を
控
除

　
　
し
た
率
に
前
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
同
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
定
め
る
第
三
号
の
経
過
的
調
整

　
　
率
を
乗
じ
て
得
た
率
を
加
え
た
率
を
乗
じ
て
得
た
額
を
下
回
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

　
七
　
第
一
号
の
賦
裸
額
は
、
五
十
万
円
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
（
都
道
府
県
知
嚢
と
の
協
蹴
に
関
す
る
特
例
）

第
十
四
条
　
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
第
三
十
六
条
の
規
定
の
適
用
に

　
つ
い
て
は
、
同
条
第
二
号
中
「
第
百
四
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
百
四
条
第
二
項
又
は
附
則
第
十
四
条
第
一
項
」

　
と
す
る
。

別
表
（
第
三
条
関
係
）

　
一
　
両
眼
の
視
力
（
万
国
式
試
視
力
表
に
よ
っ
て
測
っ
た
も
の
を
い
い
、
屈
折
異
常
が
あ
る
者
に
つ
い
て
は
、
矯
正

　
　
視
力
に
つ
い
て
測
っ
た
も
の
を
い
う
。
）
の
和
が
O
・
O
八
以
下
の
も
の

　
二
　
両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
が
九
〇
デ
シ
ベ
ル
以
上
の
も
の

　
　
平
衡
機
能
に
著
し
い
障
害
を
有
す
る
も
の

　
　
そ
　
し
や
く

　
　
咀
咽
の
機
能
を
欠
く
も
の

　
　
音
声
又
は
言
諸
機
能
に
著
し
い
障
害
を
有
す
る
も
の

　
　
両
上
肢
の
お
や
指
及
び
ひ
と
さ
し
指
又
は
中
指
を
欠
く
も
の

　
　
両
上
肢
の
お
や
指
及
び
ひ
と
さ
し
指
又
は
中
指
の
機
能
に
著
し
い
障
害
を
有
す
る
も
の

　
　
一
上
肢
の
機
能
に
著
し
い
障
害
を
有
す
る
も
の

　
　
｝
上
肢
の
す
べ
て
の
指
を
欠
く
も
の

　
　
｛
上
肢
の
す
べ
て
の
指
の
機
能
に
著
し
い
障
害
を
有
す
る
も
の

　
　
　
両
下
肢
の
す
べ
て
の
指
を
欠
く
も
の

　
各
号
と
同
程
度
以
上
と
躍
め
ら
れ
る
状
態
で
あ
っ
て
、
日
常
生
活
が
著
し
い
制
限
を
受
け
る
か
、
又
は
日
常
生
活

　
に
著
し
い
制
限
を
加
え
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
程
度
の
も
の

　
と
同
程
度
以
上
と
認
め
ら
れ
る
程
度
の
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厘
生
労
働
大
臣
　
舛
添
　
要
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
閣
総
理
大
臣
　
福
田
　
康
夫

三四五六ヒ八九十
十
一十
二
　
一
下
肢
の
機
能
に
著
し
い
障
害
を
有
す
る
も
の

十
三
　
一
下
肢
を
足
関
節
以
上
で
欠
く
も
の

十
四
　
体
幹
の
機
能
に
歩
く
こ
と
が
で
き
な
い
程
度
の
障
害
を
有
す
る
も
の

十
五
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
身
体
の
機
能
の
障
害
又
は
長
期
に
わ
た
る
安
静
を
必
要
と
す
る
病
状
が
前

十
六
　
精
神
の
陳
書
で
あ
っ
て
、
前
各
号
と
同
程
度
以
上
と
詰
め
ら
れ
る
程
度
の
も
の

十
七
　
身
体
の
機
能
の
障
害
若
し
く
は
病
状
又
は
精
神
の
障
害
が
重
複
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
そ
の
状
態
が
前
各
号
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保発第1022004号
平成19年10月22日

都道府県知事殿

厚生労働省保険局’長

高齢者の医療の確保に関する法律施行規則の施行について

　高齢者の医療の確保に関する法律施行規則（平成19年厚生労働省令第129号。以下

「規則」という。）が本日公布され、一部を除き平成20年4月1日から施行することと

されたところであるが、この省令の趣旨及び内容は下記のとおりであるので、貴都道府県

内の市町村（特別区を含む。）、後期高齢者医療広域連合（以下「広域連合」という。）等

に周知徹底を図られたい。

記

第一　省令の趣旨

　本省令は、高齢者の医療の確保に関する法律（昭和57年法律第80号。以下「法」

という。）及び高齢者の医療の確保に関する法律施行令（平成19年政令第318号。

以下r令」という。）の規定に基づき、並びにこれらの法令を実施するため、必要な規

定を定めるものであること。

第二　省令の内容

第1　医療費適正化計画関係

　　　医療費適正化計画の進捗状況評価（規則第1条及び第2条関係）

　　　　厚生労働大臣及び都道府県が、医療費適正化計画の進捗状況の評価を行うに

　　　当たっては、当該計画に掲げる目標の達成に向けた取組の進捗状況の把握及び

　　　分析を行うこと。

　　2　進捗状況の評価の結果の公表は、その要旨及び内容をインターネットの利用、

　　　印刷物の配布その他の適切な方法により行うこと。

二　医療費適正化計画の実績評価（規則第3条及び第4条関係）

　1　厚生労働大臣及び都道府県が、医療費適正化計画の実績評価を行うに当たっ

　　ては、当該計画に掲げる目標の達成状況並びに当該計画に掲げる施策の実施状

　　況及び当該施策に要した費用に対する効果に係る調査及び分析を行うこと。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
2　都道府県は、医療費適正化計画の実績評価の結果を、当該計画終了年度の翌

年度の12月末日までに厚生労働大臣に報告すること。

3　実績評価の結果の公表は、その要旨及び内容をインターネットの利用、印刷

物の配布その他の適切な方法により行うこと。

三　医療費適正化計画の作成等のための調査及び分析（規則第5条関係）

　1　医療費適正化計画の作成、実施及び評価に資するため、厚生労働大臣は、医

　　療に要する費用並びに診療の件数及び日数に関する地域別、年齢別、疾病別、

　　診療内容別、男女別又は医療機関の種類別の状況に関する情報並びに特定健康

　　診査及び特定保健指導の実施状況に関する情報について、調査及び分析を行い、

　　その結果を公表すること。

　2　厚生労働大臣は、1のほか、医療の提供に関する地域別、病床の種類別及び

　　医療機関の種類別の病床数並びに地域別及び医療機関の種類別の医療機関数の

　　推移の状況に関する情報について、調査及び分析を行い、その結果を公表する

　　こと。

　3　厚生労働大臣から1及び2に関する情報の提供を求められた場合には、保険者

　　及び広域連合は、当該情報を、電子情報処理組織（保険者又は広域連合が使用す

　　る電子計算機と社会保険診療報酬支払基金又は国民健康保険団体連合会（以下r国

　　保連合会」という。）が使用する電子計算機とを電気通信回線で接続した電子情

　　報処理組織）を使用する方法又は当該情報を記録した光ディスクその他の電磁的

　　記録を提出する方法により提出しなければならないこと。

第2 　後期高齢者医療制度関係

　市町村事務関係

　後期高齢者医療の事務のうち、1及び2に掲げる事務を市町村が行う事務とす

ること。

1　被保険者資格に関する事務（規則第6条関係）

（1）

（2）

（3）

（4）

保険料を納付することができない特別の事情に関する届書の提出の受付

資格窪失時又は被保険者証交付時の被保険者資格証明書の返還の受付

再交付後に発見した返還されるべき被保険者証の返還の受付

検認又は更新時の被保険者証の提出の受付及び検認又は更新を受けた被

　保険者証の引渡し

　（5）被保険者資格証明書の再交付の申請書の提出の受付

　（6）再交付後に発見した返還されるべき被保険者資格証明書の返還の受付

　（7）　検認又は更新時の被保険者資格証明書の提出の受付及び検認又は更新を

　　受けた被保険者資格証明書の引渡し

　（8）氏名変更、住所変更又は世帯変更の届書の提出の受付

2　後期高齢者医療給付に関する事務（規則第7条関係）

　（1）療養の給付に係る一部負担金の割合が3割となる者（以下「現役並み所

　　得者」という。）の基準収入額の適用に係る申請書の提出の受付



（2）　一部負担金の減額等に係る申請書の提出の受付及び一部負担金減免等証

　明書の引渡し

（3）　入院時食事療養費に係る差額の支給の申請書の提出の受付

（4）　入院時生活療養費に係る差額の支給の申請書の提出の受付

（5）　療養の給付等に係る事由が第三者の行為によって生じたものであるとき

　の被保険者からの届書の提出の受付

（6）

（7）

（8）

（9）

療養費の支給に係る申請書の提出の受付

特別療養費の支給に係る申請書の提出の受付

移送費の支給に係る申請書の提出の受付

著しく長期にわたり継続して高額な治療を要する疾病（以下「特定疾病」

という。）の認定に係る申請書の提出の受付及び特定疾病療養受療証の引渡し
（10）

（11）

（12）

（13）

資格喪失時等の特定疾病療養受療証の返還の受付

特定疾病療養受療証の再交付の申請書の提出の受付

再交付後に発見した返還されるべき特定疾病療養受療証の返還の受付

検認又は更新時の特定疾病療養受療証の提出の受付及び検認又は更新を

　受けた特定疾病療養受療証の引渡し

（14）　低所得者の一部負担金等に係る限度額の適用並びに食事療養標準負担額

　及び生活療養標準負担額の減額の認定に係る申請書の提出の受付及び限度額

　適用・標準負担額減額認定証の引渡し

（15）　資格喪失時等の限度額適用・標準負担額減額認定証の返還の受付

（16）　限度額適用・標準負担額減額認定証の再交付の申請書の提出の受付

（17）　再交付後に発見した返還されるべき限度額適用・標準負担額減額認定証

　の返還の受付

（18）　検認又は更新時の限度額適用・標準負担額減額認定証の提出の受付及び

検認又は更新を受けた限度額適用・標準負担額減額認定証の引渡し

（19）　高額療養費の支給に係る申請書の提出の受付

（20）　後期高齢者医療給付の一時差止めとならない特別の事情に関する届書の

提出の受付

（21）　一時差止に係る後期高齢者医療給付額からの滞納保険料額の控除に関す

　る通知書の引渡し

（22）　後期高齢者医療給付に関する処分の通知書の引渡し

二　被保険者資格関係

　1　障害認定の申請（規則第8条関係）

　　（1）　65歳以上75歳未満の者のうち、一定の障害の状態にある旨の広域連

　　　合の認定を受けようとする者は、障害の状態を明らかにすることができる国

　　　民年金の年金証書等を添付して申請書を提出すること。

　　（2）　当該申請をした者は、いつでも、将来に向かってその申請を撤回するこ

　　　とができること。

　2　後期高齢者医療の被保険者の適用除外となる者（規則第9条関係）



　　後期高齢者医療の被保険者の適用除外となる者を、生活保護法（昭和25年

　法律第144号）による保護を受けている世帯に属する者のほか、次の者とす

　ること。

　（1）　日本の国籍を有しない者であって、次のアからウまでのいずれかに該当

　　　するもの

　　ア　出入国管理及び難民認定法（昭和26年政令第319号）に定める在留資

　　　格を有しないもの

　　イ　1年未満の在留期間を決定されたもの

　　ウ　外国人登録法で定められた登録を受けていないもの

　（2）　健康保険法施行規則等の一部を改正する等の省令（平成14年厚生労働

　　省令第117号）第3条の規定による改正前の国民健康保険法施行規則（昭

　　和33年厚生省令第53号）第1条第1号に該当する者
　（3）その他特別の事由がある者であって条例で定めるもの

3　資格取得の届出等く規則第10条及び第11条関係）

　　75歳に達したこと等により被保険者の資格を取得した際の届出の期限を1－

　4日以内とすること。

4　住所地特例に関する届出（規則第12条関係）

　　被保険者が、住所地特例に該当することとなった際又は該当しないこととな

　つた際における、当該被保険者に対し医療を行う広域連合に対する届出の期喰

　を14日以内とすること。

’5　保険料を滞納した際に被保険者証の返還を求める対象とならない医療に関す

　る給付（規則第13条関係）

　　保険料を滞納した際に、広域連合が被保険者証の返還を求める対象とならな

　い被保険者は、児童福祉法（昭和22年法律第164号）及び予防接種法（昭

　和23年法律第68号）等の規定による公費負担医療を受けることができる被
保険者とすること。

6　被保険者証の返還を求めるまでの保険料滞納期間（規則第14条関係）

　　広域連合が保険料を滞納している被保険者に対し、被保険者証の返還を求める

　までの期間は、1年間とすること。　　　　　　　　　　　　　　　　’

7　被保険者証の返還（規則第15条関係）

　　広域連合は、保険料を滞納している被保険者に対し被保険者証の返還を求め

　るに当たっては、あらかじめ被保険者証の返還先及び返還期限等を書面により

通知しなければならないこと。

8　保険料を納付することができない特別の事情に関する届出（規則第16条関
係）

　保険料を滞納している被保険者（被保険者資格証明書の交付を受けている被

保険者を含む。）は、広域連合から求めがあった場合において、保険料を納付す

ることができない特別の事情があるときは、直ちに、当該理由等を記載した届

書を広域連合に提出しなければならないこと。

9　被保険者証及び被保険者資格証明書の交付（規則第17条関係）



　（1）　広域連合は1被保険者に対して、有効期限を定めて被保険者証を交付し

　　なければならないこと。

　（2）　広域連合は、保険料を滞納したことにより被保険者証を返還した被保険

　　者に対し、被保険者資格証明書を交付しなければならないこと。

10　被保険者資格証明書の返還（規則第18条関係）

　　被保険者資格証明書の交付を受けた被保険者は、資格を喪失したとき又は被

　保険者証の交付を受けたときは、速やかに、被保険者資格証明書を返還しなけ

　永し1まならないこと。

11被保険者証の再交付及び返還（規則第19条関係）

　　被保険者証の交付を受けている者は、被保険者証を破り、汚し、又は失った

　場合は、直ちに、再交付を申請しなければならないこと。また、失った被保険

　者証を発見したときは、直ちに、発見した被保険者証を広域連合に返還しなけ

　ればならないこと。

12　被保険者証の検認又は更新（規則第20条関係）

　（1）　広域連合は、期日を定め、被保険者証の検認又は更新をすることができ

　　ること。

　（2）　広域連合は、保険料を滞納している被保険者について検認又は更新の期

　　日を定めるにあたっては、通例定める期日より短い期日を定めることができ

　　ること。

　（3）　被保険者は、（1）の検認又は更新のため、被保険者証の提出を求められ

　　たときは、遅滞なく、これを広域連合に提出しなければならないこと。

　（4）　広域連合は（3）の規定により被保険者証の提出を受けたときは、遅滞な

　　く、これを検認し、又は更新して、被保険者に交付しなければならないこと。

　（5）　広域連合が（1）により検認又は更新を行った場合において、その検認又

　　は更新を受けない被保険者証は無効とすること。

13　被保険者資格証明書についての準用（規則第21条関係）

　　11及び12の規定は、被保険者資格証明書について準用すること。

　　次の（1）から（4）までの事項に該当した際の届出の期限を14日以内とする

　こと。

　（1）　被保険者の氏名変更

14　各種変更及び資格喪失の届出（規則第22条～第24条、第26条関係）

（2）

（3）

（4）

住所変更

世帯変更

広域連合外への転出、適用除外該当等による資格喪失

　　障害認定を受けた被保険者が障害の状態に該当しなくなったときは、速やか

　に届け出なければならないこと。

　　届書には、届出人の氏名、住所及び届出年月日を記載しなければならないこ

　と。

15　障害状態不該当の届出（規則第25条関係）

16　届書の記載事項等（規則第27条関係）



17　届出の省略（規則第28条関係）

　　広域連合は、届け出られるべき事項を公簿等によって確認することができる

　ときは、当該届出を省略させることができること。

三　後期高齢者医療給付関係

　1　第三者求償事務の委託先とすることができる国保連合会の要件（規則第29条

　　関係）

　　　広域連合が第三者求償により取得した請求権に係る損害賠償金の徴収又は収

　　納の事務を委託することのできる国保連合会は、当該事務に関し専門的知識を

　　有する職員を配置している国保連合会とすること。

　2　処方せんの提出（規則第30条関係）

　　　被保険者は、薬剤の支給を受けようとするときは、保険医の交付した処方せ

　　んを保険薬局に提出しなければならないこと。

　3　現役並み所得者の判定に用いる収入の額等（規則第31条及び第32条関係）

　　（1）　現役並み所得者の判定に用いる収入の額は、前年（療養の給付を受ける

　　　日の属する月が1月から7月までの場合にあっては、前々年）における所得

　　　税法（昭和40年法律第33号）に規定する各種所得（退職所得の金額を除

　　　く。）の金額の計算上収入金額とすべき金額及び総収入金額に算入すべき金額

　　　を合算した額とすること。

　　（2）　現役並み所得者の判定に際し、収入の額を申請する際の申請書の記載事

　　　項を定めること。

　4　一部負担金の減額等を行うことのできる特別の事情等（規則第33条関係）

　　（1）　広域連合が、一部負担金の減額等を行うことができる特別の事情は、被

　　　保険者が震災、風水害、火災その他これらに類する災害により住宅、家財そ

　　　の他の財産について著しい損害を受けたこと、被保険者の属する世帯の世帯

　　　主が死亡し、若しくは心身に重大な障害を受け、又は長期間入院したことそ

　　　の他これらに類する事由があることにより一部負担金を支払うことが困難と

　　　認められることとすること。

　　（2）　一部負担金の減額等を受ける際の申請、一部負担金減免等証明書の交付

　　　及び保険医療機関等への当該証明書の提示等を定めること。

　5　入院時食事療養費関係（規則第34条～第38条関係）

　　（1）　被保険者に支給す尺き入院時食事療養費は、療養を行った保険医療機関

　　　に対して支払うこと。

　　（2）　食事療養標準負担額の減額の対象者を定めること。

　　（3），限度額適用・標準負担額減額認定証の交付を受けた被保険者は、入院時

　　　食事療養費に係る療養を受ける際には、保険医療機関に当該認定証を提示し

　　　なければ1ならなし・こと。

　　（4）　入院時食事療養費に係る療養を受ける際に、限度額適用・標準負担額減

　　　額認定証を提出しないことにより減額しない食事療養標準負担額を支払った

　　　場合であって、当該証を提出しないことがやむを得ないものと認められると



　　きは、申請により、減額されるべき額との差額が支給されることとすること。

　（5）　保険医療機関の発行する領収書は、食事療養標準負担額とその他の費用

　　の額とを区分して記載しなければならないこと。

6　入院時生活療養費関係（規則第39条～第43条関係）

　　5の入院時食事療養費関係と同様の規定を設けること。

7　保険外併用療養費関係（規則第44条及び第45条関係）

　（1）被保険者に支給すべき保険外併用療養費は、療養を行った保険医療機関

　　等に対して支払うこと。

　（2）　保険医療機関等の発行する領収書は、保険外併用療養費に係る療養にっ

　　き被保険者が負担した額（食事療養、生活療養及びその他の療養に区分して

　　記載）とその他の費用の額とを区分して記載しなければならないこと。

8　第三者の行為による被害の届出（規則第46条関係）

　　療養の給付等に係る事由が第三者の行為によって生じたものであるときの広

　域連合への届書の記載事項等の手続について定めること。

9　療養費関係（規則第47条関係）

　療養費の支給を申請する際の申請書の記載事項等を定めること。

10訪問看護療養費関係（規則第48条～第53条関係）

　（1）　訪問看護療養費が支給される訪問看護を受ける被保険者について、その

　　治療の必要の程度に係る基準は、病状が安定し、又はこれに準ずる状態にあ

　　り、かつ、居宅において看護師等の者が行う療養上の世話及び必要な診療の

　　補助を要することとすること。

　（2）　（1）の訪問看護を行う者は、看護師のほか、保健師、准看護師、理学療

　　法士、作業療法士及び言語聴覚士とすること。

　（3）　訪問看護療養費が支給されるのは、被保険者が寝たきりの状態等にある

　　と認められる場合とすること。

　（4）　被保険者に支給すべき訪問看護療養費は、指定訪問看護を行った指定訪

　　問看護事業者に対して支払うこと。

　（5）　指定訪問看護事業者の発行する領収書は、基本利用料及びその他の利用

　　料について、個別の費用ごとに区分して記載しなければならないこと。

　（6）　8の規定は、訪問看護療養費について準用すること。

11特別療養費関係（規則第54条～第56条関係）

　（1）　特別療養費の支給を申請する際の申請書の記載事項等の手続を定めるこ

　　と。

　（2）特別療養費に係る療養を取り扱った際に保険医療機関等又は指定訪問看

　　護事業者が広域連合に対して行う届出及び届書ゐ記載事項等の手続を定める

　　こと。

　（3）　7の（2）及び10の（5）の規定は、保険医療機関等及び指定訪問看護事業

　　者が発行する特別療養費に係る領収書について準用すること。

12　移送費関係（規則第58条～第60条関係）

　（1）　移送費の額は、最も経済的な通常の経路及び方法により移送された場合



　　の費用により算定した金額とすることとし、現に当該移送に要した費用の額

　　を超えることができないこと。

　（2）　移送費の支給が必要と認める場合として、移送により法に基づく適切な

　　療養を受けたこと等とすること。

　（3）移送費の支給を申請する際の申請書の記載事項等の手続を定めること。

13　高額療養費関係（規則第61条～第71条関係）

　（1）　令第14条第1項第2号の特定給付対象療養のうち、厚生労働省令で定

　　める医療に関する給付を、障害者自立支援法（平成17年法律第123号）

　　等の規定による給付とすること。

　（2）　特定疾病の認定を申請する際の申請書の記載事項等の手続及び特定疾病

　　療養受療証の交付、保険医療機関等への提出等を定めること。

　（3）　現役並み所得者に係る高額療養費算定基準額における定率部分の算定対

　　象となる費用の額を定めること。

　（4）　令第15条第1項第3号又は第4号の適用の対象となる要保護者を、療

　　養のあった月に生活保護法の要保護者であり、かっ、標準負担額の減額が適

　　用された場合に、生活保護法の保護を要しない状態となる者とすること。

　（5）　限度額適用・標準負担額減額の認定の申請をする際の申請書の記載事項

　　等の手続及び限度額適用・標準負担額減額認定証の交付、保険医療機関等へ

　　の提出等を定めること。

　（6）　令第16条第3項の高額療養費の現物給付が行われる公費負担医療を、

　　障害者自立支援法等の規定による給付とすること。

　（7）　旧総合病院は、診療科ごとに別個の保険医療機関等とみなすこと。

　（8）　高額療養費の支給を申請する際の申請書の記載事項等の手続を定めるこ

　　と。

14　後期高齢者医療給付を制限するまでの期間（規則第72条関係）

　　後期高齢者医療給付の一時差止を行うまでの保険料滞納期間は、1年6月間

　とすること。

15　特別の事情に関する届出（規則第73条関係）

　　保険料滞納期間が1年6月を超過したときであっ七も、後期高齢者医療給付

　の一時差止とならない特別の事情があるときの届書の記載事項を定めること。

16　後期高齢者医療給付の支払の差止（規則第74条関係）

　　広域連合が一時差し止める後期高齢者医療の給付の額は、滞納額に比し、著

　しく高額とならないようにすること。

17　後期高齢者医療給付額からの滞納保険料額の控除（規則第75条関係）

　　一時差止に係る後期高齢者医療給付の額から保険料の滞納額を控除する際に

　は、あらかじめ広域連合から当該被保険者に対し、その旨を通知しなければな

　らないこと。

18　口頭による申請等（規則第76条関係）

　　被保険者が後期高齢者医療給付を受ける際の申請等については、口頭による

　陳述を職員が聴取する方法で行うことができること。



19　申請書又は届書の記載事項（規則第77条関係）

　　申請書又は届書には、申請人又は届出人の氏名、住所及び申請又は届出の年

　月日を記載しなければならないこと。

20　添付書類等の省略（規則第78条関係）

　　申請又は届出の際に必要となる書類が、公簿等によって確認できる場合には、

　その書類の添付等を省略することができること。

21診療報酬請求書の審査等（規則第79条及び第80条関係）

　（1）　診療報酬請求書の審査は、提出を受けた日の属する月の末日までに行う

　　こと。

　（2）審査に苦情がある者は、再度の考案を求めることができること。

22　診療報酬の支払（規則第81条関係）

　　広域連合は、・審査が終わった日の属する月の翌月末までに、保険医療機関等

　に対し、診療報酬を支払うものとすること。

23後期高齢者医療給付に関する処分の通知（規則第82条関係）

　　広域連合は、後期高齢者医療給付に関する処分を行ったときは、速やかに、文

　書でその内容を通知すること。また、不利益通知を行うときは、その理由を付記

　しなければならないこと。

四　保険料関係

　1　保険料の算定方法等を次の（1）から（8）までのとおりとすること。（規則第8

　　3条～第90条関係）

　　（1）　基礎控除後の総所得金額等の補正は、補正前の総所得金額等により算定さ

　　　れた保険料の賦課額が、賦課限度額令第18条第1項第6号の額をいう。以下

　　　同じ。）を上回る被保険者について、当該賦課額が賦課限度額となるように基

　　　礎控除後の総所得金額を減額して行うこと。

　　（2）　特定期間における各年度の特定地域被保険者に対して課される所得割額の

　　　合計額の合計額の見込額を算定するに当たっては、当該特定地域被保険者に課

　　　されると見込まれる所得割額の合計額等を勘案すること。

　　（3）　特定期間における各年度の基礎控除後の総所得金額等の合計額の合計額の

　　　見込額を算定するに当たっては、過去の各年度における基礎控除後の総所得金

　　　額等の合計額等を勘案すること。

　　（4）　令第18条第1項第4号の特定期間における各年度の特定地域被保険者に

　　　対して課される被保険者均等割額の合計額の合計額の見込額を算定するに当た

　　　っては、当該特定地域被保険者に対して課されると見込まれる被保険者均等割

　　額の合計額等を勘案すること。また、特定期間における各年度の被保険者の合

　　　計数の合計数の見込数を算定するに当たっては、過去の各年度における被保険

　　者の数等を勘案すること。

　　（5）特定所得割率は、当該特定地域における過去の療養の給付等に要する費用

　　　の額等を勘案して定めた率とすること。

　　（6）令第18条第2項第4号の被保険者均等割額は、当該特定地域における過



　　去の療養の給付等に要する費用の額等を勘案して定めた額とすること。

　（7）予定保険料収納率の算定に当たっては、特別徴収の方法により徴収する保

　　険料はすべて徴収されるものとし、普通徴収の方法により徴収する保険料は過

　　去の普通徴収に係る収納率り実績等を勘案して見込むこと。

　（8）所得係数の見込値の算定に当たっては、過去の各年度における所得係数の

　　値等を勘案すること。

2　保険料の特別徴収に係る通知等を次の（1）から（19）までのとおりとすること。

　（規則第91条～第112条関係）

　（1）年金保険者から市町村へ年金受給者（老齢等年金給付を受ける者をいう。

　　以下同じ。）の氏名、住所等の事項を通知する期日を、4月、6月、8月、1

　　0月、12月又は2月の通知ごとにそれぞれ当該年度の初日の属する年の5月

　　311日、8月10日、10月10日、12月10日、翌年2月10日又は翌年
　　4月10日とすること。

（2）　6月、8月、10月、12月及び2月の通知の対象となる年金受給者の年金額

　が18万円以上かを判定する際に算定する老齢等年金給付の額の見込額を、特別徴

　収の対象となる老齢等年金給付の12か月相当額とすること。

（3）年金保険者が市町村へ通知する事項を、氏名及び住所のほか、性別及び生

　年月日並びに老齢等年金給付の種類、当該老齢等年金給付の額及び年金保険者

　の名称とすること。

（4）年金保険者から市町村への通知の対象とならない特別な事情を、年金を担

　保に供していること又は年金の支給停止等の事由とすること。

（5）　当該年度の保険料の一部を特別徴収の方法によって徴収する場合は、仮徴

　収が行われていない場合又は特別徴収と普通徴収を併用する場合等とするこ
　　と。

（6）年金保険者から市町村へ通知された年金受給者のうち、令第23条第1号

　の特別徴収の対象とならない被保険者を、当該通知に係る最初の老齢等年金給

　付の支払期ごとに徴収されると見込まれる後期高齢者医療の保険料額と同一の

　老齢等年金給付の支払期に徴収されると見込まれる介護保険の保険料額の合計

　額が、当該通知に係る老齢等年金給付の額を6で除して得た額を2で除して得

　た額を超える被保険者とすること。

（7）市町村が特別徴収義務者へ通知する特別徴収対象被保険者に係る事項を、

　保険料を特別徴収の方法によって徴収する旨及び支払回数割保険料額のほか、

　氏名、性別、生年月日及び住所並びに特別徴収対象年金給付の種類、当該特別

　徴収対象年金給付の額及び特別徴収義務者の名称とすること。

（8）支払回数割保険料額について、100円未満の端数がある場合又は当該額

　の全額が100円未満である場合は、10月1日以降最初に支払われる特別徴

　収対象年金給付に係る支払回数割保険料額に合算すること。

（9）　6月、8月、10月、12月又は2月の通知が行われた年金受給者につい

　て、翌年度の4月、6月又は8月に支給される老齢等年金給付から保険料の特

　別徴収が開始される場合の支払回数割保険料額の見込額の総額を、それぞれ、



　前年度保険料を6ヶ月分に相当する額、前年度保険料の4ヶ月分に相当する額

　又は前罪度保険料の2ヶ月分に相当する額とすること。

（10）　特別徴収義務者が特別徴収の方法によって徴収した保険料を納入するに当たっ

　ては、市町村があらかじめ指定した銀行その他の金融機関に払い込むこと。

（11）　特別徴収義務者が特別徴収対象保険料額の納入の義務を負わなくなる事由

　は、年金の支給停止等により年金給付の支払額が後期高齢者医療と介護保険の

　支払回数割保険料額の合算額未満となった場合とすること。

（12）　特別徴収義務者が特別徴収対象保険料額の納入の義務を負わなくなった場

　合は、特別徴収義務者から市町村への通知を、速やかに行うこと。

（13）　特別徴収義務者が特別徴収の方法によって保険料を徴収する場合は、特別

　徴収対象被保険者に対する支払回数割保険料額の通知を、10月、12月、2

　月、4月、6月又は8月の特別徴収を開始する月ごとに、それぞれ、当該月の

　老齢等年金給付を支払う日までに行うこと。

（14）　市町村が特別徴収義務者及び特別徴収対象被保険者に対して通知を行う場合と

　して、当該特別徴収対象被保険者が当該市町村の区域内に住所を有しなくなったと

　き、当該特別徴収対象被保険者に係る当該年度分の保険料額が減額されたとき又は

当該特別徴収対象被保険者に係る当該年度分の保険料額が増額された場合であっ

て、市町村が特別徴収対象保険料額から既に特別徴収の方法により徴収された額を

控除した額の全部について普通徴収の方法により徴収することが適当と認めたとき

等とすること。また、当該通知に係る通知事項は、特別徴収対象被保険者の氏名、

性別、生年月日及び住所、特別徴収を行わないこととする旨及びその理由並びに特

別徴収対象年金給付の種類及び特別徴収義務者の名称とすること。

（15）　被保険者の死亡により生じた過誤納保険料を還付する場合に、当該被保険

　者が死亡した日の属する月の翌々月以降に特別徴収の方法により徴収され、市

　町村に納入された支払回数割保険料額等がある場合は、当該額を控除すること。

（16）　市町村は、保険料の特別徴収によって生じた過誤納保険料を、当該被保険

　者の未納に係る保険料その他法の規定による徴収金（以下「未納保険料等」と

　いう。）に充当するときは、あらかじめ被保険者に対して当該充当を行う旨、

　当該充当を行う未納保険料等の額及び当該充当を行った後の過誤納保険料額並

びにその他必要と認める事項を通知すること。

（17）　4月並びに6月及び8月に徴収する支払回数割保険料額に相当する額は、

前年度の最後に徴収された支払回数割保険料額とすること。ただし、市町村は，

　当該6月及び8月に徴収する支払回数割保険料額に相当する額によることが適

　当でないと認められる特別の事情があるときは、当該額に代えて、所得の状況

　その他の事情を勘案して市町村が定める額（以下「8月の変更仮徴収額」とい

　う。）とすることができること。この場合において、市町村は特別徴収義務者

　に対して、特別徴収対象被保険者の氏名、性別、生年月日及び住所、仮徴収に

係る額を変更する旨及び8月の変更仮徴収額並びに特別徴収対象年金給付の種

類及び特別徴収義務者の名称を、6月20日までに通知すること。

（18）　市町村は、支払回数割保険料額の見込額について、6月の徴収額を当該支



　払回数割保険料額の見込額とすることが適当でないと認められる特別の事情が

　あるときは、当該支払回数割保険料額の見込額に代えて、所得の状況その他の

　事情を勘案して市町村が定める額（以下r6月に変更する支払回数割保険料額

　の見込額」という。）とすることができること。この場合において、市町村は

　特別徴収義務者に対して、特別徴収対象被保険者の氏名、性別、生年月日及び

　住所、’仮徴収に係る額を変更する旨及び6月に変更する支払回数割保険料額の

　見込額並びに特別徴収対象年金給付の種類及び特別徴収義務者の名称を、4月

　20日までに通知すること。

（19）　市町村は、支払回数割保険料額の見込額について、8月の徴収額を当該支

払回数割保険料額の見込額とすることが適当でないと認められる特別の事情が

　あるときは、当該支払回数割保険料額の見込額に代えて、所得の状況その他の

事情を勘案して市町村が定める額（以下r8月に変更する支払回数割保険料額

の見込額」という。）とすることができること。この場合において、市町村は

特別徴収義務者に対して、特別徴収対象被保険者の氏名、性別、生年月日及び

住所、仮徴収に係る額を変更する旨及び8月に変更する支払回数割保険料額の

見込額並びに特別徴収対象年金給付の種類及び特別徴収義務者の名称を、8月

　20日までに通知すること。

五　その他

　1　後期高齢者医療診療報酬審査委員会（規則第113条関係）

　　　後期高齢者医療診療報酬審査委員会について、委員の任期、定足数等に関し、

　　国民健康保険法施行規則第5章の国民健康保険診療報酬審査委員会の規定を準

　　用すること。

2　後期高齢者医療診療報酬特別審査委員会（規則第114条関係）

　（1）　法第70条第5項に規定する指定法人（以下r指定法人」という。）は、

　　同項の規定により厚生労働大臣の定める診療報酬請求書の審査を行うため、

　　後期高齢者医療診療報酬審査特別委員会（以下r特別審査委員会」という。）一

　　を置かなければならないこと。

　（2）　（1）にかかわらず、国民健康保険法施行規則第42条の2に規定する特

　　別審査委員会を置く指定法人は、当該特別審査委員会において後期高齢者医

　療に係る診療報酬請求書の審査を行うこと。

第3　国民健康保険団体連合会の高齢者医療制度関係業務関係

　　国保連合会の議決権の特例（規則第115条関係）

　　　国保連合会は、法第155条の高齢者医療制度関係業務に関する議決権を有す

　　る者について、総会又は代議員会の議員のうち国民健康保険組合を代表する者を

　　除くことができること。

第4　その他



　被扶養者であった者の通知（規則第116条関係）

1　被用者保険の保険者は、広域連合に対し、後期高齢者医療の被保険者の資格

　を取得した日の前日において当該保険者に属する被保険者の被扶養者であった

者について、その氏名、性別、生年月日及び被扶養者でなくなった日を通知す

　ること。

2　被用者保険の保険者の広域連合に対する通知は、社会保険診療報酬支払基金

を経由して行うこと。

二　事業状況の報告（規則第117条関係）

　　広域連合等が行う報告は、毎月の事業状況を記載した報告書を翌月20日まで

　に提出することにより行うこと。

三　様式（規則第17条、第62条、第67条及び第118条関係）
　　被保険者証、被保険者資格証明書、特定疾病療養受療証、限度額適用・標準負

　担額減額認定証及び職員が報告徴収等の際に携帯すべき身分を示す証明書の様式

　を定めること。

四　地方厚生局長等に委任する厚生労働大臣の権限（規則第119条関係）

　　次の1及び2の権限を地方厚生局長等に委任すること。ただし厚生労働大臣が当

該権限を自ら行うことを妨げないこと。

　1　都道府県に対し、都道府県医療費適正化計画の作成の手法その他都道府県医

　　療費適正化計画の作成上重要な技術的事項について必要な助言をする権限。

　2　広域連合又は市町村に対し、法を施行するために必要があると認めるときは、

　　その事業及び財産の状況に関する報告を徴し、又は当該職員にその状況を検査

　　させる権限。・

第5　経過措置

　一　老人保健法施行規則を廃止すること。 （規則附則第2条関係）

二　広域連合が、平成20年度及び平成21年度の保険料の算定に係る1から6ま

　での額等を算定するに当たっては、それぞれ1から6までに掲げる額等とするこ

　と。（規則附則第3条～第8条）

　1　特定期間における各年度の基礎控除後の総所得金額等の合計額の合計額の見

　　込額　当該広域連合に加入している市町村における過去の老人医療受給対象者

　　に係る基礎控除後の総所得金額等の合計額等を勘案して算定した額

　2　特定期間における各年度の被保険者数の合計数の合計数の見込数　当該広域

　　連合に加入している市町村における過去の老人医療受給対象者の数等を勘案し

　　て算定した数

　3　特定期間に係る特定地域所得割率　当該特定地域における過去の老入医療費

　　等を勘案して定めた率　　　　　　　　　　　　　　　　■



4　特定期間に係る令第18条第2項第4号に規定する被保険者均等割額　当該

　特定地域における過去の老人医療費等を勘案して定めた額

5　特定期間に係る予定保険料収納率　特別徴収の方法により徴収する保険料は

すべて徴収されるものとし、普通徴収の方法により徴収する保険料は75歳以

上の者が世帯主である世帯の国民健康保険料又は国民健康保険税に係る収納率

　の実績等を勘案して算定した率

6　特定期間に係る所得係数の見込値　広域連合に加入している市町村における

過去の老人医療受給対象者に係る基礎控除後の総所得金額等により算定した値

三　保険料の特別徴収の開始の際の特例に係る通知等を1から11までのとおりとす

　ることq（規則附則第9条～第21条関係）

　1　年金保険者から市町村に対する通知は、平成19年12月10日とすること。

　2　年金保険者から市町村に対する通知事項は、規則第93条の規定を準用する

　　こと。

　3　当該通知に係る年金受給者の老齢等年金給付の額が18万円以上かを判定す

　　る際に算定する老齢等年金給付の額の見込額を、12ヶ月相当額とすること。

　4　年金保険者から市町村への通知の対象とならない特別な事情は、規則第94

　　条の規定を準用すること。

　5　年金保険者から市町村へ通知された年金受給者のうち、令附則第12条第4

　　項第1号の特別徴収の対象とならない被保険者を、当該通知に係る平成20年

　　4月1日以降最初の老齢等年金給付に係る後期高齢者医療の支払回数割保険料

　　額の見込額と同一の老齢等年金給付の支払期に徴収されると見込まれる介護保

　　険の保険料額の合計額が、当該通知に係る老齢等年金給付の額を6で除して得

　　た額を2で除して得た額を超える被保険者とすること。

　6　支払回数割保険料額の見込額は、平成20年度の保険料額の見込額の2分の

　　1に相当する額を3で除して得た額とすること。

　7　市町村が特別徴収義務者へ通知する事項等は、規則第99条、第102条か

　　ら第104条まで及び第107条から第109条までの規定を準用すること。

　8　特別徴収義務者の特別徴収対象被保険者に対する通知は、平成20年4月1

　　日以降最初に特別徴収対象年金給付を支払う目までに行うこと。

　9　市町村が特別徴収義務者及び特別徴収対象被保険者に対して通知を行う場合

　　として、市町村が特別徴収の方法により保険料を徴収することが適当でないと

　認めた場合とすること。

10　市町村は、支払回数割保険料額の見込額について、6月の徴収額を当該支払回

　数割保険料額の見込額とすることが適当でないと認められる特別の事情がある

　　ときは、当該支払回数割保険料額の見込額に代えて、所得の状況その他の事情

　　を勘案して市町村が定める額（以下「平成20年6月に変更する支払回数割保

　　険料額の見込額」という。）とすることができること。この場合において、市町

　村は特別徴収義務者に対して、特別徴収対象被保険者の氏名、性別、生年月日

　及び住所、仮徴収に係る額を変更する旨及び平成20年6月に変更する支払回



　数割保険料額の見込額並びに特別徴収対象年金給付の種類及び特別徴収義務者

　の名称を、4月20日までに通知すること。

11　市町村は、支払回数割保険料額の見込額について、8月の徴収額を当該支払回

　数割保険料額の見込額とすることが適当でないと認められる特別の事情があると
　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　きは、当該支払回数割保険料額の見込額に代えて、所得の状況その他の事情を勘

　案して市町村が定める額（以下r平成20年8月に変更する支払回数割保険料額

　の見込額」という。）とすることができること。この場合において、市町村は特

　別徴収義務者に対して、特別徴収対象被保険者の氏名、性別、生年月日及び住所、

　仮徴収に係る額を変更する旨及び平成20年8月に変更する支払回数割保険料額

　の見込額並びに特別徴収対象年金給付の種類及び特別徴収義務者の名称を、6月

　20日までに通知すること．

四　特定市町村区域内被保険者に係る保険料の算定方法等を次の1から3までのとお

　りとすること。（規則附則第22条～第24条関係）

　1　特定市町村所得割率は、給付費比率及び経過的調整率を勘案して広域連合が定

　　める率とすること。

　2　給付費比率は、（1）の額を（2）の額で除して得た率とすること。

　　（1）　特定市町村にっき平成15年度から平成17年度までにおける老人医療費

　　　を老人医療受給対象者の数で除して得た額

　　（2）　広域連合につき平成15年度から平成17年度までにおける老人医療費を

　　　老人医療受給対象者の数で除して得た額

　3　令附則第13条第6号の被保険者均等割額は、給付費比率及び経過的調整率を

　　勘案して広域連合が定める額とすること。

五　平成20年度において、当該年度の保険料の一部を特別徴収の方法によって徴収

　する場合は、平成20年度の仮徴収が行われていない場合、特別徴収と普通徴収を

　併用する場合等とすること。（規則附則第25条関係）

‘

第6　施行期日

　　この省令は、平成20年4月1日から施行すること。ただし、第5の三の規定は、

　公布の日から施行するものとすること。（規則附則第1条関係）



第明
＿治

種1一

　五
郵年

便三
　月
物三
脚十
貼＿
百日

○

［＞

○

（2分冊の1）（号外第243号）報官月曜日平成19年10月22日1

㎝■一一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

一一　　　　　　　　　　　一
一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　帰　　　　一

鼈黶@　　　　　　一

一一 ■　　　　　｛一＿■＿
一

｝』
一　　　　　　　　一

一一軸
一
●　一

一
．

艸
一
一　　　　　・

再
一

一　　　　　一

一｝

（号　　外）
独立行政法人国立印刷局

目
㎜
㎜
㎜
次

〔
省

令
〕

O
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施

　
行
規
則
（
厚
生
労
働
一
二
九
）

〔
告

示
〕

○
文
化
財
を
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録
す
る

　
件
（
文
部
科
学
一
二
九
）

O
種
苗
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

　
き
品
種
登
録
し
た
件

　
（
農
林
水
産
一
二
八
五
）

ロ公

告
〕

諸
事
項

官
庁
　
押
収
物
還
付
関
係

裁
判
所

　
破
産
、
再
生
関
係

特
殊
法
人
等

　
平
成
十
八
事
業
年
度
独
立
行
政
法
入
水
資

　
源
機
構
財
務
諸
表
、
独
立
行
政
法
人
都
市

　
再
生
機
構
、
弁
理
士
登
録
、
住
宅
型
式
性

　
能
認
定
関
係

二
六

三二四
〇璽七

八

地
方
公
共
団
体

　
違
法
駐
車
車
両
保
管
、
教
育
職
員
免
許
状

　
失
効
、
行
旅
死
亡
人
関
係

会
社
そ
の
他

会
社
決
算
公
告

一〇〇一六五
一

省

令

O
厚
生
労
働
省
令
第
百
二
十
九
号

　
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
八
十
号
）
及
び
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る

法
律
施
行
令
（
平
成
十
九
年
政
令
策
三
百
十
八
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
並
び
に
こ
れ
ら
の
法
令
を
実
施
す
る
た
め
、

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　
平
成
十
九
年
十
月
二
十
二
日
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
舛
添
　
要
一

　
　
　
高
齢
者
の
医
痴
の
確
保
に
関
す
る
法
御
施
行
規
則

目
次

　
第
一
章
　
医
療
斑
適
正
化
計
画
（
第
一
条
一
第
五
条
）

　
第
二
章
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　
　
第
一
節
　
総
則
「
（
第
六
条
・
第
七
条
）

　
　
第
二
節
　
被
保
険
者
（
第
八
条
－
第
二
十
八
条
）

　
　
第
三
節
　
後
期
高
齢
者
医
療
給
付

　
　
　
第
一
款
　
通
則
（
第
二
十
九
条
）

　
　
　
第
二
款
　
療
養
の
給
付
及
び
入
院
時
食
事
療
養
費
等
の
支
給

　
　
　
　
第
一
目
　
療
養
の
給
付
並
び
に
入
院
時
食
事
療
養
費
、
入
院
時
生
活
療
養
典
、
保
険
外
併
用
療
養
闘
及
び
療

　
　
　
　
　
　
　
　
養
費
の
支
給
（
第
三
十
条
一
第
四
十
七
条
）

　
　
　
　
第
二
目
訪
問
看
艘
療
養
費
の
支
給
（
第
四
十
八
条
一
第
五
十
三
条
）

　
　
　
　
第
三
目
　
特
別
療
養
費
の
支
給
（
第
五
十
四
条
1
第
五
十
七
条
）

　
　
　
　
第
四
目
　
移
送
費
の
支
給
（
第
五
十
八
条
－
第
六
十
条
）

　
　
　
第
三
款
高
額
療
養
費
の
支
給
（
第
六
十
一
条
－
第
七
十
一
条
）

　
　
　
第
四
款
後
期
高
齢
者
医
療
給
付
の
制
限
（
第
七
十
二
条
1
第
七
十
五
条
）

　
　
　
第
五
款
　
雑
則
（
第
七
十
六
条
一
第
八
十
二
条
）

　
　
第
四
節
　
保
険
料
等
（
第
八
十
三
条
一
第
百
十
二
条
）

　
　
第
五
節
，
－
後
期
庇
齢
者
医
療
診
療
報
酬
審
査
委
員
会
（
第
百
十
三
条
）

　
　
第
六
節
　
後
期
高
齢
者
医
療
診
療
報
酬
特
別
審
査
委
員
会
（
第
百
十
四
条
）

　
第
三
章
　
国
民
健
廠
保
険
団
体
連
合
会
の
高
齢
者
医
療
関
係
業
務
（
第
百
十
五
条
）

　
第
四
章
　
雑
則
（
第
百
十
六
条
－
第
百
十
九
条
）

　
附
則

　
　
　
第
一
章
医
療
費
適
正
化
計
画

　
　
（
都
道
府
県
医
療
費
適
正
化
計
画
の
進
捗
状
況
に
閲
す
る
評
価
）

第
一
条
　
都
道
府
県
は
、
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
八
十
号
。
以
下
「
法
」
と

　
い
う
。
）
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
法
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
都
道
府
県
医
療
費
適
正
化
計
画
（
以
下

　
　
「
都
道
府
県
医
療
費
適
正
化
計
画
」
と
い
う
。
）
の
進
捗
状
況
に
関
す
る
評
価
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
計
画
に

　
掲
げ
る
目
標
の
達
成
に
向
け
た
取
組
の
進
捗
状
況
の
把
握
及
ぴ
分
析
を
行
う
も
の
と
す
る
。

2
　
都
道
府
県
は
、
法
第
十
［
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
都
道
府
県
医
療
賞
適
正
化
計
画
の
進
捗
状
況
に
関
す
る
評

　
価
の
結
果
を
公
表
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
要
旨
及
び
内
容
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
、
印
刷
物
の
祀
布
そ
の

　
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

　
　
（
全
国
医
療
費
適
正
化
計
画
の
進
捗
状
況
に
関
す
る
評
価
）

第
二
条
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
法
第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
法
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
全
国
医
療
費
適

　
正
化
計
画
（
以
下
「
全
国
医
療
費
遍
正
化
計
画
」
と
い
う
。
）
の
進
捗
状
況
に
閲
す
る
評
価
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、

　
当
該
計
画
に
掲
げ
る
目
標
の
達
成
に
向
け
た
取
組
の
進
捗
状
況
の
把
握
及
び
分
析
を
行
う
も
の
と
す
る
。

2
　
前
条
第
二
項
の
規
定
は
、
法
第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
行
う
全
国
医
療
費
適
正
化
計

「
　
画
の
進
捗
状
況
に
関
す
る
評
価
の
結
果
の
公
表
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
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（
都
道
府
県
医
療
費
適
正
化
計
画
の
実
績
に
関
す
る
評
価
）

第
三
条
　
都
道
府
県
は
、
法
第
十
二
条
第
｝
項
の
規
定
に
基
づ
き
都
道
府
県
医
療
費
適
正
化
計
画
の
実
績
に
関
す
る
評

　
価
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
計
画
に
掲
げ
る
目
標
の
達
成
状
況
並
び
に
当
該
計
画
に
掲
げ
る
施
策
の
実
施
状
況

　
及
び
当
該
施
策
に
要
し
た
費
用
に
対
す
る
効
果
に
係
る
調
査
及
び
分
析
を
行
う
も
の
と
す
る
。

2
　
都
道
府
県
は
、
法
第
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
都
道
府
県
医
療
費
適
正
化
計
画
の
実
績
に
関
す
る
評
価
の

　
結
果
を
、
当
該
計
画
の
終
了
す
る
年
度
の
翌
年
度
の
十
二
月
末
日
ま
で
に
厚
生
労
働
大
臣
に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

3
第
一
条
第
二
項
の
規
定
は
、
法
第
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
都
道
府
県
が
行
う
都
道
府
県
医
療
費
適
正
化

　
計
画
の
実
績
に
関
す
る
評
価
の
結
果
の
公
表
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

　
　
（
全
国
医
療
費
適
正
化
計
画
の
実
績
に
関
す
る
評
価
）

第
四
条
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
法
第
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
全
国
医
療
費
適
正
化
計
画
の
実
績
に
関
す
る
評
・

　
価
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
計
画
に
掲
げ
る
目
標
の
達
成
状
況
並
び
に
当
該
計
画
に
掲
げ
る
施
策
の
実
施
状
況

　
及
び
当
該
施
策
に
要
し
た
費
用
に
対
す
る
効
果
に
係
る
調
査
及
び
分
析
を
行
う
も
の
と
す
る
。

2
　
厚
生
甥
働
大
臣
は
、
法
第
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
各
部
道
府
県
に
お
け
る
都
道
府
県
医
療
費
適
正
化
計

　
画
の
実
績
に
関
す
る
評
価
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
計
画
の
達
成
状
況
及
び
当
該
計
画
に
掲
げ
る
施
策
の
実
施

　
状
況
に
係
る
分
析
を
行
う
も
の
と
す
る
。

3
　
第
」
条
第
二
項
の
規
定
は
、
法
第
十
二
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
行
う
全
国
医
療
費
適
正
化

　
計
画
及
び
各
都
道
府
県
に
お
け
る
都
道
府
県
医
療
費
適
正
化
計
画
の
実
績
に
関
す
る
評
価
の
結
果
の
公
表
に
つ
い
て

　
準
用
す
る
。

　
　
（
医
療
費
適
正
化
計
画
の
作
成
等
の
た
め
の
調
査
及
び
分
析
）

第
五
条
　
法
第
十
六
条
第
一
項
第
一
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
医
療
に
要
す
る
費
用
並
び
に
診
療
の
件

　
数
及
び
日
数
に
関
す
る
地
域
別
、
年
齢
別
、
疾
病
別
、
診
療
内
容
別
、
男
女
別
及
び
医
療
機
関
の
種
類
別
の
状
況
に

　
関
す
る
情
報
並
び
に
法
第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
健
康
診
査
及
び
同
項
に
規
定
す
る
特
定
保
健
指
導
の
実
■

　
施
状
況
に
関
す
る
情
報
と
す
る
。

2
　
法
第
十
六
条
第
一
項
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
医
療
の
提
供
に
関
す
る
地
域
別
・
病
床
の
種

　
類
別
及
び
医
療
機
関
の
種
類
別
の
病
床
数
並
び
に
地
域
別
及
び
医
療
機
関
の
種
類
別
の
医
療
機
関
数
の
推
移
の
状
況

　
に
関
す
る
情
報
と
す
る
。

3
　
法
第
十
六
傑
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
情
報
の
提
供
を
求
め
ら
れ

露
訳
擁
磯
灘
糠
鞍
繋
雛
潔
難
雛
難
羅
黙
髄

　
使
用
す
る
電
子
計
算
撤
（
入
出
力
装
置
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
と
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
法
（
昭
和
二
十
三

　
年
法
律
第
百
二
十
九
条
）
に
よ
る
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
（
以
下
「
支
払
基
金
」
と
い
う
。
）
又
は
国
民
健
腕

　
保
険
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
九
十
二
号
）
第
四
十
五
条
第
五
項
に
規
定
す
る
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
（
以

　
圷
「
掴
保
連
合
会
」
と
い
う
。
）
が
使
用
す
る
電
子
計
算
機
と
を
電
気
通
信
回
線
で
接
続
し
た
電
子
情
報
処
理
組
織
を

断
蕪
雑
鯉
％
魏
緊
哨
礪
灘
額
“
確
評
巌
鍵
魏
初
雛
翻
嬰
奪
噂
罫
幾

　
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
）
を
提
出
す
る
方
法
に
よ
り
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
・

　
　
　
第
二
章
　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　
　
　
　
第
一
節
　
総
則

　
（
令
第
二
条
第
六
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
務
）

第
六
条
山
、
謂
者
の
医
療
の
覆
蘭
す
る
葎
施
行
令
（
平
成
＋
九
年
政
令
第
三
百
＋
八
号
．
以
下
「
令
」
と
い
う
・
）

　
第
二
条
第
六
号
の
即
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
｝
　
第
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
届
書
の
提
出
の
受
付

　
二
　
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
被
保
険
者
資
格
証
明
書
の
返
還
の
受
付

　
三
　
第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
被
，
保
険
者
証
の
返
還
の
受
付

　
四
　
第
二
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
被
保
険
考
証
の
提
出
の
受
付
及
び
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
検
認
又
は
更

　
　
新
を
受
け
た
被
保
険
考
証
0
引
渡
し

　
五
　
第
二
十
一
・
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
被
保
険
者
資
格
証
明
書
の
再
交
付
の
申
請

　
　
書
の
提
出
の
受
付

六
第
二
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
被
保
険
者
資
格
証
明
書
の
返
還
の
受
付

　
七
　
第
二
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
被
保
険
者
資
格
証
明
雷
の
提
出
の
受
付
及

　
　
び
第
二
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
検
認
又
は
更
新
を
受
け
た
被
保
険
者
資
格

　
　
証
明
番
の
引
渡
し

　
八
　
第
二
十
二
条
か
ら
第
二
十
四
条
ま
で
の
規
定
に
よ
る
届
書
の
提
出
の
受
付

　
（
令
第
二
条
第
七
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
務
）

第
七
条
　
令
第
二
条
第
七
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
一
　
第
三
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
申
購
書
の
拠
出
の
受
付

　
二
　
第
三
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
書
の
提
出
の
受
付
及
び
当
該
申
請
に
係
る
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る

　
　
一
部
負
担
金
減
免
等
証
明
書
の
引
渡
し

　
三
　
第
三
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
申
鏑
書
の
提
出
の
受
付

　
四
　
第
四
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
申
締
書
の
提
出
の
受
付

　
五
　
第
四
十
六
条
（
第
五
十
三
条
及
び
第
七
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
届
書
の
提

　
　
出
の
受
付

六
　
第
四
十
七
条
第
｝
項
の
規
定
に
よ
る
申
購
書
の
提
出
の
受
付

七
　
第
五
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
書
の
提
出
の
受
付

　
八
　
第
六
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
裕
の
提
出
の
受
付

九
、
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
番
の
提
出
の
受
付
及
び
当
該
申
請
に
係
る
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る

　
特
定
疾
病
療
養
受
療
証
の
引
渡
し

十
　
第
六
十
二
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
疾
病
療
養
受
療
証
の
返
還
の
受
付

十
一
　
第
六
十
二
条
第
八
項
に
お
い
て
単
用
す
る
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
疾
病
療
養
受
療
証
の
再
交

　
付
の
申
請
書
の
提
出
の
受
付

十
二
　
第
六
十
二
条
第
八
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
疾
病
療
養
受
療
証
の
返
還

　
　
の
受
付

十
三
，
第
六
十
二
条
第
八
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
疾
病
療
養
受
療
証
の
提
出

　
の
受
付
及
び
第
六
十
二
条
第
八
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
検
認
又
は
更
新
を
受
け

　
た
特
定
疾
病
療
養
受
療
証
の
引
渡
し

十
四
第
六
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
書
の
提
出
の
受
付
及
び
当
該
申
請
に
係
る
同
条
第
二
項
に
規
定
す

　
る
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
の
引
渡
し

十
五
第
六
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
の
返
還
の
受
付

十
六
　
第
六
十
七
条
策
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
限
度
額
適
用
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
標
準
負
担
額
減

　
額
認
定
証
の
再
交
付
の
申
購
轡
の
提
出
の
受
付

十
七
　
第
六
十
七
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
限
度
額
適
用
・

　
額
認
定
証
の
返
遡
の
受
付

十
八
　
第
六
十
七
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減

　
　
額
認
定
証
の
提
出
の
受
付
及
び
第
六
十
七
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
検
認

　
　
又
は
更
新
を
受
け
た
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
の
引
渡
し

　
十
九
　
第
七
十
条
第
一
㌧
項
の
規
定
に
よ
る
申
醐
書
の
提
出
の
受
付

　
二
十
　
第
七
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
届
書
の
提
出
の
受
付

　
二
十
一
　
第
七
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
通
知
描
の
引
渡
し

　
二
十
二
　
第
八
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
通
知
轡
の
引
渡
し

　
　
　
　
第
二
節
　
被
保
険
者

　
（
障
害
認
定
の
申
請
）

第
八
条
　
法
第
五
十
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
認
定
（
以
下
「
陳
書
認
定
」
と
い
う
。
）

　
を
受
け
よ
う
と
す
る
渚
は
、
障
害
認
定
申
請
岱
に
、
令
別
表
に
定
め
る
程
度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
こ
と
を
明
ら
か

　
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
国
民
年
金
の
年
金
証
轡
へ
身
体
障
害
者
手
帳
そ
の
他
の
衡
類
を
添
付
し
て
、
後
期
高
齢
者
医

　
療
広
域
連
合
に
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
を
し
た
者
は
、
い
つ
で
も
、
将
来
に
向
か
っ
て
そ
の
申
請
を
撤
回
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
標
準
負
担
額
減
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（
法
第
五
十
一
条
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
）

第
九
条
　
法
第
五
十
一
条
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

　
一
　
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者
で
あ
っ
て
、
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭
和
ニ
ャ
六
年
政
令
第
三
百
十
九

　
　
号
。
以
下
「
入
管
法
」
と
い
う
。
）
に
定
め
る
在
留
資
格
（
以
下
「
在
留
資
格
」
と
い
う
。
）
を
有
し
な
い
も
の
（
入

　
　
管
法
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
に
よ
ヶ
本
邦
忙
在
留
す
る
こ
と
が
で
を
る
蕃
（
出
生
の
事
由
に
よ
ゐ
場
合
に
お
い

　
　
て
は
、
被
保
険
者
（
法
第
五
十
条
に
規
定
す
呑
被
保
険
者
を
い
ち
。
以
下
同
じ
。
）
の
資
格
を
取
得
し
て
い
る
者
の

　
　
子
に
、
そ
の
他
の
事
由
に
よ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
既
忙
被
保
険
者
の
資
格
を
取
得
し
て
い
る
者
に
限
る
。
次
号

　
　
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
日
本
国
と
の
平
和
条
約
に
基
づ
き
日
本
の
国
籍
を
離
脱
し
た
者
等
の
出
入
国
管
理
に
関
す

　
　
る
特
例
法
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
一
号
）
に
定
め
る
特
別
永
住
者
を
除
く
。
）
又
は
在
留
資
格
を
も
つ
、
て
本
邦
に

　
　
在
留
す
る
者
で
一
年
未
満
の
在
留
期
間
を
決
定
建
れ
た
も
の
（
国
民
健
廠
保
険
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
三
年
彫

　
　
生
省
令
第
五
十
三
号
）
第
「
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
ヶ
厚
生
労
働
大
臣
が
別
に
定
め
る
者
を
除
く
。
）

　
二
　
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者
で
あ
っ
て
、
外
国
人
登
録
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
讐
百
二
十
五
号
）
第
四
条
第

　
　
一
項
の
登
録
を
受
け
て
い
な
い
も
の
（
前
号
に
該
当
す
る
者
及
び
入
管
法
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
に
よ
り
本
邦

　
　
に
在
留
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
を
除
く
。
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

　
三
　
健
旗
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
省
令
（
平
成
十
四
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
十
七
号
）
第
三

　
　
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
国
民
健
康
保
険
法
施
行
規
則
第
一
条
第
一
号
に
該
当
す
る
者

　
四
　
そ
の
他
特
別
の
事
由
が
あ
る
者
で
条
例
で
定
め
る
も
の

　
（
資
格
取
得
の
届
出
等
）

第
十
条
　
七
十
五
歳
に
達
し
た
た
め
、
被
保
険
者
の
資
格
を
取
得
し
た
者
は
、
十
四
日
以
内
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を

　
記
載
し
た
届
書
を
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
　
氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
及
び
住
所

　
二
　
資
格
取
得
の
年
月
日

　
三
　
世
帯
主
で
あ
る
者
に
つ
い
て
は
そ
の
旨
、
世
帯
主
で
な
い
者
に
つ
い
て
は
世
帯
主
の
氏
名
、
性
別
及
び
生
年
月

　
　
日
並
び
に
世
帯
主
と
の
続
柄

　
四
　
そ
の
世
帯
に
既
に
被
保
険
者
の
資
格
を
取
得
し
て
い
る
者
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
旨
及
び
当
該
者
の

　
　
被
保
険
者
証
の
番
号
（
そ
の
被
保
険
者
に
被
保
険
者
鉦
が
交
付
さ
れ
ず
、
被
保
険
者
資
格
証
明
書
が
交
付
さ
れ
て

　
　
い
る
と
き
は
、
そ
の
旨
及
び
当
該
被
保
険
者
資
格
証
明
番
の
記
号
番
号
。
以
下
同
じ
。
）
、
そ
の
世
帯
に
被
保
険
者

　
　
の
資
格
を
取
得
し
て
い
る
者
が
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
旨

2
　
後
期
筒
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
に
至
っ
た
た
め
、
又
は
法
第
五
十
五
条
第
一
項
本
文
若

　
し
く
は
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
く
な
っ
た
た
め
、
被
保
険
者
の
資
格
を
取
得
し
た
者
は
、
十
四
日
以
内
に
、

　
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
書
を
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
　
氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
、
現
住
所
及
び
従
前
の
住
所

　
二
　
資
格
取
得
の
年
月
日
及
び
そ
の
理
由

　
三
　
前
項
第
三
号
及
び
第
四
号
に
規
定
す
る
事
項

第
十
『
条
法
第
五
十
一
条
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
く
な
っ
た
た
め
、
被
保
険
者
の
資
格
を
取
得
し
た
者
は
、

　
十
四
日
以
内
に
、
前
条
第
一
項
各
号
に
規
定
す
る
事
項
を
記
載
し
た
届
書
を
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
提
出

　
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
病
院
等
に
入
院
、
入
所
又
は
入
居
中
の
者
に
関
す
る
届
出
）

第
十
二
条
　
被
保
険
者
は
、
法
第
五
十
五
条
第
一
項
本
文
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
に
至
っ
た
と
き
、

　
又
は
同
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
に
至
っ
た
際
現
に
入
院
等
（
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
入
院
等
を
い
う
。
以
下

　
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
し
て
い
る
病
院
等
（
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
病
院
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い

　
て
同
じ
。
）
か
ら
継
続
し
て
他
の
病
院
等
に
入
院
等
を
す
る
こ
と
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
病
院
等
の
所
在
す
る
場
所
に
順

　
次
住
所
を
変
更
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
継
続
住
所
変
更
」
と
い
う
。
）
し
た
ど
き
は
、
十
四
日
以
内
に
、
。
次
に
掲

　
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
書
を
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
提
出
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
・

　
一
　
被
保
険
者
証
の
番
号

　
二
　
氏
名
、
現
住
所
及
び
従
前
の
住
所

　
三
　
被
保
険
者
が
、
法
弟
五
十
五
条
第
一
項
本
文
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
に
至
っ
た
年
月
日
又

　
　
は
継
続
住
所
変
更
を
し
た
年
月
日

　
四
　
入
院
等
を
し
て
い
る
病
院
等
の
名
称

　
五
　
世
帯
主
で
あ
惹
者
に
つ
い
て
は
そ
の
旨
、
世
帯
主
で
な
い
者
に
つ
い
て
は
世
帯
主
の
氏
名
、
性
別
及
び
生
年
月

　
　
日
並
ぴ
に
世
帯
主
と
の
続
柄

2
　
被
保
険
者
が
、
法
第
五
十
五
条
第
一
項
本
文
又
は
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
十
四
日

　
以
内
に
、
そ
の
年
月
日
並
び
に
前
項
第
一
号
、
第
二
号
及
び
第
五
号
に
規
定
す
る
事
項
を
記
載
し
た
届
浴
を
、
後
期

　
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
法
第
五
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
被
保
険
者
の
資

　
格
を
喪
失
し
た
者
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

　
（
法
第
五
十
四
条
第
四
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
医
療
に
関
す
る
給
付
）

第
十
三
条
・
法
第
五
十
四
条
第
四
．
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
医
療
に
閲
す
る
給
付
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
一
　
児
斑
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
策
百
六
十
四
号
）
第
六
十
三
条
の
三
の
二
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に

　
　
よ
り
障
害
児
施
設
給
付
賀
等
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
た
者
に
対
す
る
同
法
第
二
十
四
条
の
二
十

　
　
第
一
項
に
規
定
す
る
障
害
児
施
設
医
療
費
の
支
給

　
二
　
予
防
接
種
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
六
十
八
号
）
第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
項
第
｝
号
の
医
療
費

　
　
の
支
給

　
三
　
障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
八
条
第
一
項
の
自
立
支
援
医
療
費
、
同
法

　
　
第
七
十
条
第
｝
項
の
療
養
介
穫
医
療
費
又
は
同
法
第
七
十
一
条
第
一
項
の
基
準
該
当
療
養
介
護
医
療
費
の
支
給

　
四
　
糀
神
保
健
及
び
精
神
障
害
諸
福
祉
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
三
十
条
第
｝
項

　
　
の
規
定
に
よ
り
費
用
の
負
担
が
行
わ
れ
る
医
療
に
関
す
る
給
付

　
五
　
麻
薬
及
ぴ
向
精
神
薬
取
締
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
十
四
号
）
第
五
十
八
条
の
十
七
策
｝
項
の
規
定
に
よ
り

　
　
黄
用
の
負
担
が
行
わ
れ
る
医
療
に
関
す
る
給
付

　
六
　
独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
相
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
九
十
二
号
）
第
十
六
条
第
一
項
第
一
、

　
　
号
又
は
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
医
療
費
の
支
給

　
七
　
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
閲
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
）
第
三
十

　
　
七
条
第
一
項
又
は
第
三
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
賞
用
の
負
担
が
行
わ
れ
る
医
療
に
関
す
る
給
付
又
は

　
　
当
該
医
療
に
要
す
る
費
用
の
支
給

　
八
　
石
綿
に
よ
る
健
廠
被
害
の
救
済
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
四
号
）
第
四
条
第
一
項
の
医
療
勲
の
支

　
　
給

　
九
　
沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
厚
生
省
関
係
法
令
の
適
用
の
特
別
措
置
等
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
四
十
七
年
政
令
第
百
八

　
　
号
）
策
三
条
又
は
第
四
条
の
医
療
豊
の
支
給

　
十
　
令
第
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
高
額
療
養
鍛
の
支
給

　
十
一
　
国
民
健
廠
保
険
法
施
行
規
則
第
五
条
の
五
第
十
二
号
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
医
療
に
関
す

　
　
る
給
付

　
（
法
第
五
十
四
条
第
四
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
）

第
十
四
条
　
法
第
五
十
四
条
第
四
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
は
、
一
年
間
と
す
る
。

　
（
被
保
険
者
証
の
返
還
）

第
十
五
条
　
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
は
、
被
保
険
者
に
対
し
被
保
険
者
証
の
返
還
を
求
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
あ

　
ら
か
じ
め
、
次
に
掴
げ
る
事
項
を
書
面
に
よ
り
当
該
被
保
険
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
　
法
第
五
十
四
条
第
四
項
又
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
被
保
険
者
証
の
返
還
を
求
め
る
旨

　
二
　
被
保
険
者
証
の
返
還
先
及
び
返
還
期
限

2
　
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
は
、
法
第
五
十
四
条
第
四
項
又
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
被
保
険
者
証
の
返
還
を
求

　
め
ら
れ
て
い
る
被
保
険
者
に
係
る
被
保
険
考
証
が
第
二
十
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
無
効
と
な
っ
た
と
き
は
、
当
該

　
被
保
険
考
証
が
返
還
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
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（
特
別
の
事
情
に
関
す
る
届
出
）

第
十
六
条
　
被
保
険
者
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら
求
め
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
令
第
四
条
に
定
め
る

　
特
別
の
事
情
が
あ
る
と
き
は
、
直
ち
に
、
次
に
掲
げ
る
那
項
を
記
載
し
た
届
書
セ
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
迎
合
に

　
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
　
被
保
険
考
証
の
番
号

　
｝
］
氏
名

　
三
　
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
理
由

2
　
被
保
険
者
は
、
被
保
険
者
資
格
証
明
書
の
交
付
を
受
サ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
令
第
五
条
に
定
め
る
特
別
の
事

　
情
（
被
保
険
者
が
滞
納
し
て
い
る
保
険
料
に
つ
き
そ
の
領
が
著
し
く
減
少
し
た
こ
と
を
除
く
。
）
が
あ
る
と
き
は
、
直

　
ち
に
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
富
項
を
記
載
し
た
届
魯
を
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
い
。
3
　
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
は
、
必
要
に
応
じ
、
前
二
項
の
届
書
に
、
特
肘
の
事
情
が
あ
惹
こ
と
を
明
ら
か
に
す

　
る
書
類
を
添
付
す
る
よ
う
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
（
被
保
険
者
証
及
び
被
保
険
者
盗
格
証
明
轡
の
交
付
）

第
十
七
条
　
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
は
、
被
保
険
者
に
対
し
、
様
式
第
一
号
又
は
第
二
号
に
よ
る
被
保
険
者
証
を
、

　
有
効
期
限
を
定
め
て
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
．
　
　
　
－

2
　
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
法
第
五
十
四
条
第
四
項
又
は
第
五
項
の
規
定
に

　
よ
り
被
保
険
者
証
を
返
題
し
た
被
保
険
者
（
第
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
被
保
険
者
証
が
返
還
ざ
れ
た
も
の
と

　
み
な
さ
れ
た
被
保
険
者
を
含
む
。
）
に
対
し
、
様
式
第
三
号
に
よ
る
被
保
険
者
資
格
証
明
書
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら

　
な
い
。

　
　
（
被
保
険
者
資
格
証
明
書
の
返
還
）

第
十
八
条
　
被
保
険
嵩
黄
格
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
被
保
険
者
は
、
そ
の
資
格
を
喪
失
し
た
と
き
又
は
法
第
五
十
四

　
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
被
保
険
者
証
の
交
付
を
受
け
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
被

　
保
険
者
賓
格
証
明
書
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
被
保
険
者
証
の
再
交
付
及
ぴ
返
還
）

第
十
九
条
　
被
保
険
者
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
は
、
当
該
被
保
険
考
証
を
破
り
、
汚
し
、
又
は
失
っ
た
と
き
は
、

　
直
ち
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
奮
を
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
提
出
し
て
、
そ
の
再
交
付
を
申

　
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
　
被
保
険
者
証
の
番
号

　
二
　
氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
及
び
住
所

　
三
　
再
交
付
申
請
の
理
由

2
　
被
保
険
者
証
を
破
り
、
又
は
汚
し
た
場
合
の
前
項
の
申
請
に
は
、
同
項
の
申
請
書
に
、
そ
の
被
保
険
者
証
を
添
え

　
な
け
れ
ば
な
ち
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
∵

3
　
被
保
険
者
は
、
被
保
険
者
証
の
再
交
付
を
受
け
た
後
、
失
っ
た
被
保
険
者
証
を
発
見
し
た
と
き
は
、
直
ち
に
、
発

　
見
し
た
被
保
険
者
証
を
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
被
保
険
者
証
の
検
認
又
は
更
新
）

第
二
十
条
　
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
は
、
期
日
を
定
め
、
被
保
険
者
証
の
検
認
又
ぱ
更
新
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2
　
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
ヶ
期
巳
を
定
め
る
に
当
た
ヶ
、
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
る
被

　
保
険
者
に
係
る
被
保
険
者
証
に
つ
き
通
例
定
め
る
期
日
よ
り
前
の
期
臼
な
定
ぬ
惹
こ
ど
が
で
き
る
。
、

3
　
被
保
険
者
は
、
第
一
項
の
検
認
又
は
更
新
の
た
め
、
被
保
険
者
証
の
提
出
を
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、

　
こ
れ
を
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
迎
合
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ち
な
い
汐
た
だ
し
、
、
既
に
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
に
被
保
険
考
証
を
提
出
し
て
い
る
者
迄
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

4
　
後
期
塙
齢
者
医
療
広
域
連
合
は
、
一
前
項
の
規
定
吃
よ
む
被
保
険
者
証
の
提
出
を
受
け
轟
と
き
は
、
・
遅
滞
な
く
、
こ

　
れ
を
検
認
し
、
，
又
は
更
新
し
て
、
被
保
険
者
に
交
付
し
な
捗
れ
ば
な
ら
な
い
沼
た
だ
し
、
法
第
五
十
四
条
第
四
項
又

　
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
被
保
険
者
に
対
し
被
保
険
考
証
分
返
還
を
求
め
て
い
る
場

　
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

5
　
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
検
認
又
は
更
新
を
行
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
検
認
又
億
更
新
を
受
け
な
い
被
保
険
者

　
証
は
、
無
効
と
す
る
。

　
（
準
用
）

第
二
十
一
条
前
二
条
の
規
定
（
前
条
第
二
項
及
び
第
四
項
た
だ
し
轡
を
除
く
。
）
は
、
被
保
険
者
資
格
証
明
耕
に
つ
い

　
て
準
用
す
る
。

　
（
被
保
険
者
の
氏
名
変
更
の
届
出
）

第
二
十
二
条
越
保
険
者
（
被
保
険
者
で
な
い
世
帯
主
を
含
む
。
）
の
氏
名
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
被
保
険
者

　
は
、
十
四
日
以
内
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
書
を
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
提
出
し
な
け
れ
ば

　
な
ち
な
い
。

　
一
　
被
保
険
者
証
の
番
号

　
二
　
変
更
前
及
び
変
更
後
の
氏
名

　
（
住
所
変
更
の
届
出
）

第
二
十
三
条
　
被
保
険
者
は
、
．
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
区
域
内
に
お
い
て
そ
の
住
所
を
変
更
し
た
と
き
は
、
十

　
四
日
以
内
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
轡
を
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
い
。

一
　
被
保
険
者
証
の
番
号

二
　
氏
名

三
　
変
更
前
及
び
変
更
後
の
住
所
並
び
に
変
更
の
年
月
日

四
　
世
帯
主
と
な
る
場
合
は
そ
の
旨
、
世
帯
主
と
な
ら
な
い
場
合
は
世
帯
主
の
氏
名
、

世
帯
主
と
の
続
柄

性
別
及
び
生
年
月
日
並
び
に

　
（
世
帯
変
更
の
届
出
）

第
二
十
四
条
’
第
十
二
条
及
び
前
条
の
場
合
を
除
く
ほ
か
、
そ
の
属
す
る
世
帯
又
は
そ
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
に
変

　
更
が
あ
う
た
被
保
険
者
は
、
十
四
日
以
内
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
書
を
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

　
合
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
被
保
険
考
証
の
番
号

二
　
氏
名

三
　
変
更
の
年
月
日

四
　
変
更
後
の
世
帯
に
お
い
て
世
帯
主
と
な
る
場
合
は
そ
の
旨
、

氏
名
、
性
別
及
び
生
年
月
日
並
び
に
世
帯
主
と
の
続
柄

世
帯
主
と
な
ら
な
い
場
合
は
変
更
後
の
世
帯
主
の

　
（
障
害
状
態
不
該
当
の
届
出
）

第
二
十
五
条
　
障
害
認
定
を
受
け
た
被
保
険
者
（
七
十
五
歳
未
満
の
者
に
限
る
。
）
は
、
令
別
表
に
掲
げ
る
障
害
の
状
態

　
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
儒
書
を
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

　
合
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
　
被
保
険
者
証
の
番
号

　
二
　
氏
名

　
一
戸
令
別
表
菰
掲
げ
る
障
害
の
状
態
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
旨
及
び
そ
の
年
月
日

　
■
（
資
格
喪
失
の
届
出
）

第
二
十
六
条
　
被
保
険
者
ば
、
被
保
険
者
の
避
格
を
喪
失
し
た
と
き
は
、
十
四
日
以
内
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載

　
し
た
届
書
遊
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
届
書
の
記
載
事
項
等
）

第
二
十
七
条
　
第
十
条
か
ら
第
十
二
条
ま
で
、
第
十
六
条
及
び
第
二
十
二
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
に
よ
る
届
祷
に
は
、

　
届
出
人
の
氏
名
及
び
住
所
並
び
に
届
出
年
月
日
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
　
前
項
に
係
為
届
衡
、
（
第
十
条
及
び
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
届
繍
を
除
く
。
）
に
は
、
当
該
届
出
に
係
る
被
保
険
者

　
証
又
は
被
保
険
者
資
格
証
明
書
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
変
更
後
の
住
所

一二三四

被
保
険
者
、
証
の
番
号

氏
名

資
格
喪
失
の
年
月
日
及
び
そ
の
理
由

住
所
の
変
更
に
よ
り
資
格
を
喪
失
し
た
と
き
は
、
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（
届
出
の
省
略
）

第
二
十
八
条
　
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
は
、
第
十
条
か
ら
第
十
二
条
ま
で
、
第
二
十
二
条
か
ら
第
二
十
四
条
ま
で

　
及
び
第
二
十
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
届
け
出
ら
れ
る
べ
き
事
項
を
公
簿
等
に
よ
っ
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
と
き

　
は
、
当
該
届
出
を
省
略
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
第
三
節
　
後
期
高
齢
者
医
療
給
付

　
　
　
　
　
第
一
款
　
通
則

　
（
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
国
保
連
合
会
）

第
二
十
九
条
　
法
第
五
十
八
条
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
国
保
連
合
会
は
、
同
項
に
規
定
す
る
損
害
賠
償
金

　
の
徴
収
又
は
収
納
の
事
務
に
関
し
専
門
的
知
識
を
有
す
る
職
具
を
配
置
し
て
い
る
国
保
連
合
会
と
す
る
。

　
　
　
　
　
第
二
款
療
養
の
給
付
及
ぴ
入
院
時
食
事
療
養
黄
等
の
支
給

　
　
　
　
　
　
第
一
目
療
養
の
給
付
並
び
に
入
院
時
食
事
療
養
費
、
入
院
時
生
活
療
養
費
、
保
険
外
併
用
療
養
費
及

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぴ
療
養
費
の
支
給

　
（
処
方
せ
ん
の
提
出
）

第
三
十
条
　
被
保
険
者
は
、
法
第
六
十
四
条
第
三
項
（
法
第
七
十
六
条
第
六
項
及
び
第
八
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準

　
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
第
六
十
三
条
第
三
項
第
一
号

　
に
規
定
す
る
保
険
薬
局
（
以
下
「
保
険
薬
局
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
薬
剤
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
同

　
号
に
規
定
す
る
保
険
医
療
機
関
（
以
下
「
保
険
医
療
機
関
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
療
養
を
担
当
す
る
同
法
第
六
十
四

　
条
に
規
定
す
る
保
険
医
（
以
下
「
保
険
医
」
ど
い
う
。
）
の
交
付
し
た
処
方
せ
ん
を
当
該
保
険
薬
局
に
提
出
し
な
け
れ

　
ぜ
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
保
険
薬
局
か
ら
被
保
険
考
証
又
は
被
保
険
者
資
格
証
明
書
の
提
出
を
求
め
ら
れ
た
場

　
台
に
は
、
当
該
処
方
せ
ん
及
び
被
保
険
者
証
又
は
被
保
険
者
資
格
証
明
樹
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
令
第
七
条
第
三
項
に
規
定
す
る
収
入
の
額
）

第
三
十
一
条
　
令
第
七
条
第
三
項
に
規
定
す
る
収
入
の
額
は
、
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
同
項
に
規

　
定
す
る
者
の
療
養
の
給
付
を
受
け
る
日
の
属
す
る
年
の
前
年
（
当
該
療
養
の
給
付
を
受
け
る
日
の
属
す
る
月
が
一
月

　
か
ら
七
月
ま
で
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
前
々
年
）
に
お
け
る
所
得
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
三
十

　
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
各
種
所
得
の
金
額
（
退
職
所
得
の
金
領
（
同
法
第
三
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
退
職
所
得

　
の
金
額
を
い
う
。
）
を
除
く
。
）
の
計
算
上
収
入
金
額
と
す
べ
き
金
額
及
び
総
収
入
金
額
に
算
入
す
べ
き
金
額
を
合
興
し

　
た
額
と
す
る
。

　
（
令
第
七
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
の
申
請
）

第
三
十
二
条
　
令
第
七
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
被
保
険
者
は
、
次
に
掲
げ
る
轟
項
を
記
載
し
た

　
申
請
書
を
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
　
被
保
険
者
証
の
番
号

　
二
　
令
第
七
条
第
三
項
に
規
定
す
る
者
に
つ
い
て
前
条
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
収
入
の
額

　
（
法
第
六
十
九
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
特
別
の
事
情
）

第
三
十
三
条
　
法
第
六
十
九
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
特
別
の
事
情
は
、
被
保
険
者
が
、
震
災
、
風
水
害
、

．
火
災
そ
の
他
こ
れ
ち
に
類
す
る
災
害
に
よ
り
住
宅
、
家
財
又
は
そ
の
他
の
財
産
に
つ
“
て
著
し
い
損
害
を
受
け
た
こ

　
と
、
被
保
険
者
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
が
死
亡
し
、
若
し
く
は
心
身
に
重
大
な
障
害
を
受
け
、
又
は
長
期
間
入
院

　
し
た
こ
と
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
事
由
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
｝
部
負
担
金
を
支
払
う
こ
と
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る

　
こ
と
と
す
る
。

2
　
一
部
負
担
金
の
減
額
、
そ
の
支
払
の
免
除
又
は
そ
の
徴
収
の
猶
予
を
受
け
よ
う
と
す
る
被
保
険
者
は
、
一
部
負
担

　
金
減
免
等
申
請
書
を
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ご
の
場
合
に
お
い
て
、
後
期
高

　
齢
者
医
療
広
域
連
合
は
、
必
要
に
応
じ
、
申
請
書
に
前
項
に
規
定
す
る
事
由
に
該
当
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ

　
と
が
で
き
る
書
類
を
添
付
す
る
よ
う
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

3
　
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
は
、
前
項
の
申
晴
が
第
・
一
項
に
規
定
す
る
場
合
に
該
当
す
る
と
認
め
た
と
き
は
、
一

　
部
負
担
金
減
免
等
証
明
書
遊
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

4
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
一
部
負
担
金
減
免
等
証
明
秘
の
交
付
を
受
け
た
者
は
、
保
険
医
療
機
関
又
は
保
険
薬
局
（
以

　
下
「
保
険
医
療
機
関
等
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
療
養
の
給
付
、
法
第
六
十
四
条
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
評
価
療

　
養
（
以
下
「
評
価
療
養
」
と
い
う
。
）
又
は
同
項
第
四
号
に
規
定
す
る
選
定
療
養
（
以
下
「
選
定
療
養
㌧
と
い
う
。
）
を

　
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
保
険
医
療
機
関
等
に
こ
れ
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
入
院
時
食
事
療
養
費
の
支
払
）

第
三
十
四
条
被
保
険
者
が
、
保
険
医
療
機
関
か
ら
入
院
時
食
事
療
養
典
に
係
る
癬
養
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
は
、

　
法
第
七
十
四
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
被
保
険
者
に
支
給
す
べ
き
入
院
時
食
事
療
養
費
は
当
該
保
険
医
療
機
関

　
に
対
し
て
支
払
う
も
の
と
す
る
。

　
（
食
嚇
療
養
標
準
負
担
額
の
減
額
の
対
象
者
）

第
三
十
五
条
　
法
弟
七
十
四
条
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
と

　
す
る
。

　
一
　
令
窮
十
六
条
第
一
項
第
一
号
ハ
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
い
る
者

　
二
　
令
第
十
六
条
第
一
項
第
一
号
二
の
規
定
の
通
用
を
受
け
て
い
る
者

　
（
食
裏
療
養
標
準
負
担
額
の
減
額
）

第
三
十
六
条
　
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
（
第
六
十
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
限
度
額
適
用
・
標
準
負

　
担
額
減
額
認
定
証
を
い
う
。
同
．
項
を
除
き
、
以
下
同
じ
。
）
の
交
付
を
受
け
た
前
条
各
号
に
掲
げ
る
者
は
、
法
第
七
十

　
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
入
院
時
食
事
療
養
費
に
係
る
療
養
又
は
法
第
七
十
六
条
第
｛
項
に
規
定
す
る
保
険
外
併
用

　
療
養
費
に
係
る
療
獲
（
法
第
六
十
四
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
食
事
療
養
（
以
下
「
食
事
療
養
」
と
い
う
。
）
に

　
限
る
。
）
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
保
険
医
療
機
関
に
こ
れ
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
食
事
毎
春
標
準
負
担
額
の
減
額
に
関
す
る
特
例
）

第
三
十
七
条
　
後
期
寓
齢
者
医
療
広
域
連
合
は
、
被
保
険
者
が
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
を
保
険
医
療

　
機
関
に
拠
出
し
な
い
こ
と
に
よ
り
減
額
し
な
い
法
弟
七
十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
食
事
療
養
標
準
負
担
額
（
以
下

　
「
食
鵬
療
養
標
準
負
担
額
」
と
い
う
。
）
を
支
払
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
、
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
を

　
提
出
し
な
炉
こ
之
瀞
や
む
を
得
な
い
も
の
と
認
め
た
と
き
は
、
そ
の
食
事
撫
養
に
つ
い
て
支
払
っ
た
食
事
療
養
標
準

　
負
担
額
か
ら
食
事
療
養
標
準
負
担
額
の
減
額
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
支
払
う
べ
き
で
あ
っ
た
食
事
療
養
標
鄭
負
担
額
を

　
控
除
し
た
額
に
相
当
す
る
額
を
入
院
時
食
事
療
養
費
又
は
保
険
外
併
用
療
養
費
と
し
て
被
保
険
者
に
支
給
す
る
こ
と

　
が
で
き
る
。

2
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
被
保
険
者
は
、
次
に
掲
げ
る
耶
項
を
記
載
し
た
申
踏
樹
を
、
後
期

　
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
限
度
額
道
川
・
標
準
負
担
額
減
額

　
認
定
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
は
、
当
該
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
を
添
え
て
申
請
し
な
け
れ
ば

　
な
ら
な
い
。

　
一
　
被
保
険
者
証
の
番
号

　
二
　
氏
名

　
三
　
食
事
療
養
を
受
け
た
保
険
医
療
機
関
の
名
称
及
び
所
在
地

　
四
　
食
班
療
養
に
つ
い
て
支
払
っ
た
食
事
療
養
標
準
負
担
額

　
五
　
食
毒
療
養
を
受
け
た
被
保
険
者
の
入
院
期
間
、

　
六
　
限
度
額
適
屠
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
を
保
険
医
療
機
関
に
提
出
し
な
か
っ
た
理
由

　
七
　
疾
病
又
は
負
傷
が
第
三
者
の
行
為
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
事
実
並
び
に
第
三
者
の
氏
名
及
び
住
所

　
　
又
は
居
所
（
氏
名
又
は
住
所
若
し
く
は
居
所
が
明
ら
か
で
な
い
と
き
は
、
そ
の
旨
）

3
　
前
項
の
中
館
監
置
に
は
、
伺
項
第
四
号
に
掲
げ
る
食
癖
撫
養
標
準
負
担
額
及
び
食
事
疵
養
標
準
負
担
額
の
減
額
の
認

　
定
に
関
す
斎
事
実
を
証
す
る
暫
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
入
院
時
食
事
療
養
費
忙
係
る
領
収
証
）

第
三
十
八
条
一
保
険
医
療
機
関
は
、
法
第
七
十
四
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
領
収
証
に
は
、

　
入
院
時
食
嶺
療
養
費
に
係
る
癬
養
に
つ
い
て
被
保
険
者
か
ら
支
払
を
受
け
た
費
用
の
額
の
う
ち
食
塩
療
養
標
準
負
担

　
額
と
そ
の
他
の
費
用
の
額
と
を
区
分
し
て
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
入
院
時
生
活
療
養
費
の
支
払
）

第
三
十
九
条
　
被
保
険
者
が
、
保
険
医
療
機
関
か
ら
入
院
時
生
活
療
養
費
に
係
る
療
養
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
は
、

　
法
第
七
十
五
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
弟
七
十
四
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
被
保
険
者
に
支
給
す
べ
き

　
入
院
時
生
活
療
養
費
は
当
該
保
険
医
療
機
関
に
対
し
て
支
払
う
も
の
と
す
る
。
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（
生
活
療
養
標
準
負
担
額
の
減
額
の
対
象
者
）

第
四
十
条
　
法
第
七
十
五
条
第
二
項
の
厚
生
男
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
次
の
名
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
と
す

　
る
。

　
一
　
令
第
十
六
条
第
一
項
第
一
号
ハ
の
規
定
の
通
用
を
受
け
て
い
る
者

　
二
　
令
第
十
六
条
第
一
墳
第
一
号
二
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
い
る
者

　
三
　
健
康
保
険
法
施
行
規
則
（
大
正
十
五
年
内
務
省
令
第
三
十
六
号
）
第
六
十
二
条
の
三
第
三
号
に
掲
げ
る
者

　
（
生
活
療
養
標
準
負
担
額
の
減
額
）

第
四
士
条
屡
額
適
用
・
羅
負
担
謡
趨
定
証
の
交
付
豊
け
た
前
条
第
毒
及
ぴ
第
毒
繕
げ
暑

は
、
法
弟
七
去
条
第
一
項
鑑
定
す
る
入
院
時
権
響
篠
る
療
養
は
肇
七
士
ハ
条
笙
項
規
定
す

　
る
保
険
外
併
用
療
養
澱
に
係
る
療
養
（
法
第
六
十
四
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
生
活
療
養
（
以
下
「
生
活
療
養
」

　
と
い
う
。
）
に
限
る
。
）
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
保
険
医
療
機
関
に
こ
れ
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
生
活
療
養
標
準
負
担
額
の
減
額
に
関
す
る
特
例
）

第
四
十
二
条
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
は
、
被
保
険
者
が
限
度
額
適
用
一
、
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
を
保
険
医
療

　
機
関
に
提
出
し
な
い
こ
と
に
よ
り
減
額
し
な
い
法
第
七
十
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
生
活
療
養
標
準
負
担
額
（
以
下

　
「
生
活
療
養
標
準
負
担
額
」
と
い
う
。
）
を
支
払
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
、
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
を

提
出
し
な
い
こ
と
が
や
む
を
得
な
い
も
の
愚
め
た
と
き
は
、
そ
の
生
活
嚢
に
つ
い
て
支
払
っ
た
生
活
嚢
肇

　
負
担
額
か
ら
生
活
療
養
標
準
負
担
額
の
減
額
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
支
払
う
べ
き
で
あ
っ
た
生
活
療
養
標
準
負
担
額
を

　
控
除
し
た
額
に
相
当
す
る
額
を
入
院
時
生
活
搬
養
費
又
は
保
険
外
併
用
療
養
費
と
し
て
被
保
険
者
に
支
給
す
る
こ
と

　
が
で
き
る
。

2
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
被
保
険
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
、
後
期

高
讐
医
療
広
錘
合
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
暑
い
．
あ
響
に
お
い
で
、
限
暴
適
用
廠
準
轟
震
額

認
定
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
は
、
当
該
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
を
添
え
て
申
請
し
な
け
れ
ば

　
な
ら
な
い
。

　
一
　
被
保
険
者
証
の
番
号

　
一
一
氏
名

第
四
十
三
条

　
り
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
領
収
証
に
は
、
入
院
時
生
活
療
養
費
に
係
る
療
養
に
つ
い
て
被
保
険
者
か
ら
支
払
を

　
受
け
た
費
用
の
額
の
う
ち
生
活
療
養
標
準
負
担
額
と
そ
の
他
の
費
用
の
額
と
を
区
分
し
て
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
い
。

　
（
保
険
外
併
用
療
養
費
の
支
払
）

第
四
＋
四
条
被
保
馨
が
、
保
険
医
毯
関
等
か
ら
保
険
外
併
用
嚢
挫
係
る
嚢
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
は
・
，

法
第
七
＋
六
条
第
六
薯
お
い
て
準
用
す
る
法
第
七
＋
四
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
覆
馨
隻
給
す
べ
き

　
保
険
外
併
用
療
養
費
は
当
該
保
険
医
療
機
関
等
に
対
し
て
支
払
う
も
の
と
す
る
。

　
　
　
生
活
療
養
を
受
け
た
保
険
医
療
機
関
の
名
称
及
ぴ
所
在
地

　
　
　
生
活
療
養
に
つ
い
て
支
払
っ
た
生
活
療
養
標
準
負
担
額

　
　
　
生
活
療
養
を
受
け
た
被
保
険
者
の
入
院
期
間

　
　
　
限
度
額
適
用
．
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
を
保
険
医
療
機
関
に
提
出
し
な
か
っ
た
理
由

　
　
又
は
居
所
（
氏
名
又
は
住
斬
若
し
く
は
居
訴
が
明
ら
か
で
な
い
と
き
は
、
そ
の
旨
）

　
（
入
院
時
生
活
療
養
費
に
係
る
領
収
証
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾

　
　
　
　
　
保
険
医
療
機
関
は
、
法
第
七
十
五
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
七
十
四
条
第
七
項
の
規
定
に
よ

　
三
　
四
　
五

　
⊥
ハ七
疾
病
又
は
負
禦
第
三
者
の
行
為
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
．
そ
の
事
実
並
び
に
第
三
者
の
氏
名
及
び
住
所

3
前
項
の
申
馨
に
は
、
同
務
四
号
鎗
げ
る
生
活
療
叢
準
負
担
額
及
ぴ
生
活
療
養
肇
負
担
額
の
謡
の
認

定
に
関
す
る
窮
実
を
証
す
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
（
保
険
外
併
用
療
養
費
に
係
る
領
収
証
）

第
四
十
五
条
　
保
険
医
療
機
関
等
は
、
法
第
七
十
六
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
七
十
四
条
第
七
項
の
規
定
に

　
よ
り
交
付
ん
竜
け
れ
ば
な
ら
な
い
領
収
証
に
は
、
保
険
外
併
用
療
養
費
に
係
る
療
養
に
つ
い
て
被
保
険
者
か
ら
支
払

　
を
受
廿
だ
費
用
の
額
の
う
ち
、
当
該
療
養
に
食
事
療
養
及
び
生
活
療
養
が
含
ま
れ
な
い
と
き
は
第
一
号
に
規
定
す
る

　
額
ど
そ
の
他
の
費
冊
の
額
と
を
、
当
該
療
養
に
食
事
療
養
が
含
ま
れ
る
と
き
は
第
』
号
に
規
定
す
る
額
と
第
二
号
に

　
規
定
す
る
額
と
で
の
他
の
費
用
の
額
と
を
、
当
該
療
養
に
生
活
療
養
が
含
ま
れ
る
と
き
は
第
一
号
に
規
定
す
る
額
と

　
第
三
号
に
規
淀
，
す
る
額
と
そ
の
他
の
費
用
の
緬
と
を
、
そ
れ
ぞ
れ
区
分
し
て
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
一
　
当
該
療
養
ス
食
事
療
養
及
ぴ
生
活
療
養
を
除
く
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
き
算
定
し
た
費
用
の
額

　
　
　
（
そ
の
額
が
現
に
当
該
療
獲
に
要
し
た
費
用
の
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
現
に
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
と
す

　
　
る
。
）
か
ら
当
該
撫
盤
に
要
し
た
費
用
に
つ
き
保
険
外
併
用
療
養
費
と
七
て
支
給
さ
れ
る
額
に
相
当
す
る
額
を
控
除

　
　
し
た
額
，
　
，

　
二
　
当
該
食
事
療
養
に
係
る
食
那
療
養
標
箪
負
担
額

　
三
　
当
該
生
活
療
養
に
係
る
生
活
療
養
標
準
負
担
額

　
　
．
（
第
三
者
の
有
為
に
よ
る
被
害
の
届
出
）
。

第
四
十
六
条
，
療
養
の
給
付
ぽ
係
る
事
由
又
は
入
院
時
食
事
療
養
質
、
入
院
時
生
活
療
養
費
若
し
く
は
保
険
外
併
用
療

　
養
費
の
支
給
に
係
る
事
由
が
第
三
者
の
行
為
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
被
保
険
者
は
・
遅
滞
な
く
・

　
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
書
花
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
一
　
届
出
に
係
る
事
実

　
二
　
第
三
者
の
氏
名
及
び
住
所
又
は
居
所
（
氏
名
又
は
住
所
若
し
く
は
居
所
が
明
ら
か
で
な
い
と
き
は
、
そ
の
旨
）

　
三
　
被
害
の
状
況

　
　
（
療
養
費
の
支
給
の
申
請
）

第
四
十
七
条
　
法
第
七
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
療
養
質
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
被
保
険
者
は
、
次
に
掲
げ

　
る
事
項
を
記
蔵
し
た
申
請
書
を
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
レ
。

　
一
　
被
保
険
者
証
の
番
号

　
二
一
氏
名

　
三
　
傷
病
名
及
び
そ
の
原
因
、
発
病
又
は
負
偲
の
年
月
日
並
び
に
傷
病
の
経
過

　
四
　
診
療
、
薬
剤
の
支
給
又
は
手
当
を
受
け
た
病
院
、
診
療
所
、
薬
局
そ
の
他
の
者
の
名
称
及
び
所
在
地
又
は
氏
名

　
　
及
び
住
所

　
五
　
診
療
又
は
調
剤
に
従
事
し
た
仏
師
若
し
く
は
歯
科
医
師
又
は
薬
剤
師
の
氏
名

　
六
　
診
撮
、
薬
剤
の
支
飴
又
は
手
当
の
内
容
及
び
期
間
並
び
に
そ
の
診
療
、
薬
剤
の
支
給
又
は
手
当
が
食
事
療
養
、

　
　
生
活
療
養
、
評
価
療
養
又
ぽ
選
定
療
養
を
含
む
も
の
で
あ
る
と
き
は
・
そ
の
旨

　
七
　
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額

　
八
　
療
養
の
給
付
又
は
入
院
時
食
事
療
養
費
、
入
院
時
生
活
療
養
費
若
し
く
は
保
険
外
併
用
療
養
費
の
支
給
を
受
け

　
　
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
理
由

九
，
疾
病
又
は
負
象
第
三
者
の
行
為
に
奢
も
の
で
あ
る
と
き
は
ギ
の
箋
並
び
に
第
三
者
の
氏
及
び
住
所

　
　
又
は
居
所
（
氏
名
又
は
住
所
若
し
く
は
居
所
が
明
ら
か
で
な
い
と
を
ば
、
そ
の
旨
）

2
　
前
項
の
申
請
書
に
は
、
同
項
第
七
号
に
掲
げ
る
費
用
の
額
を
証
す
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3
　
前
項
の
書
類
が
外
国
晒
で
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
書
類
に
日
本
語
の
翻
訳
文
を
添
付
し
な
け
れ

　
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
第
二
目
訪
問
看
穫
療
養
費
の
支
給

　
（
法
第
七
十
八
条
第
｝
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
）

第
四
＋
八
条
法
第
七
＋
八
条
笙
項
の
厚
薄
讐
令
窪
め
る
羅
は
、
病
状
が
安
定
し
、
又
は
こ
れ
垂
ず
る

　
状
態
に
あ
り
、
か
つ
、
居
宅
に
お
い
て
看
獲
師
そ
の
他
次
条
に
規
定
す
る
者
が
行
う
療
養
上
の
世
話
及
び
必
要
な
診

　
療
の
補
助
を
要
す
る
こ
と
と
す
る
。

　
一
（
法
第
七
十
八
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
）

第
四
十
九
条
法
第
七
十
八
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
保
健
師
、
准
看
麟
師
、
理
学
療
法
士
、
作

　
業
療
法
士
及
び
言
驕
聴
覚
士
と
す
る
。
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（
訪
問
看
護
療
養
費
の
支
給
が
必
要
と
認
め
る
場
合
）

第
五
十
条
　
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
は
、
被
保
険
者
が
寝
た
き
り
の
状
態
に
あ
る
者
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
状
態
に

　
あ
る
者
（
第
四
十
八
条
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る
者
に
限
る
。
）
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
訪
問
着
額
療
養
費
を

　
支
給
す
る
。
た
だ
し
、
他
の
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
指
定
訪
問
看
穫
事
業
者
（
健
康
保
険
法
第
八
十
八
条
第
一

　
項
に
規
定
す
る
指
定
訪
問
看
護
事
業
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
当
該
指
定
に
係
る
訪
問
着
穫
耳
業
（
同
項
に
規
定

　
す
る
訪
問
看
護
事
業
を
い
う
。
）
を
行
う
事
業
所
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
か
ら
現
に
指
定
訪
問
霜
獲
（
法
第
七
十
八
条

　
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
訪
問
看
護
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
受
け
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

　
（
訪
問
看
護
療
養
費
の
支
払
）

第
五
十
一
、
条
　
被
保
険
者
が
、
指
定
訪
問
看
繊
雲
業
者
か
ら
指
定
訪
問
看
護
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
は
、
法
第
七
十

　
八
条
第
八
項
北
お
い
て
準
用
す
る
法
第
七
十
四
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
被
保
険
者
に
支
給
す
べ
き
訪
問
種
護

　
療
養
費
は
当
該
指
定
訪
問
看
護
事
業
者
に
対
し
て
支
払
う
も
の
と
す
る
。

　
（
訪
問
看
護
療
養
費
に
係
る
領
収
証
）

第
五
十
二
条
　
指
定
訪
問
看
護
事
業
者
は
、
法
第
七
十
八
条
第
八
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
七
十
四
条
第
七
項
の
規

　
定
に
よ
り
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
領
収
証
に
は
、
指
定
訪
問
看
穫
及
び
指
定
老
人
訪
問
廟
穫
の
事
業
の
人
員
及

　
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
二
年
厚
生
省
令
第
八
十
号
）
第
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
基
本
利
用
料
及
び
同

　
条
第
二
項
に
規
定
す
る
そ
の
他
の
利
用
料
に
づ
い
て
、
偶
別
の
費
吊
ご
と
に
区
分
し
て
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
準
用
）

第
五
十
三
条
　
第
四
十
六
条
の
規
定
は
、
訪
問
看
護
療
養
費
の
支
給
事
由
が
第
三
者
の
行
為
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で

　
あ
る
と
き
に
つ
い
て
準
署
す
る
。

　
　
　
　
　
　
第
三
目
　
特
別
療
養
費
の
支
給

　
（
特
別
療
養
費
の
支
給
の
申
請
）

第
五
十
四
条
　
法
第
八
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
別
療
養
費
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
被
保
険
者
は
、
次
に

　
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一

2　
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
特
別
療
養
費
に
係
る
療
養
に
関
す
る
届
出
等
ゾ

第
五
十
五
条
　
保
険
医
療
機
関
等
嬬
特
別
療
養
費
に
係
る
療
養
を
取
り
扱
っ
た
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載

・
し
た
届
書
遊
、
当
該
療
養
を
受
廿
た
被
保
険
者
に
係
る
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　7
3

　
保
険
者
番
号
及
び
被
保
険
者
資
格
証
明
書
の
記
号
番
号

　
氏
名

　
療
養
を
取
り
扱
っ
た
保
険
医
療
機
関
等
又
は
訪
問
看
穫
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
名
称
及
び
所
在
地

　
傷
病
名
及
び
療
養
期
間

　
療
養
に
つ
き
算
定
し
た
費
用
の
額

　
疾
病
又
は
負
傷
が
第
三
者
の
行
為
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
事
実
並
び
に
第
三
者
の
氏
名
及
び
住
所

又
は
居
所
（
氏
名
又
は
住
所
若
し
く
は
居
所
が
硯
ら
か
で
な
い
と
き
は
、
そ
の
旨
）

前
項
の
申
請
書
に
は
、
同
項
第
五
号
に
規
定
す
る
療
養
に
つ
き
算
定
し
た
費
用
の
額
を
証
す
る
書
類
を
添
付
し
な

（
昭
和
五
十
一
年
厚
生
省
令
第
三
十
六
号
）

る
も
の
と
す
る
。

　
第
一
項
の
届
書
は
、
各
月
分
に
つ
い
て
翌
月
十
日
ま
で
に
送
付
す
る
も
の
と
す
る
。

　
保
険
者
番
号
及
び
被
保
険
者
資
格
証
明
轡
の
記
号
番
号

　
当
該
保
険
医
療
機
関
等
の
名
称
及
び
所
在
地

　
療
養
を
受
け
た
被
保
険
者
の
氏
名
、
性
別
及
び
生
年
月
日

　
傷
病
名
、
診
療
開
始
月
払
砂
療
実
日
数
、
転
帰
及
び
療
養
内
容

　
療
養
に
つ
き
算
定
し
た
費
用
の
額

前
項
の
届
書
の
様
式
は
、
療
養
の
給
付
、
老
人
医
療
及
び
公
費
負
担
医
療
に
関
す
る
費
用
の
請
求
に
関
す
る
省
令

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
定
め
る
診
療
報
酬
明
経
書
又
ば
麗
剤
報
酬
明
細
書
の
様
式
の
夙
に
よ

4
　
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
は
、
第
一
項
の
届
番
に
つ
き
、
当
該
療
養
が
法
第
八
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用

　
す
る
法
第
六
十
五
条
に
規
定
す
る
特
別
療
養
費
に
係
る
療
養
に
関
す
る
法
第
七
十
一
，
条
第
一
項
の
療
養
の
給
付
の
取

　
扱
い
及
び
担
当
に
関
す
る
基
準
並
び
に
法
第
八
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
弟
七
十
六
条
第
二
項
に
規
定

　
す
る
額
の
算
定
方
法
及
び
法
第
八
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
七
十
条
第
二
項
の
定
め
に
照
ら
し
て
審

　
査
し
、
当
該
療
養
に
つ
き
算
定
し
た
費
用
の
額
そ
の
他
の
審
査
の
結
果
を
当
該
保
険
医
療
機
関
等
に
書
面
に
よ
り
通

　
知
す
る
も
の
と
す
る
ρ

第
五
十
六
条
，
指
定
訪
閲
看
護
事
業
者
は
、
特
別
療
養
費
に
係
る
療
養
を
取
り
扱
っ
た
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を

　
記
載
し
た
届
書
を
、
当
該
療
養
を
受
け
た
被
保
険
者
に
係
る
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

　
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
四
年
厚

　
生
省
令
第
五
号
Y
に
定
め
る
訪
問
看
護
療
養
費
明
細
書
の
様
式
の
例
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

3
　
第
｝
項
の
届
書
は
、
各
月
分
に
つ
い
て
翌
月
十
a
ま
で
に
送
付
す
る
も
の
ど
す
る
。

4
　
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
迎
合
は
、
第
一
項
の
届
霜
に
つ
き
、
当
該
療
養
が
法
第
八
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
軍
用

　
す
み
法
弟
七
十
九
条
第
二
項
に
規
定
ゆ
る
指
定
訪
問
着
穫
の
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
及
び
法
弟
八
十
二
条
第
二

　
項
に
お
い
て
準
署
す
る
法
第
七
十
六
条
窮
ご
項
に
規
定
す
る
額
の
算
定
方
法
に
照
ら
し
て
審
査
し
、
当
該
療
養
に
つ

　
き
算
定
し
た
費
用
の
額
と
そ
の
他
の
審
査
の
結
果
を
当
該
指
定
訪
問
薩
事
業
者
に
番
面
に
よ
り
通
知
す
る
も
の
と

　
す
る
。

　
（
準
用
現
態

第
五
十
七
条
窮
四
十
五
条
の
規
定
は
C
法
弟
八
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
華
用
す
る
法
第
七
十
四
条
第
七
項
の
規
定

　
に
よ
り
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
領
収
証
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
十
五
条
（
見
出
し

　
を
含
む
。
）
中
「
保
険
外
併
用
療
養
費
に
係
る
」
と
あ
る
の
は
「
特
別
療
養
費
に
係
る
」
と
、
「
第
七
十
六
条
第
六
項
」

　
と
あ
る
の
は
病
第
八
十
二
条
第
二
項
」
し
と
、
「
費
用
の
額
と
す
る
一
）
か
ら
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
に
つ
き
保
険
外
併

　
用
療
養
費
と
し
て
支
給
さ
れ
る
額
に
相
当
す
る
額
を
控
除
し
た
額
」
と
あ
る
の
は
「
費
用
の
額
と
す
る
。
）
」
と
、
「
当

該
食
事
療
養
に
係
る
食
事
療
養
標
準
負
担
額
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
食
事
療
養
に
つ
き
算
定
し
た
費
用
の
額
（
そ
の

額
が
現
に
当
該
食
事
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
現
に
食
事
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
と
す

　
る
。
）
」
と
．
－
当
該
生
活
療
養
に
係
る
生
活
療
養
標
準
負
担
額
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
生
活
療
養
に
つ
き
算
定
し
た
費

　
用
の
額
（
そ
の
額
が
現
に
当
該
生
活
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
現
に
生
活
療
養
に
要
し
た

　
費
用
の
額
と
す
る
。
）
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

2
　
第
五
十
二
条
の
規
定
は
、
法
第
八
十
二
条
策
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
七
十
八
条
第
八
項
に
お
い
て
準
用
す

　
為
法
第
七
十
四
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
領
収
証
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に

　
お
い
て
、
、
第
五
十
二
条
の
見
出
し
中
「
訪
問
護
療
養
費
に
係
る
」
と
あ
る
の
は
「
特
別
療
養
寅
に
係
る
」
と
、
同

条
中
「
指
定
訪
問
暦
穫
及
び
指
定
老
人
訪
問
看
穫
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
二
年
厚
生
省

令
第
八
十
号
）
第
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
基
本
利
用
料
及
び
同
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
療
養
に
つ
き

算
定
し
売
費
用
の
額
及
び
指
定
訪
問
看
護
及
び
指
定
老
人
訪
問
看
護
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
第
十

　
三
条
第
二
項
」
と
饒
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

　
一
　
保
換
者
番
号
及
び
被
保
険
者
資
格
証
明
耕
の
記
号
番
号

　
二
　
当
該
訪
問
着
穫
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
名
称
及
ぴ
所
在
地

　
三
　
療
養
を
受
け
た
被
保
険
者
の
氏
名
、
性
別
及
び
生
年
月
日

　
四
　
当
該
被
保
険
者
の
心
身
の
試
態
及
び
主
た
る
傷
病
名

　
五
　
訪
澗
開
始
年
朔
日
及
び
訪
問
終
了
年
月
日
時
刻
並
び
に
実
回
数

六
　
訪
問
終
了
の
状
況

七
　
死
亡
時
刻

　
八
　
指
示
年
月
日
並
び
に
主
治
医
の
属
す
る
医
療
機
関
の
名
称
及
び
主
治
医
の
氏
名

九
　
療
養
内
容

　
十
　
療
盤
に
つ
き
算
定
し
た
費
用
の
額

2
　
前
項
の
届
書
の
様
式
は
、
・
老
人
訪
問
看
穫
療
養
費
、
訪
問
看
護
療
養
費
等
の
請
求
に
関
す
る
省
令
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第
四
目
　
移
送
費
の
支
給

　
（
移
送
費
の
額
）

第
五
十
八
条
　
法
第
八
十
三
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
は
、
最
も
経
済
的
な

　
通
常
の
経
路
及
び
方
法
に
よ
り
移
送
さ
れ
た
場
合
の
費
用
に
よ
り
算
定
し
た
額
と
す
為
。
た
だ
し
、
現
忙
当
該
移
送

　
に
要
し
た
費
用
の
額
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
（
移
送
費
の
支
給
が
必
要
と
認
め
る
場
合
）

第
五
十
九
条
　
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
は
、
被
保
険
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
場

　
合
に
移
送
費
を
支
給
す
る
。

　
一
　
移
送
に
よ
り
法
に
基
づ
く
適
切
な
療
養
を
受
け
た
こ
と
。

　
二
　
移
送
の
原
因
で
あ
る
疾
病
又
は
負
傷
に
よ
り
移
動
を
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
。

　
三
　
緊
急
そ
の
他
や
む
を
得
な
か
っ
た
こ
と
。

　
（
移
送
費
の
支
給
の
申
請
）

第
六
十
条
　
法
弟
八
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
移
送
斑
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
被
保
険
者
は
・
次
に
掲
げ
る

　
事
項
を
記
載
し
た
申
蘭
書
を
、
後
朝
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2　
す
る
移
送
に
要
し
た
費
用
の
額
を
証
す
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ゆ

　
一
　
移
送
を
必
要
と
認
め
た
理
由
（
付
添
い
が
あ
っ
た
と
き
は
、
、
併
せ
て
そ
の
付
添
い
を
必
要
と
認
め
た
理
由
）

　
二
　
移
送
経
路
、
移
送
方
法
及
び
移
送
年
月
日

3
　
前
項
の
意
見
轡
に
は
、
こ
れ
を
証
す
る
当
該
医
師
又
は
歯
科
医
師
に
お
い
て
診
断
年
月
日
を
記
載
し
、
記
名
及
び

　
押
印
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

4
　
第
四
十
七
条
第
三
項
の
規
定
は
、
第
二
項
の
意
見
轡
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

　
　
　
　
　
第
三
款
　
高
額
療
養
費
の
支
給

　
（
令
第
十
四
条
第
一
項
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
医
療
に
関
す
る
給
付
）

第
六
十
一
条
　
令
第
十
四
条
第
一
項
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
医
療
に
欄
す
る
給
付
は
、
次
の
と
お
り
と
す

　
る
。

　
　
　
　
コ
う

　一

@
児
童
福
祉
法
第
六
十
三
条
の
三
の
二
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
瞳
害
児
施
設
給
付
費
等
を
支
給
ず
る

　
　
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
た
者
に
対
す
る
同
法
第
二
十
四
条
の
二
十
第
一
項
に
規
定
す
る
障
害
児
施
設
医
療
費

　
　
の
支
給

　
二
　
予
防
接
種
法
第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
項
第
一
号
の
医
療
費
の
支
給

　
三
　
障
害
者
自
立
支
援
法
弟
五
十
八
条
第
一
項
の
自
立
支
援
医
療
費
、
同
法
第
七
十
条
第
「
項
の
療
養
介
護
医
療
費

　
　
又
は
伺
法
第
七
十
一
条
第
一
項
の
基
準
該
当
療
養
介
順
医
療
費
の
支
給

　
四
　
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
費
用
の
負
担
が
行
わ
れ
る

　
　
医
療
に
関
す
る
給
付

五
麻
薬
及
び
向
灘
叢
締
法
第
五
＋
八
条
の
＋
七
第
項
の
規
定
に
よ
蔓
用
の
負
担
が
行
わ
れ
る
医
謬
関

　
　
す
る
給
付

六
　
独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
搬
機
器
総
合
機
構
法
弟
十
六
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
十
条
第
｝
項
第
一
号
の
医

　
　
療
費
の
支
給

七
　
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
搬
に
関
す
る
法
律
第
三
十
七
条
第
一
項
又
は
第
三
十
七
条
の

　
　
一
．
｝
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
費
用
の
負
担
が
行
わ
れ
呑
医
療
に
関
す
る
給
付
又
は
当
該
医
療
に
要
す
る
費
用
の
支
給

　
　
被
保
険
者
証
の
番
号

　
　
氏
名

　
　
傷
病
，
名
及
び
そ
の
原
因
並
び
に
発
病
又
は
負
傷
0
年
月
日

　
　
移
送
経
路
、
移
送
方
法
及
ぴ
移
送
年
月
日

　
　
付
添
い
が
あ
っ
た
と
ぎ
は
、
そ
の
付
添
人
の
氏
名
及
び
住
所

　
　
移
送
に
要
し
た
費
用
の
額

　
　
疾
病
又
は
負
傷
の
原
因
が
第
三
者
の
行
為
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
事
実
並
び
に
第
三
者
の
氏
名
及

　
び
住
所
又
は
居
所
（
氏
名
又
は
住
所
若
し
く
は
居
所
が
明
ら
か
で
な
い
と
き
は
、
そ
の
旨
）

　
前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
医
師
又
は
歯
科
医
師
の
意
見
書
及
び
同
項
第
六
号
に
規
定

一二三四五
六七

　
八
　
石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
法
律
第
四
条
第
一
項
の
医
療
闘
の
支
給

　
九
沖
縄
の
復
鼎
に
伴
う
厚
生
省
関
係
法
令
の
適
用
の
特
別
措
置
等
に
関
す
る
政
令
第
三
条
又
は
第
四
条
の
医
療
費

　
　
の
支
給

　
十
　
国
民
健
廠
保
険
法
施
行
規
則
第
二
十
七
条
の
十
二
第
十
一
号
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
医
療
に

　
　
関
す
る
給
付

　
　
（
特
定
疾
病
認
定
の
申
請
等
）

第
六
十
二
条
　
令
第
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
後
駕
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
認
定
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
特

　
定
疾
病
認
定
」
と
い
う
。
）
を
受
け
よ
う
ど
す
る
被
保
険
者
は
、
次
に
掲
げ
る
窮
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
、
後
期
高

　
齢
者
医
搬
広
域
連
合
に
提
出
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
　
被
保
険
者
旺
の
番
号

　
二
　
特
定
疾
病
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
の
氏
名

　
三
　
特
定
疾
病
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
か
か
っ
た
令
第
十
四
条
第
四
項
に
規
定
す
る
疾
病
の
各
称

2
前
項
の
申
塾
盟
鷹
に
は
幽
同
項
第
三
号
に
掲
げ
る
疾
病
に
関
す
る
医
師
又
は
歯
科
医
師
の
意
見
書
そ
の
他
当
該
疾
病

　
に
か
か
っ
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
醤
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3
・
前
項
の
意
見
書
に
は
、
逸
れ
を
証
す
る
当
該
医
師
又
は
歯
科
医
師
に
お
い
て
診
断
年
月
日
を
記
載
し
、
記
名
及
び

　
押
即
を
し
な
捗
れ
ば
な
ち
な
い
増
，

4
　
後
期
滴
齢
者
医
療
広
域
連
合
億
、
『
第
皆
項
の
申
請
に
基
づ
き
特
定
疾
病
認
定
を
行
っ
た
と
き
は
、
被
保
険
者
に
対

　
し
、
轍
試
第
細
号
に
よ
る
特
定
疾
病
療
養
受
療
証
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
5
蒋
定
疾
病
療
養
受
療
証
の
交
付
を
受
け
た
被
保
険
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
と
き
は
、

　
遅
滞
な
ぐ
、
特
定
疾
病
療
養
受
療
証
を
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
　
被
保
検
者
の
資
格
を
喪
失
し
た
セ
き
。

　
二
，
令
第
七
四
廉
第
四
項
各
署
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
な
く
竜
っ
売
と
老
。

6
　
特
定
疾
病
瞬
定
遊
受
け
た
被
保
塗
岩
ば
、
、
．
保
険
僅
療
機
関
等
か
ら
令
第
十
四
条
第
四
項
北
規
定
す
る
療
養
を
受
け

　
よ
う
と
す
喝
と
き
怯
．
被
保
険
考
証
又
は
処
方
せ
ん
に
添
え
て
、
特
定
疾
病
療
養
受
療
証
を
当
該
保
険
医
療
機
関
等

　
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
や
む
だ
得
な
い
理
由
が
あ
惹
ど
ぎ
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

7
前
項
た
だ
じ
轡
⑪
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
被
保
険
者
は
、
そ
の
理
由
が
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
特

　
定
疾
病
療
養
受
療
証
を
当
該
保
険
医
療
．
機
関
等
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

8
　
第
十
九
条
及
び
第
二
十
条
、
（
第
二
項
及
び
第
四
填
た
だ
し
啓
を
除
ぐ
。
）
の
規
定
は
、
特
定
疾
病
療
養
受
療
証
に
つ

　
い
て
準
用
す
る
。

9
　
特
定
疾
病
認
定
を
受
け
た
被
保
険
者
に
係
る
第
二
十
二
条
、
第
二
十
三
条
、
第
二
十
五
条
及
び
第
二
十
六
条
に
規

　
定
す
る
届
書
に
は
、
当
該
届
出
に
係
る
被
保
険
考
証
に
加
え
て
、
当
該
被
保
険
者
に
係
る
特
定
疾
病
療
養
受
療
証
を

　
添
え
な
け
」
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
令
第
十
五
条
第
一
項
第
二
号
の
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
）

第
六
十
三
条
ゼ
令
第
十
五
条
第
一
項
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
費
用
の
額
は
、
令

　
塘
十
四
条
第
｝
噸
各
号
に
掲
げ
惹
額
を
合
算
し
売
額
に
係
る
療
養
に
係
る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
額
の
区
分
に
応
じ
、

　
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
又
ば
そ
の
合
算
額
ど
す
る
。

　
一
　
令
第
十
四
条
第
」
項
第
｝
号
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
額
　
法
第
七
十
条
第
｛
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
算
定

　
　
し
た
費
用
の
蟹

　
二
　
令
弟
十
四
条
第
．
一
項
第
一
号
ハ
及
び
二
に
掲
げ
る
額
　
保
険
外
併
用
療
養
費
の
支
給
に
つ
い
て
の
療
養
に
つ
き

　
　
算
定
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
現
に
当
該
療
養
に
要
し
た
夏
用
の
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
現
に
療
養
に
要

　
　
し
た
費
用
の
額
）

、
三
　
令
弟
十
四
条
第
，
一
項
第
一
．
号
ホ
及
び
へ
に
掲
げ
る
額
　
法
第
七
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
黄
用

　
　
の
額
、
（
そ
の
額
が
現
に
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
現
に
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
）

　
四
　
令
第
十
四
条
第
，
一
項
第
一
号
ト
及
び
チ
に
掲
げ
る
額
　
訪
問
看
覆
療
養
費
の
支
給
に
つ
い
て
の
療
養
に
つ
き
算

　
　
定
七
た
費
用
の
額

　
五
　
令
第
十
四
条
第
一
項
第
一
号
リ
及
び
ヌ
に
掲
げ
る
額
特
別
療
養
費
の
支
給
に
つ
い
て
の
療
養
に
つ
き
算
定
し
■

　
　
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
現
に
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
現
に
療
養
に
要
し
た
費

　
　
用
の
額
）
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（
令
第
十
五
条
第
一
項
第
三
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
保
穫
者
）

第
六
十
四
条
　
令
第
十
五
条
第
一
項
第
三
号
の
煙
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
同
号
の
規
定
に
よ
り
高
額
療
養
費
の

　
支
給
を
受
け
、
か
つ
、
第
三
十
五
条
第
一
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
と
し
て
食
纂
療
養
標
準
負
担
額
に
つ
い
て

　
減
額
さ
れ
た
と
す
れ
ば
さ
生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
の
規
定
に
よ
る
保
獲
を
必
要
と
し

　
な
い
状
態
と
な
る
者
又
は
第
四
十
条
第
一
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
と
し
て
生
活
療
養
標
準
負
担
額
に
つ
い
て

　
減
額
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
向
法
の
規
定
に
よ
る
保
護
を
必
要
と
し
な
い
状
態
と
な
る
者
と
す
る
。

　
（
令
第
十
五
条
第
一
項
第
四
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
保
護
者
）

第
六
十
五
条
　
令
第
十
五
条
第
一
項
第
四
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
同
号
の
規
定
に
よ
り
高
額
療
養
費
の

　
支
給
を
受
け
、
か
つ
、
第
三
十
五
条
第
二
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
と
し
て
食
事
療
養
標
準
負
担
額
に
つ
い
て

　
減
額
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
保
護
を
必
要
と
し
な
い
状
態
と
な
る
者
又
は
第
四
十
条
第
二

　
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
と
し
て
生
活
療
養
標
準
負
担
額
に
つ
い
て
減
額
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
同
法
の
規
定
に

　
よ
る
保
護
を
必
要
と
し
な
い
状
態
と
な
る
者
と
す
る
。

　
（
令
第
十
六
条
第
一
項
第
一
号
ロ
の
入
院
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
の
算
定
）

第
六
十
六
条
　
第
六
十
三
条
の
規
定
は
、
令
第
十
六
条
第
一
項
第
毒
号
ロ
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

　
算
定
し
た
入
院
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

　
（
限
度
額
適
用
認
定
の
申
請
等
）

第
六
十
七
条
、
令
第
十
六
条
第
一
項
第
一
号
ハ
又
は
二
の
規
定
に
よ
る
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
認
定
（
以
下
こ

　
の
条
に
お
い
て
「
限
度
額
適
用
認
定
」
と
い
う
。
）
を
受
け
よ
う
と
す
る
被
保
険
者
は
、
次
に
掲
げ
る
嚢
項
を
記
載
し

　
た
申
請
餅
に
、
第
三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
を
証
す
る
書
類
を
添
付
し
て
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に

　
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2　
し
、

　
ら
な
い

3　
に
至
っ
た
と
き
は
、
、
遅
滞
な
く
、
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
を
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
返
還

　
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
　
被
保
険
者
の
資
格
を
喪
失
し
た
と
き
。

　
二
　
令
第
十
六
条
策
【
項
第
一
号
ハ
又
は
二
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
。

　
三
　
限
度
額
適
用
．
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
の
有
効
期
限
忙
至
っ
た
と
き
。

4
　
限
度
額
適
用
認
定
を
受
け
た
被
保
険
者
ば
、
保
険
医
療
機
関
等
か
ら
令
第
ナ
六
条
第
戸
項
各
号
に
掲
げ
る
療
養
を

　
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
被
保
険
者
証
に
添
え
て
、
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
を
当
該
保
険
医
療

　
機
関
等
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

5
　
前
項
た
だ
し
書
の
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
被
保
険
者
は
、
そ
の
理
由
が
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
限

　
度
額
適
用
．
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
を
当
該
保
険
医
療
機
関
等
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

6
　
第
十
九
条
及
び
第
二
十
条
（
第
二
項
及
び
第
四
項
た
だ
し
轡
を
除
く
。
）
の
規
定
ば
、
限
度
領
適
用
ゼ
標
準
負
担
額

　
減
額
認
定
証
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

7
　
限
度
額
適
用
認
定
を
受
け
た
被
保
険
者
忙
係
る
第
こ
十
二
条
か
ら
第
二
十
六
条
ま
で
に
規
定
す
る
届
書
に
は
、
当

　
該
届
出
に
係
る
被
保
険
者
証
に
加
え
て
、
当
該
被
保
険
者
に
係
る
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
を
添
え

　
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
令
第
十
六
条
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
医
療
に
関
す
る
給
付
）

第
六
十
八
条
　
令
第
十
六
条
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
医
療
に
関
す
る
給
付
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
一
　
児
童
福
祉
法
第
六
十
三
条
の
三
の
二
第
』
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
瞳
害
児
施
設
給
付
蟄
等
を
支
給
す
る

　
　
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
た
者
に
対
す
る
同
法
第
二
十
四
条
の
二
十
第
一
項
に
規
定
す
る
障
害
児
施
設
医
療
費

　
　
の
支
給

　
　
被
保
険
者
証
の
番
号

　
　
氏
名

　
　
限
度
額
適
用
認
定
を
受
け
よ
う
と
オ
る
被
保
険
者
の
入
院
期
間

　
　
令
弟
十
六
条
第
一
項
窮
一
号
ハ
又
は
こ
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
い
る
旨

　
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
は
、
前
項
の
申
請
に
基
づ
き
限
度
額
適
用
認
定
を
行
っ
た
と
き
は
、
被
保
険
者
に
対

　
　
様
式
第
五
号
に
よ
る
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
臆
定
証
を
、
有
効
期
限
を
定
め
て
交
付
し
な
け
れ
ば
な

　
　
　
O

限
度
額
適
用
．
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
の
交
付
を
受
け
た
被
保
険
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

二三四

　
二
　
瞳
轡
者
自
立
支
援
法
第
五
十
八
条
第
｝
項
の
自
立
支
援
医
療
黄
、
同
法
第
七
十
条
第
一
．
項
の
療
養
介
護
医
療
費

　
　
又
は
同
法
第
七
十
一
条
第
一
項
の
基
準
該
当
療
養
介
穫
医
療
躍
の
支
給

　
三
　
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
費
用
の
負
担
が
，
行
わ
れ
る

　
　
医
療
に
関
す
る
給
付

　
四
　
麻
薬
及
び
向
精
神
薬
取
締
法
第
五
十
八
条
の
十
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
典
用
の
負
担
が
行
わ
れ
る
医
療
に
関

　
　
す
る
給
付
．

　
五
　
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
三
十
七
条
第
一
項
又
は
第
三
十
七
条
の

　
　
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
費
用
の
負
担
が
行
わ
れ
る
医
療
に
関
す
る
給
付
又
は
当
該
医
蹴
に
要
す
る
費
用
の
支
給

　
六
　
石
綿
に
よ
番
健
飯
被
害
の
救
済
に
駕
す
る
法
律
第
四
条
第
一
項
の
医
療
斑
の
支
給

　
七
　
団
長
健
蔵
保
険
法
施
行
規
則
第
二
十
七
条
の
十
五
第
一
項
第
八
号
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
医

　
　
療
に
関
す
る
給
付

　
（
令
第
十
六
条
第
五
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
保
険
医
療
機
関
等
）

第
六
十
九
条
　
令
第
十
六
条
第
五
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
保
険
医
療
機
関
等
は
、
健
廠
保
険
法
施
行
規
則
等
の

　
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
十
年
厚
生
術
令
第
二
十
四
号
）
附
則
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
旧
総
合
病
院
と
す

　
る
。

　
（
高
額
療
養
費
の
支
給
の
申
開
）

第
七
十
条
　
法
第
八
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
高
額
療
養
政
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
被
保
険
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事

　
項
を
記
載
し
た
申
勃
霧
を
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
迎
合
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
　
被
保
険
者
証
の
番
号

　
二
　
令
葉
十
四
条
糖
一
項
又
借
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
ム
畳
き
れ
る
額
に
係
る
療
養
が
同
条
第
｝
項
第
二
号
に
規
定

　
　
す
る
特
定
給
付
対
象
療
養
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
旨
及
び
当
該
額

2
　
前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
額
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
申
調
書
に
そ
の
事
実
を
証
す
る
萱
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら

　
な
い
。

3
　
高
額
療
養
質
に
係
る
療
養
が
、
－
令
第
十
四
条
第
五
項
又
は
第
十
五
条
第
一
項
第
三
号
若
し
く
は
第
四
号
の
い
ず
れ

　
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
被
保
険
者
は
、
窮
一
項
の
申
鮒
省
に
ぞ
の
班
実
を
証
す
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら

　
な
い
。

　
（
準
用
）

第
七
十
一
条
　
第
四
十
六
条
の
規
定
は
、
高
額
療
養
費
の
支
給
事
由
が
第
三
者
の
行
為
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る

　
と
き
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

　
　
　
　
　
第
四
欧
接
期
高
梯
渚
医
療
給
付
の
制
限
、

　
．
（
法
第
九
十
二
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
）

第
七
十
二
条
戸
法
第
九
十
二
条
第
一
項
の
厘
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
は
、
｝
年
六
月
間
と
す
る
。

　
（
特
別
の
蛮
情
に
関
す
る
届
出
）

　
時
差
し
止
め
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
令
第
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
条
に
定
め
る
特
別
の
纂
情
が
あ
る

　
と
き
は
、
直
ぢ
に
、
次
に
揚
げ
る
纂
項
を
記
載
し
た
届
歯
を
、
後
期
晦
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

，
ら
な
い
。

　
一
　
被
保
険
考
証
の
番
号

　
二
，
氏
名

　
三
　
保
険
料
を
納
村
す
る
こ
と
が
で
逆
な
い
理
由

　
（
後
期
高
齢
者
医
療
給
付
の
支
払
の
差
止
）

　
後
期
高
齢
者
医
療
給
付
の
額
は
、
滞
納
額
に
比
し
、
著
し
く
高
額
な
も
の
と
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
も
の
と
す
る
い

第
七
十
三
条
　
被
保
険
者
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
後
期
高
齢
者
医
療
給
付
の
全
部
又
は
一
部
の
支
払
を
一

第
七
十
四
条
法
第
九
十
二
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
一
時
差
し
止
め
る
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（
一
時
差
止
に
係
る
後
期
高
齢
者
医
療
給
付
額
か
ら
の
滞
納
保
険
料
額
の
控
除
）

第
七
十
五
条
　
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
は
、
法
第
九
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
｝
時
差
止
に
係
る
後
期
高

　
齢
者
医
療
給
付
の
額
か
ら
滞
納
額
を
控
除
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
あ
ち
か
じ
め
、
次
に
掲
げ
る
裏
項
を
秘
画
に
よ
り

　
当
該
被
保
険
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
　
法
第
九
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
一
時
差
止
に
係
る
後
期
高
齢
者
医
療
給
付
の
額
か
ら
滞
納
額
を
控
除
す

　
　
る
旨

　
二
　
一
時
差
止
に
係
る
後
期
高
齢
者
医
療
給
付
の
額

　
三
　
控
除
す
る
滞
納
額
及
び
当
該
滞
納
額
に
係
る
納
期
限

　
　
　
　
　
第
五
款
　
雑
則

　
　
（
口
頭
に
よ
る
申
請
等
）

第
七
十
六
茶
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
は
、
前
節
及
ぴ
こ
の
節
の
規
定
に
ま
る
申
請
又
は
届
出
に
関
し
申
請
喬
又

　
は
届
務
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
特
別
の
事
情
嚇
あ
る
と
認
め
た
と
き
は
、
申
請
者
又
は
届
出
人
の
口
頭
に
よ

　
る
陳
述
を
当
該
職
員
に
聴
取
さ
せ
た
上
で
、
必
要
な
措
置
を
採
る
ご
と
に
よ
っ
て
、
当
該
申
請
書
又
は
届
秘
の
受
理

　
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

2
　
前
項
の
陳
述
を
聴
取
し
た
当
該
職
員
は
、
陳
述
事
項
に
基
づ
い
て
所
定
の
申
馨
又
は
届
岱
の
様
式
に
従
っ
て
聴

　
取
轡
を
作
成
し
、
こ
れ
を
陳
述
者
に
読
み
聞
か
せ
た
上
で
、
陳
述
者
と
と
も
に
記
名
押
印
又
は
署
名
し
な
け
れ
ば
な

　
ら
な
い
。

　
（
申
請
書
等
の
記
載
事
項
）

第
七
十
七
条
　
こ
の
節
の
規
定
に
よ
る
申
請
又
は
届
出
に
関
し
作
成
す
る
申
請
轡
又
は
届
書
に
は
、
申
請
者
又
は
届
出

　
人
の
氏
名
、
住
所
及
び
申
鵬
又
は
届
出
の
年
月
日
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ち
な
い
。

　
（
添
付
耕
類
等
の
省
略
）

第
七
十
八
条
　
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
は
、
前
節
及
び
こ
の
節
の
規
定
に
よ
る
申
請
又
は
届
出
に
関
し
作
成
す
る

　
申
請
番
又
は
届
書
に
添
付
し
、
又
は
提
示
し
な
け
れ
憾
な
ら
な
い
書
類
に
よ
り
明
ら
か
に
す
べ
き
事
実
を
公
簿
等
に

　
よ
っ
て
確
認
す
届
こ
と
が
で
ぎ
る
と
き
は
、
当
該
書
類
の
添
付
又
は
提
示
を
省
略
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

2
　
前
節
及
び
こ
の
節
の
規
定
に
よ
っ
て
申
請
轡
又
は
届
書
に
意
見
書
又
は
証
明
轡
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場

　
合
で
あ
っ
て
も
、
当
該
申
請
書
又
は
届
書
に
相
当
の
記
載
を
受
け
た
と
き
は
、
意
見
書
又
は
証
明
書
の
添
付
を
要
し

　
な
い
も
の
と
す
る
。

　
（
診
療
報
酬
請
求
書
の
審
査
）

第
七
十
九
条
　
診
療
報
酬
請
求
書
の
審
査
は
、
診
療
報
酬
請
求
書
の
提
出
を
受
け
た
日
の
属
す
る
月
の
末
日
ま
で
に
行

　
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
再
度
の
考
案
）

第
八
十
条
『
前
条
の
規
定
に
よ
る
審
査
に
つ
き
苦
情
が
あ
る
者
は
、
再
度
の
考
案
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
診
療
報
酬
の
支
払
）

第
八
十
一
条
　
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
は
、
審
査
が
終
わ
っ
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
末
ま
で
に
、
保
険
医
療
機

　
関
等
又
は
指
定
訪
問
看
護
事
業
者
に
当
該
審
査
に
係
る
診
療
報
酬
を
支
払
う
も
の
と
す
る
。

　
（
後
期
高
齢
者
医
療
給
付
に
関
す
る
処
分
の
通
知
）

第
八
十
二
条
　
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
給
付
に
関
す
る
処
分
を
行
っ
た
と
き
は
、
速
や
か

　
に
、
文
譜
で
そ
の
内
容
を
申
暗
者
又
は
届
出
人
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
処
分

　
が
当
該
申
請
者
又
は
届
出
人
に
う
い
て
不
利
益
と
な
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
理
由
を
付
記
し
な
け
れ
ば
な
ら

　
な
い
。

　
　
　
　
第
四
節
　
保
険
料
等

　
（
令
第
十
八
条
第
一
項
第
二
号
た
だ
し
書
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
補
正
方
法
）

第
八
十
三
条
　
令
第
十
八
条
第
一
項
第
二
号
た
だ
し
書
の
基
礎
控
除
後
の
総
所
得
金
額
等
（
同
号
に
規
定
す
る
基
礎
控

　
除
後
の
総
所
得
金
額
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
補
正
嫉
補
正
前
の
基
礎
控
除
後
の
総
所
得
金
額
等
ば
均
衡
所
得

　
割
率
を
乗
じ
て
得
た
額
及
び
同
項
第
一
号
に
規
定
す
菊
被
保
険
者
場
等
割
額
の
合
計
額
．
（
以
下
「
補
正
前
の
保
険
料

　
の
賦
課
額
」
と
い
う
。
）
が
賦
課
限
度
額
（
同
項
第
六
号
の
額
を
い
う
。
次
賃
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
上
回
る
被
保
険
者

　
に
つ
い
て
、
基
礎
控
除
後
の
総
所
得
金
額
等
を
減
額
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

2
　
前
項
の
均
衡
所
得
剛
率
は
、
補
正
前
の
基
礎
控
除
後
の
総
所
得
金
額
等
に
均
衡
所
得
割
率
を
乗
じ
て
得
た
額
を
所

　
褥
割
額
λ
命
第
十
八
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
所
得
割
額
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
と
し
て
算
定
し
た
被
保
険
者

　
に
対
す
る
補
正
前
の
保
険
料
の
賦
課
額
（
当
該
賦
脚
額
が
賦
繰
限
度
額
を
超
え
る
場
合
に
は
、
当
該
被
保
険
者
に
対

　
す
ξ
保
険
料
の
賦
牒
額
を
賦
瞭
限
度
額
と
し
て
計
算
し
た
賦
課
額
）
の
総
額
の
う
ち
被
保
険
者
に
係
る
所
得
割
総
額

　
　
（
同
条
第
三
項
第
三
号
に
規
定
す
る
所
得
割
総
額
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
、
同
条
第
三
項
策
｝
号
に
規
定
す
る
賦

　
鯉
総
額
の
う
ち
所
得
割
総
額
に
等
し
く
な
る
よ
う
計
算
し
て
得
た
率
と
す
る
。

　
　
（
特
定
地
域
被
保
険
者
に
対
し
て
縢
さ
れ
る
所
得
割
額
の
算
定
方
法
）

第
八
十
四
条
　
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
は
、
令
第
十
八
条
第
一
項
第
二
号
イ
の
特
定
期
間
（
法
第
百
十
六
条
第
二

　
項
第
一
号
に
規
定
す
る
特
定
期
間
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
お
け
る
各
年
度
の
特
定
地
域
被
保
険
者
（
令
第
十
八
条

　
第
一
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
に
規
定
す
る
特
定
地
域
被
保
険
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
対
し
て
課
さ
れ
る
所
得

，
卜
割
額
の
合
計
額
の
合
計
額
の
見
込
額
を
算
定
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
令
第
十
八
条
第
二
項
に
掲
げ
る
基
準
に
従
っ
て

　
算
定
さ
れ
為
特
定
期
間
に
お
け
る
各
年
度
の
特
定
地
域
被
保
険
者
に
対
し
て
課
さ
れ
る
と
見
込
ま
れ
る
所
得
割
額
の

　
合
計
額
等
を
勘
案
す
る
も
の
と
す
る
。

　
（
基
礎
控
除
後
の
総
所
得
金
額
等
の
合
計
額
の
合
計
額
の
見
込
額
の
算
定
方
法
）

第
八
十
五
条
　
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
は
、
令
第
十
八
条
第
一
項
第
二
号
ロ
の
特
定
期
間
に
お
け
る
各
年
度
の
基

　
礎
控
除
後
の
総
所
得
金
額
等
の
合
計
額
の
合
計
額
の
見
込
額
を
算
定
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
後
期
高
齢
者
医
療

　
広
域
連
合
に
お
け
る
過
去
の
各
年
度
に
お
け
る
基
礎
控
除
後
の
総
所
得
金
額
等
の
合
計
額
等
を
勘
案
す
る
も
の
と
す

　
る
。

　
（
被
保
険
者
均
等
割
額
の
算
定
方
法
）

第
八
十
六
条
　
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
は
、
令
第
十
八
条
第
一
項
第
四
号
の
特
定
期
間
に
お
け
る
各
年
度
の
特
定

　
地
域
被
保
険
者
に
対
し
て
課
さ
れ
る
被
保
険
者
均
等
割
額
の
合
計
額
の
合
計
額
の
見
込
額
を
算
定
す
る
に
当
た
っ
て

　
は
、
同
条
第
二
項
に
掲
げ
る
基
準
に
従
っ
て
算
定
さ
れ
る
特
定
期
間
に
お
け
る
各
年
度
の
特
定
地
域
被
保
険
者
に
対

　
し
て
課
さ
れ
る
と
見
込
ま
れ
る
被
保
険
者
均
等
割
額
の
合
計
額
等
を
勘
案
す
る
も
の
と
す
る
。

2
　
後
期
腐
齢
者
医
療
広
域
連
合
は
、
令
第
十
八
条
第
一
項
第
四
号
の
特
定
期
間
に
お
け
る
各
年
度
の
被
保
険
者
の
合

　
計
数
の
合
計
数
の
見
込
数
を
算
定
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
お
け
る
過
去
の
各
年

　
度
に
お
け
る
被
保
険
者
の
数
等
を
勘
案
す
る
も
の
と
す
る
。

　
（
特
定
地
域
所
得
割
率
の
算
定
方
法
）

第
八
十
七
条
　
令
第
十
八
条
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
特
定
地
域
所
得
割
率
（
附
則
第
五
条
に
お
い
て
「
特
定
地
域

　
所
得
割
率
」
と
い
う
。
）
は
、
当
該
特
定
地
域
（
法
第
百
四
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に

　
該
当
す
る
地
域
を
い
う
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
け
る
過
去
の
法
第
九
十
三
条
第
｝
項
に
規
定
す
る
療
養
の
給

　
付
等
に
要
す
る
費
用
の
額
（
次
条
に
お
い
て
「
療
養
の
給
付
等
に
要
す
る
費
用
の
額
」
と
い
う
。
）
等
を
勘
案
し
て
後

　
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
定
め
た
率
と
す
る
。

　
（
令
第
十
八
条
第
二
項
第
四
号
の
被
保
険
者
均
等
割
額
の
算
定
方
法
）

第
八
十
八
条
　
令
第
十
八
条
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
被
保
険
者
均
等
割
額
は
、
当
該
特
定
地
域
に
お
け
る
過
去
の

　
療
養
の
給
付
等
に
要
す
る
費
用
の
額
等
を
勘
案
し
て
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
定
め
た
額
と
す
る
。

　
（
予
定
保
険
料
収
納
率
の
算
定
方
法
）

第
八
十
九
条
　
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
は
、
予
定
保
険
料
収
納
率
（
令
第
十
八
条
第
三
項
第
二
号
に
規
定
す
る
予

　
定
保
険
料
収
納
率
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
算
定
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
特
別
徴
収
（
法
弟
百
七
条
第
一
項
に
規
定

　
す
る
特
別
徴
収
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
方
法
に
よ
ヶ
徴
収
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
保
険
料
の
収
納
率
に
つ
い
て

　
は
、
当
該
賦
課
し
た
保
険
料
額
が
す
べ
て
徴
収
さ
れ
る
も
の
と
し
て
見
込
む
も
の
と
し
、
普
通
徴
収
（
同
項
に
規
定

　
す
る
普
通
徴
収
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
方
法
に
よ
り
徴
収
す
愚
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
保
険
料
の
収
納
率
に
つ
い
て

　
は
、
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
加
入
し
て
い
る
市
町
村
に
お
け
る
過
去
の
普
通
徴
収
に
係
る
収
納
率
の
実

　
績
等
を
勘
案
し
て
見
込
む
も
の
と
す
る
。

　
（
所
得
係
数
の
見
込
値
の
算
定
方
法
）

第
九
十
条
　
後
朝
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
は
、
令
第
十
八
条
第
三
項
第
三
号
に
規
定
す
る
所
得
係
数
の
見
込
値
（
附
則

　
第
汎
条
に
お
い
て
「
所
得
係
数
の
見
込
値
」
と
い
ヶ
。
）
を
算
定
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

　
連
合
に
お
け
る
過
去
の
各
年
度
に
お
け
る
所
得
係
数
の
値
等
を
勘
案
す
る
も
の
と
す
る
。
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（
年
金
保
険
者
の
市
町
村
に
対
す
る
通
知
の
期
日
）

第
九
十
一
条
　
法
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
。
以
下
「
準
用
介
瞳

　
保
険
法
」
と
い
う
。
）
第
百
三
十
四
条
第
一
項
の
厘
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
日
は
、
当
該
年
度
の
初
日
の
風
す
る
年

　
の
五
月
三
十
一
日
と
す
る
。

2
　
準
用
介
護
保
険
法
第
百
三
十
四
条
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
日
は
、
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年

　
の
八
月
十
日
と
す
る
。

3
　
準
用
介
護
保
険
法
第
百
三
十
四
条
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
日
は
、
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年

　
の
十
月
十
日
と
す
る
。

4
　
準
用
介
護
保
険
法
第
百
三
十
四
条
第
四
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
日
は
、
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年

　
の
十
二
月
十
日
と
す
る
。

5
　
準
用
介
護
保
険
法
第
百
三
十
四
条
第
五
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
日
は
、
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年

　
の
翌
年
の
二
月
十
日
と
す
る
。

6
　
準
用
介
護
保
険
法
第
百
三
十
四
条
第
六
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
日
は
、
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年

　
の
翌
年
の
四
月
十
日
と
す
る
。

　
（
年
金
額
の
見
込
額
の
算
定
方
法
）

第
九
十
二
条
　
準
用
介
護
保
険
法
第
百
三
十
四
条
第
二
項
か
ら
第
六
項
ま
で
に
規
定
す
る
年
金
額
の
見
込
額
は
、
次
の

　
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

　
一
　
準
用
介
護
保
険
法
第
百
三
十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
年
金
額
の
見
込
額
，
当
該
年
の
八
月
一
日
か
ら
翌
年
の

　
　
五
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
支
払
を
受
け
る
べ
き
老
齢
等
年
金
給
付
（
法
第
百
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
老
齢
等

　
　
年
金
給
付
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
総
額
を
十
で
除
し
た
額
に
十
二
を
乗
じ
て
得
た
額

　
二
　
準
用
介
護
保
険
法
第
百
三
十
四
条
第
三
項
に
規
定
す
る
年
金
額
の
見
込
額
　
当
該
年
の
十
月
｝
日
か
ら
翌
年
の

　
　
五
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
支
払
を
受
け
る
べ
老
老
齢
等
年
金
給
付
の
総
額
を
八
で
除
し
た
額
に
十
二
を
乗
じ
て

　
　
得
た
額

　
三
　
準
用
介
護
保
険
法
第
百
三
十
四
条
第
四
項
に
規
定
す
る
年
金
額
の
見
込
額
当
該
年
の
十
二
月
一
日
か
ら
翌
年

　
　
の
五
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
支
払
を
受
け
る
べ
き
老
齢
等
年
金
給
付
の
総
額
を
六
で
除
し
た
額
に
十
二
を
乗
じ

　
　
て
得
た
額

　
四
　
準
用
介
護
保
険
法
第
百
三
十
四
条
第
五
項
に
規
定
す
る
年
金
額
の
見
込
額
　
当
該
年
の
翌
年
の
二
月
一
日
か
ら

　
　
五
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
支
払
を
受
け
る
べ
き
老
齢
等
年
金
給
付
の
総
額
を
四
で
除
し
た
額
に
十
二
を
乗
じ
て

　
　
得
た
額

　
五
　
準
用
介
護
保
険
法
第
百
三
十
四
条
第
六
項
に
規
定
す
る
年
金
額
の
見
込
額
　
当
該
年
の
翌
年
の
四
月
一
日
か
ら

　
　
五
月
三
十
一
日
ま
で
の
閤
に
支
払
を
受
け
る
べ
き
老
齢
等
年
金
給
付
の
総
額
を
二
で
除
し
た
額
に
十
二
を
乗
じ
て

　
　
得
た
額

2
　
前
項
各
号
の
年
金
額
の
見
込
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
四
捨
五
入
し
て
得
た
額
を
年
金
額

　
の
見
込
額
と
す
る
。

　
（
年
金
保
険
者
の
市
町
村
に
対
す
る
通
知
事
項
）

第
九
十
三
条
　
準
用
介
護
保
険
法
第
百
三
十
四
条
第
一
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次

　
の
と
お
り
と
す
惹
。

　
一
　
準
用
介
護
保
険
法
第
百
三
十
四
条
第
一
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
通
知
に
係
る
者
（
以
下
「
通
知
対

　
　
象
者
」
と
い
う
。
）
の
性
別
及
び
生
年
月
日

　
二
　
通
知
対
象
者
が
支
払
を
受
け
て
い
る
老
齢
等
年
金
給
付
の
種
類
、
額
及
が
そ
の
支
払
を
行
う
年
金
保
険
者
（
法

　
　
第
百
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
年
金
保
険
者
を
い
う
。
）
の
名
称

　
（
準
用
介
護
保
険
法
第
百
三
十
四
条
第
｝
項
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
特
別
の
蛮
情
）

第
九
十
四
条
　
準
用
介
護
保
険
法
第
百
三
十
四
条
第
一
項
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
特
別
の
事
情
は
、
次
に

　
掲
げ
る
事
由
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
老
齢
等
年
金
給
付
の
支
払
を
受
げ
な
い
こ
と
と
な
っ
た
場
合
又
は
当
該
年

　
の
六
月
一
日
か
ら
翌
年
の
五
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
支
払
わ
れ
る
当
該
老
齢
等
年
金
給
付
の
額
の
総
額
が
、
令
第

　
二
十
二
条
に
定
め
る
額
未
満
ど
な
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

一
　
老
齢
等
年
金
給
付
を
受
け
る
権
利
を
法
律
の
規
定
に
よ
り
担
保
に
供
し
て
い
る
こ
と
。

二
　
国
民
年
金
法
（
留
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
第
二
十
条
、
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
一

　
（
昭
和
六
十
年
法
律
第
三
十
四
号
。
以
下
「
昭
和
六
十
年
国
民
年
金
等
改
正
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
十
一
条
若
し

　
く
は
第
三
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
昭
和
六
十
年
国
民
年
金
等
改
正
法
第
｛
条
に
よ
る
改
正
前
の
国
民

　
年
金
法
第
二
十
条
、
厚
生
年
金
保
険
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
五
号
）
窮
三
十
八
条
、
昭
和
六
十
年
国
民
．

　
年
金
等
改
正
法
附
則
第
五
十
六
条
若
し
く
は
第
七
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
昭
和
六
十
年
国
民
年
金
等

　
改
正
法
第
三
条
に
よ
る
改
正
前
の
厚
生
年
金
保
険
法
第
三
十
八
条
、
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
三
年

　
法
律
第
百
二
十
八
号
）
第
七
十
四
条
ハ
国
家
公
務
員
等
共
済
組
合
法
等
の
｝
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
年

　
法
律
策
百
五
号
。
以
下
「
昭
和
六
十
年
国
共
済
法
等
改
正
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
十
一
条
（
私
立
学
校
教
職
員
共

　
済
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
二
百
四
十
五
号
。
以
下
「
私
学
共
済
法
」
と
い
う
。
）
第
四
十
八
条
の
二
の
規
定
に

　
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
、
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百

　
五
十
二
号
）
第
七
十
六
条
、
地
方
公
務
風
等
共
済
組
合
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
年
法
律
第
百

　
八
号
。
以
下
「
昭
和
六
十
年
地
共
済
法
等
改
正
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
十
条
、
昭
和
六
十
年
国
民
年
金
等
改
正
法

　
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
船
員
保
険
法
（
昭
和
十
四
年
法
彿
第
七
士
二
号
）
第
二
十
三
条
の
七
、
厚
生
年

　
金
保
険
制
度
及
び
農
林
漁
業
団
体
職
員
共
済
組
合
制
度
の
統
合
を
図
る
た
め
の
爆
林
漁
業
団
体
職
員
共
済
組
合
法

　
等
を
廃
止
す
る
等
の
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
百
一
号
。
以
下
「
平
成
十
三
年
厚
生
農
林
統
合
法
」
と
い
う
。
）

　
附
則
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
十
三
年
厚
生
農
林
統
合
法

　
附
則
第
二
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
平
成
十
二
年
農
林
共
済
改
正
法
弟
二
十
三
条
の
二
又
は
平
成
十
三
年
煙

　
生
農
林
統
合
法
附
則
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
十
三
年
厚

　
生
農
林
統
合
法
附
則
第
二
条
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
昭
和
六
十
年
農
林
共
済
改
正
法
附
則
第
十
条
の
規
定
に

　
基
づ
き
当
該
老
齢
等
年
金
給
付
の
支
給
が
停
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

三
　
国
民
年
金
法
第
七
十
二
条
若
し
く
は
第
七
十
三
条
、
昭
和
六
十
年
国
民
年
金
等
改
正
法
附
則
第
三
十
二
条
の
規

　
定
に
よ
り
通
用
さ
れ
る
昭
和
六
十
年
国
民
年
金
等
改
正
法
第
一
条
に
よ
る
改
正
前
の
国
民
年
金
法
第
七
十
二
条
若

　
し
く
は
第
七
十
三
条
、
厚
生
年
金
保
険
法
第
七
十
七
条
若
し
く
は
第
七
十
八
条
、
昭
和
六
十
年
国
民
年
金
等
改
正

　
法
附
則
第
七
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
通
用
さ
れ
る
昭
和
六
十
年
国
民
年
金
等
改
正
法
第
三
条
に
よ
る
改
正
前
の
厚

　
生
年
金
保
険
法
第
七
十
七
条
若
し
く
は
第
七
十
八
条
、
国
憲
公
務
倒
共
済
組
合
法
第
七
十
五
条
若
し
く
は
第
九
十

　
五
条
か
ら
第
九
十
七
条
ま
で
、
昭
和
六
十
年
国
共
済
法
等
改
正
法
附
則
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
昭
和

　
六
十
年
国
共
済
法
等
改
正
法
第
一
条
に
よ
る
改
正
前
の
国
家
公
班
員
等
共
済
組
合
法
第
七
十
五
条
若
し
く
は
第
九

　
十
五
条
か
ら
第
九
十
七
条
ま
で
（
私
学
共
済
法
第
四
土
八
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る

　
場
合
を
含
む
。
）
、
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
第
七
十
七
条
若
し
く
は
第
百
九
条
か
ら
第
百
十
｝
条
ま
で
、
昭
和

　
六
十
年
地
共
済
法
等
改
正
法
附
則
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
遺
財
さ
れ
る
昭
和
六
十
年
地
共
済
法
等
改
正
法
第
一
条

　
に
よ
る
改
正
前
の
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
第
七
十
七
条
若
し
く
は
第
百
九
条
か
ら
第
百
十
一
条
ま
で
、
船
員

　
保
険
法
第
五
十
六
条
若
し
く
は
第
五
十
七
条
又
は
昭
和
六
十
年
国
民
年
金
等
改
正
法
弟
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正

　
前
の
船
員
保
険
法
第
五
十
六
条
若
し
く
は
第
五
十
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
当
該
老
齢
等
年
金
給
付
の
支
給
が
停
止

　
さ
れ
、
一
時
差
し
止
め
ら
れ
、
又
は
行
わ
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

四
　
国
民
年
金
法
第
二
十
一
条
、
昭
和
六
十
年
国
民
年
金
等
改
正
法
附
則
第
三
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る

　
昭
和
六
十
年
国
民
年
金
等
改
正
法
第
一
条
に
よ
る
改
正
前
の
国
民
年
金
法
第
二
十
一
条
、
厚
生
年
金
保
険
法
第
三

　
十
九
条
、
昭
和
六
十
年
国
民
年
金
等
改
正
法
附
則
第
七
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
昭
和
六
十
年
国
民
年

　
金
等
改
正
法
第
三
条
に
よ
る
改
正
前
の
駆
生
年
金
保
険
法
第
三
十
九
条
、
昭
和
六
十
年
国
共
済
法
等
改
正
法
附
則

　
第
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
第
七
十
四
条
の
三
（
私
学
共
済
法
第
四
十
八
条
の

　
二
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
、
昭
和
六
十
年
地
共
済
法
等
改
正
法
附
則
第
九

　
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
第
七
十
六
条
の
三
、
船
員
保
険
法
第
二
十
四
条
の
三
、

　
昭
和
六
十
年
国
民
年
金
等
改
正
法
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
船
員
保
険
法
第
二
十
四
条
の
三
又
は
平
成
十

　
三
年
厚
生
農
林
統
合
法
附
則
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
十

　
三
年
厚
生
農
林
統
合
法
附
則
第
二
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
平
成
十
二
年
農
林
共
済
改
正
法
第
二
十
三
条
の

　
四
の
規
定
に
よ
り
内
払
と
み
な
さ
れ
た
年
金
が
あ
る
こ
と
。

五
　
そ
の
他
前
各
号
に
掲
げ
る
事
由
に
類
す
る
事
由
が
あ
る
こ
と
。
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（
保
険
料
の
一
部
を
特
別
徴
収
す
る
場
合
）

第
九
十
五
条
　
準
用
介
渡
保
険
法
第
百
三
十
五
条
第
．
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
一
　
当
該
年
度
に
当
該
特
別
徴
収
対
象
被
保
険
者
（
箪
用
介
穫
保
険
法
第
百
三
十
五
条
第
五
項
に
規
定
す
る
特
別
徴

　
　
収
対
銀
被
保
険
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
つ
い
て
仮
徴
収
（
準
用
介
護
保
険
法
第
百
四
十
条
第
一
項
又
は
第
二

　
　
項
の
規
定
に
基
づ
く
特
別
徴
収
を
い
う
。
以
下
鳳
じ
。
）
が
行
わ
れ
て
い
な
い
と
き
。

　
二
　
当
該
年
度
に
お
け
る
当
該
特
別
徴
収
対
象
被
保
険
者
に
係
呑
仮
徴
収
の
方
法
に
よ
り
徴
収
す
る
保
険
料
額
の
総

　
　
額
の
見
込
額
が
当
該
年
度
に
お
い
て
当
該
者
に
対
し
て
課
す
る
見
込
み
の
保
険
料
額
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額

　
　
に
満
た
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
市
町
村
が
、
そ
の
満
た
な
い
額
を
普
通
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
徴

　
　
収
す
る
こ
と
が
適
当
と
認
め
た
と
き
。

　
三
　
当
該
特
別
徴
収
対
象
被
保
険
者
に
係
る
当
該
年
度
分
の
保
険
料
額
に
つ
い
て
準
用
介
護
保
険
法
第
百
三
十
六
条

　
　
第
一
項
（
令
弟
二
十
八
条
か
ら
第
三
十
二
条
ま
で
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
通
知
が
行

　
　
わ
れ
た
後
の
当
該
年
度
中
に
増
額
さ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
特
別
徴
収
対
象
被
保
険
者
に
つ
い
て
引
き
続
き

　
　
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
り
保
険
料
の
一
部
を
徴
収
す
る
こ
と
に
つ
い
て
市
町
村
が
適
当
と
認
め
た
と
き
。

　
四
　
当
該
特
別
徴
収
対
象
被
保
険
者
に
対
し
て
課
す
る
保
険
料
額
が
当
該
年
度
前
の
年
度
に
お
い
て
賦
課
す
べ
き
保

　
　
険
料
額
が
含
ま
れ
る
と
き
。

　
（
令
第
二
十
三
条
第
一
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
額
）

　
か
ら
第
六
項
ま
で
の
通
知
に
係
る
老
齢
等
年
金
給
付
の
金
額
を
六
で
除
し
て
得
た
額
（
当
該
算
出
額
に
一
円
未
満
の

　
（
令
第
二
十
三
条
第
一
号
イ
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
額
）

　
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

　
一
　
準
用
介
穫
保
険
法
第
百
三
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
が
行
わ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
準
用
介
穫
保
険

　
　
法
第
百
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
保
険
料
を
徴
収
さ
れ
る
と
見
込
ま
れ
る
被

　
　
保
険
者
　
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
十
月
｝
日
以
降
最
初
に
支
払
わ
れ
る
老
齢
等
年
金
給
付
に
係
る
準
用

　
　
介
護
保
険
法
第
百
三
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
算
出
さ
れ
る
支
払
回
数
割
保
険
料
額

　
二
　
準
用
介
護
保
険
法
第
百
三
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
が
行
わ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
準
用
介
護
保
険

　
　
法
弟
百
三
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
保
険
料
を
徴
収
さ
れ
る
と
見
込
ま
れ
ゐ
被

　
　
保
険
者
　
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
十
こ
月
一
日
以
降
最
初
に
支
払
わ
れ
る
老
齢
等
年
金
給
付
に
係
る
令

　
　
第
二
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
介
護
保
険
法
第
百
三
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
算
出
さ
れ
る
支
払

　
　
回
数
割
保
険
料
額

　
　
法
第
百
三
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
保
険
料
を
徴
収
さ
れ
る
と
見
込
ま
れ
る
被

　
　
保
険
者
　
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
翌
年
の
二
月
一
日
以
降
最
初
に
支
払
わ
れ
る
老
齢
等
年
金
給
付
に
係

　
　
る
令
第
二
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
介
護
保
険
法
第
百
三
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
算
出
さ
れ
る

　
　
支
払
回
数
割
保
険
料
額

　
　
護
保
険
法
第
百
三
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
通
知
に
係
る
被
保
険
者
に
対
し
て
陳
ず
る
当
該
年
度
の
保

　
　
険
料
の
一
部
を
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
徴
収
す
る
場
合
を
除
く
。
）
又
は
準
用
介
護
保
険
法
第
百
三
十
四
条
第

　
　
四
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
が
行
わ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
準
用
介
艘
保
険
法
第
百
三
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ

　
　
り
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
保
険
料
を
徴
収
さ
れ
る
と
見
込
ま
れ
る
被
保
険
者
　
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る

　
　
年
の
翌
年
の
四
月
一
日
以
降
最
初
に
支
払
わ
れ
る
老
齢
等
年
金
給
付
に
係
る
準
用
介
護
保
険
法
第
百
三
十
五
条
第

　
　
四
項
の
規
定
に
よ
り
算
出
さ
れ
る
支
払
回
数
割
保
険
料
額
の
見
込
額
（
当
該
額
に
よ
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
認

　
　
め
ら
れ
る
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
所
得
の
状
況
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
市
町
村
が
定
め
る

　
　
額
）

第
九
十
六
条
　
令
第
二
十
三
条
第
一
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
額
は
、
準
用
介
護
保
険
法
第
百
三
十
四
条
第
一
項

　
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
て
得
た
額
と
す
る
。
）
を
二
で
除
し
て
得
た
額
と
す
る
。

第
九
十
七
条
　
令
第
二
十
三
条
第
一
号
イ
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
被
保
険
者
の
区
分

　
三
　
準
用
介
護
保
険
法
第
百
三
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
が
行
わ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
準
用
介
護
保
険

　
四
　
準
用
介
護
保
険
法
第
百
三
十
四
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
が
行
わ
れ
た
場
合
（
準
用
介

　
五
　
準
用
介
護
保
険
法
第
百
三
十
四
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
が
行
わ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
準
用
介
護
保
険
［

　
　
法
第
百
三
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
保
険
料
を
徴
収
さ
れ
る
と
見
込
ま
れ
る
被

　
，
保
険
者
　
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
翌
年
の
六
月
一
日
以
降
最
初
に
支
払
わ
れ
る
老
齢
等
年
金
給
付
に
係

　
　
る
準
用
介
獲
保
険
法
第
百
三
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
算
出
さ
れ
る
支
払
回
数
割
保
険
料
額
の
見
込
額
（
当

　
　
該
額
に
よ
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
所
得
の
状
況
そ
の
他

　
　
の
事
情
を
勘
案
し
て
市
町
村
が
定
め
る
額
）

　
六
　
準
用
介
穫
保
険
法
第
百
三
十
四
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
が
行
わ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
準
用
介
護
保
険

　
　
法
第
百
三
十
五
条
第
三
頂
の
規
定
に
よ
り
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
保
険
料
を
徴
収
さ
れ
る
と
見
込
ま
れ
る
被

　
　
保
険
者
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
翌
年
の
八
月
一
日
以
降
最
初
忙
支
払
わ
れ
る
老
齢
等
年
金
給
付
に
係

　
　
る
準
用
介
瞳
保
険
法
第
百
三
十
五
条
第
四
項
の
規
定
化
よ
り
算
出
さ
れ
る
支
払
回
数
割
保
険
料
額
の
見
込
額
（
当

　
　
該
額
に
よ
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
特
別
な
礁
情
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
所
得
の
状
況
そ
の
他

　
　
の
事
情
を
勘
案
し
て
市
町
村
が
定
め
る
額
）

　
（
令
第
二
十
三
条
第
一
号
ロ
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
額
）

第
九
十
八
条
　
令
弟
二
十
三
条
第
一
号
ロ
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
被
保
険
者
の
区
分

　
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

　
一
　
前
条
第
一
号
に
謁
げ
惹
被
保
険
者
　
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
十
月
一
日
以
降
鍬
初
に
支
払
わ
れ
る
老

　
　
齢
等
年
金
給
付
に
係
る
介
護
保
険
法
第
百
三
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
算
出
さ
れ
る
支
払
回
数
割
保
険
料
額

　
二
　
前
条
第
二
号
に
掲
げ
る
被
保
険
者
　
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
斎
年
の
十
二
月
一
日
以
降
最
初
に
支
払
わ
れ
る

　
　
老
齢
等
年
金
給
付
に
係
る
介
穫
保
険
法
第
百
三
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
支
払
回
数
割
保
険
料
額
又
は
介
護
保

　
　
険
法
施
行
令
（
平
成
十
年
政
令
第
四
百
十
二
号
）
，
第
四
十
五
条
の
二
窮
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
百
三
十

　
　
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
算
出
さ
れ
る
支
払
回
数
割
保
険
料
額

　
三
前
条
第
三
号
に
掲
げ
る
被
保
険
者
　
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
翌
年
の
二
月
一
日
以
降
最
初
に
支
払
わ

　
　
れ
る
老
齢
等
年
金
給
付
に
係
る
介
護
保
険
法
第
百
三
十
六
条
第
一
項
（
介
履
保
険
法
施
行
令
第
四
十
五
条
の
二
第

　
　
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
支
払
回
数
割
保
険
料
額
又
は
同
令
第
四
十
五
条
の
三
第
】

　
　
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
策
百
三
十
六
条
第
一
，
一
項
の
規
定
に
よ
ウ
算
出
さ
れ
る
支
払
回
数
割
保
険
料
額

　
四
　
前
条
第
四
号
に
掲
げ
る
被
保
険
者
・
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
翌
年
の
四
月
一
向
以
降
最
初
に
支
払
わ

　
　
れ
る
老
齢
等
年
金
給
付
に
係
る
介
護
保
険
法
第
百
四
十
条
第
一
項
（
介
護
保
険
法
施
行
令
第
四
十
五
条
の
二
第
｝

　
　
項
及
ぴ
第
四
十
五
条
の
三
第
｝
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
支
払
回
数
割
保
険
料
額
に
相

　
　
当
す
，
る
額
又
は
同
法
第
百
三
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
算
出
さ
れ
る
支
払
回
数
割
保
険
料
額
の
見
込
額
（
当

　
　
該
額
に
よ
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
所
得
の
状
況
そ
の
他

　
　
の
事
情
を
勘
案
し
て
市
町
村
が
定
め
る
額
）

　
五
　
前
条
第
五
号
に
掲
げ
る
被
保
険
者
　
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
翌
年
の
六
月
一
日
以
降
熈
初
に
支
払
わ

　
　
れ
る
老
齢
等
年
金
給
付
に
係
る
介
瞳
保
険
法
第
百
四
十
条
第
二
項
（
介
護
保
険
法
施
行
令
第
四
十
五
条
の
二
第
一

　
　
項
及
び
第
四
十
五
条
の
三
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
支
払
回
数
割
保
険
料
額
に
相

　
　
当
す
る
額
、
同
法
第
百
三
十
五
条
第
三
項
に
規
定
す
る
支
払
回
数
割
保
険
料
額
の
見
込
額
（
第
百
十
一
条
第
一
項

　
　
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
所
得
の
状
況
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
で
市
町
村
が
定
め
る
額
）
又
は
同

　
法
第
百
三
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
篤
出
さ
れ
る
支
払
回
数
割
保
険
料
額
の
見
込
額
（
当
該
額
に
よ
る
こ
と

　
　
が
適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
所
循
の
状
況
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し

　
　
て
市
町
村
が
定
め
る
額
）

六
　
前
条
第
六
号
に
掲
げ
る
被
保
険
者
　
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
翌
年
の
八
月
一
日
以
降
最
初
に
支
払
わ

　
　
れ
る
老
齢
等
年
金
給
付
に
係
る
介
穫
保
険
法
第
百
四
十
条
第
二
項
（
介
鰻
保
険
法
施
行
令
第
四
十
五
条
の
二
第
一

　
　
項
及
び
第
四
十
五
条
の
三
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
支
払
回
数
割
保
険
料
額
に
相

　
当
す
る
額
（
第
百
十
条
第
二
項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
所
郷
の
状
況
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し

　
　
て
市
町
村
が
定
め
る
額
）
、
同
法
第
百
三
十
五
条
第
三
項
に
規
定
す
る
支
払
回
数
割
保
険
料
額
の
見
込
額
（
第
百

　
十
一
条
第
一
項
又
は
第
百
十
二
条
第
｝
項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
所
得
の
状
況
そ
の
他
の
事
情

　
を
勘
案
し
て
市
町
村
が
定
め
る
額
）
又
は
同
法
第
百
三
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
算
出
さ
れ
る
支
払
回
数
割
・

　
保
険
料
額
の
見
込
額
（
当
該
額
に
よ
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
に
お
い
て

　
　
は
、
所
得
の
状
況
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
市
町
村
が
定
め
る
額
）
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（
市
町
村
の
特
別
徴
収
の
通
知
）

窮
九
十
九
条
　
準
用
介
護
保
険
法
第
百
三
十
六
条
第
一
項
（
令
弟
二
十
八
条
か
ら
第
三
十
二
条
ま
で
に
お
い
て
準
用
す

　
る
場
合
を
含
む
。
）
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
一
　
特
別
徴
収
対
象
被
保
険
者
の
氏
名
、
性
別
、
’
生
年
月
日
及
び
住
所

　
二
　
特
別
徴
収
対
象
年
金
給
付
（
準
用
介
護
保
険
法
第
百
三
十
五
条
第
六
項
仁
規
定
す
る
特
別
徴
収
対
魚
年
金
給
付

　
　
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
種
類
、
額
及
ぴ
特
別
徴
収
義
務
者
（
同
条
第
五
項
に
規
定
す
る
特
別
徴
収
義
務
者
を
い

　
　
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
名
称

　
（
支
払
回
数
割
保
険
料
額
の
算
定
方
法
）

第
百
条
　
準
用
介
獲
保
険
法
第
百
三
十
六
条
第
一
項
（
令
第
二
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
準

　
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
支
払
回
数
割
保
険
料
額
．
（
以
下
「
支
払
回
数
割
保
険
料
額
」
と
い
う
。
）
に
つ
い

　
て
準
用
介
護
保
険
法
第
百
三
十
六
条
第
二
項
（
令
第
二
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す

　
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
算
出
さ
れ
た
支
払
回
数
割
保
険
料
額
に
百
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
、
又
は
当

　
該
額
の
全
額
が
百
円
未
満
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
端
数
金
額
又
は
当
該
額
の
全
額
は
す
べ
て
当
該
年
度
の
初
日
の
属

　
す
る
年
の
十
月
一
日
以
降
履
初
に
支
払
わ
れ
る
特
別
徴
収
対
象
年
金
給
付
に
係
る
支
払
回
数
割
保
険
料
額
に
合
算
す

　
る
も
の
と
す
る
。

　
（
支
払
回
数
割
保
険
料
額
の
見
込
額
の
算
定
方
法
）

第
百
一
条
　
準
用
介
護
保
険
法
第
百
三
十
五
条
第
四
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
は
、

　
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

　
一
　
準
用
介
護
保
険
法
第
百
三
十
四
条
第
二
項
若
し
ぐ
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
（
準
用
介
護
保
険
法
第
百
三

　
　
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
通
知
に
係
る
被
保
険
者
に
対
し
て
課
す
る
当
該
年
度
の
保
険
料
の
一
部
を
特

　
　
別
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
徴
収
す
る
場
合
を
除
く
。
）
又
は
準
用
介
穫
保
険
法
第
百
三
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ

　
　
る
通
知
が
行
わ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
準
用
介
護
保
険
法
第
百
三
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
特
別
徴
収
を
行

　
　
う
と
き
　
当
該
年
度
の
保
険
料
額
を
十
二
（
た
だ
し
、
十
二
と
す
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
市
町
村

　
　
に
お
い
て
は
、
一
以
上
十
二
以
下
の
範
囲
内
に
お
い
て
市
町
村
が
定
め
る
数
と
す
る
。
）
で
除
し
て
得
た
額
に
六
を

　
　
乗
じ
て
得
た
額

　
二
　
準
用
介
護
保
険
法
第
百
三
十
四
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
が
行
わ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
準
用
介
穫
保
険

　
　
法
第
百
三
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
特
別
徴
収
を
行
う
と
き
　
当
該
年
度
の
保
険
料
額
を
十
二
（
た
だ
し
、

　
　
十
二
と
す
る
こ
ど
が
適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
市
町
村
に
お
い
て
は
、
ゲ
以
上
十
二
以
下
の
範
囲
内
に
お
い
て

　
　
市
町
村
が
定
め
る
数
と
す
る
。
）
で
除
し
て
得
た
額
に
四
を
乗
じ
て
偲
た
額

　
三
　
準
用
介
護
保
険
法
第
百
三
十
四
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
跡
行
わ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
準
用
介
護
保
険

　
　
法
第
百
三
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
特
別
徴
収
を
行
う
と
き
　
当
該
年
度
の
保
険
料
額
を
十
二
（
た
だ
し
、

　
　
十
二
と
す
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
市
町
村
に
お
い
て
は
、
一
以
上
十
二
以
下
の
範
囲
内
に
お
い
て

　
　
市
町
村
が
定
め
る
数
と
す
る
。
）
で
除
し
て
得
た
額
に
二
を
乗
じ
て
得
た
額

2
　
前
項
各
号
に
お
い
て
算
出
さ
れ
る
額
に
一
・
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
，
こ
れ
を
四
捨
五
入
し
て
得
た
額
を
算

　
出
額
と
す
る
。

　
（
支
払
回
数
割
保
険
料
額
等
の
納
入
方
法
y

第
百
二
条
　
特
別
徴
収
義
務
者
は
、
．
準
用
介
護
保
険
法
第
百
三
十
七
条
第
ら
項
、
（
冷
第
二
十
八
条
か
ら
第
三
十
二
条
ま

　
で
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
に
支
払
回
数
風
保
険
料
額
又
ば
支
払
回
数
割
保
険
料

　
額
の
見
込
額
（
準
用
介
護
保
険
法
第
百
三
十
五
条
第
三
項
に
規
定
す
る
支
払
回
数
割
保
険
料
額
の
見
込
額
を
い
う
。

　
以
下
同
じ
コ
）
を
納
入
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
市
町
村
が
あ
ら
か
じ
め
指
定
し
て
当
該
特
別
徴
収
義
務
者
に
通
知
し
た

　
銀
行
そ
の
他
の
金
融
機
関
に
払
い
込
む
も
の
と
す
る
。

　
（
特
別
徴
収
義
務
者
が
特
別
徴
収
対
象
保
険
料
額
の
納
入
の
義
務
を
負
わ
な
く
な
る
事
由
等
）

第
百
三
条
準
用
介
護
保
険
法
第
百
三
十
七
条
第
四
項
（
令
第
二
十
八
条
第
三
項
及
び
第
二
十
九
条
第
三
項
に
お
い
て

　
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
第
九
十
四
条
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る

　
事
由
に
よ
り
特
別
徴
収
対
象
年
金
給
付
の
支
払
額
が
当
該
支
払
に
係
る
支
払
回
数
割
保
険
料
額
と
介
護
保
険
法
第
百

　
三
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
支
払
回
数
割
保
険
料
額
と
の
合
寡
額
未
満
と
な
っ
た
場
合
と
す
る
。

第
百
四
条
　
準
用
介
護
保
険
法
第
百
三
十
七
条
第
五
項
（
令
第
二
十
八
条
第
三
項
及
び
第
二
十
九
条
第
三
項
に
お
い
て

　
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
通
知
は
、
速
や
か
に
行
う
も
の
と
す
る
。

2
　
準
用
介
護
保
険
法
第
百
三
十
七
条
第
五
項
（
令
第
二
十
八
条
第
三
項
及
び
第
二
十
九
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す

　
る
場
合
を
含
む
。
）
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
前
条
に
規
定
す
る
場
合
に
係
る
特
別
徴
収
対
銀
被
保
険
者
と

　
す
る
。

　
（
特
別
徴
収
義
務
者
の
特
別
徴
収
対
象
被
保
険
者
に
対
す
る
通
知
）

第
百
五
条
　
準
用
介
穫
保
険
法
第
百
三
十
七
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
は
、
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
十

　
月
一
日
以
降
最
初
に
特
別
徴
収
対
象
年
金
給
付
を
支
払
う
日
ま
で
に
行
う
も
の
と
す
る
。

2
　
令
第
二
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
輩
用
す
る
準
用
介
穫
保
険
法
第
百
三
十
七
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
は
、

　
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
十
二
月
一
日
以
降
最
初
に
特
別
徴
収
対
象
年
金
給
付
を
支
払
う
日
ま
で
に
行
う
も

　
の
と
す
る
。

3
　
令
第
二
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
準
用
介
穫
保
険
法
第
百
三
十
七
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
は
、

　
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
翌
年
の
二
月
｝
日
以
降
履
初
に
特
別
徴
収
対
象
年
金
給
付
を
支
払
う
日
ま
で
に
行

　
う
も
の
と
す
る
。

4
　
令
第
三
十
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
革
用
介
護
保
険
法
第
百
三
十
七
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
は
、
当

　
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
翌
年
の
四
月
一
日
以
降
鍬
初
に
特
別
徴
収
対
象
年
金
給
付
を
支
払
う
日
ま
で
に
行
う

　
も
の
と
す
る
。

5
　
令
弟
三
十
，
一
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
準
用
介
穫
保
険
法
第
百
三
十
七
条
策
七
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
は
、

　
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
六
月
一
日
以
降
最
初
に
特
別
徴
収
対
象
年
金
給
付
を
支
払
う
日
ま
で
に
行
う
も
の

　
と
す
る
。

6
　
令
弟
三
十
二
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
準
用
介
護
保
険
法
第
百
三
十
七
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
は
、

　
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
八
月
一
日
以
降
最
初
に
特
別
徴
収
対
象
年
金
給
付
を
支
払
う
日
ま
で
に
行
う
も
の

　
と
す
る
。

　
（
市
町
村
が
特
別
徴
収
機
務
者
等
に
対
す
る
通
知
を
行
う
事
由
等
）

第
百
六
条
　
準
用
介
穫
保
険
法
第
百
三
十
八
条
第
一
項
（
令
弟
二
十
八
条
か
ら
第
三
十
二
条
ま
で
に
お
い
て
準
用
す
る

　
場
合
を
含
む
。
）
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
一
　
当
該
特
別
徴
収
対
象
被
保
険
者
が
、
当
該
市
町
村
の
区
域
内
に
住
所
を
有
し
な
く
な
っ
た
と
き
。

　
二
　
当
該
特
別
徴
収
対
銀
被
保
険
者
に
係
る
当
該
年
度
分
の
保
険
料
額
が
、
準
用
介
護
保
険
法
第
百
三
十
六
条
第
一

　
　
項
（
令
第
二
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
堀
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
通
知

　
　
が
行
わ
れ
た
後
の
当
該
年
度
中
に
減
額
さ
れ
た
と
き
。

　
三
　
当
該
特
別
徴
収
対
象
被
保
険
者
に
係
る
当
該
年
度
分
の
保
険
料
額
が
、
準
用
介
穫
保
険
法
第
百
三
十
六
条
第
一

　
　
項
（
令
第
二
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
巡
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
通
知

　
　
が
行
わ
れ
た
後
の
当
該
年
度
中
に
増
額
さ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
、
市
町
村
が
当
該
特
別
徴
収
対
象
被
保
険
者
に
つ

　
　
い
て
巡
用
介
護
保
険
法
第
百
三
十
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
別
徴
収
対
魚
保
険
料
額
か
ら
既
に
特
別
徴
収
の
方

　
　
法
に
よ
り
徴
収
さ
れ
た
額
を
控
除
し
た
額
の
全
部
に
つ
い
て
普
通
徴
収
の
方
法
に
よ
り
徴
収
す
る
こ
と
が
適
当
と

　
「
認
め
た
と
き
。

　
四
　
前
二
号
の
規
定
は
、
令
第
三
十
条
か
ら
第
三
十
二
条
ま
で
に
お
い
て
革
用
介
護
保
険
法
第
百
三
十
六
条
第
一
項

　
　
を
準
用
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
二
号
中
「
当
該
年
度
分
」
と
あ
る
の
は
「
当

　
　
該
年
度
の
翌
年
度
分
」
と
、
「
当
該
年
度
中
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
年
度
の
翌
年
度
中
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す

　
　
る
。

　
五
　
当
該
特
別
徴
収
対
象
被
保
険
者
が
、
法
第
五
十
五
条
第
一
．
項
又
は
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
台
で

　
　
あ
っ
て
、
介
護
保
険
法
第
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
と
き
。

　
六
　
災
害
そ
の
他
の
特
別
の
事
情
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
り
、
当
該
特
別
徴
収
対
象
被
保
険
者
に
つ
い
て
特
別
徴
収
の

　
　
方
法
に
よ
ゆ
保
険
料
を
徴
収
す
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
市
町
村
が
認
め
た
と
き
。

第
百
七
条
　
準
用
介
穫
保
険
法
第
百
三
十
八
条
第
一
項
（
令
第
二
十
八
条
か
ら
第
三
十
二
条
ま
で
に
お
い
て
革
用
す
る

　
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
通
知
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

　
一
　
当
該
通
知
に
係
る
特
別
徴
収
対
象
被
保
険
者
の
氏
各
、
性
別
、
生
年
月
日
及
び
住
所

　
二
　
当
該
特
別
徴
収
対
象
被
保
険
者
に
つ
い
て
特
別
徴
収
を
行
わ
な
い
こ
と
と
す
る
旨
及
び
そ
の
理
由

　
三
　
特
別
徴
収
対
搬
年
金
給
付
の
麺
類
及
び
特
別
徴
収
毅
務
者
の
名
称

　
（
特
別
徴
収
対
象
被
保
険
者
が
死
亡
し
た
こ
と
等
に
よ
り
生
じ
た
過
献
納
額
の
う
ち
被
保
険
者
に
還
付
し
な
い
額
の

　
算
定
方
法
等
）

第
百
八
条
　
市
町
村
は
、
－
準
用
介
穫
保
険
法
第
百
三
十
九
条
第
二
項
（
令
第
三
十
条
か
ら
第
三
十
二
条
ま
で
に
お
い
て

　
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
被
保
険
者
の
死
亡
に
よ
り
生
じ
た
過
納
又
は
誤
納
に
係
る
保
険
料
額
を
当

　
該
者
に
還
付
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
者
が
死
亡
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
々
月
以
降
に
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ

　
り
徴
収
さ
れ
、
市
町
村
に
納
入
さ
れ
た
支
払
回
数
割
保
険
料
額
又
は
支
払
回
数
割
保
険
料
額
の
見
込
額
が
あ
る
場
合

　
に
は
、
当
該
額
を
控
除
す
る
も
の
と
す
る
。

2
　
市
町
村
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
控
除
し
た
額
を
当
該
額
を
納
入
し
た
特
別
徴
収
義
務
者
に
還
付
す
る
も
の
と
す

　
る
。
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第
百
九
条
　
市
町
村
は
、
準
用
介
護
保
険
法
第
百
三
十
九
条
第
三
項
（
令
第
三
十
条
か
ら
第
三
十
二
条
ま
で
に
お
い
て

　
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
湿
の
規
定
に
よ
り
過
誤
納
額
（
準
用
介
獲
保
険
法
第
百
三
十
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
過
誤

　
納
額
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
当
該
被
保
険
者
の
未
納
に
係
る
保
険
料
そ
の
他
法
の
規
定
に
よ
る
徴
収
金
（
以
下
「
未

　
納
保
険
料
等
」
と
い
う
。
）
に
充
当
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
過
襖
納
顔
に
係
る
被
保
険
者
に
対
し
て
、
あ
ら
か

　
じ
め
、
次
に
掲
げ
る
事
項
花
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

　
一
　
準
用
介
護
保
険
法
第
百
三
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
充
当
を
行
う
旨

　
二
　
当
該
充
当
を
行
う
未
納
保
険
料
等
の
額
及
び
当
該
充
当
を
行
っ
た
後
の
過
瞑
納
額

　
三
　
そ
の
他
必
要
と
認
め
る
事
．
項

　
　
（
仮
徴
収
額
の
徴
収
方
法
等
）

第
百
十
条
　
準
用
介
穫
保
険
法
第
百
四
十
条
第
一
一
項
及
び
第
二
項
（
令
第
二
十
八
条
第
一
項
及
ぴ
第
二
十
九
条
第
一
項

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
警
む
．
）
規
定
す
る
支
払
回
数
割
罎
醤
籍
淳
る
額
は
．
当
該
毎
の
年
度

　
の
最
後
に
行
わ
れ
た
特
別
徴
収
対
象
年
金
給
付
の
支
払
に
係
る
支
払
回
数
酎
，
保
険
料
額
と
す
る
。

2
　
市
町
村
は
、
甑
用
介
艘
保
険
法
箪
百
四
十
条
第
二
項
（
令
第
二
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
十
九
条
第
一
項
に
お
い

　
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
被
保
険
者
に
つ
い
て
準
用
介
護
保
険
法
第
百
四
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る

　
年
の
八
月
一
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
忙
お
い
て
同
項
の
規
定
に
よ
り
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
り
徴
収
す
る
場

　
台
で
あ
っ
て
、
当
該
徴
収
を
行
う
額
遊
同
項
に
規
定
す
る
支
払
回
数
割
保
険
料
額
に
相
当
す
る
額
（
以
下
コ
般
仮

　
徴
収
額
」
と
い
う
。
）
又
は
同
項
に
規
定
す
る
市
町
村
が
定
め
る
額
み
以
下
「
市
町
村
決
定
額
］
と
い
う
。
）
と
す
る
こ

　
と
が
適
当
で
な
い
と
認
め
る
特
別
の
事
情
が
あ
る
と
き
は
、
一
般
仮
徴
収
額
又
は
市
町
村
決
定
額
に
代
え
て
、
所
得

　
の
状
況
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
市
町
村
が
定
め
る
額
（
以
下
「
八
且
び
変
更
仮
徴
収
額
」
と
い
う
。
）
を
同
項
に

　
規
定
す
る
支
払
に
係
る
保
険
料
額
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

3
　
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
市
町
村
は
、
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
六
月
二
十
日
ま
で
に
、
次
に
掲
げ
る
事

　
項
を
特
別
徴
収
義
務
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
特
別
徴
収
義
務
者
に
対
す
る
通
知

　
に
係
る
手
続
（
期
日
に
関
す
る
部
分
を
除
く
。
）
は
、
準
用
介
護
保
険
法
第
百
三
十
六
条
第
三
項
か
ら
第
六
項
ま
で
（
令

　
第
二
十
八
条
第
一
項
及
び
嬉
一
．
干
九
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
の
例
に
よ
る
。

　
｝
　
特
別
徴
収
対
象
被
保
険
者
の
氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
及
び
住
所
．

　
二
　
仮
徴
収
に
係
る
額
を
変
更
す
る
旨
及
ぴ
八
月
の
変
更
仮
徴
収
額

　
三
　
特
別
徴
収
対
象
年
金
給
付
の
租
類
及
び
特
別
徴
収
義
務
者
の
名
称

4
　
第
五
十
九
条
、
第
百
こ
条
か
ら
第
百
五
条
ま
で
、
第
百
六
条
第
二
号
及
び
第
三
号
並
び
に
第
百
七
条
か
ら
前
条
ま

　
で
の
規
定
は
、
仮
徴
収
に
つ
瀞
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
百
三
条
中
「
当
該
支
払
に
係
る
支
払
回
数

割
保
険
料
額
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
支
払
に
係
る
準
用
介
護
保
険
法
第
百
四
十
条
第
一
項
又
は
第
二
項
（
令
第
二
十

　
八
条
第
一
項
及
び
第
二
十
九
条
第
一
項
に
お
い
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
惹
支
払
に
係
る
保
険
料
額
」

と
、
「
介
護
保
険
法
第
百
三
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
支
払
回
数
割
保
険
料
額
」
と
あ
る
の
は
づ
介
護
保
険
法
第
百

四
十
条
第
一
項
又
は
第
二
項
（
介
穫
保
険
法
施
行
令
第
四
十
五
条
の
二
第
一
項
及
び
第
四
十
五
条
の
三
第
一
項
に
お

　
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
支
払
に
係
る
保
険
料
額
」
と
、
第
置
五
条
第
卜
項
中
「
当
該
年
度
の
初

日
の
属
す
る
年
の
十
月
一
旦
以
降
蝦
初
に
特
別
徴
収
対
象
年
金
給
付
を
支
払
う
日
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
十
条
第
二

項
に
規
定
す
る
市
町
村
決
定
額
又
は
同
項
に
規
定
す
る
八
月
の
変
更
仮
徴
収
額
を
準
用
介
護
保
険
法
第
百
四
十
条
第

二
項
（
令
第
二
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
十
軌
条
第
一
琉
に
お
い
て
郡
肘
す
惹
場
合
を
含
む
。
）
応
規
定
す
る
支
払
に

係
る
保
険
料
額
と
し
た
場
合
に
お
い
で
、
当
該
額
の
徴
収
に
係
る
特
別
徴
収
対
象
年
金
給
付
の
支
払
を
行
う
日
」
と
、

第
百
六
条
第
二
号
及
び
第
三
号
中
「
当
該
年
度
分
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
年
度
の
翌
年
度
」
と
、
「
当
該
年
度
中
」
と

あ
る
の
は
「
当
該
年
度
の
翌
年
度
中
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

　
　
（
支
払
回
数
割
保
険
料
額
の
見
込
額
の
徴
収
方
法
等
）

第
百
十
一
条
　
市
町
村
は
、
箪
用
介
穫
保
険
法
第
百
三
十
四
条
第
二
項
若
し
く
は
策
三
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
が
行
わ

　
れ
た
場
合
（
準
用
介
穫
保
険
法
第
百
三
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
通
知
に
係
る
被
保
険
者
に
対
し
て
課
す

　
る
当
該
年
度
の
保
険
料
の
一
部
を
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
徴
収
す
る
場
合
を
除
く
。
）
又
は
準
用
介
随
保
険
法
第

　
百
三
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
が
行
わ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
準
用
介
穫
保
険
法
第
百
三
十
五
条
第
三
項

　
の
規
定
に
よ
っ
て
特
別
徴
収
を
行
う
と
き
に
、
同
項
に
規
定
す
る
被
保
険
者
に
つ
い
て
当
該
通
知
を
行
っ
た
年
の
翌

　
年
の
六
且
、
一
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
、
当
該
徴
収
を
行
う
額
を
支
払
回
数
割
保
険
料
額
の
見
込
額
と
す
る

　
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
認
め
る
特
別
の
事
欄
か
あ
る
と
章
は
、
支
払
回
数
割
保
険
料
額
の
見
込
額
に
代
え
て
、
所
得

　
の
状
況
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
市
町
村
が
定
め
る
額
（
以
下
「
六
月
に
変
更
す
る
支
払
回
数
割
保
険
料
額
の
見

　
込
額
」
と
い
う
。
）
を
同
項
に
規
定
す
る
支
払
に
係
る
保
険
料
額
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2
　
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
市
町
村
は
、
当
該
通
知
を
行
っ
た
年
の
翌
年
の
四
月
二
十
日
ま
で
に
、
次
に
掲
げ
る
事

　
項
を
特
別
徴
収
義
務
者
に
通
知
七
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
特
別
徴
収
義
務
者
に
対
す
る
通
知

　
に
係
る
手
続
（
期
日
に
関
す
る
部
分
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
準
用
介
穫
保
険
法
第
百
三
十
六
条
第
三
項
か
ら
第
六

　
項
ま
で
の
規
定
の
例
に
よ
る
。

　
一
　
特
別
徴
収
対
象
被
保
険
者
の
氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
及
ぴ
住
所

　
二
　
仮
徴
収
に
係
る
額
を
変
更
す
る
旨
及
び
六
月
に
変
更
す
る
支
払
回
数
割
保
険
料
額
の
見
込
額

　
三
　
特
別
徴
収
対
象
年
金
給
付
の
種
類
及
び
特
別
徴
収
醗
務
者
の
名
称

3
　
第
九
十
九
条
、
第
百
二
条
か
ら
第
百
五
条
ま
で
、
第
百
六
条
第
二
号
及
び
第
三
号
並
び
に
第
百
七
条
か
ら
第
百
九

　
条
ま
で
の
規
定
は
、
前
二
項
の
特
別
徴
収
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
百
三
条
中
「
当
該
支
払

　
に
係
る
支
払
回
数
割
保
険
料
額
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
支
払
に
係
る
支
払
回
数
捌
保
険
料
額
の
見
込
額
」
と
、
「
介
護

　
保
険
法
第
百
三
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
支
払
回
数
制
保
険
料
額
」
と
あ
る
の
は
「
介
瞳
保
険
法
第
百
三
十
五
条

　
第
三
項
に
規
定
す
ξ
支
払
回
数
割
保
険
料
額
の
見
込
額
」
と
、
第
百
五
条
第
一
項
中
「
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る

　
年
の
十
月
一
日
以
降
履
初
に
特
別
徴
収
対
魚
年
金
給
付
を
支
払
う
日
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
十
一
条
第
一
項
に
規
定

　
す
る
六
月
に
変
更
す
る
支
払
回
数
割
保
険
料
額
の
見
込
額
を
準
用
介
穫
保
険
法
第
百
三
十
五
条
第
三
項
に
規
定
す
る

　
支
払
に
係
る
保
険
料
額
と
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
額
の
徴
収
に
係
る
特
別
徴
収
対
象
年
金
給
付
の
支
払
を
行
う

　
日
」
と
、
第
百
六
条
第
二
号
及
び
第
三
号
中
「
当
該
年
度
分
↑
と
あ
る
の
は
「
当
該
年
度
の
翌
年
度
分
」
と
、
「
当
該

　
年
度
中
」
・
と
あ
る
の
は
「
当
該
年
度
の
翌
年
度
中
」
と
睨
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
百
十
二
条
　
市
町
村
は
、
準
用
介
獲
保
険
法
第
百
三
十
四
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
が
行
わ

　
れ
た
場
合
（
準
用
介
穫
保
険
法
第
百
三
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
通
知
に
係
る
被
保
険
者
に
対
し
て
課
す

　
る
当
該
年
度
の
保
険
料
の
一
部
を
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
徴
収
す
る
場
合
を
除
く
。
）
又
は
箪
用
介
護
保
険
法
第

　
百
三
十
四
条
第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
が
行
わ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
準
用
介
瞳
保
険
法
第
百
三
十

　
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
っ
て
特
別
徴
収
を
行
う
と
き
に
、
同
項
に
規
定
す
る
被
保
険
者
に
つ
い
て
当
該
通
知
を

　
行
っ
た
年
の
翌
年
の
八
月
一
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
、
当
該
徴
収
を
行
う
額
を
支
払
回
数
割
保
険
料
額
の

　
見
込
額
と
す
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
認
め
る
特
別
の
事
情
が
あ
る
と
き
は
、
支
払
回
数
割
保
険
料
額
の
見
込
額
に

代
え
て
、
所
得
の
状
況
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
市
町
村
が
定
め
る
額
（
以
下
「
八
月
に
変
更
す
る
支
払
回
数
割

保
険
料
額
の
見
込
額
」
と
い
う
。
）
を
同
項
に
規
定
す
る
支
払
に
係
る
保
険
料
額
と
す
る
ζ
と
が
で
き
る
。

2
　
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
市
町
村
は
、
当
該
通
知
を
行
っ
た
年
の
翌
葬
の
六
月
二
十
日
ま
で
に
、
次
に
掲
げ
る
事

項
を
特
別
徴
収
義
務
番
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
特
別
徴
収
機
務
者
に
対
す
る
通
知

　
に
係
る
手
続
（
期
日
に
関
す
る
部
分
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
準
用
介
護
保
険
法
策
百
三
十
六
条
第
三
項
か
ら
第
六

項
ま
で
の
規
定
の
例
に
よ
る
。

　
一
　
特
別
徴
収
対
象
被
保
険
者
の
氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
及
び
住
所

　
二
　
仮
徴
収
に
係
る
額
を
変
更
す
る
旨
及
び
八
月
に
変
更
す
る
支
払
回
数
割
保
険
料
額
の
見
込
額

三
　
特
別
徴
収
対
象
年
金
給
付
の
種
類
及
び
特
別
徴
収
義
務
者
の
名
称
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3
　
第
九
十
九
条
、
第
百
二
条
か
ら
第
百
五
条
ま
で
、
第
百
六
条
第
二
号
及
び
第
三
号
並
び
に
第
百
七
条
か
ら
第
百
九

　
条
ま
で
の
規
定
は
、
前
二
項
の
特
別
徴
収
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
百
三
条
中
「
当
該
支
払

　
に
係
る
支
払
回
数
割
保
険
料
額
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
支
払
に
係
る
支
払
回
数
割
保
険
料
額
の
見
込
額
」
と
、
「
介
腹

　
保
険
法
第
百
三
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
支
払
回
数
割
保
険
料
額
」
と
あ
る
の
は
「
介
艘
保
険
法
第
百
三
十
五
条

　
第
三
項
に
規
定
す
る
支
払
回
数
割
保
険
料
額
の
見
込
額
」
と
、
第
百
五
条
第
一
項
中
「
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る

　
年
の
十
月
一
日
以
降
最
初
に
特
別
徴
収
対
象
年
金
給
付
を
支
払
う
日
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
十
二
条
第
一
項
に
規
定

　
す
る
八
月
に
変
更
す
る
支
払
回
数
割
保
険
料
額
の
見
込
額
を
準
用
介
穫
保
険
法
第
百
三
十
五
条
第
三
項
に
規
定
す
る

　
支
払
に
係
る
保
険
料
額
と
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
額
の
徴
収
に
係
る
特
別
徴
収
対
象
年
金
給
付
の
支
払
を
行
う

　
日
」
と
、
第
百
六
条
第
二
号
及
び
第
三
号
中
「
当
該
年
度
分
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
年
度
の
翌
年
度
分
」
と
、
「
当
該

　
年
度
中
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
年
度
の
翌
年
度
中
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　
　
第
五
節
　
後
期
高
齢
者
医
療
診
療
報
酬
審
査
委
員
会

　
（
国
民
健
康
保
険
法
施
行
規
則
の
準
用
）

第
百
十
三
条
　
国
民
健
康
保
険
法
施
行
規
則
第
五
章
の
規
定
は
、
法
第
百
二
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
後
期
高
齢
者

　
医
療
診
療
報
酬
審
査
委
員
会
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
令
第
四
十
一
条
中
「
第
三
十
条
」
と

　
あ
る
の
は
、
「
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
八
十
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　
　
第
六
節
　
後
期
高
齢
者
医
療
診
療
報
酬
特
別
審
査
委
員
会

　
（
特
別
審
査
委
員
会
）

第
百
十
四
条
　
法
第
七
十
条
第
五
項
に
規
定
す
る
指
定
法
人
（
次
項
に
お
い
て
「
指
定
法
人
」
と
い
う
。
）
は
、
同
条
第

　
五
項
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
診
療
報
酬
鯖
求
轡
の
審
査
を
行
う
た
め
、
後
期
高
齢
者
医
療
診
療
報

　
酬
特
別
審
査
委
員
会
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ち
な
い
。

2
　
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
国
民
健
康
保
険
法
施
行
規
則
第
四
十
二
条
の
二
に
規
定
す
る
特
別
審
査
委
員
会
を

　
置
く
指
定
法
人
は
、
当
該
特
別
審
査
委
員
会
に
お
い
て
後
期
高
齢
者
医
療
に
係
る
診
療
報
酬
請
求
書
の
審
査
を
行
う
。

　
　
　
第
三
章
　
国
民
健
廠
保
険
団
体
連
合
会
の
高
齢
者
医
療
関
係
業
務

　
（
国
保
連
合
会
の
議
決
権
の
特
例
）

第
百
十
五
条
　
国
保
連
合
会
は
、
法
第
百
五
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
行
う
業
務
に
関
す
る
国
民
健
廠
保
険
法
第
八
十
六

　
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
議
決
権
を
有
す
る
者
に
つ
い
て
、
規
約
の
定
め
る
と
こ
ろ

　
に
よ
り
、
総
会
又
は
代
議
員
会
の
議
員
⑳
う
ち
、
同
法
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
国
民
健
康
保
険
組
合
（
次
項
に

　
お
い
て
「
組
合
」
と
い
う
。
）
を
代
表
す
る
者
老
除
く
こ
と
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2
　
国
保
連
合
会
は
、
法
第
百
五
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
行
う
業
務
に
関
す
る
国
民
健
康
保
険
法
第
八
十
六
条
に
お
い

　
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
議
決
権
を
有
す
る
者
に
つ
い
て
、
規
約
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

　
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
法
第
七
十
条
第
四
項
（
法
第
七
十
四
条
第
十
項
、
第
七
十
五
条
第
七
項
、
第
七
十
六

　
条
第
六
項
及
び
第
七
十
八
条
第
八
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
国
保
連
合
会
に
委
託
す
る

　
事
務
に
関
し
て
、
総
会
又
は
代
議
員
会
の
職
員
を
、
会
員
た
る
保
険
者
（
組
合
を
除
く
。
）
を
代
表
す
る
者
に
代
え
て
、

　
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
を
代
表
す
る
者
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
第
四
章
　
雑
則

　
（
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
者
の
通
知
）

第
百
十
六
条
　
保
険
者
は
、
後
期
腐
齢
者
医
療
広
域
迎
合
に
対
し
、
法
第
九
十
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
被
扶
養
者
で

　
あ
っ
た
被
保
険
者
（
以
下
「
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
被
保
険
者
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
当
該
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
被

　
保
険
者
と
な
っ
た
日
以
降
、
速
や
か
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

　
｝
　
氏
名
、
性
別
及
び
生
年
月
日

　
二
　
被
扶
養
者
で
な
く
な
っ
た
日

2
　
前
項
の
通
知
は
、
支
払
基
金
を
経
由
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

　
（
事
業
状
況
の
報
告
）

第
百
十
七
条
　
法
第
百
三
十
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
は
、
毎
月
の
事
業
の
状
況
を
記
載
し
た
報

　
告
書
を
翌
月
二
十
日
ま
で
に
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

　
（
身
分
を
示
す
証
明
書
の
様
式
）

第
百
十
八
条
　
職
員
が
携
帯
す
べ
き
身
分
を
示
す
証
明
書
の
様
式
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ

　
当
該
各
号
に
定
め
る
様
式
と
す
る
。

　
一
　
法
第
六
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
携
帯
す
べ
き
証
明
書
　
様
式
第
六
号

　
二
　
法
第
七
十
二
条
第
二
項
（
法
第
七
十
四
条
第
十
項
、
第
七
十
五
条
第
七
項
、
第
七
十
六
条
第
六
項
及
び
第
八
十

　
　
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
六
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
携

　
　
帯
す
べ
き
証
明
桝
、
様
式
第
七
号

　
三
　
法
第
八
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
六
十
］
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
携
帯
す
べ
き
証
明
欝
　
様

　
　
式
第
八
号

　
四
法
第
百
三
十
四
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
六
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
携
帯
す
べ
き
証
明
裕

　
　
様
式
第
九
号

　
五
　
法
第
百
三
十
七
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
六
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
携
帯
す
べ
き
証
明
譜

　
　
様
式
第
十
号

　
六
　
法
第
百
五
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
策
六
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
携
帯
す
べ
き
証
明
書

　
　
様
式
第
十
一
号

　
（
権
限
の
委
任
）

第
百
十
九
条
　
法
弟
百
六
十
三
条
策
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
法
第
十
条
及
び
第
百
三
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生

　
労
働
大
臣
の
権
限
は
、
地
方
厚
生
局
長
に
委
任
す
る
。
た
だ
し
、
厚
生
労
働
大
臣
が
当
該
権
限
を
自
ら
行
う
こ
と
を

　
妨
げ
な
い
。

2
　
法
第
百
六
十
三
条
窮
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
前
項
に
規
定
す
る
地
方
厚
生
局
長
の
権
限
は
、
地
方
厘
生
支
局
畏
に

　
委
任
す
る
。

　
　
　
附
　
則

　
（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
附
則
第
九
条
か
ら
第
二
十
一
条
ま
で
の

　
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
（
老
人
保
健
法
施
行
規
則
の
廃
止
）

第
二
条
　
老
人
保
健
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
八
年
厚
生
省
令
第
二
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

　
（
基
礎
控
除
後
の
総
所
得
金
額
等
の
合
計
額
の
合
計
額
の
見
込
額
の
算
定
方
法
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条
　
平
成
二
十
年
度
及
び
平
成
二
十
一
年
度
の
特
定
期
間
に
お
け
る
各
年
度
の
基
礎
控
除
後
の
総
所
得
金
額
等
の

　
合
計
額
の
合
計
額
の
見
込
額
の
算
定
に
当
た
っ
て
、
第
八
十
五
条
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
同
条
中

　
「
に
お
け
る
過
去
の
各
年
度
に
お
け
る
基
礎
控
除
後
の
総
所
得
金
額
等
の
合
計
額
等
」
と
あ
る
の
は
、
「
に
加
入
し
て

　
い
る
市
町
村
に
お
け
る
過
去
の
健
廊
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
八
十
三
号
）
第
七

　
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
老
人
保
健
法
（
昭
和
五
十
七
年
法
御
第
八
十
号
）
第
十
七
条
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す

　
る
老
人
医
療
受
給
対
練
者
に
係
る
蕃
礎
控
除
後
の
総
所
縛
金
額
等
の
合
計
額
等
」
と
す
る
。

　
（
被
保
険
者
均
等
割
額
の
算
定
方
法
に
関
す
る
経
過
措
哩

第
四
条
　
平
成
二
十
年
度
及
び
平
成
二
十
一
年
度
の
特
定
期
間
に
お
け
る
各
年
度
の
被
保
険
者
均
等
割
額
の
合
計
額
の

　
合
計
額
の
見
込
額
の
算
定
に
当
た
っ
て
、
第
八
十
六
条
第
二
項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
同
項
中
「
に

　
お
け
る
過
去
の
各
年
度
に
お
け
る
被
保
険
者
の
数
等
」
と
あ
る
の
は
、
「
に
加
入
し
て
い
る
市
町
村
に
お
け
る
過
去
の

健
廠
保
険
法
等
の
、
一
蔀
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
八
十
三
号
）
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
老

　
人
保
健
法
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
八
十
号
）
第
十
七
条
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
老
人
医
療
受
給
対
練
者
の
数

　
等
」
と
す
る
。

　
（
特
定
地
域
所
得
割
率
の
算
定
方
法
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
五
条
平
成
二
十
年
度
及
び
平
成
二
十
一
年
度
の
特
定
期
間
に
係
る
特
定
地
域
所
得
割
率
の
算
定
に
当
た
っ
て
、
第

　
八
十
七
条
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
同
条
中
「
法
第
九
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
療
養
の
給
付
等

　
に
要
す
る
費
用
の
額
（
次
条
に
お
い
て
「
嚢
の
給
付
等
忙
要
す
る
費
用
の
額
」
と
い
う
。
）
等
」
と
あ
る
の
は
、
「
健

　
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
八
十
三
号
）
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
老
人

　
保
健
法
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
八
十
号
）
第
四
十
六
条
の
二
十
二
に
規
定
す
る
老
人
医
療
費
等
」
と
す
る
。
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（
令
第
十
八
条
第
二
項
第
四
号
の
被
保
険
者
均
等
割
額
の
算
定
方
法
に
関
す
る
経
過
措
置
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
令
附
則
第
十
二
条
第
五
項
の
彫
生
労
働
省
令
で
定
め
る
額
）

第
六
条
　
平
成
二
十
年
度
及
び
平
成
二
十
一
年
度
の
特
定
期
間
に
係
る
令
第
十
八
条
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
被
保
　
第
十
六
条
　
令
附
則
第
十
二
条
第
五
項
の
厘
生
労
働
省
令
で
定
め
る
額
は
、
令
第
十
八
条
並
び
に
附
則
第
十
二
条
第
一

　
険
者
均
等
割
額
の
算
定
に
当
た
っ
て
、
第
八
十
八
条
の
規
定
を
通
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
同
条
中
「
撫
養
の
給
　
　
項
及
び
策
二
項
の
基
鄭
に
従
っ
て
算
出
さ
れ
た
平
成
二
十
年
度
の
保
険
料
額
の
見
込
額
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額

　
付
等
に
要
す
る
費
用
の
額
等
」
と
あ
る
の
は
、
「
健
康
保
険
法
等
の
｝
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
八
　
　
を
三
で
除
し
て
得
た
額
（
当
該
金
額
に
百
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
、
又
は
当
該
額
の
全
額
が
百
円
未
満
で
あ
る

　
十
三
号
）
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
老
人
保
健
法
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
八
十
号
）
第
四
十
六
条
の
二
十
　
　
場
合
は
、
そ
の
端
数
金
額
又
は
当
該
額
の
全
額
を
切
り
捨
て
た
金
額
）
と
す
る
。

　
二
に
規
定
す
る
老
人
医
療
費
等
」
と
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で
に
お
け
る
保
険
料
の
特
別
徴
収
に
係
る
箪
用
等
）

　
（
予
定
保
険
料
収
納
率
の
冥
定
方
法
に
関
す
る
経
過
措
照
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
七
条
第
九
十
九
条
、
第
百
二
条
か
ら
第
百
四
条
ま
で
及
び
第
百
七
条
か
ら
第
百
九
条
ま
で
の
規
定
は
、
令
附
則

第
七
条
　
平
成
二
十
年
度
及
ぴ
平
成
二
十
一
年
度
の
特
定
期
間
に
係
る
予
定
保
険
料
収
納
率
の
算
定
に
当
た
っ
て
、
第
　
　
第
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
特
別
徴
収
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

　
八
十
九
条
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
同
条
中
「
普
通
徴
収
に
係
る
収
納
率
の
実
績
等
」
と
あ
る
の
は
、
第
十
八
条
特
別
徴
収
畿
務
者
は
、
令
附
則
策
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
介
瞳
保
険
法
第
百
三
十
七
条
第
七

　
「
七
十
五
歳
以
上
の
者
が
世
帯
主
で
あ
る
世
帯
の
国
民
健
廠
保
険
料
又
は
国
民
健
康
保
険
税
に
係
る
収
納
率
の
実
績
　
　
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
以
降
最
初
に
特
別
徴
収
対
象
年
金
給
付
を
支
払
う
日
ま
で
に
行

　
等
」
と
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
も
の
と
す
る
。

　
（
所
得
係
数
の
見
込
値
の
算
定
に
関
す
る
経
過
措
置
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
九
条
　
令
附
則
第
士
，
一
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
介
瞳
保
険
法
第
百
三
十
八
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で

第
八
条
　
平
成
二
十
年
度
及
び
平
成
二
十
一
年
度
の
特
定
期
間
に
係
る
所
得
係
数
の
見
込
値
の
算
定
に
当
た
っ
て
、
第
　
　
定
め
る
場
合
は
、
災
害
そ
の
他
の
特
別
の
事
情
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
り
、
当
該
特
別
徴
収
対
象
被
保
険
者
に
つ
い
て

　
九
十
条
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
同
条
中
「
に
お
け
る
過
去
の
各
年
度
に
お
け
る
所
得
係
数
の
値
等
」
　
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
り
保
険
料
を
徴
収
す
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
市
町
村
が
認
め
た
場
合
と
す
る
。

　
と
あ
る
の
は
、
「
に
加
入
し
て
い
る
市
町
村
に
お
け
る
過
去
の
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
八
　
　
（
平
成
一
、
一
十
年
度
の
保
険
料
の
特
別
徴
収
額
の
変
更
）

　
年
法
律
第
八
十
三
号
）
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
老
人
保
健
法
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
八
十
号
）
第
十
七
　
第
二
十
条
市
町
村
は
、
令
附
則
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
が
行
わ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
三
項

　
条
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
老
人
医
療
受
給
対
象
者
に
係
る
基
礎
控
除
後
の
総
所
得
金
額
等
の
額
等
に
よ
り
算
定
　
　
の
規
定
に
よ
つ
で
特
別
徴
収
を
行
う
と
き
に
、
同
項
に
規
定
す
る
被
保
険
者
に
つ
い
て
平
成
二
十
年
六
月
一
日
か
ら

　
し
た
所
得
係
数
の
値
等
」
と
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
月
三
十
日
ま
で
の
聞
に
、
当
該
徴
収
を
行
う
額
を
同
項
に
規
定
す
る
支
払
回
敬
割
保
険
料
額
の
見
込
額
と
す
る
こ

　
（
令
附
則
第
十
二
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
日
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
が
適
当
で
な
い
と
認
め
る
特
別
の
事
榴
…
が
あ
る
と
き
は
、
支
払
回
数
割
保
険
料
韻
の
見
込
額
に
代
え
て
、
所
得
の

第
九
条
　
令
附
則
第
十
二
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
日
は
、
平
成
十
九
年
十
一
月
三
十
日
と
す
る
。
　
　
　
状
況
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
市
町
村
が
定
め
る
額
（
以
下
「
平
成
二
十
年
六
月
に
変
更
す
る
支
払
回
数
割
保
険

　
（
令
附
則
第
十
二
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
料
額
の
見
込
額
」
と
い
う
。
）
を
同
項
に
規
定
す
る
支
払
に
係
る
保
険
料
額
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
条
　
第
九
十
三
条
の
規
定
は
、
令
附
則
第
十
二
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
　
2
　
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
市
町
村
は
、
平
成
二
十
年
四
月
二
十
日
ま
で
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
特
別
徴
収
義
務

　
（
令
附
則
第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
の
年
金
額
の
見
込
額
の
算
定
方
法
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
特
別
徴
収
義
務
者
に
対
す
る
通
知
に
係
る
手
続
（
期
日

第
十
一
条
　
令
附
則
第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
の
年
金
額
の
見
込
額
は
、
平
成
十
九
年
十
二
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
年
。
に
関
す
る
部
分
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
令
附
則
第
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
介
護
保
険
法
第
百
三
十
六

　
五
月
三
十
」
日
ま
で
の
間
に
支
払
い
を
受
け
る
べ
き
老
齢
等
年
金
給
付
の
総
額
を
六
で
除
し
た
額
に
十
二
を
乗
じ
て
　
　
条
第
三
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
の
例
に
よ
る
。

　
得
た
額
（
当
該
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
，
こ
れ
を
四
捨
五
入
し
て
得
た
額
）
と
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
一
　
特
別
徴
収
対
象
被
保
険
者
の
氏
名
、
性
別
・
生
年
月
日
及
び
住
所

　
（
令
附
則
第
十
二
条
第
一
項
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
特
別
の
事
情
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
仮
徴
収
に
係
る
額
を
変
更
す
る
旨
及
び
平
成
二
十
年
六
月
に
変
更
す
る
支
払
回
数
割
保
険
料
額
の
見
込
額

第
十
二
条
　
第
九
十
四
条
の
規
定
は
、
令
附
則
第
十
二
条
第
一
項
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
特
別
の
事
情
に
　
　
三
特
別
徴
収
対
象
年
金
給
付
の
種
類
及
び
特
別
徴
収
義
務
者
の
名
称

　
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
九
十
四
条
中
「
当
該
年
の
六
月
一
日
か
ら
翌
年
の
五
月
三
十
｝
日
」
　
3
　
第
九
十
九
条
、
第
百
二
条
か
ら
第
百
五
条
ま
で
、
第
百
六
条
第
二
号
及
び
第
三
号
並
び
に
第
百
七
条
か
ら
第
百
九

　
と
あ
る
の
は
、
「
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
　
　
　
　
条
ま
で
の
規
定
は
、
前
二
項
の
特
別
徴
収
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
百
三
条
中
「
当
該
支
払

　
（
令
附
則
第
十
二
条
第
四
項
第
一
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
額
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
係
る
支
払
回
数
割
保
険
料
額
」
・
と
あ
る
の
は
「
当
該
支
払
に
係
る
支
払
回
数
割
保
険
料
額
の
見
込
額
」
と
、
「
介
磁

第
十
三
条
　
令
附
則
第
十
二
条
第
四
項
第
一
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
額
は
、
同
条
第
一
項
の
通
知
に
係
る
老
齢
　
　
保
険
法
第
百
三
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
支
払
回
数
割
保
険
料
額
」
と
あ
る
の
は
「
介
護
保
険
法
第
百
三
十
五
条

　
等
年
金
給
付
の
金
額
を
六
で
除
し
て
得
た
額
（
当
該
算
出
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
　
　
第
三
項
に
規
定
す
る
支
払
回
数
割
保
険
料
額
の
見
込
額
」
と
、
第
百
五
条
第
一
項
中
「
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る

　
て
て
得
た
額
と
す
る
。
）
を
二
で
除
し
て
得
た
額
と
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
の
十
月
一
日
以
降
最
初
に
特
別
徴
収
対
象
年
金
給
付
を
支
払
う
日
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
二
十
条
第
【
項
に
規

　
（
令
附
則
第
十
二
条
第
四
項
第
一
号
イ
の
原
生
労
働
省
令
で
定
め
る
額
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
定
す
る
平
成
二
十
年
六
月
に
変
更
す
る
支
払
回
数
割
保
険
料
額
の
見
込
額
を
令
附
則
第
十
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る

第
十
四
条
　
令
附
則
第
十
二
条
第
四
項
第
一
号
イ
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
額
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
以
降
最
　
　
支
払
に
係
る
保
険
料
額
と
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
額
の
徴
収
に
係
る
特
別
徴
収
対
象
年
金
給
付
の
支
払
を
行
う

　
初
に
支
払
わ
れ
る
老
齢
等
年
金
給
付
に
係
る
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
算
出
さ
れ
る
支
払
回
数
割
保
険
料
額
の
見
　
　
日
」
と
、
第
百
六
条
第
二
号
及
び
第
三
号
中
「
当
該
年
度
分
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
年
度
の
翌
年
度
分
」
と
蝋
当
該

　
込
額
と
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
度
中
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
年
度
の
翌
年
度
中
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

　
（
令
附
則
第
十
二
条
第
四
項
第
一
号
ロ
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
額
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
一
条
　
市
町
村
は
、
令
附
則
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
が
行
わ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
三

第
十
五
条
　
令
附
則
第
十
二
条
第
四
項
第
｝
号
ロ
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
額
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
以
降
鼠
　
　
項
の
規
定
に
よ
っ
て
特
別
徴
収
を
行
う
と
き
に
、
同
項
に
規
定
す
る
被
保
険
者
に
つ
い
て
平
成
二
十
年
八
月
一
日
か

　
初
に
支
払
わ
れ
る
老
齢
等
年
金
給
付
に
係
葛
介
護
保
険
法
第
百
四
十
条
第
一
項
（
介
護
保
険
法
施
行
令
第
四
十
五
条
　
　
ら
九
且
三
十
日
ま
で
の
間
に
、
当
該
徴
収
を
行
う
額
を
支
払
回
数
割
保
険
料
額
の
見
込
額
又
は
平
成
二
十
年
六
月
に

　
の
二
第
｝
項
及
び
第
四
十
五
条
の
三
第
一
墳
に
お
い
て
単
用
す
る
場
合
を
含
む
コ
）
に
規
定
す
る
支
払
回
数
割
保
険
料
　
　
変
更
す
る
支
払
回
数
割
保
険
料
額
の
見
込
額
と
す
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
認
め
る
特
別
の
事
情
が
あ
る
と
き
は
、

　
額
に
相
当
す
る
額
又
は
同
法
窮
百
三
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
算
出
さ
れ
る
支
払
回
数
削
保
険
料
額
の
見
込
額
　
　
支
払
回
数
割
保
険
料
額
の
見
込
額
又
は
平
成
二
十
年
六
月
に
変
更
す
る
支
払
回
数
割
保
険
料
額
の
見
込
額
に
代
え

　
（
当
該
額
に
よ
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
所
得
の
状
況
そ
の
　
　
て
、
所
御
の
状
況
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
市
町
村
が
定
め
る
額
（
以
下
「
平
成
二
十
年
八
月
に
変
更
す
る
支
払

他
の
事
情
を
勘
案
し
て
市
町
村
が
定
め
る
額
）
と
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
回
数
割
保
険
料
額
の
見
込
額
」
と
い
う
。
）
を
同
項
に
規
定
す
る
支
払
に
係
る
保
険
料
額
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
市
町
村
は
、
平
成
二
十
年
六
月
二
十
日
ま
で
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
特
別
徴
収
義
務

　
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
特
別
徴
収
義
務
者
に
対
す
る
通
知
に
係
る
手
続
（
期
日

　
に
関
す
る
部
分
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
令
附
則
第
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
介
穫
保
険
法
第
百
三
十
六

　
条
第
三
、
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
の
例
に
よ
る
。

　
一
　
特
別
徴
収
対
象
被
保
険
者
の
氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
及
び
住
所

　
二
　
仮
徴
収
に
係
る
額
を
変
更
す
る
旨
及
び
八
月
に
変
更
す
る
支
払
回
数
割
保
険
料
額
の
見
込
額

　
三
　
特
別
徴
収
対
象
年
金
給
付
の
種
類
及
び
特
別
徴
収
畿
務
者
の
名
称

3
　
第
九
十
九
条
、
第
百
二
条
か
ら
第
百
五
条
ま
で
、
第
百
六
条
第
二
号
及
び
第
三
号
並
び
に
第
百
七
条
か
ら
第
百
九

　
条
ま
で
の
規
定
は
、
前
二
項
の
特
別
徴
収
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
百
三
条
中
「
当
該
支
払

　
に
係
る
支
払
回
数
割
保
険
料
額
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
支
払
に
係
る
支
払
回
数
割
保
険
料
額
の
見
込
額
」
と
、
「
介
瞳

　
保
険
法
第
百
三
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
支
払
回
数
割
保
険
料
額
」
と
あ
る
の
は
「
介
護
保
険
法
第
百
三
十
五
条

　
第
三
項
に
規
定
す
る
支
払
回
数
割
保
険
料
額
の
見
込
額
」
と
、
、
第
百
五
条
第
一
項
中
「
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る

　
年
の
十
月
一
日
以
降
鰻
初
に
特
別
徴
収
対
象
年
金
給
付
を
支
払
う
眉
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
二
十
一
条
第
一
項
に

　
規
定
す
る
平
成
二
十
年
八
月
に
変
更
す
る
支
払
回
数
割
保
険
料
額
の
見
込
額
を
令
附
則
第
十
二
条
第
三
項
に
規
定
す

　
る
支
払
に
係
る
保
険
料
額
と
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
額
の
徴
収
に
係
る
特
別
徴
収
対
象
年
金
給
付
の
支
払
を
行

　
う
日
」
と
、
第
百
六
条
第
二
号
及
ぴ
第
三
号
中
「
当
該
年
度
分
」
．
と
あ
る
の
は
「
当
該
年
度
の
翌
年
度
分
」
と
、
「
当

　
該
年
度
中
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
年
度
の
翌
年
度
中
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

　
（
特
定
市
町
村
所
得
割
率
の
算
定
方
法
）

第
二
十
二
条
　
令
附
則
第
十
三
条
第
三
号
に
規
定
す
る
特
定
市
町
村
所
得
割
率
は
、
当
該
特
定
市
町
村
（
法
附
則
第
十

　
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
市
町
村
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
つ
き
令
附

　
則
第
十
三
条
第
四
号
の
規
定
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
給
付
費
比
率
及
び
同
条
第
五
号
の
規
定
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
経
過

　
的
調
整
率
を
勘
案
し
て
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
定
め
る
率
と
す
る
。

　
（
給
付
費
比
率
の
算
定
方
法
）

第
二
十
三
条
　
令
附
則
第
十
三
条
第
四
号
に
規
定
す
る
給
付
費
比
率
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
額
を
第
二
号
に
掲
げ
る
額

　
で
除
し
て
得
た
率
と
す
る
。

　
一
　
当
該
特
定
市
町
村
に
つ
き
平
成
十
五
年
度
か
ら
平
成
十
七
年
度
ま
で
に
お
け
る
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正

　
　
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
八
十
三
号
）
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
老
人
保
健
法
（
昭
和
五
十
七
年

　
　
法
律
第
八
十
号
。
以
下
「
平
成
二
十
年
四
月
改
正
前
老
健
法
」
と
い
う
。
）
第
四
十
六
条
の
二
十
二
に
規
定
す
る
老

　
　
人
医
療
費
（
次
号
に
お
い
て
「
老
人
医
療
費
」
と
い
う
。
）
の
合
計
額
を
平
成
二
十
年
四
月
改
正
前
老
健
法
弟
十
七

　
　
条
第
一
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
老
人
医
療
受
給
対
象
者
（
次
号
に
お
い
て
「
老
人
医
療
受
給
対
象
者
」
と
い
う
。
）

　
　
の
合
計
数
で
除
し
て
得
た
額

　
二
　
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
加
入
し
て
い
る
市
町
村
に
お
け
る
平
成
十
五
年
度
か
ら
平
成
十
七
年
度
ま

　
　
で
の
老
人
医
療
費
の
合
計
額
の
合
計
額
を
当
該
老
人
医
療
受
給
対
象
者
の
合
計
数
の
合
計
数
で
除
し
て
得
た
額

　
（
令
附
則
簾
十
三
条
第
六
号
の
被
保
険
者
均
等
割
額
の
算
定
方
法
）

　
号
の
規
定
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
給
付
費
比
率
及
び
同
条
第
五
号
の
規
定
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
経
過
的
調
整
率
を
勘
案

　
し
て
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
定
め
る
額
と
す
る
。

　
（
平
成
二
十
年
度
に
お
け
る
保
険
料
の
特
別
徴
収
に
関
す
る
経
過
措
置
）

　
は
、
同
条
第
一
号
中
「
仮
徴
収
（
準
用
介
護
保
険
法
第
百
四
十
条
第
一
項
又
は
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
二
十

　
年
度
の
仮
徴
収
（
令
附
則
第
十
二
条
第
三
項
」
と
、
同
条
第
二
号
中
「
仮
徴
収
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
二
十
年
度
の

　
仮
徴
収
」
．
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
四
条
　
令
附
則
第
十
三
条
第
六
号
に
規
定
す
る
被
保
険
者
均
等
割
額
は
、
当
該
特
定
市
町
村
に
つ
き
同
条
第
四

第
二
十
五
条
　
平
成
二
十
年
度
の
保
険
料
の
特
別
徴
収
に
つ
い
て
第
九
十
五
条
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て

様
式
第
一
号
（
第
十
七
条
第
一
項
関
係
）

（
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注意事項

1　この証の交付を受けたときは、大切に保管してくださ

　い0
2　保険医療搬関寺について診療を受けようとするとき
　は、必ずこの証をその窓口で渡してぐださい。
3ピ 﨑ﾛ険者の賓格がなくなったときは、直ちに、この証
　を市町村に提出してください．また，伝声の届出をす

　る際には、この証を添えてください．

4　この症の記職事項に変更があったときは、14日以内
　に、この証を添えて、保険者（後期高齢者医凍広域連

　合）あての届書を、市町村に提出してください1

5　有効期限を経過したときは、，この証を使用することは

　で青ませんから、速やかに、市町村に提出し七、保険
　者の検認又は更新を乗けてください。

6　不正にこの証を使用した者は、刑法により詐欺罪とし

　て懲役の処分を受けます．

　特別の事情がなし，・りに保険料を滞納した場合、この

証を返還していただく．ことがあります。また、特別の

事情がないのに納期限から1年間経過しても保険料を

滞納している場合、この証を返還していただきます．

備考

（表面）

E三聖融施療被保賭正　　■

’． @！ 熊　　年　　月　　日

被保険者番号

住　所

被
保
険
者

氏　名 男
女

生年月日 年　　月　　日

資格取得年月・日 年　　月　　日

発　効、期　β 年　　月　　日

交付年月　日 年　　月　　日

一部負担金
ﾌ割合

i　i
保険者番毎
ﾀびに保険
ﾒの名称及
ﾑ印

様
式
第
二
号
（
第
十
七
条
第
一
項
関
係
）

備　考

　1　この証の大きさは、縦128ミリ．メートル、横91ミリメートルとすること。

　2　必要があるときは、各欄の配置を著しぐ変更することなく所要の変更を加えることその他所要の調整を加えることができること。

　3別途被保険者等に周知することにより、注意事項を省略することができること。

（裏面）

注意事項

1　この証で診療を受け拳ときには、診療費用の全
　額を支払ってください。

2保険医療機関等について診療を受けようとする
　ときは、一必ずこの証をその窓口で渡してくださ

　し、0

3　滞納している保険料を納付したときは、被保険
　者証を交付します。

4　災害等の特別な事情が生じたときや、擁害者自

　立支援法の自立支援医療等の公費負担医療を受

　けることができるに至ったときは、速やかに申し

　出てください。

5　被保険者の資格がなくなったときは、直ちに、

　この証を市田1肘に返してください。また、転出の

　届出をする際には、この証を添えてください。

6　この証の記載事項に変更があったときは、14日

　以内に、この証を添えて、保険者（後期高齢者医

　療広域連合）あての届書を、市町村に提出してく
　ださい。

7有効期限を経過したときは、この証を使用する
　ことは出来ませんから、速やかに、市町村に提出

　して、保険者の検認又は更新を受けてください。

8　不正にこの証を使用した者は、刑法により詐欺
　罪として懲役の処分を受けます。

（表面）

後期高齢者医療被保険者資格証明書

交付年月日　　年　　月　　日交付

@　　限　　　一　　　　　日まで

記号・番号 資一

住　所

被
保
険
考

氏　名 男
女

生年月日 年　　月　　日

保
　
険
　
者

保険者醤号

ﾀびに保険

ﾒの名称及

ﾑ印

様
式
第
三
号
（
第
十
七
条
第
二
項
関
係
）

備　考

　1　この証の大きさは、縦］28ミリメートル、横91ミリメートルとすること。

　2　必要があるときは、各欄の配置を著しく変更することなく所要の変更を加えることその他所要の調整を加えることができること。

　3　別途被保険者等に周知することにより、注意事項を省略することができること。
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後
期
高
齢
者
医
療
特
定
疾
病
療
養
受
療
証

付
　
日
日
　
　
　
　
　
月
　
　
日

認
定
疾
病
，
唱

被
保
険
者
番
号

住
　
　
所

被　保　険　者　名

氏
　
　
名

男女

生
年
月
日

年
　
　
　
　
　
月
　
　
　
　
　
日

発
効
期
　
日

年
　
　
　
　
月
　
　
　
　
　
日

保
険
者
番
号
並

ﾑ
に
保
険
者
の

ｼ称
及
び
印

（
裏
面
）

一　この証によって認定疾病に係る診療を受ける場合に支払う金額は、保険医療機関等ごとに一箇月

　につき一万円を限度とします。

　　ただし、入院した場合には、食事療養又は生活療養に要する費用について、別途定額の食事療養

　標準負担額又は生活療養標準負担額を求めることになります。

二　保険医療機関等について認定疾病に係る診療を受けようとするときは、被保険者証とともに必ず

　この証をその窓口で渡してください。

三　被保険者の資格がなくなったときは、直ちに、この証を市町村に返してください。また、転出の

　届出をする除には、この証を添えてください。

四　この証の表面の記載事項に変更があったときは、十四日以内に、この証を添えて、保険者（後期

　高齢者医療広域連合）あての届書を市町村に提出してください。

五　不正にこの証を使用した者は、刑法により詐欺罪として懲役の処分を受けます。

h
‘ブ意事項

」
備
考
1　
こ
の
証
の
大
き
さ
は
、
縦
128ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
横
91ミ
リ
メ
ー
ト
ル
と
す
る
こ
と
。

2　
こ
の
証
は
、
被
保
険
者
1人
ご
と
に
作
成
す
る
と
と
。

3　
r発
効
期
日
」
欄
に
は
、
こ
の
証
が
有
効
と
な
る
年
月
日
を
記
載
す
る
こ
と
。

4　
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
各
欄
の
配
置
を
著
し
く
変
更
す
る
こ
と
な
く
所
要
の
変
更
を
加
え
る
こ

と
そ
の
他
所
要
の
調
整
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
．
と
。

5　
別
途
被
保
険
者
等
に
周
知
す
る
こ
と
に
よ
り
、
注
意
事
項
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
，
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面裏

注意事項

しこの証によって入院に係る療養又は厚生労働大臣が定める在

宅時医学総合管理若しくは在宅末期医療総合診療を受ける場
合は、次のとおり一部負担金限度額の適用及び食事療養標準負

担額又は生活療養標準負担額の減額が行われます。

（1）入院の際又は在宅時医学総合管理若しくは在宅末期医療

　　総合診療を受ける際に支払う一部負担金の額は、保険医療

　機関等ごとに1箇月につき、別に定められた額を限度とし
　　ます。

（2）入院の際に食事療養を受ける場合に支払う食事療養標準

　負担額又は生活療養を受ける場合に支払う生活療養標準負
　担額は、別窪厚生労働大臣が定める減額された額となりま

　す。
2、保険医療機関等について入院をするとき又は在宅時医学総合

管理！薄しくは在宅末期医療総合診療を受けるときは、被保険者
証とともに必ずこの証をその窓口で渡してください．

3・被保険者の資格がなくなったとき、認定の条件に該当しなく

なうたとき、又はこの証の有効期限に至ったときには、直ちに

この証を市町村に返してください。また、転出の届出をする際

に僻、この証を添えてください。
4・との証の記職潅頂に変更があったときは、14日以内に、こ・

の証を添えて、保険者（後期高齢者医療広域連合）あての届書
を、i市町村に提出してください。

5、不正にこの証を使用した者は、刑法により詐欺罪として懲役
の処分を受けます。

備　考

（表面）

後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証

交付　月日　　　　　月　　日

被保険者番号

住　　所

被
　
保
険
者

氏　　名 田
空
女

生年月日 年　　月　　口

発効期日 年　　月　　日

有効期限 年　　月　　日

適用区分

長期入院
Y当年月日 年　　月　　日

保険

ﾒ印

保険者番号並

ﾑに保険者の
ｼ称及び印

刃

備考 しこの証の大きさは、縦128ミリメートル、横91ミリメートルとすること。
2．この証は、対顕者1人ごとに作成すること。

lll灘灘1欝lll灘叢萎ll難灘灘総1岬

様
式
第
五
号
（
第
六
十
七
条
第
二
項
関
係
）

（表　　面）

第百七十条　　（略）

2　医師、歯科医師、藁剤師若しくは手当を行った者又はこれを使i

　用する者が・第六十一条第一項の規定による報告若しくは診療i
　録、帳簿書類その他め物件の提示を命ぜられ、正当な理由がなくi

　これに従わず、又は同項の規定による当該職員の質問に対して、i

　正当な理由がなく答弁せず、若しくは虚偽の答弁をしたときは、，

十万円以下の過料に処する。

後期高齢者医療検査証
〔法第六十一条関係〕

写

真

官職又は職名 氏　　名

様
式
第
六
号
（
第
百
十
八
条
第
一
号
関
係
）

一
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（裏　　面）

高齢者の医療の確保に関する法律（抄）

第 号

平成　　年　　月　　日交付

厚生労働大
臣、地方社会

保険事務局長

又は都道府県

知事印

　　（診療録の提示等）

第六十一条　厚生労働大臣又は都道府県知事は、後期高齢者医療給

　付に関して必要があると認めるときは、医師、歯科医師、薬剤師

　若しくは手当を行った者又はこれを使用する者に対し、その行つ
　た診療、薬剤の支給又は手当に関し、報告若しくは診療録、帳簿
　書類その他の物件の提示を命じ、又は当該職員に質問させること

　ができる。

　2　厚生労働大臣又は都道府県知事は、必要があると認めるとき

　は、療養の給付又は入院時食事療養費、入院時生活療養費、保険

　外併用療養費、療養費、訪問看護療養費若しくは特別療養費の支

　給を受けた被保険者又は被保険者であった者に対し、当該療養の

　給付若しくは入院時食事療養費、入院時生活療養費、保険外併用
　療養費、療養費、訪問看護療養費若しくは特別療養費の支給に係

　る診療、調剤ヌは指定訪問看護の内容に関し、報告を命じ、又は

　当該職員に質問させることがで喜る。

3　前二項の規定による質問を行う場合においては、当該職員は、

　その身分を示す証明書を携帯し、かつ、関係人の請求があるとき

　は、これを提示しなければならない。

4　第一項及び第二項の規定による権限は、犯罪捜査のために認め

　られたものと解釈してはならない。
i第百六十九条　次の各号のいずれかに該当する場合には、その違反

　行為をした者は、三十万円以下の罰金に処する。
　一　　（略）

　二　被保険者又は被保険者であった者が、第六十一条第二項の規

　　定により報告を命ぜられ、正当な理由がなくこれに従わず、又

　　は同項の規定による当該職員の質問に対して、正当な理由がな

　　く答弁せず’、若しくは虚偽の答弁をしたとき。

備考　この用紙は、A列7番とし、厚紙を用い、中央の点線の所から二つ折りにすること。

（表　　面）

7　健廠保険法第六十四条並びに本法第六十四条第三項及びi
　第四項、第六十六条、第七十条第二項から第七項まで、第i
　七十二条並びに前条第五項から第七項までの規定は、保険i

　医療機関等について受けた生活療養及びこれに伴う入院時i

　生活療養費の支給について準用する。（後略）

　（保険外併用療養費）

第七十六条　（略）

2～5　（略）

6　健康保険法第六十四条並びに本法第六十四条第三項及びi

　第四項、第六十六条・第七十条第二項から第七項まで、第i

　七十二条並びに第七十四条第五項から第七項までの規定i
　は、保険医療機関等について受けた評価療養及び選定療養i

　並びにこれらに伴う保険外併用療養費の支給について準用i
　する。（後略）

7　　（略）第八十二条　　（略）

2　健康保険法第六十四条並びに本法第六十四条第三項及びi

　第四項、第六十五条、第六十六条、第七十条第二項、第七i

　十二条、第七十四条第七項（第七十八条第八項において準i
用する場合を含む。）、第七十六条第二項、第七十八条第三i

項、第七十九条第二項、第八十条並びに前条の規定は、保i

険医療機関等又は指定訪問看護事業者について受けた特別i

療養費に係る療養及びこれに伴う特別療養費の支給についi

　て準用する。（後略）

3～5　（略）

後期高齢者医療検査証
〔法第七十二条関係〕

官職又は職名 氏　　名

様
式
第
七
号
（
第
百
十
八
条
第
二
号
関
係
）
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（裏　　面）

第 号

平成　　年　　月 日交付

厚生労働大
臣、地方社会

保険事務局
長又は都道
府県知事印

　　　　　　高齢者の医療の確保に関する法律（抄）

　　（保険医療機関等の報告等）

　第七十二条　厚生労働大臣又は都道府県知事は、療養の給付に関し

　　て必要があると認めるときは、保険医療機関等若しくは保険医療

　機関等の開設者若しくは管理者、保険医等その他の従業員であっ

　た者（以下この項において「開設者であった者等』という。）に

　対し報告若しくは診療録その他の帳簿書類の提出若しくは提示
i　を命じ、保険医療機関等の開設者若しくは管理者、保険医等その

　他の従業者（開設者であった者等を含む。）に対し出頭を求め、又

iは当該職員に関係者に対して質問させ、若しくは保険医療機関等

i　について設備若しくは診療録、帳簿書類その他の物件を検査させ
1　ることができる。

i2　第六十一条第三項及び第六十六条第二項の規定は前項の規定
i　による質問又は検査について、第六十一条第四項の規定は前項の
i規定による権限について、準用する。
　3　　（略）

　　（入院時食事療養費）

第七十四条　　（略）

2～9　（略）

i10　健康保険法第六十四条並びに本法第六十四条第三項及び第四
　項、第六十六条、第七十条第二項から第七項まで並びに第七十二
i　条の規定は、保険医療機関等について受けた食事療養及びこれに

　伴う入院時食事療養費の支給について準用する。（後略）

　　（入院時生活療養費）

第七十五条　　（略）

2～6　　（略）

備考　この用紙は、A列7番とし、厚紙を用い、中央の点線の所から二つ折りにすること。

（表　　面）

後期高齢者医療検査証
〔法第八十一条関係〕

写

真

官職又は職名 氏　　名

様
式
第
八
号
（
第
百
十
八
条
第
三
号
関
係
）
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（裏　　面）

第 ・
与

平成　　年　　月 日交付

厚生労働大
臣、地方社会

保険事務局長

又は都道府県
知事印

　　　　　　高齢者の医療の確保に関する法律（抄）

　　（報告等）

i第八十一条　厚生労働大臣又は都道府県知事は、訪問看護療養費の

　支給に関して必要があると認めるときは、指定訪問看護事業者又

　は指定訪問看護事業者であった者若しくは当該指定に係る事業
　所の看護師その他の従業者であった者（以下この項においてr指

　定訪問看護事業者であった者等」という。）に対し、報告若しく

　は帳簿書類の提出若しくは提示を命じ、指定訪問看護事業者若し

　くは当該指定に係る事業所の看護師その他の従業者若しくは指
　定訪問看護事業者であった者等に対し出頭を求め、又は当該職員

　に関係者に対して質問させ、若しくは当該指定訪問看護事業者の

　当該指定に係る事業所について帳簿書類その他の物件を検査さ

　せることができる。

2　第六十一条第三項の規定は前項の規定による質問又は検査に

　ついて、同条第四項の規定は前項の規定による権限について、準
　用する。

3　（略）

第八十二条　　（略）

2　健康保険法第六十四条並びに本法第六十四条第三項及び第四

　項、第六十五条、第六十六条、第七十条第こ項、第七十二条、第

　七十四条第七項（第七十八条第八項において準用する場合を含
　む。）、第七十六条第二項、第七十八条第三項、第七十九条第二項、

　第八十条並びに前条の規定は、保険医療機関等又は指定訪問雅護

　事業者について受けた特別療養費に係る療養及びこれに伴う特

　別療養費の支給について準用する。（後略）

3～5　（略）

備考　この用紙は、A列7番とし、厚紙を用い、中央の点線の所から二つ折りにすること．

（表　　面）

後期高齢者医療検査証
〔法第百三十四条関係〕

写

真

官職又は職名 氏　　名

様
式
第
九
号
（
第
百
十
八
条
第
四
号
関
係
）
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（裏　　面）

第 ・
万

平成　　年　　月　　日交付

厚生労働大
臣、地方社会

保険事務局長

又は都道府県
知事印

　　　　　高齢者の医療の確保に関する法律（抄）

　　（報告の徴収等）

第百三十四条　厚生労働大臣又は都道府県知事は、後期高齢者医療

　広域連合又は市町村について、この法律を施行するために必要が

　あると認めるときは、その事業及び財産の状況に関する報告を徴

　し、又は当該職員に実地にその状況を検査させることができる。

2　厚生労働大臣又は都道府県知事は、保険者に対し、前期高齢者

　納付金等及び後期高齢者支援金等の額の算定に関して必要があ

　ると認めるときは、その業務に関する報告を徴し、又は当該職員

　に実地にその状況を検査させることができる。

3　第六十一条第三項の規定は前二項の規定による検査について、

　同条第四項の規定は前二項の規定による権限について、準用す
　る。

第百六十八条　健康保険組合、国民健康保険組合、共済組合又は日

　本私立学校振興・共済事業団の役員乱清算人又は職員が次の各号

　のいずれかに該当するときは、五十万円以下の罰金に処する。

　一　第百三十四条第二項の規定による報告をせず、若しくは虚偽

　の報告をし、又は同項の規定による検査を拒み、妨げ、若しく
　は忌、避したとき。

　二　　（略）

2　（略）

備考　この用紙は、A列7番とし、厚紙を用い、中央の点線あ所から二つ折りにすること。

（表　　面）

　らであった者が正当な理由がなく第百三十七条第二項の規定にi

　より文書その他の物件の提出若しくは提示を命ぜられてこれにi

　従わず、又は同項の規定による当該職員の質問に対して答弁せi
　ず、若しくは虚偽の答弁をしたときは、十万円以下の過料を科すi

　る規定を設けることができる。　　　　　　　　　　　　　i
5～7　（略）

後期高齢者医療検査証
〔法第百三十七条関係〕

写

真

官職又は職名 氏　　名

様
式
第
十
号
（
第
百
十
八
条
第
五
号
関
係
）
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（裏　　面）

高齢者の医療の確保に関する法律（抄）

第 号

平成　　年　　月　　1日交付

後期高齢者
医療広域連
合長又は市
町村長印

　（被保険者等に関する調査）

第百三十七条　後期高齢者医療広域連合は、被保険者の資格、後期

　高齢者医療給付及び保険料に関して必要があると認めるときは、

　被保険者、被保険者の配偶者若しくは被保険者の属する世帯の世

　帯主その他その世帯に属する者又はこれらであった者に対し、文

　書その他の物件の提出若しくは提示を命じ、又は当該職員に質問

　させることができる。

2，市町村は、保険料の徴収に関して必要があると認めるときは、

　被保険者、被保険者の配偶者若しくは被保険者の属する世帯の世

　帯主その他その世帯に属する者又はこれらであった者に対し、文

　書その他の物件の提出若しくは提示を命じ、又は当該職員に質問

　させることができる。
3　第六十一条第三項の規定ば前二項の規定による質問について、

　同条第四項の規定は前二項の緯定による権限について・準用す

　る。

第百七十一条　　（略）

2　（略）

3　後期高齢者医療広域連合は、条例で、被保険者、被保険者の配

　偶者若しくは被保険者の属する世帯の世帯主その他その世帯に

　属する者又はこれらであった者が正当な理由がなく第百三十七

　条第一項の規定により文書その他の物件の提出若しくは提示を
　命ぜられてこれに従わず、又は同項の規定による当該職員の質問

　に対して答弁せず、若しくは虚偽の答弁をしたときは、十万円以

　下の過料を科する規定を設けることができる。

4　市町村は、条例で、被保険者、被保険者の配偶者若しくは被保

　険者の属する世帯の世帯主その他その世帯に属する者又はこれ

備考　この用紙は、A列7番とし、厚紙を用い、中央の点線の所から二つ折りにすること。

（表　　面）

後期高齢者医療検査証
〔法第百五十二条関係〕

」
官職又は職名 氏　　名

様
式
第
十
一
号
（
第
百
十
八
条
第
六
号
関
係
）
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（裏　　面）

　　　　　　　　高齢者の医療の確保に関する法律（抄）

　　　　（報告の徴収等）

　　　第百五十二条　厚生労働大臣又は都道府県知事は、支払基金又は第

　　　百四十条の規定による委託を受けた者（以下「受託者」という。）

　　　について、高齢者医療制度関係業務に関し必要があると認めると
1誉は・その業務又は財産の状況に関する報告を徴し、又は当該職

　　：貝に実地にその状況を検査させることができる。ただし、受託者

　　i　に対しては、当該受託業務の範囲内に限る。

耀鎌欝騰贈繕1ε重鞭撞総同
　　i3　（略）
　　i第百六十八条　　（略）

　　12支払齢又は受託者の韻文は職員が・第百五＋二条第噸の
　　1規定による報告をせず、若しくは虚偽の報告をし、又は同項の規

　　i定による検査を拒み、妨げ、若しくは忌避したときは、五十万円

　　！以下の罰金に処する。

号第

平成　　年　　月　　日交付

厚生労働大
臣、地方社会

保険事務局
長又は都道
府県知事印

この用紙は、A列7番とし、厚紙を用い、中央の点線の所から二つ折りにすること。備考
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十
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法
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二
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第
五
十
七
条
第
一
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規
定
に
基
づ
き
、
平
成
十
九
年
十
－

月
二
日
付
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も
っ
て
次
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げ
る
有
形
文
化
財
を
文
化
財
登
録
原
篇
に
登
録
し
た
の
で
、
同
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第
五
十
八
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づ
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告
示
す
る
。
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部
科
学
大
臣
　
渡
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紀
三
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指
定
す
る
保
険
者
（
同
三
九
九
）

　
○
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
募
金
法
第
十
六

　
　
条
第
一
項
及
び
国
民
健
康
保
険
法
第
四
十

　
　
　
五
条
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働

韓
籠
糠
喜
の
b

　
O
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
病
院
の
病
棟

　
　
並
び
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
病
院
及

　
　
び
調
整
係
数
の
一
部
を
改
正
す
る
件

　
　
　
（
同
四
〇
一
）

　
O
使
用
薬
剤
の
薬
価
（
薬
価
基
準
）
の
一
部

　
　
を
改
正
す
る
件
（
同
四
〇
二
）

　
O
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
先
進
医
療
及
び

　
　
施
設
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
件

　
　
　
（
同
四
〇
三
）

　
O
中
型
さ
け
・
ま
す
流
し
網
漁
業
に
つ
き
、

　
　
　
そ
の
許
可
又
は
起
業
の
認
可
を
す
べ
き
船

　
　
舶
の
総
ト
ン
数
別
、
操
業
区
域
別
及
び
操

　
　
業
期
間
別
の
隻
数
並
び
に
許
可
又
は
起
業

　
　
　
の
認
可
を
申
請
す
べ
き
期
間
を
定
め
た
件

　
　
　
（
農
林
水
産
一
五
〇
六
）

〉≡一四一九…二八二九

究三〇

○
航
路
標
識
に
関
す
る
件

　
（
海
上
保
安
庁
三
〇
二
）
　
　
　
　
　
　
　
三
二

〇
大
阪
内
港
船
舶
通
航
信
号
所
に
関
す
る
告

　
示
の
一
部
を
改
正
す
る
件
（
同
三
〇
三
）
　
　
四
三

〇
大
阪
南
港
船
舶
通
航
信
号
所
に
関
す
る
告

　
示
の
一
部
を
改
正
す
る
件
（
同
三
〇
四
）

O
船
舶
気
象
通
報
規
程
等
の
一
部
を
改
正
す

　
る
告
示
（
同
三
〇
五
）
　
　
　
　
　
　
　
　
田

○
船
舶
と
港
長
と
の
間
の
無
線
通
信
に
よ
る

　
連
絡
に
関
す
る
告
示
の
一
部
を
改
正
す
る

　
件
（
同
三
〇
六
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五

〇
門
司
船
舶
通
航
信
号
所
に
関
す
る
告
示
等

　
の
一
部
を
改
正
す
る
件
（
同
三
〇
七
）

○
道
路
に
関
す
る
件

　
（
東
北
地
方
整
備
局
一
五
一
、
一
五
二
）
　
　
四
八

○
道
路
に
関
す
る
件

　
（
関
東
地
方
整
備
局
三
七
一
、
三
七
二
）

O
道
路
に
関
す
る
件

　
（
北
陸
地
方
整
備
局
一
四
一
）

○
道
路
に
関
す
る
件

　
（
中
国
地
方
整
備
局
九
四
、
九
五
）

○
道
路
に
関
す
る
件

　
（
四
国
地
方
整
備
局
八
九
～
九
一
）
　
　
　
　
四
九

〇
道
路
に
関
す
る
件

　
（
九
州
地
方
整
備
局
一
六
九
～
一
七
一
）

O
道
路
に
関
す
る
件

　
（
北
海
道
開
発
局
九
二
、
九
三
）
　
　
　
　
五
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
下
次
の
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
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も
と
よ
り
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
は
、

そ
の
手
法
に
お
い
て
は
女
性
の
み
を
対
象
と
す
る

又
は
女
性
を
有
利
に
取
り
扱
う
取
組
の
み
な
ら

ず
、
評
価
基
準
の
明
確
化
や
透
明
化
な
ど
、
男
女

双
方
を
対
象
に
し
た
雇
用
管
理
改
善
の
取
組
も
含

ま
れ
、
そ
の
目
的
も
、
究
極
的
に
は
男
女
の
均
等

な
機
会
及
び
待
遇
の
確
保
の
支
障
と
な
っ
て
い
る

事
情
を
改
善
す
る
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
具
体
的
な
取
組
に
お
い
て
は
、
仕
事
と
生
活

の
調
和
の
実
現
や
、
労
働
時
間
短
縮
の
た
め
の
業

務
改
革
や
業
務
遂
行
管
理
の
改
善
等
を
目
的
と
し

た
取
組
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
一
環
と

し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の

促
進
に
当
た
っ
て
は
、
以
上
を
踏
ま
え
、
次
の
施

策
を
推
進
す
る
こ
と
と
す
る
。

　
ま
ず
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
は
女
性
の

み
を
対
象
と
す
る
又
は
女
性
を
有
利
に
取
り
扱
う

取
組
の
み
を
言
う
も
の
で
は
な
い
と
い
う
認
識
も

含
め
、
上
記
の
よ
う
な
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ

ン
の
趣
旨
及
び
内
容
の
正
し
い
理
解
が
促
進
さ
れ

る
よ
う
、
一
層
の
周
知
徹
底
を
図
る
。
そ
の
際
、

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
取
り
組
む
こ
と
の

企
業
に
と
っ
て
の
意
義
に
つ
い
て
、
広
く
理
解
さ

れ
る
よ
う
努
め
る
。
ま
た
、
均
等
確
保
対
策
と
両

立
支
援
対
策
に
共
に
取
り
組
む
企
業
を
特
に
顕
彰

す
る
制
度
で
あ
る
均
等
・
両
立
推
進
企
業
表
彰
制

度
を
活
用
し
、
企
業
の
幅
広
い
取
組
を
促
す
と
と

も
に
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
対
す
る
国

民
的
な
気
運
を
高
め
る
。

　
企
業
が
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
取
り
組

む
た
め
の
具
体
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
に
つ
い
て
は
、
中

小
企
業
の
実
態
に
応
じ
た
取
組
推
進
に
資
す
る
も

の
と
な
る
よ
う
配
慮
し
な
が
ら
、
好
事
例
の
紹
介
、

目
的
に
応
じ
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
メ
ニ
ュ
ー
の
提
案
、

提
供
等
に
よ
り
情
報
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
事

業
所
訪
問
等
の
機
会
を
捉
え
て
的
確
な
助
言
を
行

い
、
取
組
の
促
進
を
図
る
。

　
さ
ら
に
、
業
種
別
及
び
地
域
別
の
均
等
実
態
を

把
握
・
分
析
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
種
・
地
域
の
実

情
に
応
じ
た
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
実
施

に
つ
い
て
効
果
的
な
支
援
を
行
う
。

　
ま
た
、
諸
外
国
の
取
組
事
例
等
も
参
考
に
し
つ

つ
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
を
よ
り
効
果
的

に
推
進
す
る
た
め
の
方
策
の
検
討
を
行
う
。

（
4）
多
様
な
就
業
パ
タ
ー
ン
の
選
択
が
可
能
と
な
る

　
よ
う
な
条
件
整
備

　
　
妊
娠
、
出
産
等
を
機
に
約
7割
の
女
性
が
離
職

　
し
て
い
る
と
い
う
現
状
に
お
い
て
は
、
一
旦
就
業

　
を
中
断
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
ま
で
の
就
業
経
験

　
を
生
か
し
つ
つ
再
就
職
・
再
就
業
で
き
る
よ
う
環

　
境
整
備
を
進
め
る
こ
と
が
取
り
分
け
重
要
で
あ

　
る
。
ま
た
、
個
人
の
仕
事
と
生
活
の
関
係
に
対
す

　
る
考
え
方
が
多
様
化
す
る
中
、
企
業
の
経
営
戦
略

　
等
を
背
景
に
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
等
の
非
正

　
規
労
働
者
が
大
幅
に
増
加
し
て
お
り
、
正
規
労
働

　
者
と
の
間
の
均
衡
待
遇
の
確
保
が
求
め
ら
れ
て
い

　
る
。
さ
ら
に
、
個
々
人
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
ラ

　
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
働
き
方
を
実
現
さ
せ
る

　
と
と
も
に
適
正
な
評
価
と
公
正
な
待
遇
が
図
ら
れ

　
た
働
き
方
で
あ
る
r短
時
間
正
社
員
」
の
普
及
が

　
期
待
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
一
方
、
仕
事

　
と
生
活
の
調
和
を
図
り
や
す
い
柔
軟
な
働
き
方
の

　
一
形
態
と
し
て
、
在
宅
就
業
や
、
起
業
と
い
う
働

　
き
方
も
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　
　
こ
う
し
た
中
で
、
こ
れ
ら
の
多
様
な
就
業
形
態

　
を
良
好
な
就
業
機
会
と
す
る
た
め
の
条
件
整
備
が

　
以
前
に
も
増
し
て
重
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
ア
　
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
対
策

　
　
　
平
成
2
0年
4
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
短
時
間
労

　
　
働
者
の
雇
用
管
理
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
の

　
　
一
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
19年
法
律
第
γ
2

　
　
号
）
に
つ
い
て
は
、
そ
の
内
容
・
趣
旨
に
つ
い

　
　
て
事
業
主
に
周
知
徹
底
し
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労

　
　
働
者
に
つ
い
て
、
通
常
の
労
働
者
と
の
均
衡
待

　
　
遇
等
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
行
政
指
導
を
行
っ
て

　
　
い
く
。

　
　
　
ま
た
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
に
係
る
均
衡

　
　
待
遇
の
確
保
の
推
進
の
た
め
、
職
務
分
析
の
手

　
　
法
や
比
較
に
係
る
内
外
の
情
報
収
集
を
行
う
と

　
　
と
も
に
、
事
業
主
に
対
し
、
そ
れ
ら
を
提
供
す

　
　
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
取
組
を
支
援
す
る
。

　
　
　
さ
ら
に
、
短
時
間
正
社
員
制
度
が
一
層
普

　
　
及
・
定
着
す
る
よ
う
努
め
る
。

イ
　
在
宅
就
業
対
策

　
　
テ
レ
ワ
ー
ク
を
含
め
た
在
宅
就
業
の
適
正
化

　
を
推
進
す
る
た
め
、
在
宅
就
業
の
実
態
把
握
を

　
行
い
、
必
要
な
施
策
の
検
討
を
行
う
。

ウ
　
再
就
職
支
援

　
　
育
児
・
介
護
等
の
た
め
に
一
旦
退
職
し
た
女

　
性
労
働
者
が
そ
の
希
望
に
応
じ
て
早
期
に
再
就

職
で
き
る
よ
う
、
マ
ザ
ー
ズ
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

　
お
け
る
就
職
支
援
と
併
せ
て
、
再
就
職
に
関
す

　
る
情
報
の
提
供
、
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
等
を
行
う

　
と
と
も
に
、
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の

　
実
施
や
再
就
職
に
向
け
た
具
体
的
な
プ
ラ
ン
策

　
定
の
支
援
等
に
よ
り
、
再
就
職
の
た
め
の
準
備

　
を
計
画
的
に
行
え
る
よ
う
支
援
を
行
う
。
特
に
、

　
母
子
家
庭
の
母
に
つ
い
て
は
、
そ
の
就
業
に
よ

　
る
自
立
と
生
活
の
向
上
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
福

　
祉
事
務
所
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
の
連
携
の
下
、

　
就
業
相
談
、
職
業
能
力
開
発
、
常
用
雇
用
の
促

　
進
等
個
々
の
母
子
家
庭
の
実
情
に
応
じ
た
き
め

　
細
か
な
就
業
支
援
を
推
進
す
る
。

工
　
起
業
支
援

　
　
起
業
は
、
労
働
時
間
が
柔
軟
で
あ
っ
た
り
、

　
家
事
や
育
児
等
の
経
験
を
生
か
し
や
す
い
等
の

　
メ
リ
ッ
ト
か
ら
、
女
性
の
働
き
方
の
選
択
肢
の

　
一
つ
と
し
て
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

　
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
女
性
は
男
性
と
比
べ

　
起
業
以
前
の
就
業
経
験
が
必
ず
し
も
十
分
で
は

　
な
い
場
合
が
多
く
、
起
業
や
経
営
に
必
要
な
知

　
識
、
経
験
等
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、

　
実
際
に
は
本
格
的
な
起
業
に
際
し
て
は
家
庭
と

　
の
両
立
が
困
難
と
な
り
や
す
い
こ
と
等
の
問
題

　
を
抱
え
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
女
性
起
業
者
等

　
に
対
し
、
起
業
に
係
る
情
報
提
供
、
メ
ン
タ
ー

　
か
ら
の
助
言
、
相
談
等
の
支
援
を
引
き
続
き

　
行
っ
て
い
く
。

　
　
ま
た
、
地
方
公
共
団
体
の
女
性
関
連
施
設
職

員
等
に
対
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
こ
と
に

　
よ
り
、
地
域
に
お
い
て
起
業
支
援
が
よ
り
積
極

　
的
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
支
援
を
行
う
。

　
　
個
々
の
企
業
に
お
い
て
均
等
法
の
趣
旨
に
沿
っ

　
た
雇
用
管
理
を
進
め
て
い
く
に
は
、
労
使
が
共
に

　
企
業
内
の
雇
用
管
理
制
度
及
び
そ
の
運
用
の
見
直

　
し
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ

　
の
た
め
、
労
働
者
団
体
及
び
使
用
者
団
体
と
緊
密

　
に
連
携
し
、
企
業
に
お
け
る
取
組
の
促
進
を
図
る
。

　
ま
た
、
情
報
通
信
技
術
等
を
活
用
し
、
雇
用
機
会

　
均
等
推
進
責
任
者
に
対
し
的
確
な
情
報
提
供
を
行

　
い
、
そ
の
活
動
の
活
性
化
を
促
す
。

　
　
さ
ら
に
、
個
人
の
働
き
方
の
選
択
に
大
き
な
関

　
わ
り
を
持
つ
税
制
や
社
会
保
障
制
度
等
に
つ
い

　
て
、
様
々
な
世
帯
形
態
間
の
公
平
性
等
を
勘
案
し

　
つ
つ
、
そ
の
影
響
を
で
き
る
限
り
働
き
方
の
選
択

　
に
対
し
て
中
立
的
な
も
の
と
す
る
よ
う
、
関
係
者
、

　
関
係
機
関
に
よ
る
検
討
を
促
す
。

　
　
ま
た
、
地
方
公
共
団
体
の
労
働
担
当
部
局
、
男

　
女
共
同
参
画
担
当
部
局
、
福
祉
担
当
部
局
等
と
の

　
協
力
関
係
を
深
め
、
地
方
公
共
団
体
が
行
う
関
係

　
施
策
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、
雇
用
均
等
行
政
を

　
よ
り
効
果
的
に
推
進
す
る
。

　
　
都
道
府
県
労
働
局
に
お
け
る
雇
用
均
等
行
政
と

　
労
働
基
準
行
政
、
職
業
安
定
行
政
が
一
体
と
な
つ

　
て
対
応
し
、
効
率
的
・
効
果
的
な
業
務
の
推
進
に

　
努
め
る
。
ま
た
、
関
係
法
令
等
の
周
知
、
実
施
等

　
に
当
た
っ
て
は
、
情
報
通
信
技
術
を
積
極
的
に
活

　
用
す
る
等
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
的
向
上
に
努
め

　
る
と
と
も
に
、
業
務
効
率
化
を
図
る
。

（
5）
関
係
者
・
関
係
機
関
と
の
連
携

（
6）
行
政
推
進
体
制
の
充
実
、
強
化

O睡
州
菱
R細
1旨
駿
州
掴
ぺ
十
国
中

憧
猛
即
G魍
爆
e鯉
懸
想
認
bゆ
輝
母
（
留
憂
国
十
ギ
母
斑
世
釈
く
十
ロ
い
）
駅
亭
十
91蘇
脚
隅
怒
為
脚
」
十
国
蘇

欄
1野
e駆
裂
足
欄
℃
艇
輝
憧
盟
撫
圏
爆
e斜
路
爆
鞭
錯
砿
覇
懸
蘭
b酬
聴
爆
鞭
斜
面
照
騒
如
孫
e蝿
ゆ
遅

製
倉
！
降
遷
11十
廿
91剛
［
n灸
①
週
匪
ρ
！
押
く
蝋
型
e釧
檸
爆
鞭
齋
砥
照
凝
怒
為
釧
胆
曇
騨
薪
皿
照
隔
（
降

掻
く
廿
殴
釧
箪
刻
ロ
1旨
腿
111伍
9回
P）
廼
’
降
督
11十
母
川
興
111十
1皿
暖
9速
習
赫
ゆ
。
翼
翼
ρ
！
匝
1田
ゴ
寝
e湘
く

雌
e砿
怖
燦
爛
醐
嘔
思
懸
霞
め
釧
雌
曇
樋
駆
磐
瓜
田
懸
想
O　
l3ト
’
ぜ
麺
稗
翠
橿
e尽
想
楯
ゆ
。
構
喫
’
ト
J細
口

1旨
e姻
旺
e遜
eK握
田
龜
e紙
製
遅
蜘
喫
Oト
・
楚
’
i曜
騨
e圏
爆
e鯉
騒
遅
認
赫
ゆ
斑
世
黒
邸
辰
（
蒔
督
十
《

廿
殴
釧
数
飾
く
F駅
睡
1H一
＋
ミ
ゆ
）
酬
（
十
ギ
駅
脚
晋
e痩
型
足
桶
ゆ
冊
櫃
如
に
い
喫
興
剤
孟
e十
11殴
雄
く
足
回

＜
F避
颪
蕪
11蘇
e駆
裂
足
妬
ゆ
遼
ヨ
寝
e榊
一
く
贈
翠
煙
楓
邸
辰
（
駅
憂
国
十
く
世
殴
釧
細
く
F駅
110P）
駅
1H－
111蘇

猷
1ψ
区
禁
城
1H→
（
蘇
e川
駅
10い
想
製
£
ゆ
撫
P檜
ゆ
霊
誕
遅
速
面
K崖
［
口
無
裂
膾
ゆ
寒
く
曜
博
い
ト
麺
’
申
e

K鰹
田
無
顛
旭
台
繭
pe劃
幅
ゆ
。

　
　
蒔
橿
十
《
廿
十
1四
川
十
田
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
殴
姻
植
十
く
囲
　
な
雌
　
翻
1

　
　
　
巡
窪
悼
確
即
圏
爆
e賦
怖
爆
難
破
照
懸
爆
為
釧
照
爆
欄
囲
皿
囲
穏

1鰹
畏
憧
輩
和
国
爆
e姻
怖
糠
鰹
斜
面
顯
隔
楚
〆
暴
e榔
G国
辱
想
輯
婚
ゆ
撫
e凶
ぐ
R想
遵
D’
即
暮
距
‘
匝
照

　
eF辱
想
鰻
渇
ゆ
穏
剤
旭
ゆ
。
起
縮
！
1田
e磁
怖
曇
鞭
暑
皿
照
醤
葱
’
11蟹
足
馴
赫
ゆ
穏
和
鰹
遡
幻
旭
ゆ
。

国
争

憧
鑑
湘
Q幽
爆
e鍵
瞳
遅
認
赫
ゆ
斑
雌
偲
に
躍
醸
（
降
督
十
《
廿
肚
姻
獄
即
く
F

甑
価
H一
千
ミ
且
P。
さ
F　
r駆
颪
」
期
シ
い
。
）
駅
11H一
園
蝋
和
ロ
P遅
滞
罰
恒
ゆ
湘
ゴ

孟
G・
柵

懸

1姻
起
¢
1糊
陶
→
（
十
臣
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規
則
第
三
十
五
条
第
一
号
に
該
当
す
る
者

規
則
第
六
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
を
行
っ
た
月
以
前
の
十
二
月
以
内
の
入
院
日
数
（
規
則
第
三
十
五
条
第
一
号
又
は
第
四
十
条
第
一
号
に
定
め
る
者
で
あ
る
期
間
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
が
九
十
日
以
下
の
者

一
食
に
つ
き
二
百
十
円

規
則
第
六
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
を
行
っ
た
月
以
前
の
十
二
月
以
内
の
入
院
日
数
（
規
則
第
三
十
五
条
第
一
号
又
は
第
四
十
条
第
一
号
に
定
め
る
者
で
あ
る
期
間
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
が
九
十
日
を
超
え
る
者

一
食
に
つ
き
百
六
十
円

規
則
第
三
十
五
条
第
二
号
に
該
当
す
る
者

一
食
に
つ
き
百
円

二
　
後
期
高
齢
者
医
療
の
生
活
療
養
標
準
負
担
額
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表

　
の
下
欄
に
掲
げ
る
額
と
す
る
。
な
お
、
一
日
の
生
活
療
養
標
準
負
担
額
の
う
ち
食
事
の
提
供
に
係
る
も
の
の
額
は
、

　
二
食
に
相
当
す
る
額
を
限
度
と
す
る
。

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
分

額

規
則
第
四
十
条
各
号
に
該
当
す
る
者
以
外
の
者

入
院
時
食
事
療
養
費
に
係
る
食
事
療
養
及
び
入
院
時
生
鷲
醤
塾
鵜
蕩
鰯
欝
畿
を
算
定
す
る
保
険
医
療
機
関
に
入
院
し
て
い
る
者

一
日
に
つ
き
三
百
二
十
円
と
一
食
に
つ
き
四
百
六
十
円
と
の
合
計
額

基
準
の
入
院
時
生
活
療
養
（
π
）
を
算
定
す
る
保
険
医
療
機
関
に
入
院
し
て
い
る
者

一
日
に
つ
き
三
百
二
十
円
と
一
食
に
つ
き
四
百
二
十
円
と
の
合
計
額

規
則
第
四
十
条
第
三
号
に
該
当
す
る
者
以
外
の
者
で
あ
っ
て
、
同
条
第
一
号
に
該
当
す
る
も
の

一
日
に
つ
き
三
百
二
十
円
鑓
繋
侮
二
早
円

一
日
に
つ
き
三
百
二
十
円
諾
鍵
侮
亘
二
＋
円

規
則
第
四
十
条
第
三
号
に
該
当
す
る
者
以
外
の
者
で
あ
っ
て
、
同
条
第
二
号
に
該
当
す
る
者
の
う
ち
、
令
第
十
四
条
第
五
項
に
該
当
す
る
も
の

一
日
に
つ
き
零
円
と
一
食
に
つ
き
百
円
と
の
合
計
額

規
則
第
四
十
条
第
三
号
に
該
当
す
る
者
で
あ
っ
て
、
同
条
第
一
号
又
は
第
二
号
に
該
当
し
な
い
も
の

規
則
第
四
十
条
第
三
号
に
該
当
す
る
者
で
あ
っ
て
、
同
条
第
一
号
に
該
当
す
る
も
の

規
則
第
六
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
を
行
っ
た
月
以
前
の
十
二
月
以
内
の
入
院
日
数
（
規
則
第
三
十
五
条
第
一
号
又
は
第
四
十
条
第
一
号
に
定
め
る
者
で
あ
る
期
間
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
が
九
十
日
以
下
の
者

規
則
第
六
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
を
行
っ
覇
剃
調
進
翻
柄
数
譜
駿
舗
選
計
る
期
間
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
が
九
十
日
を
超
え
る
者

一
日
に
つ
き
零
円
と
一
食
に
つ
き
百
円
と
の
合
計
額

O
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
九
十
六
号

　
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
八
十
号
）
第
百
四
十
九
条
第
二
号
（
国
民
健
康
保

険
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
九
十
二
号
）
附
則
第
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
第
百
四
十
九
条
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
金
融
機

関
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
し
、
老
人
保
健
法
第
七
十
四
条
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
く

厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
金
融
機
関
（
平
成
十
一
年
厚
生
省
告
示
第
七
十
三
号
）
は
、
平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日

限
り
廃
止
す
る
。

　
　
平
成
十
九
年
十
一
月
三
十
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
舛
添
　
要
一

　
　
　
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
第
百
四
十
九
条
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る

　
　
　
金
融
機
関

　
信
用
金
庫
及
び
全
国
を
地
区
と
す
る
信
用
金
庫
連
合
会

O
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
九
十
七
号

　
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
九
年
政
令
第
三
百
十
八
号
）
第
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め

る
治
療
及
び
疾
病
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
し
、
老
人
保
健
法
施
行
令
第
十
四
条
第
五

項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
治
療
及
び
疾
病
（
平
成
十
四
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
八
士
パ
号
）

は
、
平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日
限
り
廃
止
す
る
。

　
　
平
成
十
九
年
十
一
月
三
十
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
舛
添
　
要
一

　
　
　
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る

　
　
　
治
療
及
び
疾
病

　
　
　
　
じ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ん

一
　
人
工
腎
臓
を
実
施
し
て
い
る
慢
性
腎
不
全

　
　
　
し
よ
う

二
　
血
漿
分
画
製
剤
を
投
与
し
て
い
る
先
天
性
血
液
凝
固
第
四
因
子
障
害
又
は
先
天
性
血
液
凝
固
第
以
因
子
障
害

三
　
抗
ウ
イ
ル
ス
剤
を
投
与
し
て
い
る
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
（
H
I
V
感
染
を
含
み
、
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る

　
者
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

O
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
九
十
八
号

　
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
九
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
二
十
九
号
）
第
三
十
一
条
の

規
定
に
基
づ
き
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
収
入
の
額
の
算
定
方
法
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か

ら
適
用
し
、
老
人
保
健
法
施
行
規
則
第
十
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
収
入
の
額
の
算
定
方
法
（
平

成
十
四
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
三
士
パ
号
）
は
、
平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日
限
り
廃
止
す
る
。

　
　
平
成
十
九
年
十
一
月
三
十
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
舛
添
　
要
一

　
　
　
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
三
十
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
収

　
　
　
入
の
額
の
算
定
方
法

　
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
九
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
二
十
九
号
）
第
三
十
一
条
の

規
定
に
よ
り
算
定
す
る
収
入
の
額
は
、
地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
第
三
百
十
四
条
の
二
第

一
項
に
規
定
す
る
総
所
得
金
額
及
び
山
林
所
得
金
額
並
び
に
他
の
所
得
と
区
分
し
て
計
算
さ
れ
る
所
得
の
金
額
（
同
法

附
則
第
三
十
三
条
の
三
第
五
項
に
規
定
す
る
土
地
等
に
係
る
事
業
所
得
等
の
金
額
、
同
法
附
則
第
三
十
四
条
第
四
項
に

規
定
す
る
長
期
譲
渡
所
得
の
金
額
、
同
法
附
則
第
一
一
、
十
五
条
第
五
項
に
規
定
す
る
短
期
譲
渡
所
得
の
金
額
、
同
法
附
則

第
三
十
五
条
の
二
第
六
項
に
規
定
す
る
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
の
金
額
及
び
同
法
附
則
第
三
十
五
条
の
四
第
四
項

に
規
定
す
る
先
物
取
引
に
係
る
雑
所
得
等
の
金
額
並
び
に
租
税
条
約
の
実
施
に
伴
う
所
得
税
法
、
法
人
税
法
及
び
地
方

税
法
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
四
十
六
号
）
第
三
条
の
二
の
二
第
十
項
に
規
定
す
る
条
約
適

用
利
子
等
の
額
及
び
同
条
第
十
二
項
に
規
定
す
る
条
約
適
用
配
当
等
の
額
を
い
う
。
）
の
計
算
上
用
い
ら
れ
る
所
得
税
法

（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
二
編
第
二
章
第
二
節
第
一
款
に
規
定
す
る
利
子
所
得
、
配
当
所
得
、
給
与
所
得

及
び
雑
所
得
（
公
的
年
金
等
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
係
る
収
入
金
額
並
び
に
不
動
産
所
得
、
事
業
所
得
、
山
林
所
得
、

譲
渡
所
得
、
一
時
所
得
及
び
雑
所
得
（
公
的
年
金
等
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
に
係
る
総
収
入
金
額
の
合
計
額
と
す
る
。
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O
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
九
十
九
号

　
前
期
高
齢
者
交
付
金
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
の
国
庫
負
担
金
の
算
定
等
に
関
す
る
政
令
（
平
成
十
九
年
政
令
第
三
百

二
十
五
号
）
第
三
条
（
同
令
第
二
十
七
条
及
び
附
則
第
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、

前
期
高
齢
者
交
付
金
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
の
国
庫
負
担
金
の
算
定
等
に
関
す
る
政
令
第
三
条
に
規
定
す
る
厚
生
労
働

大
臣
の
指
定
す
る
保
険
者
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
し
、
老
人
保
健
法
施
行
令
第
二
十

二
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
す
る
保
険
者
（
昭
和
五
十
八
年
厚
生
省
告
示
第
十
＝
．
号
）
は
、
平

成
二
十
年
三
月
三
十
一
日
限
り
廃
止
す
る
。
た
だ
し
、
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律

第
八
十
三
号
）
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
老
人
保
健
法
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
八
十
号
）
第
六
十
条
第
三
項

の
規
定
に
よ
る
督
促
状
に
係
る
平
成
十
九
年
度
の
拠
出
金
及
び
延
滞
金
の
徴
収
の
請
求
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。

　
　
平
成
十
九
年
十
一
月
三
十
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
舛
添
　
要
一

　
　
　
前
期
高
齢
者
交
付
金
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
の
国
庫
負
担
金
の
算
定
等
に
関
す
る
政
令
第
三
条
に
規
定
す
る
厚

　
　
　
生
労
働
大
臣
の
指
定
す
る
保
険
者

一
　
健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
の
規
定
に
よ
り
医
療
に
関
す
る
給
付
を
行
う
政
府

二
　
船
員
保
険
法
（
昭
和
十
四
年
法
律
第
七
十
三
号
）
の
規
定
に
よ
り
医
療
に
関
す
る
給
付
を
行
う
政
府

三
　
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
二
十
八
号
）
の
規
定
に
よ
り
医
療
に
関
す
る
給
付
を
行
う

　
国
家
公
務
員
共
済
組
合

四
　
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
五
十
二
号
）
の
規
定
に
よ
り
医
療
に
関
す
る
給
付
を
行

　
う
地
方
職
員
共
済
組
員
公
立
学
校
共
済
組
合
及
び
警
察
共
済
組
合

五
　
私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
二
百
四
十
五
号
）
の
規
定
に
よ
り
医
療
に
関
す
る
給
付
を
行

　
う
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団

O
厚
生
労
働
省
告
示
窮
四
百
号

　
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
八
十
号
）
第
七
十
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
法
第
十
六
条
第
一
項
及
び
国
民
健
康
保
険
法
第
四
十
五
条
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚

生
労
働
大
臣
の
定
め
る
診
療
報
酬
請
求
書
（
昭
和
五
十
九
年
厚
生
省
告
示
第
百
七
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
し
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

　
　
平
成
十
九
年
十
一
月
三
十
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
舛
添
　
要
一

　
題
名
中
「
及
び
国
民
健
康
保
険
法
第
四
十
五
条
第
六
項
」
を
「
、
国
民
健
康
保
険
法
第
四
十
五
条
第
六
項
及
び
高
齢

者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
第
七
十
条
第
五
項
」
に
改
め
る
。

　
本
則
中
「
及
び
国
民
健
康
保
険
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
九
十
二
号
）
第
四
十
五
条
第
六
項
」
を
「
、
国
民
健

康
保
険
法
（
昭
和
三
十
＝
．
年
法
律
第
百
九
十
二
号
）
第
四
十
五
条
第
六
項
及
び
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律

（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
八
十
号
）
第
七
十
条
第
五
項
」
に
改
め
る
。

○
厚
生
労
働
省
告
示
篤
四
百
一
号

　
診
療
報
酬
の
算
定
方
法
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
九
十
二
号
）
第
一
号
た
だ
し
書
並
び
に
厚
生
労
働
大
臣

が
指
定
す
る
病
院
の
病
棟
に
お
け
る
療
養
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
方
法
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
三

十
八
号
）
別
表
6
及
び
1
4
の
規
定
に
基
づ
き
、
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
病
院
の
病
棟
並
び
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定

め
る
病
院
及
び
調
整
係
数
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
四
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成

十
九
年
十
二
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

　
　
平
成
十
九
年
十
一
月
三
十
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
舛
添
　
要
一

　
別
表
中
「
園
齢
蕗
＞
浮
囚
冴
マ
×
関
守
ぺ
刈
V
×
m
逡
融
妙
前
薄
」
を
「
園
識
蕗
＞
即
聾
m
趙
剖
ゆ
瀞
酪
」
に
、
「
園

購
蕗
＞
報
育
ゆ
聖
岳
康
護
享
尊
前
酪
」
を
「
園
爵
蕗
＞
蝋
育
ゆ
聖
聖
職
育
ゆ
剖
繋
薄
」
に
改
め
る
。

O
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
二
号

　
診
療
報
酬
の
算
定
方
法
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
九
十
二
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
使
用
薬
剤
の
薬
価
（
薬

価
基
準
）
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
九
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
平
成
十
九
年
十
一
月
三
十
日

別
表
に
第
2
3
部
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

和

韻
混
書

　
冴

菌

　　臨
　曲

厚
生
労
働
大
臣
　
舛
添
　
要
一

　　蓋
溢

　鷺
…誌　。

　　9
楓

濤

懸
　
　
自

　
　
ヨ

　
　
　
　
　
　
（
伽
）

　
　
蔑
（
穐
×
☆
潔
ω
。
。
亮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω
。
。
ヨ
巴
鷲
　
　
§
●
①
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O
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
三
号

　
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
評
価
療
養
及
び
選
定
療
養
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
九
十
五
号
）
第
一
条

第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
先
進
医
療
及
び
施
設
基
準
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第

五
百
七
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
十
九
年
十
二
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

　
　
平
成
十
九
年
十
一
月
三
十
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
舛
添
　
要
一

　
第
二
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　
百
六
　
骨
移
動
術
に
よ
る
関
節
温
存
型
再
建
（
骨
軟
部
腫
瘍
切
除
後
の
骨
欠
損
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
施
設
基
準

　
　
イ
　
主
と
し
て
実
施
す
る
医
師
に
係
る
基
準

　
　
　
ω
　
専
ら
整
形
外
科
に
従
事
し
、
当
該
診
療
科
に
つ
い
て
五
年
以
上
の
経
験
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

　
　
　
図
　
日
本
整
形
外
科
学
会
の
認
定
す
る
整
形
外
科
専
門
医
で
あ
る
こ
と
。

　
　
　
㈹
　
当
該
療
養
に
つ
い
て
五
年
以
上
の
経
験
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

　
　
　
叫
　
当
該
療
養
に
つ
い
て
、
当
該
療
養
を
主
と
し
て
実
施
す
る
医
師
又
は
補
助
を
行
う
医
師
と
し
て
六
例
以
上

　
　
　
　
の
症
例
を
実
施
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
当
該
療
養
を
主
と
し
て
実
施
す
る
医
師
と
し
て
三
例
以
上
の
症
例
を

　
　
　
　
実
施
し
て
い
る
こ
と
。

　
　
ロ
　
保
険
医
療
機
関
に
係
る
基
準

　
　
　
D　　
整
形
外
科
及
び
麻
酔
科
を
標
榜
し
て
い
る
こ
と
。

　
　
当
該
療
養
を
実
施
す
る
診
療
科
に
お
い
て
、
常
勤
の
医
師
が
二
名
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

　
　
麻
酔
科
に
お
い
て
、
医
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

　
　
病
床
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

　
　
当
該
療
養
を
実
施
す
る
病
棟
に
お
い
て
、
看
護
職
員
の
数
が
、
入
院
患
者
の
数
が
二
又
は
そ
の
端
数
を
増

　
す
、
こ
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。

　
　
当
該
療
養
を
実
施
す
る
診
療
科
に
お
い
て
、
当
直
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

　
　
緊
急
の
場
合
に
お
け
る
手
術
を
実
施
す
る
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

　
　
二
十
四
時
間
院
内
検
査
を
実
施
す
る
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

　
　
医
療
機
器
の
保
守
管
理
を
行
う
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

　
　
医
療
安
全
管
理
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

　
　
当
該
療
養
に
つ
い
て
三
例
以
上
の
症
例
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
。

（ラ2（ラ3（き4（ラ5（き6〔き7〔ラ8〔ラ9　①αDq

O
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
六
号

　
漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
中
型
さ
け
・
ま
す
流

し
網
漁
業
に
つ
き
、
そ
の
許
可
又
は
起
業
の
認
可
を
す
べ
き
船
舶
の
総
ト
ン
数
別
、
操
業
区
域
別
及
び
操
業
期
間
別
の

隻
数
並
び
に
許
可
又
は
起
業
の
認
可
を
申
請
す
べ
き
期
間
を
次
の
よ
う
に
定
め
た
の
で
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す

る
。　
　
平
成
十
九
年
十
一
月
三
十
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
林
水
産
大
臣
　
若
林
　
正
俊



（参考資料）1

③ 保発第1031002号
平成19年10月31日

都道府県知事　殿

厚生労働省保険局

尉禰薗
催1騨穿

賑螂
前期高齢者交付金及び後期高齢者医療の国庫負担金の

算定等に関する政令の施行について

　前期高齢者交付金及び後期高齢者医療の国庫負担金の算定等に関する政令（平成19年

政令第三百二十五号。以下「算定政令」という。）が本日公布され、平成20年4月1日

から施行することとされたところであるが、この政令の趣旨及び内容は下記のとおりであ

るので、貴都道府県内の市町村（特別区を含む。以下同じ。）、後期高齢者医療広域連合（以

下「広域連合」という。）等に周知徹底を図られたい。

記

第一　政令の趣旨

　本政令は、健康保険法等の一部を改正する法律（平成18年法律第83号）の一部の

施行による高齢者医療制度の創設に伴い、前期高齢者交付金等の交付方法、国の後期高

齢者医療給付費に対する負担金等の額及び後期高齢者交付金の額を定めるとともに、財

政安定化基金、特別高額医療費共同事業及び社会保険診療報酬支払基金（以下’「支払基

金」という。）が高齢者医療制度関係業務に関して発行する債券に関し、必要な事項を

定める等するものであること。

第二　政令の内容

第1　前期高齢者交付金及び前期高齢者納付金等（算定政令第1条から第3条関係）

　　　支払基金は、毎年度、保険者に対して前期高齢者交付金を交付するものとするこ

　　と。

二　保険者が合併若しくは分割又は解散をした場合における、合併若しくは分割によ

　り成立した保険者、合併若しくは分割後存続する保険者又は解散をした保険者の権

　利義務を承継した保険者（以下r成立保険者等」という。）に係る合併、分割又は

　解散が行われた年度（以下「合併等年度」という。）の前期高齢者交付金及び前期

　高齢者納付金等の額の算定を、次の1から3までの保険者の区分に応じ、それぞれ



、カ、ら3までに定める額のとおりとすること．ただし・合併・分割又は解散力§合併

等年度の初日に行われたときは、この限りでないこと・

、合併又は分割により成立した保険者当該保険者が当該合併により学肖滅した保

険者又は当該分割により消滅した｛呆険者若しくは当言亥分割後存続する保険者から

承継した合併等年度の前期高齢者交付金に係る債権の額又は前期高齢者納イ寸金等

　　に係る債務の額
2合併後存続する保険者又は解散をした保険者の権利義務を承継した保険者次

　　の（、）及び（2）に掲げる額の区分に応じ、それぞれ（・）及び（2）に定める額

　　（、）前期高齢者交付金の額当該合併又1ま解散前における当該保険者にイ系る合

　　　併等年度の前期高齢者交付金の額に当該合1井又は解散により消滅した保険者力〉

　　　ら承継した合併等年度の前鮪齢者交付金に係る債権の額を加えて得た額

　　（2）前期高齢者納付金等の額当該合｛井又は解散前における当該保険者1こ係る

　　　合併等年度の前期高齢者納付金等の額1こ当該合併又は解散により消澱たイ呆険

　　　者から承継した合併等年度の前期高齢者納付金等に係る債務の額を加えて得た

　　　額
3分割後存続する保険者次の（・）及び（2）に掲げる額の区分に応じ・そ爵此ぞれ

　　（1）及び（2）に定める額
　　（、）前期高齢者交付金の額当該分書ll前における当該保険者に係る創井等年度

　　　の前鮪齢者交付金の額から当該分割1こより成立した保険者が承継した合｛井等

　　　年度の前期高齢者交付金に係る債権の額を控除して得た額

　　（2）前期高齢者納付金等の額当該分害揃における当該保険者に係る合併等年

　　　度の前期高齢者納付金等の額から当該分割により成立’した保険者が承継した合

　　　併等年度の前期高齢者納付金等にイ系る債務の額を控除して得た額

＝合併、分割又は解散が合併等年度の初日1こ行われた場合におけ亙成立懸者等に

一係る合併等年度の前期高齢者交付金及び前期高齢者納付金の額並びに聾保険者等

1こ係る合併等年度の翌年度及び翌々年度の前期高齢者交イ寸魎び前顎齢者納付金

　　の額の算定について、法第33条第・項ただし書等の規定を読み極る等すること・

四前期高齢者納付金等及び延滞金の徴収の請求は・当該保険者の主たる事務所の暫

　　在地の都道府県知事に対して行うこと。ただし・厚生労働大臣の指定する保険者に

　　係る請求は、厚生労働大臣に対して行うものとすること。

第2後期高齢者医療の費用負担（算定政令第4条・第5条及び第7条から第10条関

　係）
一国の後鯛論医療給付費に対する負担金等の額及び鯉金を瀕する場合につ

　　いて、次の1から3までのとおりとすること。
　　、毎年度、国が後期高齢者医療給付費に対して負担する額は・当機度における

　　　被保険者に係る療養の給付に要した費用の額から当該給付に係る一首5負担金に相

　　　当する額を控除した額、入院時食事療養費、入院時生活療養費・イ呆険外併用療養



費、療養費、訪問看護療養費、特別療養費、移送費、高額療養費及び高額介護合

算療養費の支給に要した費用の額の合計額（以下「療養の給付等に要した費用の

額」という。）から高齢者の医療の確保に関する法律，（昭和57年法律第80号。

以下「法」という。）第67条第1項第2号の規定が適用される被保険者（以下

　「現役並み所得者」という。）に係る療養の給付等に要した費用の額（以下「特

定費用額」という。）を控除した額（以下「負担対象額」という。）の12分の3

に相当する額とすること。

2　毎年度、国が高額医療費に対して負担する額は、当該年度における被保険者に

係る療養の給付に要した費用の額、入院時食事療養費、入院時生活療養費、保険

外併用療養費、療養費、訪問看護療養費若しくは特別療養費の支給についての療

養につき算定した費用の額又は移送費の支給に要した費用の額のうち次の（1）の

　額の合計額に、（2）及び（3）の率の合計を乗じて得た額（以下「高額医療費負担

　対象額」という。）の4分の1に相当する額とすること。

　（1）　被保険者が同一の月にそれぞれ一の病院、診療所、薬局その他の者（以下

　　「病院等」という。）について受けた療養に係る費用の額（当該療養（高齢者

　　の医療の確保に関する法律施行令（平成19年政令第318号。以下「施行令」

　　という。）第14条第1項第2号に規定する特定給付対象療養（以下「特定給

　　付対象療養」と㌧・う。）を除く。）につき法第57条第1項に規定する法令によ

　　る給付が行われたときは、その給付額を控除した額）が80万円を超えるもの

　　の当該超える部分の額

　（2）　負担対象額の12分の1に相当する額を療養の給付等に要した費用の額で

　　除して得た率

　（3）　法第100条第1項の後期高齢者負担率
3　国の後期高齢者医療給付費に対する負担金の減額について、次の（1）から（3）

　までのとおりとすること。

　（1）　都道府県知事は、広域連合が確保すべき収入を不当に確保していないと認

　　めるときは、当該広域連合に対し、相当の期間を定め、当該収入を確保するた

　　めに必要な措置を採るべきことを勧告することができること。

　（2）　都道府県知事は、，（1）の勧告をしたときは、速やかに、厚生労働大臣にそ

　　の旨を報告しなければならないこと。当該広域連合が当該勧告に応じ、必要な

　　措置を採ったとき、又はその勧告に従わなかったときも・同様とすること・

　（3）　厚生労働大臣は、広域連合が（1）の勧告に従わなかったときは・やむを得

　　ない理由があると認められる場合を除き、当該広域連合に対する国の負担金の

　　額を減額することができること。この場合においては、あらかじめ・当該広域

　　連合に対し、弁明の機会を与えなければならないこと。

二　都道府県の後期高齢者医療給付費に対する負担金等の額及び負担金を減額する場

　合について、次の1から3までのとおりとすること。

　1　毎年度、都道府県が後期高齢者医療給付費に対して負担する額は・当該年度に

　　おける負担対象額の12分の1に相当する額とすること・



2　毎年度、都道府県が高額医療費に対して負担する頼は、当該年度における高額

医療費負担対象額の4分の1に相当する額とすること。

3　都道府県知事は、厚生労働木臣が広域連合に対する国の負担金の額を減額した

　ときは、当該広域連合に対する都道府県の負担金の額を減額することができるこ

　と。この場合においては、あらかじめ、当該広域連合に対し．、弁明の機会を与え

　なければならないこと。

三　毎年度、市町村が後期高齢者医療給付費に対する負担金の額は、当該年度におけ

　る当該市町村がその保険料を徴収する被保険者に係る負担対象額の12分の1に相

　当する額とすること。　　　　　　　　．

四　毎年度、市町村が後期高齢者医療に関する特別会計に繰り入れる額は、厚生労働

　省令で定めるところにより、当該市町村が徴収する当該年度分の保険料について、

　次の1及び2のとおりとすること。また、法第99条第3項の都道府県の負担は、

　同条第1項又は第2項の規定による繰入れが行われた年度において行うものとする

　こと。

　1　当該広域連合が施行令第18条第4項に定める基準に従い、同条第1項第1号

　　の被保険者均等割額を減額するものとした場合に減額することとなる額の合計額

　　（その額が現に当該年度分の法第99条第1項に規定する減額した額の総額を超

　　えるときは、当該総額）とすること。

　2　当該広域連合が施行令第18条第5項に定める基準に従い、同条第1項第1号

　　の被保険者均等割額を減額するものとした場合に減額することとなる額の合計額

　　　（その額が現に当該年度分の法第99条第2項に規定する減額した額の総額を超

　　えるときは、当該総額）とすること。

第3　調整交付金（算定政令第6条関係）

　一　国が広域連合に対して交付する調整交付金は、普通調整交付金及び特別調整交付

　　金とすること。

二　普通調整交付金は、厚生労働省令で定めるところにより、被保険者に係る所得の

　広域連合間における格差による後期高齢者医療の財政の不均衡を是正することを目

　的として交付すること。

三　特別調整交付金は、災害その他特別の事情がある広域連合に対し、厚生労働省令

　で定めるところにより交付すること。

四　普通調整交付金を調整交付金の総額の10分の9に相当する額とし、特別調整交

　付金を調整交付金の総額の10分の1に相当する額とすること。

五　各広域連合に対して特別調整交付金として交付すべき額の合計額が、調整交付金



の総額の、。分の、に相当する額に満たないときは、その満たない額は・普通調整

交付金として交付すること。

第4　後期高齢者交付金（算定政令第11条及び第12条関係）

　＿　毎年度、支払基金が広域連合に対して交付する後期高齢者交付金の額は・当該年

　　度における負担対象額に1から後期高齢者負担率及び100分の50を控除して得

　　た率を乗じて得た額に、特定費用額に1から当該年度における後期高齢者負担率を

　　控除して得た率を乗じて得た額を加えて得た額とすること・

二　支払基金が後期高齢者交付金を減額する場合について、国が後期高齢者医療給付

　費に対する負担金を減額する場合の規定を準用すること。

第5　財政安定化基金（算定政令第13条から第20条関係）

　一　都道府県が行う財政安定化基金による交付事業について、その交付要件、交付金

　　の額等を、次の1から9までのとおりとすること。

　　1　財政安定化基金に係る交付金（以下「基金事業交付金」という。）の交付は、

　　　基金事業交付金の交付に係る特定期間（法第116条第2項第1号に規定する特

　　　定期間をいう。以下同じ。）の終了年度において行うものとすること。

　　2　基金事業交付金の額は、当該広域連合を組織する市町村ごとに算定した次の

　　　（1）の額（市町村実績保険料収納額並びに当該特定期間における法第99条第1

　　　項及び第2項の規定による繰入金の額の合計額の合計額が、市町村保険料収納下

　　　限額に不足すると見込まれる市町村（災害その他特別の事情により当該合計額が

　　　市町村保険料収納下限額に不足すると見込まれる市町村を除く。以下「保険料収

　　　納下限額未満市町村」という。）については、（2）の額）の合計額（当該額が（3）

　　　の額を超えるときは、（3）の額とする。）の2分の1に相当する額とすること。

　　　（1）　市町村予定保険料収納額から市町村実績保険料収納額並びに当該特定期間

　　　　における法第99条第1項及び第2項の規定による繰入金の額の合計額の合計

　　　　額を控除して得た額の見込額として厚生労働省令で定めるところにより算定し

　　　　た額
　　　（2）　市町村予定保険料収納額から市町村保険料収納下限額を控除して得た額の

　　　　見込額として厚生労働省令で定めるところにより算定した額

　　　　（3）　基金事業対象費用額（法第116条第2項第4号に規定する基金事業対象

　　　　費用額をいう。以下同じ。）から基金事業対象収入額（同項第3号に規定する

　　　　基金事業対象収入額をいう。以下同じ。）を控除して得た額の見込額として厚

　　　　　生労働省令で定めるところにより算定した額

　　　3　2の市町村実績保険料収納額は、当該広域連合を組織する市町村ごとに、当該

　　　　特定期間中に収納した保険料の合計額に当該広域連合の基金事業対象比率を乗じ

　　　　て得た額とすること。

　　　4　2の市町村保険料収納下限額は、市町村予定保険料収納額に・当該広域連合を

　　　　組織する市町村ごとに当該市町村の被保険者の数等の区分に応じて厚生労働省令



で定める率を乗じて得た額とすること。

5　2及び4の市町村予定保険料収納額は、市町村保険料収納必要額に当該広域連

合の基金事業対象比率を乗じて得た額とすること。

6　5の市町村保険料収納必要額は、保険料収納必要額を、当該広域連合を組織す

　る市町村ごとに、厚生労働省令で定めるところにより、当該市町村が当該特定期

　間中に徴収する保険料の賦課額並びに当該特定期間における法第99条第1項及

　び第2項の規定による繰入金の額の合計額の合計額に按分して算定した額とする

　こと。

7　3及び5の基金事業対象比率は、各広域連合につき、次の（1）の額を（2）の額

　で除して得た率とすること。

　（1）　当該特定期間における保険料収納必要額のうち法第93条第1項に規定す

　　る療養の給付等に要する費用の額（以下「療養の給付等に要する費用の額」と

　　いう。）、財政安定化基金拠出金及び法第117条第2項の規定による拠出金の

　　納付に要する費用の額並びに基金事業借入金（法第116条第2項第1号に規

　　定する基金事業借入金をいう。以下同じ。）の償還に要する費用の額に充てる

　　ものとして厚生労働省令で定めるところにより算定した額

　（2）　当該特定期間における保険料収納必要額

8　6及び7の保険料収納必要額は、当該広域連合に係る当該特定期間における各

　年度の施行令第18条第3項第1号イに掲げる合計額の見込額から同号ロに掲げ

　る合計額の見込額を控除して得た額の合計額とすること。

9　都道府県は、基金事業交付金の交付を受ける広域連合が予定保険料収納率（施

　行令第18条第含項第1号の予定保険料収納率をいう。以下同じ。）を不当に過

　大に見込んだこと等により、基金事業交付金の額が不当に過大となると認められ

　る場合であって、必要と認めるときは、当該広域連合に対する基金事業交付金の

　額を減額し、又は交付レないこととすることができること。

二　都道府県が行う財政安定化基金による貸付事業について、その貸付要件、貸付金

　の額等を、次の1から5までのとおりとすること。

　1　財政安定化基金に係る貸付金（以下「基金事業貸付金」という。）の貸付けは、

　　基金事業貸付金の貸付けに係る特定期間の初年度においては基金事業対象収入額

　　のうち当該特定期間の初年度に係る額として厚生労働省令で定めるところにより

　　算定した額（以下「初年度基金事業対象収入額」という。）が基金事業対象費用

　　額のうち当該特定期間の初年度に係る額として厚生労働省令で定めるところによ

　　り算定した額（以下「初年度基金事業対象費用額」という。）に不足すると見込

　　まれる広域連合に対し、当該特定期間の終了年度においては基金事業対象収入額

　　及び基金事業交付金の額の合計額が基金事業対象費用額に不足すると見込まれる

　　広域連合に対し、それぞれ行うものとすること。

　2　基金事業貸付金の額は、次の（1）及び（2）の区分に応じ、それぞれ（1）及び（2）

　　に定める額に1．1を乗じて得た額を限度とすること。

　　（1）　当該特定期間の初年度　初年度基金事業対象費用額から初年度基金事業対



　象収入額を控除して得た額の見込額として厚生労働省令で定めるところにより

　算定した額
（2）　当該特定期間の終了年度　次のイに掲げる額からロ及びハに掲げる合計額

　の合計額を控除して得た額
　イ　当該特定期間における基金事業対象費用額から基金事業対象収入額を控除

　　　して得た額の見込額として厚生労働省令で定めるところにより算定した額

　ロ　当該特定期間の初年度における基金事業借入金の額及び当該特定期間の終

　　了年度における基金事業交付金の額の合計額

　ハ　当該広域連合を組織する市町村のうち、保険料収納下限額未満市町村にお

　　ける一の4の市町村保険料収納下限額から一の3の市町村実績保険料収納額

　　並びに当該特定期間における法第99条第1項及び第2項の規定による繰入

　　金の額の合計額の合計額を控除して得た額の見込額として厚生労働省令で定

　　　めるところにより算定した額の合計額

3　都道府県は、基金事業貸付金の貸付けを受ける広域連合が一の8の保険料収納

必要額を不当に過少に見込んだこと、予定保険料収納率を不当に過大に見込んだ

　こと等により、2の基金事業貸付金の額が不当に過大となると認められる場合で

　あって、必要と認めるときは、当該広域連倉に対する基金事業貸付金の額を減額

　し、又は貸し付けないこととすることができること。

4　基金事業貸付金の据置期間は当該貸付けを行う特定期間の終了年度の末日まで

　とし、償還期限は当該特定期間の次の特定期間の終了年度の末日とすること。た

　だし、当該基金事業貸付金の償還によって保険料の額が著しく高くなると見込ま

　れる広域連合であって、都道府県がやむを得ないと認めるものに対する基金事業

　貸付金については、次の（1）又は（2）の日を償還期限とすることができること。

　（1）　当該貸付けを行う特定期間の次の次の特定期間の終了年度の末日

　（2）前号に掲げる日の属する特定期間の次の特定期間の終了年度の末日

5　基金事業貸付金は、償還期限までの間は無利子とすること。

三　法第116条第2項第1号に規定する予定保険料収納額は、施行令第13条第8

　項に規定する保険料収納必要額に同条第7項に規定する基金事業対象比率を乗じて

　得た額とすること。

四　法第116条第2項第2号に規定する実績保険料収納額（以下「実績保険料収納

　額」という。）は、一の3の市町村実績保険料収納額の合計額とすること。

五　基金事業対象収入額は、当該特定期間における実績保険料収納額、法第93条、

　第96条及び第98条の規定による負担金の額の合計額、法第95条の規定による

　調整交付金の額の合計額、法第99条第1項及び第2項の規定による繰入金の額の

　合計額、法第100条の規定による後期高齢者交付金の額の合計額、法第117条

　第1項の規定による交付金の額の合計額、法第102条及び第103条の規定によ

　る補助金の額の合計額その他の後期高齢者医療に要する費用のための収入の額のう



ち療養の給付等に要した費用の額、財政安定化基金拠出金及び法第117条第2項

の規定による拠出金の納付に要した費用の額並びに基金事業借入金の償還に要した

費用の額に充てるものとして厚生労働省令で定めるところにより算定した額の合計

額とすること。

六　基金事業対象費用額は、当該特定期間における療養の給付等に要した費用の額、

　財政安定化基金拠出金及び法第117条第2項の規定による拠出金の納付に要した

　費用の額の合計額並びに基金事業借入金の償還に要した費用の額の合計額の合計額

　とすること。

七　都道府県が特定期間において広域連合から徴収する財政安定化基金拠出金（以下

　「拠出金」という。）については、次の1から7までのとおりとすること。

　1　当該特定期間における拠出金の額は、当該広域連合の療養の給付等に要する費

　　用の額の見込額に財政安定化基金拠出率を標準として都道府県の条例で定める割

　　合を乗じて得た額から法第116条第7項に規定する収入の見込額の3分の1に

　　相当する額を控除して得た額とすること。

　2　1の財政安定化基金拠出率は、各都道府県の当該特定期間における、財政安定

　　化基金に係る基金事業交付金の見込額及び基金事業貸付金の見込額の合計額の合

　　計額から各都道府県の当該特定期間における基金事業借入金の償還金の見込額の

　　合計額を控除して得た額の3分の1に相当する額を、当該特定期間における各広

　　域連合の療養の給付等に要する費用の額の見込額の合計額で除して得た数等を勘

　　案して、2年ごとに、厚生労働大臣が定める率とすること。

　2　拠出金の額のうち特定期間の初年度（以下「初年度」という。）において都道

　　府県が広域連合から徴収する額は、拠出金の額の2分の1に相当する額以上の額

　　とすること。

　3　都道府県が財政安定化基金に繰り入れる額は、拠出金の額に3を乗じて得た額

　　とし、当該特定期間に繰り入れるものとすること。

　4　4の額のうち初年度において都道府県が財政安定化基金に繰り入れる額につい

　　ては、4の額から広域連合から徴収する額並びに国が負担する額の合計額を控除

　　して得た額の2分の1に相当する額以上の額とすること。

　5　国が負担する額は、拠出金の額に相当する額とすること。

　6　6の額のうち初年度において国が負担する額は、拠出金の額の2分の1に相当

　　する額以上の額とすること。

八　その他財政安定化基金の運営に関し必要な事項は、都道府県の条例で定めること。

第6　特別高額医療費共同事業等（算定政令第21条から第25条関係）

　一　特別高額医療費共同事業に係る交付金（以下「特別高額医療費共同事業交付金」

　　という。）は、毎年度、法第70条第5項に規定する指定法人（以下「指定法人」

　　という。）が広域連合に対して交付するものとし、その額は、当該年度分として交



付ずべき額の算定の基礎とすべき期間として厚生労働省令で定める期間における被

保険者に係る療養の給付に要した費用の額、入院時食事療養費、入院時生活療養費・

保険外併用療養費、療養費、訪問看護療養費若しくは特別療養費の支給についての

療養にっき算定した費用の額又は移送費の支給に要した費用の額のうち、次の1の

額に12分の1に後期高齢者負担率を加えた率を乗じて得た額と・2の額に後期高

齢者負担率を乗じて得た額との合計額に2分の1を乗じて得た額とすること。

1　当該広域連合の被保険者（現役並み所得者を除く。）が同一の月にそれぞれ一

　の病院等について受けた療養に係る費用の額（当該療養（特定給付対象療養を除

　く。）につき法第57条第1項に規定する法令による給付が行われたときは、そ

　の給付額を控除した額）が400万円を超えるものの200万円を超える部分の

　額の合計額であって、当該年度分として交付すべき額として厚生労働省令で定め

　るところにより算定した額

2　当該広域連合の被保険者（現役並み所得者に限る。）が同一の月にそれぞれ一

　の病院等について受けた療養に係る費用の額（当該療養（特定給付対象療養を除

　く。）につき法第57条第1項に規定する法令による給付が行われたときは、そ

　の給付額を控除した額）が400万円を超えるものの200万円を超える部分の

　額の合計額であって、当該年度分として交付すべき額として厚生労働省令で定め

　るところにより算定した額

二　特別高額医療費共同事業に係る拠出金は、特別高額医療費共同事業拠出金及び特

　別高額医療費共同事業事務費拠出金とし、指定法人は、毎年度、各広域連合から徴

　収すること。

三　二の特別高額医療費共同事業拠出金の額は、各広域連合につき、当該年度におい

　て交付する特別高額医療費共同事業交付金の総額に、当該年度の前々年度及びその

　直前の2か年度において当該各広域連合に交付した特別高額医療費共同事業交付金

　の額の合計額を当該年度の前々年度及びその直前の2か年度において交付した特別

　高額医療費共同事業交付金の総額の合計額で除して得た率を乗じて得た額を基準と

　して、指定法人が定めること。

四　’この特別高額医療費共同事業事務費拠出金の額は、各広域連合にっき、広域連合

　に対して特別高額医療費共同事業交付金を交付し、広域連合から拠出金を徴収する

　指定法人の業務及びこれに附帯する業務に関する事務の処理に要する費用の見込額

　を基礎として、各広域連合の被保険者の数に応じて厚生労働省令で定めるところに

　より算定し．た額を基準として、指定法人が定めること。

五　その他特別高額医療費共同事業に関し必要な事項は、厚生労働省令で定めること。

第7　後期高齢者支援金等（算定政令第26条及び第27条関係）

　一　保険者が合併、分割又は解散をした場合における後期高齢者支援金等の額の算定



について、保険者が合併、分割又は解散をした場合における前期高齢者交付金及び

前期高齢者納付金等の額の算定の規定を準用すること。

二　後期高齢者支援金等及び延滞金の徴収の請求について、前期高齢者納付金等及び

　延滞金の徴収の請求の規定を準用すること。

第8　基金高齢者医療制度債券（算定政令第28条から第37条関係）

　一　支払基金が発行する債券（以下「基金高齢者医療制度債券」という。）は、無記

　　名式とすること。

二　基金高齢者医療制度債券の発行は、募集の方法によること。

三　基金高齢者医療制度債券の募集に応じようとする者は、基金高齢者医療制度債券

　申込証にその引き受けようとする基金高齢者医療制度債券の数及び住所を記載し、

　これに署名し、又は記名押印しなければならないこと。また、社債等の振替に関す

　る法律（平成13年法律第75号。以下「社債等振替法」という。）の規定の適用

　がある基金高齢者医療制度債券（以下「振替基金高齢者医療制度債券」という。）

　の募集に応じようとする者は、このほか、当該基金高齢者医療制度債券の振替を行

　うための口座（以下「振替口座」という。）を記載しなければならないこと。

四　基金高齢者医療制度債券申込証は、支払基金が作成し、これに次の1から11ま

　での事項を記載しなければならないこと。

1　基金高齢者医療制度債券の名称

2　基金高齢者医療制度債券の総額

3　各基金高齢者医療制度債券の金額

4　基金高齢者医療制度債券の利率

5　基金高齢者医療制度債券の償還の方法及び期限

6　利息の支払の方法及び期限

7　基金高齢者医療制度債券の発行の価額

8　社債等振替法の規定の適用があるときは、その旨

9　社債等振替法の規定の適用がないときは、無記名式である旨

10　応募額が基金高齢者医療制度債券の総額を超える場合の措置

11　募集又は管理の委託を受けた会社があるときは、その商号

五　政府若しくは地方公共団体が基金高齢者医療制度債券を引き受ける場合又は基金

　高齢者医療制度債券の募集の委託を受けた会社が自ら基金高齢者医療制度債券を引

　き受ける場合においては、その引受けの際に、振替口座を支払基金に示さなければ

　ならなし・こと。

六　基金高齢者医療制度債券の応募総額が基金高齢者医療制度債券の総額に達しない



ときでも、基金高齢者医療制度債券を成立させる旨を基金高齢者医療制度債券申込

証に記載したときは、その応募額をもって基金高齢者医療制度債券の総額とする；

と。

七　基金高齢者医療制度債券の募集が完了したときは、支払基金は、遅滞なく、各基

　金高齢者医療制度債券についてその全額の払込みをさせなければならないこと。

八　支払基金は、前条の払込みがあったときは、遅滞なく、債券を発行しなければな

　らないこと。また、各債券には、四の1から6まで、9及び11の事項並びに番号

　を記載し、支払基金の理事長がこれに記名押印しなければならないこと。

九　支払基金は、主たる事務所に基金高齢者医療制度債券原簿を備えて置かなければ

　ならないこと。また、基金高齢者医療制度債券原簿には、次の1から4までの事項

　を記載しなければならないこと。

　1　基金高齢者医療制度債券の発行の年月日

　2　基金高齢者医療制度債券の数（社債等振替法の規定の適用がないときは、基金

　　高齢者医療制度債券の数及び番号）

　3　四の1から6まで、8及び11の事項
　4　元利金の支払に関する事項

十　基金高齢者医療制度債券を償還する場合において、欠けている利札があるときは、

　これに相当する金額を償還額から控除すること。ただし、既に支払期が到来した利

　札については、この限りでないこと。また、利札の所持人がこれと引換えに控除金

　額の支払を請求したときは、支払基金は、これに応じなければならないこと。

十一　支払基金は、基金高齢者医療制度債券の発行の認可を受けようとするときは、

　基金高齢者医療制度債券の募集の日の20日前までに、次の1から5までの事項を

　記載した申請書を厚生労働大臣に提出しなければならないこと。

1
2
3
4
5

基金高齢者医療制度債券の発行を必要とする理由

四の1から8までの事項

基金高齢者医療制度債券の募集の方法

基金高齢者医療制度債券の発行に要する費用の概算額

2のほか、債券に記載しようとする事項

二
1
2
3

十 十一の申請書には、次の1から3までの書類を添付しなければならないこと。

作成しようとする基金高齢者医療制度債券申込証

基金高齢者医療制度債券の発行により調達する資金の使途を記載した書面

基金高齢者医療制度債券の引受けの見込みを記載した書面

第9　その他（算定政令第38条関係）



　第2の一の3の（1）及び（2）（これらの規定を第4の二において準用する場合を含

む。）の都道府県が処理することとされている事務について、地方自治法（昭和22、

年法律第67号）の第一号法定受託事務とすること。

第10　経過措置（算定政令附則第2条から第4条及び第15条関係）

　一　平成20年度から平成25年度までの間における基金事業交付金及び基金事業貸

　　付金の額の算定について、第5の一の2及び6、二の2の（2）のハ並びに五の規定

　　を適用する場合における読替規定を定めること。

　二　平成20年度から平成25年度までの間における第5の七の2の財政安定化基金

　　拠出率は、第5の七の2にかかわらず、各都道府県の財政安定化基金に係る基金事

　　業交付金の見込額及び基金事業貸付金の見込額の合計額の合計額から基金事業借入

　　金の償還金の見込額の合計額を控除して得た額の3分の1に相当する額を、各広域

　　連合の療養の給付等に要する費用の額の見込額の合計額で除して得た数等を勘案し

　　て、厚生労働大臣が定める率とすること。

　三　平成20年度から平成24年度までの各年度における第6の一の1及び2の特別

　　高額医療費共同事業拠出金の額の算定に係る当該広域連合の被保険者が同一の月に

　　それぞれ一の病院等について受けた療養に係る費用の額は、第6の一の1及び2に

　　かかわらず、当該広域連合を組織する市町村ごとに、当該市町村に係る老人医療受

　　給対象者（健康保険法等の一部を改正する法律（平成18年法律第83号）第7条

　　の規定による改正前の老人保健法（昭和57年法律第80号）第17条第2項第4

　　号に規定する老人医療受給対象者をいう。）が、平成15年12月1日から平成2

　　0年3，月31日までの間に受けた療養に係る費用を踏まえ、それぞれ厚生労働省令

　　で定めるところにより算定した額とすること。

四　毎年度、広域連合が後期高齢者医療に関する特別会計に繰り入れる額は、厚生労

　働省令で定めるところにより、施行令附則第13条に規定する特定市町村区域内被

　保険者にっき、当該広域連合が同条の適用がないものとして施行令第18条に規定

　する基準に従い賦課を行うこととした場合に得られる当該年度の保険料の合計額か

　ら、施行令附則第13条の規定を適用して施行令第18条及び附則第13条に規定

　する基準に従い賦課を行う場合に得られる当該年度の保険料の合計額を控除した額

　　（その額が現に当該年度分の法附則第14条第2項に規定する減少することとなる

　保険料の総額を超えるときは、当該総額）とすること。また、法附則第14条第3

　項又は第4項の規定による負担は、同条第2項の規定による繰入れが行われた年度

　において行うものとすること。

第11　病床転換助成事業（算定政令附則第5条から第14条関係）

　一　法附則第2条に規定する政令で定める日は、平成25年3月31日とすること。

二　法附則第3条第2項に規定する政令で定める率は、100分の0．

　と。

25とするこ



三　毎年度、国が都道府県に対して交付する額は、当該年度における病床転換助成事

　業（法附則第2条に規定する病床転換助成事業をいう。以下同じ。）に要した費用

　の額の27分の10に相当する額とすること。

四　毎年度、支払基金が都道府県に対して交付する額は、当該年度における病床転換

　助成事業に要した費用の額の27分の12に相当する額とすること。

五　病床転換支援金等に関する法の読替規定を定めること。

六　保険者が合併、分割又は解散をした場合における病床転換支援金等り額の算定に

　ついて、保険者が合併、分割又は解散をした場合における前期高齢者交付金及び前

　期高齢者納付金等の額の算定の規定を準用すること。

七　病床転換支援金等及び延滞金の徴収の請求について、前期高齢者納付金等及び延

　滞金の徴収の請求の規定を準用すること。

八　病床転換助成事業に係る支払基金の業務に関する法の読替規定を定めること。

九　病床転換助成事業関係業務に関し支払基金が発行する債券について、高齢者医療

　制度関係業務に関し支払基金が発行する債券の規定を準用すること。

十　病床転換助成事業関係業務が終了するまでの間における法の読替規定を定めるこ

　と。

第12　施行期日
　　この政令は、平成20年4月1日から施行すること。
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百
十
八
条
の
五
第
一
項
中
「
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
支
払
回
数
割
保
険

税
額
」
と
あ
り
、
並
び
に
同
条
第
二
項
中
「
第
七
百
十
八
条
の
三
第
二
項
に
規
定
す
る
支
払
回
数
割
保
険
税
額
」
と
，

あ
る
の
嫉
「
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
・
（
平
成
十
八
年
法
徴
第
八
十
三
号
）
附
則
第
四
十
五
条
第
一

　
項
に
規
定
す
る
支
払
回
数
割
保
険
税
額
の
見
込
額
」
と
績
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

　
　
年
金
保
険
者
は
、
平
成
十
九
年
十
二
月
十
日
ま
で
に
、
同
年
十
月
一
日
に
お
い
て
当
該
年
金
保
険
者
か
ら
老
齢
等

　
年
金
給
付
の
支
払
を
受
け
て
い
る
六
十
五
歳
以
上
七
十
五
歳
未
満
の
者
（
平
成
二
十
年
四
月
一
日
ま
で
の
間
に
お
い

　
て
六
十
五
歳
に
達
す
る
も
の
を
含
み
、
同
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
七
十
五
歳
に
達
す
る
も
の
並
び
に
第
一
項
第
四
号

　
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
の
氏
名
、
住
所
、
性
別
及
び
生
年
月
日
、
当
該
老
齢
等
年

　
金
結
社
の
種
類
及
び
年
額
並
び
に
当
該
老
齢
等
年
金
給
付
の
支
払
を
行
う
年
金
保
険
者
の
名
称
を
、
そ
の
者
が
平
成

　
十
九
年
十
月
一
日
現
在
に
お
い
て
住
所
を
有
す
る
市
町
村
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
る
定
め
を
し
た
と
き
は
、
．
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
定
め
た
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
地
方
税
法
施
行
令
（
以
下
「
新
地
方
税
法
施
行
令
」
と
い
う
。
）
第
五
十
六
条
り

　
八
十
九
の
九
第
一
項
の
規
定
は
、
健
康
保
険
法
等
改
正
法
附
則
第
四
十
五
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
新
地
方
税

　
法
第
七
百
十
八
条
の
三
第
一
項
及
び
第
七
百
十
八
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
か
ら
年
金
保
険
者
へ
の
通

　
知
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
新
地
方
税
法
第
七
百
十
八
条
の
五
第
二
項
後
段
及
び
第
七
百
十
八
条
の
九
第
二
項
の
規

　
定
並
び
に
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
年
金
保
険
者
か
ら
市
町
村
へ
の
通
知
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

　
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
新
地
方
税
法
第
七
百
十
八
条
の
四
の
規
定
に
よ
る
国
民
健
康
保
険
税
額
の
市
町
村

　
へ
の
納
入
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
務
大
臣
　
増
田
　
寛
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
舛
添
　
要
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
閣
総
理
大
臣
　
福
田
　
康
夫

3
　
健
康
保
険
法
等
改
正
法
附
則
第
四
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
健
康
保
険
法
等
改
正
法
第
十
六
条
の
規
定
に
よ

5
　
前
項
の
規
定
に
よ
為
通
知
に
係
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
年
金
保
険
者
と
市
町
村
が
協
議
の
上
同
項
の
規
定
と
異
な

7
　
新
地
方
税
法
施
行
令
第
五
十
六
条
の
八
十
九
の
九
第
二
項
の
規
定
は
、
へ
健
康
農
法
等
改
正
法
附
則
第
四
十
五
条

8
　
新
地
方
税
法
施
行
令
第
五
十
六
条
の
八
十
九
の
十
の
規
定
は
、
健
康
保
険
法
等
改
正
法
附
則
第
四
十
五
条
第
三
項

前
期
高
齢
者
交
付
金
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
の
国
庫
負
担
金
の
算
定
等
に
関
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御
　
名
　
　
御
　
鯉

平
成
十
九
年
十
月
三
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣
　
福
田
　
康
夫

政
令
第
三
百
二
十
五
号

　
　
　
前
期
高
齢
者
交
付
金
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
の
国
廊
負
担
金
の
算
定
等
に
関
す
る
政
令

　
内
閣
は
、
，
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
八
十
号
）
第
三
十
二
条
第
一
項
並
び
に

同
法
第
四
十
一
条
及
び
第
四
十
四
条
第
三
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法
第
百
二
十
四
条
及
び
附
則
第
十
条
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
九
十
三
条
、
第
九
十
四
条
第
噌
項
、
第
九
十
五
条
第
一
、
項
、
第
九
十
六
条
、
第
九
十
七
条

第
皿
項
、
第
九
十
八
条
、
第
九
十
九
条
、
第
百
条
第
一
項
、
第
百
一
条
第
一
項
、
第
百
十
六
条
第
一
項
、
第
二
項
第
一

号
か
ら
第
四
号
ま
で
、
第
三
項
、
第
五
項
及
び
第
六
項
、
第
百
十
七
条
第
一
項
及
び
第
一
，
一
項
並
び
に
第
百
四
十
七
条
第

十
項
（
同
法
附
則
第
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
並
び
に
附
則
第
二
条
、
第
三
条
第
二
項
、
第

五
条
、
第
六
条
第
一
項
、
第
十
条
、
第
十
一
条
第
二
項
及
ぴ
第
十
四
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
並
び
に
健
顧
保
険
法

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
八
十
三
号
）
附
則
第
百
三
十
三
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令

を
制
定
す
る
。

　
（
前
期
高
齢
者
交
付
金
）

第
一
条
　
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
（
以
下
「
支
払
基
金
」
と
い
う
。
）
ば
、
毎
年
度
、
保
険
者
に
対
し
て
高
齢
者

　
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
三
十
一
．
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
前
期
高
齢
者
交
付
金
（
次

　
条
に
お
い
て
「
前
期
高
齢
者
交
付
金
」
ど
い
う
。
）
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

　
（
保
険
者
の
合
併
等
の
場
合
に
お
け
る
前
期
高
齢
者
交
付
金
及
び
前
期
高
齢
者
納
付
金
等
の
額
の
算
定
の
特
例
）

第
二
条
　
合
併
若
し
く
は
分
割
に
よ
り
成
立
し
た
保
険
者
｛
合
併
若
し
く
は
分
割
後
存
続
す
る
保
険
者
又
は
解
散
を
し

　
た
保
険
者
の
権
利
義
務
を
承
継
し
た
保
険
者
（
以
下
～
成
立
保
険
者
等
」
・
と
い
う
。
）
に
係
る
合
併
、
分
割
又
は
解
散

　
が
行
わ
礼
た
年
度
侭
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
合
併
等
年
度
」
と
い
う
。
）
の
前
期
高
齢
者
交
付
金
及
び
法
第
三
十
六

　
条
第
一
項
に
規
定
す
る
前
期
高
齢
者
納
付
金
等
（
以
下
「
前
期
高
齢
者
納
付
金
等
」
と
い
う
。
）
の
額
は
、
次
の
各
号

　
に
掲
げ
る
成
立
保
険
者
等
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
合
併
、
分
割
又
は
解
散
が

　
合
併
等
年
度
の
初
研
に
行
わ
れ
だ
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
、

　
一
合
併
又
は
分
割
に
よ
り
成
位
し
た
保
険
者
　
当
該
保
険
者
が
当
該
合
併
に
よ
り
消
滅
し
た
保
険
者
又
は
当
該
分

　
　
割
に
よ
り
滑
滅
し
た
保
険
者
若
し
く
は
当
該
分
割
後
存
続
す
る
傑
険
者
か
ら
承
継
し
た
合
併
等
年
度
の
前
期
高
齢
，

　
　
者
交
付
金
に
係
る
偵
権
の
額
又
は
前
期
高
齢
者
納
付
金
等
に
係
る
債
務
の
額

　
二
　
合
併
後
存
続
す
る
保
険
者
又
は
解
散
を
し
た
保
険
者
の
権
利
義
務
を
承
継
し
た
保
険
者
　
次
の
イ
及
び
ロ
に
掲

　
　
げ
る
額
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
午
及
び
ロ
に
定
め
る
額
■

　
　
イ
　
前
期
高
齢
者
交
付
金
の
額
　
当
咳
合
併
又
は
解
散
前
に
お
け
る
当
該
保
険
者
に
係
る
合
併
等
年
度
の
前
期
高

　
　
　
輪
番
交
付
金
の
額
に
当
該
合
併
又
は
解
散
に
よ
り
消
滅
し
た
保
険
者
か
ら
承
継
し
た
合
併
等
年
度
の
前
期
高
齢

　
　
　
者
交
付
金
に
係
る
債
権
の
額
を
加
え
て
得
た
額

　
　
ロ
、
前
期
畜
齢
者
納
付
金
等
の
額
当
該
合
併
又
は
解
散
前
に
お
け
る
当
該
保
険
者
に
係
る
合
併
等
年
度
の
前
期

　
　
　
高
齢
者
納
付
金
等
の
額
に
当
該
合
併
又
は
解
散
に
よ
り
消
滅
し
た
保
険
者
か
ら
承
継
し
た
合
併
等
年
度
の
前
期

　
　
　
高
齢
者
納
付
金
等
に
係
る
債
務
の
額
を
加
え
て
得
た
額

　
三
　
分
割
後
存
続
す
る
保
険
者
　
次
の
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
額
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
及
び
ロ
に
定
め
る
額

　
一
イ
　
前
期
高
齢
者
交
付
金
の
額
　
当
該
分
割
前
に
お
け
る
当
該
保
険
者
に
係
る
合
併
等
年
度
の
前
期
高
齢
者
交
付

　
　
　
金
の
額
か
ら
当
該
分
割
に
よ
り
成
立
し
だ
保
険
者
が
承
継
し
た
合
併
等
年
度
の
前
期
高
齢
者
交
付
金
に
係
る
債

　
　
　
権
の
額
を
控
除
し
て
得
た
額

　
　
ロ
　
前
期
高
齢
者
給
付
金
等
の
額
　
当
該
分
割
前
に
お
け
る
当
該
保
険
者
に
係
る
合
併
等
年
度
の
前
期
高
齢
者
納

　
　
　
付
金
等
の
額
か
ら
当
該
分
割
に
よ
り
成
立
し
た
保
険
者
が
承
継
し
た
合
併
等
年
度
の
前
期
高
齢
者
納
付
金
等
に

　
　
．
係
る
債
務
の
額
を
控
除
し
て
得
た
額

2
　
前
項
た
だ
し
省
に
規
定
す
る
場
合
に
お
け
る
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
成
立
保
険
者
等
の
区
分
に
該
当
す
る
成
立

　
保
険
者
等
に
係
る
合
併
等
年
度
の
前
期
高
齢
者
交
付
金
の
額
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
当
該
区
分
に
応
じ
、
法
第
三
十

　
三
条
第
一
填
た
だ
し
嚢
中
「
前
々
年
度
の
概
算
前
期
高
齢
者
交
付
金
の
額
」
と
あ
る
の
は
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字

　
句
に
、
「
前
々
年
度
の
確
定
前
期
高
齢
者
交
仔
金
の
額
」
と
あ
る
の
は
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
、
そ
れ
ぞ
れ
読

　
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

合
併
に
よ
ヶ
成
立
し
た
保
険
者

当
該
合
併
に
よ
り
消
滅
し
た
保
険
者
に
係
る
当
該
合
併
が
行
わ
れ
た
年
度
の
前
々
年
度
の
概
算
前
期
高
齢
者
交
付
金
の
額
の
合
計
額

当
該
合
併
に
よ
り
消
滅
し
た
保
険
者
に
係
る
当
該
合
併
が
行
わ
れ
た
年
度
の
前
々
年
度
の
確
定
前
期
高
齢
者
交
付
金
の
額
の
合
計
額

合
併
後
存
続
す
る
保
険
者

当
該
分
割
に
よ
り
消
滅
し
た
保
険
者
に
係
る
当
該
分
割
が
行
わ
れ
た
年
度
の
前
々
年
度
の
概
算
前
期
高
齢
者
交
付
金
，
の
額
を
当
該
分
割
に
よ
り
成
立
し
た
保
険
者
に
係
る
当
該
分
割
時
に
お
け
る
加
　
　
　
　
　
　
　
あ
ん
入
者
の
数
に
応
じ
て
按
分
し
て
得
た
額

当
該
分
割
に
よ
り
消
減
し
た
保
険
者
に
係
る
当
該
分
割
が
行
わ
れ
た
年
度
の
前
々
年
度
の
確
定
前
期
高
齢
者
交
付
金
の
額
を
当
該
分
割
に
よ
り
成
立
し
た
保
険
者
に
係
る
当
該
分
割
時
に
お
け
る
加
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ん
入
者
の
数
に
応
じ
て
按
分
し
て
得
た
額
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解
散
し
た
保
険
者
の
権
利

義
務
を
承
継
し
た
保
険
者

当
該
保
険
者
に
係
る
当
該
解
散
が
行
わ

れ
た
年
度
の
前
々
年
度
の
概
算
前
期
高

齢
者
交
付
金
の
額
に
当
該
解
散
に
よ
り

消
滅
し
た
保
険
者
に
係
る
当
該
解
散
が

行
わ
れ
た
年
度
の
前
々
年
度
の
概
算
前

期
高
齢
者
交
付
金
の
額
を
加
え
て
得
た

額

当
該
保
険
者
に
係
る
当
該
解
散
が
行
わ

れ
た
年
度
の
前
々
年
度
の
確
定
前
期
高

齢
者
交
付
金
の
額
に
当
該
解
散
に
よ
り

消
滅
し
た
保
険
者
に
係
る
当
該
解
散
が

行
わ
れ
た
年
度
の
前
々
年
度
の
確
定
前

期
高
齢
者
交
付
金
の
額
を
加
え
て
得
た

額
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前
項
の
規
定
は
、
同
項
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
成
立
保
険
者
等
の
区
分
に
該
当
す
る
成
立
保
険
者
等
に
係
る
合
併

等
年
度
の
翌
年
度
の
前
期
高
齢
者
交
付
金
の
額
の
算
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
表
中
「
前
々

年
度
」
と
あ
る
の
は
、
「
前
年
度
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

　
成
立
保
険
者
等
に
係
る
合
併
等
年
度
の
翌
々
年
度
の
前
期
高
齢
者
交
付
金
の
額
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の

上
欄
に
掲
げ
る
成
立
保
険
者
等
の
区
分
に
応
じ
、
法
弟
三
十
三
条
第
一
項
た
だ
U
轡
中
「
前
々
年
度
の
概
算
前
期
音

齢
者
交
付
金
の
額
」
と
あ
る
の
は
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
、
「
前
々
年
度
の
確
定
前
期
高
齢
者
交
付
金
の
額
」

と
あ
る
の
は
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
、
そ
れ
ぞ
れ
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
合
併
、
分
割
又
は

解
散
が
合
併
等
年
度
の
初
日
に
行
わ
れ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

合
併
に
よ
り
成
立
し
た
保
険
者

当
該
合
併
に
よ
り
消
滅
し
た
保
険
者
に
係
る
当
該
合
併
が
行
わ
れ
た
年
度
の
概
算
前
期
高
齢
者
交
付
金
と
し
て
当
該
合
併
前
に
算
定
さ
れ
た
額
の
合
計
額

合
併
後
存
続
す
る
保
険
者

当
該
保
険
者
に
係
る
当
該
分
割
が
行
わ
れ
た
年
度
の
確
定
前
期
高
齢
者
交
付
金
脚
購
欝
鐵
辮
騰
儲
霧
禦
醗
羅
盤
鰹
醗
　
　
　
　
む
ん
徹
籍
鱗
按
分
し
て
得
た
額
茄
え

分
割
後
存
続
す
る
保
険
者
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
分
割
に
よ
り
成
立
し
た
保
険
纈
響
割
後
窺
す
る

当
骸
分
割
後
存
続
す
る
保
険
者
に
係
る
羅
舗
翻
錬
擁
誘
鑛
禰
に
算
定
さ
れ
た
額
を
当
該
分
割
に
よ
り
徽
駝
籔
賭
騰
蛸
鰺
翻
騰
お
け
る
加
入
者
の
数
及
び
当
該
分
割
の
　
　
　
　
　
　
あ
ん
時
期
に
応
じ
て
按
分
し
て
穏
た
額

解
散
し
た
保
険
者
の
権
利
義
務
を
承
継
し
た
保
険
者

当
該
保
険
者
に
係
る
当
該
解
散
が
行
わ
れ
た
年
度
の
概
算
前
期
高
齢
者
交
付
金
と
し
て
当
該
解
散
前
に
鼻
定
さ
れ
た
額
に
当
該
解
散
を
し
た
保
険
者
に
係
る
当
該
解
散
が
行
わ
れ
た
年
度
の
概
算
前
期
高
齢
者
交
付
金
と
し
て
当
該
解
散
前
に
算
定
さ
れ
た
額
を
加
え
て
得
た
額

5
　
第
二
項
の
規
定
は
、
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
場
合
に
お
け
る
第
二
項
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
成
立
保
険
者

　
等
の
区
分
に
該
当
す
る
成
立
保
険
者
等
に
係
る
法
第
三
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
前
期
高
齢
者
納
付
金
（
以
下
こ

　
の
条
に
お
い
て
「
前
期
高
齢
者
納
付
金
」
と
い
う
。
）
の
額
の
算
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第

　
二
項
中
「
第
三
十
三
条
第
一
項
た
だ
し
轡
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
七
条
第
一
項
た
だ
し
轡
」
と
、
「
慨
塊
前
期
高
齢

　
者
交
付
金
」
と
あ
る
の
は
「
概
算
前
期
高
齢
者
納
付
金
」
と
、
「
確
定
前
期
高
齢
者
交
付
金
」
と
あ
る
の
は
「
確
定
前

　
期
高
齢
者
納
付
金
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

6
第
三
項
の
規
定
は
、
第
二
項
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
成
立
保
険
者
等
の
区
分
に
該
当
す
る
成
立
保
険
者
等
に
係
る

　
合
併
等
年
度
の
翌
年
度
の
前
期
高
齢
者
納
付
金
の
額
の
算
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
項

　
中
「
前
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項
」
と
、
「
同
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
項
に
お
い
て
準

　
用
す
る
前
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

7
　
第
四
項
の
規
定
は
、
成
立
保
険
者
等
に
係
る
合
併
等
年
度
の
翌
々
年
度
の
前
期
高
齢
者
納
付
金
の
額
の
算
定
に
つ

　
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
中
「
第
三
十
三
条
第
一
項
た
だ
し
轡
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
七
条

　
第
一
項
た
だ
し
書
」
と
、
「
概
算
前
期
高
齢
者
交
付
金
」
と
あ
る
の
は
「
概
算
前
期
高
齢
者
納
付
金
」
と
、
「
確
定
前
期

　
高
齢
者
交
付
金
」
と
あ
る
の
は
「
確
定
前
期
高
齢
者
納
付
金
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

　
（
前
期
高
齢
者
納
付
金
等
及
び
延
滞
金
の
徴
収
の
請
求
）

第
三
条
　
法
第
四
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
前
期
高
齢
者
納
付
金
等
及
び
延
滞
金
（
法
第
四
十
五
条
に
規
定
す
る

　
延
滞
金
を
い
う
。
）
の
徴
収
の
請
求
は
、
当
該
保
険
者
の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
の
都
道
府
県
知
事
に
対
し
て
行
う

　
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
す
る
保
険
者
に
係
る
当
該
謂
求
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
て
行

　
う
も
の
と
す
る
。

　
（
国
の
後
期
高
齢
者
医
療
給
付
費
に
対
す
る
負
担
金
等
の
額
）

第
四
条
　
法
第
九
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
毎
年
度
国
が
法
第
四
十
八
条
に
規
定
す
る
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

　
連
合
（
以
下
H
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
」
と
い
う
。
）
に
対
し
て
負
担
す
る
額
は
、
各
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

　
合
匿
つ
ぎ
、
当
該
年
度
に
お
け
る
被
保
険
者
に
係
る
療
養
の
給
付
に
要
し
た
費
用
の
額
か
ら
当
該
給
付
に
係
る
一
部

　
負
担
金
に
相
当
す
る
額
を
控
除
し
た
額
、
入
院
時
食
嘉
療
養
費
、
入
院
時
生
活
療
養
貝
、
保
険
外
併
用
療
養
費
、
療

　
養
費
、
訪
問
看
護
療
養
費
、
特
別
療
養
費
、
移
送
費
、
高
額
療
養
質
及
び
高
額
介
護
合
算
療
養
費
の
支
給
に
要
し
た

　
費
用
の
額
の
合
計
額
（
以
下
「
療
養
の
給
付
等
に
要
し
た
費
用
の
額
」
と
い
う
。
）
か
ら
法
第
六
十
七
条
第
一
項
第
二

　
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
被
保
険
者
に
係
る
療
養
の
給
付
等
に
要
し
た
費
用
の
額
（
第
十
一
条
に
お
い
て
「
特
定
盟

　
用
額
」
と
い
う
。
）
を
控
除
し
た
額
（
以
下
「
負
担
対
象
額
」
と
い
う
。
）
の
十
二
分
の
三
に
相
当
す
る
額
と
す
る
。

2
　
法
第
九
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
毎
年
度
国
が
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
対
し
て
負
担
す
る
額
は
、

　
各
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
つ
き
、
当
該
年
度
に
お
け
る
被
保
険
者
に
係
る
療
養
の
給
付
に
要
し
た
費
用
の
額
、

　
入
院
時
食
事
療
養
費
、
入
院
時
生
活
療
養
費
、
保
険
外
併
用
療
養
費
、
療
養
斑
、
訪
問
看
瞳
療
養
費
若
し
く
は
特
別

　
療
養
費
の
支
給
に
つ
い
て
の
療
養
に
つ
き
算
定
し
た
費
用
の
額
又
は
移
送
斑
の
支
給
に
要
し
た
費
用
の
額
の
う
ち
次

　
項
に
定
め
る
額
の
合
計
額
に
、
次
に
掲
げ
る
率
の
合
計
を
乗
じ
て
得
た
額
（
第
七
条
第
二
項
に
お
い
て
「
高
額
医
療

　
費
負
担
対
象
額
」
と
い
う
。
）
の
四
分
の
一
に
相
当
す
る
額
と
す
る
。

　
一
　
負
担
対
象
額
の
十
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額
を
療
養
の
給
付
等
に
要
し
た
費
用
の
額
で
除
し
て
得
た
率

　
二
　
法
第
百
条
第
一
一
項
の
後
期
高
齢
者
負
担
率
（
以
下
「
後
期
高
齢
者
負
担
率
」
と
い
う
。
）

3
　
法
第
九
十
三
条
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
す
る
額
は
、
被
保
険
者
が
同
一
の
月
に
そ
れ
ぞ
れ

　
一
の
病
院
、
診
療
所
、
薬
局
そ
の
他
の
者
（
以
下
「
病
院
等
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
受
け
た
療
養
に
係
る
蹴
用
の
額

　
（
当
該
療
養
D
（
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
忙
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
九
年
政
令
第
三
百
十
八
号
。
以
下
「
令
」

　
と
い
う
。
）
第
十
四
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
特
定
給
付
対
象
療
養
（
第
二
十
一
条
に
お
い
て
「
特
定
給
付
対
象

　
療
養
」
と
い
う
。
）
を
除
く
。
）
に
つ
き
法
第
五
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
法
令
に
よ
る
給
付
が
行
わ
れ
た
と
き
は
、

　
そ
の
給
付
額
を
控
除
し
た
額
）
が
八
十
万
円
を
超
え
る
も
の
の
当
該
超
え
る
部
分
の
額
と
す
る
。

　
（
国
の
後
期
高
齢
者
医
療
給
付
費
に
対
す
る
負
担
金
の
減
額
）

第
五
条
　
都
道
府
県
知
事
は
、
後
期
高
齢
者
涯
療
広
域
連
合
が
確
保
す
べ
き
収
入
を
不
当
に
確
保
し
て
い
な
い
と
腿
め

　
る
と
き
は
、
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
辿
合
に
対
し
、
相
当
の
期
間
を
定
め
、
当
該
収
入
を
確
保
す
る
た
め
に
必

　
要
な
措
照
を
採
る
べ
き
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2
　
都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
原
生
労
働
大
臣
に
そ
の
旨
を
報
告
■

　
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
同
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
に
応
じ
、
必
要
な
措
置
を
採
っ

　
た
と
き
、
又
は
そ
の
勧
告
に
従
わ
な
か
っ
た
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

3
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
都
道
府
県
知
事
の
勧
告
に
従
わ
な

　
か
っ
た
と
き
は
、
そ
の
従
わ
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
き
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
を
除
き
、
法

第
九
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
対
す
る
国
の
負
担
金
の
額
を
減
額
す
る
こ
と
が

　
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
後
朗
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
対
し
、
弁
明
の
機
会
を
与

　
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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（
調
整
交
付
金
）

第
六
条
　
法
弟
九
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
調
整
交
付
金
は
、
普
通
調
整
交
付
金
及
び
特
別
調
整
交
付
金
と
す
る
。

2
　
前
項
の
普
通
調
整
交
付
金
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
ど
こ
ろ
に
よ
り
、
被
保
険
者
に
係
る
所
得
の
後
期
高
齢

　
者
医
療
広
域
連
合
間
に
お
け
る
格
差
に
よ
る
後
期
高
齢
者
医
療
の
財
政
の
不
均
衡
を
是
正
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

　
交
付
す
る
。

3
第
一
項
の
特
別
調
整
交
付
金
は
、
災
害
そ
の
他
特
別
の
事
情
が
あ
る
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
対
し
、
厚
生

　
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
交
付
す
る
。
、

4
　
第
ド
項
の
普
通
調
整
交
付
金
の
総
額
は
、
法
第
九
十
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
調
整
交
付
金
の
総
額
の
十
分
の
九

　
に
相
当
す
る
額
と
す
る
。

5
　
第
一
項
の
特
別
調
整
交
付
金
の
総
額
は
、
法
第
九
十
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
調
整
交
付
金
の
総
額
の
十
分
の
一

　
に
相
当
す
る
額
と
す
る
。

6
　
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
各
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
対
し
て
第
一
項
の
特
別
鯛
整
交
付
金
と
し
て
交
付
す
べ

　
き
額
の
合
計
額
が
前
項
に
規
定
す
る
特
別
調
擁
交
付
金
の
総
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
そ
の
満
た
な
い
額
は
、
第
一

　
項
の
普
通
調
整
交
付
金
と
し
て
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

　
（
都
道
府
県
の
後
期
高
齢
者
医
療
給
付
費
に
対
す
る
負
担
金
等
の
額
）

第
七
条
　
法
第
九
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
毎
年
度
都
道
府
県
が
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
対
し
て
負
担

　
す
る
額
は
、
各
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
つ
遂
、
、
当
該
年
度
に
お
け
る
負
担
対
象
顧
の
十
二
分
の
一
に
相
当
す

　
る
額
と
す
る
。

2
　
法
第
九
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
，
毎
年
度
都
道
府
県
が
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
対
し
て
負
担
す
る

　
額
は
、
各
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
つ
き
、
当
該
年
度
に
お
け
る
高
額
医
療
斑
負
担
対
象
額
の
四
分
の
一
に
相

　
当
す
る
額
と
す
る
。

　
（
都
道
府
県
の
後
期
高
齢
者
医
療
給
付
費
に
対
す
る
負
担
金
の
減
額
）

第
八
条
　
都
道
府
県
知
事
は
、
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
が
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
対
す

　
る
国
の
負
担
金
0
額
を
減
額
し
た
と
き
は
、
法
第
九
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
♪
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
迎
合
に

　
対
す
る
都
道
府
県
の
負
担
金
の
額
を
減
額
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
後

　
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
対
し
、
弁
明
の
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
市
町
村
の
後
期
高
齢
者
医
療
給
付
費
に
対
す
る
負
担
金
の
額
）

第
九
条
　
法
第
九
十
八
条
の
規
定
に
よ
ヶ
、
毎
年
度
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
肋
以
下
同
じ
。
）
が
後
期
高
齢
者
医
療
広

　
域
連
合
に
対
し
て
負
担
す
る
額
は
、
当
該
年
度
頓
お
け
る
当
該
市
町
村
が
そ
分
保
険
料
を
徴
収
す
る
被
保
険
者
に
係

　
る
負
担
対
象
額
の
十
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額
と
す
る
。

　
（
市
町
村
の
特
別
会
計
へ
の
繰
入
れ
等
）

第
十
条
　
法
第
九
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
毎
年
度
市
町
村
が
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
特
別
会
計
に
繰
り

　
入
れ
る
額
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
市
町
村
が
徴
収
す
る
当
該
年
度
分
の
保
険
料
に
つ

　
い
て
、
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
令
第
十
八
条
第
四
項
に
定
め
る
基
準
に
従
い
同
条
童
心
・
項
第
÷
号
の
被

　
保
険
者
均
等
割
額
を
減
額
す
る
も
の
と
し
た
場
合
に
減
額
す
る
こ
と
と
な
る
額
の
合
計
額
（
そ
の
頽
が
現
に
当
該
年

　
度
分
の
法
第
九
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
減
額
し
た
額
の
総
額
を
超
え
る
ど
き
は
、
当
該
総
額
）
・
と
す
る
。

2
　
法
第
九
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
毎
年
度
市
町
村
が
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
特
別
会
計
に
繰
り
入
れ

　
る
額
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
市
町
村
が
徴
収
す
る
当
該
年
度
分
の
保
険
料
に
つ
い
て
、

　
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
令
弟
十
八
条
第
五
頂
に
定
め
呑
基
準
に
従
い
同
条
第
ご
項
第
山
号
の
被
保
険
者

　
均
等
割
額
を
減
額
す
る
も
の
と
し
た
場
合
に
減
額
す
る
ご
と
と
な
る
甑
の
合
計
額
（
そ
の
額
が
現
に
当
該
年
度
分
の

　
法
第
九
十
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
減
額
し
た
額
の
総
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
総
額
）
と
す
る
。

3
　
法
第
九
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
都
道
府
県
の
負
担
は
、
同
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
繰
入
れ

　
が
行
わ
れ
た
年
度
に
お
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

　
（
後
期
高
齢
者
交
付
金
の
額
）

第
十
一
条
　
法
第
百
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
毎
年
度
支
払
基
金
が
後
期
高
齢
者
医
搬
広
域
連
合
に
対
し
て
交
付
す

　
る
後
期
高
齢
者
交
付
金
の
額
は
、
各
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
つ
き
、
当
該
年
度
に
お
け
る
負
担
対
鹸
額
に
一

　
か
ら
当
該
年
度
に
お
け
る
後
期
高
齢
者
負
担
率
及
び
百
分
の
五
十
を
控
除
し
て
得
た
率
を
乗
じ
て
得
た
額
に
特
定
鷺

　
用
額
に
一
か
ら
当
該
年
度
に
お
け
る
後
期
高
齢
者
負
担
率
を
控
除
し
て
得
た
率
を
乗
じ
て
得
た
額
を
加
え
て
得
た
額

　
と
す
る
。

　
（
後
期
高
齢
者
交
付
金
の
減
額
）

第
十
二
条
　
第
五
条
の
規
定
は
、
法
第
百
一
条
の
規
定
に
よ
る
後
期
高
齢
者
交
付
金
の
減
額
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ

　
の
場
合
に
お
い
て
、
第
五
条
第
一
項
中
「
確
保
し
て
い
な
い
」
と
あ
る
の
は
「
確
保
せ
ず
、
又
は
支
出
す
べ
き
で
な

　
い
経
費
を
不
当
に
支
出
し
た
」
と
、
「
確
保
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
確
保
し
、
又
は
不
当
に
支
出
し
た
経
費
を
回
収
す

　
る
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項
」
と
、
「
同
項
」
と
あ
る
の

　
は
「
同
条
に
お
い
て
革
用
す
る
同
項
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
二
条
に
お
い
て
準
用

　
す
る
第
一
項
」
と
、
「
第
九
十
四
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
一
条
」
と
、
「
国
の
負
担
金
の
額
を
減
額
す
る
」
と
あ
る
の

　
は
「
後
期
高
齢
者
交
付
金
の
額
を
減
額
す
る
こ
ど
を
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
に
対
し
て
命
ず
る
」
と
績
み
替

　
え
る
も
の
と
す
る
。

　
（
財
政
安
定
化
基
金
に
よ
る
交
付
事
業
）

第
十
三
条
　
法
第
百
十
六
条
第
一
項
第
｝
号
に
掲
げ
る
聖
業
に
係
る
交
付
金
（
以
下
「
基
金
事
業
交
付
金
」
と
い
う
。
）

　
の
交
付
は
、
基
金
琳
業
交
付
金
の
交
付
忙
係
る
特
定
期
間
（
同
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
特
定
期
間
を
い
う
。

　
以
下
同
じ
。
）
の
終
了
年
度
に
お
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

2
　
基
金
鵬
業
交
付
金
の
額
は
、
．
各
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
つ
き
、
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
を
組
織

　
す
る
市
町
村
．
こ
と
に
算
定
し
た
第
一
号
に
掲
げ
る
額
（
市
町
村
実
績
保
険
料
収
納
額
並
び
に
当
該
特
定
期
間
に
お
け

　
る
法
第
九
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
繰
入
金
の
額
の
合
計
額
の
合
計
額
が
市
町
村
保
険
料
収
納
下

　
限
額
に
不
足
す
る
と
見
込
ま
れ
る
市
町
村
（
災
害
そ
の
他
特
別
の
寓
情
に
よ
り
当
該
合
計
額
が
市
町
村
保
険
料
収
納

　
下
限
額
に
不
足
す
る
と
見
込
ま
れ
る
市
町
村
を
除
く
。
、
次
条
第
二
贋
第
二
号
ハ
に
お
い
て
「
保
険
料
収
納
下
限
額
未

　
満
市
町
村
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
第
二
号
に
掲
げ
る
額
〉
の
合
計
額
（
当
該
額
が
第
三
号
に
掲
げ
る
額
を
超
え

　
る
と
き
は
、
同
号
に
掲
げ
る
額
と
す
る
。
）
の
・
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額
と
す
る
。

　
一
市
町
村
予
定
保
険
料
収
納
額
か
ら
市
町
村
実
績
保
険
料
収
納
額
並
び
に
当
該
特
定
期
間
に
お
け
る
法
第
九
十
九

　
　
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
繰
入
金
の
額
の
合
計
額
の
合
計
額
を
控
除
し
て
得
た
額
の
見
込
額
と
し
て

　
　
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額

　
二
　
市
町
村
予
定
保
険
料
収
髄
額
か
ら
市
町
村
保
険
料
収
納
下
限
額
を
控
除
し
て
得
た
額
の
見
込
額
と
し
て
厚
生
労

　
　
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額

　
三
　
基
金
事
業
対
娘
費
用
額
（
法
第
百
十
六
条
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
基
金
虚
業
対
象
費
用
額
を
い
う
。
以
下
［

　
向
じ
。
）
か
ら
基
金
事
業
対
象
収
入
額
（
同
項
第
三
号
に
規
定
す
る
基
金
事
業
対
線
収
入
額
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

　
　
を
控
除
し
て
得
た
額
の
見
込
領
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額

3
　
前
項
の
市
町
村
実
績
保
険
料
収
納
額
は
、
当
該
後
朝
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
を
組
織
す
る
市
町
村
ご
と
に
、
当
該

特
定
期
間
中
に
収
納
し
た
保
険
料
の
合
計
額
に
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
基
金
箏
業
対
象
比
率
を
乗
じ
て

　
得
た
額
と
す
る
。
　
　
　
　
　
／

4
　
第
二
項
の
市
町
村
保
険
料
収
納
下
限
額
は
、
市
町
村
予
定
保
険
料
収
納
額
に
、
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

を
組
織
す
る
市
町
村
．
こ
と
に
当
該
市
町
村
の
被
保
険
者
の
数
等
の
区
分
に
応
じ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
率
を
乗

　
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

5
　
第
二
項
及
ぴ
前
項
の
市
町
村
予
定
保
険
料
収
納
額
は
、
市
町
村
保
険
料
収
納
必
要
額
に
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
の
基
金
事
業
対
象
比
率
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

6
　
前
項
の
市
町
村
保
険
料
収
納
必
要
額
嫉
保
険
料
収
納
必
要
額
を
、
．
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
を
組
織
す

　
る
市
町
村
ご
ど
に
、
厘
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
市
町
村
が
当
該
特
定
期
間
中
に
徴
収
す
る
保

険
料
の
賦
課
額
並
び
に
当
該
特
定
期
間
に
お
け
る
法
第
九
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
繰
入
金
の
額

　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ん

　
の
合
計
額
の
合
計
額
に
按
分
し
て
算
定
し
た
額
と
す
る
。

7
　
第
三
項
及
ぴ
第
五
項
の
基
金
班
業
対
象
比
率
は
、
各
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
つ
き
、
第
一
号
に
掲
げ
る
額

　
を
第
二
号
に
掲
げ
る
額
で
除
じ
て
得
た
率
と
す
る
。

J　
　
当
該
特
定
期
間
に
お
け
る
保
険
料
収
納
必
要
額
の
う
ち
法
弟
九
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
療
養
の
給
付
等
に

要
す
る
費
用
の
額
．
，
（
以
下
「
療
養
の
給
付
等
に
要
す
る
賞
用
の
額
」
と
い
う
。
）
、
財
政
安
定
化
基
金
拠
出
金
及
び

法
第
百
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
拠
出
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
の
額
並
び
に
基
金
事
業
借
入
金
（
法
第
百

十
六
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
基
金
事
業
借
入
金
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
償
還
に
要
す
る
蟄
用
の
額
に
充

　
て
る
も
の
ど
じ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
ヶ
算
定
し
た
額

二
　
当
該
特
定
朝
間
に
お
け
る
保
険
料
収
納
必
要
額
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8
　
前
二
項
の
保
険
料
収
納
必
要
額
は
、
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
速
合
に
係
る
当
該
特
定
期
間
に
お
け
る
各
年
度

　
の
令
第
十
八
条
第
三
項
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
合
計
額
の
見
込
額
か
ら
同
号
ロ
に
掲
げ
る
合
計
額
の
見
込
額
を
控
除
し

　
て
得
た
額
の
合
計
額
と
す
る
。

9
　
都
道
府
県
は
、
基
金
事
業
交
付
金
の
交
付
を
受
け
る
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
予
定
保
険
料
収
納
率
（
令
第

　
十
八
条
第
三
項
第
一
号
の
予
定
保
険
料
収
納
率
を
い
う
。
次
条
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
不
当
に
過
大
に
見
込
ん

　
だ
こ
と
等
に
よ
り
、
窮
工
賃
の
規
定
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
基
金
窮
業
交
付
金
の
額
が
不
当
に
過
大
と
な
る
と
認
め
ら

　
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
対
す
る
基
金
事
業
交
付
金
の

　
額
を
減
額
し
、
又
は
交
付
し
な
い
こ
と
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
（
財
政
安
定
化
基
金
に
よ
る
貸
付
事
業
）

第
十
四
条
　
法
第
百
十
六
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
業
に
係
る
貸
付
金
（
以
下
「
基
金
事
業
貸
付
金
」
■
と
い
う
。
）

　
の
貸
付
け
は
、
基
金
職
業
貸
付
金
の
貸
付
け
に
係
る
特
定
期
澗
の
初
年
度
に
お
炉
て
は
基
金
事
業
対
象
収
入
額
の
う

　
ち
当
該
特
定
期
間
の
初
年
度
に
係
る
額
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
（
次
項
に
お

　
い
て
「
初
年
度
基
金
事
業
対
象
収
入
額
」
と
い
う
。
）
が
基
金
事
業
対
錬
費
用
額
の
う
ち
当
該
特
定
期
間
の
初
年
度
に

　
係
る
額
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
（
次
項
に
お
い
て
「
初
年
度
基
金
事
業
対
象

　
費
用
額
」
と
い
う
。
）
に
不
足
す
る
と
見
込
ま
れ
る
後
期
砺
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
対
し
、
当
眩
特
定
財
閥
の
終
了
年

　
度
に
お
い
て
は
基
金
事
業
対
策
収
入
額
及
び
基
金
蛮
業
交
付
金
の
額
の
合
計
額
が
基
金
事
業
対
象
費
屠
額
に
不
足
す

　
る
と
見
込
ま
れ
る
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
礼
得
う
も
の
と
す
る
。

2
　
基
金
事
業
貸
付
金
の
額
は
、
各
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
つ
き
、
次
の
各
号
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当

　
該
各
号
に
定
め
る
額
に
一
・
一
を
乗
じ
て
得
た
額
を
限
度
と
す
る
。

　
一
　
当
該
特
定
期
間
の
初
年
度
　
初
年
度
基
金
事
業
対
象
賞
用
額
か
ら
初
年
度
基
金
事
業
対
象
収
入
額
を
控
除
し
て

　
　
得
た
額
の
見
込
額
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額

　
二
　
当
該
特
定
期
間
の
終
了
年
度
ー
イ
に
掲
げ
る
額
か
ら
ロ
及
び
ハ
に
掲
げ
る
合
計
額
の
合
計
額
を
控
除
し
て
得
た

　
　
額

　
　
イ
　
当
該
特
定
期
間
に
お
け
る
基
金
事
業
対
象
費
用
額
か
ら
基
金
事
業
対
象
収
入
額
を
控
除
し
て
得
た
額
の
見
込

　
　
　
額
と
し
て
厘
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額

　
　
ロ
　
当
該
特
定
期
間
の
初
年
度
に
お
け
る
基
金
事
業
借
入
金
の
額
及
び
当
該
特
定
期
間
の
終
了
年
度
に
お
け
る
基

　
　
　
金
町
業
交
付
金
の
額
の
合
計
額

　
　
ハ
　
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
を
組
織
す
る
市
町
村
の
う
ち
、
保
険
料
収
納
下
限
額
未
満
市
町
村
に
お
け

　
　
　
る
前
条
第
四
項
に
規
定
す
る
市
町
村
保
険
料
収
納
下
限
額
か
ら
同
条
第
三
項
に
規
定
ず
る
市
町
村
実
繊
保
険
料

　
　
　
収
納
額
並
び
に
当
該
特
定
期
間
に
お
サ
る
法
第
九
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
繰
入
金
の
額
の

　
　
　
合
計
額
の
合
計
額
を
控
除
し
て
得
た
額
の
見
込
額
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
惹
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た

　
　
　
額
の
合
計
額
申

3
　
都
道
府
県
は
、
基
金
事
業
貸
付
金
の
貸
付
け
を
受
け
る
衝
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
前
条
第
八
項
に
規
定
す
る

　
保
険
料
収
納
必
要
額
を
不
当
忙
過
少
に
見
込
ん
だ
こ
老
、
予
定
保
険
料
収
納
率
を
不
当
に
過
大
に
見
込
ん
だ
こ
と
等

　
に
よ
り
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
さ
航
る
基
金
事
業
貸
付
金
の
額
が
不
当
に
過
大
と
な
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
で

　
あ
っ
て
、
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
対
す
る
基
金
事
業
貸
付
金
の
額
を
減
額
し
、

　
又
は
貸
し
付
け
な
い
こ
と
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

4
　
基
金
事
業
債
付
金
の
据
置
期
間
は
当
該
貸
付
け
を
行
う
特
定
期
間
の
終
了
年
度
の
末
日
ま
で
と
し
、
償
還
期
限
は

　
当
該
特
定
期
間
の
吹
の
特
定
期
間
の
終
了
年
度
の
末
日
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
基
金
事
業
貸
付
金
の
償
遡
に
よ
っ

　
て
保
険
料
の
額
が
著
し
く
高
く
な
る
と
見
込
ま
れ
る
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で
あ
っ
て
、
都
道
府
県
が
や
む
を

　
得
な
い
と
腿
め
る
も
の
に
対
す
る
基
金
事
業
貸
付
金
に
つ
い
て
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
巳
を
償
還
期
限
と
す

　
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
一
　
当
該
貸
付
け
を
行
う
特
定
期
間
の
次
の
次
の
特
定
期
間
の
終
了
年
度
の
末
日

　
二
　
前
号
に
掲
げ
る
日
の
属
す
る
特
定
期
間
の
次
の
博
定
期
間
の
終
了
年
度
の
末
日

5
　
基
金
那
業
貸
付
金
は
、
，
償
還
期
限
ま
「
で
の
間
は
無
利
子
と
す
る
。

　
　
（
予
定
保
険
料
収
納
額
の
算
定
方
法
）

第
十
五
条
法
第
百
十
六
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
予
定
保
険
料
収
納
額
は
、
各
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に

　
つ
き
、
第
十
三
条
第
八
項
に
規
定
す
る
保
険
料
収
納
必
要
額
に
同
条
第
七
項
に
規
定
す
る
基
金
事
業
対
象
比
率
を
乗

　
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

　
　
（
実
績
保
険
料
収
納
額
の
算
定
方
法
）

第
十
六
条
　
法
第
百
十
六
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
実
績
保
険
料
収
納
額
（
次
条
に
お
い
て
「
実
績
保
険
料
収
納

　
額
」
と
い
ヶ
．
）
ば
、
各
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
つ
き
、
第
十
三
条
第
三
項
に
規
定
す
る
市
町
村
実
績
保
険
料

　
収
納
額
の
合
計
、
額
ど
す
呑
。

　
　
（
基
金
事
業
対
象
収
入
額
の
算
定
方
法
）

第
十
七
条
，
基
金
事
業
対
象
収
入
額
は
、
各
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
つ
き
、
当
該
特
定
期
間
に
お
け
る
実
績
保

　
険
料
収
納
額
、
法
第
九
十
三
条
、
第
九
十
六
条
及
び
第
九
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
負
担
金
の
額
の
合
計
額
、
法
第
九

　
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
調
整
交
付
金
の
額
の
合
計
額
、
法
窮
九
十
九
条
第
｝
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
繰
入
金

　
の
額
の
合
計
額
、
法
第
百
条
の
規
定
に
よ
る
後
期
高
齢
者
交
付
金
の
額
の
合
計
額
、
法
第
百
十
七
条
第
｝
項
の
規
定

　
に
よ
る
交
付
金
の
額
の
合
計
額
、
法
第
百
ご
条
及
び
第
百
三
条
の
規
定
ば
よ
る
補
助
金
の
額
の
合
計
額
そ
の
他
の
後

　
期
高
齢
者
医
療
に
要
す
る
費
用
の
た
め
の
収
入
の
額
の
う
ち
療
養
の
給
付
等
に
要
し
た
費
用
の
額
、
財
政
安
定
化
基

　
金
拠
出
金
及
び
法
第
百
十
七
条
策
二
項
の
規
定
に
よ
る
拠
出
金
の
納
付
に
要
し
た
費
用
の
額
並
び
に
基
金
那
業
借
入

　
金
の
償
還
に
要
し
だ
費
用
の
額
に
充
て
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
の
合

　
計
額
と
す
る
一

　
　
（
基
金
事
業
対
象
費
用
額
の
算
定
方
法
）

第
十
八
条
　
基
金
事
業
対
象
費
用
額
は
、
各
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
つ
き
、
当
該
特
定
期
間
に
お
け
る
療
養
の

　
給
付
等
に
要
し
た
費
用
の
額
、
財
政
安
定
化
基
金
拠
出
金
及
び
法
第
百
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
拠
出
金
の
納

　
付
に
要
し
た
費
用
の
額
の
合
計
額
並
び
に
基
金
事
業
借
入
金
の
償
還
に
要
し
た
費
用
の
額
の
合
計
額
の
合
計
額
と
す

　
る
。

　
（
財
政
安
定
化
基
金
拠
出
金
の
額
の
算
定
方
法
等
）

第
十
九
条
、
法
弟
百
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
ヶ
、
、
特
定
期
間
に
お
い
て
都
道
府
県
が
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
か
ら
徴
収
す
る
財
政
安
定
化
基
金
拠
出
金
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
拠
出
金
」
と
い
う
。
）
の
額
は
、
当
該
特
定
期

　
間
に
つ
い
て
、
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
迎
合
の
療
養
の
給
付
等
に
要
す
る
費
用
の
額
の
見
込
額
に
財
政
安
定
化

　
基
金
拠
出
率
を
標
都
と
し
で
都
道
府
県
の
条
例
で
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
か
ら
法
第
百
十
六
条
第
七
項
に
規

　
定
す
る
収
入
の
見
込
額
の
三
分
の
一
に
相
当
す
る
額
を
控
除
し
て
得
た
額
と
す
る
。

2
　
前
項
の
財
政
安
定
化
基
金
拠
出
率
は
、
各
都
道
府
県
の
当
該
特
定
期
間
に
お
け
る
財
政
安
定
化
基
金
に
係
る
基
金

　
事
業
交
付
金
の
見
込
額
及
び
基
金
恥
業
貸
付
金
の
見
込
額
の
合
計
額
の
合
計
額
か
ら
各
都
道
府
県
の
当
該
特
定
期
間

　
に
お
げ
る
基
金
事
業
借
入
金
の
償
還
金
の
見
込
額
の
合
計
額
を
控
除
し
て
得
た
額
の
三
分
の
一
に
相
当
す
る
額
を
、

　
当
該
特
定
期
間
に
お
け
る
各
後
朝
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
療
養
の
給
付
等
に
要
す
る
費
用
の
額
の
見
込
額
の
合
計

　
額
で
除
し
て
得
た
数
等
を
勘
案
し
て
、
二
年
ご
と
に
、
煙
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
率
ど
す
る
。

　
が
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら
徴
収
す
る
額
は
、
拠
出
金
の
額
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額
以
上
の
額
と
す
る
。

　
三
を
乗
じ
て
得
た
額
ど
し
、
当
該
特
定
期
間
に
繰
り
入
れ
る
も
の
と
す
る
。

　
か
ら
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら
徴
収
す
る
額
並
び
に
次
項
及
び
第

　
七
項
の
規
定
に
よ
り
国
が
負
担
す
る
額
の
合
計
額
を
控
除
し
て
得
た
額
の
二
分
の
｝
に
相
当
す
る
額
以
上
の
額
と
す

　
る
。

　
と
す
る
。

　
（
条
例
へ
の
委
任
）

　
都
道
府
県
の
条
例
で
定
め
る
。

3
　
拠
出
金
の
額
の
う
ち
特
定
期
間
の
初
年
度
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
初
年
度
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
都
道
府
県

4
　
法
第
百
十
六
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
道
府
県
が
財
政
安
定
化
基
金
に
繰
り
入
れ
る
額
は
、
拠
出
金
の
額
に

5
　
前
項
の
額
の
う
ち
初
年
度
に
お
い
て
都
道
府
県
が
財
政
安
定
化
基
金
に
繰
り
入
れ
る
額
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
額

6
，
法
第
百
十
六
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
国
が
負
担
す
る
額
は
、
拠
出
金
の
額
に
相
当
す
る
額
と
す
る
。

7
　
前
項
の
額
の
う
ち
初
年
度
に
お
い
て
国
が
負
担
す
る
額
は
、
拠
出
金
の
額
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額
以
上
の
額

第
二
十
条
　
第
十
三
条
か
ら
前
条
ま
で
に
規
定
す
る
む
の
の
ほ
か
、
財
政
安
定
化
基
金
の
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
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（
特
別
高
額
医
療
費
共
同
事
業
交
付
金
の
額
）

第
二
十
一
条
　
法
第
百
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
交
付
金
（
以
下
「
特
別
高
額
医
療
費
共
同
事
業
交
付
金
」
と
い

　
う
。
）
は
、
毎
年
度
法
第
七
十
条
第
五
項
に
規
定
す
る
指
定
法
人
く
以
下
「
指
定
法
人
」
と
い
う
。
）
が
後
期
高
齢
者
医

　
療
広
域
連
合
に
対
し
て
交
付
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
額
は
、
各
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
つ
き
、
当
該
年
度
分

　
と
し
て
交
付
す
べ
き
額
の
算
定
の
基
礎
と
す
べ
き
期
間
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
に
お
け
る
被
保
険
者

　
に
係
る
療
養
の
給
付
に
要
し
た
費
用
の
額
、
入
院
時
食
事
療
養
費
、
入
院
時
生
活
療
養
費
、
保
険
外
併
用
擁
護
費
、

　
療
養
費
、
訪
問
看
護
療
養
費
若
し
く
は
特
別
療
養
費
の
支
給
に
つ
い
て
の
療
養
に
つ
き
算
定
し
た
費
用
の
額
又
は
移

　
送
費
の
支
給
に
要
し
た
費
用
の
額
の
う
ち
第
一
号
に
掲
げ
る
額
に
十
二
分
の
一
に
後
期
高
齢
者
負
担
率
を
加
え
た
率

　
を
乗
じ
て
得
た
額
と
第
二
号
に
掲
げ
る
額
に
後
期
高
齢
者
負
担
率
を
乗
じ
て
得
た
額
と
の
合
計
額
に
二
分
の
一
を
乗

　
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

　
一
　
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
被
保
険
者
（
法
第
六
十
七
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
被
保

　
　
険
者
を
除
く
。
）
が
同
一
の
月
に
そ
れ
ぞ
れ
一
の
病
院
等
に
つ
い
て
受
け
た
療
養
に
係
る
費
用
の
額
（
当
該
療
盤
（
特

　
　
定
給
付
対
象
療
養
を
除
く
。
）
に
つ
き
法
第
五
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
法
令
に
よ
る
給
付
が
行
わ
れ
た
と
き

　
　
は
、
そ
の
給
付
額
を
控
除
し
た
額
）
が
四
百
万
円
を
超
え
る
も
の
の
二
百
万
円
を
超
え
る
部
分
の
額
の
合
計
額
で

　
　
あ
っ
て
、
当
該
年
度
分
と
し
て
交
付
す
べ
き
額
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額

　
二
　
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
被
保
険
者
（
法
第
六
十
七
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
被
保

　
　
険
者
に
限
る
弔
）
が
同
一
の
月
に
そ
れ
ぞ
れ
一
の
病
院
等
に
つ
い
て
受
け
た
療
養
に
係
る
徴
用
の
額
（
当
該
療
養
（
特

　
　
定
給
付
対
象
療
養
を
除
く
。
）
に
つ
き
法
弟
五
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
法
令
に
よ
る
給
付
が
行
わ
れ
た
と
き

　
　
は
、
そ
の
給
付
額
を
控
除
し
た
額
）
が
四
百
万
円
を
超
え
る
も
の
の
二
百
万
円
を
超
え
る
部
分
の
額
の
合
計
額
で

　
　
あ
っ
て
、
当
該
年
度
分
と
し
て
交
付
す
べ
き
額
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額

　
（
特
別
高
額
医
療
費
共
同
事
業
に
係
る
拠
出
金
）

　
額
医
療
費
共
同
事
業
事
務
費
拠
出
金
と
し
、
，
指
定
法
人
は
、
毎
年
度
各
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら
徴
収
す
る

　
も
の
と
す
る
。

　
（
特
別
高
額
医
療
費
共
同
事
業
拠
出
金
）

　
年
度
に
お
い
て
交
付
す
る
特
別
高
額
医
療
費
共
同
事
業
交
付
金
の
総
額
に
、
当
該
年
度
の
前
々
年
度
及
び
そ
の
直
前

　
の
二
箇
年
度
に
お
い
て
当
該
各
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
交
付
し
た
特
別
高
額
医
療
費
共
同
事
業
交
付
金
の
額

　
の
合
計
額
を
当
該
年
度
の
前
々
年
度
及
び
そ
の
直
前
の
二
箇
年
度
に
お
い
て
交
付
し
た
特
別
高
額
医
療
盟
共
同
事
業

　
交
付
金
の
総
額
の
合
計
額
で
除
し
て
得
た
率
を
乗
じ
て
得
た
額
を
基
準
と
し
て
、
指
定
法
人
が
定
め
る
。

　
（
特
別
高
績
医
療
費
共
同
事
業
事
務
費
拠
出
金
）

　
に
つ
き
、
当
該
年
度
に
お
け
る
法
第
眉
十
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に

　
対
し
て
特
別
高
額
医
療
費
共
同
事
業
交
付
金
を
交
付
し
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら
拠
出
金
を
徴
収
す
る
指

　
定
法
人
の
業
務
及
び
こ
れ
に
附
帯
す
る
業
務
に
関
す
る
事
務
の
処
理
に
要
す
る
費
用
の
見
込
額
を
基
礎
と
し
て
、
各

　
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
被
保
険
者
の
数
に
応
じ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
を

　
基
準
と
し
て
、
指
定
法
人
が
定
め
る
。

　
（
省
令
へ
の
委
任
）

　
額
医
療
費
共
同
事
業
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
み
る
。

　
（
保
険
者
の
合
併
等
の
場
合
に
お
け
る
後
畑
高
齢
者
支
援
金
等
の
額
の
算
定
の
特
例
）

　
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
成
立
保
険
者
等
に
係
る
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
の
額
の

　
算
定
の
特
例
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
ご
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
条
第
」
項
中
「
前
期
高
齢
者
交
付
金
及
び
法
第
三

　
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
前
期
高
齢
者
納
付
金
等
（
以
下
「
前
期
高
齢
者
納
付
金
等
」
と
い
う
。
）
」
と
あ
る
の
は

　
「
法
第
百
十
八
条
に
規
定
す
る
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
（
以
下
「
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
」
と
い
う
。
）
」
と
、
「
前
期

　
高
齢
者
交
付
金
に
係
る
債
権
の
額
又
は
前
期
高
齢
者
納
付
金
等
に
係
る
債
務
」
と
あ
る
の
は
「
後
期
高
齢
者
支
援
金

　
等
に
係
る
債
務
」
と
、
「
次
の
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
額
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
及
び
匂
」
と
あ
る
の
は
「
第
二

　
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
ロ
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
た
だ
し
秘
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
六
条
に
お
い
て

　
準
用
す
る
前
項
た
だ
し
書
」
と
、
「
の
前
期
高
齢
者
交
付
金
」
と
あ
る
の
は
「
の
後
期
高
齢
者
支
援
金
」
と
、
「
第
三
十

第
二
十
二
条
　
法
第
百
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
拠
出
金
は
、
特
別
高
額
医
療
費
共
同
事
業
拠
出
金
及
び
特
別
高

弟
二
十
三
条
　
前
条
の
特
別
高
額
医
療
費
共
同
事
業
拠
出
金
の
額
は
、
各
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
つ
き
、
当
該

第
二
十
四
条
　
第
二
十
二
条
の
特
別
高
額
医
療
費
共
同
事
業
事
務
費
拠
出
金
の
額
は
、
各
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

第
二
十
五
条
　
第
二
十
皿
条
か
ら
前
条
ま
で
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
法
第
百
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
別
高

第
二
十
六
条
　
第
二
条
第
一
項
（
同
項
第
二
号
イ
及
び
第
三
号
イ
を
除
く
。
）
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
は
、
法
第
百
二

　
三
条
第
一
項
た
だ
し
禍
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
十
九
条
第
一
項
た
だ
し
書
」
と
、
「
概
算
前
期
高
齢
者
交
付
金
」
と
あ

　
る
の
は
「
概
算
後
期
高
齢
者
支
援
金
」
と
、
「
確
定
前
期
高
齢
者
交
付
金
」
と
あ
る
の
は
「
確
定
後
期
高
齢
者
支
援
金
」

　
と
、
同
条
第
三
項
中
「
前
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項
」
と
、
「
同
項
」
と
あ
る
の
は

　
「
同
条
に
お
い
て
箪
用
す
る
同
項
」
と
、
「
前
期
高
齢
者
交
付
金
」
と
あ
る
の
は
「
後
期
高
齢
者
支
援
金
」
と
、
同
条

　
第
四
項
中
「
の
前
期
高
齢
者
交
付
金
」
と
あ
る
の
は
「
0
後
期
高
齢
者
支
援
金
」
と
、
「
第
三
十
三
条
第
一
填
た
だ
し

　
梅
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
十
九
条
第
一
項
た
だ
し
欝
」
と
、
「
概
算
前
期
高
齢
者
交
付
金
」
と
あ
る
の
は
「
概
算
後
期

　
高
齢
者
支
援
金
」
と
、
「
確
定
前
期
高
齢
者
交
付
金
」
と
あ
る
の
は
「
確
定
後
期
高
齢
者
支
援
金
」
と
読
み
替
え
る
も

　
の
と
す
る
。

　
（
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
及
び
延
滞
金
の
徴
収
の
請
求
）

第
二
十
七
条
・
第
三
条
の
規
定
は
、
・
法
第
百
二
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
後

　
期
高
齢
者
支
援
金
等
及
び
延
滞
金
（
法
第
百
二
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
延
滞
金

　
を
い
う
。
）
の
徴
収
の
賄
求
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

　
（
基
金
窩
齢
者
医
療
制
度
債
券
の
形
式
）

第
二
十
八
条
　
法
弟
百
四
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
支
払
基
金
が
発
行
す
る
仙
券
（
以
下
「
基
金
高
齢
者
医
療
制

　
度
債
券
」
、
と
い
う
。
）
は
、
無
記
名
式
と
す
る
。

　
（
基
金
高
齢
者
医
療
制
度
債
券
の
発
行
の
方
法
）

第
二
十
九
条
　
基
金
高
齢
者
医
療
制
度
債
券
の
発
行
は
、
募
集
の
方
法
に
よ
る
。

　
（
基
金
高
齢
者
医
療
制
度
債
券
申
込
証
）

第
三
十
条
　
基
金
高
齢
者
医
療
制
度
債
券
の
募
集
に
応
じ
よ
う
と
す
る
者
は
、
基
金
高
齢
者
医
療
制
度
債
券
申
込
証
に

　
そ
の
引
き
受
け
よ
う
と
す
る
基
金
高
齢
者
医
療
制
度
債
券
の
数
及
ぴ
住
所
を
記
載
し
、
こ
れ
に
署
名
し
、
又
は
記
名

　
押
印
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
　
社
債
等
の
振
替
に
関
す
る
法
彿
（
平
成
十
三
年
法
律
第
七
十
五
号
。
以
下
「
社
債
等
振
替
法
」
と
い
う
。
）
の
規
定

　
の
適
用
が
あ
る
基
金
高
齢
者
医
療
制
度
債
券
（
次
条
第
二
項
に
お
い
■
て
「
振
替
晶
金
高
齢
者
医
療
制
度
債
券
」
と
い

　
う
。
）
の
募
集
に
応
じ
よ
う
と
す
る
者
は
、
前
項
の
記
載
那
項
の
ほ
か
、
自
己
の
た
め
に
開
設
さ
れ
た
当
該
基
金
高
齢

　
者
医
療
制
度
債
券
の
振
替
を
行
う
た
め
の
口
座
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
「
振
替
口
座
」
と
い
う
。
）
を
基
金
高
齢
者

　
医
療
制
度
債
券
申
込
証
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3
　
基
金
高
齢
者
医
療
制
度
債
券
申
込
証
は
、
支
払
基
金
が
作
成
し
、
こ
れ
に
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば

　
な
ら
な
い
。
，
■

　
一
　
基
金
高
齢
者
医
療
制
度
債
券
の
名
称

十九八七六五四三二
　
十
一

　
（
基
金
高
齢
者
医
療
制
度
債
券
の
引
受
け
）

第
三
十
一
条
　
前
条
の
規
定
は
、
政
府
署
し
く
は
地
方
公
共
団
体
が
基
金
高
齢
者
医
療
制
度
債
券
を
引
き
受
け
る
場
合

　
又
は
基
金
高
齢
者
医
療
制
度
債
券
の
募
集
の
蚕
託
を
受
け
た
会
社
が
自
ら
基
金
高
齢
者
医
療
制
度
債
券
を
引
き
受
け

　
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
引
き
受
け
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

2
　
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
振
替
基
金
高
齢
者
医
療
制
度
債
券
を
引
き
受
け
る
政
府
若
し
く
は
地
方
公
共
団
体
又
は

　
振
替
基
金
高
齢
者
医
療
制
度
債
券
の
募
集
の
委
託
を
受
け
た
会
社
は
、
そ
の
引
受
け
の
際
に
、
振
替
口
座
を
支
払
基

　
金
に
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
基
金
高
齢
者
医
撤
制
度
債
券
の
成
立
の
特
則
）

第
三
十
二
条
　
基
金
高
齢
者
医
療
制
度
債
券
の
応
募
総
額
が
基
金
高
齢
者
医
療
制
度
債
券
の
総
額
に
達
し
な
い
と
き
で

　
も
基
金
高
齢
者
医
療
制
度
債
券
を
成
立
さ
せ
る
旨
を
基
金
高
齢
者
医
療
制
度
債
券
申
込
証
に
記
載
し
た
と
き
は
、
そ

　
の
応
募
額
を
も
っ
て
基
金
高
齢
者
医
療
制
度
債
券
の
総
額
と
す
る
。

基
金
高
齢
者
医
療
制
度
債
券
の
総
額

各
基
金
高
齢
者
医
撫
制
度
笹
券
の
金
額

基
金
高
齢
者
医
療
制
度
債
券
の
利
率

基
金
高
齢
者
医
療
制
度
債
券
の
償
還
の
方
法
及
び
期
限

利
息
の
支
払
の
方
法
及
び
期
限

基
金
高
齢
者
医
療
制
度
債
券
の
発
行
の
価
額

社
債
等
振
替
法
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
旨

・
社
債
等
振
替
法
の
規
定
の
適
用
が
な
い
と
き
は
、
無
記
名
式
で
あ
る
旨

応
募
額
が
基
金
高
齢
者
医
療
制
度
債
券
の
総
額
を
超
え
る
場
合
の
措
偲

　
募
集
又
は
笹
理
の
委
既
を
受
げ
た
会
社
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
商
号
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（
基
金
高
齢
者
医
療
制
度
債
券
の
払
込
み
）

第
三
十
三
条
、
基
金
高
齢
者
医
療
制
度
債
券
の
募
集
が
完
了
し
た
と
き
は
、
支
払
基
金
は
、
遅
滞
な
く
、
各
基
金
高
齢

　
者
医
療
制
度
債
券
に
つ
い
て
そ
の
全
額
の
払
込
み
を
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
（
債
券
の
発
行
）

第
三
十
四
条
　
支
払
基
金
は
、
前
条
の
払
込
み
が
あ
っ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
債
券
を
発
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
た
だ
し
、
基
金
高
齢
者
医
療
制
度
債
券
に
つ
き
社
債
等
振
替
法
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
と
老
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

2
　
各
債
券
に
は
、
第
三
十
条
第
三
項
第
一
号
か
ら
第
六
号
ま
で
、
第
九
号
及
び
第
十
プ
号
は
掲
げ
る
事
項
並
び
に
番

　
号
を
記
載
し
、
支
払
基
金
の
理
事
長
が
こ
れ
に
記
名
押
印
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
（
基
金
高
齢
者
医
療
制
度
債
券
原
簿
）

第
三
十
五
条
　
支
払
基
金
は
、
主
た
る
事
務
所
に
基
金
高
齢
者
医
療
制
度
債
券
原
簿
を
備
え
て
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
い
。
2
　
基
金
高
齢
者
優
療
制
度
債
券
原
海
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
㎝
　
基
金
高
齢
者
医
療
制
度
債
券
の
発
行
の
年
月
日

　
二
　
基
金
高
齢
者
医
療
制
度
債
券
の
数
（
社
債
等
振
替
法
の
規
定
の
適
用
が
な
い
と
き
は
、
基
金
高
齢
者
医
療
制
度

　
　
債
券
の
数
及
び
番
号
）
　
－

　
三
　
第
三
十
条
第
三
項
第
一
号
か
ら
第
六
号
ま
で
、
第
八
号
及
び
第
十
一
号
に
掲
げ
る
事
項

　
四
　
元
利
金
の
支
払
に
関
す
る
事
項

　
（
利
札
が
欠
け
て
い
る
場
合
）

第
三
十
六
条
　
基
金
高
齢
者
医
療
制
度
債
券
を
償
還
す
る
場
合
に
お
い
て
、
欠
け
て
い
る
利
札
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ

　
に
相
当
す
る
金
額
を
償
還
額
か
ら
控
除
す
る
。
た
だ
し
、
既
に
支
払
期
が
到
来
し
た
利
札
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り

　
で
な
い
。

2
　
前
項
の
利
札
の
所
持
人
が
こ
れ
と
引
換
え
に
控
除
金
額
の
支
払
を
請
求
し
た
と
き
は
、
支
払
基
金
は
、
こ
れ
に
応

　
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
基
金
窩
齢
者
医
療
制
度
債
券
の
発
行
の
認
可
）

第
三
十
七
条
　
支
払
基
金
は
、
法
第
百
四
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
基
金
高
齢
者
医
療
制
度
債
券
の
発
行
の
認
可

　
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
基
金
高
齢
者
医
療
制
度
債
券
の
募
集
の
日
の
二
十
日
前
ま
で
に
次
に
掲
げ
る
事
項
を

　
記
載
し
た
申
請
書
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ρ
，

　
一
　
基
金
高
齢
者
医
搬
制
度
債
券
の
発
行
を
必
要
と
す
る
理
由

　
二
　
第
三
十
条
第
三
項
第
一
・
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項

　
三
　
基
金
高
齢
者
医
療
制
度
債
券
の
募
集
の
方
法

　
四
　
基
金
高
齢
者
医
療
制
度
債
券
の
発
行
に
要
す
る
費
用
の
概
算
額

　
五
　
第
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
債
券
に
記
載
し
よ
う
と
す
る
事
項

2
　
前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
　
作
成
し
よ
う
と
す
る
基
金
高
齢
者
医
療
制
度
債
券
申
込
証

　
二
　
基
金
高
齢
者
医
療
制
度
債
券
の
発
行
に
よ
り
調
達
す
る
資
金
の
使
途
を
記
載
し
た
書
面

　
三
　
基
金
高
齢
者
医
療
制
度
債
券
の
引
受
け
の
見
込
み
を
記
載
し
た
書
面

　
（
事
務
の
区
分
）
．

第
三
十
八
条
第
五
条
第
一
項
及
ぴ
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規

　
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）

　
第
二
条
第
九
項
第
一
号
に
規
定
す
る
第
一
号
法
定
受
託
班
務
と
す
る
。

　
　
　
附
　
則

　
（
施
行
期
日
）

第
一
条
こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
（
平
成
二
十
年
度
か
ら
平
成
二
十
五
年
度
ま
で
の
間
に
お
け
る
基
金
事
業
交
付
金
及
び
基
金
事
業
貸
付
金
の
額
の
算

　
定
の
特
例
）

第
二
条
平
成
二
十
年
度
か
ら
平
成
二
十
五
年
度
ま
で
の
間
に
お
け
る
基
金
事
業
交
付
金
及
び
基
金
事
業
貸
付
金
の
額

　
の
算
定
に
つ
い
て
、
第
十
三
条
第
二
項
及
び
第
六
項
並
び
に
第
十
四
条
第
二
項
第
二
号
ハ
の
規
定
を
通
用
す
る
場
合

　
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
の
規
定
」
と
あ
る
の
は
、
「
並
び
に
附
則
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
」
と
す
る
。

2
　
平
成
二
十
年
度
か
ら
平
成
二
十
五
年
度
ま
で
の
間
に
お
け
る
基
金
事
業
交
付
金
及
び
基
金
事
業
貸
付
金
の
額
の
算

　
定
に
つ
い
で
、
，
第
十
七
条
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
同
条
中
「
の
規
定
に
よ
る
繰
入
金
」
と
あ
る
の

　
は
、
「
並
び
に
附
則
策
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
繰
入
金
」
と
す
る
。

　
（
平
成
二
十
年
度
か
ら
平
成
二
十
五
年
度
ま
で
の
間
に
お
け
る
財
政
安
定
化
基
金
拠
出
率
の
特
例
）

第
三
条
　
平
成
二
十
年
度
か
ら
平
成
二
十
五
年
度
ま
で
の
問
に
お
け
る
第
十
九
条
第
一
項
の
財
政
安
定
化
基
金
拠
出
率

　
は
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
・
各
部
道
府
県
の
平
成
二
十
年
度
か
ら
平
成
二
十
五
年
度
ま
で
の
間
に
お

　
け
る
財
政
安
定
化
基
金
に
係
る
基
金
事
業
交
付
金
の
見
込
額
及
び
基
金
事
業
貸
付
金
の
見
込
額
の
合
計
額
の
合
計
額

　
か
ら
各
都
道
府
県
の
平
成
二
十
年
度
か
ら
平
成
二
十
五
年
度
ま
で
の
間
に
お
け
る
基
金
事
業
借
入
金
の
償
還
金
の
見

　
込
額
の
合
計
額
な
控
除
し
で
得
た
額
の
三
分
の
一
に
相
当
す
る
額
を
、
平
成
二
十
年
度
か
ら
平
成
二
十
五
年
度
ま
で

　
の
間
に
お
廿
る
各
後
期
高
齢
者
伝
療
広
域
連
合
の
療
養
の
給
付
等
に
要
す
る
費
用
の
額
の
見
込
額
の
合
計
額
で
除
し

　
て
得
売
倣
等
を
勘
案
む
て
、
厘
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
率
と
す
る
。

2
　
前
項
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
率
は
、
こ
の
政
令
の
施
行
前
に
お
い
て
も
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
平
成
二
十
年
度
か
ら
平
成
二
十
四
年
度
ま
で
の
各
年
度
に
お
け
る
特
別
高
額
医
療
費
共
同
事
業
拠
出
金
の
額
の
算

　
定
の
特
例
y

第
四
条
車
成
一
，
干
年
度
の
特
別
高
額
医
療
費
共
同
癖
業
拠
出
金
の
額
は
、
第
二
十
三
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
各

　
後
期
商
佛
者
緩
療
広
域
連
冷
に
ユ
き
、
当
該
年
度
に
お
い
て
交
付
す
る
特
別
高
額
医
療
質
共
同
事
業
交
付
金
の
額
の

　
合
計
額
に
、
第
一
号
忙
掲
げ
み
額
を
第
二
号
に
掲
げ
る
額
で
除
し
て
得
た
率
を
乗
じ
て
得
た
額
を
基
準
と
し
て
、
指

　
定
法
人
が
定
め
る
。
＼

　
一
　
イ
に
掲
げ
る
合
計
額
に
十
二
分
の
一
に
後
期
高
齢
者
負
担
率
を
加
え
た
率
を
乗
じ
て
得
た
額
と
ロ
に
掲
げ
る
合

　
　
計
額
に
後
期
高
齢
者
負
担
率
を
乗
じ
て
得
た
額
と
の
合
計
額
に
二
分
の
｝
を
乗
じ
て
得
た
額

　
　
イ
、
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
を
組
織
す
る
市
町
村
ご
と
に
、
当
該
市
町
村
に
係
る
老
人
医
療
受
給
対
象

　
　
　
者
（
健
康
保
険
法
等
の
．
「
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
八
十
三
号
）
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
改

　
　
　
正
前
の
老
人
保
健
法
，
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
八
十
号
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
老
人
保
健
法
」
と
い
う
。
）

　
　
　
第
十
七
条
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
老
人
医
療
受
給
対
象
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
で

　
　
　
あ
っ
て
老
人
保
健
法
第
二
十
八
条
第
一
項
第
二
号
の
適
用
が
さ
れ
な
い
も
の
が
平
成
十
五
年
十
二
月
｝
日
か
ら

　
　
　
平
成
十
八
年
十
」
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
受
け
た
療
養
に
係
る
費
用
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

　
　
　
に
よ
り
算
定
し
た
額
の
う
ち
、
「
当
該
老
人
医
療
受
給
対
象
者
が
同
一
の
月
に
そ
れ
ぞ
れ
一
の
病
院
等
に
つ
い
て

　
　
　
受
け
た
当
該
撫
養
に
係
る
費
用
の
額
（
当
該
療
養
（
令
附
則
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
⑳
老
人
保
健
法
施

　
　
　
行
令
（
昭
和
五
十
七
年
政
令
第
二
百
九
十
三
号
）
第
十
四
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
特
定
給
付
対
象
療
養

　
　
　
（
以
下
こ
の
条
肥
お
い
て
「
特
定
給
付
対
象
療
養
」
と
い
う
。
）
を
除
く
。
）
に
つ
き
老
人
保
健
法
弟
三
十
四
条
に

　
　
規
定
す
る
法
令
に
よ
る
給
付
又
は
老
人
保
健
法
第
三
十
四
条
の
二
に
規
定
す
る
介
韻
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律

　
　
第
眉
二
十
三
号
）
の
規
定
に
よ
る
給
付
が
行
わ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
給
付
額
を
控
除
し
た
額
）
が
四
百
二
十
万

　
　
　
円
を
超
え
る
も
の
の
二
百
万
円
を
超
え
る
部
分
の
額
の
合
計
額
に
相
当
す
る
額
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

　
　
　
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
の
合
計
額

　
　
ロ
　
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
を
組
織
す
る
市
町
村
ご
と
に
、
当
該
市
町
村
に
係
る
老
人
医
療
受
給
対
象

　
　
者
で
あ
っ
て
老
人
保
健
法
第
二
十
八
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
が
通
用
さ
れ
る
も
の
が
平
成
十
五
年
十
二
月
一

　
　
　
日
か
ら
平
成
十
八
年
十
一
丹
三
十
日
ま
で
の
間
に
受
け
た
療
養
に
係
る
黄
用
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

　
　
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
の
う
ち
、
当
該
老
人
医
療
受
給
対
象
者
が
同
一
の
月
に
そ
れ
ぞ
れ
一
の
病
院
等
に

　
　
　
つ
い
て
受
け
た
当
該
療
養
に
係
る
費
用
の
額
（
当
該
療
養
（
特
定
給
付
対
象
療
養
を
除
く
。
）
に
つ
き
老
人
保
健

　
　
法
弟
三
十
四
条
に
規
定
す
る
法
令
に
よ
る
給
付
又
は
老
人
保
健
法
第
三
十
四
条
の
二
に
規
定
す
る
介
護
保
険
法

　
　
　
の
規
定
に
よ
る
給
付
が
行
わ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
給
付
額
を
控
除
し
た
額
）
が
四
百
二
十
万
を
超
え
る
も
の
の

　
　
　
二
百
万
円
を
超
え
る
部
分
の
額
の
合
計
額
に
相
当
す
る
額
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算

　
　
定
し
た
額
の
合
計
額

　
二
　
各
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
、
こ
と
に
算
定
し
た
前
号
に
掲
げ
る
額
を
合
計
し
た
額
，
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期
高
齢
者
医
療
広
域
速
合
に
っ
き
、
当
該
年
度
に
お
い
て
交
付
す
る
特
別
高
額
医
療
費
共
同
事
業
交
付
金
の
額
の
合

計
額
に
、
第
一
号
に
掲
げ
る
額
を
第
二
号
に
掲
げ
る
額
で
除
し
て
得
た
率
を
乗
じ
て
得
た
額
を
基
準
と
し
て
、
指
定

法
人
が
定
め
る
。

　
一
　
イ
に
掲
げ
る
合
計
額
に
十
二
分
の
一
に
後
期
高
齢
者
負
担
率
を
加
え
た
率
を
乗
じ
て
得
た
額
と
ロ
に
掲
げ
る
合

　
　
計
額
に
後
期
高
齢
者
負
担
率
を
乗
じ
て
得
た
額
と
の
合
計
額
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額

　
　
イ
　
ω
及
び
働
に
掲
げ
る
合
計
額
の
合
計
額

2
　
平
成
二
十
一
年
度
の
特
別
高
額
医
療
費
共
同
事
業
拠
出
金
の
額
は
、
第
二
十
三
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
各
後

　
　
　
に
　
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
を
組
織
す
る
市
町
村
ご
と
に
、
当
該
市
町
村
に
係
る
老
人
医
療
受
給
対

　
　
　
象
者
で
あ
っ
て
老
人
保
健
法
第
二
十
八
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
が
通
用
さ
れ
な
い
も
の
が
平
成
十
六
年
十

　
　
　
　
二
月
一
日
か
ら
平
成
十
八
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
受
け
た
療
養
に
係
る
陵
用
と
し
て
厚
生
労
働
省
令

　
　
　
　
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
の
う
ち
、
当
該
老
人
医
療
受
給
対
象
者
が
同
一
の
月
に
そ
れ
ぞ
れ
一

　
　
　
　
の
病
院
等
に
つ
い
て
受
け
た
当
該
療
養
に
係
る
費
用
の
額
（
当
該
療
養
（
特
定
給
付
対
線
療
養
を
除
く
。
）
に

　
　
　
　
つ
き
老
人
保
健
法
第
三
十
四
条
に
規
定
す
る
法
令
に
よ
る
給
付
又
は
老
人
保
健
法
第
三
十
四
条
の
二
に
規
定

　
　
　
　
す
る
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
給
付
が
行
わ
れ
た
と
き
は
、
，
そ
の
給
付
額
を
控
除
し
た
額
）
が
四
百
二
十

　
　
　
　
万
円
を
超
え
る
も
の
の
二
百
万
円
を
超
え
る
部
分
の
額
の
合
計
額
に
相
当
す
る
額
と
し
て
煙
生
労
働
省
令
で

　
　
　
　
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
の
合
計
額

　
　
　
③
　
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
を
組
織
す
る
市
町
村
ご
と
に
、
当
該
市
町
村
に
係
る
老
人
医
療
受
給
対

　
　
　
　
象
者
で
あ
っ
て
老
人
保
健
法
第
二
十
八
条
第
一
一
項
第
二
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
な
い
も
の
が
平
成
十
八
年
十

　
　
　
　
一
月
一
日
か
ら
平
成
十
九
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
受
け
た
療
養
に
係
る
費
用
と
し
て
厚
生
労
働
省
令

　
　
　
　
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
の
う
ち
、
当
該
老
人
医
療
受
給
対
象
者
が
同
一
の
月
に
そ
れ
ぞ
れ
一

　
　
　
　
の
病
院
等
に
・
つ
い
て
受
け
た
当
該
療
養
に
係
る
費
用
の
額
（
当
該
療
養
（
特
定
給
付
対
象
療
養
を
除
く
。
）
に

　
　
　
　
つ
き
老
人
保
健
法
第
三
十
四
条
に
規
定
す
る
法
令
に
よ
る
結
像
又
は
老
人
保
健
法
第
三
十
四
条
の
二
に
規
定

　
　
　
　
す
る
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
給
付
が
行
わ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
給
付
額
を
控
除
し
た
額
）
が
四
百
万
円

　
　
　
　
を
超
え
る
も
の
の
二
百
万
円
を
超
え
る
部
分
の
額
の
合
計
額
に
相
当
す
る
額
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

　
　
　
　
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
の
合
計
額

　
　
ロ
　
ω
及
び
⑭
に
掲
げ
る
合
計
額
の
合
計
額

　
　
　
山
　
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
を
組
織
す
る
市
町
村
．
こ
と
に
、
当
該
市
町
村
に
係
る
老
人
医
痴
受
給
対

　
　
　
　
象
者
で
あ
っ
て
老
人
保
健
法
第
二
十
八
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
も
の
が
平
成
十
六
年
十
二

　
　
　
　
月
一
日
か
ら
平
成
十
八
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
受
け
た
療
養
に
係
る
費
用
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で

　
　
　
　
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
の
う
ち
、
当
該
老
人
医
療
受
給
対
搬
者
が
同
一
の
月
に
そ
れ
ぞ
れ
一
の

　
　
　
　
病
院
等
に
つ
い
て
受
け
た
当
該
療
塾
に
係
る
費
用
の
額
（
当
該
療
養
（
特
定
給
付
対
銀
療
養
を
除
く
。
）
に
つ

　
　
　
　
き
老
人
保
健
法
第
三
十
四
条
に
規
定
す
る
法
令
に
よ
る
給
付
又
は
老
人
保
健
法
第
三
十
四
条
の
二
に
規
定
す

　
　
　
　
る
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
給
付
が
行
わ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
給
付
額
を
控
除
し
た
額
）
が
四
百
二
十
万

　
　
　
　
円
を
超
え
る
も
の
の
二
百
万
円
を
超
え
る
部
分
の
額
の
合
計
額
に
相
当
す
る
額
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定

　
　
　
　
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
の
合
計
額

　
　
　
③
　
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
を
組
織
す
る
市
町
村
ご
と
に
、
当
該
市
町
村
に
係
る
老
人
医
療
受
給
対

　
　
　
　
象
者
で
あ
っ
て
老
人
保
健
法
第
二
十
八
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
も
の
が
平
成
十
八
年
十
一

　
　
　
　
月
一
日
か
ら
平
成
十
九
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
受
け
た
療
養
に
係
る
費
用
と
し
て
厘
生
労
働
省
令
で

　
　
　
　
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
の
う
ち
、
当
該
老
人
医
療
受
給
対
象
者
が
同
一
の
月
に
そ
れ
ぞ
れ
一
の

　
　
　
　
病
院
等
に
つ
■
い
て
受
け
た
当
該
療
養
に
係
る
費
用
の
額
（
当
該
療
養
（
特
定
給
付
対
象
療
養
を
除
く
。
）
に
つ

　
　
　
　
き
老
人
保
健
法
第
三
十
四
条
に
規
定
す
る
法
令
に
よ
る
給
付
又
は
老
人
保
健
法
第
三
十
四
条
の
二
に
規
定
す

　
　
　
　
る
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
給
付
が
行
わ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
給
付
額
を
控
除
し
た
額
）
が
四
百
万
円
を

　
　
　
　
超
え
る
も
の
の
二
百
万
円
を
超
え
る
部
分
の
額
の
合
計
額
に
相
当
す
る
額
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

　
　
　
　
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
の
合
計
額

　
　
　
各
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
．
こ
と
に
算
定
し
た
前
号
に
掲
げ
る
額
を
合
計
し
た
額

計
額
に
、
第
一
号
に
掲
げ
る
額
を
第
二
号
に
掲
げ
る
額
で
除
し
て
得
た
率
を
乗
じ
て
得
た
額
を
基
準
と
し
て
、
指
定

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
つ
き
、
当
該
年
度
に
お
い
て
交
付
す
る
特
別
高
額
医
療
費
共
同
事
業
交
付
金
の
額
の
合

　
法
人
が
定
め
る
。

3
　
平
成
二
十
二
年
度
の
特
別
高
額
医
療
費
共
同
事
業
拠
出
金
の
額
は
、
第
二
十
三
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
各
後

　
二
4

　
イ
に
掲
げ
る
合
計
額
に
十
二
分
の
一
に
後
期
高
齢
者
負
担
率
を
加
え
た
率
を
乗
じ
て
得
た
額
と
ロ
に
掲
げ
る
合

計
額
に
後
期
高
齢
者
負
担
率
を
乗
じ
て
得
た
額
と
の
合
計
額
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
に
当
該
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
に
係
る
平
成
二
十
年
度
の
特
別
高
額
医
療
費
共
同
事
業
交
付
金
の
額
を
加
え
た
額

イ
　
ω
及
び
⑭
に
摘
げ
る
合
計
額
の
合
計
額

　
ω
　
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
を
組
織
す
る
市
町
村
ご
と
に
、
当
該
市
町
村
に
係
る
老
人
医
療
受
給
対

　
　
象
者
で
あ
っ
て
老
人
保
健
法
第
二
十
八
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
な
い
も
の
が
平
成
十
七
年
十

　
　
二
月
一
日
か
ら
平
成
十
八
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
受
け
た
療
養
に
係
る
費
用
と
し
て
厚
生
労
働
省
含

　
　
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
の
う
ち
、
当
該
老
人
医
療
受
給
対
象
者
が
同
一
の
月
に
そ
貧
て
れ
｝

　
　
の
病
院
等
に
つ
い
て
受
け
た
当
該
療
獲
に
係
る
費
用
の
額
（
当
該
療
養
（
特
定
給
付
対
象
療
養
を
除
く
。
）
に

　
　
つ
き
老
人
保
健
法
第
三
十
四
条
に
規
定
す
る
法
令
に
よ
る
給
付
又
は
老
人
保
健
法
第
三
十
四
条
の
二
に
蜆
定

　
　
す
る
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
給
付
が
行
わ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
給
付
額
を
控
除
し
た
額
）
が
四
百
二
十

　
　
万
円
を
超
え
る
も
の
の
二
百
万
円
を
超
え
る
部
分
の
額
の
合
計
額
に
相
当
す
る
額
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で

　
　
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
策
定
し
た
額
の
合
計
額

　
働
　
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
迎
合
を
組
織
す
る
市
町
村
ご
と
に
、
当
該
市
町
村
に
係
る
老
人
医
療
受
給
対

　
　
象
者
で
あ
っ
て
老
人
保
健
法
第
二
十
八
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
な
い
も
の
が
平
成
十
八
年
十

　
　
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
年
三
月
三
十
｝
日
ま
で
の
間
に
受
け
た
療
養
北
係
る
費
用
と
し
て
厚
生
労
働
省
令

　
　
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
の
う
ち
、
当
該
老
人
医
療
受
給
対
象
者
が
同
一
の
月
に
そ
れ
ぞ
れ
一

　
　
の
病
院
等
に
つ
い
て
受
け
た
当
該
療
獲
に
係
る
顕
用
の
額
（
当
該
療
養
（
特
定
給
付
対
象
療
養
を
除
く
。
）
に
、

　
　
つ
き
老
人
保
健
法
第
三
十
四
条
に
規
定
す
る
法
令
に
よ
る
給
付
又
は
老
人
保
健
法
第
三
十
四
条
の
二
に
規
定

　
　
す
る
介
瞳
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
給
付
が
行
わ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
給
付
額
を
控
除
し
た
額
）
が
四
百
万
円

　
　
を
超
え
る
も
の
の
二
百
万
円
を
超
え
る
部
分
の
額
の
合
計
額
に
相
当
す
る
額
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

　
　
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
の
合
計
額

口

　
平
成
二
十
三
年
度
の
特
別
高
額
医
療
費
共
同
巫
業
拠
出
金
の
額
は
、

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
つ
き
、

計
額
に
、

法
人
が
定
め
る
。

　
ω
及
び
㈹
に
掲
げ
る
合
計
額
の
合
計
額

qD
@
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
を
組
織
す
る
市
町
村
ご
と
に
、
当
該
市
町
村
に
係
る
老
人
医
療
受
給
対

　
象
者
で
あ
っ
て
老
人
保
健
法
弟
二
十
八
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
も
の
が
平
成
十
七
年
十
二

　
月
一
日
か
ら
平
成
十
八
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
受
け
た
撫
養
に
係
る
費
用
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で

　
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
の
う
ち
、
当
該
老
人
医
療
受
給
対
線
者
が
同
一
の
月
に
そ
れ
ぞ
れ
］
の

　
病
院
等
に
つ
い
て
受
け
た
当
該
療
養
に
係
る
費
用
の
額
（
当
該
療
養
八
特
定
給
付
対
象
療
養
を
除
く
。
）
に
つ

　
き
老
人
保
健
法
第
三
十
四
条
に
規
定
す
る
法
令
に
よ
る
給
付
又
は
老
人
保
健
法
第
三
十
四
条
の
二
に
規
定
す

　
る
介
誕
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
給
付
が
行
わ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
給
付
額
を
控
除
し
た
額
）
が
四
百
二
十
万

　
円
を
超
え
る
も
の
の
二
百
万
円
を
超
え
る
部
分
の
額
の
合
計
額
に
相
当
す
る
額
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定

　
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
の
合
計
額

⑭
　
当
該
後
期
高
齢
者
医
搬
広
域
連
合
を
組
織
す
る
市
町
村
ご
と
に
、
当
該
市
町
村
に
係
る
老
人
医
療
受
給
対

　
象
者
で
あ
っ
て
老
人
保
健
法
第
二
十
八
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
も
の
が
平
成
十
八
年
十
一

　
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
受
け
た
療
養
に
係
る
曲
用
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で

　
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
の
う
ち
、
当
該
老
人
医
療
受
給
対
練
者
が
同
一
の
月
に
そ
れ
ぞ
れ
一
の
一

　
病
院
等
に
つ
い
て
受
け
た
当
該
療
養
に
係
る
質
用
の
額
（
当
該
療
養
（
特
定
給
付
対
象
療
養
を
除
く
。
）
に
つ

　
き
老
人
保
健
法
第
三
十
四
条
に
規
定
す
る
法
令
に
よ
る
給
付
又
は
老
人
保
健
法
第
三
十
四
条
の
二
に
規
定
す

　
る
介
穫
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
給
付
が
行
わ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
給
付
額
を
控
除
し
た
額
）
が
四
百
万
円
を

　
超
え
る
も
の
の
二
百
万
円
を
超
え
る
部
分
の
額
の
合
計
額
に
相
当
す
る
額
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
、

　
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
の
合
計
額

各
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
ご
と
に
算
定
し
た
前
号
に
掲
げ
る
額
を
合
計
し
た
額

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
三
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
各
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
該
年
度
に
お
い
て
交
付
す
る
特
別
高
額
医
療
費
共
同
事
業
交
付
金
の
額
の
合

　
　
第
一
号
に
掲
げ
る
額
を
第
二
号
に
掲
げ
る
額
で
除
し
て
得
た
率
を
乗
じ
て
得
た
額
を
基
準
と
し
て
、
指
定
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一
　
イ
に
掲
げ
る
合
計
額
に
十
二
分
の
一
に
後
期
高
齢
者
負
担
率
を
加
え
た
率
を
乗
じ
て
得
た
額
と
ロ
に
掲
げ
る
合

　
　
計
額
に
後
期
高
齢
者
負
担
率
を
乗
じ
て
得
た
額
と
の
合
計
額
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
に
当
該
後
期
高
齢
者

　
　
医
療
広
域
連
合
に
係
る
平
成
二
十
年
度
及
び
平
成
二
十
一
年
度
の
特
別
高
額
医
搬
費
共
同
事
業
交
付
金
の
額
を
加

　
　
え
た
額

　
　
イ
　
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
を
組
織
す
る
市
町
村
．
こ
と
に
、
当
該
市
町
村
に
係
る
老
人
医
療
受
給
対
象

　
　
　
者
で
あ
っ
て
老
入
保
健
法
第
二
十
八
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
が
適
用
オ
れ
な
い
も
の
が
平
成
十
八
年
十
二
月

　
　
　
一
日
か
ら
平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
臼
ま
で
の
間
に
受
け
た
療
養
に
係
る
費
用
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

　
　
　
る
と
こ
ろ
に
よ
り
籏
定
し
た
額
の
う
ち
、
当
該
老
人
医
療
受
給
対
象
者
が
尉
］
の
月
に
そ
れ
ぞ
れ
一
の
病
院
等

　
　
　
に
つ
い
で
受
け
た
当
該
療
養
に
係
る
費
用
の
額
（
当
該
療
養
（
特
定
給
付
対
象
療
養
を
除
く
。
）
に
つ
き
老
人
保

　
　
　
健
法
第
三
十
四
条
に
規
定
す
る
法
令
に
よ
る
給
付
又
は
老
人
保
健
法
第
三
十
四
条
の
二
に
規
定
す
る
介
護
保
険

　
　
　
法
の
規
定
に
よ
る
給
付
が
行
わ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
給
付
額
を
控
除
し
た
額
）
が
四
百
万
円
を
超
え
る
も
の
の

　
　
　
二
百
万
円
を
超
え
る
部
分
の
額
の
合
計
額
に
相
当
す
る
額
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算

　
　
　
定
し
た
額
の
合
計
額

　
　
ロ
　
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
台
を
細
纐
す
る
市
町
村
ご
と
に
、
当
該
市
町
村
に
係
る
老
人
医
療
受
給
対
線

　
　
　
者
で
あ
っ
て
老
人
保
健
法
第
二
十
八
条
第
｝
項
第
二
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
も
の
が
平
成
十
八
年
十
二
月
一

　
　
　
日
か
ら
平
城
二
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
受
け
た
療
養
忙
係
る
費
用
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

　
　
　
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
の
う
ち
、
当
該
老
人
医
療
受
給
対
象
者
が
同
」
の
月
に
そ
れ
ぞ
れ
一
、
の
病
院
等
に

　
　
　
つ
い
て
受
け
た
当
該
療
養
に
係
る
費
用
の
額
（
当
該
療
養
、
（
特
定
給
付
対
象
撫
養
を
除
く
一
）
に
つ
き
老
人
保
健

　
　
　
法
第
三
十
四
条
に
規
定
す
る
法
令
に
よ
る
給
付
又
は
老
人
保
健
法
第
三
十
四
条
の
二
に
規
定
す
る
介
穫
保
険
法

　
　
　
の
規
定
に
よ
る
給
付
が
行
わ
れ
た
と
老
は
、
そ
の
給
付
額
を
控
除
し
た
額
）
が
四
百
万
円
を
超
え
る
も
の
の
二

　
　
　
百
万
円
を
超
え
る
部
分
の
額
の
合
計
額
に
相
当
す
る
額
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定

　
　
　
し
た
額
の
合
計
額

　
二
　
各
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
迎
合
ゼ
と
に
算
定
し
た
前
号
に
掲
げ
る
額
を
合
計
し
た
額

塑
。
同
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
つ
き
、
当
該
年
度
に
お
い
て
交
付
す
る
特
別
高
額
医
療
費
共
同
事
業
交
付
金
の
額
の
合

計
額
に
、
第
一
号
に
掲
げ
る
額
を
第
二
号
に
掲
げ
る
額
で
除
し
て
得
た
率
を
乗
じ
て
得
た
額
を
基
準
と
し
て
、
指
定

法
人
が
定
め
る
。

　一

@
イ
に
掲
げ
る
合
計
額
に
十
二
分
の
，
一
に
後
期
高
齢
者
負
担
率
を
加
え
た
率
を
乗
じ
て
得
た
額
と
ロ
に
掲
げ
惹
合

　
　
計
額
に
後
期
高
齢
者
負
担
率
を
乗
じ
て
得
た
額
と
の
合
計
額
に
二
分
の
吋
を
乗
じ
て
得
た
額
に
当
該
後
期
高
齢
者

　
　
医
療
広
域
連
合
に
係
る
平
成
二
十
年
度
か
ら
平
成
二
十
二
年
度
ま
で
の
特
別
高
額
医
療
賢
共
同
事
業
交
付
金
の
額

　
　
を
加
え
た
額

　
　
イ
　
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
を
組
織
す
る
市
町
村
．
こ
と
に
、
当
該
市
町
村
に
係
る
老
人
医
療
受
給
対
象

　
　
者
で
吻
っ
て
老
人
保
健
法
第
二
十
八
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
な
い
も
の
が
平
成
十
九
年
十
二
月

　
　
　
一
日
力
ら
平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
受
け
た
療
養
に
係
る
費
用
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

　
　
　
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
の
う
ち
、
当
該
老
人
医
療
受
給
対
象
者
が
同
一
の
月
に
そ
れ
ぞ
れ
一
の
病
院
等

　
　
　
に
つ
い
て
受
け
た
当
該
療
養
に
係
る
費
用
の
額
、
（
当
該
療
養
（
特
定
給
付
対
象
療
養
を
除
く
。
）
に
っ
き
老
人
保

　
　
健
法
第
三
十
四
条
に
規
定
ず
る
法
令
に
よ
る
給
付
又
は
老
人
保
健
法
第
三
十
四
条
の
二
に
規
定
す
る
介
護
保
険

　
　
法
の
規
定
に
よ
る
給
付
が
行
わ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
給
付
額
を
控
除
し
た
額
）
，
が
四
百
万
円
を
超
え
る
も
の
の

　
　
　
二
百
万
円
を
超
え
る
部
分
の
額
の
合
計
額
に
相
当
す
る
額
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算

　
　
定
し
た
額
の
合
計
額

　
　
ロ
　
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
を
組
織
す
る
市
町
村
ご
と
に
、

5
　
平
成
二
十
四
年
度
の
特
別
高
額
医
療
費
共
同
裏
業
拠
出
金
の
額
は
、
第
二
十
三
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
各
後

二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
該
市
町
村
に
係
る
老
人
医
療
受
給
対
象

者
踏
あ
っ
て
老
人
保
健
法
弟
二
十
八
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
も
の
が
平
成
十
九
年
十
二
月
一

日
力
ら
平
成
二
十
年
三
月
三
十
」
日
ま
で
の
間
に
受
け
た
療
養
に
係
る
費
用
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
の
う
ち
、
当
該
老
人
医
療
受
給
対
象
者
が
同
一
の
月
に
そ
れ
ぞ
れ
一
の
病
院
等
に

つ
い
て
受
け
た
当
該
療
養
に
係
る
費
用
の
額
（
当
該
療
養
（
特
定
給
付
対
象
療
養
を
除
く
。
）
に
つ
き
老
人
保
健

法
第
三
十
四
条
に
規
定
す
る
法
令
に
よ
る
給
付
又
は
老
人
保
健
法
第
三
十
四
条
の
二
に
規
定
す
る
介
膨
保
険
法

の
規
定
に
よ
る
給
付
が
行
わ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
給
付
額
を
控
除
し
た
額
）
が
四
百
万
円
を
超
え
る
も
の
の
二

百
万
円
を
超
え
る
部
分
の
額
の
合
計
額
に
相
当
す
る
額
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定

し
た
額
の
合
計
額

各
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
、
こ
と
に
算
定
し
た
前
号
に
掲
げ
る
額
を
合
計
し
た
額

　
（
法
附
則
第
二
条
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
日
）

第
五
条
　
法
附
則
第
二
条
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
日
は
、
平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日
と
す
る
。

　
（
法
附
則
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
率
）

第
六
条
　
法
附
則
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
率
は
、
，
百
分
の
○
・
二
五
と
す
る
。

　
（
国
の
交
付
金
）

第
七
条
　
法
附
則
第
五
条
の
規
定
に
よ
り
、
侮
年
度
国
が
都
道
府
県
に
対
し
て
交
付
す
る
額
は
、
各
都
道
府
県
に
つ
き
、
．

　
当
該
年
．
度
に
お
け
る
病
床
転
換
助
成
事
業
（
法
附
則
第
二
条
に
規
定
す
る
病
床
転
換
助
成
事
業
を
い
う
。
次
条
に
お

　
い
て
同
じ
。
）
に
要
し
た
費
用
の
額
の
二
十
七
分
の
十
に
相
当
す
ゐ
額
と
す
る
。

　
（
病
床
帳
換
助
成
交
付
金
）

第
八
条
　
法
附
則
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
毎
年
度
支
払
基
金
が
都
道
府
県
に
対
し
て
交
付
す
る
額
は
、
各
都

　
道
府
県
に
つ
き
、
当
該
年
度
に
お
け
る
病
床
転
換
助
成
虚
業
に
要
し
た
賞
用
の
額
の
二
十
七
分
の
十
二
に
相
当
す
る

　
額
と
す
る
。

　
（
病
床
転
換
支
援
金
等
に
関
す
る
法
の
規
定
の
続
替
え
）

第
九
条
　
法
附
則
第
十
条
の
規
定
に
よ
る
技
術
的
腕
替
え
は
、
次
の
表
の
と
お
り
と
す
る
。

法
の
規
定
中
読
み
替
え
る
規
定

読
み
替
え
ら
れ
る
字
句

読
み
替
え
る
字
句

第
四
士
二
条
第
二
項

前
項

附
則
第
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項

第
四
十
三
条
第
三
項

前
項

附
則
第
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項

同
項

同
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
項

こ
の
章

同
条
に
お
い
て
単
用
す
る
第
四
十
五
条

第
四
十
四
条
第
二
項

前
項

附
則
第
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項

第
四
十
四
条
第
三
項

第
一
項

附
則
第
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
｝
項

次
条

同
条
に
お
い
て
準
用
す
る
次
条

第
四
十
四
条
第
四
項

前
項

附
則
策
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項

第
四
十
五
条
第
一
項

前
条
第
一
項

附
則
第
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
一
項

第
四
十
五
条
第
二
項

前
項

附
則
第
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項

第
四
十
五
条
第
三
項

前
二
項

附
則
第
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
二
．
項

第
四
十
五
条
第
四
項

前
一
二
項

附
則
第
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
三
項

第
四
士
パ
条
第
二
頃

前
項

附
則
第
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項

第
四
十
六
条
第
三
項

第
｝
項

附
則
第
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
｝
項

第
四
十
四
条
第
一
項

同
条
に
お
い
て
巡
用
す
る
第
四
十
四
条
第
一
項

同
条
第
三
項

劉
璽
条
に
お
い
て
欝
す
桑
四
志
条

第
百
三
十
四
条
第
三
項

前
二
項

附
則
第
十
条
に
お
い
て
単
用
す
る
前
項

同
条
第
四
項

第
六
十
一
条
第
四
項
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第
百
五
十
九
条

保
険
料
そ
の
他
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
徴
収
金

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
徴
収
金
（
附
則
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
病
床
転
換
支
援
金
等
及
び
附
則
第
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
十
五
条
に
規
定
す
る
延
滞
金
に
限
る
。
）

第
百
六
十
条
第
一
項

保
険
料
そ
の
他
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
徴
収
金

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
徴
収
金
（
附
則
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
病
床
転
換
支
援
金
等
及
び
附
則
第
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
十
五
条
に
規
定
す
る
延
滞
金
に
限
る
。
）

権
利
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
給
付
を
受
け
る
権
利

権
利

第
百
六
十
条
第
二
項

保
険
料
そ
の
他
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
徴
収
金

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
徴
収
金
（
附
則
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
病
床
転
換
支
援
金
等
及
び
附
則
第
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
十
五
条
に
規
定
す
る
延
滞
金
に
限
る
。
）

第
百
六
十
一
条

期
間
の

期
間
（
附
則
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
病
床
転
換
支
援
金
等
及
び
附
則
第
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
十
五
条
に
規
定
す
る
延
滞
金
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の

第
百
六
十
八
条
第
一
項

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か

附
則
第
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
号

第
百
三
十
四
条
第
二
項

附
則
第
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
三
十
四
条
第
二
項

同
項

附
則
第
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
項

　
（
保
険
者
の
合
併
等
の
場
合
に
お
け
る
病
床
転
換
支
援
金
等
の
額
の
算
定
の
特
例
）

第
十
条
　
第
二
条
第
一
項
（
同
項
第
二
号
イ
及
び
第
三
号
イ
を
除
く
。
）
の
規
定
は
、
法
附
則
第
十
条
に
お
い
て
準
用
す

　
る
法
第
四
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
成
立
保
険
者
等
に
係
る
病
床
転
換
支
擾
金
等
の
額
の
算
定
の
特
例
に
つ
い
て
準
用

　
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
条
第
一
項
中
「
前
期
高
齢
者
交
付
金
及
ぴ
法
第
三
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る

　
前
期
高
齢
者
納
付
金
等
（
以
下
「
前
期
高
齢
者
納
付
金
等
」
と
い
う
。
ご
と
あ
る
の
は
「
法
附
則
第
七
条
第
一
項
に

　
規
定
す
る
病
床
転
換
支
援
金
等
（
以
下
「
病
床
転
換
支
援
金
等
」
と
い
う
。
）
」
と
、
「
前
期
高
齢
者
交
付
金
に
係
る
債

　
権
の
額
又
は
前
期
高
齢
者
納
付
金
等
に
係
る
債
務
」
と
あ
る
の
は
「
病
床
転
換
支
援
金
等
に
係
る
債
務
」
と
、
「
次
の

　
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
額
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
及
び
ロ
」
と
あ
る
の
は
「
法
附
則
第
十
条
に
お
い
て
準
用
す

　
る
ロ
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

　
（
病
床
転
換
支
援
金
等
及
ぴ
延
滞
金
の
徴
収
の
請
求
）

第
十
一
条
　
第
三
条
の
規
定
は
、
法
附
則
第
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
病
床
転

　
換
支
援
金
等
及
び
延
滞
金
（
法
附
則
第
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
五
条
に
規
定
す
る
延
滞
金
を
い
う
。
）
の

　
徴
収
の
請
求
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

　
（
病
床
転
換
助
成
事
業
に
係
る
支
払
基
金
の
業
務
に
関
す
る
法
の
規
定
の
読
替
え
）

第
十
二
条
　
法
附
則
第
十
｝
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
技
術
的
読
替
え
は
、
次
の
表
の
と
お
り
と
す
る
。

法
の
規
定
中
読
み
替
え
る
規
定

読
み
替
え
ら
れ
る
字
句

読
み
替
え
る
字
句

第
百
三
十
九
条
第
二
項

前
項

前
項
及
ぴ
附
則
第
十
一
条
第
｝
項

事
業

凄
業
（
附
則
第
二
条
に
規
定
す
る
病
床
転
換
助
成
事
業
に
密
接
に
関
連
す
る
も
の
に
限
る
。
）

第
百
三
十
九
条
第
三
項

前
二
項

附
則
第
十
一
条
第
一
項
及
び
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項

高
齢
者
医
療
制
度
関
係
業
務

病
床
転
換
助
成
事
業
関
係
業
務

第
百
四
十
七
条
第
一
項

第
百
四
十
六
条
第
三
項

第
百
四
十
六
条
第
二
項

第
百
四
十
六
条
第
一
項

第
百
四
十
五
条
第
三
項

第
百
四
十
五
条
第
二
項

百第

l百
¥四
ﾜ十
�l
謠�鼡y

�び
@第

第
百
四
十
三
条

第
百
四
十
二
条

第
百
四
十
一
条
第
二
項

第
百
四
十
一
条
第
｝
項

高
齢
者
医
療
制
籠
集
，
務
・
1

同
条
第
二
項

務期高び齢規第
@高齢同者定百
@齢者項交す三
@者医第付る十
@交療二金保九
@付広号を険条
@金域に交者第
@を迦規付に一
@交合定す対項
@付にするし第
@す対る業前一
@るし後務期号
@業後期及高に

第
一
項

前
項
高
齢
者
医
療
制
度
関
係
業
務

次
項
第
百
三
十
九
条
第
二
項

高
齢
者
医
療
制
度
関
係
業
秘

前
項
第
一
項

前
項
高
齢
者
医
療
制
度
関
係
業
務

げ
第
る
百
業
三
務
十
ご
九
と
条
’
に
第
、
＿
そ
項
の
各
他
号
　
に
　
掲

高
齢
者
医
療
制
餐
鋒
務

徴者び者規第
菶ﾍ、同納定百

ｷら項付す三

ｮ
繍
務
高
号
を
険
条
　
齢
に
徴
者
第
　
者
規
収
か
一
　
支
定
す
ら
項
　
援
す
る
前
第
　
金
る
業
期
一
　
等
保
務
高
号
　
を
険
及
齢
に

令実加で施入

闖�ﾒ
ﾟ況数
驍ｻ’
Zの特
�他定

�
ﾓ
驕

前
項
高
齢
者
医
療
制
度
関
係
業
務

病
床
転
換
助
成
事
業
関
係
業
務

条同謠
�
�
謐
�
二
　
項
　
に
　
お
　
い
　
て
　
準
　
用
　
す
　
る
　
第
　
百
　
三
　
十
　
九

床同

]条
ｷ第
譜齔

ｬ項
�ﾉt
規
金
定
を
す
交
る
付
都
す
道
る
府
業
県
幣
に
　
対
　
し
　
病

一附

�則
@第
@十　一

@条
@第　二

@項　に

@お
@い
@て
@準
@用
@す
@る
@第

項附

@則
@第
@十　一

@条
@第　二

@項　に

@お
@い
@て
@準
@用
@す
@る
@前

病
床
厭
換
助
成
那
業
関
係
業
務

項附

@則
@第
@十　一

@条
@第　二

@項・
@に
@お
@し、

@て
@準
@用
@す
@る
@次

百附

O則
¥第
繽¥
�齣条
二
第
項
二
　
項
　
に
　
お
　
い
　
て
　
準
　
用
　
す
　
る
　
第
�

病床

]
換
助
成
那
業
関
係
業
務
�

条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項
�

附項

･　
�@
¥　一　

�@
諱@二　

�　
ﾉ　
ｨ　
｢　
ﾄ　
�　
�@
ｷ　
驕@
�

附　

･　
諱@
¥　一　

�@
諱@二　

�　
ﾉ　
ｨ　
｢　
ﾄ　
�　
p　
ｷ　
驕@
O�

床
転
換
助
成
塩
業
関
係
業
務
�

の
他
�

床
転
換
助
成
事
蕎
舞
務
�

附病

･床
謖ｮ

ｹ
鞭
灘
慕
灘
　
導
�

病て

ｰ厚
]錨
恚
]
鑛
罐
懸
　
輩
　
と
�

附　

･　
諱@
¥　一　

�@
諱@二　

�　に　

ｨ　
｢　
ﾄ　
�　
p　
ｷ　
驕@
O�

床
転
換
助
成
事
業
関
係
業
務
ﾐ
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第
百
四
十
七
条
第
二
項

前
項

欄
第
士
条
雪
項
籍
い
て
準
用
す
る
前

第
百
四
十
七
条
第
三
項

第
一
項

調
第
士
黍
二
項
に
お
い
て
驚
す
る
第

第
百
四
十
七
条
第
四
項

前
項
た
だ
し
樽

鷲
騨
喉
第
二
項
に
お
い
て
驚
す
る
前

第
百
四
十
七
条
第
五
項
及
び
第
六
項

第
一
項

調
第
士
釜
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第

第
百
四
十
七
条
第
七
項

前
項

欄
第
士
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前

第
百
四
十
七
条
第
八
項

第
一
項

調
筆
秦
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第

第
百
四
十
七
条
第
九
項

前
項

欄
第
士
条
箋
遷
お
い
て
準
用
す
る
前

第
百
四
十
七
条
第
十
項

第
一
項
、

調
鶉
士
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第

第
一
項
の

同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
肘
す
る
第
一
項
の

第
百
四
十
八
条

鯛
罐
銘
交
付
震
び
後
期
高

病
床
転
換
助
成
交
付
金

前
条

糊
筆
棊
第
二
薯
お
い
て
準
用
す
る
前

第
百
四
十
九
条

高
齢
者
医
療
制
度
関
係
業
務

病
床
転
換
助
成
那
業
関
係
業
務

第
百
五
十
条

第
百
四
十
七
条
第
一
項

醐
梓
姦
謹
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第

前
条
第
一
号

翻
詳
一
黍
二
薯
お
い
て
準
用
す
る
前

第
百
五
十
｝
条

こ
の
章

謹
讐
難
謙
難
肇

高
齢
者
医
療
制
度
関
係
業
務

病
床
転
換
助
成
事
業
関
係
業
務

第
百
五
十
二
条
第
｝
項

轟
攣
難
驚
臓
支
払
基
金
　
　
　
　
　
　
　
1

高
佛
者
医
療
制
度
関
係
業
務

病
床
転
換
助
成
事
業
関
係
業
務

で
き
る
。
た
だ
し
、
受
託
者
に
対
し
て
は
、
当
該
受
託
業
務
の
範
囲
内
に
限
る
。

で
き
る
。

第
百
五
十
二
条
第
二
項

前
項

糊
筆
一
黍
二
項
に
お
い
て
驚
す
る
前

同
条
第
四
項

第
六
十
一
条
第
四
項

第
百
五
十
二
条
第
三
項

高
齢
者
医
療
制
度
関
係
業
務

病
床
転
換
助
成
事
業
関
係
業
務

第
百
五
十
三
条

病
床
転
換
助
成
那
業
関
係
業
務

同
法
策
三
十
二
条
第
二
項

社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
法
第
三
十
二
条
第
二
項

第
百
五
十
四
条

処
分

処
分
（
病
床
転
換
助
成
事
業
関
係
業
務
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

第
百
六
十
八
条
第
一
項

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か

第
百
四
十
二
条

附
則
第
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
二
条

第
百
六
十
八
条
第
二
項

支
払
基
金
又
は
受
託
者

支
払
基
金

第
百
五
十
二
条
第
一
項

附
則
第
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
五
十
二
条
第
一
項

同
項

第
百
七
十
条
第
一
項

場
合

第
百
四
十
九
条

附
則
第
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
九
条

　
（
病
床
転
換
助
成
事
業
関
係
業
務
に
関
し
支
払
基
金
が
発
行
す
る
債
券
に
関
す
る
事
項
）

第
十
三
条
　
第
二
十
八
条
か
ら
第
三
十
七
条
ま
で
の
規
定
は
、
法
附
則
第
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百

　
四
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
支
払
基
金
が
発
行
す
る
償
券
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の

　
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
こ
の
政
令
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句

　
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
八
条

第
百
四
十
七
条
第
一
項

附
則
第
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
四
十
七
条
第
｝
項

基
金
高
齢
者
医
療
制
度
債
券

基
金
病
床
転
換
助
成
事
業
償
券

第
二
十
九
条

基
金
高
齢
者
医
療
制
度
債
券

基
金
病
床
転
換
助
成
事
業
償
券

第
三
十
条
第
一
項

基
金
高
齢
者
医
療
制
度
債
券
の

基
金
病
床
転
換
助
成
事
業
偵
券
の

基
金
病
床
転
換
助
成
事
業
仙
券
申
込
証

第
三
十
条
第
二
項

縫
璃
讐
医
縞
度
募
（
次

基
金
病
床
転
換
助
成
窮
業
偵
券
（
附
則
第
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
次
条
第
二
項

振
替
基
金
高
齢
者
医
療
制
度
佃
券

振
替
基
金
病
床
転
換
助
成
事
業
値
券

前
項

附
則
第
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項

当
該
基
金
高
齢
者
医
療
制
度
仙
券

当
該
基
金
病
床
転
換
助
成
事
業
債
券

同
条
第
二
項

同
条
に
お
い
て
準
用
す
る
次
条
第
二
項

基
金
病
床
転
換
助
成
事
業
値
券
申
込
証
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第
三
十
条
第
三
項

基
金
病
床
転
換
助
成
事
業
債
券
申
込
証

基
金
高
齢
者
医
療
制
度
債
券
の

基
金
病
床
転
換
助
成
事
業
債
券
の

第
三
十
一
条
第
二
項

前
条

附
則
第
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条

基
金
高
齢
者
医
療
制
度
債
券

基
金
病
床
転
換
助
成
事
業
債
券

第
三
十
一
条
第
二
項

前
項

附
則
第
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項

振
替
基
金
高
齢
者
医
療
制
度
偵
券

振
替
基
金
病
床
転
換
助
成
事
業
債
券

第
三
十
二
条

基
金
高
齢
者
医
療
制
度
債
券
の

基
金
病
床
転
換
助
成
事
業
債
券
の

基
金
高
齢
者
医
療
制
度
債
券
を

基
金
病
床
転
換
助
成
事
業
債
券
を

基
金
病
床
転
換
助
成
事
業
値
券
申
込
証

第
三
十
三
条

基
金
高
齢
者
医
療
制
度
債
券

基
金
病
床
転
換
助
成
事
業
偵
券

第
三
十
四
条
第
一
項

前
条

附
則
第
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条

基
金
高
齢
者
医
療
制
度
債
券

基
金
病
床
転
換
助
成
事
業
債
券

第
三
十
四
条
第
二
項

第
三
十
条
第
三
項
第
一
号

附
則
第
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
条
第
三
項
第
一
号

第
三
十
五
条
第
一
項

基
金
高
齢
者
医
療
制
度
債
券
原
簿

基
金
病
床
転
換
助
成
事
業
偵
券
原
簿

第
三
十
五
条
第
二
項

基
金
高
齢
者
医
療
制
度
債
券
原
簿

基
金
病
床
転
換
助
成
事
業
個
券
原
知

基
金
高
齢
者
医
療
制
度
債
券
の

基
金
病
床
転
換
助
成
事
業
偵
券
の

第
三
十
条
第
三
項
第
一
号

附
則
第
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
条
第
三
項
第
一
号

第
三
十
六
条
第
一
項

基
金
高
齢
者
医
療
制
度
債
券

基
金
病
床
転
換
助
成
事
業
偵
券

第
三
十
六
条
第
二
項

前
項

附
則
第
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項

第
三
十
七
条
第
一
項

第
百
四
十
七
条
第
一
項

附
則
第
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
四
十
七
条
第
一
項

基
金
高
齢
者
医
療
制
度
債
券

基
金
病
床
転
換
助
成
喜
業
償
券

第
三
十
条
第
三
項
第
一
号

附
則
第
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
条
第
三
項
第
一
号

第
二
号

附
則
第
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
号

第
三
十
七
条
第
二
項

前
項

附
則
第
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項

基
金
病
床
転
換
助
成
事
業
仙
券
申
込
証

基
金
高
齢
者
医
療
制
度
債
券
の

基
金
病
床
転
換
助
成
事
業
個
券
の

　
（
病
床
転
換
助
成
事
業
関
係
業
務
が
終
了
す
る
ま
で
の
間
に
お
け
る
法
の
規
定
の
読
替
え
）

第
＋
四
条
附
則
第
±
秦
の
規
定
に
吉
読
書
え
ら
れ
た
法
第
百
三
＋
九
条
第
三
薯
規
定
す
る
病
床
転
換
助
成

　
事
業
関
係
業
務
が
終
了
す
る
ま
で
の
間
に
お
け
る
法
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
法
の

　
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
宇
句
は
、
ぞ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

第
百
七
十
条
第
一
項

第
百
六
十
一
条

百第

Z百
¥五
�¥
@九
@条
@及
@び
@第，

第
百
五
十
四
条

第
百
四
十
二
条

第
百
三
十
九
条
第
二
項

場
ム
・

期
閥
の

徴
収
金

処
分

事
項
事
業
前
項

合認場
�ﾂ合
恂煤i
ｭは病
v承床
@認転
@を換
@受助
@け成
@な事
@け業
@れ関
@ば係
@な業
@ら務
@なに
@い係
@場る

る用転期
烽ｷ換間
ﾌる支（
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保発第1122001号
平成19年11月22日

都道府県知事　殿

厚生労働省保険局

醍醐
ノ自脈験

誌i鑛
高齢者の医療の確保に関する法律による保険者の前期高齢者交付金等

　　　　　　の額の算定等に関する省令の施行について

　高齢者の医療の確保に関する法律による保険者の前期高齢者交付金等の額の算定等に関

する省令（平成19年厚生労働省令第140号。以下「算定省令」という。）が本日公布

され、平成20年4月1日から施行することとされたところであるが、この省令の趣旨及

び内容は下記のとおりであるので、貴都道府県内の市町村（特別区を含む。以下同じ。）、

後期高齢者医療広域連合（以下「広域連合」という。）等に周知徹底を図られたい。

記

第一　省令の趣旨

　本省令は、高齢者の医療の確保に関する法律（昭和57年法律第80号。以下「法」

という。）及び前期高齢者交付金及び後期高齢者医療の国庫負担金の算定等に関する政

令（平成19年政令第325号。以下「算定政令」という。）の規定に基づき、並びに

これらの法令を実施するため、必要な規定を定めるものであること。

第二　省令の内容

第1　前期高齢者交付金関係（算定省令第1条～第16条関係）

　一　前期高齢者である加入者

　　　法第32条第1項の厚生労働省令で定める前期高齢者である加入者は、75歳以

　　上の加入者とすること。

二　前期高齢者交付調整金額

　1　前々年度の概算前期高齢者交付金の額が前々年度の確定前期高齢者交付金の額

　　を超える保険者（以下「前期高齢者交付控除対象保険者」という。）に係る前期

　　高齢者交付調整金額は、次（ノ）計算式によって算定されるものであること。

　　　（前々年度概算前期高齢者交付金額一前々年度確定前期高齢者交付金額）＼前期

　　　　　　　　　　　　　　　高齢者交付算定率



2　前々年度の概算前期高齢者交付金の額が前々年度の確定前期高齢者交付金の額

　に満たない保険者（以下「前期高齢者交付加算対象保険者」という。）に係る前

期高齢者交付調整金額は、次の計算式によって算定されるものであること。

　　（前々年度確定前期高齢者交付金額一前々年度概算前期高齢者交付金額）×前期

　　　　　　　　　　　　　　高齢者交付算定率

3　前期高齢者交付算定率は、次の（1）の額を（2）の額で除して得た率を基準とし

て年度ごとにあらかじめ厚生労働大臣が定める率とすること。

　（1）　すべての前期高齢者交付加算対象保険者に係る前期高齢者交付不足額の合

　計額及びすべての前期高齢者交付控除対象保険者に係る前期高齢者交付超過額

　　の合計額に係る社会保険診療報酬支払基金（以下「支払基金」という。）の支

　払利息の額と受取利息の額との差額を基礎として、前々年度における支払基金

　　の保険者に対し前期高齢者交付金を交付する業務上生じた利息の額その他の事

　情を勘案して支払基金があらかじめ厚生労働大臣の承認を受けて算定する額

　（2）　すべての前期高齢者交付加算対象保険者に係る前期高齢者交付不足額の合

　計額とすべての前期高齢者交付控除対象保険者に係る前期高齢者交付超過額の

　合計額との差額

三　医療に関する給付

　　法第34条第2項第1号の厚生労働省令で定める医療に関する給付は、次の1か

　ら6までの保険者の区分に応じ、それぞれ1から6に定める給付とすること。

　1　健康保険の保険者　健康保険法（大正11年法律第70号）第52条及び第1

　　27条に掲げる保険給付

　2　船員保険の保険者　船員保険法（昭和14年法律第73号）に規定する療養の

　　給付並びに入院時食事療養費、入院時生活療養費、保険外併用療養費、療養費、

　　訪問看護療養費及び移送費の支給（船員法（昭和22年法律第100号）第89

　　条に規定する療養補償に相当するもの及び通勤によるものを除く。）並びに傷病

　　手当金及び葬祭料の支給（職務上の事由又は通勤によるものを除く。）並びに家

　　族療養費、家族訪問看護療養費、家族移送費、高額療養費、高額介護合算療養費、

　　出産育児一時金、出産手当金、家族出産育児一時金及び家族葬祭料の支給

　3　国民健康保険の保険者　国民健康保険法（昭和33年法律第192号）に規定

　　する療養の給付並びに入院時食事療養費、入院時生活療養費、保険外併用療養費、

　　療養費、訪問看護療養費、特別療養費、移送費、高額療養費及び高額介護合算療

　　養費の支給（退職被保険者及びその被扶養者に係るものを除く。）並びに出産育

　　児一時金及び葬祭費の支給並びに葬祭の給付

　4　国家公務員共済組合　国家公務員共済組合法（昭和33年法律第128号）第

　　51条第1項第1号から第9号までに掲げる短期給付（国家公務員共済組合法施

　　行令（昭和33年政令第207号）第12条の2第1項に規定する在外組合員及

　　び同令第33条に規定する在外被扶養者が本邦外にある期間内において受けるも

　　のを除く。）

　5　地方公務員等共済組合　地方公務員等共済組合法（昭和37年法律第152号）



第53条第1項第1号から第9号までに掲げる短期給付

6　日本私立学校振興・共済事業団　私立学校教職員共済法（昭和28年法律第2

　45号）第20条第1項第1号から第9号までに掲げる短期給付

四『 O期高齢者給付費見込額の算定方法

　1　法第34条第2項第1号に規定する前期高齢者給付費見込額は、次の（1）の額

　　に（2）の率を乗じて得た額とすること。

　　（1）　法第35条第2項第1号に規定する前期高齢者給付費額（その額が当該保

　　　険者に係る特別の事情により著しく過大又は過小であると認められるときは、

　　　当該保険者の申請に基づき、あらかじめ支払基金が厚生労働大臣の承認を受け

　　　て算定する額とする。）

　　（2）　2の新設保険者等以外のすべての保険者に係る前期高齢者給付費見込額の

　　　総額をそれらの保険者に係る（1）の額の合計額で除して得た率を基準として、

　　　年度ごとにあらかじめ厚生労働大臣が定める率

　2　前々年度の4，月2日から当該年度の4月1日までの間に新たに設立された保険

　　者及び合併又は分割により成立した保険者（以下r新設保険者等」という。）に

　　係る前期高齢者給付費見込額は、当該新設保険者等に係る前期高齢者である加入

　　者の数その他の事情を勘案してあらかじめ支払基金が厚生労働大臣の承認を受け

　　て算定する額とすること。

五　調整対象外給付費見込額の算定方法

　1　法第34条第2項第2号の厚生労働省令で定めるところにより算定される額

　　（以下「調整対象外給付費見込額」という。）は、次の計算式によって算定され

　　るものであること。

　　　前期高齢者給付費見込額一（1）×（2）

　　（1）　法第34条第5項に規定する一人平均前期高齢者給付費見込額に当該年度

　　　に係る同条第2項第2号に規定する政令で定める率を乗じて得た額

　　（2）　前期高齢者である加入者の見込数

　2　当該年度において新たに設立された保険者に係る調整対象外給付費見込額の算

　　定に当たっては、一人平均前期高齢者給付費見込額は、九の厚生労働大臣が定め

　　る額を基礎として当該保険者の設立時期その他の事情を勘案してあらかじめ支払

　　基金が厚生労働大臣の承認を受けて算定する額によるものとすること。

六　一人当たり前期高齢者給付費見込額の算定方法

　　法第34条第2項第2号イに規定する一の保険者に係る前期高齢者である加入者

　一人当たりの前期高齢者給付費見込額は、前期高齢者給付費見込額を前期高齢者で

　ある加入者の見込数で除して得た額とすること。

七　前期高齢者である加入者の見込数の算定方法

　1　前期高齢者である加入者の見込数は、（1）の数に（2）の率を乗じて得た額とす



　ること。

　（1）　前々年度における前期高齢者である加入者の数（その数が当該保険者に係

　　る特別の事情により著しく過大又は過小であると認められるときは、当該保険

　　者の申請に基づき、あらかじめ支払基金が厚生労働大臣の承認を受けて算定す

　　る数とする。）

　（2）　新設保険者等以外のすべての保険者に係る前期高齢者である加入者の見込

　　数の総数をそれらの保険者に係る（1）の数の合計数で除して得た率を基準とし

　　て年度ごとにあらかじめ厚生労働大臣が定める率

2　新設保険者等に係る前期高齢者である加入者の見込数は、新設保険者等が設立

又は成立した日から当該年度の4月1日までの間における前期高齢者である加入

者の数その他の事情を勘案してあらかじめ支払基金が厚生労働大臣の承認を受け

て算定する数とすること。

八　概算加入者調整率の算定方法

　1　法第34条第4項に規定する概算加入者調整率は、粗概算加入者調整率に概算

　　補正係数を乗じて得た率とすること。

　2　1の粗概算加入者調整率は、全保険者平均前期高齢者加入率見込値を当該保険

　　者の保険者別前期高齢者加入率見込値で除して得た率とすること。

　3　1の概算補正係数は、（1）の額を（2）の額で除して得た率を基準として、年度

　　ごとにあらかじめ厚生労働大臣が定める率とすること。

　　（1）すべての保険者に係る次のイ及びロの額の合計額の総額

　　　イ　調整対象給付費見込額（前期高齢者給付費見込額一調整対象外給付費見込

　　　　額）

　　　ロ　法第34条第1項第2号に規定する前期高齢者に係る後期高齢者支援金の

　　　　概算額

　　（2）すべての保険者に係る次のイ及びロの額の合計額の総額

　　　イ　調整対象給付費見込額×粗概算加入者調整率

　　　ロ　前期高齢者に係る後期高齢者支援金の概算額×粗概算加入者調整率

　4　2の全保険者平均前期高齢者加入率見込値は、前期高齢者である加入者の見込

　　数の総数を加入者見込総数で除して得た額とすること。

　5　2の保険者別前期高齢者加入率見込値は、前期高齢者である加入者の見込数を

　　加入者見込数で除して得た数とすること（その率が法第34条第4項に規定する

　　下限割合に満たないときは、下限割合とすること。）。

九　一人平均前期高齢者給付費見込額の算定方法

　　一人平均前期高齢者給付費見込額は、前期高齢者給付費見込額の総額を前期高齢

　者である加入者の見込数の総数で除して得た額を基礎として、年度ごとにあらかじ

　め厚生労働大臣が定める額とすること。

十　前期高齢者給付費額の算定方法



　法第35条第2項第1号に規定する前期高齢者給付費額は、次の1から6までの

保険者の区分に応じ、それぞれ1から6までの給付の額のうち、前期高齢者である

加入者に係る給付の額の合計額（3の保険者のうち、国民健康保険法第43条第1

項の規定により一部負担金の割合を減じている保険者については、当該合計額に一

部負担金の割合が減ぜられていないものとして厚生労働大臣が定める率を乗じて得

た額）とすること。

1　健康保険の保険者　健康保険法第52条第1号、第6号及び第9号並びに第1

　27条第1号、第6号、第9号及び第10号に掲げる保険給付

2　船員保険の保険者　船員保険法に規定する療養の給付並びに入院時食事療養

　費、入院時生活療養費、保険外併用療養費、療養費、訪問看護療養費及び移送費

　の支給（船員法第89条に規定する療養補償に相当するもの及び通勤によるもの

　を除く。）並びに家族療養費、家族訪問看護療養費、家族移送費、高額療養費及

　び高額介護合算療養費の支給

3　国民健康保険の保険者　国民健康保険法に規定する療養の給付並びに入院時食

　事療養費、入院時生活療養費、保険外併用療養費、療養費、訪問看護療養費、特

　別療養費、移送費、高額療養費及び高額介護合算療養費の支給

4　国家公務員共済組合　国家公務員共済組合法第51条第1項第1号から第2号

　の2までに掲げる短期給付（国家公務員共済組合法施行令第12条の2第1項に

　規定する在外組合員及び同令第33条に規定する在外被扶養者が本邦外にある期

　間内において受けるものを除く。）

5　地方公務員等共済組合　地方公務員等共済組合法第53条第1項第1号から第

　2号の2までに掲げる短期給付

6　日本私立学校振興・共済事業団　私立学校教職員共済法第20条第1項第1号

　から第3号までに掲げる短期給付

十一　調整対象外給付費額の算定方法

　1　法第35条第2項第2号の厚生労働省令で定めるところにより算定される額

　　（以下「調整対象外給付費額」という。）は、次の計算式によって算定されるも

　　のであること。

　　　前期高齢者給付費額一（1）×（2）

　　（1）　法第35条第5項に規定する一人平均前期高齢者給付費額に前々年度に係

　　　る法第34条第2項第2号に規定する政令で定める率を乗じて得た額

　　（2）　前々年度における前期高齢者である加入者の数

　2　前々年度において新たに設立された保険者、合併若しくは分割により成立若し

　　くは消滅した保険者又は解散をした保険者に係る調整対象外給付費額の算定に当

　　たっては、一人平均前期高齢者給付費額は、十四の厚生労働大臣が定める額を基

　　礎として当該保険者の設立時期その他の事情を勘案してあらかじめ支払基金が厚

　　生労働大臣の承認を受けて算定する額による童）のとすること。

十二　一人当たり前期高齢者給付費額の算定方法



　法第35条第2項第2号イに規定する一の保険者に係る前期高齢者である加入者

一人当たりの前期高齢者給付費額は、前期高齢者給付費額を前期高齢者である加入

者の数で除して得た額とすること。

十三　確定加入者調整率の算定方法

　　法第35条第4項に規定する確定加入者調整率の算定について、八の概算加入者

　調整率の算定の規定を準用すること。

十四　一人平均前期高齢者給付費額の算定方法

　　一人平均前期高齢者給付費額は、前々年度における前期高齢者給付費額の総額を

　前々年度における前期高齢者である加入者の数の総数で除して得た額を基礎とし

　て、年度ごとにあらかじめ厚生労働大臣が定める額とすること。

第2　前期高齢者納付金等関係（算定省令第17条～第22条関係）

　　　前期高齢者納付調整金額

　　　法第37条第2項に規定する前期高齢者納付調整金額の算定について、第1の二

　　の前期高齢者交付調整金額の算定の規定を準用すること。

二　法定給付費見込額

　1　法第38条第1項第1号ロ（2）に規定する保険者の給付に要する費用等の見込

　　額（以下「法定給付費見込額」という。）は、次の（1）から（3）までの額の合計

　　額とすること。

　　（1）イの額にロの率を乗じて得た額

　　　イ　前々年度における第1の三の医療に関する給付の額の合計額

　　　ロ　新設保険者等以外のすべての保険者に係る医療に関する給付の額の動向そ

　　　　の他の事情を勘案して年度ごとにあらかじめ厚生労働大臣が定める率

　　（2）イの額にロの率を乗じて得た額

　　　イ　前々年度における健康保険法第176条に規定する確定日雇拠出金の額

　　　ロ　新設保険者等以外のすべての保険者に係る健康保険法第173条第2項に

　　　　規定する日雇拠出金の見込額の総額をそれらの保険者に係るイに掲げる額の

　　　　合計額で除して得た率を基準として年度ごとにあらかじめ厚生労働大臣が定

　　　　める率

　　（3）イの額にロの率を乗じて得た額

　　　イ　前々年度における国民健康保険法附則第13条第1項に規定する確定療養

　　　　給付費等拠出金の額

　　　ロ　新設保険者等以外のすべての保険者に係る国民健康保険法附則第10条第

　　　　1項に規定する療養給付費等拠出金の見込額の総額をそれらの保険者に係る

　　　　イに掲げる額の合計額で除して得た率を基準として年度ごとにあらかじめ厚

　　　　生労働大臣が定める率

　2　新設保険者等に係る法定給付費見込額は、当該新設保険者等に係る加入者の数



その他の事情を勘案してあらかじめ支払基金が厚生労働大臣の承認を受けて算定

する額とすること。

3　前々年度の4月2日から当該年度の4月1日までの間に合併又は分割をして存

続する保険者及び解散をした保険者の権利義務を承継した保険者に係る（1）イ、

　（2）イ及び（3）イの額は、当該保険者に係る加入者の数その他の事情を勘案して

あらかじめ支払基金が厚生労働大臣の承認を受けて算定する額とすること。

三　加入者見込総数等の算定方法

　1　法第38条第3項及び第120条第1項に規定するすべての保険者に係る加入

　　者の見込総数（以下「加入者見込総数」という。）は、すべての保険者に係る2

　　により算定する数の総数と3により算定する数の総数の合計数とすること。

　2　法第38条第3項及び第120条第1項に規定する当該保険者に係る加入者の

　　見込数（以下「加入者見込数」という。）は、次の（1）の数に（2）の率を乗じて

　　得た数とすること。

　　（1）　前々年度における当該保険者に係る加入者の数（その数が当該保険者に係

　　　る特別の事情により著しく過大又は過小であると認められるときは、当該保険

　　　者の申請に基づき、あらかじめ支払基金が厚生労働大臣の承認を受けて算定す

　　　る数とする。）

　　（2）　新設保険者等以外の加入者見込数の総数をそれらの保険者に係る（1）の数

　　　の合計数で除して得た率を基準として、年度ごとにあらかじめ厚生労働大臣が

　　　定める率

　3　新設保険者等に係る加入者見込数は、新設保険者等が設立又は成立した日から

　　当該年度の4月1日までの間における当該保険者に係る加入者の数その他の事情

　　を勘案してあらかじめ支払基金が厚生労働大臣の承認を受けて算定する数とする

　　こと。

四　加入者の総数等の算定方法

　1　法第39条第3項及び第121条第1項に規定する前々年度におけるすべての

　　保険者に係る加入者の総数は、当該年度の前々年度におけるすべての保険者に係

　　る加入者の数の総数とすること。

　2　法第39条第3項及び第121条第1項に規定する前々年度における当該保険

　　者に係る加入者の数は、当該年度の前々年度における当該保険者に係る加入者の

　　数とすること。

五　前期高齢者関係事務費拠出金の額の算定方法

　　法第40条に規定する前期高齢者関係事務費拠出金の額は、当該年度における法

　第139第1項第1号に規定する支払基金の業務に関する事務の処理に要する費用

　の見込額を加入者見込総数で除して得た額を基礎として年度ごとに表）らかじめ厚生

　労働大臣が定める額に、加入者見込数を乗じて得た額とすること。ただし、当該年

　度の4月2日以降に新たに設立された保険者については、当該設立び）日から当該年



度の3月31日までの間の日数に応じて算定した額とすること。

六　前期高齢者納付金等に係る納付の猶予の申請

　1　法第46条第1項の規定により前期高齢者納付金等の一部の納付の猶予を受け

　　ようとする保険者は、支払基金に対し、次の（1）及び（2）の事項を記載した納付

　　猶予申請書を提出して申請しなければならないこと。

　　（1）納付の猶予を受けようとする前期高齢者納付金等の一部の額

　　（2）納付の猶予を受けようとする期間

　2　納付猶予申請書には、やむを得ない事情により納付することが著しく困難であ

　　ることを明らかにすることのできる書類を添付しなければならないこと。

第3　市町村の特別会計への繰入れ等関係（算定省令第23条関係）

　一　算定政令第10条第1項に規定する市町村が後期高齢者医療に関する特別会計に

　　繰り入れる額は、広域連合の当該年度の賦課期日において、高齢者の医療の確保に

　　関する法律施行令（平成19年政令第318号。以下「施行令」という。）第18

　　条第4項第4号に規定する場合に該当することが10月20日までの間に明らかに

　　なった被保険者に係る当該年度分の保険料について、広域連合が同項の基準に従い

　　同条第1項及び第2項の規定に基づき算定される被保険者均等割額を減額するもの

　　とした場合に減額することとなる額の合計額（その額が現に当該被保険者に係る当

　　該年度分の法第99条第1項に規定する減額した額の総額を超えるときは、当該総

　　額）とすること。

二　算定政令第10条第2項に規定する市町村が後期高齢者医療に関する特別会計に

　繰り入れる額は、広域連合の当該年度の賦課期日において、法第52条各号のいず

　れかに該当するに至った日の属する月以後2年を経過する月までの間にあること

　が、10月20目までの間に明らかになった施行令第18条第5項第1号に規定す
　る被扶養者であった被保険者に係る当該年度分の保険料について、広域連合が同号

　の基準に従い同条第1項及び第2項の規定に基づき算定される被保険者均等割額を

　減額するものとした場合に減額することとなる額の合計額（その額が現に当該被保

　険者に係る当該年度分の法第99条第2項に規定する減額した額の総額を超えると

　きは、当該総額）とすること。

第4　財政安定化基金関係（算定省令第24条～第33条関係）

　　　算定政令第13条第2項第1号関係

　　　算定政令第13条第2項第1号の厚生労働省令で定めるところにより算定した額

　　は、次の計算式によって算定されるものであること。

　　　　市町村予定保険料収納額一｛（1）＋（2）｝×基金事業対象比率

　　　（1）　次のイ及びロの額の合計額

　　　　　イ　特定期間の初年度において当該市町村が収納した当該年度分の保険料の

　　　　　　額



　ロ　当該特定期間の終了年度の4月1日から交付金基準日までの間に収納し

　　た当該年度分の保険料の額に、①の額を②の額で除して得た率を乗じて得

　　た額

　　①交付金基準日の属する年度（以下「交付金算定基準年度」という。）の

　　　前年度及び前々年度において当該市町村が各年度に収納した各年度分の

　　　保険料の額の合計額

　　②　次の（i）及び（五）の額の合計額

　　　（i）　交付金算定基準年度の前年度の4月1日から交付金算定基準年度

　　　　　の前年度における当該交付金基準日に応答する日（以下「交付金基

　　　　　準日応答日という。）までの間に当該市町村が収納した交付金算定基

　　　　　準年度の前年度分の保険料の額

　　　（五）　交付金算定基準年度の前々年度の4月1日から交付金算定基準年

　　　　　度の前々年度における交付金基準応当日までの間に当該市町村が収

　　　　　納した交付金算定基準年度の前々年度分の保険料の額

（2）　当該特定期間における交付金基準日までに、当該市町村の一般会計から

　　当該市町村の後期高齢者医療に関する特別会計に繰り入れることが明らか

　　になった法第99条第1項及び第2項の規定による繰入金の額

二　算定政令第13条第2項第2号関係

　　算定政令第13条第2項第2号の厚生労働省令で定めるところにより算定した額

　は、広域連合を組織する市町村ごとに、当該特定期間における当該市町村につき算

　定した市町村予定保険料収納額から市町村保険料収納下限額を控除して得た額とす

　ること。

三　算定政令第13条第2項第3号関係

　　第13条第2項第3号の厚生労働省令で定めるところにより算定した額は、基金

　事業対象費用額から基金事業対象収入額を控除して得た額とすること。

　1　特定期間における基金事業対象費用額は、初年度においては、当該特定期間の

　　初年度の基金事業対象費用額の実績額とし、終了年度においては、次の計算式に

　　よって算定されるものとすること。

当該特定期間の終了年度

の4／1から交付金基準日までの

基金事業対象費用額

×

前年度及び前々年度の各年度の

基金事業対象費用額の合計額

前年度及び前々年度の各年度の4／1

から交付金基準日応当日までの

基金事業対象費用額の合計額

2　特定期間における基金事業対象収入額は、初年度においては、当該特定期間の

初年度の基金事業対象収入額の実績額とし、終了年度においては、次（ノ）計算式に

　よって算定されるものとすること。

1当言刻　の終了鞭r，鍛鍍躍驚



隣講準剛禦灘欝
　　　　　※貸付金基準日…基金事業貸付金を算定する月の前月の末日

四　市町村保険料収納必要額の算定方法

算定政令第13条第6項の市町村保険料収納必要額は、広域連合における同条第8項

の保険料収納必要額に、（1）の額を（2）の額で除して得た率を乗じて得た額とするこ

と。

　　（1）当該特定期間において当該市町村が各年度に徴収する賦課期日における被

　　　　保険者の各年度分の保険料の賦課額の合計額と当該市町村につき算定した当

　　　　該特定期間における法第99条第1項及び第2項の規定による繰入金の額の

　　　　合計額

　　（2）当該広域連合を組織する市町村につき算定した（1）の額の合計額

五算定政令第13条第7項第1号関係
　　算定政令第13条第7項第1号の厚生労働省令で定めるところにより算定した額

　は、（1）の額から（2）の額を控除して得た額とすること。

　　（1）当該特定期間の各年度における療養の給付等に要する費用の額、財政安

　　　　定化基金拠出金及び法第117条第2項の規定による拠出金の納付に要する

　　　　費用の額並びに基金事業借入金の償還に要する費用の額の合計額の合計額

　　（2）当該特定期間の各年度における施行令第18条第3項第1号ロに掲げる額

　　　　の合計額のうち（1）の額に係るものの額の合計額の合計額

六　初年度基金事業対象収入額及び初年度基金事業対象費用額の算定方法

　1　初年度基金事業対象収入額は、次の計算式によって算定されるものとすること。

当該特定期間の初年度の4／1から

貸付金基準日までの問における

基金事業対象収入額

×

前年度及び前々年度の各年度の

基金事業対象収入額の合計額

前年度及び前々年度の各年度の

4／1から貸付金基準日応当日までの

基金事業対象収入額の合計額

2　初年度基金事業対象費用額は、次の計算式によって算定されるものとすること。

当該特定期間の初年度の4／1から

貸付金基準日までの間における

基金事業対象費用額

×

前年度及び前々年度の各年度の

基金事業対象費用額の合計額

前年度及び前々年度の各年度の

4／1から貸付金基準日応当日までの

基金事業対象費用額の合計額

七　特定期間の初年度における基金事業貸付金の額の算定方法

　　算定政令第14条第2項第1号の厚生労働省令で定めるところにより算定した額



は、当該広域連合につき算定した初年度基金事業対象費用額から初年度基金事業対

象収入額を控除して得た額とすること。

八　算定政令第14条第2項第2号イ関係

　　算定政令第14条第2項第2号イの厚生労働省令で定めるところにより算定した

　額は、基金事業対象費用額から基金事業対象収入額を控除して得た額とすること。

　1　特定期間における基金事業対象費用額は、初年度においては、当該特定期間の

　　初年度の基金事業対象費用額の実績額とし、終了年度においては、次の計算式に

　　よって算定されるものとすること。

当該特定期間の終了年度

の4／1から貸付金基準日までの

基金事業対象費用額

×

前年度及び前々年度の各年度の

基金事業対象費用額の合計額

前年度及び前々年度の各年度の4／1

から貸付金基準日応当日までの

基金事業対象費用額の合計額

2　特定期間における基金事業対象収入額は、初年度においては、当該特定期間の

初年度の基金事業対象収入額の実績額とし、終了年度においては、次の計算式に

よって算定されるものとすること。

当該特定期間の終了年度

の4／1から貸付金基準日までの

基金事業対象収入額

×

前年度及び前々年度の各年度の

基金事業対象収入額の合計額

前年度及び前々年度の各年度の4〆1

から貸付金基準日応当日までの

基金事業対象収入額の合計額

九　算定政令第14条第2項第2号ハ関係

　　算定政令第14条第2項第2号ハの厚生労働省令で定めるところにより算定した

　額は、次の計算式によって算定されるものであること。

　　　広域連合を組織する各保険料収納下限額未満市町村につき算定した

　　　　　市町村予定保険料収納額一｛（1）＋（2）｝×基金事業対象比率

　　（1）　次のイ及びロの額の合計額

　　　イ　特定期間の初年度において当該保険料収納下限額未満市町村が収納した

　　　　　当該年度分の保険料の額

　　　ロ　当該特定期間の終了年度の4月1日から貸付金基準日までの問に当該保

　　　　険料収納下限額未満市町村が収納した当該年度分の保険料の額に、①の額

　　　　を②の額で除して得た率を乗じて得た額

　　　　①　貸付金基準日の属する年度（以下「貸付金算定基準年度」という。）の

　　　　　前年度及び前々年度において当該保険料収納下限額未満市町村が各年度

　　　　　に収納した各年度分の保険料の額の合計額

　　　　②　次の（i）及び（五）の額の合計額

　　　　　　（i）　貸付金算定基準年度の前年度の4月1日から貸付金算定基準年度

　　　　　　　の前年度における当該貸付金基準日に応答する日　（1以下「貸付金基



　　　　　準日応答日という。）間での間に当該保険料収納下限額未満市町村が

　　　　　収納した貸付金算定基準年度の前年度の保険料の額

　　　（五）　貸付金算定基準年度の前々年度の4月1日から貸付金算定基準年

　　　　　度の前々年度における貸付金基準応当日までの間に当該保険料収納

　　　　　下限額未満市町村が収納した貸付金算定基準年度の前々年度分の保

　　　　　険料の額

（2）　当該特定期間における貸付金基準日までに、当該保険料収納下限未満市

　　町村の一般会計から当該保険料収納下限未満市町村の後期高齢者医療に関

　　する特別会計に繰り入れることが明らかになった法第99条第1項及び第

　　2項の規定による繰入金の額

十　基金事業対象収入額の算定方法

　　算定政令第17条の厚生労働省令で定めるところにより算定する基金事業対象収

　入額は、当該特定期間における各年度の実績保険料収納額、法第93条、第96条

　及び第98条の規定による負担金の額の合計額、法第95条の規定による調整交付

　金の額の合計額、法第99条第1項及び第2項の規定による繰入金の額の合計額、

　法第100条の規定による後期高齢者交付金の額の合計額、法第117条第1項の

　規定による交付金の額の合計額、法第102条及び第103条の規定による補助金

　の額の合計額その他の後期高齢者医療に要する費用のための収入の額のうち療養の

給付等に要した費用の額、財政安定化基金拠出金及び法第117条第2項の規定に

　よる拠出金の納付に要した費用の額並びに基金事業借入金の償還に要した費用の額

に係るものの額として次の1又は2の額の合計額とすること。

　1　当該額のうち療養の給付等に要した費用の額、財政安定化基金拠出金及び法第

　　117条第2項の規定による拠出金の納付に要した費用の額並びに基金事業借入

　　金の償還に要した費用の額に係るものの額として算定することができる場合は、

　　当該額

　2　当該額のうち療養の給付等に要した費用の額、財政安定化基金拠出金及び法第

　　117条第2項の規定による拠出金の納付に要した費用の額並びに基金事業借入

　金の償還に要した費用の額に係るものの額として算定することができない場合は

　　、当該額に基金事業対象比率を乗じて得た額

第5　特別高額医療費共同事業関係（算定省令第34条及び第35条関係）

　一　特別高額医療費共同事業交付金の額の算定の基礎となる期間及び算定方法

　　1　特別高額医療費共同事業交付金の額の算定の基礎となる期間は、前年度の1月

　　　1日から当該年度の12月31日までとすること。

　　2　特別高額医療費共同事業交付金の額の算定方法について、算定政令第21条第

　　　1号の厚生労働省令で定めるところにより算定した額は、1の期間における当該

　　　広域連合の被保険者（法第67条第1項第2号の規定が適用される被保険者を除

　　　く。）に係る同一の月にそれぞれ一の病院、診療所、薬局その他の者（以下「病

　　　院等」という。）について受けた療養に係る費用の額（当該療養（特定給付対象



療養を除く。）につき、法第57条第1項に規定する法令による給付が行われた

　ときは、その給付額を控除した額）（法第70条第5項の規定により指定法人が

審査に係る事務の委託を受けた診療報酬請求書又は社会保険診療報酬支払基金法

第21条第1項の規定により支払基金の特別審査委員会が審査を行う診療報酬請

求書に係るものに限る。）が400万円を超えるものの200万円を超える部分

の額の合計額とすること。

3　算定政令第21条第2号の厚生労働省令で定めるところにより算定した額は、

　1の期間における当該広域連合の被保険者（法第67条第1項第2号の規定が適

用される被保険者に限る。）に係る同一の月にそれぞれ一の病院等について受け

た療養に係る費用の額（当該療養（特定給付対象療養を除く。）につき、法第5

　7条第1項に規定する法令による給付が行われたときは、その給付額を控除した

額）（法第70条第5項の規定により指定法人が審査に係る事務の委託を受けた

診療報酬請求書又は社会保険診療報酬支払基金法第21条第1項の規定により支

払基金の特別審査委員会が審査を行う診療報酬請求書に係るものに限る。）が4

00万円を超えるものの200万円を超える部分の額の合計額とすること。

二　特別高額医療費共同事業事務費拠出金の額の算定方法

　1　算定政令第24条の厚生労働省令で定めるところにより算定した額は、当該年

　　度における法第117条第1項及び第2項の規定により広域連合に対して特別高

　　額医療費共同事業交付金（算定政令第21条に規定する特別高額医療費共同事業

　　交付金をいう。）を交付し、広域連合から拠出金（法第117条第2項の規定に

　　よる拠出金をいう。）を徴収する指定法人の業務及びこれに附帯する業務に関す

　　る事務の処理に要する費用の見込額に、前々年度の当該広域連合の被保険者の数

　　を前々年度の各広域連合の被保険者の数の合計数で除して得た率を乗じて得た額

　　とすること。

　2　前項の広域連合の被保険者の数は、4月から3月までの各月末における被保険

　　者の数の合計数とすること。

第6　後期高齢者支援金等関係（算定省令第36条～第43条関係）

　一　後期高齢者調整金額

　　　法第119条第2項に規定する後期高齢者調整金額の算定について、第1の二の

　　前期高齢者交付調整金額の算定の規定を準用すること。

二　保険納付対象額の見込額の算定方法

　　法第120条第1項に規定する保険納付対象額の見込額の総額は、次の計算式に

　よって算定されるものであること。

　　（1）×｛1一（後期高齢者負担率＋50／100）｝＋（2）×（1一後期高齢者負担率）

　　（1）イの額にロの率を乗じて得た額

　　　　イ　前々年度におけるすべての広域連合の負担対象額の総額

　　　　ロ　すべての広域連合の負担対象額び）見込額の総額を前々年度におけるすべ



　　ての広域連合の負担対象額の総額で除して得た率を基準として、年度ごと

　　にあらかじめ厚生労働大臣が定める率

（2）イの額にロの率を乗じて得た額

　イ　前々年度におけるすべての広域連合の特定費用額の総額

　ロ　すべての広域連合の特定費用額の見込額の総額を前々年度におけるすべ

　　ての広域連合の特定費用額の総額で除して得た率を基準として、年度ごと

　　にあらかじめ厚生労働大臣が定める率

三　加入者一人当たり負担見込額の算定方法

　　加入者一人当たり負担見込額は、保険納付対象額の見込額の総額を、加入者見込

　総数で除して得た額を基礎として、年度ごとにあらかじめ厚生労働大臣が定める額

　とすること。

四　保険納付対象額の算定方法

　　法第121条第1項に規定する保険納付対象額の総額は、次の計算式によって算

　定されるものであること。

　　負担対象額の総額×｛1一（前々年度の後期高齢者負担率＋50／100）｝＋特定費用

　　　　　　　　　　　　　　　　　額の総額×（1一前々年度の後期高齢者負担率）

五　加入者一人当たり負担額の算定方法

　　加入者一人当たり負担額は、前々年度における保険納付対象額の総額を、前々年

　度におけるすべての保険者に係る加入者の総数で除して得た額を基礎として、年度

　ごとにあらかじめ厚生労働大臣が定める額とすること。

六　後期高齢者関係事務費拠出金の額の算定方法

　　法第122条に規定する後期高齢者関係事務費拠出金の額の算定について、第2

　の五の前期高齢者関係事務費拠出金の額の算定の規定を準用すること。

七　広域連合が行う支払基金に対する通知

　　法第123条第1項の規定により広域連合が支払基金に対して行う通知は、次の

　1及び2の事項について、それぞれ1及び2に定める期日までに行うものとするこ
　と。

　1　各月ごとの保険納付対象額及びその内訳　翌々月の15日

　2　各年度ごとの保険納付対象額及びその内訳　翌年度の6月1日

八　後期高齢者支援金等に係る納付の猶予の申請

　　法第124条の規定により準用する法第46条第1項の規定により後期高齢者支

　援金等の一部の納付の猶予を受けようとする保険者について、第2の六の前期高齢

　者納付金等に係る納付の猶予の申請の規定を準用すること。



第7　雑則関係（算定省令第44条～第47条関係）

　　　保険者が行う支払基金に対する報告

　　1　保険者は、支払基金に対し、毎年度、当該年度の各月末日における加入者の数

　　　及び前期高齢者である加入者の数を翌年度の6月1目までに報告しなければなら

　　　ないこと。

　　2　保険者は、支払基金に対し、毎年度、当該年度の末日における特定健康診査等

　　　の実施状況に関する結果として厚生労働大臣が定める事項を、電子情報処理組織

　　　（保険者が使用する電子計算機（入出力装置を含む。以下同じ。）と支払基金が

　　　使用する電子計算機とを電気通信回線で接続した電子情報処理組織をいう。）を

　　　使用する方法又は当該事項を記録した光ディスクその他の電磁的記録（電子的方

　　　式、磁気的方式その他人の知覚によっては認識することができない方式で作られ

　　　る記録であって、電子計算機による情報処理の用に供されるものをいう。）を提

　　　出する方法により、翌年度の11月1目までに報告しなければならないこと。

　　3　保険者は、支払基金に対し、毎年度、当該年度の各月における法第38条第1

　　　項第1号ロ（2）に規定する保険者の給付に要する費用等の額（以下「法定給付費

　　　額」という。）を翌年度の9月1日までに報告しなければならないこと。

　　4　保険者は、支払基金に対し、各月ごとの当該保険者に係る前期高齢者給付費額

　　　及びその内訳について、翌々月の15日までに報告しなければならないこと。

　　5　合併、分割又は解散が4月2日以降に行われた場合における当該合併により成

　　　立した保険者、当該分割により成立した保険者（分割後存続する保険者がある場

　　　合を除く。）及び当該合併後存続する保険者並びに当該解散をした保険者の権利

　　　義務を承継した保険者又は清算法人は、支払基金に対し、当該合併、分割又は解

　　　散により消滅した保険者の当該年度の各月末日（当該合併、分割又は解散が行わ

　　　れた日の属する月にあっては、当該合併、分割又は解散が行われた日とする。）

　　　における加入者の数、前期高齢者である加入者の数、法定給付費額及び前期高齢

　　　者給付費額を当該合併、分割又は解散が行われた日から3ヶ月以内に文書により

　　　報告しなければならないこと。

二　新設等の届出

　1　新たに設立された保険者又は合併若しくは分割により成立した保険者は、新た

　　に設立された目又は合併若しくは分割があった日から14日以内に次の（1）から

　　（3）までの事項を支払基金に届け出なければならないこと。

　　（1）　保険者の名称及び保険者番号

　　（2）　主たる事務所の所在地

　　（3）　代表者の氏名及び住所

　2　保険者は、合併若しくは分割があったとき、若しくは解散した保険者の権利義

　　務を承継したとき、又は1の（1）から（3）までの事項のいずれかについて変更が

　　歯）つたときは、14日以内にその旨を支払基金に届け出なければならないこと。

．三　端数計算



1　前期高齢者交付金、前期高齢者納付金等又は後期高齢者支援金等の額に1円未

満の端数があるときは、これを切り捨てるものとすること。

2　前期高齢者交付金、前期高齢者納付金等又は後期高齢者支援金等の額の算定に

おける端数計算の方法を定めること。

四　公示

　1　算定省令の規定中、厚生労働大臣が定める率又は額について、厚生労働大臣が

　　定めたときは、年度ごとにあらかじめ公示するものとすること。

　2　厚生労働大臣は、次の（1）から（4）までの率又は額について、年度ごとにあら

　　かじめ公示するものとすること。

　　（1）　第1の八の4に規定する全保険者平均前期高齢者加入率見込値

　　（2）　第1の十三において準用する第1の八の4に規定する全保険者平均前期高

　　　齢者加入率

　　（3）　法第38条第3項に規定する負担調整対象見込額の総額を加入者見込総数

　　　で除して得た額

　　（4）　法第39条第3項に規定する負担調整対象額の総額を前々年度におけるす

　　　べての保険者に係る加入者の総数で除して得た額

第8　経過措置関係（算定省令附則第2条～第14条及び第23条関係）

　一　平成20年度及び平成21年度の概算前期高齢者交付金の額、概算前期高齢者納

　　付金の額及び前期高齢者関係事務費拠出金の額並びに概算後期高齢者支援金の額及

　　び後期高齢者関係事務費拠出金の額の算定において、以下の数又は額の算定方法の

　　特例を定めたこと。

1
2
3
4
5
6
7

前期高齢者給付費見込額

前期高齢者である加入者の見込数

法定給付費見込額

加入者見込数

保険納付対象額の見込額の総額

加入者見込総数

加入者一人当たり負担見込額

二　平成20年度の前期高齢者給付費額及びその内訳の報告に関し第7の一の4の規

　定により難い特別の事情のある保険者については、厚生労働大臣の承認を受けて別

　に定める前期高齢者給付費額及びその内訳の報告をもって代えることができるこ

　と。

三厚生労働大臣は、第8の一の5又は第8の二の5の規定により平成20年度及び

　平成21年度の保険納付対象額の見込額の総額を定めたときは、あらかじめ公示す

　るものとすること。



四　施行令附則第13条に規定する特定市町村における平成20年度から平成25年

　度までの間の基金事業交付金又は基金事業貸付金の額の算定については、第4の一

　の（2）、第4の四の（2）、第4の九の（2）、第4の十の規定を適用する場合におけ

　る読替規定を定めること。

五　平成20年度及び平成21年度における基金事業交付金及び基金事業貸付金の額

　の算定の基礎となる額を定めること。

六　平成20年度から平成24年度までの各年度における特別高額医療費共同事業拠

　出金の額の算定に係る療養の費用の額の算定方法について定めること。

七　平成20年度から平成24年度における特別高額医療費共同事業拠出金の額の算

　定方法について定めること。

八　平成20年度及び平成21年度における被保険者の数の特例について定めるこ
　と。

九　広域連合が後期高齢者医療に関する特別会計に繰り入れる額は、施行令附則第1

　3条に規定する特定市町村が加入する広域連合の当該年度の賦課期日において、同

　条に規定する特定市町村区域内被保険者であることが当該年度の10月20日まで

　の間に明らかになった被保険者について、当該広域連合が同条の規定の適用がない

　ものとして施行令第18条に規定する基準に従い賦課を行うこととした場合に得ら

　れる当該年度の保険料の合計額から施行令附則第13条の規定を適用して施行令第

　18条及び附則第13条に規定する基準に従い賦課を行う場合に得られる当該年度

　の保険料の合計額を控除した額（その額が現に当該年度分の法附則第14条第2項

　に規定する減少することとなる保険料の総額を超えるときは、当該総額）とするこ

　と。

第9　病床転換助成事業関係（算定省令附則第15条～第22条関係）

　　　法附則第2条の厚生労働省令で定める者

　　　法附則第2条の厚生労働省令で定める者は、次の1から3までの者とすること。

　　1　医療法（昭和23年法律第205号）第39条第2項に規定する医療法人

　　2　医療法第7条の規定により病院又は診療所の開設の許可を受けた者（1に該当

　　　する者を除く。）

　　3　医療法第8条の規定により、診療所の開設の届出をした者

二　法附則第2条の厚生労働省令で定める病床

　　法附則第2条の厚生労働省令で定める病床は、次の1又は2の病床とすること。

　1　医療法第7条第2項第4号に規定する療養病床（介護保険法第48条第！項第

　　3号に規定する介護療養型医療施設を除く。）



2　医療の効率的な提供の推進のために病床の転換が必要と認められる病床

三　法附則第2条の厚生労働省令で定める施設

　　法附則第2条の厚生労働省令で定める施設は、老人福祉法（昭和38年法律第1

　33号）第20条の6に規定する軽費老人ホームその他厚生労働大臣が定めるもの

　とすること。

四　病床転換支援金に係る加入者見込数の算定方法

　1　法附則第8条に規定するすべての保険者に係る加入者の見込総数の算定につい

　　て、第2の三の加入者見込総数の規定を準用すること。

　2　法附則第8条に規定する当該保険者に係る加入者の見込数の算定について、第

　　2の三の加入者見込数の規定を準用すること。

　3　新設保険者等に係る加入者見込数の算定について、第2の三の新設保険者等に

　　係る加入者見込数の規定を準用すること乙

五　病床転換助成関係事務費拠出金の額の算定方法

　　法附則第9条に規定する病床転換助成関係事務費拠出金の額の算定について、第

　2の五の前期高齢者事務費拠出金の額の算定の規定を準用すること。

六　病床転換支援金等に係る納付の猶予の申請

　　法附則第10条において準用する法第46条第1項の規定により病床転換支援金

　等の一部の納付の猶予を受けようとする保険者について、第2の六の前期高齢者納

　付金等に係る納付の猶予の申請の規定を準用すること。

七　病床転換支援金等に係る端数計算

　　病床転換支援金等の額に1円未満の端数があるときは、

　すること。

これを切り捨てるものと

八　平成20年度及び平成21年度の病床転換支援金等に係る算定の特例

　　病床転換支援金の算定に係る平成20年度及び平成21年度の加入者見込数につ

　いて、第8の一の4の平成20年度及び平成21年度の加入者見込数の規定を準用

　すること。

第10　施行期日　（算定省令附則第1条関係）

　　この政令は、平成20年4月1目から施行すること。
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保発第1122002号
平成19年11月22日

都道府県知事殿 @厚生労働省保険局鮮禰
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　醗鍵

　　　後期高齢者医療の調整交付金の交付額の算定に関する省令の施行について

　後期高齢者医療の調整交付金の交付額の算定に関する省令（平成19年厚生労働省令第

141号。以下「規則」という。）が本日公布され、平成20年4月1日から施行するこ

ととされたところであるが、この省令の趣旨及び内容は下記のとおりであるので、貴都道

府県内の市町村（特別区を含む。以下同じ。）、後期高齢者医療広域連合（以下r広域連合」

という。）等に周知徹底を図られたい。

記

第一　省令の趣旨

　本省令は、高齢者の医療の確保に関する法律（昭和57年法律第80号。以下「法」

という。）及び前期高齢者交付金及び後期高齢者医療の国庫負担金の算定等に関する政

令（平成19年政令第325号。以下「算定政令」という。）の規定に基づき、並びに

これらの法令を実施するため、必要な規定を定めるものであること。

第二　省令の内容

第1　普通調整交付金の交付（規則第2条関係）

　　普通調整交付金は、調整対象需要額が調整対象収入額を超える広域連合に対して交

　付すること。

第2　普通調整交付金の額の算定（規則第3条関係）

　　普通調整交付金の額は、調整対象需要額から調整対象収入額を控除した額とするこ

　と。

第3　調整対象需要額の算定方法（規則第4条関係）

　一　調整対象需要額の算定方法を次のとおりとすること．

　　　調整対象需要額＝｛負担対象額・〈（1／12＋後期高齢者負担率）＋特定費用額＼

　　　　　　　　　　　後』期高歯行者負手旦率i｝＼言周i整係∋1設



（1）負担対象額＝第1号被保険者（法第67条第1項第1号に掲げる場合に該当す

　　　　　　　　る者をいう。）に係る次のイ及びロの額の合計額

（2）特定費用額二第2号被保険者（法第67条第1項第2号に掲げる場合に該当す

　　　　　　　　る者をいう。）に係る次のイ及びロの額の合計額

　イ　請求費用算定期間（前年度の12月11日から当該年度の12月10日まで
　　　の間）における請求に係る療養の給付に要した費用の額であって当該年度の1

　　　2月末日において審査決定しているものの額から当該給付に係る一部負担金に

　　相当する額を控除した額並びに請求費用算定期間における請求に係る入院時食

　　　事療養費、入院時生活療養費、保険外併用療養費及び訪問看護療養費の支給に

　　　要した費用の額であって当該年度の12月末目において審査決定しているもの

　　　の合計額

　　ロ　支給費用算定期間（前年度の1月1日から当該年度の12月31目までの問）

　　　における入院時食事療養費、入院時生活療養費、保険外併用療養費、療養費及

　　　び特別療養費、移送費、高額療養費並びに高額介護合算療養費の支給に要した

　　　費用の額の合計額

二　調整係数の算定方法を次のとおりとすること。

　調整係数＝補正前調整係数×補正係数

三　二の補正前調整係数は、次の（1）の額を（2）の額で除して得た率とすること。

　（1）調整前調整対象需要額一（特別調整交付金の額＋高額医療費公費負担の額）

　（2）調整前調整対象需要額

四　二の補正係数は、次の（1）の額を（2）の額で除して得た率を基準として、毎年度、

　厚生労働大臣が定めること。

　（1）調整交付金の総額から特別調整交付金の総額を控除して得た額

　（2）各広域連合ごとに算定した次のイの額からロの額を控除した額の合計額

　　イ　調整前調整対象需要額×補正前調整係数

　　ロ　第4の一の（1）及び（2）に掲げる額の合計額×補正前調整係数

第4　調整対象収入額の算定方法（規則第5条関係）

　一　調整対象収入額の算定方法を次のとおりとすること。

　　調整対象収入額＝｛（1）の額＋（2）の額｝×第3の一の調整係数

　　（1）（第3の一の負担対象額＋第3の一の特定費用額）×5／100

　　（2）（1）×所得係数

　二　一の所得係数は、1人当たり所得額を1人平均所得額で除して得た率とすること。

　三　二の1人当たり所得額は、賦課期日における被保険者に係る基礎控除後の総所得

　　金額等の合計額を、前年度の1月から当該年度の12月までの各月末における被保

　　険者の数の合計数を12で除して得た数で除して得た額とすること。

　四　二の1人平均所得額は、各広域連合の賦課期日における被保険者に係る基礎控除

　　後の総所得金額等の合計額の合計額を各広域連合の平均被保険者数の合計数で除し

　　て得た額を基礎として、毎年度、厚生労働大臣が定める額とすること。



第5　特別調整交付金の額（規則第6条関係）

　　特別調整交付金の額を、次の一から七までのとおりとすること。

　一　構成市町村（広域連合を組織する市町村をいう。以下同じ。）につき、、前年度の

　　1月1日から当該年度の12月31目までの間に災害その他特別の理由により減免

　　の措置を採った被保険者に係る保険料の額の合計額が、当該構成市町村につき算定

　　した調整前調整対象需要額の100分の1に相当する額以上である場合　該当する

　　構成市町村ごとに算定した当該被保険者に係る保険料の減免額の合計額の10分の

　　8以内の額の合計額
　二　構成市町村につき、前年度の1月1目から当該年度の12月31日までの間にお

　　ける次のイに掲げる額がロに掲げる額の100分の1に相当する額以上である場合

　　　該当する構成市町村の当該療養の給付に係る一部負担金の減免額並びに当該減免

　　により加算された保険外併用療養費、訪問看護療養費及び特別療養費の額の合計額

　　の10分の8以内の額の合計額
　　イ　災害その他特別の理由による療養の給付に係る一部負担金の減免額、当該一部

　　　負担金減免により加算された保険外併用療養費、訪問看護療養費及び特別療養費

　　　の額の合計額
　　ロ　イの額、療養り給付に係る一部負担金の額並びに保険外併用療養費、特別療養

　　　費又は訪問看護療養費の支給についての療養につき算定した費用の額からこれら

　　　の療養に要した費用につき保険外併用療養費、特別療養費又は訪問看護療養費と

　　　　して支給される額に相当する額を控除した額の合計額

　三　構成市町村につき算定した調整前調整対象需要額のうち、流行病、災害を原因と

　　する疾病若しくは負傷又は地域的に発生する特殊疾病に係る額の占める割合が10

　　　0分の5を超える場合　該当する構成市町村ごとに算定した調整前調整対象需要額

　　　×（当該割合一5／100）×5／10以内の額の合計額
　　四　構成市町村につき算定した調整前調整対象需要額のうち、原子爆弾被爆者に対す

　　　る援護に関する法律（平成6年法律第117条）にいう被爆者に係る額の占める割

　　　合が100分の3を超える場合　該当する構成市町村の被爆者につき算定した当該

　　　被爆者に係る額の10分の8以内の額の合計額
　　五　調整前調整対象需要額のうち、診療報酬の算定方法（平成18年厚生労働省告示

　　　第92号）第5号の規定に基づき定められた療養担当手当に係る額がある場合　当

　　　該療養担当手当に係る額の4分の3以内の額
　　六　構成市町村につき算定した調整前調整対象需要額のうち、結核性疾病及び精神病

　　　に係る額の占める割合が100分の15を超える場合　該当する構成市町村につき

　　　算定した調整前調整対象需要額×（当該割合一15／100）×8／10以内の額の

　　　合計額

　　七　その他特別の事情がある場合　別に定める額

’第6　端数計算（規則第7条関係）

　　調整交付金の額、調整対象需要額又は調整対象収入額を算定する場合における端数

　計算について、次のとおりとすること。



（1）500円未満の端数があるときは、その端数を切り捨てる。

（2）500円以上1，000円未満の端数があるときは、その端数を1，000円

　に切り上げる。

第7　経過措置（規則附則第2条及び第3条関係）

　一　平成20年度の調整対象需要額の算定の特例

　　　平成20年度の調整対象需要額の算定に係る請求費用算定期間を平成20年4月

　　1目から平成20年12月末日までとし、支給費用算定期間を平成20年4月1日

　　から12月31日までとすること。

　二　平成20年度の調整対象収入額の算定の特例

　　　平成20年度の調整対象収入額の算定に係る1人当たり所得額は、賦課期日にお

　　ける被保険者に係る基礎控除後の総所得金額等の合計額を平成20年4月から12

　　月までの各月末における被保険者の数の合計数を9で除して得た数で除して得た額

　　とすること。

　三　平成20年度から平成23年度までの間における特別調整交付金の額の算定の特

　　例
　　　平成20年度から平成23年度までにおける特別調整交付金の額の算定の特例を

　　次のとおりとすること。

　　（1）平成20年度の特別調整交付金の額については、規則第6条に基づき算定され

　　　た額に8分の11を乗じて得た額とする。

　　（2）平成21年度から平成23年度までの特別調整交付金の額については、規則第

　　　6条に基づき算定された額に12分の11を乗じて得た額とする。

第8　施行期日

　　この省令は、平成20年4月1日から施行すること。



　　　　　　　　（参考資料）4

（号外第268号）　（2分冊の1）
幸
侵官木曜日平成19年11月22日1

明
治
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日

第
三
極
郵
便
物
認
可

　
コ陛一一一

黶
c

（号　　外）
虫立行政法人国立印刷局

目

次

〔
省

令
〕

○
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
に

　
よ
る
保
険
者
の
前
期
高
齢
者
交
付
金
等
の

　
額
の
算
定
等
に
関
す
る
省
令

　
（
厚
生
労
働
一
四
〇
）

○
後
期
高
齢
者
医
療
の
調
整
交
付
金
の
交
付

　
額
の
算
定
に
関
す
る
省
令
（
同
一
四
一
）

三

〔
告

示
〕

○
療
担
規
則
及
び
薬
担
規
則
並
び
に
療
担
基

　
準
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
掲

　
示
事
項
等
の
一
部
を
改
正
す
る
件

　
（
厚
生
労
働
三
八
八
）

○
製
材
（
枠
組
壁
工
法
構
造
用
製
材
を
除

　
く
。
）
の
格
付
の
表
示
の
様
式
及
び
表
示
の

　
方
法
を
定
め
る
件
（
農
林
水
産
一
四
六
五
）

O
製
材
、
押
角
及
び
耳
付
材
に
つ
い
て
の
製

　
造
業
者
等
の
認
定
の
技
術
的
基
準
の
一
部

　
を
改
正
す
る
件
（
同
一
四
六
六
）

○
製
材
、
押
角
及
び
耳
付
き
材
に
つ
い
て
の

　
検
査
方
法
の
全
部
を
改
正
す
る
件

　
　
（
同
一
四
六
七
）

○
奈
良
県
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
飛
行
場
灯
火
に
つ

　
い
て
告
示
し
た
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
件

　
　
（
国
土
交
通
一
五
〇
八
）

O
航
空
保
安
無
線
施
設
の
名
称
、
位
置
等
に

　
関
す
る
告
示
の
一
部
を
改
正
す
る
件

　
　
（
同
一
五
〇
九
）

西二〇三二三二五

○

〔
官
庁
報
告
〕

　
　
　
　
国
家
試
験

平
成
十
九
年
度
弁
理
士
試
験
合
格
者

（
工
業
所
有
権
審
議
会
）

〔
公

告
〕

諸
事
項

官
庁
　
押
収
物
還
付
、
建
設
業
の
許
可
の
取
消
処

　
分
関
係

裁
判
所

　
破
産
、
免
責
、
再
生
関
係

特
殊
法
人
等

　
日
本
弁
護
士
連
合
会
弁
護
士
名
簿
登
録
・

　
登
録
換
え
・
登
録
取
消
し
・
氏
名
変
更
・

　
記
章
紛
失
、
外
国
法
事
務
弁
護
士
名
簿
の

　
登
録
・
登
録
取
消
し
・
指
定
法
の
付
記
・

　
記
章
■
紛
失
関
係

地
方
公
共
団
体

　
行
旅
死
亡
人
関
係

会
社
そ
の
他

会
社
決
算
公
告

［
＞柔毛三一6

八
5
九

二
一

O省

令

O
厚
生
労
働
省
令
第
百
四
十
号

鞠
鷺
の
の
駆
糊
馨
疏
磐
郷
確
論
繭
解
離
講
歓
難
二
堅
調
灘
縫
鮒
駿
離
謂

び
に
こ
れ
ら
の
法
令
を
実
施
す
る
た
め
、
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
保
険
者
の
前
期
高
齢
者
交
付

金
等
の
額
の
算
定
等
に
関
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　
平
成
十
九
年
十
一
月
二
十
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
舛
添
　
要
｝

　
　
　
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
保
険
者
の
前
期
高
齢
者
交
付
金
等
の
額
の
算
定
等
に
関
す
る
省

　
　
　
令

目
次
　
第
一
輩
　
前
期
高
齢
者
交
付
金
（
第
一
条
1
第
十
六
条
）

　
第
二
革
　
前
期
高
齢
者
納
付
金
等
（
第
十
七
条
－
第
二
十
二
条
）

　
第
三
章
　
市
町
村
の
特
別
会
計
へ
の
繰
入
れ
等
（
第
二
十
三
条
）

　
第
四
章
財
政
安
定
化
基
金

　
　
第
一
節
　
財
政
安
定
化
基
金
に
よ
る
交
付
事
業
（
第
二
十
四
条
1
第
二
十
八
条
）

　
　
第
二
節
　
財
政
安
定
化
基
金
に
よ
る
貸
付
事
業
（
第
二
十
九
条
一
第
三
十
三
条
）

　
第
五
章
特
別
高
額
医
療
費
共
同
事
業
（
第
三
十
四
条
．
第
三
十
五
条
）

　
第
六
章
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
（
第
三
十
六
条
－
第
四
十
三
条
）

　
第
七
章
　
雑
則
（
第
四
十
四
条
一
策
四
十
七
条
）

　
附
則

　
　
　
第
一
車
　
前
期
高
齢
者
交
付
金

　
（
法
第
三
十
二
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
前
期
高
齢
者
で
あ
る
加
入
者
）

第
一
条
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
八
十
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
三
十

二
条
笙
激
壁
議
省
令
で
定
め
る
前
期
藷
者
で
あ
る
加
入
者
は
、
七
＋
五
蟻
上
の
加
入
者
と
す
る
．

　
（
前
期
高
輪
有
交
付
朋
整
金
額
）

第
二
条
　
前
々
年
度
の
概
算
前
期
高
齢
者
交
付
金
の
額
（
法
第
三
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
概
算
前
期
高
齢
者
交
付

　
金
の
額
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
前
々
年
度
の
確
定
前
期
高
齢
者
交
付
金
の
額
（
法
第
三
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す

　
る
確
定
前
期
高
齢
者
交
付
金
の
額
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
超
え
る
保
険
者
（
以
下
「
前
期
高
齢
者
交
付
控
除
対
象

　
保
険
者
」
と
い
う
。
）
に
係
る
前
期
高
齢
者
交
付
調
整
金
額
（
法
第
三
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
前
期
高
齢
者
交
付

　
調
整
金
額
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
は
、
そ
の
超
え
る
額
（
以
下
「
前
期
庇
齢
者
交
付
超
過
額
」
と
い
う
。
）
に
次
条
に

　
規
定
す
る
前
期
高
齢
者
交
付
算
定
率
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

2
　
前
々
年
度
の
概
獅
前
期
高
齢
者
交
付
金
の
額
が
前
々
年
度
の
確
定
前
期
高
齢
者
交
付
金
の
額
に
満
た
な
い
保
険
者

　
（
以
下
「
前
期
高
齢
者
交
付
加
算
対
狼
保
険
者
」
と
い
う
。
）
に
係
る
前
期
高
齢
者
交
付
調
整
金
額
は
、
そ
の
満
た
な

　
い
額
（
以
下
「
前
期
高
齢
者
交
付
不
足
額
」
と
い
う
。
）
に
次
条
に
規
定
す
る
前
期
高
齢
者
交
付
算
定
率
を
乗
じ
て
得

　
た
額
と
す
る
。

　
（
前
期
高
齢
者
交
付
算
定
率
の
算
定
方
法
）

第
三
条
前
期
高
齢
者
交
付
算
定
率
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
額
を
第
二
号
に
掲
げ
る
額
で
除
し
て
得
た
率
を
基
準
と
し

　
て
、
年
度
．
こ
と
に
あ
ら
か
じ
め
爆
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
率
と
す
る
。

　
一
　
す
べ
て
の
前
期
高
齢
者
交
付
加
算
対
鍮
保
険
者
に
係
る
前
期
高
齢
者
交
付
不
足
額
の
合
計
額
及
び
す
べ
て
の
前

　
　
期
高
齢
者
交
付
控
除
対
象
保
険
者
に
係
る
前
期
高
齢
者
交
付
超
過
額
の
合
計
額
に
係
る
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払

　
　
基
金
（
以
下
「
支
払
基
金
」
と
い
う
。
）
の
支
払
利
息
の
額
と
受
取
利
息
の
額
と
の
差
額
を
基
礎
と
し
て
、
前
々
年

　
　
度
に
お
け
る
支
払
基
金
の
保
険
者
に
対
し
前
期
高
齢
者
交
付
金
（
法
第
三
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
前
期
高
齢

　
　
者
交
付
金
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
交
付
す
る
業
務
上
生
じ
た
利
息
の
額
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
支
払
基
金

　
　
が
あ
ら
か
じ
め
厚
生
労
働
大
臣
の
承
認
を
受
け
て
算
定
す
る
額

　
二
　
す
べ
て
の
前
期
高
齢
者
交
付
加
郷
対
独
保
険
者
に
係
る
前
期
高
齢
者
交
付
不
足
額
の
合
計
額
と
す
べ
て
の
前
期

　
　
高
齢
者
交
付
控
除
対
象
保
険
者
に
係
る
前
期
高
齢
者
交
付
超
過
額
の
合
計
額
と
の
差
額
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（
法
第
三
十
四
条
第
二
項
第
一
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
医
療
に
関
す
る
給
付
）

第
四
条
　
法
第
三
十
四
条
第
二
項
第
一
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
医
療
に
関
す
る
給
付
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

　
保
険
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
給
付
と
す
る
。

　
一
　
側
廊
保
険
の
保
険
者
　
健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
第
五
十
二
条
及
び
第
百
二
十
七
条
に
掲

　
　
げ
る
保
険
給
付

　
二
　
船
員
保
険
の
保
険
者
　
船
員
保
険
法
（
昭
和
十
四
年
法
律
第
七
十
三
号
）
に
規
定
す
る
療
養
の
給
付
並
び
に
入

　
　
院
時
食
事
療
養
費
、
入
院
時
生
活
療
養
費
、
保
険
外
併
用
療
養
費
、
療
養
費
、
訪
問
哲
護
療
養
費
及
び
移
送
費
の

　
　
支
給
（
船
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
号
）
第
八
十
九
条
に
規
定
す
る
療
養
補
償
に
相
当
す
る
も
の
及
び
通

　
　
勤
に
よ
る
も
の
を
除
く
。
）
並
び
に
傷
病
手
当
金
及
び
葬
祭
料
の
支
給
（
職
務
上
の
事
由
又
は
通
勤
に
よ
る
も
の
を

　
　
除
く
。
）
並
び
に
家
族
療
養
費
、
家
族
訪
問
看
護
療
養
費
、
家
族
移
送
費
、
高
額
療
養
費
、
高
額
介
護
合
算
療
養
費
、

　
　
出
産
育
児
一
時
金
、
出
産
手
当
金
、
家
族
出
産
育
児
一
時
金
及
び
家
族
葬
祭
料
の
支
給

　
三
　
国
民
健
康
保
険
の
保
険
者
　
国
民
健
威
保
険
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
九
十
二
号
）
に
規
定
す
る
療
養
の

　
　
給
付
並
び
に
入
院
時
食
事
療
養
費
、
入
院
時
生
活
療
養
費
、
保
険
．
外
併
用
療
養
費
、
療
養
費
、
訪
問
看
護
療
養
費
、

　
　
特
別
療
養
費
、
移
送
費
、
高
額
療
養
費
及
び
高
額
介
護
合
算
療
養
費
の
支
給
（
退
職
被
保
険
者
及
び
そ
の
被
扶
養

　
　
者
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
並
び
に
出
産
育
児
一
時
金
及
び
葬
祭
費
の
支
給
並
び
に
葬
祭
の
給
付

　
四
　
国
家
公
務
員
共
済
組
合
　
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
二
十
八
号
）
第
五
十
一
条
第

　
　
一
項
第
一
号
か
ら
第
九
号
ま
で
に
掲
げ
る
短
期
給
付
（
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
三
年
政
令

　
　
第
二
百
七
号
）
第
十
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
在
外
組
合
員
及
び
同
令
第
三
十
三
条
に
規
定
す
る
在
外
被
扶

　
　
養
者
が
本
邦
外
に
あ
る
期
間
内
に
お
い
て
受
け
る
も
の
を
除
く
。
）

　
五
　
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
　
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
五
十
二
号
）
第
五
十
三

　
　
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
九
号
ま
で
に
掲
げ
る
短
期
給
付

　
六
　
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
　
私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
二
百
四
十
五
号
）

　
　
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
九
号
ま
で
に
掲
げ
る
短
期
給
付

　
（
前
期
高
齢
者
給
付
費
見
込
額
の
算
定
方
法
）

第
五
条
　
法
弟
三
十
四
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
前
期
高
齢
者
給
付
費
見
込
額
（
以
下
「
前
期
高
齢
者
給
付
費
見

　
込
額
」
と
い
う
。
）
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
額
に
第
二
号
に
掲
げ
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
ど
す
る
。

　
一
　
法
第
三
十
五
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
前
期
高
齢
者
給
付
費
額
（
そ
の
額
が
当
該
保
険
者
に
係
る
特
別
の

　
　
事
情
に
よ
り
著
し
く
過
大
又
は
過
小
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
保
険
者
の
申
請
に
基
づ
き
、
あ
ら
か

　
　
じ
め
支
払
基
金
が
厚
生
労
働
大
臣
の
承
認
を
受
け
て
算
定
す
る
額
と
す
る
。
）

　
二
　
次
項
に
規
定
す
る
新
設
保
険
者
等
以
外
の
す
べ
て
の
保
険
者
に
係
る
前
期
高
齢
者
給
付
費
見
込
額
の
総
額
を
そ

　
　
れ
ら
の
保
険
者
に
係
る
前
号
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額
で
除
し
て
得
た
率
を
基
準
と
し
て
年
度
、
こ
と
に
あ
ら
か
じ
め

　
　
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
率

2
　
当
該
年
度
の
前
々
年
度
の
四
月
二
日
か
ら
当
該
年
度
の
四
月
一
日
ま
で
の
間
に
新
た
に
設
立
さ
れ
た
保
険
者
及
び

　
当
該
年
度
の
前
々
年
度
の
四
月
二
日
か
ら
当
該
年
度
の
四
月
一
日
ま
で
の
間
に
合
併
又
は
分
割
に
よ
り
成
立
し
た
保

　
険
者
（
以
下
「
新
設
保
険
者
等
」
と
い
う
。
）
に
係
る
前
期
高
齢
者
給
付
費
見
込
額
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

　
当
該
新
設
保
険
者
等
に
係
る
前
期
高
齢
者
で
あ
る
加
入
者
（
法
第
三
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
前
期
高
齢
者
で
あ

　
る
加
入
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
数
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
支
払
基
金
が
厚
生
労
働
大
臣
の

　
承
認
を
受
け
て
算
定
す
る
額
と
す
る
。

　
（
調
整
対
象
外
給
付
費
見
込
額
の
算
定
方
法
）

第
六
条
，
法
窮
三
十
四
条
第
二
項
第
二
号
本
文
の
厚
王
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
額
（
以
下
「
調

　
整
対
象
外
給
付
費
見
込
額
」
と
い
う
。
）
は
、
当
該
探
険
者
に
係
る
前
期
高
齢
者
給
付
費
見
込
額
か
ら
第
一
号
に
掲
げ

　
る
額
に
第
二
号
に
掲
げ
る
数
を
乗
じ
て
得
た
額
を
控
除
し
て
得
た
額
と
す
る
。

　
一
　
法
第
三
十
四
条
第
五
項
に
規
定
す
る
一
人
平
均
前
期
高
齢
者
給
付
費
見
込
額
（
以
下
「
一
人
平
均
前
期
高
齢
者

　
　
給
付
費
見
込
額
」
と
い
う
。
）
に
当
該
年
度
に
係
る
同
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
率
を
乗
じ
て

　
　
得
た
額

　
二
　
当
該
年
度
に
お
け
る
当
該
保
険
者
に
係
る
前
期
高
齢
者
で
あ
る
加
入
者
の
見
込
数

2
　
当
該
年
度
に
お
い
て
新
た
に
設
立
さ
れ
た
保
険
者
に
係
る
調
整
対
象
外
給
付
費
見
込
額
の
算
定
に
当
た
っ
て
は
、

　
一
人
平
均
前
期
高
齢
者
給
付
費
見
込
額
は
、
第
十
一
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
条
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る

　
額
を
基
礎
と
し
て
、
当
該
保
険
者
の
設
立
時
期
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
あ
ら
か
じ
め
支
払
基
金
が
厚
生
労
働
大

　
臣
の
承
認
を
受
け
て
算
定
す
る
額
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

　
（
一
人
当
た
り
前
期
高
齢
渚
給
付
費
見
込
額
の
算
定
方
法
）

第
七
条
　
法
第
三
十
四
条
第
二
項
窮
二
号
イ
に
規
定
す
る
一
の
保
険
者
に
係
る
前
期
高
齢
者
で
あ
る
加
入
者
一
人
当
た

　
り
の
前
期
高
齢
者
給
付
費
見
込
額
は
、
当
該
保
険
者
に
係
る
前
期
高
齢
者
給
付
費
見
込
額
を
次
条
に
規
定
す
る
当
該

　
年
度
に
お
け
る
当
該
保
険
者
に
係
る
前
期
高
蹄
者
で
あ
る
加
入
者
の
見
込
数
で
除
し
て
得
た
額
と
す
る
。

　
（
前
期
高
齢
者
で
あ
る
加
入
者
の
見
込
数
の
算
定
方
法
）

第
八
条
　
当
該
年
度
に
お
け
る
当
該
保
険
者
に
係
る
前
期
高
齢
者
で
あ
る
加
入
者
の
見
込
数
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
数

　
に
第
二
号
に
掲
げ
る
率
を
乗
じ
て
得
た
数
と
す
る
。

　
一
　
当
該
年
度
の
前
々
年
度
に
お
け
る
当
該
保
険
者
に
係
る
前
期
高
齢
者
で
あ
る
加
入
者
の
数
（
そ
の
数
が
当
該
保

　
　
険
者
に
係
る
特
別
の
事
情
に
よ
り
著
し
く
過
大
又
は
過
小
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
保
険
者
の
申
請

　
　
に
基
づ
き
、
あ
ら
か
じ
め
支
払
基
金
が
厚
生
労
働
大
臣
の
承
認
を
受
け
て
算
定
す
る
数
と
す
る
。
）

　
二
　
当
該
年
度
に
お
け
る
新
設
保
険
者
等
以
外
の
す
べ
て
の
保
険
者
に
係
る
前
期
高
齢
者
で
あ
る
加
入
者
の
見
込
数

　
　
の
総
数
を
そ
れ
ら
の
保
険
者
に
係
る
前
号
に
掲
げ
る
数
の
合
計
数
で
除
し
て
得
た
率
を
基
準
と
し
て
年
度
ご
と
に

　
　
あ
ら
か
じ
め
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
率

2
　
新
設
保
険
者
等
に
係
る
当
該
年
度
に
お
け
る
前
期
高
齢
者
で
あ
る
加
入
者
の
見
込
数
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ

　
ら
ず
、
新
設
保
険
者
等
が
設
立
又
は
成
立
し
た
日
か
ら
当
該
年
度
の
四
月
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
当
該
新
設
保
険

　
者
等
に
係
る
前
期
高
齢
者
で
あ
る
加
入
者
の
数
そ
の
他
の
事
憎
を
勘
案
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
支
払
基
金
が
厚
生
労
働

　
大
臣
の
承
認
を
受
け
て
算
定
す
る
数
と
す
る
。

　
（
概
算
加
入
者
翻
整
率
の
算
定
方
法
）

第
九
条
　
法
弟
三
十
四
条
第
四
項
に
規
定
す
る
概
算
加
入
者
調
整
率
は
、
次
項
に
規
定
す
る
粗
概
算
加
入
者
調
整
率
に

　
第
三
項
に
規
定
す
る
概
算
補
正
係
数
を
乗
じ
て
得
た
率
と
す
る
。

2
　
粗
概
算
加
入
者
調
整
率
は
、
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
全
保
険
者
平
均
前
期
高
齢
者
加
入
率
見
込
値
を
同
条
第
二

　
項
に
規
定
す
る
保
険
者
別
前
期
高
齢
者
加
入
率
見
込
値
で
除
し
て
得
た
率
と
す
る
。

3
　
概
算
補
正
係
数
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
額
を
第
二
号
に
掲
げ
る
額
で
除
し
て
得
た
率
を
基
準
と
し
て
、
年
度
、
こ
と

　
に
あ
ら
か
じ
め
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
率
と
す
る
。

　
一
　
す
べ
て
の
保
険
者
に
係
る
次
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額
の
総
額

　
　
イ
　
各
保
険
者
に
係
る
調
整
対
娘
給
付
費
見
込
額
（
当
該
各
保
険
者
に
係
る
前
期
高
齢
者
給
付
費
見
込
額
か
ら
当

　
　
　
該
各
保
険
者
に
係
る
調
整
対
象
外
給
付
拠
見
込
額
を
控
除
し
て
得
た
額
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）

　
　
ロ
　
各
保
険
者
に
係
る
法
第
三
十
四
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
前
期
高
齢
者
に
係
る
後
期
高
鵬
者
支
援
金
の

　
　
　
概
算
額

　
二
　
す
べ
て
の
保
険
者
に
係
る
次
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額
の
総
額

　
　
イ
　
各
保
険
者
に
係
る
調
整
対
象
給
付
費
見
込
額
に
当
該
各
保
険
者
に
係
る
前
項
に
規
定
す
る
粗
概
算
加
入
者
調

　
　
　
整
率
を
乗
じ
て
得
た
額

　
　
ロ
　
各
保
険
者
に
係
る
法
第
三
十
四
条
第
｝
項
第
二
号
に
規
定
す
る
前
期
高
齢
者
に
係
る
後
期
高
齢
者
支
援
金
の

　
　
　
概
算
額
に
当
該
各
保
険
者
に
係
る
前
項
に
規
定
す
る
粗
概
算
加
入
者
調
整
率
を
乗
じ
て
得
た
額

　
（
全
保
険
者
平
均
前
期
高
齢
者
加
入
率
見
込
値
等
の
算
定
方
法
）

第
十
条
全
保
険
者
平
均
前
期
高
齢
者
加
入
率
見
込
値
は
、
当
該
年
度
に
お
け
る
す
べ
て
の
保
険
者
に
係
る
前
期
高
齢

　
者
で
あ
る
加
入
者
の
見
込
数
の
総
数
を
、
第
十
九
条
塘
一
項
に
規
定
す
る
加
入
者
見
込
総
数
で
除
し
て
得
た
率
と
す

　
る
。
2
　
保
険
者
別
前
期
高
齢
者
加
入
率
見
込
値
は
、
当
該
年
度
に
お
け
る
当
該
保
険
者
に
係
る
前
期
高
齢
者
で
あ
る
加
入

　
者
の
見
込
数
を
、
第
十
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
加
入
者
見
込
数
で
除
し
て
得
た
率
（
そ
の
率
が
下
限
割
合
（
法
第

　
三
十
四
条
第
四
項
に
規
定
す
る
下
限
割
合
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
満
た
な
い
と
き
は
、
下
限
割
合
と
す
る
。
）
と
す

　
る
。



（号外第268号）
幸
侵官木曜日平成19年11月22日

　　　　　2

3
　
（
一
人
平
均
前
期
高
齢
者
給
付
費
見
込
額
の
算
定
方
法
）

第
十
一
条
　
一
人
平
均
前
期
高
齢
者
給
付
費
見
込
額
は
、
す
べ
て
の
保
険
者
に
係
る
前
期
高
齢
者
給
付
費
見
込
額
の
総

　
額
を
当
該
年
度
に
お
け
る
す
べ
て
の
保
険
者
に
係
る
前
期
高
齢
者
で
あ
る
加
入
者
の
見
込
数
の
総
数
で
除
し
て
得
た

　
額
を
基
礎
と
し
て
、
年
度
．
こ
と
に
あ
ら
か
じ
め
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
額
と
す
る
。

　
（
前
期
高
齢
者
給
付
費
額
の
算
定
方
法
）

第
十
二
条
　
法
第
三
十
五
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
前
期
高
齢
者
給
付
費
額
（
以
下
「
前
期
高
齢
者
給
付
費
額
」

　
と
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
保
険
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
掲
げ
る
給
付
の

　
額
の
う
ち
、
前
期
高
齢
者
で
あ
る
加
入
者
に
係
る
給
付
の
額
の
合
計
額
（
第
三
号
に
掲
げ
る
保
険
者
の
う
ち
、
国
民

　
健
康
保
険
法
第
四
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
一
部
負
担
金
の
割
合
を
減
じ
て
い
る
保
険
者
に
つ
い
て
は
、
当
該

　
合
計
額
に
一
部
負
担
金
の
割
合
が
減
ぜ
ら
れ
て
い
な
い
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た

　
額
）
と
す
る
。

　
一
　
健
康
保
険
の
保
険
者
　
健
康
保
険
法
第
五
十
二
条
第
一
号
、
第
六
号
及
び
第
九
号
並
び
に
第
百
二
十
七
条
第
一

　
　
号
、
第
六
号
、
第
九
号
及
び
第
十
号
に
掲
げ
る
保
険
給
付

　
二
　
船
員
保
険
の
保
険
者
　
船
員
保
険
法
に
規
定
す
る
療
養
の
給
付
並
び
に
入
院
時
食
事
療
養
費
、
入
院
時
生
活
療

　
　
養
費
、
保
険
外
併
用
療
養
費
、
療
養
費
、
訪
問
看
護
療
養
費
及
び
移
送
費
の
支
給
（
船
員
法
第
八
十
九
条
に
規
定

　
　
す
る
療
養
補
償
に
相
当
す
る
も
の
及
び
通
勤
に
よ
る
も
の
を
除
く
。
）
並
び
に
家
族
療
養
費
、
家
族
訪
問
看
護
療
養

　
　
費
、
家
族
移
送
費
、
高
額
療
養
費
及
び
高
額
介
護
合
算
療
養
費
の
支
給

　
三
　
国
民
健
康
保
険
の
保
険
者
　
国
民
健
康
保
険
法
に
規
定
す
る
療
養
の
給
付
並
び
に
入
院
時
食
事
療
養
費
、
入
院

　
　
時
生
活
療
養
費
、
保
険
外
併
用
療
養
費
、
療
養
費
、
訪
問
看
護
療
養
費
、
特
別
療
養
費
、
移
送
費
、
高
額
療
養
費

　
　
及
び
高
額
介
護
合
算
療
養
費
の
支
給

　
四
　
国
家
公
務
員
共
済
組
合
　
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
第
五
十
一
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
二
号
の
二
ま
で
に
掲

　
　
げ
る
短
期
給
付
（
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
施
行
令
第
十
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
在
外
組
合
員
及
び
同
令

　
　
第
三
十
三
条
に
規
定
す
る
在
外
被
扶
養
者
が
本
邦
外
に
あ
る
期
間
内
に
お
い
て
受
け
る
も
の
を
除
く
。
）

　
五
　
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
　
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
第
五
十
三
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
二
号
の
二
ま
で

　
　
に
掲
げ
る
短
期
給
付

　
六
　
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
　
私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で

　
　
に
掲
げ
る
短
期
給
付

　
（
調
整
対
象
外
給
付
費
額
の
算
定
方
法
）

第
十
三
条
　
法
第
三
十
五
条
第
二
項
第
二
号
本
文
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
額
（
以
下

　
「
調
整
対
象
外
給
付
費
額
」
と
い
う
。
）
は
、
当
該
保
険
者
に
係
る
前
期
高
齢
者
給
付
費
額
か
ら
第
一
号
に
掲
げ
る
額

　
に
第
二
号
に
掲
げ
る
数
を
乗
じ
て
得
た
額
を
控
除
し
て
得
た
額
と
す
る
。

　
一
　
法
第
三
十
五
条
第
五
項
に
規
定
す
る
一
人
平
均
前
期
高
齢
者
給
付
費
額
（
以
下
コ
人
平
均
前
期
高
齢
者
給
付

　
　
費
額
」
と
い
う
。
）
に
当
該
年
度
の
前
々
年
度
に
係
る
法
第
三
十
四
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る

　
　
率
を
乗
じ
て
得
た
額

　
二
　
当
該
年
度
の
前
々
年
度
に
お
け
る
当
該
保
険
者
に
係
る
前
期
高
齢
者
で
あ
る
加
入
者
の
数

　
　
当
該
年
度
の
前
々
年
度
に
お
い
て
新
た
に
設
立
さ
れ
た
保
険
者
、
合
併
若
し
く
は
分
割
に
よ
り
成
立
若
し
く
は
消

　
滅
し
た
保
険
者
又
は
解
散
を
し
た
保
険
者
に
係
る
調
整
対
象
外
給
付
費
額
の
算
定
に
当
た
っ
て
は
、
一
人
平
均
前
期

　
高
齢
者
給
付
費
額
は
、
第
十
六
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
条
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
額
を
基
礎
と
し
て
、

　
当
該
保
険
者
の
設
立
時
期
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
あ
ら
か
じ
め
支
払
基
金
が
厚
生
労
働
大
臣
の
承
認
を
受
け
て

　
算
定
す
る
額
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

　
（
一
人
当
た
り
前
期
高
齢
者
給
付
費
額
の
算
定
方
法
）

　
た
り
の
前
期
高
齢
者
給
付
費
額
は
、
当
該
保
険
者
に
係
る
前
期
高
齢
者
給
付
費
額
を
当
該
年
度
の
前
々
年
度
に
お
け

　
る
当
該
保
険
者
に
係
る
前
期
高
齢
者
で
あ
る
加
入
者
の
数
で
除
し
て
得
た
額
と
す
る
。

第
十
四
条
　
法
第
三
十
五
条
第
二
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
一
の
保
険
者
に
係
る
前
期
高
齢
者
で
あ
る
加
入
者
一
人
当

　
（
確
定
加
入
者
調
整
率
の
算
定
方
法
）

第
十
五
条
　
第
九
条
及
び
策
十
条
の
規
定
は
、
法
第
三
十
五
条
第
四
項
に
規
定
す
る
確
定
加
入
者
調
整
率
の
算
定
に
つ

　
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
同
表

　
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
そ
れ
ぞ
れ
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
九
条
第
一
項

粗
概
算
加
入
者
調
整
率

粗
確
定
加
入
者
調
整
率

概
算
補
正
係
数

確
定
補
正
係
数

第
九
条
第
二
項

粗
概
算
加
入
者
調
整
率

粗
確
定
加
入
者
調
整
率

全
保
険
者
平
均
前
期
高
齢
者
加
入
率
見
込
値

全
保
険
者
平
均
前
期
高
齢
者
加
入
率

保
険
者
別
前
期
高
齢
者
加
入
率
見
込
値

保
険
者
別
前
期
高
齢
者
加
入
率

第
九
条
第
三
項

概
算
補
正
係
数

確
定
補
正
係
数

調
整
対
象
給
付
費
見
込
額

調
整
対
象
給
付
費
額

前
期
高
齢
者
給
付
費
見
込
額

前
期
高
齢
者
給
付
黄
額

調
整
対
象
外
給
付
費
見
込
額

調
整
対
象
外
給
付
費
額

法
第
三
十
四
条
窮
一
項
第
二
号

法
第
三
十
五
条
第
一
項
第
二
号

後
期
高
齢
者
支
援
金
の
概
算
額

後
期
高
齢
者
支
援
金
の
確
定
額

粗
概
算
加
入
者
調
整
率

粗
確
定
加
入
者
調
整
率

第
十
条
第
一
項
（
見
出
し
を
含
む
。
）

全
保
険
者
平
均
前
期
高
齢
者
加
入
率
見
込
値

全
保
険
者
平
均
前
期
高
齢
者
加
入
率

当
該
年
度

当
該
年
度
の
前
々
年
度

前
期
高
齢
者
で
あ
る
加
入
者
の
見
込
数

前
期
高
齢
者
で
あ
る
加
入
者
の
数

当
該
年
度
の
前
々
年
度
に
お
け
る
す
べ
て
の
保
険
者
に
係
る
加
入
者
の
総
数

第
十
条
第
二
項

保
険
者
別
前
期
高
齢
者
加
入
率
見
込
値

保
険
者
別
前
期
高
齢
者
加
入
率

当
該
年
度

当
該
年
度
の
前
々
年
度

前
期
高
齢
者
で
あ
る
加
入
者
の
見
込
数

前
期
高
齢
者
で
あ
る
加
入
者
の
数

当
該
年
度
の
前
々
年
度
に
お
け
る
当
該
保
険
者
に
係
る
加
入
者
の
数

　
（
｝
人
平
均
前
期
高
齢
者
給
付
費
額
の
算
定
方
法
）

第
士
ハ
条
　
一
人
平
均
前
期
高
齢
者
給
付
費
額
は
、
す
べ
て
の
保
険
者
に
係
る
前
期
高
齢
者
給
付
費
額
の
総
額
を
当
該

　
年
度
の
前
々
年
度
に
お
け
る
す
べ
て
の
保
険
者
に
係
る
前
期
高
齢
者
で
あ
る
加
入
者
の
数
の
総
数
で
除
し
て
得
た
額

　
を
基
礎
と
し
て
、
年
度
．
こ
と
に
あ
ら
か
じ
め
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
額
と
す
る
。

　
　
　
第
二
章
前
期
商
齢
者
納
付
金
等

　
（
前
期
高
齢
者
納
付
調
整
金
額
）

第
十
七
条
　
第
二
条
及
び
第
三
条
の
規
定
は
、
法
第
三
十
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
前
期
高
齢
者
納
付
調
整
金
額
の
算

　
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、

　
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
そ
れ
ぞ
れ
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
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第
二
条
第
一
項
概
算
前
期
高
齢
者
交
付
金
の
額
（
法
第
三
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
概
算
前
期
高
齢
者
交
付
金
の
額

概
算
前
期
高
齢
者
納
付
金
の
額
（
法
第
三
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
概
算
前
期
高
齢
者
納
付
金
の
額

確
定
前
期
高
齢
者
交
付
金
の
額
（
法
第
三
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
確
定
前
期
高
齢
者
交
付
金
の
額

確
定
前
期
高
齢
者
納
付
金
の
額
（
法
第
三
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
確
定
前
期
高
齢
者
納
付
金
の
額

前
期
高
齢
者
交
付
控
除
対
象
保
険
者

前
期
高
齢
者
納
付
控
除
対
象
保
険
者

前
期
高
齢
者
交
付
超
過
額

前
期
高
齢
者
納
付
超
過
額

前
期
高
齢
者
交
付
算
定
率

前
期
高
齢
者
納
付
算
定
率

第
二
条
第
二
項

概
算
前
期
高
齢
者
交
付
金

概
算
前
期
高
齢
者
納
付
金

確
定
前
期
高
齢
者
交
付
金

確
定
前
期
高
齢
者
納
付
金

前
期
高
齢
者
交
付
加
算
対
象
保
険
者

前
期
高
齢
者
納
付
加
算
対
魚
保
険
者

前
期
高
齢
者
交
付
不
足
額

前
期
高
齢
者
納
付
不
足
額

前
期
高
齢
者
交
付
算
定
率

前
期
高
齢
者
納
付
算
定
率

第
三
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）

、
前
期
高
齢
者
交
付
算
定
率

前
期
高
齢
者
納
付
算
定
率

前
期
高
齢
者
交
付
加
算
対
象
保
険
者

前
期
高
齢
者
納
付
加
算
対
象
保
険
者

前
期
高
齢
者
交
付
不
足
額

前
期
高
齢
者
納
付
不
足
額

前
期
高
齢
者
交
付
控
除
対
象
保
険
者

前
期
高
齢
者
納
付
控
除
対
象
保
険
者

前
期
高
齢
者
交
付
超
過
額

前
期
高
齢
者
納
付
超
過
額

前
期
高
齢
者
交
付
金
（
法
第
三
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
前
期
高
齢
者
交
付
金
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
交
付
す
る
業
務

前
期
高
齢
者
納
付
金
等
（
法
第
三
士
パ
条
第
一
項
に
規
定
す
る
前
期
高
齢
者
納
付
金
等
を
い
う
。
）
を
徴
収
す
る
業
務

　
（
法
定
給
付
費
見
込
額
）

第
十
八
条
　
法
第
三
十
八
条
第
一
項
第
一
号
ロ
③
に
規
定
す
る
保
険
者
の
給
付
に
要
す
る
費
用
等
の
見
込
額
（
以
下
「
法

　
定
給
付
費
見
込
額
」
と
い
う
。
）
は
、
次
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額
と
す
る
。

　
一
　
イ
に
掲
げ
る
額
に
ロ
に
掲
げ
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額

　
　
イ
　
当
該
年
度
の
前
々
年
度
に
お
け
る
第
四
条
に
掲
げ
る
医
療
に
関
す
る
給
付
の
額
の
合
計
額

　
　
ロ
　
新
設
保
険
者
等
以
外
の
す
べ
て
の
保
険
者
に
係
る
医
療
に
関
す
る
給
付
の
額
の
動
向
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案

　
　
　
し
て
年
度
ご
と
に
あ
ら
か
じ
め
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
率

　
ニ
　
イ
に
掲
げ
る
額
に
ロ
に
掲
げ
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額

　
　
イ
　
当
該
年
度
の
前
々
年
度
に
お
け
る
健
康
保
険
法
第
百
七
十
六
条
に
規
定
す
る
確
定
日
雇
拠
出
金
の
額

　
　
ロ
　
新
設
保
険
者
等
以
外
の
す
べ
て
の
保
険
者
に
係
る
健
塵
保
険
法
第
百
七
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
日
雇
拠

　
　
　
出
金
の
見
込
額
の
総
額
を
そ
れ
ら
の
保
険
者
に
係
る
イ
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額
で
除
し
て
得
た
率
を
基
準
と
し

　
　
　
て
年
度
．
こ
と
に
あ
ら
か
じ
め
摩
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
率

　
三
　
イ
に
掲
げ
る
額
に
ロ
に
掲
げ
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額

　
　
イ
　
当
該
年
度
の
前
々
年
度
に
お
け
る
国
民
健
康
保
険
法
附
則
第
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
確
定
療
養
給
付
費

　
　
　
等
拠
出
金
の
額

　
　
ロ
　
新
設
保
険
者
等
以
外
の
す
べ
て
の
保
険
者
に
係
る
国
民
健
康
保
険
法
附
則
第
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
療
養

　
　
　
給
付
費
等
拠
出
金
の
見
込
額
の
総
額
を
そ
れ
ら
の
保
険
者
に
係
る
イ
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額
で
除
し
て
得
た
率

　
　
　
を
基
準
と
し
て
年
度
、
こ
と
に
あ
ら
か
じ
め
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
率

2
　
新
設
保
険
者
等
に
係
る
法
定
給
付
費
見
込
額
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
新
設
保
険
者
等
に
係
る
加

　
入
者
の
数
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
支
払
基
金
が
厚
生
労
働
大
臣
の
承
認
を
受
け
て
算
定
す
る
額

　
と
す
る
。

3
　
当
該
年
度
の
前
々
年
度
の
四
月
二
日
か
ら
当
該
年
度
の
四
月
一
日
ま
で
の
間
に
合
併
又
は
分
割
を
し
て
存
続
す
る

　
保
険
者
及
び
解
散
を
し
た
保
険
者
の
権
利
磯
務
を
承
継
し
た
保
険
者
に
係
る
第
一
項
第
一
号
イ
、
同
項
第
二
号
イ
及

　
び
同
項
窮
三
号
イ
に
掲
げ
る
額
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
保
険
者
に
係
る
加
入
者
の
数
そ
の
他
の

　
事
情
を
勘
案
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
支
払
基
金
が
厘
生
労
働
大
臣
の
承
認
を
受
け
て
算
定
す
る
額
と
す
る
。

　
（
加
入
者
見
込
総
数
等
の
算
定
方
法
）

第
十
九
条
　
法
第
三
十
八
条
第
三
項
及
び
第
百
二
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
当
該
年
度
に
お
け
る
す
べ
て
の
保
険
者
に

　
係
る
加
入
者
の
見
込
総
数
（
以
下
「
加
入
者
見
込
総
数
」
と
い
う
。
）
は
、
す
べ
て
の
保
険
者
に
係
る
次
項
の
規
定
に

　
よ
り
算
定
す
る
数
の
総
数
と
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
す
る
数
の
総
数
と
の
合
計
数
と
す
る
。

2
　
法
第
三
十
八
条
第
三
項
及
び
第
百
二
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
当
該
年
度
に
お
け
る
当
該
保
険
者
に
係
る
加
入
者

　
の
見
込
数
（
以
下
「
加
入
者
見
込
数
」
と
い
う
。
）
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
数
に
第
二
号
に
掲
げ
る
率
を
乗
じ
て
得
た

　
数
と
す
る
。

　
一
　
当
該
年
度
の
前
々
年
度
に
お
け
る
当
該
保
険
者
に
係
る
加
入
者
の
数
（
そ
の
数
が
当
該
保
険
者
に
係
る
特
別
の

　
　
事
情
に
よ
り
著
し
く
過
大
又
は
過
小
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
保
険
者
の
申
請
に
基
づ
き
、
あ
ら
か

　
　
じ
め
支
払
基
金
が
厚
生
労
働
大
臣
の
承
認
を
受
け
て
算
定
す
る
数
と
す
る
。
）

　
二
　
新
設
保
険
者
等
以
外
の
す
べ
て
の
保
険
者
に
係
る
加
入
者
見
込
数
の
総
数
を
そ
れ
ら
の
保
険
者
に
係
る
前
号
に

　
　
掲
げ
る
数
の
合
計
数
で
除
し
て
得
た
率
を
基
準
と
し
て
年
度
、
こ
と
に
あ
ら
か
じ
め
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
率

3
　
新
設
保
険
者
等
に
係
る
加
入
者
見
込
数
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
新
設
保
険
者
等
が
設
立
又
は
成
立
し

　
た
日
か
ら
当
該
年
度
の
四
月
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
当
該
保
険
者
に
係
る
加
入
者
の
数
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し

　
て
、
あ
ら
か
じ
め
支
払
基
金
が
厚
生
労
働
大
臣
の
承
認
を
受
け
て
算
定
す
る
数
と
す
る
。

　
（
加
入
者
の
総
数
等
の
箪
定
方
法
）

第
二
十
条
　
法
第
三
十
九
条
第
三
項
及
び
第
百
二
十
｝
条
第
一
項
に
規
定
す
る
前
々
年
度
に
お
け
る
す
べ
て
の
保
険
者

　
に
係
る
加
入
者
の
総
数
は
、
当
該
年
度
の
前
々
年
度
に
お
け
る
す
べ
て
の
保
険
者
に
係
る
加
入
者
の
数
の
総
数
と
す

　
る
。
2
　
法
第
三
十
九
条
第
三
項
及
び
第
百
二
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
前
々
年
度
に
お
け
る
当
該
保
険
者
に
係
る
加
入

　
者
の
数
は
、
当
該
年
度
の
前
々
年
度
に
お
け
る
当
該
保
険
者
に
係
る
加
入
者
の
数
と
す
る
。

　
（
前
期
高
齢
者
関
係
事
務
費
拠
出
金
の
額
の
算
定
方
法
）

第
二
十
一
条
　
法
第
四
十
条
に
規
定
す
る
前
期
高
齢
者
関
係
事
務
費
拠
出
金
（
以
下
「
前
期
高
齢
者
関
係
事
務
費
拠
出

　
金
」
と
い
う
。
）
の
額
は
、
当
該
年
度
に
お
け
る
法
第
百
三
十
九
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
支
払
基
金
の
業
務
に

　
関
す
る
事
務
の
処
理
に
要
す
る
費
用
の
見
込
額
を
加
入
者
見
込
総
数
で
除
し
て
得
た
額
を
基
礎
と
し
て
年
度
．
こ
と
に

　
あ
ら
か
じ
め
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
額
に
、
加
入
者
見
込
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
年
度
の

　
四
月
二
日
以
降
に
新
た
に
設
立
さ
れ
た
保
険
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
設
立
の
日
か
ら
当
該
年
度
の
三
月
三
十
一
日
ま

　
で
の
間
の
日
数
に
応
じ
て
算
定
し
た
額
と
す
る
。

　
（
前
期
高
齢
者
納
付
金
等
に
係
る
納
付
の
猶
予
の
申
請
）

第
二
十
二
条
　
法
第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
前
期
高
齢
者
納
付
金
等
（
法
第
三
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る

　
前
期
高
齢
者
納
付
金
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
一
部
の
納
付
の
猶
予
を
受
け
よ
う
と
す
る
保
険
者
は
、
支
払
基
金

　
に
対
し
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
納
付
猶
予
申
請
書
を
提
出
し
て
申
詔
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
　
納
付
の
猶
予
を
受
け
よ
う
と
す
る
前
期
高
齢
者
納
付
金
等
の
一
部
の
額

　
二
　
納
付
の
猶
予
を
受
け
よ
う
と
す
る
期
間

2
　
前
項
の
納
付
猶
予
申
請
書
に
は
、
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
当
該
保
険
者
が
前
期
高
齢
者
納
付
金
等
を
納
付
す

　
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
の
で
き
る
桝
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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第
三
章
市
町
村
の
特
別
会
計
へ
の
繰
入
れ
等

　
（
市
町
村
が
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
特
別
会
計
に
繰
り
入
れ
る
額
の
算
定
方
法
）

第
二
十
三
条
　
前
期
高
齢
者
交
付
金
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
の
国
庫
負
担
金
の
算
定
等
に
関
す
る
政
令
（
平
成
十
九
年

　
政
令
第
三
百
二
十
五
号
。
以
下
「
算
定
政
令
」
と
い
う
。
）
第
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
毎
年
度
市
町
村
（
特
別
区
を

　
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
が
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
特
別
会
計
に
繰
り
入
れ
る
額
は
、
当
該
年
度
の
賦
裸
期
日
（
法

　
第
百
六
条
に
規
定
す
る
賦
課
期
日
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
お
い
て
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
令

　
（
平
成
十
九
年
政
令
第
三
百
十
八
号
。
以
下
「
施
行
令
」
と
い
う
。
）
第
十
八
条
第
四
項
第
四
号
に
規
定
す
る
場
合
に

　
該
当
す
る
こ
と
が
、
当
該
年
度
の
十
月
二
十
日
ま
で
の
間
に
明
ら
か
に
な
っ
た
被
保
険
者
（
法
第
五
十
条
に
規
定
す

　
る
被
保
険
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
係
る
当
該
年
度
分
の
保
険
料
に
つ
い
て
、
当
該
市
町
村
が
加
入
す
る
後
期
高

　
齢
者
医
療
広
域
連
合
（
法
第
四
十
八
条
に
規
定
す
る
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
同
項
の

　
基
準
に
従
い
施
行
令
第
十
八
条
第
一
項
及
ぴ
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
算
定
さ
れ
る
被
保
険
者
均
等
割
額
を
減
額
す

　
る
も
の
と
し
た
場
合
に
減
額
す
る
こ
と
と
な
る
額
の
合
計
額
（
そ
の
額
が
現
に
当
該
被
保
険
者
に
係
る
当
該
年
度
分

　
の
法
第
九
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
減
額
し
た
額
の
総
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
総
額
）
と
す
る
。

2
　
算
定
政
令
第
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
毎
年
度
市
町
村
が
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
特
別
会
計
に
繰
り
入
れ
る

　
額
は
、
当
該
年
度
の
賦
諏
期
日
に
お
い
て
法
第
五
十
二
条
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
日
の
属
す
る
月

　
以
後
二
年
を
経
過
す
る
月
ま
で
の
間
に
あ
る
こ
と
が
、
当
該
年
度
の
十
月
二
十
日
ま
で
の
間
に
明
ら
か
に
な
っ
た
施

　
行
令
第
十
八
条
第
五
項
第
一
号
に
規
定
す
る
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
被
保
険
者
に
係
る
当
該
年
度
分
の
保
険
料
に
つ
い

　
て
、
当
該
市
町
村
が
加
入
す
る
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
同
号
の
基
準
に
従
い
同
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規

　
定
に
基
づ
き
算
定
さ
れ
る
被
保
険
者
均
等
割
額
を
減
額
す
る
も
の
と
し
た
場
合
に
減
額
す
る
こ
と
と
な
る
額
の
合
計

　
額
（
そ
の
額
が
現
に
当
該
被
保
険
者
に
係
る
当
該
年
度
分
の
法
第
九
十
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
減
額
し
た
額
の
総

　
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
総
額
）
と
す
る
。

　
　
　
第
四
章
　
財
政
安
定
化
基
金

　
　
　
　
第
一
節
　
財
政
安
定
化
基
金
に
よ
る
交
付
事
業

　
　
（
算
定
政
令
第
十
三
条
第
二
項
第
一
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
の
算
定
方
法
）

第
二
十
四
条
　
算
定
政
令
第
十
三
条
第
二
項
第
一
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
は
、
市

　
町
村
予
定
保
険
料
収
納
額
（
同
条
第
五
項
に
規
定
す
る
市
町
村
予
定
保
険
料
収
納
額
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
か
ら
次

　
の
各
号
に
掲
げ
る
額
に
当
該
市
町
村
が
加
入
す
る
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
迎
合
の
基
金
事
業
対
象
比
率
（
同
条
第
七

　
項
に
規
定
す
る
基
金
事
業
対
象
比
率
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
乗
じ
て
得
た
額
を
控
除
し
て
得
た
額
と
す
る
。

　
一
　
次
の
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額

　
　
イ
　
当
該
特
定
期
間
（
法
第
百
十
六
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
特
定
期
間
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
初
年
度

　
　
　
に
お
い
て
当
該
市
町
村
が
収
納
し
た
当
該
年
度
分
の
保
険
料
の
額

　
　
ロ
　
当
該
特
定
期
間
の
終
了
年
度
の
四
月
一
日
か
ら
基
金
事
業
交
付
金
（
算
定
政
令
第
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す

　
　
　
る
基
金
事
業
交
付
金
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
算
定
す
る
月
の
前
月
の
末
日
（
以
下
「
交
付
金
基
準
日
」
と
い

　
　
　
う
。
）
ま
で
の
間
に
収
納
し
た
当
該
年
度
分
の
保
険
料
の
額
に
、
ω
に
掲
げ
る
額
を
③
に
掲
げ
る
額
で
除
し
て
得

　
　
　
た
率
を
乗
じ
て
得
た
額

　
　
　
ω
　
交
付
金
基
準
日
の
属
す
る
年
度
（
以
下
「
交
付
金
算
定
基
準
年
度
」
と
い
う
。
）
の
前
年
度
及
び
前
々
年
度

　
　
　
　
に
お
い
て
当
該
市
町
村
が
各
年
度
に
収
納
し
た
各
年
度
分
の
保
険
料
の
額
の
合
計
額

　
　
　
の
　
次
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額

　
　
　
　
ω
　
交
付
金
算
定
基
準
年
度
の
前
年
度
の
四
月
一
日
か
ら
交
付
金
算
定
基
準
年
度
の
前
年
度
に
お
け
る
当
該

　
　
　
　
　
交
付
金
基
準
日
に
応
当
す
る
日
（
以
下
「
交
付
金
基
準
日
応
当
日
」
と
い
う
。
）
ま
で
の
間
に
当
該
市
町
村

　
　
　
　
　
が
収
納
し
た
交
付
金
算
定
基
準
年
度
の
前
年
度
分
の
保
険
料
の
額

　
　
　
　
㈹
　
交
付
金
算
定
基
準
年
度
の
前
々
年
度
の
四
月
一
日
か
ら
交
付
金
算
定
基
準
年
度
の
前
々
年
度
に
お
け
る

　
　
　
　
　
交
付
金
基
準
日
応
当
日
ま
で
の
間
に
当
該
市
町
村
が
収
納
し
た
交
付
金
算
定
基
準
年
度
の
前
々
年
度
分
の

　
　
　
　
　
保
険
料
の
額

　
二
　
当
該
特
定
期
間
に
お
け
る
交
付
金
基
準
日
ま
で
に
、
当
該
市
町
村
の
一
般
会
計
か
ら
当
該
市
町
村
の
後
期
高
齢

　
　
者
医
療
に
関
す
る
特
別
会
計
に
繰
り
入
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
法
第
九
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規

　
　
定
に
よ
る
繰
入
金
の
額

　
（
算
定
政
令
第
十
三
条
第
二
項
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
の
算
定
方
法
）

第
二
十
五
条
算
定
政
令
第
十
三
条
第
二
項
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
は
、
当

　
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
を
組
織
す
る
市
町
村
ご
と
に
、
当
該
特
定
期
間
に
お
け
る
当
該
市
町
村
に
つ
き
随
定

　
し
た
市
町
村
予
定
保
険
料
収
納
額
か
ら
市
町
村
保
険
料
収
納
下
限
額
（
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
市
町
村
保
険
総
収

　
納
下
限
額
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
控
除
し
て
得
た
額
と
す
る
。

　
（
算
定
政
令
第
十
三
条
第
二
項
第
三
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
の
算
定
方
法
）

第
二
士
ハ
条
　
算
定
政
令
第
十
三
条
第
二
項
第
三
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
は
、
第

　
一
号
に
掲
げ
る
額
か
ら
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
控
除
し
て
得
た
額
と
す
る
。

　
一
　
次
の
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額
　
　
　
　
『

　
　
イ
　
当
該
特
定
期
間
の
初
年
度
に
お
け
る
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
基
金
事
業
対
象
費
用
額
（
法
第
百

　
　
　
十
六
条
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
基
金
事
業
対
象
費
用
額
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

　
　
ロ
　
当
該
特
定
期
間
の
終
了
年
度
の
四
月
一
日
か
ら
交
付
金
基
準
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
当
該
後
期
高
齢
者
医
療

　
　
　
広
域
連
合
の
基
金
事
業
対
象
費
用
額
に
、
ω
に
掲
げ
る
額
を
の
に
掲
げ
る
額
で
除
し
て
得
た
率
を
乗
じ
て
得
た

　
　
　
額

　
　
　
ω
　
交
付
金
算
定
基
準
年
度
の
前
年
度
及
び
前
々
年
度
の
各
年
度
に
お
け
る
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
迦
合

　
　
　
　
の
基
金
事
業
対
象
費
用
額
の
合
計
額

　
　
　
の
次
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額

　
　
　
　
ω
　
交
付
金
算
定
基
準
年
度
の
前
年
度
の
四
月
一
日
か
ら
交
付
金
算
定
基
準
年
度
の
前
年
度
に
お
け
る
交
付

　
　
　
　
　
金
基
準
日
応
当
日
ま
で
の
間
の
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
基
金
事
業
対
象
費
用
額

　
　
　
　
㈹
　
交
付
金
算
定
基
準
年
度
の
前
々
年
度
の
四
月
一
日
か
ら
交
付
金
算
定
基
準
年
度
の
前
々
年
度
に
お
け
る

　
　
　
　
　
交
付
金
基
準
日
応
当
日
ま
で
の
間
の
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
基
金
事
業
対
象
費
用
額

　
二
　
次
の
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額

　
　
イ
　
当
該
特
定
期
間
の
初
年
度
に
お
け
る
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
基
金
事
業
対
象
収
入
額
（
法
第
百

　
　
　
十
六
条
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
基
金
事
業
対
象
収
入
額
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

　
　
ロ
　
当
該
特
定
期
間
の
終
了
年
度
の
四
月
一
日
か
ら
交
付
金
基
準
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
当
該
後
期
高
齢
者
医
療

　
　
　
広
域
連
合
の
基
金
事
業
対
象
収
入
額
に
、
ω
に
掲
げ
る
額
を
③
に
掲
げ
る
額
で
除
し
て
得
た
率
を
乗
じ
て
得
た

　
　
　
額

　
　
　
ω
　
交
付
金
算
定
基
準
年
度
の
前
年
度
及
び
前
々
年
度
の
各
年
度
に
お
け
る
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
述
合

　
　
　
　
の
基
金
事
業
対
象
収
入
額
の
合
計
額

　
　
　
m
　
次
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額

　
　
　
一
ω
　
交
付
金
算
定
基
準
年
度
の
前
年
度
の
四
月
一
日
か
ら
交
付
金
算
定
基
準
年
度
の
前
年
度
に
お
け
る
交
付

　
　
　
　
　
金
珪
華
日
応
当
日
ま
で
の
間
の
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
基
金
事
業
対
象
収
入
額

　
　
　
　
㈹
　
交
付
金
算
定
基
準
年
度
の
前
々
年
度
の
四
月
一
日
か
ら
交
付
金
算
定
基
準
年
度
の
前
々
年
度
に
お
け
る

　
　
　
　
　
交
付
金
基
準
日
応
当
日
ま
で
の
間
の
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
基
金
事
業
対
象
収
入
額

　
　
（
市
町
村
保
険
料
収
納
必
要
額
の
算
定
方
法
）

第
二
十
七
条
　
算
定
政
令
第
十
三
条
第
六
項
に
規
定
す
る
市
町
村
保
険
料
収
納
必
要
額
は
、
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広

　
域
連
合
に
お
け
る
同
条
第
八
項
に
規
定
す
る
保
険
料
収
納
必
要
額
に
、
第
一
号
に
掲
げ
る
額
を
第
二
号
に
掲
げ
る
額

　
で
除
し
て
得
た
率
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

　
一
　
次
の
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額

　
　
イ
　
当
該
特
定
期
間
に
お
い
て
当
該
市
町
村
が
各
年
度
に
徴
収
す
る
当
該
各
年
度
の
賦
謙
期
日
に
お
け
る
被
保
険

　
　
　
者
に
係
る
各
年
度
分
の
保
険
料
の
賦
繰
額
の
合
計
額

　
　
ロ
　
当
該
市
町
村
に
つ
き
算
定
し
た
当
該
特
定
期
間
に
お
け
る
法
第
九
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ

　
　
　
る
繰
入
金
の
額
の
合
計
額

　
二
　
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
を
組
織
す
る
各
市
町
村
に
つ
き
算
定
し
た
前
号
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
額
の
合

　
　
計
額
の
合
計
額
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（
算
定
政
令
第
十
三
条
第
七
項
第
一
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
の
算
定
方
法
）

第
二
十
八
条
　
算
定
政
令
第
十
三
条
第
七
項
第
一
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
は
、
第

　
｝
号
に
掲
げ
る
額
か
ら
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
控
除
し
て
得
た
額
と
す
る
。

　
一
　
当
該
特
定
期
間
の
各
年
度
に
お
け
る
療
養
の
給
付
等
に
要
す
る
費
用
の
額
（
法
第
九
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す

　
　
る
療
養
の
給
付
等
に
要
す
る
費
用
の
額
を
い
う
。
）
、
財
政
安
定
化
基
金
拠
出
金
及
び
法
第
百
十
七
条
第
二
項
の
規

　
　
定
に
よ
る
拠
出
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
の
額
並
び
に
基
金
事
業
借
入
金
（
法
第
百
十
六
条
第
二
項
第
一
号
に
規

　
　
定
す
る
基
金
事
業
借
入
金
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
償
還
に
要
す
る
費
用
の
額
の
合
計
額
の
合
計
額

　
二
　
当
該
特
定
期
間
の
各
年
度
に
お
け
る
施
行
令
第
十
八
条
第
三
項
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額
の
う
ち
前
項

　
　
の
額
に
係
る
も
の
の
額
の
合
計
額
の
合
計
額

　
　
　
　
第
二
節
　
財
政
安
定
化
基
金
に
よ
る
貸
付
事
業

　
（
初
年
度
基
金
事
業
対
象
収
入
額
及
び
初
年
度
基
金
事
業
対
象
費
用
額
の
算
定
方
法
）

第
二
十
九
条
　
算
定
政
令
第
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
初
年
度
基
金
事
業
対
魚
収
入
額
（
以
下
「
初
年
度
基
金
事
業

　
対
象
収
入
額
」
と
い
う
。
）
は
、
当
該
特
定
期
間
の
初
年
度
の
四
月
一
日
か
ら
基
金
事
業
貸
付
金
（
同
項
に
規
定
す
る

　
基
金
事
業
貸
付
金
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
算
定
す
る
月
の
前
月
の
末
日
（
以
下
「
貸
付
金
基
準
日
」
と
い
う
。
）
ま

　
で
の
間
に
お
け
る
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
迎
合
の
基
金
事
業
対
象
収
入
額
に
、
第
一
号
に
掲
げ
る
額
を
第
二
号

　
に
掲
げ
る
額
で
除
し
て
得
た
率
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

　
一
　
貸
付
金
基
準
日
の
属
す
る
年
度
（
以
下
「
貸
付
金
算
定
基
準
年
度
」
と
い
う
。
）
の
前
年
度
及
び
前
々
年
度
の
各

　
　
年
度
に
お
け
る
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
基
金
事
業
対
象
収
入
額
の
合
計
額

　
二
　
次
の
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額

　
　
イ
　
貸
付
金
算
定
基
準
年
度
の
前
年
度
の
四
月
一
日
か
ら
貸
付
金
算
定
基
準
年
度
の
前
年
度
に
お
け
る
当
該
貸
付

　
　
　
金
基
準
日
に
応
当
す
る
日
（
以
下
「
貸
付
金
基
準
日
応
当
日
」
と
い
う
。
）
ま
で
の
間
の
当
該
後
期
高
齢
者
医
療

　
　
　
広
域
連
合
の
基
金
事
業
対
象
収
入
額

　
　
ロ
　
貸
付
金
算
定
基
準
年
度
の
前
々
年
度
の
四
月
一
日
か
ら
貸
付
金
算
定
基
準
年
度
の
前
々
年
度
に
お
け
る
貸
付

　
　
　
金
基
準
日
応
当
日
ま
で
の
間
の
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
基
金
事
業
対
象
収
入
額

2
　
算
定
政
令
第
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
初
年
度
基
金
事
業
対
象
費
用
額
（
以
下
「
初
年
度
基
金
事
業
対
象
費
用

　
額
」
と
い
う
。
）
は
、
当
該
特
定
期
間
の
初
年
度
の
四
月
一
日
か
ら
貸
付
金
基
準
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
当
該
後
期
高

　
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
基
金
事
業
対
象
費
用
額
に
、
第
一
号
に
掲
げ
る
額
を
第
二
号
に
掲
げ
る
額
で
除
し
て
得
た
率

　
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

　
一
　
貸
付
金
算
定
基
準
年
度
の
前
年
度
及
び
前
々
年
度
の
各
年
度
に
お
け
る
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
基

　
　
金
事
業
対
象
費
用
額
の
合
計
額

　
二
　
次
の
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額

　
　
イ
　
貸
付
金
算
定
基
準
年
度
の
前
年
度
の
四
月
］
日
か
ら
貸
付
金
算
定
基
準
年
度
の
前
年
度
に
お
け
る
貸
付
金
基

　
　
　
準
日
応
当
日
ま
で
の
間
の
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
基
金
事
業
対
線
費
用
額

　
　
ロ
　
貸
付
金
算
定
基
準
年
度
の
前
々
年
度
の
四
月
一
日
か
ら
貸
付
金
算
定
基
準
年
度
の
前
々
年
度
に
お
け
る
貸
付

　
　
　
金
基
準
日
応
当
日
ま
で
の
間
の
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
基
金
事
業
対
象
費
用
額

　
（
特
定
期
間
の
初
年
度
に
お
け
る
基
金
事
業
貸
付
金
の
額
の
算
定
方
法
）

第
三
十
条
　
算
定
政
令
第
十
四
条
第
二
項
第
一
号
の
原
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
は
、
当
該

　
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
つ
き
算
定
し
た
初
年
度
基
金
事
業
対
象
費
用
額
か
ら
初
年
度
基
金
那
業
対
象
収
入
額

　
を
控
除
し
て
得
た
額
と
す
る
。

　
（
算
定
政
令
第
十
四
条
第
二
項
第
二
号
イ
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
の
算
定
方
法
）

第
三
十
一
条
　
第
二
十
六
条
分
規
定
は
、
算
定
政
令
第
十
四
条
第
二
項
第
二
号
イ
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

　
に
よ
り
算
定
し
た
額
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
十
六
条
中
「
交
付
金
基
準
日
ま
で
」
と
あ

　
る
の
は
「
貸
付
金
基
準
日
ま
で
」
と
、
「
交
付
金
算
定
基
準
年
度
」
と
あ
る
の
は
「
貸
付
金
算
定
基
準
年
度
」
と
、
「
交

　
付
金
基
準
日
応
当
日
」
と
あ
る
の
は
「
貸
付
金
基
準
日
応
当
日
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

　
（
算
定
政
令
第
十
四
条
第
二
項
第
二
号
ハ
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
の
合
計
額
の
算

　
定
方
法
）

第
三
十
二
条
算
定
政
令
第
十
四
条
第
二
項
第
二
号
ハ
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
の
合

　
計
額
は
、
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
を
組
織
す
る
各
保
険
料
収
納
下
限
額
未
満
市
町
村
（
算
定
政
令
第
十
三

　
条
第
二
項
に
規
定
す
る
保
険
料
収
納
下
限
額
未
満
市
町
村
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
つ
き
算
定
し
た
市
町
村
保
険
料

　
収
納
下
限
額
か
ら
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
額
に
当
該
衝
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
基
金
事
業
対
象
比
率
を
乗
じ
て

　
得
た
額
を
控
除
し
て
得
た
額
の
合
計
額
と
す
る
。

　
一
　
次
の
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額

　
　
イ
　
当
該
特
定
期
間
の
初
年
度
に
お
い
て
当
該
保
険
料
収
納
下
限
額
未
満
市
町
村
が
収
納
し
た
当
該
年
度
分
の
保

　
　
　
険
料
の
額

　
　
ロ
　
当
該
特
定
期
間
の
終
了
年
度
の
四
月
一
日
か
ら
貸
付
金
基
準
日
ま
で
の
間
に
当
該
保
険
料
収
納
下
限
額
未
満

　
　
　
市
町
村
が
収
納
し
た
当
該
年
度
分
の
保
険
料
の
額
に
、
ω
に
掲
げ
る
額
を
③
に
掲
げ
る
額
で
除
し
て
得
た
率
を

　
　
　
乗
じ
て
得
た
額

　
　
　
ω
　
貸
付
金
算
定
晶
準
年
度
の
前
年
度
及
び
前
々
年
度
に
お
い
て
当
該
保
険
料
収
納
下
限
額
未
満
市
町
村
が
各

　
　
　
　
年
度
に
収
納
し
た
各
年
度
分
の
保
険
料
の
額
の
合
計
額

　
　
　
⑭
　
次
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額

　
　
　
　
q
D
　
貸
付
金
算
定
基
準
年
度
の
前
年
度
の
四
月
一
日
か
ら
貸
付
金
算
定
基
準
年
度
の
前
年
度
に
お
け
る
貸
付

　
　
　
　
　
金
基
準
日
応
当
日
ま
で
の
間
に
当
該
保
険
料
収
納
下
限
額
未
満
市
町
村
が
収
納
し
た
貸
付
金
算
定
基
準
年

　
　
　
　
　
度
の
前
年
度
分
の
保
険
料
の
額

　
　
　
　
㈹
　
貸
付
金
算
定
基
準
年
度
の
前
々
年
度
の
四
月
一
日
か
ら
貸
付
金
算
定
基
準
年
度
の
前
々
年
度
に
お
け
る

　
　
　
　
　
貸
付
金
基
準
日
応
当
日
ま
で
の
間
に
当
該
保
険
料
収
納
下
限
額
未
満
市
町
村
が
収
納
し
た
貸
付
金
算
定
基

　
　
　
　
　
準
年
度
の
前
々
年
度
分
の
保
険
料
の
額

　
二
　
当
該
特
定
期
間
に
お
け
る
貸
付
金
基
準
日
ま
で
に
、
当
該
保
険
料
収
納
下
限
額
未
満
市
町
村
の
一
般
会
計
か
ら

　
　
当
該
保
険
料
収
納
下
限
額
未
満
市
町
村
の
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
特
別
会
計
に
繰
り
入
れ
る
こ
と
が
明
ら
か

　
　
に
な
っ
た
法
弟
九
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
繰
入
金
の
額

　
（
基
金
事
業
対
象
収
入
額
の
算
定
方
法
）

第
三
十
三
条
　
算
定
政
令
第
十
七
条
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
す
る
基
金
事
業
対
象
収
入
額

　
は
、
各
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
つ
き
、
当
該
特
定
期
間
に
お
け
る
実
績
保
険
料
収
納
額
（
法
第
百
十
六
条
第

　
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
実
績
保
険
料
収
納
額
を
い
う
。
）
、
法
弟
九
十
三
条
、
第
九
士
パ
条
及
び
第
九
十
八
条
の
規

　
定
に
よ
る
負
担
金
の
額
の
合
計
額
、
法
第
九
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
調
整
交
付
金
の
額
の
合
計
額
、
法
第
九
十
九
条

　
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
繰
入
金
の
額
の
合
計
額
、
法
第
百
条
の
規
定
に
よ
る
後
期
高
齢
者
交
付
金
の
額

　
の
合
計
額
、
法
第
百
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
交
付
金
の
額
の
合
計
額
、
法
第
百
二
条
及
び
第
百
三
条
の
規
定

　
に
よ
る
補
助
金
の
額
の
合
計
額
そ
の
他
の
後
期
高
齢
者
医
療
に
要
す
る
費
用
の
た
め
の
収
入
の
額
の
う
ち
療
養
の
給

　
付
等
に
要
し
た
費
用
の
額
（
算
定
政
令
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
療
養
の
給
付
等
に
要
し
た
費
用
の
額
を
い
う
。

　
以
下
同
じ
。
）
、
財
政
安
定
化
基
金
拠
出
金
及
び
法
第
百
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
拠
出
金
の
納
付
に
要
し
た
費

　
用
の
額
並
び
に
基
金
事
業
借
入
金
の
償
還
に
要
し
た
費
用
の
額
に
係
る
も
の
の
額
と
し
て
次
の
各
号
に
掲
げ
る
額
の

　
合
計
額
と
す
る
。

　
一
　
当
該
額
の
う
ち
療
養
の
給
付
等
に
要
し
た
費
用
の
額
、
財
政
安
定
化
基
金
拠
出
金
及
び
法
第
百
十
七
条
第
二
項

　
　
の
規
定
に
よ
る
拠
出
金
の
納
付
に
要
し
た
闘
用
の
額
並
び
に
基
金
事
業
借
入
金
の
償
還
に
要
し
た
費
用
の
額
に
係

　
　
る
も
の
の
額
と
し
て
算
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
は
当
該
額

　
二
　
当
該
額
の
う
ち
療
獲
の
給
付
等
に
要
し
た
費
用
の
額
、
財
政
安
定
化
基
金
拠
出
金
及
び
法
第
百
十
七
条
第
二
項

　
　
の
規
定
に
よ
る
拠
出
金
の
納
付
に
要
し
た
費
用
の
額
並
び
に
基
金
事
業
借
入
金
の
償
還
に
要
し
た
費
用
の
額
に
係

　
　
る
も
の
の
額
と
し
て
算
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
当
該
額
に
基
金
事
業
対
象
比
率
を
乗
じ
て
得
た
額
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第
五
章
特
別
高
額
医
療
費
共
同
事
業

　
（
特
別
高
額
医
療
費
共
同
事
業
交
付
金
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
期
間
及
び
額
）

第
三
十
四
条
　
算
定
政
令
第
二
十
一
条
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
は
、
当
該
年
度
の
前
年
度
の
一
月
一
日
か
ら

　
当
該
年
度
の
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
と
す
る
。

2
　
算
定
政
令
第
二
十
一
条
第
一
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
は
、
当
該
後
期
高
齢
者

　
医
療
広
域
連
合
に
つ
き
、
前
項
に
規
定
す
る
期
間
に
お
け
る
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
被
保
険
者
（
法
弟

　
六
十
七
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
被
保
険
者
を
除
く
。
）
に
係
る
同
一
の
月
に
そ
れ
ぞ
れ
一
の
病
院
、

　
診
療
所
、
薬
局
そ
の
他
の
者
（
以
下
「
病
院
等
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
受
け
た
療
養
に
係
る
費
用
の
額
（
当
該
療
養

　
（
特
定
給
付
対
象
療
養
（
施
行
令
第
十
四
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
特
定
給
付
対
象
療
養
を
い
う
。
次
項
に
お

　
い
て
同
じ
。
）
を
除
く
。
）
に
つ
き
法
第
五
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
法
令
に
よ
る
給
付
が
行
わ
れ
た
と
き
は
、
そ
の

　
給
付
額
を
控
除
し
た
額
）
（
法
第
七
十
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
法
人
（
同
項
に
規
定
す
る
指
定
法
人
を
い
う
。

　
附
則
第
九
条
を
除
き
、
以
下
同
じ
。
）
が
審
査
に
係
る
事
務
の
委
託
を
受
け
た
診
療
報
酬
請
求
書
又
は
社
会
保
険
診
療

　
報
酬
支
払
基
金
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
九
号
）
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
支
払
基
金
の
特
別

　
審
査
委
員
会
が
審
査
を
行
う
診
療
報
酬
請
求
書
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
が
四
百
万
円
を
超
え
る
も
の
の
二
百
万
円
を

　
超
え
る
部
分
の
額
の
合
計
額
と
す
る
。

3
　
算
定
政
令
第
二
十
一
条
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
は
、
当
該
後
期
高
齢
者

　
医
療
広
域
連
合
に
つ
き
、
第
一
項
に
規
定
す
る
期
間
に
お
け
る
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
被
保
険
者
（
法

　
第
六
十
七
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
被
保
険
者
に
限
る
。
）
に
係
る
同
一
の
月
に
そ
れ
ぞ
れ
一
の
病
院

　
等
に
つ
い
て
受
け
た
療
養
に
係
る
費
用
の
額
（
当
該
療
養
（
特
定
給
付
対
線
療
養
を
除
く
。
）
に
つ
き
法
第
五
十
七
条

　
第
一
項
に
規
定
す
る
法
令
に
よ
る
給
付
が
行
わ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
給
付
額
を
控
除
し
た
額
×
法
第
七
十
条
第
五
項

　
の
規
定
に
よ
り
指
定
法
人
が
審
査
に
係
る
事
務
の
委
託
を
受
け
た
診
療
報
酬
請
求
轡
又
は
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払

　
基
金
法
弟
二
十
一
条
第
｝
項
の
規
定
に
よ
り
支
払
基
金
の
特
別
審
査
委
員
会
が
審
査
を
行
う
診
療
報
酬
請
求
書
に
係

　
る
も
の
に
限
る
。
）
が
四
百
万
円
を
超
え
る
も
の
の
二
百
万
円
を
超
え
る
部
分
の
額
の
合
計
額
と
す
る
。

　
（
特
別
高
額
医
療
費
共
同
事
業
事
務
費
拠
出
金
の
額
の
算
定
方
法
）

第
三
十
五
条
算
定
政
令
第
二
十
四
条
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
は
、
各
後
期
高
齢
者

　
医
療
広
域
迎
合
に
つ
き
、
当
該
年
度
に
お
け
る
法
第
百
十
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
後
期
高
齢
者
医

　
療
広
域
連
合
に
対
し
て
特
別
高
額
医
療
費
共
同
事
業
交
付
金
（
算
定
政
令
第
二
十
一
条
に
規
定
す
る
特
別
高
額
医
療

　
費
共
同
事
業
交
付
金
を
い
う
。
）
を
交
付
し
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら
拠
出
金
（
法
第
百
十
七
条
第
二
項
の

　
規
定
に
よ
る
拠
出
金
を
い
う
。
）
を
徴
収
す
る
指
定
法
人
の
業
務
及
ぴ
こ
れ
に
附
帯
す
る
業
務
に
関
す
る
事
務
の
処
理

　
に
要
す
る
費
用
の
見
込
額
に
、
当
該
年
度
の
前
々
年
度
の
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
被
保
険
者
の
数
を
当

　
該
年
度
の
前
々
年
度
の
各
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
被
保
険
者
の
数
の
合
計
数
で
除
し
て
得
た
率
を
乗
じ
て
得

　
た
額
と
す
る
。

2
　
前
項
の
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
被
保
険
者
の
数
は
、
四
月
か
ら
三
月
ま
で
の
各
月
末
に
お
け
る
被
保
険
者

　
の
数
の
合
計
数
と
す
る
。

　
　
　
第
六
童
　
後
期
高
齢
者
支
援
金
等

　
　
（
後
期
高
齢
者
調
整
金
額
）

第
三
十
六
条
第
二
条
及
ぴ
第
三
条
の
規
定
は
、
法
第
百
十
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
後
期
高
齢
者
調
整
金
額
の
算
定

　
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、

　
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
そ
れ
ぞ
れ
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
二
条
第
一
項

概
算
前
期
高
齢
者
交
付
金
の
額
（
法
第
三
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
概
算
前
期
高
齢
者
交
付
金
の
額

概
算
後
期
高
齢
者
支
援
金
の
額
（
法
第
百
二
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
概
算
後
期
高
齢
者
支
援
金
の
額

確
定
前
期
高
齢
者
交
付
金
の
額
（
法
第
三
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
確
定
前
期
高
齢
者
交
付
金
の
額

確
定
後
期
高
齢
者
支
援
金
の
額
（
法
第
百
二
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
確
定
後
期
高
齢
者
支
援
金
の
額

前
期
高
齢
者
交
付
控
除
対
象
保
険
者

後
期
高
齢
者
支
援
控
除
対
象
保
険
者

前
期
高
齢
者
交
付
超
過
額

後
期
高
齢
者
支
援
超
過
額

し第 第
を三 二
含条 条

む（ 第

」見 二
出 項

う項前 前 前 前 前 前
一上■」」

冾 前 前 確 概 前
。に期 期 期 期 期 期 期 期 期 定 算 期

以規高
ｺ定齢
ｯす者
ｩる交）前付

�匤煬y
馨
簿
務
金
秦

高
齢
者
交
付
超
過
額

高
齢
者
交
付
控
除
対
象
保
険
者

高
齢
者
交
付
不
足
額

高
齢
者
交
付
加
算
対
象
保
険
者

高
齢
者
交
彊
定
率

高
齢
者
交
付
算
定
率

高
齢
者
交
付
不
足
額

高
齢
者
交
付
加
算
対
象
保
険
者

払
目
u
期
高
齢
者
山
父
付
金

M
目
1
』
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高
齢
者
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金
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交
付
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い一
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購
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高
矯
高
播
高
矯
高

矯
山
筒
確
定
後

饗
後
矯
高

を規齢
･定者

齢
者
齢
者
齢
者
齢
者
齢
者
齢
者
齢
者
齢
者

期
恥
局

期
山
局
齢
者

収す支 支 支 支 支 支 支 支 支 齢 齢 支

する援 援 援 援 援 援 援 援 援 者 者 援

る後金 超 控 不 加 算 算 不 加 支 支 算

業期等 過 除 足 算 定 定 足 算 援 援 定
務高（ 額 対 額 対 率 率 額 対 金 金 率

齢法 象 象 象

者第 保 保 保

支百 険 険 険

援十 者 者 者

金八
等条
を第

　
（
概
算
後
期
高
齢
者
支
援
金
の
算
定
に
係
る
保
険
納
付
対
象
額
の
見
込
額
の
総
額
の
算
定
方
法
）

第
三
十
七
条
　
法
第
百
二
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
保
険
納
付
対
象
額
の
見
込
額
の
総
額
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
額
に

　
一
か
ら
当
該
年
度
に
係
る
後
期
高
齢
者
負
担
率
（
法
第
百
条
第
一
項
に
規
定
す
る
後
期
高
齢
者
負
担
率
を
い
う
。
以

　
下
同
じ
。
）
及
び
百
分
の
五
十
を
控
除
し
て
得
た
率
を
乗
じ
て
得
た
額
と
、
第
二
号
に
掲
げ
る
額
に
一
か
ら
当
該
年
度

　
に
係
る
後
期
高
齢
者
負
担
率
を
控
除
し
て
得
た
率
を
乗
じ
て
得
た
額
と
の
合
計
額
と
す
る
。

　
一
　
イ
に
掲
げ
る
額
に
ロ
に
掲
げ
る
率
を
乗
じ
て
得
た
鶴

　
　
イ
　
当
該
年
度
の
前
々
年
度
に
お
け
る
す
べ
て
の
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
負
担
対
象
額
（
算
定
政
令
第
四

　
　
　
条
第
一
項
に
規
定
す
る
負
担
対
象
額
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
総
額

　
　
ロ
当
該
年
度
に
お
け
る
す
べ
て
の
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
負
担
対
象
額
の
見
込
額
の
総
額
を
当
該
年
度

　
　
　
の
前
々
年
度
に
お
け
る
す
べ
て
の
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
負
担
対
象
額
の
総
額
で
除
し
て
得
た
率
を
基

　
　
　
準
と
し
て
年
度
ご
と
に
あ
ら
か
じ
め
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
率

　
ニ
　
イ
に
掲
げ
る
額
に
ロ
に
掲
げ
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額

　
　
イ
　
当
該
年
度
の
前
々
年
度
に
お
け
る
す
べ
て
の
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
特
定
費
用
額
（
算
定
政
令
策
四

　
　
　
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
費
用
額
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
総
額

　
　
ロ
　
当
該
年
度
に
お
け
る
す
べ
て
の
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
特
定
黄
用
額
の
見
込
額
の
総
額
を
当
該
年
度

　
　
　
の
前
々
年
度
に
お
け
る
す
べ
て
の
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
特
定
費
用
額
の
総
額
で
除
し
て
得
た
率
を
基

　
　
　
準
と
し
て
年
度
ご
と
に
あ
ら
か
じ
め
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
率

　
（
概
算
後
期
高
齢
者
支
援
金
の
算
定
に
係
る
加
入
者
一
人
当
た
り
負
担
見
込
額
の
算
定
方
法
）

　
対
象
額
の
見
込
額
の
総
額
を
加
入
者
見
込
総
数
で
除
し
て
得
た
額
を
基
礎
と
し
て
、
年
度
ご
と
に
あ
ら
か
じ
め
厚
生

　
労
働
大
臣
が
定
め
る
額
と
す
る
。

　
（
確
定
後
期
高
齢
者
支
援
金
の
算
定
に
係
る
保
険
納
付
対
象
額
の
総
額
の
算
定
方
法
）

　
る
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
負
担
対
象
額
の
総
額
に
一
か
ら
当
該
年
度
の
前
々
年
度
に
係
る
後
期
高
齢
者
負
担

　
率
及
び
百
分
の
五
十
を
控
除
し
て
得
た
率
を
乗
じ
て
得
た
額
と
、
当
該
年
度
の
前
々
年
度
に
お
け
る
後
期
高
齢
者
医

　
療
広
域
連
合
の
特
定
費
用
額
の
総
額
に
一
か
ら
当
該
年
度
の
前
々
年
度
に
係
る
後
期
高
齢
者
負
担
率
を
控
除
し
て
得

　
た
率
を
乗
じ
て
得
た
額
と
の
合
計
額
と
す
る
。

第
三
十
八
条
加
入
者
一
人
当
た
り
負
担
見
込
額
は
、
当
該
年
度
に
お
け
る
前
条
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
保
険
納
付

第
三
十
九
条
　
法
第
百
二
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
保
険
納
付
対
象
額
の
総
額
は
、
当
該
年
度
の
前
々
年
度
に
お
け
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（
確
定
後
期
高
齢
者
支
援
金
の
算
定
に
係
る
加
入
者
一
人
当
た
り
負
担
額
の
算
定
方
法
）

第
四
十
条
　
加
入
者
一
人
当
た
り
負
担
額
は
、
当
該
年
度
の
前
々
年
度
に
お
け
る
前
条
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
保
険

　
納
付
対
象
額
の
総
額
を
当
該
年
度
の
前
々
年
度
に
お
け
る
す
べ
て
の
保
険
者
に
係
る
加
入
者
の
総
数
で
除
し
て
得
た

　
額
を
基
礎
と
し
て
、
年
度
．
こ
と
に
あ
ら
か
じ
め
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
額
と
す
る
。

　
（
後
期
高
齢
者
関
係
事
務
費
拠
出
金
の
額
の
算
定
方
法
）

第
四
十
一
条
　
第
二
十
一
条
の
規
定
は
、
法
第
百
二
十
二
条
に
規
定
す
る
後
期
高
齢
者
関
係
事
務
典
拠
出
金
（
以
下
「
後

　
期
高
齢
者
関
係
事
務
費
拠
出
金
」
と
い
う
。
）
の
額
の
算
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
十
一

　
条
中
「
法
第
百
三
十
九
条
第
一
項
第
一
号
」
と
あ
る
の
は
、
「
法
第
百
三
十
九
条
第
一
項
第
二
号
」
と
統
み
替
え
る
も

　
の
と
す
る
。

　
（
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
行
う
支
払
基
金
に
対
す
る
通
知
）

第
四
十
二
条
　
法
第
百
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
支
払
基
金
に
対
し
て
行
う
通

　
知
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
期
日
ま
で
に
行
う
も
の
と
す
る
。

　
一
　
各
月
ご
と
の
保
険
納
付
対
象
額
（
法
第
百
条
第
一
項
に
規
定
す
る
保
険
納
付
対
象
額
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
及

　
　
び
そ
の
内
訳
　
当
該
月
の
翌
々
月
の
十
五
日

　
二
　
各
年
度
ご
と
の
保
険
納
付
対
象
額
及
び
そ
の
内
訳
　
当
該
年
度
の
翌
年
度
の
六
月
一
日

　
（
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
に
係
る
納
付
の
猶
予
の
申
請
）

第
四
十
三
条
第
二
十
二
条
の
規
定
は
、
法
第
百
二
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

　
り
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
（
法
第
百
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の

　
一
部
の
納
付
の
猶
予
を
受
け
よ
う
と
す
る
保
険
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

　
　
　
第
七
章
　
雑
則

　
（
保
険
者
が
行
う
支
払
基
金
に
対
す
る
報
告
）

第
四
十
四
条
　
保
険
者
は
、
支
払
基
金
に
対
し
、
毎
年
度
、
当
該
年
度
の
各
月
末
日
に
お
け
る
加
入
者
の
数
及
び
前
期

　
高
齢
者
で
あ
る
加
入
者
の
数
を
、
当
該
年
度
の
翌
年
度
の
六
月
一
日
ま
で
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
　
保
険
者
は
、
支
払
基
金
に
対
し
、
毎
年
度
、
当
該
年
度
の
末
日
に
お
け
る
特
定
健
康
診
査
等
（
法
第
十
八
条
第
二

　
項
第
一
号
に
規
定
す
る
特
定
健
魔
診
査
等
を
い
う
。
）
の
実
施
状
況
に
関
す
る
結
果
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る

　
事
項
を
、
電
子
情
報
処
理
組
織
（
保
険
者
が
使
用
す
る
電
子
計
算
機
（
入
出
力
装
置
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
と
支
払

　
基
金
が
使
用
す
る
電
子
計
算
機
と
を
電
気
通
信
回
線
で
接
続
し
た
電
子
情
報
処
理
組
織
を
い
う
。
）
を
使
用
す
る
方
法

　
又
は
当
該
事
項
を
記
録
し
た
光
デ
ィ
ス
ク
そ
の
他
の
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚

　
に
よ
っ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
っ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用

　
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
）
を
提
出
す
る
方
法
に
よ
り
、
当
該
年
度
の
翌
年
度
の
十
一
月
一
日
ま
で
に
報
告
し
な
け

　
れ
ば
な
ら
な
い
。

3
　
保
険
者
は
、
支
払
基
金
に
対
し
、
毎
年
度
、
当
該
年
度
の
各
月
に
お
け
る
法
第
三
十
八
条
第
一
項
第
一
月
ロ
働
に

　
規
定
す
る
保
険
者
の
給
付
に
要
す
る
費
用
等
の
額
（
第
五
項
に
お
い
て
「
法
定
給
付
費
額
」
と
い
う
。
）
を
、
当
該
年

度
の
翌
年
度
の
九
月
一
日
ま
で
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

4
　
保
険
者
は
、
支
払
基
金
に
対
し
、
各
月
．
こ
と
の
当
該
保
険
者
に
係
る
前
期
高
齢
者
給
付
費
額
及
び
そ
の
内
訳
を
、

　
当
該
月
の
翌
々
月
の
十
五
日
ま
で
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

5
　
合
併
、
分
割
又
は
解
散
が
当
該
年
度
の
四
月
二
日
以
降
に
行
わ
れ
た
場
合
に
お
け
る
当
該
合
併
に
よ
り
成
立
し
た

　
保
険
者
、
当
該
分
割
に
よ
り
成
立
し
た
保
険
者
（
分
割
後
存
続
す
る
保
険
者
が
あ
る
場
合
を
除
く
。
）
及
び
当
該
合
併

　
後
存
続
す
る
保
険
者
並
び
に
当
該
解
散
を
し
た
保
険
者
の
権
利
義
務
を
承
継
し
た
保
険
者
又
は
清
算
法
人
は
、
前
各

　
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
支
払
基
金
に
対
し
、
当
該
合
併
、
分
割
又
は
解
散
に
よ
り
消
滅
し
た
保
険
者
の
当
該
年

　
度
の
各
月
末
日
（
当
該
合
併
、
分
割
又
は
解
散
が
行
わ
れ
た
日
の
属
す
る
月
に
あ
っ
て
は
、
当
該
合
併
、
分
割
又
は

　
解
散
が
行
わ
れ
た
日
と
す
る
。
）
に
お
け
る
加
入
者
の
数
、
前
期
高
齢
者
で
あ
る
加
入
者
の
数
、
法
定
給
付
費
額
及
び

　
前
期
高
齢
者
給
付
費
額
を
、
当
該
合
併
、
分
割
又
は
解
散
が
行
わ
れ
た
日
か
ら
三
月
以
内
に
文
書
に
よ
り
報
告
し
な

　
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
新
設
等
の
届
出
）

第
四
十
五
条
新
た
に
設
立
さ
れ
た
保
険
者
又
は
合
併
若
し
く
は
分
割
に
よ
り
成
立
し
た
保
険
者
は
、
新
た
に
設
立
さ

　
れ
た
日
又
は
合
併
若
し
く
は
分
割
が
あ
っ
た
日
か
ら
十
四
日
以
内
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
支
払
基
金
に
届

　
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
　
保
険
者
の
名
称
及
び
保
険
者
番
号

　
二
　
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

　
三
　
代
表
者
の
氏
名
及
び
住
所

2
　
保
険
者
は
、
合
併
若
し
く
は
分
割
が
あ
っ
た
と
き
、
若
し
く
は
解
散
し
た
保
険
者
の
権
利
義
務
を
承
継
し
た
と
き
、

　
又
は
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
い
ず
れ
か
に
つ
い
て
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、
合
併
若
し
く
は
分
割
が
あ
っ
た
日

　
若
し
く
は
解
散
し
た
保
険
者
の
権
利
義
務
を
承
継
し
た
日
又
は
同
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
い
ず
れ
か
に
つ
い
て
変

　
更
が
あ
っ
た
日
か
ら
十
四
日
以
内
に
、
そ
の
旨
を
支
払
基
金
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
端
数
計
算
）

第
四
士
ハ
条
　
前
期
高
齢
者
交
付
金
、
前
期
高
齢
者
納
付
金
等
又
は
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数

　
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
る
も
の
と
す
る
。

2
　
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
額
等
を
算
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
額
等
に
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
同
表
の
下
欄

　
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
す
る
も
の
と
す
る
。

第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
前
期
高
齢
者
交
付
控
除
対
象
保
険

者
に
係
る
前
期
高
齢
者
交
付
調
整
金
額

第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
前
期
高
齢
者
交
付
加
算
対
象
保
険

者
に
係
る
前
期
高
齢
者
交
付
調
整
金
額

第
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
前

期
高
齢
者
納
付
控
除
対
象
保
険
者
に
係
る
前
期
高
齢
者
納
付
調

整
金
額

第
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
前

期
高
齢
者
納
付
加
算
対
象
保
険
者
に
係
る
前
期
高
齢
者
納
付
調

整
金
額

第
三
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る

後
期
高
齢
者
支
援
控
除
対
象
保
険
者
に
係
る
後
期
高
齢
者
調
整

金
額

第
三
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る

後
期
高
齢
者
支
援
加
算
対
象
保
険
者
に
係
る
後
期
高
齢
者
調
整

金
額

法
第
三
十
四
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
前
期
高
齢
者
に
係

る
後
期
高
齢
者
支
援
金
の
概
算
額

法
第
三
十
四
条
第
三
項
に
規
定
す
る
概
算
調
整
対
象
基
準
額

法
第
三
十
五
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
前
期
高
齢
者
に
係

る
後
期
高
齢
者
支
援
金
の
確
定
額

法
第
三
十
五
条
第
三
項
に
規
定
す
る
確
定
調
整
対
象
基
準
額

法
第
三
十
八
条
第
一
項
第
一
号
ロ
本
文
に
掲
げ
る
額

法
第
三
十
九
条
第
一
項
第
一
号
ロ
本
文
に
掲
げ
る
額

一
円
未
満
の
端
数
を
切
り
捨
て
る
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第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
前
期
高
齢
者
給
付
費
見
込
額

一
円
未
満
の
端
数
を
四
捨
五
入
す
る

第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
調
整
対
象
外
給
付
費
見
込
額

第
七
条
に
規
定
す
る
一
の
保
険
者
に
係
る
前
期
高
齢
者
で
あ
る
加
入
者
一
人
当
た
り
の
前
期
高
齢
者
給
付
費
見
込
額

第
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
調
整
対
象
外
給
付
費
額

第
十
四
条
に
規
定
す
る
一
の
保
険
者
に
係
る
前
期
高
齢
者
で
あ
る
加
入
者
一
人
当
た
り
の
前
期
高
齢
者
給
付
費
額

第
十
八
条
第
一
項
各
号
本
文
に
掲
げ
る
額

第
三
十
七
条
に
規
定
す
る
保
険
納
付
対
象
額
の
見
込
額
の
総
額

第
三
十
七
条
第
一
号
本
文
に
掲
げ
る
額

第
三
十
七
条
第
二
号
本
文
に
掲
げ
る
額

第
三
十
九
条
に
規
定
す
る
保
険
納
付
対
象
額
の
総
額

第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
当
該
保
険
者
に
係
る
前
期
高
齢
者
で
あ
る
加
入
者
の
見
込
数

一
未
満
の
端
数
を
四
捨
五
入
す
る

第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
概
算
加
入
者
調
整
率

小
数
点
以
下
第
五
位
未
満
を
四
捨
五
入
す
る

第
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
粗
概
算
加
入
者
調
整
率

第
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
確
定
加
入
者
調
整
率

第
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
粗
確
定
加
入
者
調
整
率

少
数
点
以
下
第
八
位
未
満
を
四
捨
五
入
す
る

第
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
保
険
者
別
前
期
高
齢
者
加
入
率

　
（
公
示
）

第
四
十
七
条
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、

　
も
の
と
す
る
。

八七六五四三二一

次
に
掲
げ
る
率
又
は
額
を
定
め
た
と
き
は
、
年
度
ご
と
に
あ
ら
か
じ
め
公
示
す
る

第
三
条
に
規
定
す
る
前
期
高
齢
者
交
付
算
定
率

第
五
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
率

第
八
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
率

第
九
条
第
三
項
に
規
定
す
る
概
算
補
正
係
数

第
十
一
条
に
規
定
す
る
一
人
平
均
前
期
高
齢
者
給
付
費
見
込
額

第
十
二
条
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
率

第
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
九
条
第
三
項
に
規
定
す
る
確
定
補
正
係
数

第
十
六
条
に
規
定
す
る
一
人
平
均
前
期
高
齢
者
給
付
質
額

九
　
第
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
条
に
規
定
す
る
前
期
高
齢
者
納
付
算
定
率

十
　
第
十
八
条
第
一
項
第
一
号
ロ
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
率

十
一
　
第
十
八
条
第
一
項
第
二
号
ロ
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
率

十
二
　
第
十
八
条
第
一
項
第
三
号
ロ
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
率

十
三
　
第
十
九
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
厘
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
率

十
四
　
第
二
十
一
条
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
額

十
五
　
第
三
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
条
に
規
定
す
る
後
期
高
齢
者
支
援
算
定
率

十
六
　
第
三
十
七
条
第
一
号
ロ
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
率

十
七
　
第
三
十
七
条
第
二
号
ロ
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
率

十
八
　
第
三
十
八
条
に
規
定
す
る
加
入
者
一
人
当
た
り
負
担
見
込
額

十
九
　
第
四
十
条
に
規
定
す
る
加
入
者
一
人
当
た
り
負
担
額

　
二
十
　
第
四
十
一
条
に
お
い
て
革
用
す
る
第
二
十
一
条
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
額

2
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
次
に
掲
げ
る
率
又
は
額
を
年
度
ご
と
に
あ
ら
か
じ
め
公
示
す
る
も
の
と
す
る
。

　
一
　
第
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
全
保
険
者
平
均
前
期
高
齢
者
加
入
率
見
込
値

　
二
　
第
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
全
保
険
者
平
均
前
期
高
齢
者
加
入
率

　
三
　
法
第
三
十
八
条
第
三
項
に
規
定
す
る
負
担
調
整
対
象
見
込
額
の
総
額
を
加
入
者
見
込
総
数
で
除
し
て
得
た
額

　
四
　
法
第
三
十
九
条
第
三
項
に
規
定
す
る
負
担
賜
整
対
象
額
の
総
額
を
当
該
年
度
の
前
々
年
度
に
お
け
る
す
べ
て
の

　
　
保
険
者
に
係
る
加
入
者
の
総
数
で
除
し
て
得
た
額

　
　
　
附
　
則

　
（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
車
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
（
平
成
二
十
年
度
の
概
算
前
期
高
齢
者
交
付
金
の
額
等
に
係
る
算
定
の
特
例
）

第
二
条
平
成
二
十
年
度
の
概
算
前
期
高
齢
者
交
付
金
の
額
及
び
概
算
前
期
高
齢
者
納
付
金
の
額
の
算
定
に
係
る
平
成

　
二
十
年
度
に
お
け
る
前
期
高
齢
者
給
付
費
見
込
額
は
、
第
五
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
十
八
年
度
に
お
け
る

　
第
十
二
条
各
号
に
掲
げ
る
保
険
者
（
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
徹
第
八
十
三
号
）

　
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
老
人
保
健
法
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
八
十
号
。
以
下
「
老
人
保
健
法
」
と
い
う
。
）

　
第
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
保
険
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ

　
れ
当
該
各
号
に
掲
げ
る
給
付
に
相
当
す
る
も
の
の
額
の
う
ち
、
平
成
十
八
年
度
前
期
高
齢
者
で
あ
る
加
入
者
（
平
成

　
十
八
年
度
に
お
い
て
、
六
十
五
歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
（
そ
の
日
が
月
の
初
日
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の

　
日
の
属
す
る
月
）
以
後
で
あ
る
加
入
者
（
老
人
保
健
法
第
六
条
第
三
項
に
規
定
す
る
加
入
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
条

　
及
ぴ
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
っ
て
、
七
十
五
歳
に
遼
す
る
日
の
属
す
る
月
以
前
で
あ
る
も
の
を
い
う
。
次
項
に

　
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
額
の
合
計
額
そ
の
他
の
事
情
を
踏
ま
え
て
、
あ
ら
か
じ
め
支
払
基
金
が
厚
生
労
働
大
臣
の
承

　
認
を
受
け
て
算
定
す
る
額
と
す
る
。

2
　
平
成
二
十
年
度
の
概
算
前
期
高
齢
者
交
付
金
の
額
及
び
概
算
前
期
高
齢
者
納
付
金
の
額
の
算
定
に
係
る
平
成
二
十

　
年
度
に
お
け
る
前
期
高
齢
者
で
あ
る
加
入
者
の
見
込
数
は
、
第
八
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
十
八
年
度
に
お

　
け
る
各
保
険
者
の
平
成
十
八
年
度
前
期
高
齢
者
で
あ
る
加
入
者
の
数
そ
の
他
の
事
情
を
踏
ま
え
て
、
あ
ら
か
じ
め
支

　
払
基
金
が
厚
生
労
働
大
臣
の
承
認
を
受
け
て
算
定
す
る
数
と
す
る
。

3
　
平
成
二
十
年
度
の
概
算
前
期
高
齢
者
納
付
金
の
額
の
算
定
に
係
る
平
成
二
十
年
度
に
お
け
る
法
定
給
付
費
見
込
額

　
は
、
第
十
八
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
十
八
年
度
に
お
け
る
各
保
険
者
の
老
人
保
健
法
第
五
十
五
条
第
一
項

　
第
一
号
ロ
図
に
規
定
す
る
保
険
者
の
給
付
に
要
す
る
費
用
そ
の
他
の
事
情
を
踏
ま
え
て
、
あ
ら
か
じ
め
支
払
基
金
が

　
厚
生
労
働
大
臣
の
承
認
を
受
け
て
算
定
す
る
額
と
す
る
。
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4
　
平
成
二
十
年
度
の
概
算
前
期
高
齢
者
交
付
金
の
額
、
概
算
前
期
高
齢
者
納
付
金
の
額
及
び
前
期
高
齢
者
関
係
事
務

　
費
拠
出
金
の
額
並
び
に
概
算
後
期
高
齢
者
支
援
金
の
額
（
法
第
百
二
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
概
算
後
期
高
齢
者
支

　
援
金
の
額
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
及
び
後
期
高
齢
者
関
係
事
務
費
拠
出
金
の
額
の
算
定
に
係
る
平
成
二
十
年
度
に
お

　
け
る
加
入
者
見
込
数
は
、
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
十
八
年
度
に
お
け
る
各
保
険
者
の
加
入

　
者
の
数
そ
の
他
の
事
情
を
踏
ま
え
て
、
あ
ら
か
じ
め
支
払
基
金
が
厚
生
労
働
大
臣
の
承
認
を
受
け
て
算
定
す
る
数
と

　
す
る
。

5
　
平
成
二
十
年
度
の
概
算
後
期
高
齢
者
支
援
金
の
額
の
算
定
に
係
る
平
成
二
十
年
度
に
お
け
る
保
険
納
付
対
象
額
の

　
見
込
額
の
総
額
は
、
第
三
十
七
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
老
人
保
健
法
の
規
定
に
よ
る
平
成
十
八
年
度
の
各
保
険

　
者
の
七
十
五
歳
以
上
の
加
入
者
等
に
対
す
る
医
療
等
に
要
す
る
費
用
の
額
そ
の
他
の
事
情
を
踏
ま
え
て
、
あ
ら
か
じ

　
め
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の
と
す
る
。

6
　
平
成
二
十
年
度
の
概
算
前
期
高
齢
者
交
付
金
の
額
、
概
算
前
期
高
齢
者
納
付
金
の
額
及
び
前
期
高
齢
者
関
係
事
務

　
費
拠
出
金
の
額
並
び
に
概
算
後
期
高
齢
者
支
援
金
の
額
及
ぴ
後
期
高
齢
者
関
係
事
務
費
拠
出
金
の
額
の
算
定
に
係
る

　
平
成
二
十
年
度
に
お
け
る
加
入
者
見
込
総
数
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
第
十
九
条
第
一
項
中
「
次
項
の
規
定
に
よ
り
算

　
定
す
る
数
の
総
数
と
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
す
る
数
の
総
数
と
の
合
計
数
」
と
あ
る
の
は
、
「
附
則
第
二
条
第
四

　
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
す
る
数
」
と
す
る
。

7
　
平
成
二
十
年
度
の
概
算
後
期
高
齢
者
支
援
金
の
額
の
算
定
に
係
る
平
成
二
十
年
度
に
お
け
る
第
三
十
八
条
に
規
定

　
す
る
加
入
者
一
人
当
た
り
負
担
見
込
額
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
同
条
中
「
前
条
」
と
あ
る
の
は
、
「
附
則
第
二
条
第
五

　
項
」
と
す
る
。

　
（
平
成
二
十
一
年
度
の
概
算
前
期
高
齢
者
交
付
金
の
額
等
に
係
る
算
定
の
特
例
）

第
三
条
　
平
成
二
十
一
年
度
の
概
算
前
期
高
齢
者
交
付
金
の
額
及
び
概
算
前
期
高
齢
者
納
付
金
の
額
の
算
定
に
係
る
平

　
成
二
十
一
年
度
に
お
け
る
前
期
高
齢
者
給
付
費
見
込
額
は
、
第
五
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
十
九
年
度
に
お

　
け
る
第
十
二
条
各
号
に
掲
げ
る
保
険
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
掲
げ
る
給
付
に
相
当
す
る
も
の
の

　
額
の
う
ち
、
平
成
十
九
年
度
前
期
高
齢
者
で
あ
る
加
入
者
（
平
成
十
九
年
度
に
お
い
て
、
六
十
五
歳
に
達
す
る
日
の

　
属
す
る
月
の
翌
月
（
そ
の
日
が
月
の
初
日
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
日
の
属
す
る
月
）
以
後
で
あ
る
加
入
者
で
あ
っ
て
、

　
七
十
五
歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る
月
以
前
で
あ
る
も
の
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
額
の
合
計
額
そ
の

　
他
の
事
情
を
踏
ま
え
て
、
あ
ら
か
じ
め
支
払
基
金
が
厚
生
労
働
大
臣
の
承
認
を
受
け
て
算
定
す
る
額
と
す
る
。

2
　
平
成
二
十
一
年
度
の
概
算
前
期
高
齢
者
交
付
金
の
額
及
ぴ
概
算
前
期
高
齢
者
納
付
金
の
額
の
算
定
に
係
る
平
成
二

　
十
一
年
度
に
お
け
る
前
期
高
齢
者
で
あ
る
加
入
者
の
見
込
数
は
、
第
八
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
十
九
年
度

　
に
お
け
る
各
保
険
者
の
平
成
十
九
年
度
前
期
高
齢
者
で
あ
る
加
入
者
の
数
そ
の
他
の
事
情
を
踏
ま
え
て
、
あ
ら
か
じ

　
め
支
払
基
金
が
厚
生
労
働
大
臣
の
承
認
を
受
け
て
算
定
す
る
数
と
す
る
。

3
　
平
成
二
十
一
年
度
の
概
算
前
期
高
齢
者
納
付
金
の
額
の
算
定
に
係
る
平
成
二
十
一
年
度
に
お
け
る
法
定
給
付
費
見

　
込
額
は
、
第
十
八
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
十
九
年
度
に
お
け
る
各
保
険
者
の
老
人
保
健
法
第
五
十
五
条
第

　
一
項
第
一
号
ロ
ω
に
規
定
す
る
保
険
者
の
給
付
に
要
す
る
費
用
そ
の
他
の
事
情
を
踏
ま
え
て
、
あ
ら
か
じ
め
支
払
基

　
金
が
厚
生
労
働
大
臣
の
承
認
を
受
け
て
算
定
す
る
額
と
す
る
。

4
　
平
成
二
十
一
年
度
の
概
算
前
期
高
齢
者
交
付
金
の
額
、
概
算
前
期
高
齢
者
納
付
金
の
額
及
び
前
期
高
齢
者
関
係
事

　
務
費
拠
出
金
の
額
並
び
に
概
算
後
期
高
齢
者
支
援
金
の
額
及
ぴ
後
期
高
齢
者
関
係
事
務
費
拠
出
金
の
額
の
算
定
に
係

　
る
平
成
二
十
一
年
度
に
お
け
る
加
入
者
見
込
数
は
、
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
十
九
年
度
に

　
お
け
る
各
保
険
者
の
加
入
者
の
数
そ
の
他
の
事
情
を
踏
ま
え
て
、
あ
ら
か
じ
め
支
払
基
金
が
厚
生
労
働
大
臣
の
承
認

　
を
受
け
て
算
定
す
る
数
と
す
る
。

5
　
平
成
二
十
一
年
度
の
概
算
後
期
高
齢
者
支
援
金
の
額
の
算
定
に
係
る
平
成
二
十
一
年
度
に
お
け
る
保
険
納
付
対
線

　
額
の
見
込
額
の
総
額
は
、
第
三
十
七
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
老
人
保
健
法
の
規
定
に
よ
る
平
成
十
九
年
度
の
各

　
保
険
者
の
七
十
五
歳
以
上
の
加
入
者
等
に
対
す
る
医
療
等
に
要
す
る
費
用
の
額
そ
の
他
の
事
情
を
踏
ま
え
て
、
あ
ら

　
か
じ
め
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の
と
す
る
。

6
　
平
成
二
十
一
年
度
の
概
算
前
期
高
齢
者
交
付
金
の
額
、
概
算
前
期
高
齢
者
納
付
金
の
額
及
び
前
期
高
齢
者
関
係
事

　
務
費
拠
出
金
の
額
並
び
に
概
算
後
期
高
齢
者
支
援
金
の
額
及
び
後
期
高
齢
者
関
係
事
務
典
拠
出
金
の
額
の
算
定
に
係

　
る
平
成
二
十
一
年
度
に
お
け
る
加
入
者
見
込
総
数
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
第
十
九
条
第
一
項
中
「
次
項
の
規
定
に
よ

　
り
算
定
す
る
数
の
総
数
と
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
す
る
数
の
総
数
と
の
合
計
数
」
と
あ
る
の
は
、
「
附
則
第
三
条

　
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
す
る
数
」
と
す
る
。

7
　
平
成
二
十
一
年
度
の
概
算
後
期
高
齢
者
支
援
金
の
額
の
算
定
に
係
る
平
成
二
十
一
年
度
に
お
け
る
第
三
十
八
条
に

　
規
定
す
る
加
入
者
一
人
当
た
り
負
担
見
込
額
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
同
条
中
「
前
条
」
と
あ
る
の
は
、
「
附
則
第
三
条

　
第
五
項
」
と
す
る
。

　
（
平
成
二
十
年
度
の
前
期
高
齢
者
給
付
費
額
及
び
そ
の
内
訳
の
報
告
の
特
例
）

第
四
条
　
平
成
二
十
年
度
に
お
け
る
前
期
高
齢
者
給
付
費
額
及
び
そ
の
内
訳
の
報
告
に
関
し
第
四
十
四
条
第
四
項
の
規

　
定
に
よ
り
難
い
特
別
の
事
情
の
あ
る
保
険
者
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
厚
生
労
働
大
臣
の
承
認

　
を
受
け
て
別
に
定
め
る
前
期
苗
齢
者
給
付
費
額
及
び
そ
の
内
訳
の
報
告
を
も
っ
て
平
成
二
十
年
度
に
お
け
る
同
項
の

　
報
告
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
公
示
）

第
五
条
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
附
則
第
二
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
平
成
二
十
年
度
に
お
け
る
保
険
納
付
対
象
額
の
見

　
込
額
の
総
額
を
定
め
た
と
き
、
又
は
附
則
第
三
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
平
成
二
十
一
年
度
に
お
け
る
保
険
納
付
対

　
象
額
の
見
込
額
の
総
額
を
定
め
た
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
公
示
す
る
も
の
と
す
る
。

　
（
平
成
二
十
年
度
か
ら
平
成
二
十
五
年
度
ま
で
の
間
の
基
金
事
業
交
付
金
及
び
基
金
事
業
貸
付
金
の
額
並
び
に
基
金

　
事
業
対
象
収
入
額
の
算
定
の
特
例
）

第
六
条
　
施
行
令
附
則
第
十
三
条
に
規
定
す
る
特
定
市
町
村
に
お
け
る
平
成
二
十
年
度
か
ら
平
成
二
十
五
年
度
ま
で
の

　
間
の
基
金
事
業
交
付
金
又
は
基
金
事
業
貸
付
金
の
額
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
第
二
十
四
条
第
二
号
及
び
第
二
十
七
条

　
第
一
号
口
中
「
繰
入
金
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
繰
入
金
の
額
並
び
に
法
附
則
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
繰
入

　
金
の
う
ち
当
該
特
定
市
町
村
に
係
る
額
」
と
、
第
三
十
二
条
第
二
号
中
「
当
該
保
険
料
収
納
下
限
額
未
満
市
町
村
」

　
と
あ
る
の
は
「
当
該
特
定
市
町
村
で
あ
る
保
険
料
収
納
下
限
額
未
満
市
町
村
」
と
、
「
繰
入
金
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
繰

　
入
金
の
額
並
び
に
法
附
則
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
繰
入
金
の
う
ち
当
該
特
定
市
町
村
で
あ
る
保
険
料
収
納

　
下
限
額
未
満
市
町
村
に
係
る
額
」
と
す
る
。

2
　
施
行
令
附
則
第
十
三
条
に
規
定
す
る
特
定
市
町
村
が
含
ま
れ
る
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
お
け
る
平
成
二
十

　
年
度
か
ら
平
成
二
十
五
年
度
ま
で
の
間
の
基
金
事
業
対
象
収
入
額
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
第
三
十
三
条
中
「
繰
入
金

　
の
額
」
と
あ
る
の
は
、
「
繰
入
金
の
額
並
び
に
法
附
則
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
繰
入
金
」
と
す
る
。

　
（
平
成
二
十
年
度
及
び
平
成
二
十
一
年
度
の
基
金
事
業
交
付
金
及
び
基
金
事
業
貸
付
金
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る

　
額
）

第
七
条
　
平
成
二
十
年
度
に
お
け
る
基
金
事
業
貸
付
金
の
額
の
算
定
に
係
る
初
年
度
基
金
事
業
対
象
収
入
額
は
、
第
二

　
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
一
号
に
掲
げ
る
額
を
第
二
号
に
掲
げ
る
月
数
で
除
し
て
得
た
額
に
十
二

　
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

　
一
　
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
年
度
に
お
け
る
貸
付
金
基
準
日
ま
で
の
間
の
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広

　
　
域
連
合
の
基
金
事
業
対
象
収
入
額

　
二
　
平
成
二
十
年
度
の
四
月
か
ら
貸
付
金
基
準
日
の
属
す
る
月
ま
で
の
月
数

2
　
平
成
二
十
年
度
に
お
け
る
基
金
事
業
貸
付
金
の
額
の
算
定
に
係
る
初
年
度
基
金
事
業
対
象
費
用
額
は
、
第
二
十
九

　
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
一
号
に
掲
げ
る
額
を
第
二
号
に
掲
げ
る
月
数
で
除
し
て
得
た
額
に
十
二
を
乗

　
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

　
一
　
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
年
度
に
お
け
る
貸
付
金
基
準
日
ま
で
の
間
の
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広

　
　
域
連
合
の
基
金
事
業
対
象
費
用
額

　
二
　
平
成
二
十
年
度
の
四
月
か
ら
貸
付
金
基
準
日
の
属
す
る
月
ま
で
の
月
数

3
　
平
成
二
十
一
年
度
に
お
け
る
第
二
十
四
条
第
一
号
の
額
は
、
同
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
に
掲
げ
る
額
の
合

　
計
額
と
す
る
。

　
一
　
平
成
二
十
年
度
に
お
い
て
当
該
市
町
村
が
収
納
し
た
平
成
二
十
年
度
分
の
保
険
料
の
額

　
二
　
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
一
年
度
に
お
け
る
交
付
金
基
準
日
ま
で
の
間
に
収
納
し
た
平
成
二
十

　
　
一
年
度
分
の
保
険
料
の
額
に
、
イ
に
掲
げ
る
額
を
ロ
に
掲
げ
る
額
で
除
し
て
得
た
率
を
乗
じ
て
得
た
額

　
　
イ
　
前
号
の
額

　
　
ロ
　
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
年
度
に
お
け
る
交
付
金
基
準
日
応
当
日
ま
で
の
間
に
当
該
市
町
村
が

　
　
　
収
納
し
た
平
成
二
十
年
度
分
の
保
険
料
の
額

4
　
平
成
二
十
一
年
度
に
お
け
る
第
二
十
六
条
第
一
号
（
第
三
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
額
は
、

　
同
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額
と
す
る
。

　
一
　
平
成
二
十
年
度
に
お
け
る
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
基
金
事
業
対
象
費
用
額

　
二
　
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
一
年
度
に
お
け
る
交
付
金
基
準
日
ま
で
の
間
の
当
該
後
期
高
齢
者
医

　
　
療
広
域
連
合
の
基
金
箏
業
対
療
費
用
額
に
、
イ
に
掲
げ
る
額
を
ロ
に
掲
げ
る
額
で
除
し
て
得
た
率
を
乗
じ
て
得
た

　
　
額

　
　
イ
　
前
号
の
額

　
　
ロ
　
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
年
度
に
お
け
る
交
付
金
基
準
日
応
当
日
ま
で
の
問
の
当
該
後
期
高
齢

　
　
者
医
療
広
域
連
合
の
基
金
事
業
対
象
費
用
額
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5
　
平
成
二
十
一
年
度
に
お
け
る
第
二
十
六
条
第
二
号
（
第
三
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
額
は
、

　
同
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額
と
す
る
。

　
一
　
平
成
二
十
年
度
に
お
け
る
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
基
金
事
業
対
象
収
入
額

　
二
　
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
一
年
度
に
お
け
る
交
付
金
基
準
日
ま
で
の
間
の
当
該
後
期
高
齢
者
医

　
　
療
広
域
連
合
の
基
金
事
業
対
象
収
入
額
に
、
イ
に
掲
げ
る
額
を
ロ
に
掲
げ
る
額
で
除
し
て
得
た
率
を
乗
じ
て
得
た

　
　
額

　
　
イ
　
前
号
の
額

　
　
ロ
　
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
年
度
に
お
け
る
交
付
金
基
準
日
応
当
日
ま
で
の
間
の
当
該
後
期
高
齢

　
　
　
者
医
療
広
域
連
合
の
基
金
事
業
対
象
収
入
額

6
　
平
成
二
十
一
年
度
に
お
け
る
第
三
十
二
条
第
一
号
の
額
は
、
同
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
に
掲
げ
る
額
の
合

　
計
額
と
す
る
。

　
一
　
平
成
二
十
年
度
に
お
け
る
当
該
保
険
料
収
納
下
限
額
未
満
市
町
村
が
収
納
し
た
平
成
二
十
年
度
分
の
保
険
料
の

　
　
額

　
二
　
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
一
年
度
に
お
け
る
貸
付
金
基
準
日
ま
で
の
間
に
当
該
保
険
料
収
納
下

　
　
限
額
未
満
市
町
村
が
収
納
し
た
平
成
二
十
一
年
度
分
の
保
険
料
の
額
に
、
イ
に
掲
げ
る
額
を
ロ
に
掲
げ
る
額
で
除

　
　
し
て
得
た
率
を
乗
じ
て
得
た
額

　
　
イ
　
前
号
の
額

　
　
ロ
　
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
年
度
に
お
け
る
貸
付
金
基
準
日
応
当
日
ま
で
の
間
に
当
該
保
険
料
収

　
　
　
納
下
限
額
未
満
市
町
村
が
収
納
し
た
平
成
二
十
年
度
分
の
保
険
料
の
額

　
（
平
成
二
十
年
度
か
ら
平
成
二
十
四
年
度
ま
で
の
各
年
度
に
お
け
る
特
別
高
額
医
療
費
共
同
事
業
拠
出
金
の
額
の
算

　
定
に
係
る
療
養
の
費
用
の
額
の
算
定
方
法
）

第
八
条
　
算
定
政
令
附
則
第
四
条
第
一
項
第
一
号
、
同
条
第
二
項
第
一
号
、
同
条
第
三
項
第
一
号
、
同
条
第
四
項
第
一

　
号
及
び
同
条
第
五
項
第
一
号
の
療
養
に
係
る
費
用
の
額
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た

　
額
は
、
医
療
等
（
老
人
保
健
法
第
二
十
条
に
規
定
す
る
医
療
等
（
高
額
医
療
費
の
支
給
を
除
く
。
）
を
い
う
。
）
の
額
と

　
す
る
。

　
（
平
成
二
十
年
度
に
お
け
る
特
別
高
額
医
療
費
共
同
事
業
拠
出
金
の
額
の
算
定
方
法
）

第
九
条
　
算
定
政
令
附
則
第
四
条
第
一
項
第
一
号
イ
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
の
合
計

　
額
は
、
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
を
組
織
す
る
市
町
村
．
こ
と
に
、
当
該
市
町
村
に
係
る
老
人
医
療
受
給
対
象

　
者
（
老
人
保
健
法
第
十
七
条
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
老
人
医
療
受
給
対
象
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

　
同
じ
。
）
で
あ
っ
て
老
人
保
健
法
第
二
十
八
条
第
一
項
第
二
号
の
適
用
が
さ
れ
な
い
も
の
が
平
成
十
五
年
十
二
月
一
日

　
か
ら
平
成
十
八
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
受
け
た
療
養
に
係
る
費
用
と
し
て
前
条
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算

　
定
し
た
額
の
う
ち
、
当
該
老
人
医
療
受
給
対
象
者
が
同
一
の
月
に
そ
れ
ぞ
れ
一
の
病
院
等
に
つ
い
て
受
け
た
当
該
療

　
養
に
係
る
費
用
の
額
（
当
該
療
養
（
施
行
令
附
則
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
老
人
保
健
法
施
行
令
（
昭
和
五

　
十
七
年
政
令
第
二
百
九
十
三
号
）
第
十
四
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
特
定
給
付
対
象
療
養
（
次
項
に
お
い
て
「
特

　
定
給
付
対
象
療
養
」
と
い
う
。
）
を
除
く
。
）
に
つ
き
老
人
保
健
法
第
三
十
四
条
に
規
定
す
る
法
令
に
よ
る
給
付
又
は
老

　
人
保
健
法
弟
三
十
四
条
の
二
に
規
定
す
る
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
の
規
定
に
よ
る
給
付
が

　
行
わ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
給
付
額
を
控
除
し
た
額
×
国
民
健
康
保
険
法
第
四
十
五
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
法

　
人
（
同
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
法
人
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
審
査
に
係
る
事
務
の

　
委
託
を
受
け
た
診
療
報
酬
請
求
書
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
が
四
百
二
十
万
円
を
超
え
る
も
の
の
二
百
万
円
を
超
え
る

　
部
分
の
額
の
合
計
額
と
す
る
。

2
　
算
定
政
令
附
則
第
四
条
第
一
項
第
一
号
ロ
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
の
合
計
額

　
は
、
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
を
組
織
す
る
市
町
村
、
こ
と
に
、
当
該
市
町
村
に
係
る
老
人
医
療
受
給
対
象
者

　
で
あ
っ
て
老
人
保
健
法
第
二
十
八
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
も
の
が
平
成
十
五
年
十
二
月
一
日
か
ら

　
平
成
十
八
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
受
け
た
療
養
に
係
る
費
用
と
し
て
前
条
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し

　
た
額
の
う
ち
、
当
該
老
人
医
療
受
給
対
象
者
が
同
一
の
月
に
そ
れ
ぞ
れ
一
の
病
院
等
に
つ
い
て
受
け
た
当
該
療
養
に

　
係
る
費
用
の
額
（
当
該
療
養
（
特
定
給
付
対
象
療
養
を
除
く
。
）
に
つ
き
老
人
保
健
法
第
三
十
四
条
に
規
定
す
る
法
令

　
に
よ
る
給
付
又
は
老
人
保
健
法
第
三
十
四
条
の
二
に
規
定
す
る
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
給
付
が
行
わ
れ
た
と
き

　
は
、
そ
の
給
付
額
を
控
除
し
た
額
×
指
定
法
人
が
審
査
に
係
る
事
務
の
委
託
を
受
け
た
診
療
報
酬
請
求
書
に
係
る
も

　
の
に
限
る
。
）
が
四
百
二
十
万
円
を
超
え
る
も
の
の
二
百
万
円
を
超
え
る
部
分
の
額
の
合
計
額
と
す
る
。

　
（
平
成
二
十
一
年
度
に
お
け
る
特
別
高
額
医
療
費
共
同
事
業
拠
出
金
の
額
の
算
定
方
法
）

第
十
条
　
前
条
第
一
項
の
規
定
は
、
算
定
政
令
附
則
第
四
条
第
二
項
第
一
号
イ
ω
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

　
に
よ
り
算
定
し
た
額
の
合
計
額
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
条
第
一
項
中
「
平
成
十
五
年
十
二

　
月
一
日
か
ら
平
成
十
八
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
十
六
年
十
二
月
一
日
か
ら
平
成
十
八
年
十
月

　
三
十
一
日
ま
で
」
と
、
「
前
条
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
八
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

2
　
前
条
第
一
項
の
規
定
は
、
算
定
政
令
附
則
第
四
条
第
二
項
第
一
号
イ
図
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

　
り
算
定
し
た
額
の
合
計
額
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
条
第
一
項
中
「
平
成
十
五
年
十
二
月
｝

　
日
か
ら
平
成
十
八
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
十
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
十
九
年
十
一
月
三

　
十
日
ま
で
」
と
、
「
前
条
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
八
条
」
と
、
「
四
百
二
十
万
円
」
と
あ
る
の
は
「
四
百
万
円
」
と
読

　
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

3
　
前
条
第
二
項
の
規
定
は
、
算
定
政
令
附
則
第
四
条
第
二
項
第
一
号
ロ
ω
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

　
り
算
定
し
た
額
の
合
計
額
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
条
第
二
項
中
「
平
成
十
五
年
十
二
月
一

　
日
か
ら
平
成
十
八
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
十
六
年
十
二
月
一
日
か
ら
平
成
十
八
年
十
月
三
十

　
一
日
ま
で
」
と
、
「
前
条
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
八
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

4
　
前
条
第
二
項
の
規
定
は
、
算
定
政
令
附
則
第
四
条
第
二
項
第
一
号
ロ
の
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

　
り
算
定
し
た
額
の
合
計
額
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
条
第
二
項
中
「
平
成
十
五
年
十
二
月
一

　
日
か
ら
平
成
十
八
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
十
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
十
九
年
十
一
月
三

　
十
日
ま
で
」
と
、
「
前
条
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
八
条
」
と
、
「
四
百
二
十
万
円
」
と
あ
る
の
は
「
四
百
万
円
」
と
読

　
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

　
（
平
成
二
十
二
年
度
に
お
け
る
特
別
高
額
医
療
費
共
同
事
業
拠
出
金
の
額
の
算
定
方
法
）

第
十
一
条
　
附
則
第
九
条
第
一
項
の
規
定
は
、
算
定
政
令
附
則
第
四
条
第
三
項
第
一
号
イ
ω
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

　
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
の
合
計
額
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
附
則
第
九
条
第
一
項
中
「
平

　
成
十
五
年
十
二
月
一
日
か
ら
平
成
十
八
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
十
七
年
十
二
月
一
日
か
ら
平

　
成
十
八
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
」
と
、
「
前
条
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
八
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

2
　
附
則
第
九
条
第
一
項
の
規
定
は
、
算
定
政
令
附
則
第
四
条
第
三
項
第
一
号
イ
の
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ

　
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
の
合
計
額
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
附
則
第
九
条
窮
一
項
中
「
平
成
十

　
五
年
十
二
月
一
日
か
ら
平
成
十
八
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
十
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二

　
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
と
、
「
前
条
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
八
条
」
と
、
「
四
百
二
十
万
円
」
と
あ
る
の
は
「
四

　
百
万
円
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

3
　
附
則
第
九
条
第
二
項
の
規
定
は
、
算
定
政
令
附
則
第
四
条
第
三
項
第
一
号
ロ
ω
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ

　
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
の
合
計
額
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
附
則
第
九
条
第
二
項
中
「
平
成
十

　
五
年
十
二
月
一
日
か
ら
平
成
十
八
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
十
七
年
十
二
月
一
日
か
ら
平
成
十

　
八
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
」
と
、
「
前
条
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
八
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

4
　
附
則
第
九
条
第
二
項
の
規
定
は
、
算
定
政
令
附
則
第
四
条
第
三
項
第
一
号
ロ
⑭
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ

　
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
の
合
計
額
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
附
則
第
九
条
第
二
項
中
「
平
成
十

　
五
年
十
二
月
一
日
か
ら
平
成
十
八
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
十
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二

　
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
と
、
「
前
条
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
八
条
」
と
、
「
四
百
二
十
万
円
」
と
あ
る
の
は
「
四

　
百
万
円
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

　
　
（
平
成
二
十
三
年
度
に
お
け
る
特
別
高
額
医
療
費
共
同
事
業
拠
出
金
の
額
の
算
定
方
法
）

第
十
二
条
　
附
則
第
九
条
第
一
項
の
規
定
は
、
算
定
政
令
附
則
第
四
条
第
四
項
第
一
号
イ
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

　
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
の
合
計
額
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
附
則
第
九
条
第
一
項
中
「
平

　
成
十
五
年
十
二
月
一
日
か
ら
平
成
十
八
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
十
八
年
十
二
月
一
日
か
ら
平

　
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
と
、
「
前
条
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
八
条
」
と
、
「
四
百
二
十
万
円
」
と
あ
る
の
は

　
　
「
四
百
万
円
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

2
　
附
則
第
九
条
第
二
項
の
規
定
は
、
算
定
政
令
附
則
第
四
条
第
四
項
第
一
号
ロ
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

　
に
よ
り
算
定
し
た
額
の
合
計
額
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
附
則
第
九
条
第
二
項
中
「
平
成
十
五

　
年
十
二
月
一
日
か
ら
平
成
十
八
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
十
八
年
十
二
月
一
日
か
ら
平
成
二
十

　
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
と
、
「
前
条
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
八
条
」
と
、
「
四
百
二
十
万
円
」
と
あ
る
の
は
「
四
百

　
万
円
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
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（
平
成
二
十
四
年
度
に
お
け
る
特
別
高
額
医
療
費
共
同
事
業
拠
出
金
の
額
の
算
定
方
法
）

第
十
三
条
　
附
則
第
九
条
第
一
項
の
規
定
は
、
算
定
政
令
附
則
第
四
条
第
五
項
第
一
号
イ
の
庫
生
労
働
省
令
で
定
め
る

　
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
の
合
計
額
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
附
則
第
九
条
第
一
項
中
「
平

　
成
十
五
年
十
二
月
一
日
か
ら
平
成
十
八
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
十
九
年
十
二
月
一
日
か
ら
平

　
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
と
、
「
前
条
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
八
条
」
と
“
四
百
二
十
万
円
」
と
あ
る
の
は

　
「
四
百
万
円
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

2
　
附
則
第
九
条
第
二
項
の
規
定
は
、
算
定
政
令
附
則
第
四
条
第
五
項
第
一
号
ロ
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

　
に
よ
り
算
定
し
た
額
の
合
計
額
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
附
則
第
九
条
第
二
項
中
「
平
成
十
五

　
年
十
二
月
一
日
か
ら
平
成
十
八
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
十
九
年
十
二
月
一
日
か
ら
平
成
二
十

　
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
と
、
「
前
条
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
八
条
」
と
、
「
四
百
二
十
万
円
」
と
あ
る
の
は
「
四
百

　
万
円
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

　
（
平
成
二
十
年
度
及
び
平
成
二
十
一
年
度
に
お
け
る
被
保
険
者
の
数
の
特
例
）

第
十
四
条
　
平
成
二
十
年
度
に
お
け
る
特
別
高
額
医
療
費
共
同
事
業
事
務
費
拠
出
金
の
額
（
算
定
政
令
第
二
十
四
条
に

　
規
定
す
る
特
別
高
額
医
療
費
共
同
事
業
事
務
費
拠
出
金
の
額
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
算
定
に
つ
い
て
は
、

　
第
三
十
五
条
第
一
項
中
「
当
該
年
度
の
前
々
年
度
の
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
被
保
険
者
の
数
を
当
該
年

　
度
の
前
々
年
度
の
各
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
被
保
険
者
の
数
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
十
八
年
度
に
お
け
る
当

　
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
を
組
織
す
る
各
市
町
村
の
老
人
医
癒
受
給
対
象
者
（
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正

　
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
八
十
三
号
）
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
老
人
保
健
法
（
昭
和
五
十
七
年
法

　
律
第
八
十
号
）
第
十
七
条
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
老
人
医
療
受
給
対
象
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
数
の
合
計

　
数
を
平
成
十
八
年
度
に
お
け
る
各
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
を
組
織
す
る
各
市
町
村
の
老
人
医
療
受
給
対
象
者
の

　
数
の
合
計
数
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
被
保
険
者
」
と
あ
る
の
は
「
後
期
高
齢
者
医

　
療
広
域
連
合
を
組
織
す
る
各
市
町
村
の
老
人
医
療
受
給
対
象
者
」
と
、
「
被
保
険
者
の
数
の
」
と
あ
る
の
は
「
老
人
医

　
療
受
給
対
象
者
の
数
の
」
と
す
る
。

2
　
平
成
二
十
一
年
度
に
お
け
る
特
別
高
額
医
旅
費
共
同
事
業
事
務
典
拠
出
金
の
額
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
第
三
十
五

　
条
第
一
項
中
「
当
該
年
度
の
前
々
年
度
の
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
被
保
険
者
の
数
を
当
該
年
度
の
前
々

　
年
度
の
各
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
被
保
険
者
の
数
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
十
九
年
度
に
お
け
る
当
該
後
期
高

　
齢
者
医
療
広
域
連
合
を
組
織
す
る
各
市
町
村
の
老
人
医
療
受
給
対
象
者
（
健
廠
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

　
（
平
成
十
八
年
法
律
第
八
十
三
号
）
第
七
条
の
規
定
に
よ
惹
改
正
前
の
老
人
保
健
法
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
八
十

　
号
）
第
十
七
条
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
老
人
医
療
受
給
対
象
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
数
の
合
計
数
を
平
成

　
十
九
年
度
に
お
け
る
各
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
を
組
織
す
る
各
市
町
村
の
老
人
医
療
受
給
対
象
者
の
数
の
合
計

　
数
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
被
保
険
者
」
と
あ
る
の
は
「
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

　
合
を
組
織
す
る
各
市
町
村
の
老
人
医
療
受
給
対
象
者
」
と
、
「
被
保
険
者
の
数
の
」
と
あ
る
の
は
「
老
人
医
療
受
給
対

　
象
者
の
数
の
」
と
す
る
。

　
（
法
附
則
第
二
条
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
）

第
十
五
条
　
法
附
則
第
二
条
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

　
一
　
医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
第
三
十
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
医
療
法
人

　
二
　
医
療
法
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
病
院
又
は
診
療
所
の
開
設
の
許
可
を
受
け
た
者
（
前
号
に
該
当
す
る
者
を
除

　
　
く
。
）

　
三
　
医
療
法
第
八
条
の
規
定
に
よ
り
診
療
所
の
開
設
の
届
出
を
し
た
者

　
（
法
附
則
第
二
条
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
病
床
の
種
別
）

第
十
六
条
　
法
附
則
第
二
条
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
病
床
の
種
別
は
、
次
に
掲
げ
る
病
床
と
す
る
。

　
一
　
医
療
法
第
七
条
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
療
養
病
床
（
介
護
保
険
法
第
四
十
八
条
第
｝
項
第
三
号
に
規
定
す

　
　
る
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
を
除
く
。
）

　
二
　
医
癒
の
効
率
的
な
提
供
の
推
進
の
た
め
に
病
床
の
転
換
（
法
附
則
第
二
条
に
規
定
す
る
病
床
の
転
換
を
い
う
。
）

　
　
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
病
床

　
（
法
附
則
第
二
条
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設
）

第
十
七
条
法
附
則
第
二
条
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設
は
、
老
人
福
祉
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
三
十
三

　
号
）
第
二
十
条
の
六
に
規
定
す
る
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
そ
の
他
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の
と
す
る
。

　
（
病
床
転
換
支
援
金
に
係
る
加
入
者
見
込
総
数
等
の
算
定
方
法
）

第
十
八
条
　
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
は
、
法
附
則
第
八
条
に
規
定
す
る
当
該
年
度
に
お
け
る
す
べ
て
の
保
険
者
に
係

　
る
加
入
者
の
見
込
総
数
の
算
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

2
　
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
は
、
法
附
則
第
八
条
に
規
定
す
る
当
該
年
度
に
お
け
る
当
該
保
険
者
に
係
る
加
入
者
の

　
見
込
数
の
算
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

3
　
新
設
保
険
者
等
に
係
る
法
附
則
第
八
条
に
規
定
す
る
当
該
年
度
に
お
け
る
当
該
保
険
者
に
係
る
加
入
者
の
見
込
数

　
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

　
（
病
床
転
換
助
成
関
係
躯
務
質
拠
出
金
の
額
の
算
定
方
法
）

第
十
九
条
　
第
二
十
一
条
の
規
定
は
、
法
附
則
第
九
条
に
規
定
す
る
病
床
転
換
助
成
関
係
事
務
費
拠
出
金
の
額
の
算
定

　
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
十
一
条
中
「
法
弟
百
三
十
九
条
第
一
項
第
一
号
」
と
あ
る
の
は
、

　
「
法
附
則
第
十
一
条
第
一
項
」
と
績
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

　
（
病
床
転
換
支
援
金
等
に
係
る
納
付
の
猶
予
の
申
請
）

第
二
十
条
第
二
十
二
条
の
規
定
は
、
法
附
則
第
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
士
パ
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
病

　
床
転
換
支
援
金
等
（
法
附
則
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
病
床
転
換
支
援
金
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
一
部
の
納

　
付
の
猶
予
を
受
け
よ
う
と
す
る
保
険
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

　
（
病
床
転
換
支
援
金
等
に
係
る
端
数
計
算
）

第
二
十
一
条
　
病
床
転
換
支
援
金
等
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
る
も
の
と
す
る
。

　
（
平
成
二
十
年
度
及
び
平
成
二
十
一
年
度
の
病
床
転
換
支
援
金
等
に
係
る
算
定
の
特
例
）

第
二
十
二
条
　
附
則
第
二
条
第
四
項
及
び
附
則
第
三
条
第
四
項
の
規
定
は
、
病
床
転
換
支
援
金
等
の
額
の
算
定
に
係
る

　
平
成
二
十
年
度
及
び
平
成
二
十
一
年
度
に
お
け
る
加
入
者
見
込
数
の
算
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

　
（
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
特
別
会
計
に
繰
り
入
れ
る
額
の
算
定
方
法
）

第
二
十
三
条
　
算
定
政
令
附
則
第
十
五
条
第
一
項
の
法
附
則
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
毎
年
度
後
期
高
齢
者
医

　
療
広
域
連
合
が
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
特
別
会
計
に
繰
り
入
れ
る
額
は
、
当
該
年
度
の
賦
課
期
日
に
お
い
て
施

　
行
令
附
則
第
十
三
条
に
規
定
す
る
特
定
市
町
村
区
域
内
被
保
険
者
で
あ
る
こ
と
が
、
当
該
年
度
の
十
月
二
十
日
ま
で

　
の
間
に
明
ら
か
に
な
っ
た
被
保
険
者
に
つ
い
て
、
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
同
条
の
規
定
の
適
用
が
な
い

　
も
の
と
し
て
施
行
令
第
十
八
条
に
規
定
す
る
基
準
に
従
い
賦
課
を
行
う
こ
と
と
し
た
場
合
に
得
ら
れ
る
当
該
年
度
の

　
保
険
料
の
合
計
額
か
ら
施
行
令
附
則
第
十
三
条
の
規
定
を
適
用
し
て
施
行
令
第
十
八
条
及
び
附
則
第
十
三
条
に
規
定

　
す
る
基
準
に
従
い
賦
課
を
行
う
場
合
に
得
ら
れ
る
当
該
年
度
の
保
険
料
の
合
計
額
を
控
除
し
た
額
（
そ
の
額
が
現
に

　
当
該
年
度
分
の
法
附
則
第
十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
減
少
す
る
こ
と
と
な
る
保
険
料
の
総
額
を
超
え
る
と
き
は
、

　
当
該
総
額
）
と
す
る
。

○
厚
生
労
働
省
令
第
百
四
十
一
号

　
前
期
高
齢
者
交
付
金
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
の
国
庫
負
担
金
の
算
定
等
に
関
す
る
政
令
（
平
成
十
九
年
政
令
第
三
百

二
十
五
号
）
第
六
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
調
整
交
付
金
の
交
付
額
の
算
定
に

関
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　
平
成
十
九
年
十
一
月
二
十
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
舛
添
　
要
一

　
　
　
後
期
高
齢
者
医
療
の
調
整
交
付
金
の
交
付
額
の
算
定
に
関
す
る
省
令

　
（
趣
旨
）

第
一
条
　
後
期
高
齢
者
医
療
の
調
整
交
付
金
（
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
八
十

　
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
九
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
調
整
交
付
金
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
交
付
額
の
算

　
定
に
関
し
て
は
、
こ
の
省
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

　
（
普
通
調
整
交
付
金
の
交
付
）

第
二
条
　
普
通
調
整
交
付
金
（
前
期
高
齢
者
交
付
金
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
の
国
庫
負
担
金
の
算
定
等
に
関
す
る
政
令

　
（
平
成
十
九
年
政
令
第
三
百
二
十
五
号
。
以
下
「
算
定
政
令
」
と
い
う
。
）
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
普
通
調
整
交

　
付
金
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
は
、
調
整
対
象
需
要
額
（
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
調
整
対
象
需
要
額
を
い
う
。
同

　
項
を
除
き
、
以
下
同
じ
。
）
が
調
整
対
象
収
入
額
（
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
調
整
対
象
収
入
額
を
い
う
。
同
項
を

　
除
き
、
以
下
同
じ
。
）
を
超
え
る
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
迎
合
（
法
第
四
十
八
条
に
規
定
す
る
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

　
連
合
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
対
し
て
交
付
す
る
。
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（
普
通
調
整
交
付
金
の
額
の
算
定
）

第
三
条
　
普
通
調
整
交
付
金
の
額
は
、
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
調
整
対
象
需
要
額
か
ら
当
該
後
期
高
齢
者

　
医
療
広
域
連
合
の
調
整
対
象
収
入
額
を
控
除
し
た
額
と
す
る
。

　
（
調
整
対
象
需
要
額
の
算
定
方
法
）

第
四
条
　
調
整
対
象
需
要
額
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
額
に
十
二
分
の
一
に
後
期
高
齢
者
負
担
率
（
法
弟
百
条
第
一
項
に

　
規
定
す
る
後
期
高
齢
者
負
担
率
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
加
え
た
率
を
乗
じ
て
得
た
額
と
第
二
号
に
掲
げ
る
額
に
後

　
期
高
齢
者
負
担
率
を
乗
じ
て
得
た
額
と
の
合
計
額
（
そ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
四
捨
五

　
入
し
て
得
た
額
と
す
る
。
）
（
以
下
「
調
整
前
調
整
対
象
需
要
額
」
と
い
う
。
）
に
調
整
係
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

　
　
　
被
保
険
者
（
法
第
五
十
条
に
規
定
す
る
被
保
険
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
う
ち
、
法
第
六
十
七
条
第
一
項
第

　
　
一
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
者
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
［
第
一
号
被
保
険
者
」
と
い
う
。
）
に
係
る
イ
及
び

　
　
ロ
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額

　
　
イ
　
次
の
ω
か
ら
㈲
ま
で
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額

　
　
　
ω
　
前
年
度
の
十
二
月
十
一
日
か
ら
当
該
年
度
の
十
二
月
十
日
ま
で
の
間
（
以
下
こ
の
イ
及
び
次
号
イ
に
お
い

　
　
　
　
て
「
請
求
費
用
算
定
期
間
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
請
求
に
係
る
第
一
号
被
保
険
者
に
係
る
療
養
の
給
付
に
要

　
　
　
　
し
た
費
用
の
額
で
あ
っ
て
当
該
年
度
の
十
二
月
末
日
現
在
に
お
い
て
審
査
決
定
し
て
い
る
も
の
の
額
か
ら
当

　
　
　
　
該
給
付
に
係
る
一
部
負
担
金
に
相
当
す
る
額
を
控
除
し
た
額

　
　
　
図
　
請
求
費
用
算
定
期
間
に
お
け
る
請
求
に
係
る
第
一
号
被
保
険
者
に
係
る
入
院
時
食
事
療
養
費
の
支
給
（
高

　
　
　
　
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
九
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
二
十
九
号
。
以
下
「
規

　
　
　
　
則
」
と
い
う
。
）
第
三
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
も
の
を
除
く
。
）
に
要
し
た
費
用
の
額
で
あ
っ
て
当
該
年
度
の
十

　
　
　
　
二
月
末
日
現
在
に
お
い
て
審
査
決
定
し
て
い
る
も
の
の
額

　
　
　
㈹
　
請
求
費
用
算
定
期
間
に
お
け
る
請
求
に
係
る
第
一
号
被
保
険
者
に
係
る
入
院
時
生
活
療
養
費
の
支
給
（
規

　
　
　
　
則
第
四
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
も
の
を
除
く
。
）
に
要
し
た
費
用
の
額
で
あ
っ
て
当
該
年
度
の
十
二
月
末
日
現

　
　
　
　
在
に
お
い
て
審
査
決
定
し
て
い
る
も
の
の
額

　
　
　
㈲
　
請
求
費
用
算
定
期
間
に
お
け
る
請
求
に
係
る
第
一
号
被
保
険
者
に
係
る
保
険
外
併
用
療
養
費
の
支
給
（
規

　
　
　
　
則
第
三
十
七
条
及
び
第
四
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
も
の
を
除
く
。
）
に
要
し
た
費
用
の
額
で
あ
っ
て
当
該
年
度

　
　
　
　
の
十
二
月
末
日
現
在
に
お
い
て
審
査
決
定
し
て
い
る
も
の
の
額

　
　
　
㈲
　
請
求
費
用
算
定
期
間
に
お
け
る
請
求
に
係
る
第
一
号
被
保
険
者
に
係
る
訪
問
看
護
療
養
費
の
支
給
に
要
し

　
　
　
　
た
費
用
の
額
で
あ
っ
て
当
該
年
度
の
十
二
月
末
日
現
在
に
お
い
て
審
査
決
定
し
て
い
る
も
の
の
額

　
　
ロ
　
次
の
ω
か
ら
ω
ま
で
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額

　
　
　
ω
　
前
年
度
の
一
月
一
日
か
ら
当
該
年
度
の
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
（
以
下
こ
の
ロ
及
び
次
号
ロ
に
お
い

　
　
　
　
て
「
支
給
費
用
算
定
期
間
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
第
一
号
被
保
険
者
に
係
る
入
院
時
食
事
療
養
費
の
支
給
（
規

　
　
　
　
則
第
三
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
要
し
た
費
用
の
額

　
　
　
③
　
支
給
費
用
算
定
期
間
に
お
け
る
第
一
号
被
保
険
者
に
係
る
入
院
時
生
活
療
養
費
の
支
給
（
規
則
第
四
十
二

　
　
　
　
条
の
規
定
に
よ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
要
し
た
費
用
の
額

　
　
　
③
　
支
給
費
用
算
定
期
間
に
お
け
る
第
一
号
被
保
険
者
に
係
る
保
険
外
併
用
療
養
費
の
支
給
（
規
則
第
三
十
七

　
　
　
　
条
及
び
第
四
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
要
し
た
費
用
の
額

　
　
　
四
　
支
給
費
用
算
定
期
間
に
お
け
る
第
一
号
被
保
険
者
に
係
る
療
養
費
及
び
特
別
療
養
費
の
支
給
に
要
し
た
費

　
　
　
　
用
の
額

　
　
　
㈲
　
支
給
費
用
算
定
期
間
に
お
け
る
第
一
号
被
保
険
者
に
係
る
移
送
費
の
支
給
に
要
し
た
費
用
の
額

　
　
　
㈲
　
支
給
費
用
算
定
期
間
に
お
け
る
第
一
号
被
保
険
者
に
係
る
高
額
療
養
費
の
支
給
に
要
し
た
費
用
の
額

　
　
　
ω
　
支
給
費
用
算
定
期
間
に
お
け
る
第
一
号
被
保
険
者
に
係
る
高
額
介
護
合
算
療
養
費
の
支
給
に
要
し
た
費
用

　
　
　
　
の
額

二
　
被
保
険
者
の
う
ち
、
法
第
六
十
七
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
者
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て

　
　
「
第
二
号
被
保
険
者
」
と
い
う
。
）
に
係
る
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額

　
イ
　
次
の
q
D
か
ら
㈲
ま
で
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額

　
　
ω
　
請
求
費
用
算
定
期
間
に
お
け
る
請
求
に
係
る
第
二
号
被
保
険
者
に
係
る
療
養
の
給
付
に
要
し
た
費
用
の
額

　
　
　
で
あ
っ
て
当
該
年
度
の
十
二
月
末
日
現
在
に
お
い
て
審
査
決
定
し
て
い
る
も
の
の
額
か
ら
当
該
給
付
に
係
る

　
　
　
　
一
部
負
担
金
に
相
当
す
る
額
を
控
除
し
た
額

　
　
の
　
請
求
費
用
算
定
期
間
に
お
け
る
請
求
に
係
る
第
二
号
被
保
険
者
に
係
る
入
院
時
食
事
療
養
費
の
支
給
（
規

　
　
　
則
第
三
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
も
の
を
除
く
。
）
に
要
し
た
費
用
の
額
で
あ
っ
て
当
該
年
度
の
十
二
月
末
日
現

　
　
　
在
に
お
い
て
審
査
決
定
し
て
い
る
も
の
の
額

　
　
㈹
　
請
求
費
用
算
定
期
間
に
お
け
る
請
求
に
係
る
第
二
号
被
保
険
者
に
係
る
入
院
時
生
活
療
養
費
の
支
給
（
規

　
　
　
則
第
四
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
も
の
を
除
く
。
）
に
要
し
た
費
用
の
額
で
あ
っ
て
当
該
年
度
の
十
二
月
末
日
現

　
　
　
在
に
お
い
て
審
査
決
定
し
て
い
る
も
の
の
額

　
　
㈲
　
請
求
費
用
算
定
期
間
に
お
け
る
請
求
に
係
る
第
二
号
被
保
険
者
に
係
る
保
険
外
併
用
療
養
費
の
支
給
（
規

　
　
　
則
第
三
十
七
条
及
び
第
四
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
も
の
を
除
く
。
）
に
要
し
た
費
用
の
額
で
あ
っ
て
当
該
年
度

　
　
　
の
十
二
月
末
日
現
在
に
お
い
て
審
査
決
定
し
て
い
る
も
の
の
額

　
　
㈲
　
請
求
費
用
算
定
期
間
に
お
け
る
請
求
に
係
る
第
二
号
被
保
険
者
に
係
る
訪
問
着
穫
療
養
費
の
支
給
に
要
し

　
　
　
た
費
用
の
額
で
あ
っ
て
当
該
年
度
の
十
二
月
末
日
現
在
に
お
い
て
審
査
決
定
し
て
い
る
も
の
の
額

　
　
ロ
　
次
の
q
D
か
ら
ω
ま
で
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額

　
　
ω
支
給
費
用
算
定
期
間
に
お
け
る
第
二
号
被
保
険
者
に
係
る
入
院
時
食
事
療
養
費
の
支
給
（
規
則
第
三
十
七

　
　
　
条
の
規
定
に
よ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
要
し
た
費
用
の
額

　
　
⑧
支
給
費
用
算
定
期
間
に
お
け
る
第
二
号
被
保
険
者
に
係
る
入
院
時
生
活
療
養
費
の
支
給
（
規
則
第
四
十
二

　
　
　
条
の
規
定
に
よ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
要
し
た
費
用
の
額

　
　
偶
　
支
給
費
用
算
定
期
間
に
お
け
る
第
二
号
被
保
険
者
に
係
る
保
険
外
併
用
療
養
費
の
支
給
（
規
則
第
三
十
七

　
　
　
条
及
び
第
四
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
要
し
た
費
用
の
額

　
　
㈲
　
支
給
費
用
算
定
期
間
に
お
け
る
第
二
号
被
保
険
者
に
係
る
療
養
費
及
び
特
別
療
養
費
の
支
給
に
要
し
た
費

　
　
　
用
の
額

　
　
　
㈲
　
支
給
費
用
算
定
期
間
に
お
け
る
第
二
号
被
保
険
者
に
係
る
移
送
費
の
支
給
に
要
し
た
費
用
の
額

　
　
㈲
　
支
給
費
用
算
定
期
間
に
お
け
る
第
二
号
被
保
険
者
に
係
る
高
額
療
養
費
の
支
給
に
要
し
た
費
用
の
額

　
　
　
G
η
支
給
費
用
算
定
期
間
に
お
け
る
第
二
号
被
保
険
者
に
係
る
高
額
介
護
合
算
療
養
費
の
支
給
に
要
し
た
費
用

　
　
　
　
の
額

2
　
前
項
の
鯛
整
係
数
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
額
を
第
二
号
に
掲
げ
る
額
で
除
し
て
得
た
率
（
小
数
点
以
下
第
十
一
位

未
満
は
四
捨
五
入
す
る
も
の
と
す
る
。
以
下
「
補
正
前
調
整
係
数
」
と
い
う
。
）
に
補
正
係
数
を
乗
じ
て
得
た
率
（
小

数
点
以
下
第
十
一
位
未
満
は
四
捨
五
入
す
る
も
の
と
す
る
。
）
と
す
る
。

　
一
　
調
整
前
調
整
対
象
需
要
額
か
ら
第
六
条
の
規
定
に
よ
り
算
定
さ
れ
た
当
該
年
度
の
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

　
　
連
合
に
係
る
特
別
調
整
交
付
金
（
算
定
政
令
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
別
調
整
交
付
金
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

　
　
の
額
並
び
に
算
定
政
令
第
四
条
第
二
項
及
び
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
さ
れ
た
当
該
年
度
の
当
該
後
期

　
　
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
対
す
る
負
担
金
の
合
計
額
を
控
除
し
て
得
た
額

　
二
　
調
整
前
調
整
対
象
需
要
額

3
　
前
項
の
補
正
係
数
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
額
を
第
二
号
に
掲
げ
る
額
で
除
し
て
得
た
率
を
基
準
と
し
て
、
毎
年
度
、

　
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
率
と
す
る
。

　
一
　
当
該
年
度
に
お
い
て
交
付
す
る
調
整
交
付
金
の
総
額
か
ら
当
該
年
度
に
お
い
て
各
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
　
に
対
し
て
交
付
す
る
特
別
調
整
交
付
金
の
総
額
を
控
除
し
て
得
た
額

　
二
　
各
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
ご
と
に
算
定
し
た
イ
に
掲
げ
る
額
か
ら
ロ
に
掲
げ
る
額
を
控
除
し
た
額
の
合
計

　
　
額

　
　
イ
　
調
整
前
調
整
対
線
需
要
額
に
補
正
前
調
整
係
数
を
乗
じ
て
得
た
額

　
　
ロ
　
次
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額
に
補
正
前
調
整
係
数
を
乗
じ
て
得
た
額
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（
調
整
対
象
収
入
額
の
算
定
方
法
）

第
五
条
　
調
整
対
象
収
入
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額
に
前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
調
整
係
数
を
乗
じ
て

　
得
た
額
と
す
る
。

　
一
　
前
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額
の
百
分
の
五
に
相
当
す
る
額

　
二
　
前
号
に
掲
げ
る
額
に
所
得
係
数
を
乗
じ
て
得
た
額

2
　
前
項
第
二
号
の
所
得
係
数
は
、
一
人
当
た
り
所
得
額
を
一
人
平
均
所
得
顔
で
除
し
て
得
た
率
（
小
数
点
以
下
第
十

　
一
位
未
満
は
四
捨
五
入
す
る
も
の
と
す
る
。
）
と
す
る
。

3
　
前
項
の
一
人
当
た
り
所
得
額
は
、
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
つ
き
、
賦
課
期
日
（
法
第
百
六
条
に
規
定

　
す
る
賦
課
期
日
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
お
け
る
被
保
険
者
に
係
る
基
礎
控
除
後
の
総
所
得
金
額
等
（
高
齢
者
の
医

　
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
九
年
政
令
第
三
百
十
八
号
）
第
十
八
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
基

　
礎
控
除
後
の
総
所
得
金
額
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
合
計
額
を
前
年
度
の
一
月
か
ら
当
該
年
度
の
十
二
月
ま
で
の

　
各
月
末
に
お
け
る
被
保
険
者
の
数
の
合
計
数
を
十
二
で
除
し
て
得
た
数
（
そ
の
数
に
一
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、

　
こ
れ
を
四
捨
五
入
し
て
得
た
数
と
す
る
。
以
下
「
平
均
被
保
険
者
数
」
と
い
う
。
）
で
除
し
て
得
た
額
（
そ
の
額
に
一

　
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
四
捨
五
入
し
て
得
た
額
と
す
る
。
）
と
す
る
。

4
　
第
二
項
の
一
人
平
均
所
得
額
は
、
各
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
賦
課
期
日
に
お
け
る
被
保
険
者
に
係
る
基
礎

　
控
除
後
の
総
所
得
金
額
等
の
合
計
額
の
合
計
額
を
各
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
平
均
被
保
険
者
数
の
合
計
数
で

　
除
し
て
得
た
額
を
基
礎
と
し
て
、
毎
年
度
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
額
と
す
る
。

　
（
特
別
調
整
交
付
金
の
額
）

第
六
条
　
算
定
政
令
第
六
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
交
付
す
る
特
別
調
整
交
付
金
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場

　
合
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額
と
す
る
。

　
一
　
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
を
組
織
す
る
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。
以
下
「
構
成
市
町
村
」
と
い
う
。
）
に
つ

　
　
き
、
前
年
度
の
一
月
一
日
か
ら
当
該
年
度
の
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
災
害
そ
の
他
特
別
の
理
由
に
よ
り
減

　
　
免
の
措
置
を
採
っ
た
被
保
険
者
に
係
る
保
険
料
の
額
の
合
計
額
が
、
当
該
構
成
市
町
村
に
つ
き
算
定
し
た
調
整
前

　
　
調
整
対
象
需
要
額
の
百
分
の
一
に
相
当
す
る
額
以
上
で
あ
る
場
合
　
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
お
け
る

　
　
当
該
場
合
に
該
当
す
る
構
成
市
町
村
．
こ
と
に
算
定
し
た
当
該
被
保
険
者
に
係
る
保
険
料
の
減
免
額
の
合
計
額
の
十

　
　
分
の
八
以
内
の
額
の
合
計
額

　
二
　
構
成
市
町
村
に
つ
き
、
前
年
度
の
一
月
一
日
か
ら
当
該
年
度
の
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
イ
に
掲

　
　
げ
る
額
が
ロ
に
掲
げ
る
額
の
百
分
の
一
に
相
当
す
る
額
以
上
で
あ
る
場
合
　
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に

　
　
お
け
る
当
該
場
合
に
該
当
す
る
構
成
市
町
村
の
当
該
療
養
の
給
付
に
係
る
一
部
負
担
金
の
減
免
額
並
び
に
当
該
減

　
　
免
に
よ
り
加
算
さ
れ
た
保
険
外
併
用
療
養
費
、
訪
問
着
穫
療
養
費
及
び
特
別
療
養
費
の
額
の
合
計
額
の
十
分
の
八

　
　
以
内
の
額
の
合
計
額

　
　
イ
　
次
の
ω
か
ら
㈱
ま
で
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額

　
　
　
ω
　
災
害
そ
の
他
特
別
の
理
由
に
よ
る
療
養
の
給
付
に
係
る
一
部
負
担
金
の
減
免
額

　
　
　
⑭
　
災
害
そ
の
他
特
別
の
理
由
に
よ
る
療
養
の
給
付
に
係
る
一
部
負
担
金
の
減
免
（
以
下
コ
部
負
担
金
減
免
」

　
　
　
　
と
い
う
。
）
に
よ
り
加
算
さ
れ
た
保
険
外
併
用
療
養
費
の
額

　
　
　
㈹
　
一
部
負
担
金
減
免
に
よ
り
加
算
さ
れ
た
訪
問
看
簸
療
養
費
の
額

　
　
　
ゆ
　
一
部
負
担
金
減
免
に
よ
り
加
算
さ
れ
た
特
別
療
養
費
の
額

　
次
の
ω
か
ら
ゆ
ま
で
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額

　
　
に
つ
き
算
定
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
現
に
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
現

　
　
に
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
と
す
る
。
）
か
ら
こ
れ
ら
の
療
養
に
要
し
た
費
用
に
つ
き
保
険
外
併
用
療
養
費
又

　
　
は
特
別
療
養
費
と
し
て
支
給
さ
れ
る
額
に
相
当
す
る
額
を
控
除
し
た
額

　
　
に
つ
き
訪
問
看
護
療
養
費
と
し
て
支
給
さ
れ
る
額
に
相
当
す
る
額
を
控
除
し
た
額

一
　
訪
問
看
護
療
養
費
の
支
給
に
つ
い
て
の
療
養
に
つ
き
算
定
し
た
費
用
の
額
か
ら
そ
の
療
養
に
要
し
た
費
用

　
　
　
く

ロ

ー
　
イ
に
掲
げ
る
額

　
1
　
て一
　
療
養
の
給
付
に
係
る
一
部
負
担
金
の
額

　
　
　
く一
　
保
険
外
併
用
療
養
費
又
は
特
別
療
養
費
の
支
給
に
つ
い
て
の
療
養
（
食
事
療
養
及
び
生
活
療
養
を
除
く
。
）

　
3
　
（

第
三
条

　
あ
る
の
は
「
合
計
額
に
八
分
の
十
一
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
」
と
、

　
月
一
日
か
ら
当
該
年
度
の
」

2　
六
条
中
「
合
計
額
と
す
る
」
と
あ
る
の
は
、
「
合
計
額
に
十
二
分
の
十
一
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
」
と
す
る
。

　
三
　
構
成
市
町
村
に
つ
き
算
定
し
た
調
整
前
調
整
対
象
需
要
額
の
う
ち
、
流
行
病
、
災
害
を
原
因
と
す
る
疾
病
若
し

　
　
く
は
負
傷
又
は
地
域
的
に
発
生
す
る
特
殊
疾
病
に
係
る
額
の
占
め
る
割
合
が
百
分
の
五
を
超
え
る
場
合
　
当
該
後

　
　
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
お
け
る
当
該
場
合
に
該
当
す
る
構
成
市
町
村
に
つ
き
算
定
し
た
調
整
前
調
整
対
象
需

　
　
要
額
に
当
該
割
合
か
ら
百
分
の
五
を
控
除
し
た
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
の
十
分
の
五
以
内
の
額
の
合
計
額

　
四
　
構
成
市
町
村
に
つ
き
算
定
し
た
調
艶
前
調
整
対
象
需
要
額
の
う
ち
、
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関
す

　
　
る
法
御
（
平
成
六
年
法
律
第
百
十
七
号
）
に
い
う
被
爆
者
に
係
る
額
の
占
め
る
割
合
が
百
分
の
三
を
超
え
る
場
合

　
　
　
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
お
け
る
当
該
場
合
に
該
当
す
る
構
成
市
町
村
に
つ
き
算
定
し
た
当
該
被
爆

　
　
者
に
係
る
額
の
十
分
の
八
以
内
の
額
の
合
計
額

　
五
　
鯛
整
前
調
整
対
象
禰
要
額
の
う
ち
、
診
療
報
酬
の
算
定
方
法
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
九
十
二
号
）

　
　
第
五
号
の
規
定
に
基
づ
き
定
め
ら
れ
た
療
養
担
当
手
当
に
係
る
額
が
あ
る
場
合
　
当
該
療
養
担
当
手
当
に
係
る
額

　
　
の
四
分
の
三
以
内
の
額

　
　
　
構
成
市
町
村
に
つ
き
算
定
し
た
調
整
前
調
整
対
象
需
要
額
の
う
ち
、
結
核
性
疾
病
及
び
精
神
病
に
係
る
額
の
占

　
　
め
る
割
合
が
百
分
の
十
五
を
超
え
る
場
合
　
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
お
け
る
当
該
場
合
に
該
当
す
る

　
　
構
成
市
町
村
に
つ
き
算
定
し
た
調
整
前
調
整
対
象
需
要
額
に
当
該
割
合
か
ら
百
分
の
十
五
を
控
除
し
た
割
合
を
乗

　
　
じ
て
得
た
額
の
十
分
の
八
以
内
の
額
の
合
計
額

　
　
　
そ
の
他
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
　
別
に
定
め
る
額

　
（
端
数
計
算
）

　
た
金
額
に
五
百
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
を
切
り
捨
て
、
五
百
円
以
上
千
円
未
満
の
端
数
が
あ
る

　
と
き
は
、
そ
の
端
数
を
千
円
に
切
り
上
げ
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　
附
　
則

　
（
施
行
期
日
）

　
（
平
成
二
十
年
度
の
調
整
対
象
需
要
額
及
び
調
整
対
象
収
入
額
の
算
定
の
特
例
）

　
二
月
十
一
日
か
ら
当
該
年
度
の
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
」
と
、
同
号
イ
ω
及
び
同
項
第
二
号

　
イ
ω
中
「
当
該
年
度
の
十
二
月
末
日
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
二
十
年
十
二
月
末
日
」
と
、
同
項
第
一
号
ロ
ω
中
「
前

　
の
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
二
十
年
四
月
か
ら
」
と
、
「
十
二
で
」
と
あ
る
の
は
「
九
で
」
と
す
る
。

　
（
平
成
二
十
年
度
か
ら
平
成
二
十
三
年
度
ま
で
の
間
に
お
け
る
特
別
鯛
整
交
付
金
の
額
の
算
定
の
特
例
）

　
　
　
　
平
成
二
十
年
度
に
お
け
る
特
別
調
整
交
付
金
の
額
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
第
六
条
中
「
合
計
額
と
す
る
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
条
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
前
年
度
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
あ
る
の
は
「
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
」
と
す
る
。

　
　
平
成
二
十
一
年
度
か
ら
平
成
二
十
三
年
度
ま
で
の
間
に
お
け
る
特
別
調
整
交
付
金
の
額
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
第

　
六

　
七

第
七
条
　
胴
整
交
付
金
の
額
、
稠
整
対
象
儒
要
額
又
は
稠
整
対
象
収
入
額
を
算
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
算
定
し

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

第
二
条
　
平
成
二
十
年
度
の
調
整
対
象
需
要
額
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
第
四
条
第
一
項
第
一
号
イ
ω
中
「
前
年
度
の
十

　
年
度
の
一
月
一
日
か
ら
当
該
年
度
の
」
と
あ
る
の
億
「
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
」
と
す
る
。

2
　
平
成
二
十
年
度
の
調
整
対
象
収
入
額
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
第
五
条
第
三
項
中
「
前
年
度
の
一
月
か
ら
当
該
年
度

告

示

O
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
八
十
八
号

　
保
険
医
療
機
関
及
び
保
険
医
療
獲
担
当
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
厚
生
省
令
第
十
五
号
）
第
十
九
条
第
一
項
本
文
及
び

保
険
薬
局
及
び
保
険
薬
剤
師
癒
養
担
当
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
厚
生
省
令
第
十
六
号
）
第
九
条
本
文
並
び
に
老
人
保
健

法
の
規
定
に
よ
る
医
療
並
び
に
入
院
時
食
事
療
養
費
、
入
院
時
生
活
療
養
費
及
び
保
険
外
併
用
療
聾
費
に
係
る
療
養
の

取
扱
い
及
び
担
当
に
関
す
る
基
準
（
昭
和
五
十
八
年
厚
生
省
告
示
第
十
四
号
）
第
十
九
条
第
一
項
本
文
及
び
第
三
十
一

条
本
文
の
規
定
に
基
づ
き
、
療
担
規
則
及
び
薬
担
規
則
並
び
に
療
担
基
準
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
掲
示
事

項
等
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
平
成
十
九
年
十
一
月
二
十
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
舛
添
　
要
一




